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1990 年以降、日本各地でさまざまな形
で行われてきたアートプロジェクト。ア
ートがアーティストを中心としたつくり
手だけのものであったのが、プロジェク
トという「仕組み」が加わったことによ
って、さまざまな人びととの接点が生ま
れ、社会と新たな関わりを持ち始めてい
ます。ここでは、歴史的位置づけとその
変遷、多様な担い手たち、地域社会から
の期待について概観し、どのような活動
を「アートプロジェクト」と呼び、芸
術、あるいは社会の中でどのようにとら
えられているのか、その定義を試みます。

アートプロジェクトとは‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2

Lecture‥I‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3

歴史的位置づけとその変遷
——空間から場、そしてシステム

‥
Lecture‥II‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 8

多様な担い手たち

Lecture‥III‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13

地域社会からの期待
‥

講座・研究会開催日：2012年7月13、20、27日

アートプロジェクトとは　
第0章●「概説――定義の試み」‥‥‥ 3

Lecture‥I‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3

歴史的位置づけとその変遷
——空間から場、そしてシステム

■１９５０年代〜１９８０年代‥

―アートプロジェクト前史　‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3
■１９９０年代‥

―アートプロジェクトの萌芽‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4
■２０００年代以降‥

―「社会システム」としてのアートプロジェクト‥ ‥‥‥‥‥ 6
■新しい公共芸術‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 7

Lecture‥II‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 8

多様な担い手たち
■実行委員会形式とアートＮＰＯ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 8

■芸術の専門家たちと、そのモチベーション‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 9

■教育機関との連携による若年層の多面的な関わり‥‥‥‥ 10

■民間団体や公共施設との相互連携‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥10

■アート以外の専門家・市民団体・地域住民‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥ 11

Lecture‥III‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13

地域社会からの期待
■経済・産業振興としての視点‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13

■まちづくり・コミュニティ形成としての視点‥‥‥‥‥‥‥ 13
■教育としての観点‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14

■社会包摂的活動や環境などの他分野との関わり‥‥‥‥‥‥ 14

■アートはまちの漢方薬‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15

‥

熊
倉‥

純
子
（
く
ま
く
ら
・
す
み
こ
）

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
音
楽
環
境
創
造
科
教
授
。
パ
リ
第
十
大
学
、
慶
應
義
塾
大
学

卒
業
。
１
９
９
２
年
か
ら
２
０
０
２
年
ま
で
（
社
）
企
業
メ
セ
ナ
協
議
会
に
勤
務
。
企

業
の
メ
セ
ナ
活
動
や
芸
術
普
及
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
研
究
・
開
発
に
携
わ
る
。
専
門
は

文
化
環
境
論
（
文
化
支
援
）、
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
。
２
０
０
２
年
４
月
よ
り
東
京
藝

術
大
学
に
新
設
さ
れ
た
音
楽
環
境
創
造
科
で
社
会
と
芸
術
を
結
ぶ
人
材
を
養
成
す
る
。

著
書
に
「
社
会
と
ア
ー
ト
の
え
ん
む
す
び
１
９
９
６
―
２
０
０
０
―
―
つ
な
ぎ
手
た
ち
の

実
践
」（
共
編
。
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
２
０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
発
行
、
ト
ラ
ン

ス
ア
ー
ト
）。

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
会

菊
地
拓
児
、
長
津
結
一
郎
（
２
０
１
０
〜
２
０
１
２
）、
伯
耆
田
卓
助
、
九
冨
美
香
、
永
尾

真
由
、
渡
辺
文
菜
（
２
０
１
０
）、
芝
山
祐
美
、
中
山
亜
美
（
２
０
１
１
）、
下
西
奏
、
高

橋
麻
衣
、
畑
ま
り
あ
、
宮
下
信
子（
２
０
１
１
〜
２
０
１
２
）、エ
レ
ナ
・
ブ
ジ
ョ
ラ
、
小

林
あ
ず
さ
、
鄭
眞
愛
、
髙
橋
り
ほ
、
鄭
タ
ン
イ
（
２
０
１
２)



「概説――定義の試み」● アートプロジェクトとは

0-2 東京アートポイント計画　Tokyo Art Research Lab
『日本型アートプロジェクトの歴史と現在』　第0章

アートプロジェクトとは　

現代美術を中心に、1990 年代以降日本各地で展開されている‥
共創的芸術活動。

作品展示にとどまらず、同時代の社会の中に入りこんで、‥
個別の社会的事象と関わりながら展開される。

既存の回路とは異なる接続／接触のきっかけとなることで、‥
新たな芸術的／社会的文脈を創出する活動といえる。

①制作のプロセスを重視し、積極的に開示　

②‥プロジェクトが実施される場やその社会的状況に応じた‥
活動を行う、社会的な文脈としてのサイト・スペシフィック　

③さまざまな波及効果を期待する、継続的な展開

④‥さまざまな属性の人びとが関わるコラボレーションと、‥
それを誘発するコミュニケーション

⑤芸術以外の社会分野への関心や働きかけ　

などの特徴を持つ。

その活動は、美術家たちが廃校・廃屋などで行う展覧会や拠点づくり、
野外／まちなかでの作品展示や公演を行う芸術祭、
コミュニティの課題を解決するための社会実験的な活動など、
幅広い形で現れるものを指すようになりつつある。



0-3 東京アートポイント計画　Tokyo Art Research Lab
『日本型アートプロジェクトの歴史と現在』　第0章

「概説――定義の試み」●Lecture I　歴史的位置づけとその変遷

＊
1具

体
美
術
協
会

第
１
章
25
頁
、
＊
14
参
照
。

＊
2出

典:

加
治
屋
健
司
「
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
日

本
―
―
ア
ー
ト
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
考
え
る
」『
広

島
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
０
８‥

汽
水
域
』、
１
２

９
頁
〜
１
３
５
頁
（
２
０
０
９
年
、
広
島
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
）。

＊
3第

1
章
25
頁
、
加
治
屋
健
司
の
発
言
を
参
照
。

＊
4出

典:

村
田
真
「
美
術
の
基
礎
問
題　

連
載
第
18
回‥‥‥

美
術
館
を
出
て
」『artscape

』。
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
彫

刻
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
第
８
章
20
頁
、
＊
37
も

参
照
。

＊
5サ

イ
ト
・
ス
ペ
シ
フ
ィッ
ク

美
術
作
品
が
「
特
定
の
場
所
に
帰
属
す
る
」
性
質
を

示
す
用
語
。（
出
典:

暮
沢
剛
巳
「
現
代
美
術
用
語

辞
典‥1.0

」『artscape

』）

＊
6牛

窓
国
際
芸
術
祭

ダ
ニ
エ
ル
・
ビ
ュ
レ
ン
ヌ
を
は
じ
め
、
海
外
の
著
名
な

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
招
聘
さ
れ
た
。
詳
細
は
藤
浩
志
の

発
言
を
参
照
（
第
8
章
９
頁
）。

＊
7自

由
工
場

第
８
章
９
頁
、
＊
８
参
照
。

＊
8ヤ

ン
・
フ
ー
ト

第
８
章
11
頁
、
＊
18
参
照
。

第
0
章
●「
概
説
―
―
定
義
の
試
み
」

Lecture‥I

歴
史
的
位
置
づ
け
と
そ
の
変
遷‥

―
空
間
か
ら
場
、そ
し
て
シ
ス
テ
ム

　
日
本
に
お
け
る
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ど
の
時
期
か
ら
始
ま
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
１
９
５
０
年
代
〜
１
９
８
０
年
代
を

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
前
史
」、 
１
９
９
０
年
以
降
に
各
地
域

で
起
こ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を
「
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
位

置
づ
け
、
美
術
史
的
文
脈
と
社
会
的
背
景
を
切
り
口
と
し
て
、
そ
の

変
遷
を
概
観
す
る
。

C
ontents

■
１
９
５
０
年
代
〜
１
９
８
０
年
代‥

―
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
前
史　

‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
3

■
１
９
９
０
年
代‥

―
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
萌
芽
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
4

■
２
０
０
０
年
代
以
降‥

―「
社
会
シ
ス
テ
ム
」と
し
て
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
‥
‥
‥
‥
‥
6

■
新
し
い
公
共
芸
術
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
7

■
１
９
５
０
年
代
〜
１
９
８
０
年
代‥

―
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
前
史　

　
50
年
代
〜
70
年
代
は
「
作
品
」
と
「
空
間
」
へ
の
関
心
が
新
た
な

展
開
を
み
せ
た
時
代
で
あ
る
。
50
年
代
は
具
体
美
術
協
会（
＊
1
）な
ど

の
前
衛
美
術
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
野
外
展
が
行
わ
れ
る（
＊
2
）‥

な
ど
、
ホ

ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
以
外
の
空
間
が
注
目
さ
れ
始
め
た
。
し
か
し
、
美

術
館
や
美
術
の
制
度
に
対
す
る
批
判
的
な
意
識
は
さ
ほ
ど
強
く
な
く
、

あ
く
ま
で
野
外
と
い
う
「
空
間
」
へ
の
興
味
が
中
心
で
あ
っ
た
。
60

年
代
に
入
る
と
、
ハ
プ
ニ
ン
グ
や
野
外
彫
刻
展
、
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン

展
な
ど
、
新
た
な
美
術
制
度
や
表
現
形
態
が
生
ま
れ
て
く
る（
＊
3
）。

70
年
代
に
は
野
外
や
美
術
館
以
外
の
施
設
で
の
展
覧
会
が
増
え
、
野

外
美
術
展
が
急
増
す
る
。

　
77
年
に
は
、
日
本
に
お
け
る
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
海
外
の
先
駆
的
な
事
例
で
あ
る
「
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
彫
刻

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
始
ま
る
。
ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
と
い
う
静

か
な
住
宅
街
で
、
市
街
地
や
公
園
と
い
っ
た
屋
外
空
間
に
作
品
が
設

置
さ
れ
た
。
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
は
保
守
的
な
土
地
柄
で
あ
る
た
め
、
10

年
に
一
度
と
い
う
長
い
間
隔
を
空
け
て
、
一
部
の
作
品
を
ま
ち
な
か

に
残
す
方
式
を
採
っ
た
。
こ
れ
は
、
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
市
に
徐
々
に
彫

刻
を
浸
透
さ
せ
て
い
く
長
期
的
な
計
画
で
、「
彫
刻
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
単
な
る
展
覧
会
の
名
称
で
は
な
く
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
全
体
を
指
し

て
い
る
と
い
え
る（
＊
4
）。

ミュンスター彫刻プロジェクト(77年)でのドナルド・
ジャッドの作品（87年撮影）　画像提供：村田‥真

ミュンスター彫刻プロジェクト(87年)でのダニエル・
ビュランの作品（87年撮影)　画像提供：村田‥真
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＊
9写

真
家
の
安
斎
重
男
も
、
安
斎
重
男
＋
篠
田
辰
美
対

談
集
『
現
代
美
術
ト
ー
ク
』（
美
術
出
版
社
、
１
９
９

３
年
）
の
中
で
シ
ャ
ン
ブ
ル
・
ダ
ミ
展
に
つ
い
て
言
及

し
て
い
る
。

＊
10企

業
メ
セ
ナ
協
議
会

第
３
章
21
頁
、
＊
33
参
照
。

＊
11芸

術
文
化
振
興
基
金

第
３
章
21
頁
、
＊
32
参
照
。

＊
12熊

倉
純
子
の
発
言
を
参
照
（
第
3
章
）。

＊
13ふ

る
さ
と
創
生
基
金

第
８
章
12
頁
、
＊
21
参
照
。

＊
14ア

ー
ト
キ
ャ
ン
プ
白
州

第
８
章
12
頁
、
＊
22
参
照
。

＊
15ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
・
シ
テ
ィ
・
天
神

第
８
章
10
頁
、
＊
11
参
照
。

＊
16田

中
泯
（
た
な
か
・
み
ん
）

第
８
章
13
頁
、
＊
22
参
照
。

＊
17木

幡
和
枝
（
こ
ば
た
・
か
ず
え
）

第
８
章
13
頁
、
＊
22
参
照
。

＊
18出

典:

加
治
屋
健
司
、
前
掲
書
、
１
２
９
頁
〜
１
３

５
頁
。

＊
19自

由
工
場

第
８
章
９
頁
、
＊
７
、
＊
８
参
照
。

■
１
９
９
０
年
代‥

―
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
萌
芽

　
90
年
代
初
頭
は
日
本
の
文
化
環
境
が
大
き
く
変
化
し
た
時
代
で
あ

る
。
80
年
代
後
半
か
ら
の
バ
ブ
ル
景
気
の
余
波
を
う
け
、
企
業
が
余

剰
資
金
を
文
化
イ
ベ
ン
ト
へ
と
活
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
90
年
に
社

団
法
人
（
現
公
益
社
団
法
人
）
企
業
メ
セ
ナ
協
議
会（
＊
10
）が
発
足
し

た
。

　
ま
た
、
国
も
芸
術
文
化
振
興
基
金（
＊
11
）を
創
設
す
る
こ
と
で
、
文

化
環
境
が
変
化
し
、
文
化
の
専
門
機
関
で
な
く
と
も
助
成
金
を
受
け

ら
れ
る
可
能
性
が
広
が
っ
た
。
さ
ら
に
、
地
方
自
治
体
の
文
化
に
対

す
る
関
心
が
高
ま
り
、
文
化
施
設
の
建
設
や
野
外
彫
刻
の
設
置
も
盛

ん
に
な
っ
た（
＊
12
）。
ふ
る
さ
と
創
生
基
金（
＊
13
）を
は
じ
め
と
し
た
国

か
ら
の
支
援
が
、
地
方
自
治
体
に
よ
る
文
化
振
興
の
追
い
風
と
な
っ

た
と
も
い
え
る
。

　
社
会
に
お
け
る
文
化
環
境
が
変
化
し
て
い
く
中
で
、
芸
術
の
新
し

い
環
境
を
目
指
し
、
同
時
代
の
社
会
の
中
に
入
り
、
個
別
の
社
会
的

事
象
と
関
わ
り
な
が
ら
展
開
さ
れ
る
、
共
創
的
芸
術
活
動
が
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
「
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

と
ら
え
た
と
き
に
、
そ
の
出
発
点
と
も
い
え
る
活
動
が
二
つ
あ
る
。

1
つ
は
山
梨
県
白
州
町
（
現
在
の
北
杜
市
）
で
88
年
か
ら
99
年
ま
で

毎
年
8
月
に
開
催
さ
れ
た
「
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
白
州
」（
＊
14
）で
あ
り
、

そ
し
て
も
う
1
つ
は
、
福
岡
県
福
岡
市
天
神
地
区
を
中
心
に
90
年
か

ら
隔
年
で
開
催
さ
れ
た
都
市
型
美
術
展
の
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
シ
テ

ィ
・
天
神
」（
＊
15
）で
あ
る
。

　「
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
白
州
」
は
、
田
中
泯（
＊
16
）が
自
ら
の
舞
踊
団

を
率
い
て
ま
ち
に
移
り
住
ん
だ
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
ア
ー
ト
・
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
木
幡
和
枝（
＊
17
）と
と
も
に
立
ち
上
げ
た
フ
ェ
ス
テ

　
80
年
代
〜
90
年
代
前
半
に
か
け
て
、「
空
間
」
か
ら
「
場
」
へ
と
概

念
が
拡
張
し
て
い
く
。
こ
の
頃
、「
サ
イ
ト
・
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク
」（＊
5
） 

と
い
う
概
念
が
広
ま
り
、
静
岡
県
浜
松
市
の
砂
浜
で
は
「
浜
松
野
外

美
術
展
（
80
年
）」、
栃
木
県
の
石
切
り
場
で
は
「
大
谷
地
下
美
術
展

（
84
年
）」
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
野
外
や
ま
ち
な
ど
の
空
間
的
な
面

白
さ
が
注
目
を
集
め
た
。
ま
た
、
岡
山
県
の
瀬
戸
内
海
の
オ
リ
ー
ブ

園
を
中
心
に
行
わ
れ
た
「
牛
窓
国
際
芸
術
祭
（
84
年
）」（＊
6
） 

は
、
単

発
的
な
展
示
に
と
ど
ま
ら
ず
、
93
年
に
始
ま
っ
た
「
自
由
工
場
」（＊
7
）

の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
点
か
ら
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
史
に
と
っ

て
重
要
な
契
機
と
な
る
事
例
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
80
年
代

前
半
は
、
い
ま
だ
作
品
が
展
示
さ
れ
る
「
空
間
」
へ
の
興
味
が
野
外

に
出
る
主
な
動
機
と
な
っ
て
お
り
、
場
の
歴
史
性
や
、
今
こ
の
場
所

が
同
時
代
の
社
会
や
人
び
と
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
持
ち
得
る
の
か

と
い
う
、
時
間
軸
も
含
め
た
、
よ
り
広
義
な
「
サ
イ
ト
・
ス
ペ
シ
フ

ィ
ッ
ク
」
な
も
の
で
あ
っ
た
と
は
言
い
が
た
い
。

　
80
年
代
後
半
に
な
る
と
、
同
時
代
の
人
び
と
を
巻
き
込
ん
だ
、

「
場
」
と
い
う
概
念
を
含
ん
だ
表
現
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
登
場
す
る
。

海
外
の
事
例
で
は
、
86
年
に
、
ベ
ル
ギ
ー
の
ゲ
ン
ト
市
立
現
代
美
術

館
で
ヤ
ン
・
フ
ー
ト（
＊
8
）が
企
画
し
た
展
覧
会
、「
シ
ャ
ン
ブ
ル
・
ダ

ミ
（cham

bres dʼam
is

）」
が
行
わ
れ
た
。
50
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
招
聘
さ
れ
、
約
50
軒
の
個
人
住
宅
の
中
に
作
品
を
設
置
し
た
こ
の

企
画
は
、
主
催
者
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
観
客
の
三
者
の
み
な
ら
ず
、

部
屋
を
会
場
と
し
て
提
供
し
た
人
た
ち
や
監
視
ス
タ
ッ
フ
、
会
場
を

つ
な
ぐ
タ
ク
シ
ー
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
市
民
が
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
で
支

え
た
こ
と
か
ら
も（
＊
9
）、
現
在
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
わ
れ
る

事
例
の
先
駆
け
と
と
ら
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
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＊
20

「
自
由
工
場
」
か
ら
派
生
し
た
活
動
と
し
て
、「
ア
ー

ト
ワ
ー
ク
み
の
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

＊
21Ｃ

．Ａ
．Ｐ
．［
芸
術
と
計
画
会
議
］

第
８
章
13
頁
、
＊
24
参
照
。

＊
22路

上
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
公
開
ア
ト
リ
エ
、
作
品
展

示
な
ど
を
行
う
「
ア
ー
ト
ポ
ー
レ
ン
」
と
い
う
展
覧

会
の
開
催
や
、「
旧
神
戸
移
住
セ
ン
タ
ー
」
を
使
い
、

「C
AP‥H

O
U
SE‥ -‥

１
９
０
日
間
の
芸
術
的
実
験
」

を
開
催
。
企
画
に
は
、
多
く
の
若
者
が
集
ま
っ
た
。

集
ま
れ
て
、
好
き
な
こ
と
が
で
き
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
つ
く
れ
て
遊
べ
る
場
所
が
、
当
時
の
若
者
た
ち

に
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
象
徴
す
る
事
例
で
あ
る
。

＊
23

パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト

第
７
章
13
頁
、
＊
４
参
照
。

＊
24熊

倉
純
子
の
発
言
を
参
照
（
第
8
章
12
頁
）。

＊
25後

期
に
参
加
し
た
作
家
で
は
、
藤
浩
志
や
オ
ー
ス
ト

リ
ア
を
中
心
と
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
の
ヴ
ォ

ッヘン
ク
ラ
ウ
ズ
ー
ル
が
学
校
な
ど
を
舞
台
と
し
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
活
動
を
展
開
し
た
。
藤
浩
志
の
発

言
も
参
照
（
第
8
章
13
頁
）。

＊
26灰

塚
ア
ー
ス
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
８
章
14
頁
、
＊
30
参
照
。

＊
27例

と
し
て
Ｐ
Ｈ
ス
タ
ジ
オ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、「
船
、

山
に
の
ぼ
る
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
加
治
屋
健
司
、
前

掲
書
も
参
照
。

リ
ッ
ク
ア
ー
ト
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
10
組
ほ
ど
の
出
展
作
家
が
、

デ
パ
ー
ト
、
地
下
街
、
公
園
な
ど
で
作
品
を
展
示
し
た
。
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
を
は
じ
め
と
し
た
美
術
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
行
政
や
企
業
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
有
志
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
点
が
画
期
的
で

あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
社
会
的
な
視
野
の
広
が
り
を
感
じ
さ
せ
た
。

バ
ブ
ル
期
の
追
い
風
を
受
け
、
民
間
企
業
の
出
資
に
よ
り
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
事
業
費
が
ま
か
な
わ
れ
た
点
も
新
た
な
傾
向
で
あ
る
。
後

期
は
よ
り
社
会
シ
ス
テ
ム
に
働
き
か
け
る
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

展
開
し
た（
＊
25
）‥

。

　
94
年
か
ら
２
０
０
３
年
ま
で
、
広
島
県
北
東
部
の
灰
塚
ダ
ム
建
設

予
定
地
で
行
わ
れ
た
「
灰
塚
ア
ー
ス
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（＊
26
）

も
、
社
会
シ
ス
テ
ム
と
の
関
わ
り
の
中
で
生
ま
れ
た
事
例
で
あ
る
。

ダ
ム
建
設
に
よ
っ
て
水
没
し
て
し
ま
う
三み

良よ
し

坂ざ
か

、
吉き

舎さ

、
総そ

う

領り
ょ
うの

3

町
の
周
辺
環
境
の
整
備
と
、
ア
ー
ト
に
よ
る
地
域
文
化
の
振
興
を
ね

ら
い
と
し
、
美
術
家
の
岡
崎
乾
二
郎
ら
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
参
加
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
討
論
に
住
民
を
巻
き

込
み
な
が
ら
、
ま
ち
の
過
去
・
現
在
・
未
来
に
関
わ
る
よ
う
な
社
会

的
文
脈
と
し
て
の
サ
イ
ト
・
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク
な
表
現（
＊
27
）が
な
さ

れ
た
。

ィ
バ
ル
で
あ
る
。
舞
踏
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
公
演
を
中
心
に
、
美
術
、

演
劇
、
音
楽
、
映
像
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
表
現
活
動
が
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
形
で
行
わ
れ
た
。
白
州
町

に
定
住
し
て
農
業
を
営
み
、
そ
の
場
で
作
品
を
つ
く
る
だ
け
で
な
く
、

「
暮
ら
す
」
と
い
う
視
点
が
加
わ
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
作
品
中

心
の
表
現
活
動
と
は
一
線
を
画
す
。
ま
た
、
運
営
に
表
現
者
・
企
画

者
以
外
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
携
わ
っ
た
こ
と
や
、
助
成
金
に
よ

る
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
も
現
在
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
近
い

と
い
え
る 

（
＊
18
）。

　「
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
白
州
」
以
降
、
１
９
９
０
年
代
前
半
に
か
け
て

は
、
空
間
と
し
て
の
面
白
さ
の
み
で
な
く
、
仲
間
が
集
う
場
の
重
要

性
が
認
識
さ
れ
、
ま
た
、
単
発
的
で
は
な
く
持
続
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
す
る
よ
う
な
活
動
が
行
わ
れ
た
。
93
年
末
か
ら
95
年
春
ま

で
、
岡
山
市
内
の
解
体
予
定
の
ビ
ル
を
利
用
し
て
行
わ
れ
た
「
自
由

工
場
」（
＊
19
）で
は
全
国
各
地
か
ら
４
０
０
名
を
超
え
る
文
化
関
係
者

が
参
加
し
、
活
動
終
了
後
も
ほ
か
の
活
動
に
派
生
す
る
人
的
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
い
る（
＊
20
）。
ま
た
、
兵
庫
県
神
戸
市
で
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
杉
山
知
子
を
中
心
に
12
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ

っ
て
94
年
に
設
立
さ
れ
た
「
Ｃ
．Ａ
．Ｐ
．［
芸
術
と
計
画
会
議
］」（
＊
21
）

は
、
仲
間
が
集
ま
っ
て
活
動
す
る
だ
け
で
な
く
、「
こ
れ
か
ら
の
美
術

館
」
や
ま
ち
全
体
を
美
術
館
と
と
ら
え
る
「
旧
居
留
地
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
構
想
」 

を
神
戸
市
に
提
案
す
る
な
ど
、
社
会
シ
ス
テ
ム
の
中
に
お

け
る
美
術
の
あ
り
方
へ
と
意
識
を
広
げ
て
い
る
と
い
え
る（
＊
22
）。 

　
ア
ー
ト
が
社
会
シ
ス
テ
ム
へ
と
関
わ
り
始
め
た
兆
し
が
み
ら
れ
る

事
例
と
し
て
重
要
な
の
が
、「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
シ
テ
ィ
・
天
神
」 

で

あ
る
。
当
時
、「
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
」（
＊
23
） 

と
い
う
概
念
が
流
行
し
、

彫
刻
作
品
を
中
心
と
し
た
作
品
が
ま
ち
に
数
多
く
置
か
れ
た（
＊
24
）こ

と
か
ら
、
初
年
度
は
「
都
市
空
間
に
お
け
る
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
な
パ
ブ

母里‥聖徳「ドラムマン」（1990年）
ミュージアム・シティ・天神‥警固公園（福岡市）
画像提供：ミュージアム・シティ・プロジェクト事務局

福岡でのヴォッヘンクラウズールの活動（1999年）
画像提供：ミュージアム・シティ・プロジェクト事務局
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＊
28熊

倉
純
子
の
発
言
を
参
照
（
第
8
章
13
頁
）。

＊
29越

後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

第
８
章
２
頁
、
＊
１
参
照
。

＊
30第

8
章
のD

iscussion‥Part‥II

を
参
照
。

＊
31長

者
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
４
章
８
頁
、
＊
１
参
照
。

＊
32長

者
町
ま
ち
な
か
ア
ー
ト
発
展
計
画
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。

＊
33ア

サ
ヒ
・
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バル

第
７
章
２
頁
、
＊
１
参
照
。

る
の
は
、
地
方
自
治
体
が
主
催
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
越
後
妻
有

ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
は
、
作
品
を
２
０
０
の
集
落
に
点
在
さ

せ
る
こ
と
で
、
鑑
賞
者
の
回
遊
性
を
高
め
る
と
同
時
に
、
観
客
に
、

越
後
妻
有
地
域
の
価
値
を
「
日
本
の
原
風
景
」
と
し
て
再
発
見
さ
せ

る
こ
と
で
注
目
を
集
め
た
。
ま
た
、
都
会
の
若
者
や
地
元
住
民
が

「
こ
へ
び
隊
」
と
称
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
作
品
の
制
作
補
佐

や
監
視
な
ど
を
行
っ
た
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。
ア
ー
ト
だ
け
で
な
く
、

古
民
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
、
地
元
の
女
性
た
ち
の
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

と
し
て
活
用
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
が
立
ち
上
が
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
も
新
し
い
地
域
づ
く
り
の
あ
り
方
と
し
て
の
評
価
を
確
立

し
た（
＊
30
）。 

　
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
を
契
機
と
し
て
、
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
地
域
社
会
に
働
き
か
け
た
結
果
、
経
済
波
及
効
果
の

み
な
ら
ず
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
と
い
う
指

摘
が
急
増
す
る
。
２
０
１
０
年
か
ら
始
ま
っ
た
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ

ー
レ
の
「
長
者
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
＊
31
）で
も
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
、

住
民
を
巻
き
込
ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
た
結
果
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
媒
介
者
と
な
り
、
既
存
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
異
な
る
人
間
関
係
が
形
成
さ
れ
、
新
た
に
転
入
し

て
き
た
若
者
た
ち
に
よ
る
文
化
活
動
も
生
ま
れ
た（
＊
32
）。
こ
の
よ
う

に
、
作
品
制
作
の
サ
ポ
ー
ト
や
監
視
と
い
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
、

よ
り
主
体
的
な
社
会
参
画
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
の
関
わ
り
を
生

む
の
が
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
重
要
な
特
徴
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
市
民
の
関
わ
り
に
注
目
し
た
支
援
活
動
が
「
ア
サ
ヒ
・

ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
Ａ
Ａ
Ｆ
）」（
＊
33
）で
あ
る
。
２
０
０
２

年
か
ら
始
ま
り
、
毎
年
6
月
か
ら
9
月
の
約
3
カ
月
間
開
催
さ
れ
て

い
る
Ａ
Ａ
Ｆ
は
、
各
地
で
立
ち
上
が
る
中
小
規
模
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
２
０
０
５
年
か
ら
企
画

■
２
０
０
０
年
代
以
降‥

―「
社
会
シ
ス
テ
ム
」と
し
て
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
90
年
代
初
頭
の
バ
ブ
ル
崩
壊
後
か
ら
、
徐
々
に
ハ
コ
モ
ノ
行
政
に

対
す
る
批
判
が
お
き
た
こ
と
で
、
ハ
ー
ド
（
建
物
）
で
は
な
く
ソ
フ

ト
と
し
て
の
文
化
を
工
夫
す
る
意
識
が
生
ま
れ
た
。
ま
た
、
95
年
の

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
、
ア
ー
ト
が
社
会
に
何
が
で
き
る
の
か
と
考

え
る
契
機
と
な
っ
た
こ
と
で
、
ア
ー
ト
と
社
会
の
接
点
を
つ
く
る
動

き
が
み
ら
れ
た（
＊
28
）。
そ
こ
で
、
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の

が
「
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
い
う
概
念
で
あ
る
。
こ
う
し
た
価

値
観
の
変
化
の
中
で
、
芸
術
を
芸
術
と
し
て
の
み
考
え
る
の
で
は
な

く
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
他
分
野
と
結
び
つ
き
、
社
会
の
仕
組
み
へ
働

き
か
け
る
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
生
ま
れ
始
め
る
。
そ
の
あ
り
方

の
ひ
と
つ
を
確
立
し
た
の
が
、
世
界
有
数
の
豪
雪
地
・
越
後
妻
有
地

域
（
新
潟
県
十
日
町
市
＋
津
南
町
）
を
舞
台
と
し
て
、
２
０
０
０
年

か
ら
三
年
に
一
度
開
催
さ
れ
て
い
る
大
型
国
際
美
術
展
、「
大
地
の
芸

術
祭
　
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」（
＊
29
）で
あ
る
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
前
述
の
い
く
つ
か
の
事
例
と
大
き
く
異
な
っ
て
い

イリヤ＆エミリア・カバコフ　棚田　撮影：中村脩
画像提供：大地の芸術祭実行委員会

制作風景　撮影：川瀬一絵
画像提供：大地の芸術祭実行委員会
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＊
34加

藤
種
男
の
発
言
を
参
照
（
第
７
章Case‥I

）。

＊
35２

０
１
２
年
10
月
に
公
益
財
団
法
人
直
島
福
武
美

術
館
財
団
、
公
益
財
団
法
人
文
化
・
芸
術
に
よ
る

福
武
地
域
振
興
財
団
、
公
益
財
団
法
人
福
武
学
術

文
化
振
興
財
団
の
3
財
団
が
合
併
し
、
新
た
に
、
公

益
財
団
法
人
福
武
財
団
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
助
成
を
行
っ
て
い
た
公
益
財
団

法
人
文
化
・
芸
術
に
よ
る
福
武
地
域
振
興
財
団
の

詳
細
に
関
し
て
は
第
６
章
10
頁
、
＊
12
を
参
照
。

＊
36ア

メ
リ
カ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
ス
ザ
ン
ヌ
・
レ
イ

シ
ー
は
「
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ン
ル
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
」
と

い
う
新
た
な
概
念
を
提
唱
し
て
い
る
。
日
本
で
の
バ

ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
新
た
な
動
き
に
つ
い
て
は
、
村

田
真
「
美
術
の
基
礎
問
題　

連
載
第
21
回‥

美
術

館
を
出
て
ー
ー
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
に
つ
い
て
（
２
）」

『artscape

』
が
詳
し
い
。

公
募
を
始
め
、
全
国
の
約
20
〜
30
の
企
画
が
連
な
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
形
式
と
な
っ
た（
＊
34
）。
こ
の
よ
う
に
、
自
ら
が
活
動
主
体
と
な
る

の
で
は
な
く
、
各
地
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
任
意
団
体
の
人
た
ち
を
つ
な
げ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
と
い
う
、
中
間
支
援
的
な
活
動
も
出
て

き
た
。
そ
の
後
、
同
じ
く
、
公
益
財
団
法
人
福
武
財
団（
＊
35
）も
ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
助
成
活
動
と
中
間
的
な
支
援
を
始
め
て

い
る
。

■
新
し
い
公
共
芸
術

　
こ
う
し
て
美
術
史
的
な
文
脈
を
振
り
返
る
と
、
空
間
と
作
品
と
の

関
係
に
関
心
が
集
ま
っ
た
時
代
か
ら
、
そ
の
場
所
の
歴
史
性
や
同
時

代
性
、
社
会
的
な
文
脈
な
ど
を
含
め
た
「
場
」
と
い
う
概
念
、
さ
ら

に
は
仲
間
が
集
ま
る
こ
と
が
で
き
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
ハ
ブ
と
な
る
「
拠
点
」
と
い
う
概
念
へ
と
関
心
の
あ
り

か
が
変
化
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、「
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し

て
と
ら
え
ら
れ
る
活
動
が
徐
々
に
増
え
て
き
た
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。

先
駆
的
存
在
で
あ
る
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
シ
テ
ィ
・
天
神
」
の
歩
み

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
静
的
な
野
外

彫
刻
の
系
譜
に
連
な
る
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
」
に
飽
き
た
ら
ず
、

社
会
に
働
き
か
け
る
活
動
体
と
し
て
生
ま
れ
、
進
化
し
つ
づ
け
て
い

る
。
多
様
な
無
数
の
活
動
が
、「
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
称
し
て

存
在
す
る
状
況
は
日
本
独
特
の
も
の
で
あ
り
、
海
外
の
美
術
史
に
お

い
て
は
、「
新
た
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
」(

＊
36)

と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
、

観
客
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
関
係
を
重
視
す
る
動
的
な
公
共
芸
術
の

概
念
に
近
似
す
る
部
分
が
大
き
い
。
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＊
1民

間
で
非
営
利
活
動
を
行
う
団
体
に
法
人
格
を
与

え
る
「
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
）」

が
１
９
９
８
年
に
成
立
し
た
。

＊
2例

え
ば
、
大
規
模
な
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
大

地
の
芸
術
祭　

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー

レ
」
は
、
実
行
委
員
会
形
式
で
始
ま
っ
た
が
、
２
０

０
８
年
に
事
務
局
機
能
を
ア
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
し
て
い

る
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
越
後
妻
有
里
山
協
働
機
構
）。
反

対
に
、「
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｐ
Ｕ　

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」（
第
１
章

５
頁
、
＊
11
）
は
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
始
す
る
前

段
階
に
事
務
局
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
し
、
後
に
実
行
委
員
会

を
形
成
し
て
い
る
。
中
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
「
取
手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」(

第

５
章
10
頁
、
＊
１)

の
事
務
局
は
、
開
始
か
ら
約
10

年
後
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
し
た
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
取
手
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
オ
フ
ィ
ス
）。

て
い
る
の
か
は
見
え
に
く
く
、
名
を
連
ね
て
い
て
も
運
営
の
実
働
に

は
関
与
し
な
い
組
織
も
あ
る
。
ま
た
、
地
域
社
会
の
主
要
な
機
関
が

名
を
連
ね
る
こ
と
で
、「
地
域
社
会
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
応
援
し
て
い

る
」
と
い
う
意
思
表
明
と
し
て
機
能
す
る
と
い
う
側
面
も
あ
る
。
運

営
の
実
務
に
つ
い
て
は
、
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
運
営
事
務
局

を
担
う
場
合
も
あ
る
が
、
実
行
委
員
会
と
は
別
に
運
営
事
務
局
が
配

置
さ
れ
実
働
を
担
う
場
合
も
あ
る
。
実
行
委
員
会
形
式
の
特
徴
と
し

て
は
、
①
長
期
的
な
活
動
を
前
提
と
せ
ず
、
単
年
度
や
単
発
的
に
編

成
さ
れ
る
こ
と
、
②
任
意
団
体
で
あ
る
た
め
に
責
任
の
所
在
が
曖
昧

で
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
一
方
、
２
０
０
０
年
代
以
降
、
よ
り
長
期
的
な
視
野
を
持
っ
た
活

動
主
体
と
し
て
存
在
感
を
増
し
て
い
る
の
が
ア
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
あ
る
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、
日
本
で
も
制
度
化
さ
れ
た（
＊
1
）Ｎ
Ｐ
Ｏ

だ
が
、
２
０
０
０
年
以
前
は
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
う
任
意

団
体
側
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
す
る
こ
と
に
大
き
な
た
め
ら
い
が
あ
っ
た
こ
と

も
事
実
で
あ
る
。
芸
術
と
い
う
自
由
で
主
観
的
な
活
動
を
組
織
化
す

る
こ
と
が
相
応
し
い
の
か
と
い
う
懸
念
に
加
え
て
、
芸
術
活
動
は
公

共
性
を
担
保
す
る
べ
き
な
の
か
、
ま
た
組
織
の
存
続
が
目
的
化
し
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
な
ど
と
い
っ
た
声
も
挙
が
っ
て
い

た
。
20
世
紀
か
ら
21
世
紀
の
変
わ
り
目
に
お
い
て
は
、
芸
術
活
動
を

通
し
て
地
域
社
会
に
働
き
か
け
よ
う
と
い
う
志
の
あ
る
団
体
で
も
、

そ
れ
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
い
う
形
で
組
織
化
す
る
こ
と
に
躊
躇
し
て
い
た
の

だ
。

　
し
か
し
、
現
在
で
は
、
む
し
ろ
積
極
的
な
ア
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
へ
の

歩
み
が
み
ら
れ
る
。
社
会
か
ら
の
信
頼
の
得
や
す
さ
に
加
え
、
行
政

に
と
っ
て
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
協
働
し
や
す
い
と
い
っ
た
理
由
か
ら
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
す
る
芸
術
文
化
組
織
も
増
加
し
て
い
る
。
単
発
的
な
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
主
催
は
実
行
委
員
会
で
も
、
事
務
局
機
能
は
ア
ー
ト

第
0
章
●「
概
説
―
―
定
義
の
試
み
」

Lecture‥II

多
様
な
担
い
手
た
ち

　
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
に
担
わ
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
規
模
や
形
態
の
多
様
な
あ
り
方

を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
組
織
や
そ
の
関
わ
り
方

の
特
徴
に
つ
い
て
眺
め
る
。
ま
た
、
い
か
に
し
て
運
営
主
体
が
形
成

さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
背
景
を
探
る
。

C
ontents

■
実
行
委
員
会
形
式
と
ア
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
8

■
芸
術
の
専
門
家
た
ち
と
、
そ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
9

■
教
育
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
若
年
層
の
多
面
的
な
関
わ
り
‥
‥
‥
‥
‥
10

■
民
間
団
体
や
公
共
施
設
と
の
相
互
連
携
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

10

■
ア
ー
ト
以
外
の
専
門
家
・
市
民
団
体
・
地
域
住
民
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
11

■
実
行
委
員
会
形
式
と
ア
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
行
政
、
学
校
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企

業
な
ど
複
数
の
主
体
が
関
わ
る
際
に
は
、
実
行
委
員
会
形
式
と
い
う

運
営
形
態
を
と
る
こ
と
が
あ
る
。
特
に
大
型
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
や
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
実
施
す
る
際
に
、
こ
の
形
式
を
と
る
場
合

が
多
い
。
と
き
に
は
50
団
体
も
の
組
織
が
集
結
す
る
大
規
模
な
実
行

委
員
会
が
結
成
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
誰
が
重
要
な
主
体
と
な
っ
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＊
3川

俣
正

第
１
章
11
頁
、
＊
13
参
照
。
詳
細
は
、
第
８
章Case‥

I

を
参
照
。

＊
４藤浩

志

第
１
章
11
頁
、
＊
14
参
照
。
詳
細
は
、
第
８
章Case‥

II

を
参
照
。

＊
５日比

野
克
彦

第
３
章
８
頁
、
＊
13
参
照
。

＊
６中村

政
人

第
５
章
３
頁
、
＊
５
参
照
。
詳
細
は
第
５
章Case‥I

を
参
照
。

＊
７かえ

っ
こ

第
８
章
6
頁
、
＊
２
参
照
。

＊
８明後

日
朝
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
５
章
14
頁
、
＊
9
参
照
。
現
在
40
〜
50
程
度
の
都

市
で
実
施
さ
れ
、
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
る
ほ
ど
大
規
模

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
拡
大
し
て
い
る
。

＊
９山出

淳
也

第
１
章
６
頁
、
＊
12
参
照
。
詳
し
く
は
、
第
４
章

Case‥I

を
参
照
。

＊
10ア

ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
は
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
と
は
主
に
事
業
の
フ
レ
ー
ム
を
つ
く
る
立
場
と
し

て
関
わ
り
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
は
事
業
の
内
容
を
構

築
す
る
立
場
で
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
の
区
別
は
あ
い
ま
い
で
あ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
三
つ
目
は
、
中
村
政
人
や
山
出
淳
也（
＊
9
） 

の
よ
う
に
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
の
力
量
を

発
揮
す
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
場
合
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
自

身
は
生
み
出
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
「
作
品
」
と
し
て
は
と
ら
え
て

い
な
い
よ
う
だ 

。

　
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
に
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
以
外
の
、

さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
の
専
門
家
た
ち
が
参
画
し
て
い
る
。
事
業
を
主
導

す
る
担
い
手
と
し
て
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
や
デ
ィ
レ
ク
タ
ー（
＊
10
）の

存
在
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
彼
ら
の
も
と
で
運
営
の
実
務
を
取
り

仕
切
る
ア
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
呼
ば
れ
る
人
び
と
が
お
り
、
多
く

の
若
者
た
ち
が
精
力
的
に
活
躍
し
て
い
る
。

　
で
は
、
芸
術
家
た
ち
に
と
っ
て
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ど
の

よ
う
な
魅
力
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
第
一
に
は
、
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー

ブ
が
失
っ
た
現
実
社
会
と
の
接
点
を
再
発
見
し
、
そ
こ
に
表
現
者
と

し
て
関
与
す
る
こ
と
の
挑
戦
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
発
表
の
場
の
確

保
と
い
う
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
側
面
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
現
在
の
日
本

で
は
現
代
美
術
が
人
気
を
博
し
て
い
る
が
、
１
９
９
０
年
代
初
頭
に

至
る
ま
で
は
、
美
術
館
な
ど
で
は
ほ
と
ん
ど
現
代
美
術
は
取
り
扱
わ

れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
芸
術
家
た
ち
は
、
野
外
や
ま
ち

な
か
に
発
表
の
場
を
求
め
て
、
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
重
ね
て
き
た
の
で

あ
る
。
第
三
に
は
、
制
作
拠
点
の
確
保
が
挙
げ
ら
れ
る
。
場
所
を
提

供
し
、
住
み
込
ん
で
作
品
を
制
作
す
る
と
い
う
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・

イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
」（
＊
11
）の
よ
う
な
役
割
を
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
担
う
場
合
も
多
い
。

　
そ
の
一
方
で
、
地
域
社
会
や
ま
ち
な
か
を
舞
台
と
し
て
い
る
た
め

に
、
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
に
比
べ
、
表
現
の
自
由
度
が
制
限
さ
れ
る

と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
側
面
も
あ
る
。
ま
た
そ
の
延
長
線
上
に
、
ま

ち
の
人
び
と
に
分
か
り
や
す
い
作
品
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
担
う
と
い
う
ケ
ー
ス
も
多
い（
＊
2
）。
活
動
の
継
続
に
必
要

な
事
業
資
金
や
拠
点
運
営
資
金
を
捻
出
す
る
に
あ
た
っ
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
ほ
う
が
助
成
金
を
得
や
す
く
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

■
芸
術
の
専
門
家
た
ち
と
、
そ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン

　
２
０
０
０
年
代
以
降
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
作
品
を
制
作
す
る
の
み

な
ら
ず
、
積
極
的
に
地
域
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
り
、
社
会
的
な
事
象

と
関
わ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
表
現
活
動
を
展
開
し
て
い
る
例
が

多
く
み
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
代
表
例
と
し
て
、

川
俣
正（
＊
3
）、
藤
浩
志（
＊
4
）、
日
比
野
克
彦（
＊
5
）、
中
村
政
人（
＊
6
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
芸
術
家
た
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
活
動
事
例
は
、
大
き
く
三
つ

の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
目
は
、
川
俣
正
の
活
動
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
な
、
地
域
住
民
の
参
加
な
し
に
は
成
立
し
な
い
と
い
う
性

質
を
持
ち
つ
つ
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
署
名
性
が
高
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
は
一
般
に
、「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
」

と
美
術
界
で
と
ら
え
ら
れ
る
傾
向
が
強
い
。
こ
れ
に
対
し
二
つ
目
の

タ
イ
プ
は
、
藤
浩
志
の
「
か
え

っ
こ
」（
＊
7
）や
日
比
野
克
彦
の

「
明
後
日
朝
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（
＊
8
）の
よ
う
に
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
活
動
の
き
っ
か
け
や
仕
組

み
を
つ
く
り
な
が
ら
も
、
一
般

の
人
び
と
が
活
動
の
担
い
手
と

な
る
こ
と
で
、「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
作
品
」
と
い
う
概
念
を
は
み

出
す
、
シ
ス
テ
ム
型
の
ア
ー
ト

藤‥浩志の考案した《かえっこ》の様子
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＊
11ア

ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

第
３
章
14
頁
、
＊
13
参
照
。

＊
12広

島
市
立
大
学
は
、
実
技
・
演
習
の
一
環
と
し
て
、

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
関
わ
り
を
芸
術
学
部
現

代
表
現
領
域
に
所
属
す
る
学
生
に
促
し
て
い
る
。‥‥‥

(

第
１
章Case‥I

参
照)

。

＊
13千

葉
大
学
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
第
1
章Case‥

II

を
参
照
。
ま
た
、
大
阪
大
学
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｄ
）
を
開
設
す

る
形
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

＊
14Ｉ

Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
１
章
９
頁
、
＊
５
参
照
。

＊
15村

上
タ
カ
シ

第
１
章
8
頁
、
＊
4
参
照
。

＊
16２

０
０
７
年
に
姫
路
市
立
安
富
北
小
学
校
の
児
童
が
、

校
庭
の
み
な
ら
ず
学
校
の
周
辺
地
域
に
夜
に
な
る
と

光
る
設
置
物
を
置
く
「
ホ
タ
ル
キ
ノ
コ
」
と
い
う
企

画
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
谷
口
文
保
が
中
心
と
な
り
、

小
学
校
の
授
業
の
一
環
と
し
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と

し
て
、
実
施
さ
れ
た
。

＊
17

「
町
ぢ
ゅ
う
美
術
館
」
は
、
兵
庫
県
た
つ
の
市
景
観
形

成
地
区
に
て
、
２
０
０
３
年
よ
り
開
催
さ
れ
、
高
校

の
デ
ザ
イ
ン
科
が
主
体
的
に
関
わ
り
、
ま
ち
な
か
で

行
わ
れ
て
い
る
。
文
化
ホ
ー
ル
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催

し
て
い
た
卒
業
制
作
展
の
観
客
数
を
増
や
そ
う
と
、

町
中
の
空
き
店
舗
を
利
用
し
た
作
品
展
示
を
行
っ
た

こ
と
が
活
動
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
い
う
。

業
が
開
設
さ
れ
た
点
が
先
駆
的
で

あ
る 

（
＊
13
）。

「
地
域
貢
献
」
と
い
う
視
点
に

お
い
て
は
、
地
域
の
中
に
大
学
が

積
極
的
に
出
て
い
く
契
機
に
な
っ

て
い
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
地
域
の
市
民

が
参
加
し
、
学
生
た
ち
と
と
も
に

新
た
な
創
造
性
を
学
ぶ
こ
と
は
、

生
涯
学
習
の
機
会
と
な
っ
て
い
る

と
も
い
え
る
。

　
ま
た
、
大
学
以
外
の
教
育
機
関
も
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
と
っ

て
重
要
な
舞
台
と
な
る
。「
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（
＊
14
）は
、
中
学
校
の
美
術
教
員
（
当
時
）
で
も
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
村
上
タ
カ
シ（
＊
15
）が
主
導
し
、
学
生
や
保
護
者
を
準
備
段
階
か
ら

巻
き
込
み
、
中
学
校
の
廊
下
や
ロ
ビ
ー
な
ど
で
展
覧
会
を
実
施
し
、

注
目
を
浴
び
た
。
ほ
か
に
も
、小
学
校（
＊
16
）か
ら
高
校（
＊
17
）ま
で
、
授

業
の
一
環
と
し
て
展
開
さ
れ
る
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
数
多
い
。

■
民
間
団
体
や
公
共
施
設
と
の
相
互
連
携

　
企
業
に
よ
る
芸
術
文
化
へ
の
関
与
も
、
近
年
、
多
様
に
な
り
つ
つ

あ
る
。
資
金
援
助
に
加
え
て
、「
ア
サ
ヒ
・
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」（＊
18
）の
よ
う
な
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
支
援
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
、
近
年
、
い
く
つ
か
の
企
業
は
も
は
や
ス
ポ
ン
サ
ー

と
い
う
立
場
に
留
ま
る
の
で
は
な
く
、
と
も
に
考
え
協
力
し
合
う
パ

ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
創
造
を
担
っ
て
い
る
。

ま
た
、
大
阪
で
不
動
産
業
を
営
む
千
島
土
地
株
式
会
社（
＊
19
）の
よ
う

起
こ
り
得
る
。
市
民
へ
の
迎
合
や
、
市
民
を
動
員
し
て
の
搾
取
な
ど
、

芸
術
家
と
ま
ち
の
直
接
的
な
関
係
は
諸
刃
の
剣
の
危
険
性
を
秘
め
て

い
る
こ
と
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

■
教
育
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
若
年
層
の
多
面
的
な
関
わ
り

　
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
重
要
な
担
い
手
と
し
て
、
注
目
す
べ
き

存
在
が
、
教
育
機
関
で
あ
る
。
特
に
、
大
学
が
大
き
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
多
い
。
従
来
、
大
学
に
課
せ
ら
れ
て
い
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は

「
研
究
」
と
「
教
育
」
の
二
つ
で
あ
っ
た
が
、
国
立
大
学
の
法
人
化
と

い
う
大
き
な
制
度
改
革
を
契
機
に
、「
地
域
貢
献
」
と
い
う
三
つ
目
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
加
わ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
地
域
に
介
入
し
さ
ま
ざ
ま

な
組
織
や
人
び
と
と
連
携
を
図
る
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
大
学

の
授
業
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
で
は
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
大
学
が
抱
え
る
三
つ

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。「
研

究
」
と
し
て
は
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
修
士
論
文
や
博
士
論
文

で
取
り
上
げ
ら
れ
、
芸
術
学
、
文
化
人
類
学
、
社
会
学
、
教
育
学
、

行
政
学
や
都
市
工
学
、
ま
た
そ
れ
ら
を
横
断
的
に
分
析
す
る
学
際
的

な
視
点
な
ど
か
ら
研
究
対
象
と
な
っ
て
い
る
。「
教
育
」
に
関
し
て
は

二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
に
、
芸
術
家
や
ア
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

な
ど
の
専
門
家
育
成
の
場
と
し
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
留
ま
る
こ
と

な
く
、
実
社
会
で
の
実
践
教
育
と
な
る
ケ
ー
ス
で
あ
る（
＊
12
）。
地
域

社
会
の
中
で
の
体
験
を
通
じ
て
、
表
現
の
可
能
性
を
学
ぶ
場
と
し
て

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
機
能
し
て
い
る
と
い
え
る
。
第
二
に
、
一

般
教
養
科
目
と
し
て
の
実
践
的
教
育
で
あ
る
。
千
葉
大
学
や
大
阪
大

学
で
は
、
法
学
部
や
経
済
学
部
、
医
学
部
な
ど
を
含
む
全
学
対
象
の

一
般
教
養
と
し
て
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
実
践
的
に
関
わ
る
授

IZUMIWAKU‥project‥1996「学校アーツセンター
構想」展　画像提供：村上タカシ
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＊
18ア

サ
ヒ
・
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バル

第
７
章
２
頁
、
＊
１
参
照
。

＊
19千

島
土
地
株
式
会
社

第
７
章
６
頁
、
＊
１
参
照
。

＊
20水

戸
芸
術
館

第
１
章
25
頁
、
＊
16
参
照
。
詳
し
く
は
、
第
３
章

Case‥I

に
記
載
。

＊
21金

沢
21
世
紀
美
術
館

第
３
章
６
頁
、
＊
１
参
照
。‥

詳
し
く
は
、
第
３
章

Case‥II

に
記
載
。

＊
22え

ず
こ
ホ
ー
ル

第
９
章
３
頁
、、
＊
１
参
照
。

＊
23そ

の
中
で
珍
し
い
事
例
と
し
て
、「
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン

ナ
ー
レ
２
０
１
０
」
の
ケ
ー
ス
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ

で
は
、
愛
知
県
の
県
民
生
活
部
文
化
芸
術
国
際
芸

術
推
進
室
に
役
所
内
か
ら
50
人
も
の
職
員
を
集
め

て
、
役
所
の
中
に
事
務
局
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
れ
で

も
、
こ
の
祭
典
の
開
催
は
実
行
委
員
会
形
式
で
あ
り
、

愛
知
県
が
主
催
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

＊
24詳

し
く
は
、
福
岡
県
に
て
「TRAVELERS‥PRO

J-
ECT

」を
担
っ
て
い
る
建
築
家
・
野
田
恒
雄
の
事
例
を

取
り
上
げ
た
第
2
章Case‥II

を
参
照
。

＊
25有

名
な
事
例
と
し
て
は
、
新
し
い
商
店
街
を
含
め
、

商
店
街
活
性
化
を
目
指
し
た
高
松
の
丸
亀
町
ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
挙
げ
ら
れ
る
。

バ
ー
と
な
る
ケ
ー
ス
は
増
え
て
い
る
。
主
婦
や
農
家
や
商
店
主
や
ま

ち
の
有
力
者
が
、
企
画
者
と
な
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
建
築
家

（
＊
24
）や
教
員
な
ど
、
ア
ー
ト
以
外
の
分
野
の
専
門
職
の
人
び
と
が
立

ち
上
げ
た
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
あ
る
。
商
店
街
や
商
工
会
な
ど

の
既
存
の
地
域
団
体
が
主
導
し
開
催
さ
れ
る
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
実
例
と
し
て
少
な
い（
＊
25
）が
、
例
え
ば
「
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ

エ
ン
ナ
ー
レ
」
の
大
成
功
を
見
て
、
影
響
を
受
け
た
政
治
家
が
ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
画
策
す
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
に
、
地
域
か
ら
の

眼
差
し
は
少
し
ず
つ
強
ま
る
傾
向
に
あ
る
。

　
最
後
に
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
の
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
存
在
で
あ
る
。
彼
ら
／
彼
女
ら
は
、
ア
ー
ト
も
し

く
は
ま
ち
に
関
心
を
持
ち
、
無
償
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
作
品
の

制
作
協
力
、
広
報
活
動
、
当
日
ス
タ
ッ
フ
を
担
う
こ
と
で
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
え
て
い
る
。「
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー

レ
」
で
は
、
第
三
回
ま
で
で
延
べ
１
３
９
４
０
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
あ
る
「
こ
へ
び
隊
」
と
し
て
登
録
し
、「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０

１
０
」
で
は
１
回
の
開
催
で
延
べ
８
５
０
０
人
が
「
こ
え
び
隊
」
と

し
て
活
躍
し
た
。

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
組
織
や
人
び
と
と
の

連
携
が
生
ま
れ
、
単
一
の
主
体

で
は
生
ま
れ
得
な
か
っ
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
ノ
ウ
ハ
ウ
・
情
報
が
蓄

積
さ
れ
て
ゆ
く
。
そ
の
た
め
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
規
模
や
関
わ
る
人

び
と
は
年
を
追
う
ご
と
に
変
化

し
、
そ
の
状
況
に
即
し
た
柔
軟
な

組
織
形
態
や
活
動
方
法
を
追
求

に
、
企
業
が
自
社
の
資
源
を
利

用
し
な
が
ら
文
化
を
通
じ
た
地

域
再
開
発
と
し
て
、
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。

   

一
方
、
美
術
館
や
劇
場
な

ど
、
芸
術
を
専
門
的
に
扱
う
文

化
機
関
が
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
型
の
活
動
の
中
核
を
担
う

ケ
ー
ス
は
あ
ま
り
見
受
け
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
ま
ち
や
民
間
団
体

と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
芸
術
活
動
の
展
開
を
拡
げ
て
い
る
先
駆
的

な
公
共
施
設
の
活
動
も
い
く
つ
か
は
あ
る
。
水
戸
芸
術
館（
＊
20
）と
金

沢
21
世
紀
美
術
館（
＊
21
）、
宮
城
県
の
え
ず
こ
ホ
ー
ル（
＊
22
）な
ど
は
、

単
発
で
は
な
く
継
続
的
に
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
、
ま
ち

と
美
術
館
・
劇
場
の
つ
な
ぎ
手
と
し
て
の
役
割
を
担
う
珍
し
い
事
例

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
２
０
０
０
年
前
後
を
契
機
に
、
行
政
が
中
核
と
な
り
開
催

さ
れ
る
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
増
加
し
て
い
る
が
、
行
政
内
に
事

務
局
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る（
＊
23
）。
大
型
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
お
い
て
は
、
行
政
か
ら
数
千
万
〜
数
億
円
規
模
の
予
算
が

拠
出
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
が
、
中
小
規
模
の
ケ
ー
ス
で
は
、

行
政
の
持
つ
施
設
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
活
動
が
で
き
る
な

ど
、
む
し
ろ
非
資
金
的
な
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
が
大
き
な
意
味
を
も
た

ら
す
こ
と
も
あ
る
。

■
ア
ー
ト
以
外
の
専
門
家
・
市
民
団
体
・
地
域
住
民

　
芸
術
分
野
の
専
門
家
以
外
が
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
核
メ
ン

「OTOMO‥YOSHIHIDAYS」でのトークセッショ
ンの様子　photo：Emi‥Nakata‥©MeToo推進室

こえび隊の活動の様子（2010年）
画像提供：瀬戸内こえびネットワーク
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す
る
必
要
性
が
出
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に
、
他
業
種
異
分
野
の
組
織

や
人
び
と
が
関
わ
り
合
う
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
域
の
既
存

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
横
断
し
、
接
続
す
る
、「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
場
で
は
、
肩
書
き
や

そ
の
人
が
抱
え
る
背
景
を
問
わ
ず
、
個
人
と
個
人
が
対
峙
し
、
正
解

の
な
い
活
動
に
対
し
て
議
論
し
続
け
る
。
そ
の
こ
と
で
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
関
わ
り
合
う
一
人
ひ
と
り
の
価
値
観
が
少
し
ず
つ
上
書
き
さ

れ
て
ゆ
く
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
の
だ
。
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「概説――定義の試み」●Lecture III　地域社会からの期待

＊
1

「
大
地
の
芸
術
祭　

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ

ー
レ
」
で
は
、
古
民
家
を
改
造
し
た
農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
「
う
ぶ
す
な
の
家
」
を
主
催
者
が
運
営
し
て
い
る

が
、
そ
の
ほ
か
に
も
農
家
民
宿
や
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
の
活
動
が
主
催
者
で
は
な
い
立
場
の
人
び
と
に

よ
っ
て
生
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
妻
有
地
域
で
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
契
機
と
し
て
、
縄
文
時
代
つ
く
ら
れ

て
い
た
「
妻
有
焼
」
を
活
用
し
、
陶
芸
体
験
や
職
人

養
成
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

＊
２

「
し
な
が
わ
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、「
世
田
谷
芸
術

百
華
」、
静
岡
県
三
島
市
に
て
開
催
さ
れ
た
「
ミ
シ
マ

ヒ
コ
・
ミ
シ
マ
ヒ
メ
」、
福
岡
市
天
神
地
区
に
お
け
る

「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
シ
テ
ィ
・
天
神
」
な
ど
。

＊
３福岡

県
で
行
わ
れ
て
い
る
「TRAVELERS‥PRO

J-
ECT

」。
詳
し
く
は
第
2
章Case‥II

を
参
照
。

＊
４徳島

県
で
開
催
さ
れ
て
い
る
、「
神
山
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
」
が
有
名
な
事
例
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
。

ト
が
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
ま
ち
に
根
づ
き
、
地
域
雇
用
や
地
域

活
性
化
に
つ
な
が
る
と
い
う
事
例
も
あ
る
。
先
述
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
よ
う
に
、
数
十
億
円
規
模
の
経
済
波
及
効
果
が
算
出
さ
れ
て

い
る
事
例
も
あ
る
。
こ
う
し
た
成
功
を
受
け
全
国
各
地
で
、
観
光
振

興
な
ど
の
経
済
的
な
視
点
か
ら
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
催
へ
の
要

望
の
声
が
社
会
の
側
か
ら
挙
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
契
機
と
な
り
、
そ
の
ま
ち
な
ら
で
は
の

観
光
資
源
に
市
民
が
気
付
き
、
資
源
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

ジ
ネ
ス
な
ど
を
展
開
す
る
可
能
性
も
あ
る（
＊
1
）。
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
や
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ヴ
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
展
開
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
あ
る
。
商
店
街
活
性
化
の
事
例（
＊
2
）、
都
市
部
の

老
朽
化
し
た
ビ
ル
を
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ヴ
産
業
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
施
設
と
し
て
活
用
す
る
事
例（
＊
3
）な
ど
が
出
て
き
て
い
る
。

■
ま
ち
づ
く
り
・
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
形
成
と
し
て
の
視
点

　
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
経
済
的
観
点
以
外
の
指
標
も
あ
る
。

　
例
え
ば
、
作
品
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
拠
点
が
ま
ち
の
新
た
な
観
光

資
源
と
な
っ
て
観
光
客
を
呼
び
込
む
こ
と
で
、
交
流
人
口
が
増
え
、

外
部
か
ら
の
注
目
を
浴
び
る
こ
と
で
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
（
市
民

と
し
て
の
誇
り
）
が
高
ま
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
ち
の

風
景
や
人
や
活
動
と
い
っ
た
見
慣
れ
た
も
の
に
新
た
な
価
値
が
付
与

さ
れ
、
住
民
た
ち
が
ま
ち
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
ま
ち
へ
の
愛
着
を

抱
く
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
暮
ら
す
人
び
と
に
と
っ
て
の

ま
ち
の
魅
力
が
高
ま
る
こ
と
で
、
若
者
が
地
域
外
へ
と
流
出
す
る
こ

と
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、
居
住
人
口
の
増
加
に
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
寄
与
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
事
実
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
や
Ｉ
タ
ー
ン

者
を
生
み
出
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
＊
4
）も
生
ま
れ
て
い
る
。

第
0
章
●「
概
説
―
―
定
義
の
試
み
」

Lecture‥III

地
域
社
会
か
ら
の
期
待

　
芸
術
を
支
え
る
文
化
振
興
に
と
ど
ま
ら
ず
、
芸
術
活
動
を
人
び
と

の
生
活
や
社
会
全
体
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
の
が
２
０

０
０
年
以
降
の
文
化
政
策
の
傾
向
だ
が
、
昨
今
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
対
す
る
社
会
的
期
待
は
、「
ふ
る
さ
と
再
生
」
や
、
過
疎
化
の

進
行
に
対
す
る
「
地
域
活
性
化
」
が
叫
ば
れ
る
社
会
情
勢
と
表
裏
一

体
で
あ
る
。
社
会
の
側
か
ら
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
投
影
さ
れ
る

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
を
分
類
し
概
観
す
る
。

C
ontents

■
経
済
・
産
業
振
興
と
し
て
の
視
点
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
13

■
ま
ち
づ
く
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
と
し
て
の
視
点
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
13

■
教
育
と
し
て
の
観
点
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
14

■
社
会
包
摂
的
活
動
や
環
境
な
ど
の
他
分
野
と
の
関
わ
り
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
14

■
ア
ー
ト
は
ま
ち
の
漢
方
薬
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
15

■
経
済
・
産
業
振
興
と
し
て
の
視
点

　
経
済
的
な
観
点
で
は
、
自
然
や
人
材
、
場
所
、
企
業
、
産
業
な
ど

ま
ち
の
既
存
の
資
源
を
活
用
し
、
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
で
ま
ち
に
新

た
な
経
済
の
動
き
を
生
み
出
す
こ
と
へ
の
期
待
が
挙
げ
ら
れ
る
。
過

疎
化
で
農
業
の
後
継
者
不
足
に
悩
む
地
域
で
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
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＊
５コミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
か

と
い
う
具
体
的
な
経
過
に
つ
い
て
は
、「
あ
い
ち
ト
リ

エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
０
」
で
の
「
長
者
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」（
詳
細
は
第
4
章Case‥II

参
照
）
や
、
富
山
県

氷
見
市
で
の
「
天
馬
船
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
詳
細
は
第

５
章Case‥I

）
の
事
例
が
記
憶
に
新
し
い
。

＊
6第

６
章
で
取
り
上
げ
た
横
浜
の
寿
町
で
の
「K

O
TO
-

BU
K
I‥CREATIVE‥AC

TIO
N

」
や
、
大
阪
の
釜
ヶ

崎
で
活
動
す
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
え
と
こ
と
ば
と
こ

こ
ろ
の
部
屋
（
コ
コ
ル
ー
ム
）」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

＊
7岐

阜
県
可
児
市
の
「Sin‥Titulo

」
で
は
多
文
化
共

生
を
テ
ー
マ
と
し
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
、
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
岩
井
成
昭
を
中
心
に
東
京
都
小
金
井
市
で

展
開
さ
れ
て
い
る
「
イ
ミ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
・
東
京
」
で
は
、
日
本
に
お
け
る
外
国
人
に
関

わ
る
問
題
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。

＊
8岡

山
県
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ー
ト
・
ア
ー
ト
お
か
や
ま
」

の
活
動
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

＊
9

「
取
手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
「
い
こ
い
ー
の
＋‥‥‥

Tappino

」
で
は
高
齢
者
見
守
り
施
設
と
し
て
、
日

本
財
団
の
助
成
を
受
け
て
、
取
手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
取
手
市
高
齢
福
祉
課
及
び
井
野
団
地
の
自

治
会
で
共
同
運
営
さ
れ
て
い
る
。

＊
10例

え
ば
、
大
阪
市
立
大
学
医
学
部
付
属
病
院
が
、

院
内
外
の
人
び
と
を
巻
き
込
み
な
が
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
実
施
し
て
い
る
。

＊
11イ

ザ
！
カ
エ
ル
キ
ャ
ラ
バ
ン
！
（
詳
細
は
第
８
章
７
頁
、

＊
６
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

＊
12取

手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
広
島
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

帯
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
地
域
活
動
へ
の
参
画
の
き
っ
か
け
と
し

て
機
能
す
る
。
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
よ
う
な
社
会
的
芸
術
活
動

に
参
画
・
協
力
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
価
値
観
に
敏
感
な
感
性
と
行

動
力
が
育
ま
れ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

■
社
会
包
摂
的
活
動
や
環
境
な
ど
の
他
分
野
と
の
関
わ
り

　
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
強
い
関
心
を
示
す
の
が
、
多
様
な
価
値

観
が
共
存
す
る
社
会
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
た
ち
も
生
き
や
す
い
社

会
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
社
会
包
摂
の
側
面
で
あ
る
。
ま
ち
と
の
関
わ

り
が
少
な
い
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
が
関
わ
れ
る
場
を
生
み
出
す
こ
と

で
新
た
な
「
交
流
」
を
生
み
出
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
仲
間

意
識
、
信
頼
感
を
共
有
で
き
る
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
提
供
さ
れ

る
こ
と
で
、
社
会
か
ら
孤
立
し
た
人
た
ち
が
社
会
の
中
で
小
さ
な

「
居
場
所
」
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ホ
ー
ム
レ
ス（
＊
6
）や
移
民（
＊
7
）、
障
が
い
者（
＊
8
）‥

、
高
齢
者（
＊
9
）

に
向
け
た
活
動
を
実
施
し
て
い
る
団
体
も
あ
り
、
ま
た
病
院
や
福
祉

施
設
で
も
、
医
師
な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
・
来
院
者
を
巻
き
込
み
な

が
ら
開
催
さ
れ
る
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
＊
10
）も
見
受
け
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
防
災
訓
練
に
ア
ー
ト
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
り（
＊
11
）、

環
境
系
の
団
体
が
エ
コ
ツ
ア
ー
に
ア
ー
ト
を
加
え
て
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
称
し
た
り
、
農
業
に
取
り
組
む
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

出
て
く
る
な
ど（
＊
12
）、
ア
ー
ト
は
近
年
、
芸
術
文
化
以
外
の
社
会
領

域
と
の
交
接
が
進
ん
で
お
り
、
そ
う
し
た
領
域
横
断
的
で
曖
昧
な
活

動
を
称
す
る
時
に
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
の
が
「
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
い
う
玉
虫
色
の
概
念
な
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
側
面
か
ら
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

新
た
な
集
い
の
場
を
も
た
ら
す
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
が
地
域
に
外
か
ら
の
「
異
物
」
と
し
て
入
り
込
む
こ
と

で
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
た
り
、
既
存
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
に
刺
激
を
与
え
活
性
化
す
る
と
い
う
効
果
も
み
ら
れ
る（
＊
5
）‥

。
ま

た
市
民
参
加
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
携
わ
る
人
び
と
を
は
じ
め
と
し
て
、
ま
ち
で
活
動
し
よ
う

と
い
う
市
民
の
意
識
を
高
め
、
実
際
に
人
び
と
が
地
域
活
動
を
始
め

る
契
機
と
な
る
。

■
教
育
と
し
て
の
観
点

　
教
育
と
い
う
観
点
で
は
、
学
校
教
育
に
関
わ
る
側
面
と
、
社
会
教

育
に
関
わ
る
側
面
の
二
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
学
校
が
関
わ
る
こ
と
の
効
果
は
多
岐
に

渡
る
。
生
徒
が
自
ら
も
の
づ
く
り
を
行
っ
た
り
、
作
品
を
地
域
の
人

に
公
開
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
普
段
の
授
業
で
は
得
る
こ
と
の
な
い

体
験
に
出
会
い
、
美
術
や
地
域
に
対
し
関
心
を
も
つ
契
機
と
な
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
出
会
っ
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
人
び
と

と
の
共
同
作
業
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
教
育
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
部
分
で
役
割
を
果
た
す
可

能
性
も
あ
る
。

　
社
会
教
育
と
い
う
側
面
か
ら
は
、
表
現
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
い
っ
た
主
体
的
に
活
動
す
る
機
会
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
提
供
し
、

人
び
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
、
自
己
実
現
の
場
と
な

る
。
ま
た
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
自
由
な
発
想
に
ふ
れ
る
こ
と
で
、
創

造
性
が
高
ま
る
自
己
形
成
の
場
と
し
て
も
機
能
し
得
る
。
一
方
、
定

年
を
迎
え
た
人
び
と
や
地
域
と
あ
ま
り
接
点
を
持
た
な
い
単
身
者
世
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ク
ト
で
は
「
半
農
半
芸
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
。

■
ア
ー
ト
は
ま
ち
の
漢
方
薬

　
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
現
在
、
ア
ー
ト
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、

社
会
そ
の
も
の
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
注
目
を
浴
び
始
め
て
い
る
。

し
か
し
、
社
会
の
側
の
期
待
は
、
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
に
役
立
つ
も

の
と
し
て
の
関
心
は
高
い
が
、
そ
の
ほ
か
の
分
野
に
関
し
て
は
漠
然

と
し
た
眼
差
し
に
留
ま
っ
て
い
る
。
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
課
題

解
決
の
手
助
け
に
な
る
と
期
待
す
る
よ
う
な
、
教
育
・
福
祉
・
医
療

分
野
か
ら
の
要
請
は
依
然
と
し
て
少
な
い
。

　
さ
ら
に
、
社
会
的
便
益
を
有
す
る
も
の
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
指
摘

や
報
告
が
あ
る
と
し
て
も
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
社
会
的
課
題

へ
の
特
効
薬
で
あ
る
、
と
考
え
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
社
会
的
課
題
に
対
し
て
の
具
体
的
な
回
答
や
改
善
策
を

提
示
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
は
い
る
が
、
そ
の
因
果
関
係
を
詳
ら
か

に
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
社
会
の
中
に
新
た
な
文
脈
を

創
出
し
、
既
存
の
回
路
と
異
な
る
接
続
や
接
触
を
生
み
出
す
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
の
価
値
観
で
は
創
出
で
き
な
い
よ
う
な
視
座
や
行
動
力
を

も
た
ら
す
「
漢
方
薬
」
的
な
存
在
な
の
で
あ
る
。

‥



大
学

　
　
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

日
本
型
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
歴
史
と
現
在

1
9
9
0
年 

→ 

2
0
1
2
年
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c h a p t e r  東京アートポイント計画 Tokyo Art Research Lab
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加
治
屋 

健
司
（
か
じ
や
・
け
ん
じ
）

１
９
７
１
年
、
千
葉
県
生
ま
れ
。
東
京
大
学
大
学
院
修
了
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

大
学
美
術
研
究
所
博
士
課
程
、ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
ア
メ
リ
カ
美
術
館
研
究
員
を

経
て
２
０
０
７
年
よ
り
広
島
市
立
大
学
芸
術
学
部
准
教
授
。
広
島
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
理
事
、
日
本
美
術
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・

ア
ー
カ
イ
ヴ
代
表
。
共
著
に
『
マ
ー
ク
・
ロ
ス
コ
』（
２
０
０
９
年
、
淡
交
社
）、

共
訳
に
ボ
ワ
＋
ク
ラ
ウ
ス
『
ア
ン
フ
ォ
ル
ム
』（
２
０
１
１
年
、
月
曜
社
）な
ど

が
あ
る
。

長
田 

謙
一
（
な
が
た
・
け
ん
い
ち
）

１
９
４
８
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
修
了
。
千
葉
大

学
を
経
て
、
２
０
０
６
年
よ
り
首
都
大
学
東
京
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部
教

授
。
芸
術
学
。
近
・
現
代
「
美
術
と
社
会
」
研
究
の
ほ
か
、ア
ー
ト
を
通
し

た
地
域
・
美
術
館
・
大
学
連
携
企
画
も
展
開
。 

主
な
著
書
に
『
斉
藤
佳
三

―
ド
イ
ツ
表
現
主
義
建
築
・
夢
の
交
錯
』（
１
９
９
２
年
、
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
出

版
）、
編
著
に
『
戦
争
と
表
象
／
美
術
20
世
紀
以
後
』（
２
０
０
７
年
、
美

学
出
版
）
な
ど
が
あ
る
。

Case I  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2

広島市立大学
加治屋 健司

Case II  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 8

千葉大学／首都大学東京
 長田 謙一

Discussion  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14

実践教育としてのアートプロジェクト
加治屋健司 × 長田謙一 × 熊倉純子（東京藝術

大学教授） ×  
森司（東京アートポイント

計画 ディレクター ） × リサーチアシスタント

現場体験型の教育と、
地域文化拠点としての
大学の役割とは？ 

近年、大学と地域の連携が進んでいま
す。ここでは、大学が主体となって行う
アートプロジェクトの教育的側面や、プ
ロジェクトのもたらす大学と地域社会と
の関係性など、いくつかの問題を扱いま
す。広島市立大学芸術学部の加治屋健司
さんと首都大学東京の長田謙一さんに、
それぞれの大学での試みを語ってもら
い、大学がアートプロジェクトを行うこ
との可能性を探ります。

講座・研究会開催日：2010年7月2日
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＊
1柳

幸
典
（
や
な
ぎ
・
ゆ
き
の
り
）

１
９
５
９
年
、
福
岡
県
生
ま
れ
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。

広
島
市
立
大
学
芸
術
学
部
准
教
授
。
１
９
９
３ 

年
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・ 

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
、
ア
ペ
ル
ト
部
門
で
受

賞
。
直
島
ベ
ネ
ッ
セ
ハ
ウ
ス
、
テ
ー
ト
モ
ダ
ン
な
ど
国

内
外
の
美
術
館
に
作
品
が
収
蔵
さ
れ
る
ほ
か
、
犬
島

の
産
業
遺
構
を
ア
ー
ト
で
再
生
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
を
継
続
し
て
行
う
。

第
1
章
●「
大
学
×
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

Case I 

広
島
市
立
大
学 

加
治
屋 

健
司

C
ontents

■
広
島
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

―
目
的
と
概
要
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
2

■
旧
中
工
場
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

―
都
市
軸
の
発
見
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
3

■
汽
水
域

―
二
つ
の
流
れ
が
ぶ
つ
か
る
場
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
4

■
吉
宝
丸

―
吉
島
地
区
を
宝
船
に
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
5

■
検
証
07−

09

―
３
年
間
を
振
り
返
る
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
6

■
広
島
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

―
目
的
と
概
要

　
本
日
は
、
私
が
関
わ
っ
て
い
る
「
広
島
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
活
動
に
つ
い
て
、
大
学
と
の
関
係
に
触
れ
な
が
ら
お
話
し
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
広
島
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
広
島
市
立
大
学
芸
術
学
部
現
代
表

現
領
域
の
教
員
と
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
る
地
域
展
開

型
の
展
覧
会
で
す
。
２
０
０
６
年
５
月
に
実
行
委
員
会
を
結
成
し
、

２
０
０
７
年
か
ら
毎
年
、
地
域
展
開
型
の
展
覧
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
柳
幸
典
（
＊
1
）
さ
ん
で
、
私

の
同
僚
で
も
あ
り
ま
す
。
私
は
２
０
０
７
年
に
広
島
市
立
大
学
芸
術

学
部
に
赴
任
し
ま
し
た
の
で
、
初
回
の
展
覧
会
の
企
画
に
は
参
加
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
２
回
目
の
２
０
０
８
年
か
ら
実
行
委
員
会
の
運
営

を
中
心
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
広
島
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
立

し
た
目
的
は
、
三
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
地
域
住
民
と
協
働
し
て
活
動
で
き
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
育
成
で
す
。
広
島
市
立
大
学
芸
術
学
部
は
実
技
の
学
部
で
、
日
本

画
・
油
絵
・
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
な
ど
芸
術
各
分
野
の
専
攻
が
あ
り
、

作
家
を
育
て
る
教
育
機
関
で
す
。
し
か
し
、
大
学
で
は
、
も
の
づ
く

り
は
教
え
て
も
、
つ
く
っ
た
も
の
を
ど
う
社
会
で
活
か
す
の
か
、
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
い
か
に
社
会
に
参
入
す
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と

を
教
え
な
い
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
、
大
学
の
外
で
、
実
際
に
社
会
に

関
わ
り
な
が
ら
活
動
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
学
生
た

ち
は
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
や
運
営
に
携
わ
る
中
で
、
地

域
住
民
や
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
と
協
働
し
て
作
業
を
行
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、
社
会
と
の
関
わ
り
方
を
学
ん
で
い
く
の

で
す
。

　
二
つ
目
は
、
ま
ち
づ
く
り
で
す
。
と
は
言
え
、
私
た
ち
は
都
市
計

画
の
専
門
家
で
は
な
い
し
、
三
つ
目
と
も
関
係
し
ま
す
が
、
行
政
か

ら
そ
の
よ
う
な
課
題
を
与
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
む
し
ろ
自
由
度
の
高
い
立
場
を
肯
定
的
に
と
ら
え
て
、

そ
う
し
た
目
的
を
設
定
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
て
く
る
創
造
的
な
も
の

を
大
切
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
名
目
で
い
た

だ
い
て
い
る
助
成
金
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
て
生
ま
れ
る
創
造
的

な
発
想
が
長
期
的
に
は
社
会
的
に
も
有
用
な
も
の
と
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
三
つ
目
は
、
広
島
市
に
お
け
る
文
化
芸
術
の
振
興
で
す
。

広
島
市
は
、
文
化
芸
術
の
振
興
が
施
策
と
し
て
十
分
に
行
わ
れ
て
い

る
地
域
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
19
あ
る
政
令
指
定
都
市
の
中
で
、
文
化

芸
術
振
興
の
条
例
や
計
画
が
な
い
三
都
市
（
＊
2
）
の
一
つ
が
広
島
市
な
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＊
2対

談
が
行
わ
れ
た
７
月
の
時
点
は
三
都
市
だ
っ
た
が
、

２
０
１
０
年
12
月
に
北
九
州
市
が
北
九
州
市
文
化

振
興
計
画
を
策
定
し
た
の
で
、
現
在
で
は
広
島
市
と

岡
山
市
の
二
市
と
な
っ
た
。

＊
3旧

中
工
場
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

広
島
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
1
回
。
3
つ
の
企

画
展
の
ほ
か
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地

域
に
お
け
る
ア
ー
ト
の
役
割
」
を
開
催
。

会
期
＝
２
０
０
７
年
4
月
1
日
（
日
）〜
22
日
（
日
）

／
会
場
＝
旧
中
工
場
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
、
広
島
市
中

区
吉
島
学
区
・
吉
島
東
学
区
各
所
、
旧
日
本
銀
行

広
島
支
店
／
参
加
作
家
＝
24
組

＊
4谷

口
吉
生
（
た
に
ぐ
ち
・
よ
し
お
）

１
９
３
７
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
建
築
家
。
丹
下
健

三
・
都
市
・
建
築
設
計
研
究
所
勤
務
を
経
て
、
谷
口

建
築
設
計
研
究
所
設
立
。
父
は
建
築
家
の
谷
口
吉

郎
。
主
な
受
賞
に
、
日
本
建
築
学
会
賞
（
１
９
８
４

年
／
２
０
０
１
年
）、
村
野
藤
吾
賞
（
１
９
９
４
年
）

な
ど
が
あ
る
。

■
旧
中
工
場
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

―
都
市
軸
の
発
見

　
こ
こ
か
ら
は
、
実
際
に
行
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
説
明
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
２
０
０
７
年
に
は
「
旧
き
ゅ
う

中な
か

工こ
う

場じ
ょ
うア

ー
ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」（
＊
3
）
を
行
い
ま
し
た
。

　「
旧
中
工
場
」
と
は
、
谷
口
吉
生
（
＊
4
）
が
設
計
し
た
ゴ
ミ
処
理
場

（
広
島
市
環
境
局
中
工
場
、
２
０
０
４
年
竣
工
）
の
隣
に
あ
る
遊
休

施
設
の
旧
ゴ
ミ
処
理
工
場
の
こ
と
で
、
吉よ
し

島じ
ま

地
区
に
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
が
活
動
し
て
い
る
吉
島
地
区
は
、
北
に
平
和
記
念
資
料
館

が
あ
り
、
南
に
谷
口
吉
生
の
中
工
場
が
あ
り
ま
す
。
吉
島
地
区
は
、

広
島
市
の
三
角
州
の
中
で
、
唯
一
路
面
電
車
が
走
っ
て
い
な
い
地
区

で
す
。
ま
た
、
工
場
が
多
く
高
速
道
路
に
分
断
さ
れ
て
い
る
の
で

（
２
０
０
７
年
の
時
点
で
は
建
設
中
で
し
た
）、
生
活
環
境
と
し
て
は

必
ず
し
も
良
い
場
所
で
は
な
い
ん
で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち

は
そ
こ
で
活
動
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
土
地
の
魅
力
を
つ
く
る
た
め
に
、「
都
市
軸
」
と
い
う
考
え

方
を
導
入
し
ま
し
た
。
広
島
市
の
中
心
に
は
、
平
和
大
通
り
と
い
う

東
西
に
走
る
大
き
な
道
路
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
南
北
を
貫
く
軸

と
し
て
、
北
に
広
島
城
や

官
庁
街
（
日
清
戦
争
時
に

大
本
営
が
置
か
れ
て
い
ま

し
た
）、
中
央
に
原
爆
ド

ー
ム
や
平
和
記
念
資
料
館
、

そ
し
て
南
に
中
工
場
が
あ

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
吉
島

地
区
は
、
戦
争
、
平
和
、

環
境
と
い
っ
た
現
代
の
諸

問
題
を
貫
く
軸
線
上
に
あ

ん
で
す
。
文
化
芸
術
振
興
の
プ
ラ
ン
が
な
い
た
め
、
行
政
の
方
と
お

話
し
し
て
も
な
か
な
か
話
が
進
ま
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
ま
ず
自
分
た
ち
で
活
動
し
て
、
広
島
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と

考
え
た
ん
で
す
。

　
以
上
は
、
広
島
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
公
的
に
掲
げ
て
い
る
設

立
目
的
で
す
が
、
大
学
の
視
点
で
見
る
と
、
別
の
目
的
が
二
つ
考
え

ら
れ
ま
す
。
一
つ
は
大
学
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
と
し
て
の
取
り
組

み
で
す
。
私
た
ち
の
大
学
は
広
島
市
内
に
あ
り
ま
す
が
、
市
街
地
か

ら
高
速
道
路
に
乗
っ
て
20
分
く
ら
い
の
山
の
中
に
あ
る
ん
で
す
ね
。

そ
の
た
め
大
学
で
い
く
ら
一
生
懸
命
に
活
動
し
て
展
示
を
行
っ
て
も
、

あ
ま
り
人
が
来
て
く
れ
な
い
。
そ
れ
な
ら
、
市
の
中
心
部
に
出
て
行

っ
て
活
動
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
大
学
の
研
究
成
果
を

社
会
に
還
元
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
芸
術
学
部
に
お
け
る
教
育
の
見
直
し
を
行
う
こ
と

で
す
。
私
た
ち
の
大
学
は
、
２
０
０
８
年
に
芸
術
学
部
の
「
理
念
・

目
的
・
教
育
研
究
」
の
特
色
を
大
き
く
変
え
ま
し
た
。「
基
礎
実
技

を
重
視
す
る
教
育
を
行
う
」、「
様
々
な
多
角
的
、
総
合
的
な
教
育
を

行
う
」
に
加
え
、
新
た
に
「
地
域
社
会
と
の
連
携
や
海
外
と
の
学
術

交
流
な
ど
を
通
し
て
、
芸
術
の
社
会
的
役
割
を
深
く
認
識
し
、
実
践

す
る
教
育
研
究
を
行
う
」
と
い
う
こ
と
を
掲
げ
ま
し
た
。
実
は
こ
の

文
書
は
、
私
が
学
部
長
に
命
じ
ら
れ
て
、
過
去
の
文
書
や
活
動
実
績

を
勘
案
し
な
が
ら
作
成
し
た
も
の
で
す
が
、
３
点
目
を
明
記
し
た
の

は
私
の
強
い
思
い
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
芸
術
学
部
は
、
技

術
を
習
得
す
る
こ
と
に
特
化
し
て
い
た
た
め
、
社
会
性
と
い
う
視
点

は
明
ら
か
で
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
う
し
た
視
点
を
明
示
す
る
こ

と
で
、
学
部
の
特
色
が
わ
か
り
や
す
く
な
り
、
そ
れ
を
聞
き
つ
け
て

他
地
域
か
ら
入
学
し
て
来
る
大
学
院
生
も
出
て
き
ま
し
た
。
大
学
の

関
連
で
は
、
こ
の
２
点
を
考
え
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

広島市上空写真
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＊
5汽

水
域

広
島
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
０
８
の
総
合
テ
ー
マ
。

「
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
ベ
ル
リ
ン
」「
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
ヒ
ロ
シ
マ
」「
旧
中

２
」
の
三
つ
の
展
覧
会
を
開
催
。

「
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
ベ
ル
リ
ン
」
会
期
＝
２
０
０
８
年
2
月
2
日

（
土
）〜
10
日
（
日
）／
会
場
＝
旧
ベ
ル
リ
ン
市
交
通
局

中
央
整
備
工
場
／
参
加
作
家
＝
31
組

「
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
ヒ
ロ
シ
マ
」
会
期
＝
２
０
０
８
年
11
月
１
日

（
土
）〜
16
日
（
日
）／
会
場
＝
旧
日
本
銀
行
広
島
支

店
／
参
加
作
家
＝
24
組

「
旧
中
２
」
会
期
＝
２
０
０
８
年
11
月
1
日
（
土
）〜

16
日
（
日
）／
会
場
＝
ボ
ー
ト
パ
ー
ク
広
島
、
広
島
市

中
区
吉
島
学
区
・
吉
島
東
学
区
各
所
、
旧
中
工
場

裏
、
広
島
駅
南
口
前
愛
友
市
場
き
く
や
商
店
／
参

加
作
家
＝
23
組

の
怪
物
を
、
金
を
生
み
出
す
と
同
時
に
鼠
を
発
生
さ
せ
、
ま
ち
に
被

害
を
も
た
ら
す
存
在
と
し
て
描
き
、
資
本
主
義
の
災
厄
の
暗
喩
と
し

て
い
ま
す
。
被
爆
建
築
で
も
あ
る
こ
の
会
場
で
は
、
国
家
、
戦
争
、

貨
幣
シ
ス
テ
ム
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
特
色
あ
る
三
つ
の
場
所
で
、
異
な
る
テ
ー
マ
と
形

態
を
持
つ
作
品
を
展
示
し
て
、
現
代
美
術
の
幅
広
い
可
能
性
を
提
示

し
よ
う
と
し
ま
し
た
。

■
汽
水
域

―
二
つ
の
流
れ
が
ぶ
つ
か
る
場

　
２
０
０
８
年
に
行
わ
れ
た
、
２
回
目
の
広
島
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
テ
ー
マ
は
「
汽き

水す
い

域い
き

」（
＊
5
）
で
す
。
こ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
意

味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
汽
水
域
」
と
は
、
川
の
水
と
海
の
水
、

淡
水
と
海
水
が
交
わ
る
区
域
の
こ
と
で
す
。
広
島
は
川
が
多
い
ま
ち

で
、
北
部
の
山
か
ら
流
れ
て
き
た
川
が
、
中
州
を
つ
く
り
な
が
ら
瀬

戸
内
海
へ
と
流
れ
て
い
き
ま
す
。
広
島
市
の
中
心
市
街
地
は
そ
の
中

州
に
位
置
し
て
い
る
の
で
、
山
の
文
化
と
海
の
文
化
に
挟
ま
れ
た

「
汽
水
域
」
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
広
島
は
世
界
的
に
名
が
知
ら
れ
て

い
る
都
市
で
す
が
、
他
方
で
地

方
都
市
と
い
う
現
実
も
あ
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル

と
ロ
ー
カ
ル
の
間
の
「
汽
水

域
」
と
い
う
言
い
方
も
で
き
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
対
立
す
る
二

項
が
せ
め
ぎ
合
う
場
と
し
て
の

広
島
を
テ
ー
マ
に
展
覧
会
を
行

い
ま
し
た
。
同
時
に
、
イ
ン
タ

ー
ン
を
募
集
し
た
り
ワ
ー
ク
シ

っ
て
、
広
島
市
に
お
い
て
地
政
学
的
に
重
要
な
の
で
は
な
い
か
と
考

え
た
ん
で
す
。

　
こ
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
旧
中
工
場
、
吉
島
地
区
各
所
、

旧
日
本
銀
行
広
島
支
店
の
３
カ
所
を
会
場
と
し
た
三
つ
の
展
覧
会
か

ら
で
き
て
い
ま
す
。

　
旧
中
工
場
で
は
、
清
掃
車
が
発
着
す
る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
展
覧

会
の
会
場
と
し
ま
し
た
。「
ゴ
ミ
が
ア
ー
ト
に
な
る
！
超
高
品
質
な
ホ

コ
リ
」
と
い
う
展
覧
会
名
に
あ
る
通
り
、
主
に
ゴ
ミ
を
使
っ
た
ア
ー

ト
を
展
示
し
た
わ
け
で
す
が
、
大
量
に
発
生
す
る
ゴ
ミ
に
ア
ー
ト
は

ど
の
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
の
か
、
そ
し
て
、
い
か
に
お
金
を

か
け
ず
に
工
夫
し
て
作
品
を
つ
く
る
か
、
と
い
う
二
つ
の
視
点
か
ら
、

ア
ー
ト
、
環
境
、
経
済
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
ま
し
た
。

　
吉
島
地
区
の
ま
ち
な
か
で
行
っ
た
「
わ
た
し
の
庭
と
み
ん
な
の
庭
」

展
で
は
、
広
島
市
吉
島
公
民
館
を
中
心
に
、
同
地
区
16
カ
所
に
作
品

を
設
置
し
ま
し
た
。
屋
外
に
置
か
れ
た
作
品
も
多
数
あ
り
ま
す
。
児

童
館
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
た
り
、
地
元
の
人
た
ち
と
協
働
で
作

品
制
作
を
し
た
り
、
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
の
グ
ル
ー
プ
が
壁
に
ペ
イ
ン
ト

し
た
り
と
、
地
域
と
ア
ー
ト
の
関
係
を
つ
く
り
出
す
実
験
の
場
を
目

指
し
ま
し
た
。

　
旧
日
本
銀
行
広
島
支
店

で
は
「
金
庫
室
の
ゲ
ル
ト

シ
ャ
イ
サ
ー
」
展
を
開
催

し
ま
し
た
。「
ゲ
ル
ト
シ

ャ
イ
サ
ー
」
と
は
、
お
尻

か
ら
金
を
放
り
出
す
と
い

う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
空

想
上
の
怪
物
で
す
。
ミ
ヒ

ャ
エ
ル
・
エ
ン
デ
は
、
こ

広島アートプロジェクト2007「旧中工場アートプロ
ジェクト」旧中工場プラットホーム会場風景

広島アートプロジェクト2008「旧中2」の会場とな
ったボートパーク広島
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＊
6Ｃ

Ａ
Ｍ
Ｐ
ヒ
ロ
シ
マ
（
キ
ャ
ン
プ
ヒ
ロ
シ
マ
）

広
島
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
０
８
の
「
汽
水
域
」

の
２
つ
の
企
画
展
の
う
ち
、
地
域
企
画
の
「
旧
中
２
」

に
対
し
て
、
国
際
的
視
点
の
展
覧
会
。
２
０
０
８
年

2
月
に
ド
イ
ツ
で
開
催
し
た
「
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
ベ
ル
リ
ン
」

の
継
続
企
画
で
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
開
催
概
要
は

（
＊
5
）「
汽
水
域
」
参
照
。

＊
7

ヘニ
ヒ
奈
於
美
（N

aom
i H

ennig

）

１
９
７
９
年
、
ド
イ
ツ
生
ま
れ
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。
エ

ジ
ン
バ
ラ
芸
術
大
学
、
ベ
ル
リ
ン
芸
術
大
学
で
学
ぶ
。

＊
8

い
ざ
、
船
内
探
険
！
吉
宝
丸

第
3
回
目
と
な
る
、
広
島
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

テ
ー
マ
。
吉
島
地
区
を
一
つ
の
宝
船
に
見
立
て
、
来
場

者
が
ア
ー
ト
作
品
＝
お
宝
を
探
す
と
い
う
、
地
域
散

策
型
の
展
覧
会
。

会
期
＝
２
０
０
９
年
9
月
5
日
（
土
）〜
23
日
（
水
・

祝
）／
会
場
＝
広
島
市
中
区
吉
島
地
区
各
所
（
キ
リ

ン
木
材
株
式
会
社
、
ポ
ー
ト
パ
ー
ク
広
島
、
吉
島
稲

生
神
社
な
ど
）／
参
加
作
家
＝
43
組

＊
9山

城
大
督
（
や
ま
し
ろ
・
だ
い
す
け
）

１
９
８
３
年
、
大
阪
府
生
ま
れ
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。
２

０
０
６
年
よ
り
、
中
崎
透
（
な
か
ざ
き
・
と
お
る
）、

野
田
智
子（
の
だ
・
と
も
こ
）と
と
も
に
「N

adegata 
Instant Party

」
と
し
て
も
活
動
す
る
。

＊
10木

ノ
下
智
恵
子
（
き
の
し
た
・
ち
え
こ
）

１
９
７
１
年
、
大
分
県
生
ま
れ
、
尼
崎
市
在
住
。
大

阪
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
セ
ン
タ
ー

特
任
講
師
。
専
門
は
現
代
芸
術
に
関
す
る
企
画
制
作

（
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
／
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）。

＊
11

BEPPU
 PRO

JECT

（
ベッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

大
分
県
別
府
市
を
活
動
拠
点
と
し
、
ア
ー
ト
と
ま

ち
を
つ
な
ぐ
た
め
の
場
を
つ
く
る
非
営
利
の
活
動
体
。

２
０
０
５
年
に
任
意
団
体
と
し
て
設
立
し
、
２
０
０

イ
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
移
民
が
多
い
都
市
で
「m

igration

（
移
動
・

移
住
）」
が
展
覧
会
の
テ
ー
マ
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
帰
国

展
と
し
て
11
月
に
旧
日
本
銀
行
広
島
支
店
で
「
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
ヒ
ロ
シ

マ
」
を
行
っ
た
ん
で
す
。
少
し
だ
け
紹
介
す
る
と
、
ド
イ
ツ
出
身
の

ヘ
ニ
ヒ
奈
於
美
（
＊
7
）
と
い
う
作
家
は
、
広
島
で
手
旗
信
号
で
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
送
り
続
け
る
ヴ
ィ
デ
オ
作
品
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

手
旗
信
号
を
解
読
で
き
る
人
は
少
な
い
の
で
、
な
か
な
か
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
届
か
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
こ
と
に
重
要
な
意
味
が
含
ま
れ
て

い
る
と
い
う
も
の
で
す
。

■
吉
宝
丸

―
吉
島
地
区
を
宝
船
に

　
２
０
０
９
年
の
「
い
ざ
、
船
内
探
険
！
吉き

っ

宝ぽ
う

丸ま
る

」（
＊
8
）
で
は
、
吉

島
地
区
を
一
つ
の
宝
船
に
見
立
て
た
展
覧
会
を
行
い
ま
し
た
。
チ
ラ

シ
は
、
プ
ラ
モ
デ
ル
の
説
明
書
を
模
し
て
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
平
和

記
念
資
料
館
が
船
首
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
が
船
橋
に
、
中
工
場
が
船
尾
の
エ
ン
ジ
ン
に
対
応
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
吉
島
に
あ
る
施
設
を
そ
れ
ぞ
れ
船
の
部
品
に
見

ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
り
し
て
、
地
元
の
人
た
ち
も
参
加
で
き
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
組
み
ま
し
た
。

　「
汽
水
域
」
は
二
つ
の
企
画
を
設
け
ま
し
た
。
一
つ
が
「
旧
中
２
」

で
す
。
こ
れ
は
前
年
の
旧
中
工
場
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
継
続
企

画
と
し
て
、
ボ
ー
ト
パ
ー
ク
広
島
を
中
心
に
展
示
を
行
い
、
地
域
的

な
視
点
か
ら
吉
島
の
水
辺
文
化
を
考
え
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
「
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
ヒ
ロ
シ
マ
」（
＊
6
）
で
、
こ
ち
ら
は
国
際

的
な
視
点
か
ら
行
っ
た
展
覧
会
で
す
。
当
時
、
学
生
た
ち
と
話
し
て

い
て
感
じ
た
の
で
す
が
、
学
生
た
ち
は
広
島
に
住
ん
で
い
て
も
、
制

作
テ
ー
マ
と
し
て
の
広
島
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
あ
ま
り
な
か
っ
た

ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
、
展
覧
会
を
行
う
に
あ
た
っ
て
テ
ー
マ
に
つ
い

て
話
し
合
っ
た
り
調
べ
た
り
し
て
い
る
な
か
で
、「
広
島
＝
原
爆
」
だ

け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
広
島
は
海
外
に

最
も
多
く
移
民
を
輩
出
し
た
県
な
ん
で
す
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
私
た

ち
の
大
学
と
提
携
し
て
い
る
ベ
ル
リ
ン
の
ヴ
ァ
イ
セ
ン
ゼ
ー
美
術
大

学
と
協
力
し
て
、
２
０
０
８
年
２
月
に
ベ
ル
リ
ン
の
旧
ベ
ル
リ
ン
市

交
通
局
中
央
整
備
工
場
で
「
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
ベ
ル
リ
ン
」
と
い
う
展
覧
会

を
行
い
ま
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
も
、
ト
ル
コ
人
な
ど
「
ガ
ス
ト
ア
ル
バ

ヘニヒ奈於美《静けさ》

広島アートプロジェクト2009「吉宝丸」図解

会場で展示された柳幸典企画室《peace scope》
内で開かれた極小の展覧会「-ilha grande- 愛」

広島アートプロジェクト2008「CAMPヒロシマ」旧
日本銀行 会場風景
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６
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人BEPPU

 PRO
JEC

T

と
し
て

法
人
化
。
代
表
理
事
は
山
出
淳
也
。
→
第
4
章
参

照＊
12山

出
淳
也
（
や
ま
い
で
・
じ
ゅ
ん
や
）

１
９
７
０
年
、
大
分
県
生
ま
れ
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。

N
PO

法
人BEPPU

 PRO
JECT

代
表
理
事
。
別
府

現
代
芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
９
「
混
浴
温
泉
世

界
」
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。
→
第
4
章
参
照

＊
13

BankART1929

（
バン
カ
ー
ト
い
ち
き
ゅ
う
に
い
き

ゅ
う
）

横
浜
市
が
推
進
す
る
、
歴
史
的
建
造
物
を
活
用
し

た
文
化
芸
術
創
造
の
実
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
よ
り
）。「BankART1929

」
と
は
、
１
９

２
９
年
に
建
て
ら
れ
た
二
つ
の
も
と
銀
行
で
あ
っ
た

歴
史
的
建
造
物
を
芸
術
文
化
に
利
用
す
る
と
い
う

意
味
を
込
め
る
。
２
０
０
４
年
３
月
よ
り
２
年
間
の

実
験
事
業
を
終
え
、
現
在
は
日
本
郵
船
の
湾
岸
倉

庫
を
利
用
し
た
「BankARTStudioN

YK

」
を
活

動
拠
点
と
し
、
展
示
、
カ
フ
ェ
パ
ブ
、
シ
ョ
ッ
プ
、
ス

ク
ー
ル
、
レ
ジ
デ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベン
ト
な
ど
、
年
間
数
百
件
の
事
業
を
行
う
。

＊
14細

淵
太
麻
紀
（
ほ
そ
ぶ
ち
・
た
ま
き
）

１
９
７
１
年
、
埼
玉
県
生
ま
れ
。
横
浜
在
住
。
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
建
築
家
な
ど
か
ら
な
る
チ
ー
ム
「PH

ス

タ
ジ
オ
」
メ
ン
バ
ー
。BankART1929

の
立
ち
上
げ

に
関
わ
り
、
企
画
、
制
作
、
運
営
に
携
わ
る
。

＊
15

TRAVELERSPRO
JECT

（
ト
ラ
ベ
ラ
ー
ズ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
）

日
々
の
挑
戦
を
旅
の
よ
う
に
楽
し
む
人
を
「
ト
ラ
ベ

ラ
ー
」
と
位
置
づ
け
、
ト
ラ
ベ
ラ
ー
の
た
め
の
「
場

づ
く
り
」
を
目
的
と
し
て
２
０
０
５
年
５
月
に
福
岡

で
ス
タ
ー
ト
し
た
建
物
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
こ
れ

ま
で
に
「
冷
泉
荘
」（
２
０
０
６
年
〜
２
０
０
９
年
）、

「
３
４
５
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
２
０
０
７
年
〜
２
０
０
９

年
）、「
紺
屋
２
０
２
３
」（
２
０
０
８
〜
）を
企
画
運
営
。

→
第
2
章
参
照

■
検
証
07−

09

―
３
年
間
を
振
り
返
る

　
そ
し
て
２
０
１
０
年
は
「
検
証
」
を
テ
ー
マ
に
展
覧
会
を
企
画
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
３
年
や
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
検
証
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て
い
る
と
作
業

に
追
わ
れ
て
、
振
り
返
る
機
会
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
し
、
学
生

た
ち
も
卒
業
し
て
入
れ
替
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
実
技
系

の
教
員
と
学
生
が
中
心
で
制
作
に
主
要
な
関
心
が
あ
る
の
で
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
位
置
付
け
る
と
い
う
作
業
を
意
識
的
に
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
２
０
１
０
年
は
、
こ
れ
ま
で
自
分
た
ち

は
何
を
や
っ
て
き
た
の
か
を
検
証
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　
企
画
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
「
検
証
07

−

09
」（
＊
17
）
で
、
大

学
の
芸
術
資
料
館
で
行
う
予
定
で
す
。
自
分
た

ぜ
ろ
な
な
ぜ
ろ
き
ゅ
う

ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
検
証
し
、
全
国
の
大
学
系
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
資
料

を
集
め
て
展
示
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
「
野
外

芸
術
セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｙ
」（
＊
18
）
と
い
う
仮
設
の
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を

つ
く
る
企
画
で
す
。
私
た
ち
は
吉
島
に
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
り

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
旧
中
工
場
の
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
構
想
を

立
て
な
が
ら
、
船
＝
吉
島
地
区
を
探
検
し
て
み
よ
う
と
い
う
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
出
品
さ
れ
た
作
品
の
例
を
挙
げ
る
と
、
こ
れ
は
山
城
大
督
（
＊
9
）
さ

ん
と
い
う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
《
ピ
ア
ノ
レ
ッ
ス
ン
コ
ン
サ
ー
ト
》
と

い
う
作
品
で
す
。
吉
島
地
区
に
は
、
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い
る
子
ど
も

た
ち
が
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
特
定
の
時
間
に
弾
い
て
も
ら

い
、
軒
先
で
ピ
ア
ノ
の
練
習
を
聞
く
と
い
う
も
の
で
す
。
吉
島
地
区

15
カ
所
で
43
点
の
作
品
を
展
示
す
る
と
同
時
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
行
い
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
大
阪
大
学
の
木
ノ
下
智
恵
子
（
＊
10
）
さ
ん
、

BEPPU
 PR

O
JEC

T

（
＊
11
）
の
山
出
淳
也
（
＊
12
）
さ
ん
、BankA

R
T

 
1929

（
＊
13
）
の
細
淵
太
麻
紀
（
＊
14
）
さ
ん
、T

R
A

V
ELLER

S PR
O

J-
EC

T

（
＊
15
）
の
野
田
恒
雄
（
＊
16
）
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、
地
域
展
開
型

の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
持
続
可
能
性
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。

広島アートプロジェクト2010「検証07–09」展示
風景

広島アートプロジェクト2010「野外芸術センター
PPY」

広島アートプロジェクト2009「𠮷宝丸」シンポジ
ウム風景

山城大督《ピアノレッスンコンサート》
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＊
16野

田
恒
雄
（
の
だ
・
つ
ね
お
）

１
９
８
１
年
、
京
都
府
生
ま
れ
。no.d+

a (num
ber 

of design and architecture)

代
表
・
ア
ー
キ
テ

ク
ト
。TRAVELFRO

N
T

（TRAVELERSPRO
JECT

事
務
局
）
主
宰
。
→
第
2
章
参
照

＊
17検

証
07

−

09

4
年
目
に
な
る
広
島
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１

０
の
、
二
つ
の
企
画
の
う
ち
の
一
つ
。
広
島
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
実
績
を
分
析
・
検

証
し
、
今
後
の
広
島
市
の
文
化
芸
術
活
動
の
可
能
性

を
広
く
一
般
市
民
へ
向
け
て
提
示
。
３
組
に
よ
る
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
展
示
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
内

容
を
振
り
返
る
展
示
、
他
大
学
で
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
の
比
較
な
ど
を
行
っ
た
。

会
期
＝
２
０
１
０
年
9
月
4
日
（
土
）〜
20
日
（
月
・

祝
）／
会
場
＝
広
島
市
立
大
学
芸
術
資
料
館
／
参
加

作
家
＝
ゲ
ル
ト
シ
ャ
イ
サ
ー
ズ
（
柳
幸
典
＋
棚
次
理
＋

大
橋
実
咲
）、
柳
幸
典
企
画
室
、
マ
ル
チ
バ
ー
ス
（
岩

崎
貴
宏
＋
友
枝
望
）
の
3
組

＊
18野

外
芸
術
セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｙ

広
島
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
０
の
、
も
う
一
つ

の
企
画
。
野
外
に
屋
根
も
壁
も
な
い
、
仮
設
の
ア

ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
り
、
吉
島
地
区
で
広
島
の
ア

ー
ト
を
育
て
て
い
く
提
案
。
２
０
０
７
年
に
開
催
し

た
旧
中
工
場
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
わ
た
し
の
庭

と
み
ん
な
の
庭
」
展
の
活
動
を
原
点
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
英
訳
「Private garden, Public 

garden in Yoshijim
a

」
の
頭
文
字
を
と
っ
て
Ｐ
Ｐ

Ｙ
と
し
た
。
今
後
の
活
動
を
考
え
な
が
ら
、
イ
ベ
ン

ト
や
展
示
を
行
っ
た
。

会
期
＝
２
０
１
０
年
9
月
4
日
（
土
）〜
20
日
（
月
・

祝
）／
会
場
＝
広
島
市
吉
島
公
民
館
敷
地
内
／
参
加

作
家
＝
24
組

提
案
し
て
き
ま
し
た
。
ゴ
ミ
処
理
工
場
は
、
表
面
に
見
え
て
い
る
建

物
の
ほ
か
に
、
地
下
に
は
ゴ
ミ
を
焼
却
す
る
ピ
ッ
ト
と
い
う
深
い
穴

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
特
殊
な
構
造
を
活
か
し
な
が
ら
、
ア
ー
ト

セ
ン
タ
ー
と
し
て
再
生
で
き
な
い
か
と
い
う
提
案
で
す
。
た
だ
、
先

ほ
ど
も
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
広
島
市
は
文
化
芸
術
振
興
の
条
例
や

計
画
が
な
い
の
で
、
こ
う
い
う
提
案
を
実
現
し
て
い
く
の
は
今
の
と

こ
ろ
難
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
今
回
は
一
時
的
に
野
外
の
ア
ー
ト
セ

ン
タ
ー
を
つ
く
っ
て
み
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
テ
ン
ト
を
つ
く
っ

て
カ
フ
ェ
を
開
き
、
全
国
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料
を
置
い

た
り
、
イ
ベ
ン
ト
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
う
予
定
で
す
。
そ
こ
で

「H
iroshim

A
rt

展
」
と
題
し
て
、
広
島
の
出
身
、
在
住
、
ま
た
は

関
わ
り
の
あ
る
作
家
た
ち
の
展
覧
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
以
上
述
べ
て
き
ま
し
た
よ
う
に
、
広
島
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

実
技
系
の
学
部
の
中
で
学
生
た
ち
に
ど
う
い
う
能
力
が
必
要
な
の
か

を
考
え
な
が
ら
、
広
島
を
文
化
芸
術
が
盛
ん
な
場
所
に
変
え
て
い
こ

う
と
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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＊
1

「
街
か
ら
美
術
館
へ 

美
術
館
か
ら
街
へ
」
と
い
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

正
式
名
称
は
「
日
本
・
ド
イ
ツ
美
術
館
教
育
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
と
行
動—

—

街
か
ら
美
術
館
へ　

美
術
館
か

ら
街
へ
」。
日
本
と
ド
イ
ツ
に
お
け
る
美
術
教
育
分
野

の
専
門
家
が
集
い
、
美
術
館
教
育
を
テ
ー
マ
に
、
理

論
と
実
践
の
問
題
を
扱
っ
た
。
会
期
中
は
小
学
生
を

対
象
に
し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
、
世
田
谷
区
三
宿

神
社
界
隈
で
の
「
大
道
芸
術
展
」、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
催
さ
れ
た
。

会
期
＝
１
９
９
２
年
５
月
３
日
（
日
）〜
９
日
（
土
）／

会
場
＝
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
、
東
京
国
立
博
物
館
、

ド
イ
ツ
文
化
会
館
ホ
ー
ル
、
世
田
谷
区
烏
山
緑
道
三

宿
神
社
前
遊
び
場
と
そ
の
界
隈

＊
2岡

部
あ
お
み
（
お
か
べ
・
あ
お
み
）

東
京
都
生
ま
れ
。
武
蔵
野
美
術
大
学
芸
術
文
化
学

科
教
授
。
資
生
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
、

東
京
国
立
近
代
美
術
館
評
議
員
ほ
か
、
公
立
美
術

館
の
各
種
委
員
を
兼
任
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
カ
ル
チ

ャ
ー
パ
ワ
ー
」
運
営
。
主
な
著
書
に
『
ア
ー
ト
と
女

性
と
映
像
―
グ
ロ
ー
カ
ル
・
ウ
ー
マ
ン
』（
２
０
０
３
年
、

彩
樹
社
）、
主
な
編
著
に
『
ア
ー
ト
が
知
り
た
い
―

本
音
の
ミ
ュ
ゼ
オ
ロ
ジ
ー
』（
２
０
０
５
年
、
武
蔵
野

美
術
大
学
出
版
局
） ほ
か
。

＊
3木

下
勇
（
き
の
し
た
・
い
さ
み
）

１
９
５
４
年
、
静
岡
県
生
ま
れ
。
工
学
博
士
。
千
葉

大
学
大
学
院
園
芸
学
研
究
科
教
授
。
専
門
は
都
市

計
画
学
、
農
村
計
画
学
。
主
な
著
書
に
、『
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
―
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
方
法
論
』

（
２
０
０
７
年
、
学
芸
出
版
） ほ
か
。

＊
4村

上
タ
カ
シ
（
む
ら
か
み
・
た
か
し
）

熊
本
県
生
ま
れ
。
美
術
家
。
国
内
外
の
展
覧
会
や
ア

ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
。「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の

ア
ー
ト
ワ
ー
ク
」
を
含
め
芸
術
普
及
や
文
化
・
教
育

政
策
を
テ
ー
マ
に
文
化
施
設
な
ど
で
レ
ク
チ
ャ
ー
や

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
千
葉
大
学
は
総
合
大
学
で
す
。
ア
ー
ト
の
単
科
大
学
で
は
あ
り
ま

せ
ん
し
、
そ
の
中
に
ア
ー
ト
専
門
の
学
部
も
な
い
。
私
が
属
し
て
い

た
の
は
、
学
部
と
し
て
は
教
育
学
部
。
こ
の
学
部
の
中
に
は
ア
ー
ト

と
教
育
を
軸
に
お
く
美
術
科
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
が
ア
ー
ト
に
つ

な
が
る
授
業
を
始
め
た
の
は
美
術
科
の
授
業
と
し
て
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
１
９
９
０
年
代
の
初
頭
に
「
文
化
を
つ
く
る
」
と
い
う
名
前
の

授
業
を
始
め
ま
し
た
。
文
化
と
は
、
単
に
受
け
身
と
し
て
享
受
す
る

の
で
は
な
く
、
自
ら
形
成
に
関
わ
り
、
つ
く
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る

こ
と
を
伝
え
る
授
業
で
す
。
国
内
外
で
文
化
形
成
的
な
営
み
を
し
て

い
る
方
々
を
ゲ
ス
ト
と
し
て
招
き
、
紹
介
し
て
い
き
ま
し
た
。
千
葉

大
学
は
、
１
９
９
０
年
代
の
半
ば
に
、
全
学
部
的
に
一
般
教
育
科
目

の
改
革
を
行
い
、
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
ど
の
学
年
で
も
ど
の
学

部
で
も
受
講
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　「
文
化
を
つ
く
る
」
の
第
一
期
の
頃
、
同
時
に
学
外
の
い
く
つ
か
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
先
駆
的
に
関
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
街

か
ら
美
術
館
へ 

美
術
館
か
ら
街
へ
」（
１
９
９
２
年
）
と
い
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
＊
1
）
で
は
、
ド
イ
ツ
の
ゲ
ス
ト
を
招
い
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
行
う
に
あ
た
り
、
実
践
的
に
美
術
館
教
育
を
考
え
よ
う
と
い

う
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
東
京
の
三
軒
茶
屋
で
ま
ち
に
展
開
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
岡
部
あ
お
み
（
＊
2
）
さ
ん
や
、
木
下
勇
（
＊
3
）
さ
ん
と

一
緒
に
、「
ま
ち
は
お
も
し
ろ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」（
１
９
９
２
年
）
と

称
し
て
や
り
ま
し
た
。
地
上
げ
さ
れ
た
も
の
の
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
、

住
み
手
の
い
な
く
な
っ
た
空
き
地
を
子
ど
も
た
ち
が
「
こ
れ
ひ
ょ
っ

と
し
た
ら
ア
ー
ト
か
も
」
と
額
縁
で
囲
っ
て
、
来
場
者
を
案
内
を
し

た
り
、
美
術
系
の
学
生
た
ち
が
高
齢
者
か
ら
聞
き
取
り
を
行
い
、
参

加
者
と
と
も
に
貼
り
絵
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
村
上
タ
カ

シ
（
＊
4
）
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
た
「IZU

M
IW

A
K

U
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（
＊
5
）（
１
９
９
４
年
）
の
企
画
に
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
さ
よ
な

第
1
章
●「
大
学
×
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

Case II 

千
葉
大
学
／
首
都
大
学
東
京 

長
田 

謙
一

C
ontents

■
文
化
を
つ
く
る
・
第
一
期 

―
全
学
対
象
の
授
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
8

■
文
化
を
つ
く
る
・
第
二
期 

―
ア
ー
ト
は
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
通
じ
る
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
9

■
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
検
見
川
送
信
所 

―
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
は
じ
ま
り
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
10

■
Ｗ
ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ

―
ま
ち
の
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
‥
‥
‥
‥
‥
11

■
サ
バ
ー
ビ
ア
東
京
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

―
ア
ー
ト
に
よ
っ
て
と
ら
え
直
す
東
京
郊
外
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
12

■
文
化
を
つ
く
る
・
第
一
期 

―
全
学
対
象
の
授
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト

　
私
は
、
現
在
は
首
都
大
学
東
京
（
以
下
、
首
都
大
）
に
い
ま
す
が
、

前
任
の
千
葉
大
学
で
の
授
業
を
中
心
に
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

千
葉
大
学
で
は
、
２
０
０
０
年
か
ら
授
業
の
一
形
態
と
し
て
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
参
加
を
し
て
も
ら
い
、
大
学
を
起
点
と
し
て
学
生
と
と

も
に
地
域
に
繰
り
出
す
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
を
始
め

ま
し
た
。
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＊
5

IZU
M

IW
AKU

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
イ
ズ
ミ
ワ
ク
ぷ
ろ

じ
ぇ
く
と
）

杉
並
区
立
和
泉
中
学
校
の
美
術
教
諭
で
あ
っ
た
村
上

タ
カ
シ
が
、
学
校
で
夏
休
み
の
間
に
開
催
し
た
現
代

美
術
展
。「
学
校
を
美
術
館
に
」
と
い
う
構
想
で
１

９
９
４
年
と
１
９
９
６
年
の
2
回
開
催
。

会
期
＝
１
９
９
４
年
8
月
20
日
〜
９
月
5
日
／
会
場

＝
杉
並
区
立
和
泉
中
学
校
／
参
加
作
家
＝
イ
ー
・
サ

ン
ジ
ン
、
岩
本
英
之
助
、
大
榎
淳
、
太
田
三
郎
、
岡

本
光
平
、
岡
本
太
郎
、
小
沢
剛
、
開
発
好
明
、
キ

ム
・
ヘ
ミ
ン
、
ク
リ
ス
ト
フ
・
シ
ャ
ル
ル
、
黒
田
オ
サ
ム
、

駒
形
克
哉
、
シ
ェ
リ
ー
・
ウ
ェ
イ
ナ
ー
、
谷
充
央
、
椿

昇
、
西
嶋
暁
子
、
八
谷
和
彦
、
藤
浩
志
、
古
屋
俊
彦
、

水
嶋
一
江
、
宮
前
正
樹
、
村
上
タ
カ
シ
ほ
か

＊
6さ

よ
な
ら
同
潤
会
代
官
山
ア
パ
ー
ト
展

代
官
山
の
再
開
発
の
た
め
、
同
潤
会
ア
パ
ー
ト
の
取

り
壊
し
に
際
し
、「
再
生
と
記
憶
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

行
っ
た
展
覧
会
。
主
催
は
ア
ー
ト
フ
ロ
ン
ト
ギ
ャ
ラ
リ

ー
。
4
日
間
で
約
８
千
名
の
入
場
者
を
記
録
し
た
。

こ
の
企
画
に
よ
り
地
元
と
事
業
主
と
の
交
流
が
活
発

に
な
っ
た
。

会
期
＝
１
９
９
６
年
8
月
8
日
〜
12
日
／
会
場
＝
東

京
都
渋
谷
区
代
官
山
町
／
参
加
作
家
＝
10
名

＊
7ア

ー
ト
フ
ロ
ン
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
を
は
じ
め
と
す

る
展
覧
会
の
企
画
、
運
営
を
行
う
。
ま
た
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
ア
ー
ト
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
施
設
計
画
に
伴
う

事
業
の
ア
ー
ト
の
提
案
、
製
作
・
施
工
管
理
。
国
内

外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
絵
画
・
版
画
・
彫
刻
作
品
の

紹
介
、
販
売
。 

本
社
は
東
京
都
の
代
官
山
。
代
表

取
締
役
会
長
は
北
川
フ
ラ
ム
。

＊
8佐

倉
市
立
美
術
館
（
さ
く
ら
し
り
つ
び
じ
ゅ
つ
か
ん
）

千
葉
県
佐
倉
市
に
あ
る
美
術
館
。
１
９
９
４
年
11
月

に
オ
ー
プ
ン
。
主
に
佐
倉
・
房
総
ゆ
か
り
の
作
家
の

作
品
を
収
集
し
、
国
内
の
近
代
美
術
を
展
示
。

び
と
自
身
が
、
ア
ー
ト
成
立
の
不
可
欠
な
要
件
に
な
る
。
つ
ま
り
こ

れ
は
一
言
で
言
う
と
、「
参
加
（participation

）」
で
す
。
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
学
生
や
地
域
の
人
た
ち
が
自
ら
参
加
し
な
が
ら
、

ア
ー
ト
そ
の
も
の
の
可
能
性
を
体
験
的
に
わ
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き

る
。
大
げ
さ
に
言
え
ば
、
ア
ー
ト
の
現
代
的
な
可
能
性
は
こ
う
い
う

形
だ
、
と
い
う
一
つ
の
事
例
を
世
界
に
発
信
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
予
測
し
ま
し
た
。

　
二
つ
目
の
次
元
は
、
大
学
教
育
の
新
し
い
可
能
性
の
追
究
で
す
。

教
員
が
レ
ク
チ
ャ
ー
形
式
で
一
方
的
に
教
え
て
い
く
ス
タ
イ
ル
だ
け

が
、
大
学
の
授
業
の
基
本
で
あ
り
、
最
も
有
効
な
形
態
だ
ろ
う
か
と

疑
問
を
持
ち
ま
し
た
。
学
生
が
自
ら
見
つ
け
た
新
た
な
課
題
に
、
新

し
い
解
を
与
え
る
の
が
大
学
な
ら
ば
、
教
員
が
レ
ク
チ
ャ
ー
を
通
し

て
研
究
成
果
を
伝
え
る
の
は
当
然
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
研
究
成
果

を
次
世
代
に
つ
な
げ
る
学
生
が
、
受
動
的
に
解
を
与
え
ら
れ
る
の
で

は
な
く
、
切
り
拓
い
て
い
く
こ
と
。
そ
れ
が
大
学
の
授
業
の
根
幹
に

あ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
た
だ
教
員
が
設
計
図
を
持

っ
て
指
示
す
る
だ
け
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
の
は
、「pro

（
前
）」「jection

（
投
げ
る
）」。

つ
ま
り
未
来
に
向
け
て
何
か
を
投
げ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
投
げ
る

コ
ン
テ
ン
ツ
そ
の
も
の
を
自
ら
つ
く
り
出
し
、
前
へ
と
投
げ
、
そ
れ

を
実
現
し
て
い
く
。
こ
う
い
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ア
ー
ト
で
始
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型

と
い
う
の
は
、
私
に
と
っ
て
は
す
な
わ
ち
「
学
生
主
導
」
で
す
。
し

か
し
、
ど
こ
ま
で
学
生
主
導
で
で
き
る
か
と
い
う
問
題
は
、
な
か
な

か
難
し
い
の
も
現
状
で
す
ね
。
あ
く
ま
で
授
業
な
の
で
、
こ
こ
で
起

き
た
事
件
や
事
故
の
責
任
は
自
動
的
に
教
員
が
負
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
学
生
主
導
で
行
う
こ
と
は
事
件
や
事
故
を
引
き
出
す
危
険
因
子

を
多
く
含
む
の
も
事
実
で
す
。

ら
同
潤
会
代
官
山
ア
パ
ー
ト
展
」（
＊
6
）（
１
９
９
６
年
）
を
ア
ー
ト
フ

ロ
ン
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
＊
7
）
と
企
画
・
運
営
し
た
り
、
１
９
９
５
年
か

ら
は
佐
倉
市
立
美
術
館
（
＊
8
）
の
「
体
感
す
る
美
術
」（
＊
9
）
と
い
う
教

育
普
及
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
芸
員
と
企
画
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

■
文
化
を
つ
く
る
・
第
二
期 

―
ア
ー
ト
は
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
通
じ
る

　
第
一
期
は
あ
ら
ゆ
る
文
化
の
領
域
か
ら
ゲ
ス
ト
を
呼
び
ま
し
た
が
、

１
９
９
９
年
よ
り
こ
の
授
業
は
第
二
期
と
し
て
、
新
し
い
ス
テ
ー
ジ

に
入
り
ま
し
た
。
ア
ー
ト
は
す
べ
て
の
問
題
に
関
わ
る
と
い
う
こ
と

を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、
学
生
が
準
備
す
る
と
い
う
形

で
開
催
し
ま
し
た
。
産
業
構
造
や
ま
ち
づ
く
り
、
福
祉
の
問
題
に
関

わ
り
な
が
ら
、
ア
ー
ト
を
通
し
て
実
践
的
に
活
動
し
て
い
る
方
々
を

ゲ
ス
ト
と
し
て
招
き
、
時
に
は
学
生
が
講
義
録
を
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
私
は
三
つ
の
次
元
の
こ

と
を
追
究
で
き
る
と
考
え
ま
し
た
。

　
一
つ
目
は
、
ア
ー
ト
の
現
代
的
可
能
性
の
追
究
で
す
。
美
術
館
に

ア
ー
ト
の
可
能
性
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の

中
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
も
う
な
く
な
っ
た
。
近
代
の
芸
術

に
つ
い
て
言
え
ば
、
最
も
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
「
自
律
的
な
芸

術
」
と
い
う
、
あ
る
種
の
神
話
が
崩
れ
て
す
で
に
20
〜
30
年
に
な
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ
う
し
た
状
況
で

も
な
お
、
ア
ー
ト
と
い
う
人
間
の
営
み
が
存
立
す
る
の
は
ど
う
い
う

こ
と
か
を
探
る
一
つ
の
方
法
に
な
る
の
で
す
。
ま
た
、
現
代
に
お
い

て
ア
ー
ト
が
成
り
立
つ
に
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
ア
ー
ト
を
つ
く
り
、

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
場
を
つ
く
り
、
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
が
企
画
を
考
え
る

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
作
品
を
前
に
し
て
、
そ
れ
を
受
け
取
る
人
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＊
9体

感
す
る
美
術

佐
倉
市
立
美
術
館
の
教
育
普
及
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
１

９
９
５
年
に
始
ま
る
。
毎
年
夏
休
み
に
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
や
イ
ベ
ン
ト
、
講
演
会
な
ど
を
開
催
。
企
画

は
、
市
民
か
ら
公
募
で
募
っ
た
Ｉ
Ｆ
Ｓ
（
イ
フ
ス
／

Interart Forum
 Sakura

の
略
）
が
行
い
、
と
き
に
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
代
わ
っ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
進
行

役
な
ど
も
行
っ
た
。

＊
10ア

ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
検
見
川
送
信
所

２
０
０
０
年
か
ら
２
０
０
３
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
旧
逓
信
省
東
京
無
線
局
検
見
川
送

信
所
跡
と
そ
の
近
隣
の
検
見
川
商
店
街
に
作
品
を

展
開
。
廃
墟
と
な
っ
た
旧
検
見
川
送
信
所
と
、
高
齢

化
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
化
の
進
む
商
店
街
で
学
生
た
ち
が

少
し
ず
つ
町
内
会
や
公
民
館
を
媒
体
に
つ
な
が
り
を

つ
く
っ
て
い
っ
た
。

＊
11吉

田
鉄
郎
（
よ
し
だ
・
て
つ
ろ
う
）

１
８
９
４
年
、
富
山
県
生
ま
れ
。
１
９
５
６
年
、
死

去
。
建
築
家
。
１
９
１
９
年
、
東
京
帝
国
大
学
建
築

学
科
卒
業
後
、
逓
信
省
に
入
り
逓
信
建
築
設
計
に

携
わ
っ
た
。
代
表
作
に
東
京
・
大
阪
中
央
郵
便
局
な

ど
が
あ
る
。
主
な
受
賞
に
、
建
築
学
会
賞
（
１
９
５

３
年
）。

■
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
検
見
川
送
信
所 

―
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
は
じ
ま
り

　
２
０
０
０
年
か
ら
は
千
葉
市
の
検け

見み

川が
わ

と
い
う
地
域
で
「
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
検け

見み

川が
わ

送そ
う

信し
ん

所じ
ょ

」（
＊
10
）
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始

め
ま
し
た
。
検
見
川
は
か
つ
て
の
江
戸
前
漁
業
の
中
心
地
。
東
京
湾

で
操
業
し
て
い
た
約
６
０
０
艘
の
打う
た

瀬せ

船ぶ
ね

の
う
ち
３
分
の
２
く
ら
い

が
検
見
川
の
浜
を
拠
点
と
し
て
操
業
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
高
度
経
済
成
長
期
に
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
都
市
計

画
が
立
ち
上
が
り
、
埋
め
立
て
が
行
わ
れ
、
検
見
川
の
漁
業
は
終
息

を
迎
え
ま
す
。
し
か
し
現
在
で
も
、
海
岸
か
ら
約
７
キ
ロ
に
お
よ
ぶ

埋
め
立
て
地
の
先
に
、
昔
の
漁
業
街
の
細
長
い
街
筋
が
、
そ
の
ま
ま

残
っ
て
い
る
の
で
す
。
ま
た
、
１
９
２
６
年
に
建
て
ら
れ
た
検
見
川

送
信
所
の
建
物
が
あ
り
ま
す
。
建
築
家
の
吉
田
鉄
郎
（
＊
11
）
が
設
計
に

関
わ
っ
た
表
現
主
義
建
築
と
し
て
貴
重
な
遺
構
で
す
が
、
千
葉
市
は

こ
の
廃
墟
を
取
り
壊
す
こ
と
を
議
会
で
決
定
し
て
い
ま
し
た
。
私
は

こ
の
送
信
所
に
関
わ
る
こ
と
で
、
検
見
川
に
限
定
さ
れ
な
い
、
例
え

ば
歴
史
や
街
並
み
と
い
う
大
き
な
問
題
が
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
よ
っ
て
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ラ
イ
ズ
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
か
つ
て
の
漁
業
の
ま
ち
が
な
く
な
り
、
な
ぜ
東
京
の

衛
星
都
市
と
い
う
位
置
付
け
に
価
値
観
が
シ
フ
ト
し
た
の
か
と
い
っ

た
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
芸
術
大
学
で
は
な
い
と
こ
ろ
で
、
ど
う
や
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
一
か
ら
手
探
り
で
始
め

ま
し
た
。
非
常
に
熱
心
な
学
生
が
集
ま
っ
た
の
で
す
が
、
私
に
も
プ

ラ
ン
の
な
い
段
階
で
ど
こ
か
ら
手
を
付
け
た
ら
い
い
の
か
、
ま
ち
の

人
に
協
力
を
仰
ぐ
と
し
た
ら
誰
に
頼
め
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
、
街

中
を
学
生
と
一
緒
に
ひ
た
す
ら
歩
く
日
が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
う
ち

　
大
学
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
レ
ク
チ
ャ
ー
と
い
う
ス
タ
イ
ル

の
ほ
か
に
、
当
時
課
題
と
し
て
考
え
て
い
た
の
は
「
地
域
に
開
か
れ

た
大
学
」
で
す
。
地
域
に
潜
む
「
グ
ロ
ー
カ
ル
」
な
課
題
、
つ
ま
り

世
界
普
遍
的
（
グ
ロ
ー
バ
ル
）
で
あ
り
な
が
ら
地
域
限
定
的
（
ロ
ー

カ
ル
）
な
問
題
を
学
生
自
身
が
見
つ
け
、
形
を
与
え
て
い
く
。
こ
れ

が
大
学
の
新
た
な
展
開
を
可
能
に
す
る
と
今
で
も
考
え
て
い
ま
す
。

結
果
的
に
は
２
０
０
０
年
代
に
入
る
と
、
全
国
の
大
学
が
「
地
域
に

開
か
れ
た
大
学
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
こ
ぞ
っ
て
掲
げ
ま
し
た
。

　
三
つ
目
に
は
、
大
学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
「
大
学
か
ら
地
域
へ
」

と
い
う
一
方
向
の
矢
印
で
考
え
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

学
生
が
地
域
に
落
下
傘
で
降
り
立
つ
イ
メ
ー
ジ
だ
と
、
大
学
の
新
し

い
授
業
の
試
み
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
大
学
と
地
域

が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
地
域
そ
の
も
の
が
新
し
い

頭
脳
と
心
臓
を
持
つ
こ
と
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
地
域
が
ア
ー
ト

に
よ
っ
て
開
か
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
内
発
的
な
地
域
の
要
請
に
帰

着
し
得
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
、「
文
化
を
つ
く
る
」
と
い
う
授
業
を
ア
ー
ト
に
絞
り
込

ん
だ
こ
と
で
、
か
え
っ
て
文
化
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
関
わ
っ
て
い
け

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
ア
ー
ト

は
ア
ー
ト
、
政
治
は
政
治
、
経
済
は
経
済
と
い
う
よ
う
に
、
近
代
的

な
社
会
の
分
化
の
一
領
域
と
し
て
ア
ー
ト
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ

れ
は
社
会
の
問
題
す
べ
て
に
開
か
れ
得
る
営
み
な
の
だ
と
気
付
き
始

め
た
の
で
す
。
こ
れ
は
、
先
ほ
ど
話
を
し
た
自
律
的
な
芸
術
の
と
ら

え
直
し
に
も
関
わ
り
ま
す
。「
文
化
を
つ
く
る
」
こ
と
は
、
ア
ー
ト
を

通
し
て
こ
そ
可
能
だ
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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＊
11た

ほ
り
つ
こ

１
９
５
０
年
、
徳
島
県
生
ま
れ
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。

東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
先
端
芸
術
表
現
科
教
授
。

日
本
と
ア
メ
リ
カ
で
都
市
空
間
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
領
域
に

お
け
る
ア
ー
ト
の
実
践
を
行
っ
て
い
る
。

＊
12佐

藤
時
啓
（
さ
と
う
・
と
き
ひ
ろ
）

１
９
５
７
年
、
山
形
県
生
ま
れ
。
美
術
家
、
写
真
家
。

東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
先
端
芸
術
表
現
科
教
授
。

写
真
や
カ
メ
ラ
を
通
し
て
、
人
び
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
テ
ー
マ
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ワ
ー
ク
シ

ョッ
プ
な
ど
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

＊
13川

俣
正
（
か
わ
ま
た
・
た
だ
し
）

１
９
５
３
年
、
北
海
道
生
ま
れ
。
美
術
家
。
フ
ラ
ン

ス
国
立
高
等
美
術
学
校
教
授
。
28
歳
で
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
日
本
代
表
と
し
て
参
加
し
、
そ
の

後
も
欧
米
を
中
心
に
高
い
評
価
を
獲
得
。
木
材
を

使
っ
た
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
作
品
の
よ
う
な
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
制
作
。
ワ
ー
ク
・
イ
ン
・
プ
ロ
グ
レ
ス
と
呼

ば
れ
る
現
地
制
作
ス
タ
イ
ル
で
国
内
外
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
展
開
し
て
い
る
。
→
第
8
章
参
照

＊
14藤

浩
志
（
ふ
じ
・
ひ
ろ
し
）

１
９
６
０
年
、
鹿
児
島
県
生
ま
れ
。
美
術
家
。
藤
浩

志
企
画
制
作
室
代
表
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
に
開
か
れ
た
空

間
や
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
表
現
活
動
と
捉
え
、
美
術

館
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
発
表
に
限
ら
ず
、
地
域
が
生

活
に
密
着
し
た
ア
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
・
展
開

し
て
い
る
。
→
第
8
章
参
照

＊
15千

葉
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

英
名
の
「W

ork in Chiba Art N
etw

ork

」
の
頭

文
字
を
と
り
、
通
称
「W

iC
AN

（
ウ
ィ
ー
キ
ャ
ン
）」

と
呼
ば
れ
る
。
千
葉
大
学
教
育
学
部
芸
術
学
研
究

室
、
千
葉
大
学
普
遍
教
養
展
開
科
目
「
文
化
を
つ
く

る
」
受
講
生
を
母
体
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
そ
れ

ま
で
の
、
学
生
の
活
動
を
ま
ち
が
応
援
す
る
と
い
う

構
造
か
ら
脱
却
し
、
地
域
の
人
び
と
が
自
ら
の
プ
ロ

し
て
次
の
年
か
ら
は
、
ま
ち
の
人
た
ち
が
自
ら
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
歓
迎
し
て
く
れ
る
よ
う
な
形
態
を
つ
く
り
、
再
出
発
し
て
い
こ

う
と
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
が
千
葉
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
（
＊
15
）
で
す
。
ア
ー
ト
に
関
わ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
千
葉
の
中

に
つ
く
り
、
そ
の
コ
ア
を
学
生
た
ち
が
担
っ
て
展
開
し
て
い
く
。
こ

の
コ
ン
セ
プ
ト
を
名
前
に
し
た
の
が
、「W

ork in C
hiba A

rt 
N

etw
ork

」、
頭
文
字
を
と
っ
て
「
Ｗウ

ィ
ー
キ
ャ
ン

ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」
で
す
。
ま
ず
は

「
一
緒
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
で
き
ま
せ
ん
か
」
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
美

術
館
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
商
店
街
な
ど
の
団
体
に
要
請
し
、
学
生
た
ち
と
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。
参
加
し
て
く

れ
た
の
は
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り
千
葉
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

や
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ち
ば
地
域
再
生
リ
サ
ー
チ
」、
福
祉
系
組
織
の

「
ワ
ー
ク
ホ
ー
ム
里
山
の
仲
間
た
ち
」、
千
葉
市
美
術
館
、
佐
倉
市
美

術
館
な
ど
。
こ
う
し
て
２
０
０
３
年
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
り
、

現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。

　
農
村
部
と
関
わ
っ
た
り
、
総
括
の
展
覧
会
を
千
葉
市
美
術
館
の
一

角
で
行
っ
た
り
、
福
祉
団
体
と
提
携
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
障
が
い
を

持
っ
て
い
る
方
々
と
ダ
ン
ス
や
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
を
や
り
ま
し
た
。
ま
た
空
き
店
舗
を
使
っ
て
、
Ｗ
ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の

ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
＊
16
）
が
で
き
て
い
ま
す
。
私
が
２
０
０
６
年
に
首

都
大
に
移
っ
た
あ
と
は
、
神
野
真
吾
（
＊
17
）
さ
ん
が
私
の
後
任
に
な
っ

て
、
Ｗ
ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
二
ス
テ
ー
ジ
が
今
年
も
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
サ
バ
ー
ビ
ア
東
京
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

―
ア
ー
ト
に
よ
っ
て
と
ら
え
直
す
東
京
郊
外

　
最
後
に
、
首
都
大
で
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

に
ま
ち
の
方
か
ら
「
公
民
館
に
行
く
と
い
い
よ
」
と
か
、「
ま
ち
の
キ

ー
マ
ン
で
こ
う
い
う
人
が
い
る
よ
」
と
い
っ
た
情
報
を
得
ま
し
た
。
こ

の
時
点
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
る
た
め
の
お
金
が
一
銭
も
な
い
状

態
。
学
長
に
交
渉
し
て
予
算
を
も
ら
っ
た
り
、
企
業
に
頼
み
、
資
金

と
物
品
提
供
を
得
た
り
し
ま
し
た
。
結
果
、
全
部
で
予
算
が
１
０
０

万
円
ほ
ど
に
な
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
現
化
へ
の
準
備
が
整
い
ま

し
た
。

　
ま
ず
、
招
待
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
、
た
ほ
り
つ
こ
（
＊
11
）
さ
ん
と
佐
藤

時と
き

啓ひ
ろ

（
＊
12
）
さ
ん
を
呼
び
ま
し
た
。
彼
ら
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
ま
ち
の
人
と
丁
寧
に
重
ね
、
た
ほ
さ
ん
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、
佐
藤
さ
ん
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
展
示
を
市
民
参
加
で
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
全
国
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
を
行
う
大
学

と
連
携
し
、
他
大
学
の
学
生
を
呼
ん
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
川
俣
正
（
＊
13
）
さ
ん
や
藤
浩
志
（
＊
14
）
さ
ん
を
呼
ん
だ
り
と
、

検
見
川
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
三
年
間
続
き
ま
し
た
。
地
元
の
人
た
ち

か
ら
無
料
で
提
供
さ
れ
た
空
き
家
を
使
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
三

年
間
の
検
見
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
総
括
展
示
も
行
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
し
ば
ら
く
し
て
私
た
ち
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
匿
名
で
、

市
民
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
反
感
、
非
難
の
声
が
書
き
込
ま

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
直
接
会
っ
て
話
す
場
を
つ
く
る
こ
と
も

か
な
わ
ず
、
市
役
所
や
学
長
宛
に
も
ク
レ
ー
ム
が
届
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
町
内
会
長
も
代
が
替
わ
り
、
協
力
で
き
な
い
と
言
わ
れ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。

■
Ｗ
ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ

―
ま
ち
の
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　
こ
の
ま
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て
も
学
生
に
苦
し
い
思
い
を
さ

せ
る
ば
か
り
な
の
で
、
一
旦
取
り
や
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
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ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
意
識
で
き
る
も
の
を
目
指
し
、
２

０
０
３
年
に
始
ま
っ
た
。

＊
16

W
iCAN

の
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

２
０
０
５
年
、W

iC
AN

の
活
動
拠
点
と
し
て
、
千

葉
市
栄
町
通
り
商
店
街
の
一
角
に
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

「W
i-CAN

P

」
が
オ
ー
プ
ン
後
、「W

iCAN

ア
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
に
改
名
。
学
生
の
企
画
と
制
作
に
よ
り
築

70
年
を
越
え
る
２
階
建
て
の
空
き
店
舗
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
た
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
はBankART1929

代
表
の
池
田
修
。
イ
ベ
ン
ト
や
展
示
を
行
う
な
ど
、

ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
し
て
機
能
す
る
ほ
か
、
カ
フ
ェ
の

運
営
や
ス
ペ
ー
ス
の
レ
ン
タ
ル
な
ど
も
行
う
。

＊
17神

野
真
吾
（
じ
ん
の
・
し
ん
ご
）

神
奈
川
県
生
ま
れ
。
千
葉
大
学
教
育
学
部
准
教
授
。

専
門
は
芸
術
学
、
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
。
山
梨
県

立
美
術
館
学
芸
員
を
経
て
、
２
０
０
８
年
よ
り
、
千

葉
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（W

iCAN

）

代
表
。

＊
18サ

バ
ー
ビ
ア
東
京
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

首
都
大
学
東
京
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ア
ー
ト
コ
ー
ス
の

ア
ー
ト
＆
デ
ザ
イ
ン
社
会
シ
ス
テ
ム
コ
ア
の
教
員
・
学

生
を
中
心
に
、
２
０
０
８
年
に
始
ま
っ
た
活
動
。
東

京
西
部
の
郊
外
＝
サ
バ
ー
ビ
ア
（suburbia

）
の
歴

史
や
風
土
、
社
会
、
文
化
、
人
び
と
と
の
関
わ
り
の

な
か
で
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
を
生
み

出
す
こ
と
を
目
的
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
主
な
活
動

に
、
7
名
の
3
年
生
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
・
運
営

し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
調
査
結
果
を
発
表
し
た

「
東
京
と
か
、」
展
（
２
０
０
８
年
8
月
1
日
〜
10
日
、

会
場
＝
首
都
大
学
東
京 

日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
、
ト
ー
ク

イ
ベン
ト
＝
橋
本
徹
）、「
日
野
で
、」
展
（
２
０
０
９
年

7
月
31
日
〜
8
月
2
日
、
会
場
＝
首
都
大
学
東
京 

日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
）、
ま
た
２
０
１
０
年
「
ひ
の
の
ん
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
」（
＊
19
を
参
照
）
な
ど
が
あ
る
。

＊
19ひ

の
の
ん
フ
ィ
ク
シ
ョン

サ
バ
ー
ビ
ア
東
京
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
行
わ

い
ま
し
た
。
２
年
目
は
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
作

品
を
展
開
。
３
年
目
か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
が
日
野
市
に
移
り
、
日
野
か

ら
多
摩
地
区
の
リ
サ
ー
チ
を
目
的
と
し
て
、「
サ
バ
ー
ビ
ア
東
京
」

（
＊
18
）
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
ま
し
た
。
子
ど
も
向
け
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
学
生
が
リ
サ
ー
チ
し
た
成
果
を
写
真
展
や
マ
ッ
プ

に
し
て
展
示
し
た
り
、
Ｄ
Ｊ
を
呼
ん
で
イ
ベ
ン
ト
を
し
た
り
。
次
の

年
は
、
日
野
市
に
あ
る
農
林
省
の
試
験
施
設
だ
っ
た
旧
蚕
糸
試
験
場

に
て
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ひ
の
の
ん
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」（
＊
19
）

が
本
格
的
に
始
動
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
、
普
段
は
フ
ェ
ン
ス
に
囲
わ

れ
て
入
れ
な
い
の
で
す
が
、
日
野
市
の
許
可
を
得
て
い
く
つ
か
の
団

体
が
利
用
し
、
10
年
間
市
民
に
よ
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
か
れ
て

い
る
な
ど
、
交
流
の
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
所
を
使

お
う
と
、
ま
ず
学
生
た
ち
と
市
民
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
「
サ
バ
ー
ビ

ア
東
京
」
を
認
知
し
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
そ
の
な
か

で
私
た
ち
が
感
じ
た
の
は
、
廃
墟
と
自
然
と
い
う
虚
と
実
。
つ
ま
り
、

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
同
居
す
る
場
の
特
異
性
で

す
。
こ
こ
か
ら
「
ひ
の
の
ん
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
は
生
ま
れ
ま
し
た
。
３

組
の
作
家
を
招
き
、
学
生
た
ち
と
と
も
に
２
、
３
週
間
に
渡
っ
て
準

私
の
所
属
す
る
首
都
大
の
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部
は
、
概
ね
工
学

系
の
学
部
で
す
。
こ
の
中
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ア
ー
ト
コ
ー
ス
は
、

２
０
０
５
年
の
大
学
新
設
に
際
し
て
で
き
た
、
都
内
の
公
立
大
学
初

の
、
ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
を
専
門
に
す
る
セ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
こ
れ

を
極
め
て
重
要
な
取
り
組
み
と
考
え
、
私
は
こ
の
大
学
に
移
り
ま
し

た
。
２
０
０
６
年
度
か
ら
芸
術
学
の
担
当
と
し
て
招
か
れ
ま
し
た
が
、

私
が
着
任
す
る
前
に
コ
ー
ス
の
基
本
設
計
は
で
き
て
い
て
、
デ
ザ
イ

ン
と
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
に
関
わ
る
と
い
う
内
容
で
し
た
。
し
か
し
こ

れ
で
は
、
非
常
に
不
充
分
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
少
な
く
と

も
、
ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
を
自
覚
的
に
社
会
に
つ
な
い
で
い
け
る
人

間
を
育
て
る
必
要
が
あ
る
。
ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
を
近
視
眼
的
に
考

え
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
が
現
代
社
会
の
中
で
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

ど
の
よ
う
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
意
識
・
自
覚
し
て
展
開
さ
れ
る
べ
き
か
。

こ
れ
ら
を
し
っ
か
り
と
わ
き
ま
え
た
、
ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
に
関
わ

る
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
を
養
成
で
き
る
部
分
を
つ
く
り
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
コ
ー
ス
の
な
か
に
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ

イ
ン
系
、
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
系
、
社
会
シ
ス
テ
ム
論
系
の
三
つ
の
コ

ア
を
つ
く
り
、
こ
の
三
番
目
の
コ
ア
を
私
お
よ
び
何
人
か
の
教
員
で

担
当
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
「
ア
ー
ト
＆
デ
ザ
イ
ン
社
会
シ
ス
テ
ム
コ

ア
」
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
社
会
シ
ス
テ
ム
コ
ア
が
全
コ
ー
ス
に

向
け
て
発
信
す
る
授
業
と
し
て
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。
千
葉
大
学
で
は
、
工
学
や
医
学
を
勉
強
す
る
人
も
参
加
で
き

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
が
、
首
都
大
で
は
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ア

ー
ト
コ
ー
ス
の
学
生
の
中
か
ら
希
望
者
が
参
加
で
き
る
と
い
う
仕
組

み
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
た
の
で
す
。

　
２
０
０
６
年
、
最
初
の
年
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
っ
た
東
京
・
八
王

子
市
の
南
み
な
み

大お
お

沢さ
わ

駅え
き

前
に
繰
り
出
し
、
冬
の
ま
ち
を
行
き
交
う
人
に
コ

コ
ア
を
ふ
る
ま
う
「
キ
ャ
ン
プ
」
と
い
う
カ
フ
ェ
を
１
日
限
定
で
行

岡部昌生によるフロッタージュワークショップ

「ひののんフィクション」の会場となった旧蚕糸試
験場
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れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
２
０
１
０
年
、
東
京
文
化
発
信

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
学
生
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
ア
ー

ト
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」。

会
期
＝
２
０
１
０
年
3
月
6
日
〜
7
日
／
会
場
＝
日

野
市
自
然
体
験
広
場
（
旧
農
林
省
蚕
糸
試
験
場
付

属
日
野
桑
園
）／
参
加
作
家
＝
岡
部
昌
生
、
奥
健
祐

＋
鈴
木
雄
介
、ｗａ
ｈ

＊
20岡

部
昌
生
（
お
か
べ
・
ま
さ
お
）

１
９
４
２
年
、
北
海
道
生
ま
れ
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。

札
幌
大
谷
大
学
短
期
大
学
部
教
授
。
路
上
・
地

面
・
壁
・
床
な
ど
に
紙
を
あ
て
、
上
か
ら
鉛
筆
な
ど

で
刷
り
取
る
「
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
」
と
い
う
技
法
を
用

い
、
人
び
と
や
ま
ち
の
歴
史
・
記
憶
・
生
の
営
み
の

痕
跡
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
作
品
を
発
表
し
て
い
る
。

２
０
０
７
年
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
日
本
代
表
。

＊
21奥

健
祐
＋
鈴
木
雄
介（
お
く
・
け
ん
ゆ
う
＋
す
ず
き
・

ゆ
う
す
け
）

奥
健
祐
と
鈴
木
雄
介
の
二
人
に
よ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

ユ
ニ
ッ
ト
。
２
０
０
８
年
結
成
。
取
手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
２
０
０
８
で
は
《
井
野
団
地
足
湯
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
》
を
実
施
し
、
使
用
さ
れ
て
い
な
い
プ
ー
ル
を
足

湯
に
変
換
さ
せ
る
な
ど
、
場
の
変
容
を
テ
ー
マ
に
活

動
展
開
し
て
い
る
。

＊
22

ｗａ
ｈ
（
ワ
ウ
）

参
加
型
表
現
活
動
集
団
。
２
０
０
２
年
よ
り
活
動
を

始
め
る
。
動
機
や
意
図
を
あ
ら
か
じ
め
設
定
せ
ず
、

一
般
募
集
し
た
参
加
者
同
士
の
会
話
や
反
応
か
ら
生

ま
れ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
を
即
興
的
に
実
行
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
展
開
し
て
い
る
。

備
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
画
が
無
事
本
番
を
迎
え
た
と
い
う
わ
け
で

す
。

　
具
体
的
に
３
組
を
紹
介
し
ま
す
と
、
岡
部
昌
生
（
＊
20
）
さ
ん
は
、
小

学
校
と
提
携
し
て
子
ど
も
た
ち
に
参
加
し
て
も
ら
う
仕
組
み
を
つ
く

り
ま
し
た
。
奥
健
祐
＋
鈴
木
雄
介
（
＊
21
）
の
二
人
組
は
、
学
生
と
繭
玉

の
よ
う
な
建
築
物
を
つ
く
り
、
温
か
い
料
理
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。

ｗワ

ウ
ａ
ｈ
（
＊
22
）
と
い
う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
は
、
学
生
た
ち
と
ア

イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、
廃
墟
の
内
外
を
縦
横
無
尽
に
お
も
ち
ゃ
の

汽
車
が
走
る
、
非
常
に
夢
に
満
ち
た
企
画
《
森
の
汽
車
ぽ
っ
ぽ
》
を

実
現
し
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
廃
墟
の
建
物
の
中
で
、
パ
ー
テ
ィ
ー
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
行
い
ま
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
首
都
大
で
は
昨
年
度
、
初
め
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
実
現
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
ま
ち
の
人
び
と
と

実
行
委
員
会
を
結
成
し
、
次
な
る
展
開
を
し
よ
う
と
、
い
ろ
い
ろ
と

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

wah《森の汽車ぽっぽ》　　　　　　　　　　　

wah《森の汽車ぽっぽ》アイデアシート
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ま
す
。
長
田
さ
ん
は
、
首
都
大
や
千
葉
大
で
、
美
術
の
専
門
で
は
な

い
学
生
が
関
わ
っ
て
い
て
、
加
治
屋
さ
ん
の
広
島
市
立
大
は
芸
術
学

部
、
い
わ
ゆ
る
美
術
専
門
の
学
生
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
そ
れ

ぞ
れ
学
生
の
意
識
が
違
う
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
特
に
首
都

大
の
学
生
は
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
り
た
く
て
大
学
に
来
た

わ
け
で
は
な
い
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
や
っ
て
い
く
た
め
に
、
ど
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

長
田

―
公
立
の
大
学
が
ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
の
学
部
を
つ
く
る
の

で
あ
れ
ば
、
き
ち
ん
と
し
た
芸
術
全
般
に
わ
た
る
教
育
の
体
制
を
つ

く
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
単
に
産
業
界
に
貢
献
す
る
と
か
、

メ
デ
ィ
ア
の
最
先
端
の
ス
キ
ル
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
す
る
と
い
う

目
的
だ
け
の
学
科
で
は
、
新
し
い
公
共
性
を
意
識
し
た
人
材
育
成
に

は
つ
な
が
ら
な
い
。
ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
と
社
会
の
関
係
を
自
覚
的

に
勉
強
す
る
学
生
を
育
て
て
い
く
た
め
に
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン

や
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
を
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
新
入
生
た
ち
に
対
し

て
、
ア
ー
ト
の
可
能
性
を
経
験
さ
せ
る
授
業
と
し
て
設
定
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
「
ア
ー
ト
＆
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
演
習
」
で
す
。
こ
れ
は
１
、
２
年
生
が
対
象
で
、
限
ら
れ
た
予

算
で
ア
ー
ト
っ
ぽ
い
こ
と
を
実
践
的
に
行
う
と
い
う
も
の
。
３
、
４

年
生
対
象
に
始
め
た
、
社
会
に
出
て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
「
サ
バ

ー
ビ
ア
東
京
」
で
す
。
そ
し
て
１
年
間
リ
サ
ー
チ
を
し
た
上
で
本
番

に
入
っ
た
の
が
、「
ひ
の
の
ん
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
で
す
。
こ
う
し
た
段

取
り
を
踏
み
な
が
ら
、
メ
デ
ィ
ア
と
デ
ザ
イ
ン
に
傾
い
て
い
た
中
で

ア
ー
ト
に
関
心
の
あ
る
学
生
を
つ
く
り
、
さ
ら
に
ア
ー
ト
と
社
会
の

関
係
を
問
題
に
す
る
よ
う
な
学
生
が
出
て
来
る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、

ほ
か
の
専
攻
の
学
生
も
参
加
す
る
仕
組
み
で
や
っ
て
い
ま
す
。
結
果

第
1
章
●「
大
学
×
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

D
iscussion 

実
践
教
育
と
し
て
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●
ゲ
ス
ト
＝
加
治
屋
健
司
、
長
田
謙
一

● 

発
言
者
＝
熊
倉
純
子
、
森
司
、
菊
地
拓
児
、
九
冨
美
香
、
坂
本
有

理
、
永
尾
真
由
、
平
澤
祐
子
、
渡
辺
文
菜
ほ
か

C
ontents

■
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
育
つ
人
材
と
は
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
14

■
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
験
が
学
生
の
選
択
を
大
き
く
変
え
る
‥‥
16

■「
ア
ー
ト
は
社
会
問
題
に
関
わ
る
」と
い
う
学
生
の
意
識
づ
く
り
‥‥
‥
18

■
教
育
機
関
と
し
て
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
需
要
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
20

■
受
け
入
れ
る
側
と
仕
掛
け
る
側
の
バ
ラ
ン
ス
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
21

■
大
学
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
地
域
に
何
を
残
す
の
か
‥
‥
‥
‥
‥
23

■
日
本
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
は
じ
ま
り
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
24

■
ク
オ
リ
テ
ィ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
26

■
地
域
が
積
極
的
に
関
わ
る
仕
組
み
と
は
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
28

■
大
学
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
と
、
こ
れ
か
ら
の
役
割
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
30

■
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
育
つ
人
材
と
は

菊
地

―
長
田
さ
ん
、
加
治
屋
さ
ん
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
学
生
主
導
で
行
わ
れ
て
い
る
意
味
を
伺
い
た
い
と
思
い
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＊
1加

治
屋
健
司
「
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
日
本
ー
ア

ー
ト
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
考
え
る
」『
広
島
ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
０
８ 

汽
水
域
』（
２
０
０
９
年
、

広
島
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
）、 １
２
９

〜
１
３
５
頁
。

が
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
扱
わ
れ
る
ま
で
の
猶
予
期
間
を
提

供
し
て
い
る
側
面
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

作
品
や
活
動
を
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
見
て
も
ら
う
機
会
に
な
り
ま
す
し
、

作
家
同
士
の
繋
が
り
が
で
き
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕

方
や
海
外
の
レ
ジ
デ
ン
ス
や
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
の
情
報
を
交
換

す
る
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
作
家
の
活
動
の
幅
を
広
げ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

菊
地

―
作
家
を
志
す
学
生
で
あ
れ
ば
、
作
家
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
関
わ
り
た
い
と
考
え
ま
す
よ
ね
。
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
関
わ

る
学
生
は
ど
う
い
っ
た
意
識
な
の
で
し
ょ
う
か
。

加
治
屋

―
二
つ
に
わ
か
れ
ま
す
。
一
つ
は
、
作
家
に
な
ろ
う
と
い

う
意
識
が
明
確
に
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
一
方
で
自
分
の

作
品
も
つ
く
り
続
け
る
タ
イ
プ
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
作
家
に
な
ろ

う
と
し
て
美
大
に
入
っ
た
け
れ
ど
、
ア
ー
ト
に
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や

オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
の
仕
事
が
あ
る
と
知
っ
て
方
向
転
換
す
る
タ
イ
プ
で

す
。
前
者
に
は
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
関
わ
り
つ
つ
出
品
を
目
指

す
学
生
も
い
ま
す
が
、
展
示
作
品
は
学
外
も
含
め
て
公
募
で
募
集
し

て
い
る
の
で
、
原
則
と
し
て
平
等
に
審
査
を
し
て
い
ま
す
。

熊
倉

―
学
生
ス
タ
ッ
フ
は
何
人
ぐ
ら
い
で
す
か
。

加
治
屋

―
少
な
い
で
す
ね
。
例
年
10
人
に
満
た
な
い
で
す
。
今
年

は
学
部
３
年
生
が
中
心
な
の
で
、
コ
ア
ス
タ
ッ
フ
は
９
名
で
、
必
要

に
応
じ
て
手
伝
う
の
が
10
名
く
ら
い
で
す
。
学
部
生
が
中
心
で
す
が
、

院
生
や
協
力
研
究
員
が
数
名
い
ま
す
。
実
働
の
中
心
に
は
、
非
常
勤

助
教
と
い
う
助
手
的
な
立
場
の
人
間
が
１
名
い
ま
す
。
こ
こ
2
年
ほ

的
に
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
勉
強
し

た
い
と
い
う
学
生
が
60
名
中
10
名
ぐ
ら
い
出
て
き
た
の
で
、
そ
う
い

う
意
味
で
は
成
果
が
あ
っ
た
か
な
と
思
い
ま
す
。

加
治
屋

―
広
島
市
立
大
学
の
芸
術
学
部
に
は
、
美
術
学
科
と
デ
ザ

イ
ン
工
芸
学
科
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
が
、「
現
代
表
現
領
域
」
と
い
う
、

現
代
美
術
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
目
指
す
学
生
が
い
る
セ
ク
シ
ョ
ン
は
、

美
術
学
科
で
は
な
く
デ
ザ
イ
ン
工
芸
学
科
の
方
に
あ
り
ま
す
。
デ
ザ

イ
ン
工
芸
学
科
の
学
生
は
、
基
本
的
に
、
デ
ザ
イ
ン
や
工
芸
を
勉
強

し
よ
う
と
思
っ
て
入
学
し
て
い
ま
す
。
１
年
生
で
各
分
野
の
導
入
教

育
を
受
け
た
あ
と
、
２
年
生
の
進
路
の
振
り
分
け
で
わ
か
れ
て
い
き

ま
す
。
そ
の
振
り
分
け
の
と
き
に
、
現
代
美
術
と
い
う
選
択
肢
が
差

し
出
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
漆
や
染
織
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
た

デ
ザ
イ
ン
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
行
け
ば
、
確
か
に
技
術
が
身
に
つ
き
ま

す
。
で
も
、
考
え
る
と
い
う
こ
と
も
技
術
だ
し
、
一
定
の
訓
練
が
必

要
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。
漆
を
学
べ
ば
漆
職
人
に
な
れ
る
か
も
し
れ

な
い
け
れ
ど
、
漆
職
人
に
な
れ
な
か
っ
た
ら
潰
し
は
き
か
な
い
で
す

よ
ね
。
で
も
、
考
え
る
技
術
を
身
に
つ
け
て
、
段
取
り
を
つ
け
な
が

ら
物
事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
の
ほ
う
が
汎

用
性
は
ず
っ
と
高
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
現
代
表
現
の
学
生
だ
け
で
な
く
、

美
術
学
科
の
彫
刻
専
攻
の
学
生
も
興
味
を
持
っ
て
関
わ
っ
て
く
れ
ま

す
が
、
油
絵
の
学
生
は
ほ
と
ん
ど
興
味
を
持
ち
ま
せ
ん
。
た
だ
、
油

絵
の
学
生
に
も
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
私
は
「
ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ア
ー
ト
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
問
い
直
す
試
み

だ
」（
＊
1
）
と
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
こ
そ
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
他
方
で
、
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
学
生
も
し
く
は
卒
業
し
て
ま
も
な
い
若
い
作
家
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う
こ
と
で
す
か
。

長
田

―
ひ
の
の
ん
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
は
選
択
科
目
で
し
た
。
し
か
し

単
位
が
楽
に
取
れ
る
と
い
う
風
評
が
流
れ
て
、
彼
女
が
属
し
て
い
た

学
年
の
90
パ
ー
セ
ン
ト
、
50
数
人
の
学
生
が
受
講
し
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
、
や
る
気
の
度
合
い
は
相
当
違
い
ま
し
た
。
楽
勝
科
目
だ
か
ら

と
事
実
を
誤
認
し
て
参
加
し
た
も
の
の
、
実
際
に
は
各
グ
ル
ー
プ
が

き
ち
ん
と
何
か
を
実
現
す
る
と
い
う
授
業
な
の
で
、
相
当
ヘ
ビ
ー
だ

っ
た
わ
け
で
す
。
当
時
は
私
一
人
で
全
部
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
か

っ
た
の
で
、
50
人
も
い
る
と
各
グ
ル
ー
プ
の
コ
ン
セ
プ
ト
討
議
に
、

私
は
廊ろ
う

下か
と

鳶ん
び

の
よ
う
に
付
き
合
う
し
か
な
く
て
、
な
か
な
か
大
変
で

し
た
。

平
澤

―
私
の
グ
ル
ー
プ
は
メ
ン
バ
ー
が
４
人
い
ま
し
た
が
、
そ
の

う
ち
２
人
は
最
初
全
然
授
業
に
来
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
残
り
の

２
人
だ
け
で
や
る
の
は
あ
ま
り
に
も
き
つ
い
の
で
、「
と
に
か
く
来
な

く
て
も
い
い
か
ら
連
絡
だ
け
は
ち
ょ
う
だ
い
」
と
毎
週
の
よ
う
に
い

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
少
し
ず
つ
来
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
春

休
み
が
一
番
大
変
な
時
期
だ
っ

た
の
で
す
が
、
そ
の
頃
に
は
彼

女
た
ち
は
完
全
に
中
心
メ
ン
バ

ー
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
し
た
。

最
初
は
す
ご
い
温
度
差
が
あ
っ

た
け
れ
ど
、
少
し
は
上
げ
ら
れ

た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

永
尾

―
学
生
が
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
関
心
が
な
い
と
こ

ど
は
そ
の
人
が
実
働
の
ま
と
め
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。
最
初
は
教
員

も
大
き
く
そ
し
て
深
く
企
画
運
営
に
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

で
は
、
要
所
要
所
で
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
何
か
問
題
が
あ
っ
た
と
き

に
対
応
す
る
体
制
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

■
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
験
が
学
生
の
選
択
を
大
き
く
変

え
る

熊
倉

―
で
は
実
際
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
て
み
て
、
学
生
の

視
点
か
ら
は
ど
う
感
じ
ま
し
た
か
。

平
澤

―
私
は
首
都
大
の
学
生
で
、
ひ
の
の
ん
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
参

加
し
て
い
ま
し
た
。
授
業
で
は
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
い
い
面
を

聞
く
け
れ
ど
、
実
際
に
取
り
組
む
実
務
レ
ベ
ル
に
な
っ
た
と
き
に
、

す
ご
く
不
満
が
溜
ま
っ
て
い
る
学
生
が
い
た
り
、
内
部
で
激
し
い
温

度
差
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
授
業
だ
か
ら
単
位
目
的
で
と
る
人
も
い

る
た
め
、
本
当
に
面
白
そ
う
だ
か
ら
や
り
た
い
と
い
う
人
と
義
務
的

に
や
る
人
と
の
意
識
の
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
部
分
は
授
業
の

中
で
ど
の
よ
う
に
埋
め
て
い
け
ば
い
い
か
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
コ
ー
ス
は
選
択
で
す
が
、「
と
り
あ
え
ず
出
席
す
れ
ば
単

位
が
楽
に
と
れ
る
ら
し
い
」
と
い
う
噂
が
、
学
生
の
間
で
流
れ
た
の

で
す
。
そ
の
た
め
た
だ
の
単
位
稼
ぎ
を
目
的
に
授
業
を
と
っ
て
い
る

学
生
も
結
構
い
ま
し
た
。
ほ
か
の
授
業
は
実
技
で
課
題
が
大
変
な
の

で
、
課
題
提
出
を
や
る
ぐ
ら
い
な
ら
出
席
し
て
こ
っ
ち
を
と
ろ
う
と

い
う
感
じ
で
。
今
は
違
う
よ
う
で
す
が
。

加
治
屋

―
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
方
が
、
通
常
の
授

業
よ
り
も
負
担
が
少
な
い
と
い
う
意
識
が
学
生
の
側
に
あ
っ
た
と
い

岡部昌生《旧蚕糸試験場フロッタージュ・プロジ
ェクト2010》
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場
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
良
く
理
解
し
て
い
ま
す
。
最
初
は
こ
う

し
た
分
野
の
存
在
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
分
野
を
一
生
の
仕
事
と
し
た
い
と

考
え
て
大
学
院
を
受
験
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

平
澤

―
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
が
初
め
て
の
経
験
だ
っ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
授
業
と
し
て
の
誤
解
は
あ
り
ま
し
た
が
、
最
初
や
る

気
が
な
か
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
恐
ら
く
授
業
で
参
加
し
な
か
っ
た
ら
関

わ
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
し
、
や
っ
て
い
る
う
ち
に
仕
事
を
任
せ
て
も

ら
え
て
成
長
で
き
た
と
い
う
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
す
ご
く
大
変
で

し
た
け
ど
、
結
果
的
に
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
関
わ
っ
て
い
け
ば
、

自
分
を
成
長
さ
せ
ら
れ
る
の
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

森

―
大
学
で
こ
う
し
た
経
験
が
で
き
る
所
は
少
な
い
の
で
、
長
田

先
生
の
大
学
院
を
目
指
し
て
他
大
学
か
ら
移
っ
て
き
た
り
し
て
い
ま

す
よ
ね
。
そ
う
い
っ
た
動
き
は
、
先
生
の
中
で
は
予
想
さ
れ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。

長
田

―
「
他
大
学
で
こ
う
し
た
こ
と
を
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
絶
対

行
く
」
と
い
う
話
が
ほ
か
の
大
学
の
学
生
か
ら
前
も
っ
て
あ
っ
た
の

で
、
そ
う
い
う
学
生
が
コ
ア
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
で
き
る
だ
ろ
う
な
、

と
い
う
こ
と
を
踏
ん
で
２
０
０
０
年
か
ら
検
見
川
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
始
め
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

森

―
実
際
に
そ
の
道
に
就
職
し
た
方
を
何
人
も
輩
出
さ
れ
て
い
ま

す
よ
ね
。
ま
ち
な
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
意
識
し
て
い
る
人
間
を
大
学

が
養
成
で
き
た
と
い
う
実
績
で
す
ね
。
で
も
、
学
生
が
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
ま
ち
で
や
る
と
い
う
の
は
そ
れ
く
ら
い
難
し
い
こ
と
な

ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
次
第
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
て
い
き

な
が
ら
社
会
と
関
わ
る
と
い
う
の
は
、
卒
業
後
に
社
会
に
出
て
行
く

前
の
、
あ
る
種
の
リ
ハ
ビ
リ
的
側
面
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
し
た
。
長
田
先
生
が
10
年
に
渡
っ
て
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関

わ
っ
て
き
た
中
で
、
学
生
側
に
は
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

長
田

―
大
学
の
違
い
が
あ
る
の
で
区
別
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん

が
、
千
葉
大
で
は
単
位
目
当
て
の
学
生
と
い
う
の
は
原
則
来
ま
せ
ん
。

「
あ
れ
は
大
変
だ
」
と
い
う
風
評
が
あ
っ
た
の
で
先
ほ
ど
の
首
都
大
の

事
情
と
は
逆
で
し
た
。
何
か
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
学
生
が
、

学
部
を
越
え
て
集
ま
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。
合
計
４
単
位
出
し
ま

す
が
、
４
単
位
で
は
到
底
バ
ラ
ン
ス
が
見
合
わ
な
い
く
ら
い
大
変
で

す
。
学
生
は
毎
週
10
時
間
以
上
の
討
論
を
や
っ
た
り
、
１
日
の
学
生

生
活
の
な
か
で
最
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ

と
い
う
学
生
が
10
数
人
い
て
、
そ
の
周
り
で
普
通
に
参
加
す
る
の
が

20
人
く
ら
い
。
合
計
で
毎
年
40
人
く
ら
い
が
動
き
ま
す
。
コ
ア
に
な

っ
た
学
生
た
ち
は
み
ん
な
人
生
が
変
わ
り
ま
す
。
就
職
は
必
ず
し
も

ア
ー
ト
関
係
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
終
生
ど
こ
か
で
ア
ー
ト
を

意
識
す
る
人
間
に
な
っ
て
い
る
し
、
中
に
は
全
然
ア
ー
ト
と
は
関
係

な
い
専
攻
だ
っ
た
の
が
、
ア
ー
ト
分
野
に
専
攻
を
変
え
る
学
生
が
毎

年
何
人
か
い
ま
す
。
ア
ー
ト
分
野
に
専
攻
を
変
え
た
あ
と
、
な
に
か

し
ら
の
形
で
ア
ー
ト
業
界
の
仕
事
に
就
い
た
と
い
う
卒
業
生
が
毎
年

何
人
か
い
る
の
が
千
葉
大
で
す
。

　
首
都
大
の
場
合
は
、
関
わ
る
学
生
が
微
妙
に
ア
ー
ト
に
関
係
し
た

り
し
て
い
な
か
っ
た
り
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
い
学
生
も
参
加

す
る
難
し
さ
は
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、「
ひ
の
の
ん
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」

が
昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
て
、
中
心
メ
ン
バ
ー
は
比
較
的
ア
ー
ト
の
現
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残
念
な
が
ら
、
一
緒
に
何
か
を
や
る
体
制
は
ま
だ
で
き
て
い
な
い
で

す
ね
。

■「
ア
ー
ト
は
社
会
問
題
に
関
わ
る
」と
い
う
学
生
の
意
識
づ

く
り

渡
辺

―
長
田
さ
ん
の
お
話
の
中
の
「
ア
ー
ト
は
自
律
し
て
い
る
も

の
で
は
な
く
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
関
わ
る
も
の
だ
」
と
い
う
意

識
を
学
生
が
持
つ
た
め
に
、
教
育
現
場
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
さ

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

長
田

―
残
念
な
が
ら
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
教
育
体
制
は
つ
く
れ

て
い
ま
せ
ん
。
例
え
ば
芸
術
学
科
も
し
く
は
、
そ
れ
に
近
い
学
科
で

ア
ー
ト
に
つ
い
て
理
論
的
に
学
び
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
実
践
的
に
学

ぶ
、
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
で
き
た
ら
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
が

つ
く
る
と
し
た
ら
、
近
代
の
芸
術
概
念
が
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
か

系
統
的
に
理
解
し
た
上
で
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
位
置
付
け
て

い
く
学
生
が
生
ま
れ
て
き
て
ほ
し
い
。
今
は
そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

は
な
い
の
で
、
私
の
い
く
つ
か
の
授
業
や
ゼ
ミ
の
中
で
、
近
代
の
芸

術
概
念
と
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
関
連
か
ら
問
題
意
識
を
持
っ
て

も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
私
以
外
に
も
教
員
が
い
ま

す
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
ご
と
に
併
せ

て
ア
ー
ト
の
理
論
を
習
得
し
ま
す
。
理
論
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
中

心
に
な
り
、
う
ま
く
機
能
す
れ
ば
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る

学
生
も
ア
ー
ト
の
根
幹
に
位
置
す
る
認
識
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

加
治
屋

―
そ
れ
は
私
も
共
感
し
ま
す
。
現
代
美
術
に
関
心
を
持
つ

ん
で
す
よ
ね
。

熊
倉

―
大
人
が
や
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
で
も
な
い
で
す

よ
ね
。
社
会
人
経
験
が
あ
っ
て
、
企
画
書
を
書
い
た
り
、
お
金
を
計

算
し
た
り
、
打
ち
合
わ
せ
交
渉
な
ど
を
や
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
た
ち

が
５
人
く
ら
い
集
ま
っ
て
、
行
動
力
が
あ
っ
て
ア
ー
ト
が
好
き
だ
っ

た
ら
全
然
難
し
く
な
い
と
思
う
け
れ
ど
、
何
も
や
っ
た
こ
と
の
な
い

学
生
が
や
る
わ
け
だ
か
ら
そ
れ
は
も
う
壮
絶
で
す
。

加
治
屋

―
例
え
ば
手
紙
も
、
書
き
方
を
調
べ
な
い
と
書
け
な
か
っ

た
り
し
ま
す
よ
ね
。
う
ち
も
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
る
と
、
ほ

か
の
授
業
に
支
障
が
生
じ
か
ね
な
い
ほ
ど
で
す
。
他
大
学
か
ら
う
ち

の
大
学
院
に
来
る
学
生
も
出
始
め
て
い
ま
す
が
、
修
士
課
程
は
２
年

間
し
か
あ
り
ま
せ
ん
し
、
人
材
を
育
て
る
と
い
う
意
味
で
は
、
学
部

の
う
ち
か
ら
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
人
を
育
て
る
こ
と
が

望
ま
し
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

九
冨

―
広
島
の
場
合
は
卒
業
後
に
い
ろ
い
ろ
な
現
場
に
出
て
い
く

人
材
は
育
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
広
島
市
立
大
学
も
首

都
大
学
東
京
も
総
合
大
学
で
す
が
、
ほ
か
の
美
術
系
で
は
な
い
学
部

の
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り
、
学
生
同
士
の
つ
な
が
り
は
あ
る
の
で
し

ょ
う
か
。

加
治
屋

―
２
０
０
７
年
か
ら
始
め
て
ま
だ
３
年
で
す
か
ら
、
社
会

で
目
立
っ
た
活
動
を
し
始
め
る
に
は
も
う
少
し
時
間
が
か
か
る
と
思

い
ま
す
。
作
家
活
動
で
忙
し
く
な
っ
て
い
る
人
は
出
て
き
ま
し
た
が
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
何
か
を
始
め
よ
う
と
す
る
人
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
う

ち
の
大
学
に
は
、
ほ
か
に
国
際
学
部
と
情
報
科
学
部
が
あ
り
ま
す
が
、
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加
治
屋

―
う
ち
の
大
学
は
広
島
出
身
者
が
半
数
近
く
い
ま
す
。
そ

の
人
た
ち
は
「
地
域
」
と
い
う
よ
り
「
地
元
」
と
い
う
意
識
を
持
っ

て
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
す
る
場
所
は
、
よ
り
狭
い
地
区
な
の

で
、
必
ず
し
も
そ
の
人
が
住
ん
で
い
る
地
区
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
そ

う
い
っ
た
意
味
で
は
、
地
元
出
身
者
も
よ
そ
者
に
な
り
得
ま
す
。
た

だ
総
体
と
し
て
は
、
広
島
は
、
福
岡
や
大
阪
な
ど
の
大
き
な
都
市
か

ら
離
れ
て
い
る
た
め
に
、
あ
る
種
の
文
化
的
な
ま
と
ま
り
が
あ
る
と

い
う
の
が
私
の
印
象
で
す
。
つ
ま
り
地
元
意
識
が
、
土
地
や
住
民
の

性
格
に
対
す
る
愛
着
だ
け
で
な
く
、
文
化
的
な
誇
り
に
つ
な
が
っ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
広
島
の
平
和
教
育
に
根
差
し

た
文
化
も
大
切
で
す
が
、
広
島
に
は
平
和
以
外
の
文
化
的
可
能
性
も

あ
る
こ
と
を
学
生
に
は
伝
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

長
田

―
私
の
場
合
は
、「
グ
ロ
ー
カ
ル
」
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て

地
域
に
開
く
試
み
を
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
。
あ
る
段
階
か
ら
全
国

の
多
く
の
大
学
が
、「
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
づ
く
り
」
を
掲
げ
始
め

ま
し
た
。
私
は
そ
れ
以
前
に
も
地
域
に
出
る
授
業
の
提
案
を
し
ま
し

た
が
、
単
に
ロ
ー
カ
ル
な
世
界
に
出
る
と
い
う
つ
も
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
つ
ま
り
、
ど
こ
で
も
い
い
「
こ
こ
」
に
必
ず
グ
ロ
ー

バ
ル
な
問
題
が
集
約
し
て
い
る
。
現
実
的
な
問
題
を
リ
ア
ル
な
人
間

の
関
わ
り
の
中
で
経
験
し
て
、
そ
こ
に
あ
る
形
を
つ
く
り
出
す
と
い

う
試
み
と
経
験
は
、
必
ず
ど
こ
で
も
で
き
る
と
思
う
の
で
す
。
実
際

に
卒
業
生
は
全
国
に
散
ら
ば
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
首
都
大
に
し

て
も
学
生
全
員
が
東
京
出
身
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
で
す
し
、
グ
ロ

ー
カ
ル
な
問
題
に
ア
ー
ト
で
関
わ
っ
て
い
く
人
材
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

経
験
者
の
中
か
ら
巣
立
っ
て
い
く
の
を
期
待
し
て
い
る
の
で
す
。

熊
倉

―
大
学
の
方
針
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
国
公
立
大
学

学
生
は
、『
美
術
手
帖
』
や
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
を
通
し
て
、
１
９
９
０

年
代
以
降
の
作
品
を
知
っ
て
興
味
を
持
ち
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
社

会
に
介
入
す
る
美
術
か
ら
知
る
の
で
、
そ
も
そ
も
自
律
的
な
美
術
が

存
在
し
て
い
る
こ
と
を
き
ち
ん
と
話
す
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

他
方
で
、
ア
ー
ト
は
自
律
し
た
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
学
生
は
、
社

会
的
な
問
題
に
関
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
そ
の
双
方
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
だ
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

長
田

―
大
学
の
美
術
史
あ
る
い
は
芸
術
学
と
、
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
的
な
内
容
と
い
う
の
は
、
ど
う
し
て
反
り
が
合
わ
な
い
ん
で
し

ょ
う
。
伝
統
的
な
美
術
史
や
美
学
の
講
座
が
あ
る
と
き
は
、
美
術
館

の
学
芸
員
は
大
学
の
教
員
に
な
る
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
か
考
え
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
時
代
が
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。
つ
ま
り
、
純
然
た
る

研
究
以
外
は
講
座
の
関
心
外
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
で
す
。
近
年
よ

う
や
く
、
美
術
館
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
も
美
術
史
研
究
に
お
い
て
は
重

要
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
我
々
が
今
議
論
し
て
い
る
ア

ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
分
野
も
、
い
ず
れ
美
術
史
や
美
学
の
文
脈
に

入
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

渡
辺

―
近
年
、
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
づ
く
り
が
盛
ん
に
な
り
ま

し
た
が
、
そ
も
そ
も
学
生
が
地
域
意
識
を
持
つ
の
は
難
し
い
と
思
い

ま
す
。
私
は
大
学
在
学
時
、
大
学
の
所
在
地
に
つ
い
て
単
に
キ
ャ
ン

パ
ス
の
あ
る
ま
ち
と
し
か
と
ら
え
ら
れ
ず
、
そ
こ
に
も
住
ん
で
い
る

人
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
意
識
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
学
生
が
地

域
の
問
題
を
と
ら
え
た
り
、
普
段
と
は
違
う
視
点
で
ま
ち
を
見
る
の

は
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
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＊
2取

手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

１
９
９
９
年
よ
り
茨
城
県
取
手
市
で
、
市
民
と
取
手

市
と
東
京
藝
術
大
学
の
三
者
が
共
同
で
行
っ
て
い
る

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
通
称
Ｔ
Ａ
Ｐ
（
タ
ッ
プ
）。
若

い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
達
の
創
作
発
表
活
動
を
支
援
し
、

市
民
に
広
く
芸
術
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
提
供
す
る

こ
と
で
、
取
手
が
文
化
都
市
と
し
て
発
展
し
て
い
く

こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。
２
０
１
０
年
11
月
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
格
を
取
得
。
→
第
5
章
参
照

＊
3

「
21
世
紀
の
大
学
像
と
今
後
の
改
革
方
策
に
つ
い
て
ー

競
争
的
環
境
の
中
で
個
性
が
輝
く
大
学
ー
」
１
９
９

８
年
に
文
部
省
に
設
置
さ
れ
た
大
学
審
議
会
よ
り

発
表
さ
れ
た
変
革
期
を
迎
え
た
新
し
い
大
学
像
に
つ

い
て
触
れ
た
答
申
。「
個
々
の
大
学
が
多
様
か
つ
個

性
的
な
目
的
・
特
徴
と
独
自
の
存
立
意
義
を
持
ち

な
が
ら
教
育
研
究
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

大
学
全
体
と
し
て
社
会
の
多
様
な
要
請
等
に
こ
た
え

て
い
く
こ
と
」
を
提
言
し
て
い
る
。

＊
4Ｃ

Ｏ
Ｅ

セ
ン
タ
ー
・
オ
ブ
・
エ
ク
セ
レ
ン
ス
。
国
際
的
に
高
水

準
の
研
究
活
動
を
行
い
、
特
定
の
研
究
分
野
に
お
け

る
中
核
的
な
研
究
拠
点
と
し
て
発
展
す
る
可
能
性

を
有
す
る
優
れ
た
研
究
者
を
中
心
と
し
た
研
究
組

織
に
対
し
、
文
部
科
学
省
が
科
学
研
究
費
補
助
金

を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
創
造
性
豊
か
な
世
界
の

最
先
端
の
学
術
研
究
を
推
進
す
る
卓
越
し
た
研
究

拠
点
の
形
成
を
促
進
す
る
も
の
。
文
部
科
学
省
が
２

０
０
２
年
度
よ
り
実
施
し
て
お
り
、「
21
世
紀
Ｃ
Ｏ

Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
「
グ
ロ
ー
バル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

が
あ
る
。

＊
5現

代
Ｇ
Ｐ

２
０
０
６
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
た
文
部
科
学
省
に
よ

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
正
式
名
称
は
、「
現
代
的
教
育
ニ

ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」。
社
会
的
要
請
の
強
い

政
策
課
題
に
対
応
し
た
大
学
な
ど
の
取
り
組
み
の
中

か
ら
、
特
に
優
れ
た
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
選
定
し

財
政
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
高
等
教
育
の
活
性
化

は
別
の
組
織
で
、
た
だ
の
任
意
団
体
な
ん
で
す
。
し
か
し
、
実
質
的

に
は
大
学
の
人
間
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
組
織
で
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

と
の
連
動
が
進
み
つ
つ
あ
る
の
も
事
実
で
す
。
大
学
の
方
が
安
定
し

た
財
政
的
・
人
的
基
盤
を
も
つ
の
で
、
大
学
色
を
強
め
て
い
っ
た
方

が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
私
自
身
は
考
え
て
い
ま
す
。
日
展
や
院
展

の
先
生
は
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
興
味
を
も
た
れ
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
大
学
の
執
行
部
は
、
研
究
費
の
配
分
な
ど
を
見
る
限
り
、
一

定
の
関
心
を
も
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
背
景
に
は
、

98
年
の
大
学
審
議
会
の
「
21
世
紀
の
大
学
像
と
今
後
の
改
革
方
策
に

つ
い
て
」（
＊
3
）
の
頃
か
ら
、
競
争
の
中
で
大
学
の
個
性
を
出
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
始
め
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
Ｃ

Ｏ
Ｅ
（
＊
4
）
も
出
て
き
て
、
研
究
志
向
の
大
学
、
職
業
能
力
育
成
の
大

学
、
教
養
重
視
の
大
学
、
地
域
に
根
ざ
し
た
大
学
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
種
類
の
大
学
に
分
か
れ
て
い
く
な
か
で
、
地
域
連
携
を
目
指
す
大

学
に
と
っ
て
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
大
き
な
特
色
の
一
つ
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

熊
倉

―
２
０
０
４
年
に
国
立
大
学
が
法
人
化
さ
れ
て
、
競
争
原
理

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
研
究
と
教
育
の
二
本
柱
だ
っ
た
の

が
、
社
会
貢
献
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
で
き
た
。
藝
大
と
取
手
市
の

関
係
も
法
人
化
を
境
に
大
き
く
状
況
が
変
わ
り
ま
し
た
。
広
島
同
様
、

従
来
の
教
員
が
相
変
わ
ら
ず
興
味
を
示
さ
な
い
の
に
対
し
、
大
学
の

執
行
部
の
方
が
、
急
に
関
心
を
示
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
２

０
０
５
年
か
ら
の
２
年
間
、
現
代
Ｇジ
ー

Ｐピ
ー

（
＊
5
）
と
い
う
競
争
的
資
金
を

取
手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
藝
大
が
取
得
し
た
と
き
が
、
非
常
に

覚
え
め
で
た
い
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
で
も
長
田
先
生
が
千
葉
大
で

始
め
た
頃
は
法
人
化
の
前
な
ん
で
す
よ
ね
。

は
大
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
地
域
に
と
い
う
意
識
が
私
立
大
学

よ
り
強
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
学
生
に
と
っ
て
も
最
初
か
ら
地

域
に
出
て
行
く
と
い
わ
れ
れ
ば
「
そ
う
い
う
も
の
か
」
と
思
う
け
れ

ど
、
は
っ
き
り
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
な
い
と
何
が
で
き
る
か
よ
く

わ
か
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
。

　
私
も
２
０
０
３
年
か
ら
２
０
０
６
年
ま
で
必
修
科
目
の
ゼ
ミ
と
し

て
取
手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
＊
2
）
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
が
、
学
生
が
地
域
に
出
て
行
っ
た
と
き
に
、
地
域
側
が
ト
ラ

イ
＆
エ
ラ
ー
を
大
目
に
見
て
温
か
く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

取
手
の
方
々
は
本
当
に
温
か
く
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
「
藝

大
は
け
し
か
ら
ん
」
と
い
う
意
見
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
し
、
私
は

地
域
の
方
々
に
「
ど
う
ぞ
叱
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

学
生
は
ビ
シ
バ
シ
怒
ら
れ
て
泣
い
て
帰
っ
て
来
る
の
で
、
そ
れ
は
当

然
だ
と
言
い
な
が
ら
慰
め
役
を
や
る
と
い
う
感
じ
で
す
。

■
教
育
機
関
と
し
て
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
需
要

森

―
加
治
屋
さ
ん
が
大
学
の
教
育
方
針
を
考
え
る
と
き
に
、
美
術

の
社
会
的
役
割
を
入
れ
た
と
伺
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
想
定
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

加
治
屋

―
私
が
考
え
た
と
い
う
よ
り
は
、
そ
う
い
う
土
壌
が
で
き

上
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
文
書
化
を
任
さ
れ
た
と
い
う
方
が
正
確
な

の
で
す
が
、
あ
え
て
明
示
的
な
も
の
に
し
た
の
は
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
大
学
教
育
の
特
色
の
一
つ
に
で
き
れ
ば
と
い
う
思
い
が
あ

っ
た
か
ら
で
す
。
広
島
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
主
催
し
て
い
る
広

島
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
は
、
広
島
市
立
大
学
芸
術
学

部
の
教
員
と
学
生
が
中
心
で
す
が
、
法
的
に
は
、
広
島
市
立
大
学
と
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が
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

＊
6ヒ

ミ
ン
グ

正
式
名
称
は
「
富
山
県
氷
見
市
に
お
け
る
サ
ス
テ
ィ

ナ
ブ
ル
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

ヒ
ミ
ン
グ
」。
富
山
県

氷
見
市
で
２
０
０
６
年
よ
り
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い

る
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
考
え
る
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
２
０
０
９
年
か
ら
は
「
特
定
非
営

利
活
動
法
人
ア
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ヒ
ミ
ン
グ
」
に
よ
っ
て
企

画
運
営
さ
れ
て
い
る
。
→
第
5
章
参
照

＊
7

＊
1
に
同
じ

＊
8加

治
屋
健
司
「
日
本
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

そ

の
歴
史
と
近
年
の
展
開
」『
広
島
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
２
０
０
９　

い
ざ
、
船
内
探
険
！
吉
宝
丸
（
き
っ

ぽ
う
ま
る
）
展
』（
２
０
１
０
年
、
広
島
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
）、 ２
６
１
〜
２
７
１
頁
。

及
系
の
学
芸
員
は
経
験
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
構
造
を
つ

く
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ま
わ
す
と
い
う
こ
と
は
ま
た
別
の
能
力
な

ん
で
す
ね
。
美
術
館
と
ま
ち
の
関
係
も
あ
る
意
味
ね
じ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
で
す
が
、
そ
う
い
う
状
況
で
も
続
い
て
い
る
こ
と
に
何

ら
か
の
可
能
性
は
感
じ
て
い
ま
す
。

■
受
け
入
れ
る
側
と
仕
掛
け
る
側
の
バ
ラ
ン
ス

熊
倉

―
加
治
屋
さ
ん
は
広
島
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
カ
タ
ロ
グ

の
中
で
、
２
０
０
８
年
は
「
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
日
本

―
ア

ー
ト
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
考
え
る
」（
＊
7
）、
２
０
０
９
年
は
「
日

本
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

そ
の
歴
史
と
近
年
の
展
開
」（
＊
8
）
と
い

う
テ
キ
ス
ト
を
書
か
れ
て
い
て
、
そ
の
中
で
「（
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
）
オ
ブ
ジ
ェ
と
し
て
作
品
を
制
作
す
る
こ
と
よ
り
も
、
制
作
の

プ
ロ
セ
ス
を
重
視
す
る
試
み
で
あ
り
、
同
時
に
美
術
館
の
外
に
出
る

だ
け
で
な
く
、
社
会
的
な
文
脈
へ
と
接
続
・
介
入
し
て
い
こ
う
と
す

る
企
て
を
意
味
し
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
そ
れ

は
、
ア
ー
ト
の
概
念
だ
け
で
は
な
く
制
度
設
計
を
問
い
直
す
試
み
と

い
う
こ
と
を
仰
っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
も
取
手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
関
わ
っ
て
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
関
わ
っ
て
来
る
中
で
の
難

し
さ
を
痛
感
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
辺
り
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

加
治
屋

―
ま
ず
、
長
田
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
千
葉
大
学
や
今

い
ら
っ
し
ゃ
る
首
都
大
学
東
京
と
大
き
く
違
う
の
は
、
私
た
ち
は
実

技
の
学
部
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
授
業
形
態
が
一
般
の
大

学
と
違
い
ま
す
。
一
般
の
大
学
だ
と
、
例
え
ば
月
曜
３
限
と
い
っ
た

形
で
授
業
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
う
ち
の
場
合
は
、
学
部
生
は

長
田

―
え
え
。
し
か
し
新
し
く
で
き
た
ば
か
り
の
首
都
大
で
も
、
こ

の
コ
ー
ス
で
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
を
や
る
の
か
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
日

展
や
院
展
系
の
話
は
私
も
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
10
年
く
ら

い
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
日
本
で
台
頭
し
て
い
く
の
と
期
を
同

じ
く
し
て
、
日
展
や
国
展
な
ど
が
非
常
に
熱
心
に
参
加
型
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
つ
く
り
出
し
ま
し
た
。
日
展
は
展
覧
会
の
季
節
が
近
付
く
と
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
強
く
訴
え
る
ポ
ス
タ
ー
や
新
聞
広
告
を
つ
く
り
、

学
校
ぐ
る
み
で
日
展
に
行
く
と
な
る
と
、
無
料
で
入
場
で
き
て
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
も
つ
き
ま
す
。
国
展
で
は
、
国
展
を
変
え
よ
う
と
考
え
て

い
る
若
手
か
ら
中
堅
の
作
家
が
中
心
と
な
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

全
国
的
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
の
思
わ
ぬ
余
波
が
、
そ

う
い
う
公
募
団
体
に
も
お
よ
ん
で
い
て
面
白
い
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。

熊
倉

―
富
山
大
学
の
あ
る
先
生
が
芸
術
文
化
学
部
で
も
、
実
技
系

の
先
生
た
ち
が
地
元
の
ヒ
ミ
ン
グ
（
＊
6
）
に
あ
ま
り
関
心
を
示
さ
な
い

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
大
学
の
中
で
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
的
な

も
の
は
、
非
常
に
微
妙
な
位
置
付
け
だ
と
言
え
ま
す
。
隙
間
に
入
り

込
ん
で
い
る
と
い
う
よ
う
な
実
情
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

森

―
で
も
美
術
館
よ
り
は
大
学
の
方
が
地
域
に
関
わ
っ
て
い
ま
す

よ
ね
。
僕
は
美
術
館
に
い
ま
し
た
が
、
美
術
館
に
い
な
が
ら
ま
ち
な

か
で
も
作
品
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
と
、
ま
ち
な
か
の
方
に
は
予
算

が
あ
ま
り
ま
わ
ら
な
い
。
や
は
り
箱
の
中
が
優
先
的
に
な
る
の
で
す
。

基
本
的
に
ま
ち
な
か
で
何
か
を
す
る
こ
と
が
成
立
し
に
く
い
事
情
が

あ
り
ま
す
。
し
か
も
日
本
の
美
術
館
は
ず
っ
と
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ

で
美
術
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
か
ら
、
従
来
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
は
ま

ち
な
か
で
ア
ー
ト
を
展
開
す
る
手
法
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
教
育
普
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れ
ば
、
い
い
も
の
を
引
き
出
せ
る
気
が
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
受
け
入
れ
方
の
問
題
は
ま
だ
議
論
さ
れ
て
な
く
て
、
ま

た
ど
う
い
う
風
に
受
け
入
れ
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
、
語
り
合
う

場
所
が
な
か
っ
た
り
す
る
。
そ
こ
が
今
後
課
題
に
な
っ
て
い
く
と
思

う
の
で
す
が
、
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
く
し
か
な
い
。
地
域
へ
の
説
明

の
仕
方
、
あ
る
い
は
地
域
と
関
わ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
仕
方
な
ど
、
い
く
つ
か
突
破
口
が
あ
る
よ
う
な
気
も
す
る
の
で

す
が
、
ま
ち
な
か
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ブ
ー
ム
と
言
っ
て
も
い

い
ぐ
ら
い
の
昨
今
、
仕
掛
け
る
側
の
技
術
に
関
し
て
は
要
求
度
が
上

が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
ブ
ー
ム
に
な
る
と
飽
き
ら
れ
て
、

淘
汰
さ
れ
て
、
地
域
に
目
に
見
え
る
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
だ
け
が

生
き
残
っ
て
、
そ
う
で
な
い
と
ま
ち
か
ら
排
除
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
ま
ち
に
直
接
的
な
利

益
を
提
示
す
る
ス
キ
ル
の
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
、
い
い
方
向
に

形
を
変
え
れ
ば
、
ま
ち
に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
で
あ
り
、
参
加
す
る
側

に
も
仕
掛
け
る
側
に
も
プ
ラ
ス
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
今
後
非
常
に

大
き
な
課
題
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

加
治
屋

―
熊
倉
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
私
た
ち
の
場
合

も
、
慣
れ
て
き
た
地
元
の
方
か
ら
、
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
ほ
し
い
、

あ
ん
な
こ
と
も
や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
挙
が
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
で
も
、
そ
れ
に
対
し
て
は
、
何
で
も
受
け
入
れ
る
の
で
は
な

く
て
、
ク
オ
リ
テ
ィ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
心
が
け
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
方
々
と
の
や
り
取
り
の
中
で
、
面
白
い
も
の
が

生
ま
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
ま
ち
づ
く
り
の
ネ
タ
に
し
か
な
ら
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
こ
を
う
ま
く
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。

午
後
が
、
大
学
院
生
は
午
前
が
す
べ
て
実
習
の
授
業
と
な
っ
て
い
る

の
で
す
。
つ
ま
り
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組

み
込
め
ば
、
学
部
生
は
、
午
後
を
す
べ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
に

使
っ
て
い
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
参
加
者
同
士
で
密

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
現
代
表
現
研
究
室
は
、
学
生
が
深
夜
ま
で

作
業
す
る
こ
と
を
い
と
わ
な
い
雰
囲
気
が
あ
っ
て
、
学
生
た
ち
の
結

束
力
が
強
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
地
域
に
出
て
行
っ
た
と
き
、
問
題
が
生
じ
た
場
合
で
も
、
若
い
人

た
ち
が
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
の
な
ら
応
援
し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
と

考
え
て
く
れ
る
人
も
い
ま
す
。
広
島
と
い
う
決
し
て
大
き
く
な
い
都

市
で
は
、
東
京
と
違
っ
た
形
の
人
間
関
係
の
中
で
解
決
さ
れ
て
い
く

部
分
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ク
レ
ー
ム
を
つ
け
る
人
は
広
島
に

も
い
ま
す
が
、
人
間
同
士
の
関
わ
り
合
い
で
生
じ
る
難
し
さ
は
、
東

京
よ
り
も
少
な
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

熊
倉

―
地
域
の
摩
擦
が
少
な
い
と
い
う
の
は
、
全
国
的
に
寛
容
度

が
上
が
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

１
９
９
０
年
代
前
半
に
は
、
ま
ち
の
中
で
の
表
現
活
動
に
対
し
て
非

常
に
懐
疑
的
な
市
民
が
い
た
も
の
で
す
が
、
最
近
は
「
何
か
や
っ
て

く
れ
る
と
嬉
し
い
」
と
い
う
傾
向
が
強
い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

森

―
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
す
る
側
が
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
慣
れ
た
と
い
う
10
年
間
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
受
け
入
れ
る
側
も
、「
受
け
入
れ
慣
れ
た
」
と
い
う
傾
向
は
あ
る

と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
僕
は
こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
す
る

と
き
に
、
仕
掛
け
る
側
の
議
論
で
は
な
く
て
受
け
入
れ
る
側
の
議
論

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
実
は
、
受
け
入
れ
る
側
が
豊
か
で
あ
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＊
9プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
芸
術

２
０
０
８
年
度
よ
り
科
学
研
究
費
補
助
金
に
採
択
さ

れ
た
長
田
謙
一
を
代
表
者
と
す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。「
冷
戦
期
／
冷
戦
後
」
の
〈
芸
術
〉
変
容
を
テ

ー
マ
に
、
不
定
期
で
研
究
会
、
公
開
コ
ロ
キ
ウ
ム
を

開
催
し
て
い
る
。

■
大
学
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
地
域
に
何
を
残
す
の
か

参
加
者

―
今
、
埼
玉
県
北
本
市
で
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ

っ
て
い
ま
す
が
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
年
月
を
積
み
重
ね
て
い

く
こ
と
で
、
一
つ
ひ
と
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ま
ち
の
中
に
残
し
て

い
く
も
の
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
継
続
さ
れ
る
こ
と
で
、
積
み
重
ね

ら
れ
る
も
の
は
何
だ
と
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

長
田

―
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
続
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
同

時
に
、
む
や
み
に
続
い
て
い
て
も
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
続

く
こ
と
で
き
ち
ん
と
地
域
に
根
を
張
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
惰

性
で
続
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
そ
も
そ
も
そ
の
地
域
に
と
っ
て
必
要

な
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
は
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
新
鮮
な
課
題

と
と
も
に
、
毎
年
の
よ
う
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
り
、
そ
の

課
題
を
ま
ち
の
人
た
ち
と
共
有
で
き
る
の
が
理
想
で
す
ね
。
千
葉
大

学
で
の
試
み
は
、
そ
う
い
っ
た
経
験
を
持
つ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
福
祉
関
係
の

方
が
参
加
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
い

く
つ
か
の
団
体
が
外
れ
ま
し
た
が
、
今
度
は
自
分
た
ち
で
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
を
呼
ん
で
い
ろ
い
ろ
な
企
画
を
し
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
て

い
ま
す
。
ま
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
方
が
、
ア
ー
ト
の
新
た
な
可

能
性
を
自
ら
開
い
て
い
く
。
こ
れ
が
私
の
考
え
る
理
想
的
な
形
で
す
。

日
野
市
の
方
が
昨
年
の
ひ
の
の
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
準
備
す
る
中
で
、

非
常
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
た
だ
け
で
は
な
く
意
欲
も
持
っ
て
く
れ
、

行
政
の
中
に
可
能
性
が
芽
生
え
た
と
い
う
の
は
日
野
で
の
大
き
な
成

果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
の
ご
質
問
は
、
先
日
私
が
オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
し
た
「
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
と
芸
術
」（
＊
9
）
と
い
う
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
散
々
論
点
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
実
践
女
子
大
学
の
椎
原
伸
博

森

―
そ
れ
を
言
う
と
、
ど
う
い
う
風
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
落
と
し

ど
こ
ろ
を
見
つ
け
て
い
く
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の

要
求
に
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
が
あ
っ
て
、
一
つ
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
中
に
複
数
の
ア
ー
ト
の
有
り
様
が
見
え
て
来
る
場
合
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
加
治
屋
さ
ん
に
質
問
し
た
い
の
で
す
が
、
広

島
の
場
合
は
複
数
の
展
覧
会
を
同
時
に
行
う
ス
タ
イ
ル
を
取
っ
て
い

ま
す
よ
ね
。
あ
れ
は
逆
に
僕
が
今
言
っ
た
こ
と
を
回
避
で
き
る
と
い

う
か
、
対
抗
策
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
一
つ

の
会
期
に
複
数
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
う
こ
と
は
大
変
だ
と
思
う
の

で
す
が
、
広
島
は
ず
っ
と
意
識
的
に
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。

加
治
屋

―
そ
う
で
す
ね
。
今
回
の
検
証
展
で
も
複
数
の
企
画
を
立

て
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
地
域
展
開
型
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
や
す
い
の
で
、
そ
れ
を
撹
乱
さ
せ
る
こ
と
に
も
な

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
広
島
に
は
広
島
市
現
代
美
術
館
が

あ
っ
て
、
現
代
美
術
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
作
品
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
私
た
ち
大
学
の
方
は
、
ま
だ
評
価
が
定
ま
っ

て
い
な
い
、
価
値
体
系
を
撹
乱
さ
せ
る
よ
う
な
作
品
を
見
せ
よ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。
私
は
、
広
島
に
ア
ー
ト
の
楕
円
構
造
を
つ
く
ろ
う

と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
。
楕
円
に
は
二
つ
の
焦
点
が
あ
り
ま
す
。
ア

ー
ト
の
楕
円
構
造
に
お
け
る
焦
点
の
一
つ
は
現
代
美
術
館
で
、
も
う

一
つ
が
地
域
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ア

ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
さ
ら
に
複
数
の
視
点
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
ア
ー
ト
の
多
様
な
可
能
性
を
見
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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＊
10椎

原
伸
博
（
し
い
は
ら
・
の
ぶ
ひ
ろ
）

１
９
６
０
年
、
千
葉
県
生
ま
れ
。
実
践
女
子
大
学
美

学
美
術
史
学
科
教
授
。
専
門
は
芸
術
学
、
美
学
、
ア

ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
。「
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
」

第
7
号
所
収
（
２
０
０
６
年
、
美
術
出
版
社
）
ほ
か
。

＊
11鷲

田
め
る
ろ
（
わ
し
だ
・
め
る
ろ
）

１
９
７
３
年
、
京
都
府
生
ま
れ
。
金
沢
21
世
紀
美
術

館
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
。
主
な
展
覧
会
に
「
ア
ト
リ
エ
・
ワ

ン

：

い
き
い
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
in
金
沢
」、「
金
沢
ア
ー

ト
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
２
０
０
８
」
な
ど
。
→
第
3
章

参
照

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
指
す
も
の
と
は
正
反
対
な
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

熊
倉

―
つ
ま
り
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
「
参
加
」
は
一
元
的
な
「
参
加
」

で
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
参
加
」
は
い
う
な
れ
ば
主
体
の
多
元

化
な
ん
で
す
よ
ね
。
先
ほ
ど
の
千
葉
の
話
を
伺
っ
て
い
て
、
大
学
は

や
は
り
大
き
な
権
威
と
し
て
の
し
か
か
る
部
分
が
あ
る
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。
Ｗ
ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
へ
の
転
換
は
ま
さ
に
主
体
の
多
元
化
で
す
。

こ
れ
は
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
本
だ
と
思
い
ま
す
が
、
資
金
源

と
主
体
を
多
元
化
し
て
お
か
な
い
と
、
活
動
は
非
常
に
も
ろ
く
、
政

治
的
な
脆
弱
さ
が
増
し
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。
主
体
を
多
元
化
し

て
お
く
と
、
多
く
の
人
た
ち
が
自
分
た
ち
の
も
の
だ
と
思
っ
て
活
動

し
て
い
く
。
例
え
ば
、
一
つ
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
派
生
し

て
同
じ
よ
う
な
活
動
が
た
く
さ
ん
出
て
来
る
と
、
こ
う
し
た
活
動
に

眉
を
ひ
そ
め
る
よ
う
な
大
人
も
非
難
対
象
が
わ
か
ら
な
く
な
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
一
元
的
に
大
き
な
権
威
が
あ
る
と
攻
撃
す
べ
き
相
手

が
明
解
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
多
元
性
が
多
様
性
に
つ
な
が
り
、
こ
う
い
う
こ
と
は
普
通
だ
よ

ね
と
い
う
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
市
民
意
識
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

■
日
本
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
は
じ
ま
り

加
治
屋

―
こ
れ
だ
け
多
く
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
て

い
る
国
は
、
日
本
以
外
に
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
個

人
的
に
は
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
側
面
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ア
ー
ト
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

を
と
ら
え
直
す
こ
と
で
、
物
理
的
な
ア
ー
ト
の
制
度
を
切
り
崩
し
て

（
＊
10
）
さ
ん
が
、
公
開
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
チ
ラ
シ
に
鷲
田
め
る
ろ
（
＊
11
）
さ

ん
の
書
い
た
「
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
政
治
学

―
「
参
加
」
と

フ
ァ
シ
ズ
ム
」（
川
口
幸
也
編
『
展
示
の
政
治
学
』 

、
２
０
０
９
年
、

水
声
社
所
収
）
と
い
う
論
文
を
取
り
出
し
た
の
で
す
。

　
鷲
田
さ
ん
は
、
私
が
書
い
た
文
章
を
冒
頭
で
引
用
し
て
い
て
、
ナ

チ
ス
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
「
参
加
」
を
最
も
重
要
な
切
り
口
に
し
て
成

立
し
て
い
っ
た
、「
参
加
」
は
め
で
た
い
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
趣

旨
の
も
の
で
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
鷲
田
さ
ん
は
、「
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」「
参
加
」、
こ
の
３
つ
を
ど
の
よ
う
に
考
え

た
ら
い
い
の
か
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で

も
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
起
こ
り
得
る
の
で
は
な
い
か
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や

企
画
者
の
業
績
に
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
全
部
回
収
さ
れ
て
し
ま

う
と
す
れ
ば
、
参
加
へ
の
善
意
、
そ
し
て
参
加
と
い
う
仕
組
み
自
体

が
、
す
べ
て
権
力
者
の
と
こ
ろ
に
収
斂
さ
れ
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
な
形

態
が
生
ま
れ
て
し
ま
わ
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
論
考
し
て
い
ま
す
。

加
治
屋

―
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
長
期
的
に
考
え
て
ま
ち
に

ど
う
い
う
も
の
を
残
す
の
か
と
い
う
ご
質
問
で
す
よ
ね
。
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
る
と
、
ま
ち
の
人
か
ら
は
「
よ
く
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
反
応
を
も
ら
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
や
り
取

り
を
す
る
中
で
、
徐
々
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
参
加
」
と
は
、
自
分
と
は
異

な
る
も
の
に
対
し
て
開
い
て
い
く
と
い
う
意
味
で
の
「
参
加
」
だ
と

思
う
ん
で
す
。
異
な
る
も
の
を
受
け
入
れ
て
と
も
に
生
き
て
い
く
こ

と
が
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
役
割
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
ち
に
残

し
て
い
く
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
パ
タ
ー
ン
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
は
、
異
な
る
も
の
を
排
除
し
て
、

自
分
と
近
し
い
も
の
同
士
で
結
合
し
て
い
く
運
動
で
あ
っ
て
、
ア
ー
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＊
12Ｎ

Ｇ
Ｂ
Ｋ

N
eue G

esellschaft füer Bildende K
unst. 

日

本
語
訳
は
「
視
覚
芸
術
の
た
め
の
新
し
い
社
会
」。
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
や
ア
ー
ト
に
関
心
の
あ
る
人
び
と
に
よ
っ

て
１
９
６
９
年
に
設
立
さ
れ
、
社
会
問
題
と
ア
ー
ト

を
融
合
さ
せ
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

＊
13読

売
ア
ン
デ
パン
ダ
ン
展

１
９
４
９
年
か
ら
読
売
新
聞
社
の
主
催
で
行
わ
れ
た

無
審
査
出
品
制
の
展
覧
会
。
美
術
団
体
の
党
派
や

権
力
関
係
に
左
右
さ
れ
な
い
自
由
な
場
が
若
手
作

家
の
活
動
を
推
す
役
割
を
果
た
し
、
反
芸
術
動
向

が
開
花
す
る
中
心
的
舞
台
と
な
っ
た
。
63
年
の
中
止

に
よ
っ
て
前
衛
芸
術
・
反
芸
術
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
は

地
方
に
も
飛
び
火
し
、
全
国
各
地
で
ア
ン
デ
パ
ン
ダ

ン
展
が
開
か
れ
た
。

＊
14具

体
美
術
協
会

戦
前
か
ら
活
躍
し
て
い
た
前
衛
画
家
吉
原
治
良
を

中
心
に
１
９
５
４
年
に
結
成
さ
れ
た
団
体
。
機
関
誌

の
発
行
、
野
外
展
、
舞
台
で
の
発
表
な
ど
、
型
破
り

で
実
験
性
の
高
い
活
動
を
展
開
し
た
。

＊
15企

業
メ
セ
ナ
協
議
会

企
業
に
よ
る
メ
セ
ナ
（
芸
術
文
化
支
援
）
活
動
の
活

性
化
を
目
的
に
、
１
９
９
０
年
２
月
に
設
立
さ
れ
た

民
間
の
公
益
法
人
。
主
に
企
業
メ
セ
ナ
に
つ
い
て
の

啓
発
・
普
及
、
情
報
集
配
・
仲
介
、
調
査
・
研
究
、

顕
彰
、
国
際
交
流
、
助
成
認
定
な
ど
の
事
業
を
行

う
。

＊
16水

戸
芸
術
館

１
９
９
０
年
３
月
、
茨
城
県
水
戸
市
に
開
館
し
た
、

美
術
、
音
楽
、
演
劇
の
３
部
門
か
ら
な
る
複
合
施
設
。

美
術
部
門
は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
ほ
と
ん
ど
持
た
ず
、

現
在
進
行
形
の
美
術
を
紹
介
す
る
「
現
代
美
術
セ
ン

タ
ー
」
と
し
て
、
基
本
的
に
自
主
企
画
の
展
覧
会
を

行
っ
て
い
る
。 

→
第
3
章
参
照

パ
ン
ダ
ン
（
＊
13
）
が
１
９
６
４
年
に
中
止
に
な
っ
た
の
を
機
に
、
日
本

各
地
で
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
の
運
動
が
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
野
外
あ

る
い
は
美
術
館
以
外
の
施
設
で
展
示
す
る
展
覧
会
が
増
え
て
、
70
年

代
も
作
家
の
間
で
野
外
美
術
展
の
形
式
は
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

50
年
代
の
具ぐ

体た
い

美び
じ

術ゅ
つ

協
き
ょ
う

会か
い

（
＊
14
）
も
野
外
展
は
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

美
術
館
批
判
と
い
う
側
面
は
強
く
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
や
は
り

60
年
代
か
ら
の
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
を
源
と
す
る
動
き
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
90
年
代
以
後
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
出
て
き
た
の
で
は
な
い
か

と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

森

―
僕
の
考
え
は
少
し
違
う
の
で
す
が
、
美
術
が
野
外
に
出
る
と

こ
ろ
に
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
源
が
あ
る
の
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
確
か
に
60
年
代
に
は
、
ア
ー
ト
で
社
会
問
題
を
見
せ
よ
う
と
い

う
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
90
年
代
以
降
、
企
業
メ
セ
ナ
協
議
会

（
＊
15
）
が
で
き
、
水
戸
芸
術
館
（
＊
16
）
が
で
き
、
地ち

域い
き

創そ
う

造ぞ
う

（
＊
17
）
が
で

き
、
企
業
や
行
政
が
お
金
を
出
す
よ
う
に
な
り
、
そ
の
お
金
が
ま
ち

な
か
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
入
っ
て
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

資
金
が
入
っ
て
来
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
明

ら
か
に
前
時
代
と
は
立
ち
位
置
が
違
う
と
思
い
ま
す
。
当
然
、
そ
の

資
金
提
供
者
の
要
望
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

加
治
屋

―
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
の
作
家
た
ち
は
、
反
芸
術
の
流
れ
の

中
で
、「
確
固
た
る
」
ア
ー
ト
を
批
判
の
対
象
と
し
て
い
ま
し
た
。
し

た
が
っ
て
、
90
年
代
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
確
か
に
問
題
意

識
が
違
い
ま
す
ね
。

森

―
だ
か
ら
逆
に
確
固
た
る
強
さ
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
が

90
年
以
降
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
僕
は
現
代
の
ア

し
ま
い
、
非
構
築
的
な
「
悪
い
場
所
」
を
再
生
産
し
て
し
ま
う
と
こ

ろ
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
そ
う

し
た
考
え
方
を
相
対
化
す
る
意
味
で
も
、
長
田
先
生
が
以
前
教
え
て

く
だ
さ
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
事
例
が
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
始
ま
り
は
い
つ
ぐ
ら
い
だ
と
お
考

え
で
し
ょ
う
か
。

長
田

―
70
年
代
の
前
半
で
す
。
ベ
ル
リ
ン
だ
と
、
Ｎ
Ｇ
Ｂ
Ｋ
（
＊
12
）

と
い
う
団
体
で
す
。
こ
れ
は
昔
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
新
左
翼
系
の

美
術
史
家
、
美
術
家
、
美
術
教
育
家
な
ど
が
つ
く
り
ま
し
た
。
展
覧

会
だ
け
で
は
な
く
、
ま
ち
に
繰
り
出
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
た

り
、
バ
ス
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
ベ
ル
リ
ン
の
ナ
チ
ス
や
戦
争
の
記

憶
を
つ
な
い
で
い
く
よ
う
な
も
の
な
ど
、
小
さ
い
け
れ
ど
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
的
な
も
の
を
始
め
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
よ
り
早
く
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
的
な
も
の
が
展
開
す
る
の

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
方
が
や
は
り
早
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
も
っ
と
先
鋭
な
社
会
性
を
強
く
持
っ
て
い
て
、
例
え
ば
戦
争
の

記
憶
に
関
わ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
資
本
主
義
の
現
代
的
な
問
題
が
設

定
さ
れ
て
い
た
り
し
ま
す
。
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
か
ら
こ
そ
社

会
問
題
が
浮
か
び
上
が
る
と
い
う
考
え
で
す
。
日
本
の
場
合
は
、
量

的
に
は
２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て
圧
倒
的
に
多
く
な
り
ま
し
た
が
、

ま
ち
づ
く
り
、
多
様
な
価
値
観
、
対
象
の
広
さ
と
い
っ
た
問
題
で
ア

ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
展
開
し
て
い
く
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
な
社

会
的
な
先
鋭
さ
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

加
治
屋

―
地
域
住
民
と
の
関
わ
り
に
焦
点
が
当
た
る
日
本
の
ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
90
年
代
か
ら
で
す
が
、
前
史
と
し
て
作
家
が
野

外
に
出
る
と
い
う
動
き
は
60
年
代
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
読
売
ア
ン
デ
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＊
17地

域
創
造

文
化
・
芸
術
の
振
興
に
よ
る
創
造
性
豊
か
な
地
域
づ

く
り
を
目
的
と
し
て
、
全
国
の
地
方
団
体
等
の
出
捐

に
よ
り
１
９
９
４
年
に
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
。

＊
18五

月
革
命

１
９
６
８
年
５
月
に
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
を
中
心
に
派
生

し
た
、
自
由
と
平
等
と
自
治
を
掲
げ
た
反
体
制
運

動
。

＊
19

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
・
ア
ー
ト

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
発
信
す
る
ア
ー
ト
、
と
い
う

理
解
の
さ
れ
方
が
一
般
的
で
あ
る
が
、〈
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
〉

の
定
義
は
国
や
そ
の
歴
史
的
背
景
か
ら
一
様
で
は
な

い
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
「
市
民
参
加
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

で
あ
り
「
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
す
る
」
集
団
的
な
創
造

性
に
よ
る
表
現
活
動
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

＊
20ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
・
シ
テ
ィ
・
天
神

１
９
９
０
年
に
福
岡
市
中
央
区
天
神
で
開
催
さ
れ
、

98
年
か
ら
は
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
シ
テ
ィ
・
福
岡
」
に

名
称
を
変
更
し
な
が
ら
隔
年
で
２
０
０
４
年
ま
で
開

催
さ
れ
た
。
福
岡
市
中
心
部
の
商
業
施
設
や
公
共

空
間
で
展
示
を
行
い
、
企
業
・
行
政
・
美
術
関
係
者

で
構
成
さ
れ
る
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
シ
テ
ィ
・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
が
企
画
運
営
し
た
。

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
と
き
に
、「
取
手
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
楽
し
そ
う
だ
け
れ
ど
、
ア
ニ
メ
的
だ
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。

■
ク
オ
リ
テ
ィ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
リ
ア
ク
シ
ョン

森

―
確
か
に
、
大
学
が
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
つ
く
る
と
な
る

と
、
質
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
問
題
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
以
前
、
藝

大
生
が
上
野
で
や
っ
て
い
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
フ
ラ
ン
ス
で
展
示
し

よ
う
と
し
た
と
き
に
、
フ
ラ
ン
ス
側
は
「
こ
れ
は
学
芸
会
だ
」
と
し

て
受
け
付
け
ま
せ
ん
で
し
た
。「
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
何
で
も

な
い
」
と
言
わ
れ
、
ア
ー
ト
と
い
う
フ
レ
ー
ム
で
は
全
く
受
け
入
れ

て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
そ
う
な
る
と
「
ア
ニ
メ
的
」
だ
と
見
ら
れ
て

し
ま
う
、
正
に
日
本
的
な
振
る
舞
い
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
て
価

値
化
す
る
か
と
い
う
と
き
に
、
質
的
な
問
題
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
当

然
必
要
に
な
り
ま
す
。
で
す
が
、
地
域
社
会
は
質
的
な
も
の
を
求
め

て
い
な
か
っ
た
り
す
る
わ
け
で
す
。
そ
の
乖
離
感
や
現
状
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

加
治
屋

―
広
島
の
場
合
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
柳
さ
ん
の
考
え
で
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
作
業
の
協
働
性
や
地
域

貢
献
の
度
合
い
よ
り
も
、
作
品
や
展
示
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
重
視
し
て

い
ま
す
。
た
だ
、「
ア
ニ
メ
的
」
と
い
う
言
葉
に
引
っ
か
か
り
ま
す
。

ア
ニ
メ
は
ク
オ
リ
テ
ィ
高
い
で
す
よ
ね
。
そ
れ
は
「
ア
ニ
メ
的
」
と

呼
ん
で
は
い
け
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
け
ど
。

熊
倉

―
韓
国
の
人
が
「
ア
ニ
メ
的
」
と
言
っ
た
の
は
、
ク
オ
リ
テ

ィ
が
低
い
と
い
う
意
味
で
は
な
く
て
、
一
般
の
人
に
受
け
入
れ
ら
れ

ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
確
固
た
る
も
の
が
な
い
と
思
う
の
で
す
。

熊
倉

―
反
芸
術
と
地
域
参
加
型
の
ど
ち
ら
が
ポ
ス
ト
デ
ュ
シ
ャ
ン

的
な
の
か
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
反
芸
術
的
な
表
現
者
た
ち
は
、
お

そ
ら
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
来
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
も
と
を
辿
る

と
、
68
年
の
パ
リ
の
五
月
革
命
（
＊
18
）
や
フ
ラ
ン
ス
現
代
思
想
に
よ
る
、

社
会
的
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
動
き

の
余
波
で
す
よ
ね
。
で
す
が
同
じ
動
き
が
、
芸
術
の
文
脈
で
は
例
え

ば
イ
ギ
リ
ス
で
、
芸
術
の
権
威
か
ら
出
て
ま
ち
の
人
の
と
こ
ろ
へ
行

く
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ー
ト
（
＊
19
）
の
形
が
定
着
し
た
と
思
い

ま
す
。

　
日
本
で
は
そ
う
し
た
意
思
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
美
術
館
が
同

時
代
の
芸
術
に
無
関
心
と
い
う
こ
と
が
長
く
続
き
、
美
術
館
以
外
の

場
所
を
つ
く
る
動
き
が
出
て
き
ま
し
た
。
90
年
に
始
ま
っ
た
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
・
シ
テ
ィ
・
天て
ん

神じ
ん

（
＊
20
）
は
、
野
外
展
第
二
世
代
の
草
分
け
的

存
在
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
問
題
意
識
と
し
て
は
前
世
代
の
反
芸

術
的
な
姿
勢
に
比
べ
て
ポ
ッ
プ
で
す
。
で
す
が
、
運
営
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
同
様
、
ま
だ
一
部
の
現
代
美
術
関
係
者
に
よ
る
も
の
。
そ
の
辺
り

か
ら
地
域
と
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
密
着
し
て
き
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
加
治
屋
さ
ん
が
仰
る
よ
う
に
、
90
年
以
降
の
新
し
い

タ
イ
プ
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
よ
く
い
え
ば
市
民
参
加
型
、

地
域
お
こ
し
型
な
の
で
、
現
状
で
は
非
専
門
家
が
や
っ
て
い
る
ケ
ー

ス
が
大
半
で
す
。

　「
美
術
館
か
ら
自
由
に
な
り
た
い
」
と
美
術
館
の
外
に
出
た
ら
、
激

し
く
規
制
さ
れ
た
り
、
勝
手
に
撤
去
さ
れ
た
り
と
、
実
は
自
由
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
意
外
と
不
自
由
な
一
般
社
会
の
中
に
出
て
行
っ
て
、

表
現
側
が
す
り
寄
っ
て
し
ま
っ
た
、
あ
る
い
は
喜
ば
れ
る
こ
と
が
第

一
義
に
な
っ
た
部
分
は
あ
る
で
し
ょ
う
。
韓
国
で
日
本
の
ア
ー
ト
プ
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＊
21

マ
イ
ク
ロ
ポ
ッ
プ

美
術
評
論
家
、
松
井
み
ど
り
が
提
示
し
た
新
し
い
概

念
。
２
０
０
７
年
水
戸
芸
術
館
現
代
美
術
セ
ン
タ
ー

に
て
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
「
夏
へ
の
扉
ー
マ
イ
ク
ロ
ポ

ッ
プ
の
時
代
」カ
タ
ロ
グ
内
「
マ
イ
ク
ロ
ポ
ッ
プ
宣
言

：

マ
イ
ク
ロ
ポ
ッ
プ
と
は
何
か
」
の
冒
頭
で
、「
マ
イ
ク
ロ

ポ
ッ
プ
と
は
、
制
度
的
な
倫
理
や
主
要
な
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
に
頼
ら
ず
、
様
々
な
と
こ
ろ
か
ら
集
め
た
断
片

を
統
合
し
て
、
独
自
の
生
き
方
の
道
筋
や
美
学
を
作

り
出
す
姿
勢
を
意
味
し
て
い
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い

る
。

＊
22松

井
み
ど
り
（
ま
つ
い
・
み
ど
り
）

美
術
評
論
家
。
著
書
に
『
ア
ー
ト
：“
芸
術
”
が
終

わ
っ
た
後
の
“
ア
ー
ト
”』（
２
０
０
２
年
、
朝
日
出
版

社
）、『
マ
イ
ク
ロ
ポ
ッ
プ
の
時
代
：
夏
へ
の
扉
』（
２
０

０
７
年
、
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
出
版
）。
水
戸
芸
術
館
で
「
夏

へ
の
扉
：
マ
イ
ク
ロ
ポ
ッ
プ
の
時
代
」（
２
０
０
７
年
）

を
企
画
。

気
が
す
る
の
で
す
。「
自
分
に
は
こ
の
ク
オ
リ
テ
ィ
は
ま
だ
わ
か
ら
な

い
な
」
と
思
わ
せ
る
方
が
意
味
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
も

ち
ろ
ん
、
そ
れ
を
保
守
的
な
欲
望
と
呼
ぶ
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
。

渡
辺

―
熊
倉
さ
ん
が
仰
っ
て
い
た
「
求
め
ら
れ
る
芸
術
」
の
問
題

は
、
森
さ
ん
が
仰
る
「
受
け
入
れ
る
側
の
議
論
が
ま
だ
で
き
て
い
な

い
」
と
い
う
部
分
に
共
通
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

何
が
よ
く
て
何
が
よ
く
な
い
か
、
芸
術
か
芸
術
で
は
な
い
か
と
い
う

問
題
を
議
論
せ
ず
、
地
域
の
た
め
に
な
っ
た
か
と
い
う
部
分
に
だ
け

焦
点
が
当
て
ら
れ
る
と
そ
の
問
題
が
起
き
る
と
思
い
ま
す
。
受
け
入

れ
る
側
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
の
は
、
ど
う
し
て
い
く
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
か
。

加
治
屋

―
広
島
の
場
合
は
、
作
品
が
分
か
り
や
す
い
か
ど
う
か
よ

り
も
、
当
事
者
の
熱
意
が
伝
わ
る
か
ど
う
か
の
ほ
う
が
大
き
か
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
学
生
た
ち
は
、
地
域
で
説
明
会
を
開
い
た
り
、

地
元
の
お
祭
り
に
も
参
加
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
ま
で
一
生
懸

命
や
っ
て
い
る
学
生
に
対
し
て
、
つ
ま
ら
な
い
と
か
、
訳
わ
か
ら
な

い
と
い
う
人
は
ま
ず
い
な
い
で
す
よ
ね
。
実
際
、
面
白
か
っ
た
と
思

い
ま
す
し
。

熊
倉

―
そ
の
点
は
悩
ま
し
い
で
す
が
、
甘
や
か
し
ち
ゃ
い
ま
せ
ん

か
。
つ
ま
ら
な
い
な
ら
つ
ま
ら
な
い
と
言
い
放
っ
て
く
れ
て
、
思
い

き
り
プ
ラ
イ
ド
を
く
じ
か
れ
た
方
が
面
白
い
気
も
し
ま
す
。

森

―
先
ほ
ど
の
ク
オ
リ
テ
ィ
の
話
は
す
ご
く
重
要
で
す
ね
。
広
島

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
一
回
目
は
、
作
品
の
ク
オ
リ
テ
ィ
は
も

や
す
い
、
甘
っ
た
る
い
と
い
う
意
味
だ
と
思
い
ま
す
。
芸
術
は
ビ
タ

ー
な
も
の
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
崇
高
な
美
は
ど
こ
へ
い
っ

た
の
、
と
い
う
意
味
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
一
般
人
に
迎
合
的

に
過
ぎ
る
と
い
う
意
見
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

加
治
屋

―
で
も
、
私
的
な
感
情
に
訴
え
か
け
て
く
る
作
品
は
、
日

本
だ
け
で
は
な
い
で
す
よ
ね
。
例
え
ば
、
マ
イ
ク
ロ
ポ
ッ
プ
（
＊
21
）
は
、

現
代
日
本
の
動
向
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
松
井
み
ど
り
（
＊
22
）
さ

ん
は
文
章
の
中
で
き
ち
ん
と
海
外
の
作
家
も
挙
げ
て
い
ま
す
よ
ね
。

繊
細
で
プ
ラ
イ
ヴ
ェ
ー
ト
な
表
現
と
い
う
の
は
、
実
は
海
外
に
も
あ

り
ま
す
。
脱
力
系
の
作
品
と
い
う
の
は
日
本
に
限
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。

熊
倉

―
一
般
市
民
の
方
は
脱
力
系
の
面
白
さ
に
共
感
し
て
く
れ
ま

す
よ
ね
。
で
も
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
社
会
的
期
待
が
高
ま
る

と
、
非
芸
術
系
社
会
エ
リ
ー
ト
、
政
治
家
あ
た
り
が
興
味
を
持
ち
出

し
ま
す
よ
ね
。
政
治
家
は
、
中
に
は
ア
ー
ト
の
力
で
社
会
の
ア
ー
キ

テ
ク
チ
ャ
は
変
わ
る
と
感
じ
て
い
る
人
も
い
ま
す
が
、
と
か
く
欲
し

が
る
作
品
が
派
手
な
も
の
な
の
で
す
。
広
島
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
反
応
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

加
治
屋

―
地
元
の
方
々
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、
広
島
の
外
か

ら
来
た
美
術
館
の
学
芸
員
の
反
応
が
と
て
も
よ
か
っ
た
印
象
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
ク
オ
リ
テ
ィ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
理
解
し
て
い
る

か
ら
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ク
オ
リ
テ
ィ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て

い
る
と
い
っ
て
も
、
単
に
面
白
い
作
品
を
出
し
た
い
、
自
分
た
ち
も

見
た
い
、
と
い
う
く
ら
い
の
意
味
で
す
。
逆
に
、
ク
オ
リ
テ
ィ
と
い

う
縛
り
を
つ
け
た
方
が
、
安
易
な
解
釈
に
回
収
さ
れ
に
く
い
よ
う
な
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＊
23墨

東
ま
ち
見
世
２
０
０
９

２
０
０
９
年
に
東
京
都
墨
田
区
墨
東
エ
リ
ア
で
開
催

さ
れ
た
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
17
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
た
ち
が
集
ま
り
、
地
域
の
生
活
を
文
化
と
し
て
活

か
し
、
ま
ち
が
遊
ぶ
１
０
０
日
間
を
展
開
し
た
。

＊
24大

巻
伸
嗣
（
お
お
ま
き
・
し
ん
じ
）

１
９
７
１
年
、
岐
阜
県
生
ま
れ
。
美
術
家
。
空
間
を

非
日
常
な
世
界
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
、
鑑
賞
者
の

身
体
的
な
感
覚
を
呼
び
覚
ま
す
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
を
発
表
。

＊
25

M
em

orial Rebirth

（
メ
モ
リ
ア
ル
・
リ
バ
ー
ス
）

大
巻
伸
嗣
の
作
品
。
壮
大
な
数
の
シ
ャ
ボ
ン
玉
に
よ

り
風
景
を
一
変
さ
せ
る
ア
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
見

慣
れ
た
日
常
風
景
を
幻
想
的
な
空
間
へ
と
生
ま
れ
変

わ
ら
せ
る
こ
と
で
そ
の
瞬
間
、
そ
の
場
所
に
関
す
る

記
憶
を
刻
み
込
み
各
地
の
人
び
と
の
思
い
を
つ
な
ぎ

再
生
さ
せ
て
ゆ
く
作
品
。 

＊
26岸

井
大
輔
（
き
し
い
・
だ
い
す
け
）

１
９
７
０
年
生
ま
れ
。
劇
作
家
。PLAYW

O
RK

S

主
宰
。
演
劇
の
形
式
化
を
目
標
に
か
か
げ
て
活
動

す
る
。
他
ジ
ャ
ン
ル
で
追
求
さ
れ
た
創
作
方
法
に
よ

る
形
式
化
が
、
演
劇
で
も
可
能
か
を
問
う
作
品
を

発
表
し
続
け
る
。
墨
東
ま
ち
見
世
２
０
０
９
で
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
墨
東
ま
ち
見
世
ロ
ビ
ー
」
に
つ
い
て
は

『
東
京
の
条
件BO

O
K1 LO

BBY

―
は
じ
ま
り
の

場
を
創
る
』
を
参
考
。

込
ん
で
み
る
な
ど
、
徹
底
的
に
地
域
と
関
わ
る
試
み
も
行
い
ま
し
た

よ
ね
。
で
も
そ
う
し
た
彼
の
言
動
を
怪
し
ん
だ
商
店
街
の
方
も
い
て
、

そ
う
し
た
人
た
ち
が
大
巻
さ
ん
の
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
す
ご
く
喜
ん
だ
と

い
う
の
で
、
面
白
か
っ
た
で
す
。
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ま
ち
の

人
た
ち
の
価
値
観
や
振
る
舞
い
を
篩
に
か
け
て
、
人
び
と
に
立
場
表

明
を
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
自
分
た
ち
が
芸
術
に
求
め
て
い

る
も
の
、
い
な
い
も
の
が
は
っ
き
り
と
目
に
見
え
て
し
ま
う
わ
け
で

す
ね
。

森

―
そ
れ
は
、
ア
ー
ト
そ
の
も
の
よ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
つ
く
り

込
み
の
ス
キ
ル
の
部
分
に
入
り
ま
す
。

■
地
域
が
積
極
的
に
関
わ
る
仕
組
み
と
は

長
田

―
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ー
ト
の
場
合
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

行
わ
れ
る
こ
と
自
体
が
重
要
な
の
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形

成
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
ア
ー
ト
に
よ
っ
て
よ
り
深

ま
っ
た
り
豊
か
に
な
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
重
要
な
課
題
が
見
出
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
一
般
的
に
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

や
っ
た
り
考
え
た
り
す
る
我
々
は
、
そ
う
で
は
な
い
と
こ
ろ
に
価
値

を
置
い
て
い
ま
す
。
こ
の
「
受
け
入
れ
側
を
ど
こ
に
位
置
付
け
た
ら

い
い
の
か
」
と
い
う
問
題
は
重
要
な
論
点
で
す
ね
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ア
ー
ト
と
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
似
て
い
る
よ
う
で
論
争
の

的
に
も
な
り
ま
す
。
受
け
手
の
問
題
を
念
頭
に
置
い
て
、
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
す
る
側
、
受
け
手
の
側
に
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う

な
生
産
的
な
意
味
を
持
つ
の
か
と
い
う
部
分
に
つ
い
て
、
広
島
で
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

の
す
ご
く
高
か
っ
た
で
す
。
ま
ち
な
か
だ
け
れ
ど
閉
ざ
さ
れ
た
空
間

で
の
展
示
な
の
で
、
完
全
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
ん
で
す
ね
。
そ

こ
に
は
、
ア
ー
ト
的
な
問
い
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
う
で
は
な
く
て
、
本
当
に
ま
ち
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
や
る

と
き
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
ど
う
し
て
い
く
の
か
と
い
う
と
、
そ
こ
に

住
ん
で
い
る
人
た
ち
の
意
識
の
問
題
が
関
わ
っ
て
き
ま
す
。
作
家
の

振
る
舞
い
が
地
域
と
密
に
関
わ
っ
て
く
れ
る
の
を
好
む
人
た
ち
も
い

れ
ば
、
全
然
関
係
を
持
た
ず
に
感
動
的
な
こ
と
を
す
る
と
喜
ば
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
墨ぼ
く

東と
う

ま
ち
見み

世せ

２
０
０
９
（
＊
23
）（
以
下
、「
墨

東
」）
で
は
大
巻
伸
嗣
（
＊
24
）
さ
ん
の
シ
ャ
ボ
ン
玉
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

《M
em

orial R
ebirth

》（
＊
25
）
を
行
い
ま
し
た
が
、
彼
は
突
然
ま
ち

に
来
て
、
ゲ
リ
ラ
の
よ
う
に
大
量
の
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
出
し
て
帰
っ
て

い
き
ま
し
た
。
そ
の
振
る
舞
い
自
体
が
納
得
い
か
な
い
と
思
う
地
域

の
人
も
い
る
一
方
で
、
地
域
の
商
店
街
に
は
感
動
し
て
「
ア
ー
ト
は

い
い
」
と
思
う
人
も
い
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
意
見
が
一
律
に
は

出
な
い
場
所
で
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
可
能
性
を
ど
う
提
示
で

き
る
か
が
僕
に
と
っ
て
一
番
重
要
で
す
。

　
個
別
の
作
品
の
良
し
悪
し
は
あ
り
ま
す
が
、
総
体
と
し
て
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
可
能
性
を
見
せ
て
い
く
こ
と
を
優
先
さ
せ
る
と
、

種
々
の
も
の
が
混
ざ
り
ま
す
し
、
八
方
美
人
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
地

域
の
人
た
ち
は
準
備
期
間
に
繰
り
返
す
議
論
の
中
で
、
い
ら
な
い
と

思
っ
て
い
た
も
の
や
嫌
っ
て
い
た
も
の
が
い
い
と
思
う
よ
う
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
て
一
巡
し
な
い
と
本
当
の
会
話
が
始
ま

ら
な
い
も
ど
か
し
さ
も
あ
り
ま
す
ね
。

熊
倉

―
「
墨
東
」
は
逆
に
、
劇
作
家
の
岸
井
大
輔
（
＊
26
）
さ
ん
が
１

０
０
日
間
住
み
込
ん
で
、
い
ろ
い
ろ
な
店
と
仲
良
く
な
っ
た
り
勝
手

に
ツ
ア
ー
を
や
っ
た
り
、「
ロ
ビ
ー
」
と
称
し
て
極
小
の
空
間
に
呼
び
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＊
27ダ

ン
ス
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
（D

ance U
nited

）

イ
ギ
リ
ス
で
、
ダ
ン
ス
を
用
い
て
社
会
に
取
り
残
さ

れ
た
人
び
と
の
可
能
性
を
掘
り
起
こ
す
活
動
を
し
て

い
る
団
体
。
少
年
院
な
ど
で
行
っ
て
い
る
「
ア
カ
デ

ミ
ー
（Academ

y

）」
と
い
う
事
業
で
は
、
犯
罪
者

と
な
る
お
そ
れ
の
高
い
青
少
年
に
対
し
、
プ
ロ
の
ダ

ン
ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
育
成
す
る
た
め
の
メ
ソ
ッ
ド
を

用
い
た
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。

気
で
取
り
組
む
か
、
そ
う
で
な
い
の
な
ら
中
途
半
端
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
た
め
と
言
わ
ず
、
き
ち
ん
と
浮
遊
感
を
確
保
し
て
い
き
た
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
日
的
な
社
会
の
あ
り
方
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
と
し
て
、
若
者
や

市
民
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
集
ま
っ
て
き
て

い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
あ
る
種
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
求
め

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
だ
か
ら
す
ご
く
内
輪
感
が
あ
る

し
、
関
わ
っ
て
い
な
い
人
か
ら
見
る
と
、
う
さ
ん
く
さ
い
部
分
も
あ

る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
で
も
岸
井
大
輔
さ
ん
は
「
こ
の
内
輪
感
は

肯
定
的
な
価
値
と
し
て
考
え
て
み
る
べ
き
だ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。

加
治
屋

―
ご
承
知
の
よ
う
に
、
広
島
は
、
記
録
集
を
充
実
さ
せ
る

方
針
を
採
っ
て
い
ま
す
。
広
島
ま
で
見
に
来
て
く
れ
る
人
は
多
く
な

い
と
い
う
事
情
も
あ
り
ま
す
が
、
未
来
の
受
け
手
の
こ
と
も
考
え
た

い
と
い
う
思
い
が
、
私
個
人
と
し
て
は
あ
り
ま
す
。
記
録
集
が
あ
れ

ば
、
例
え
ば
50
年
後
の
研
究
者
で
も
、
あ
る
程
度
活
動
の
歴
史
を
再

構
成
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
記
録
集
が
あ
れ

ば
、
50
年
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
、
か
つ
て
自
分
た
ち
の
ま
ち
で
こ

ん
な
活
動
が
あ
っ
た
ん
だ
と
誇
ら
し
く
思
い
返
す
こ
と
が
で
き
る
と

思
う
ん
で
す
。
今
個
人
的
に
調
べ
て
い
る
ん
で
す
が
、
広
島
に
も
、

60
年
代
に
、
広
島
美
術
家
集
団
と
か
ヒ
ロ
シ
マ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
美

術
協
会
と
か
、
い
ろ
い
ろ
面
白
い
試
み
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
自
分
た

ち
の
地
域
の
文
化
的
な
歴
史
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
、
長
期
的
に

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
豊
か
に
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、「
受
け
手
」
と
い
っ
た
と
き
、
現
在
の

受
け
手
だ
け
で
は
な
く
、
未
来
の
受
け
手
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た

い
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

加
治
屋

―
現
時
点
で
は
、
企
画
運
営
に
市
民
の
方
は
入
っ
て
い
ま

せ
ん
。
昨
年
度
ま
で
は
文
化
庁
の
助
成
金
が
あ
っ
た
の
で
、
イ
ン
タ

ー
ン
制
度
を
つ
く
っ
て
市
民
の
方
に
関
わ
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今

年
は
、
予
算
が
縮
小
し
た
こ
と
も
あ
り
、
大
学
の
ス
タ
ッ
フ
が
中
心

に
な
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
最
初
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
関

わ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
に
な
り
、
最
終
的
に
「
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
り
た
い
」
と
大
学
院
に
入
っ
た
主
婦
の
方
も
い
ま

す
が
、
少
数
派
で
す
。
地
域
の
方
は
、
企
画
す
る
側
で
は
な
く
、
も

っ
ぱ
ら
受
け
手
の
側
に
な
っ
て
い
ま
す
。

熊
倉

―
取
手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
市
民
主
体
で
、
市
民
の
方

も
運
営
に
は
参
加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
若
い
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
一

応
専
門
家
と
呼
べ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
市
民
運
営
と
い
う
こ
と
を

強
く
意
識
し
ま
す
。
で
す
の
で
発
想
が
す
ご
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
寄
り

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
私
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ー
ト
で
は

な
く
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
限
り
、
ど
こ
か
現
実
か
ら
の

浮
遊
感
が
な
い
と
結
局
社
会
的
に
も
機
能
し
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

加
治
屋

―
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
寄
り
添
う
こ
と
と
、
浮
遊
感
を
確
保

す
る
こ
と
は
両
立
し
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

熊
倉

―
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
役
に
立
つ
よ
う
な
、
立
た
な

い
よ
う
な
」
と
言
っ
て
い
る
ぐ
ら
い
が
ち
ょ
う
ど
い
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
役
に
立
つ
の
な
ら
そ
れ
は
そ
れ
で
腹
を
く
く
る
べ
き
。
ダ
ン

ス
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
（
＊
27
）
と
い
う
か
な
り
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
こ
と
を
し
て

い
る
イ
ギ
リ
ス
の
ダ
ン
ス
系
ア
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
あ
り
ま
す
が
、
彼
ら

は
刑
務
所
と
か
に
向
か
っ
て
い
く
。
犯
罪
再
犯
率
も
下
げ
て
し
ま
う

く
ら
い
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
き
ち
ん
と
実
証
す
る
と
こ
ろ
ま
で
本
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＊
28Ｓ

Ａ
Ｐ
（Student &

 Artist Partnerships

）／

学
生
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
ア
ー
ト
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム

東
京
文
化
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
大
学
や
大
学
院
な

ど
の
高
等
教
育
機
関
と
連
携
し
、
教
員
の
指
導
の
も

と
、
学
生
が
地
域
や
社
会
の
中
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

交
流
・
恊
働
し
、
そ
の
成
果
を
社
会
に
発
表
す
る
取

り
組
み
。
審
査
の
結
果
選
ば
れ
た
16
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
２
０
０
９
年
度
に
実
施
さ
れ
、
学
生
に
ア
ー
ト
を

通
じ
て
多
様
な
経
験
を
す
る
機
会
を
提
供
し
た
。

＊
29日

芸
×
藝
大
＋ｍ
ｍ
ｐ
「
戯
曲
を
持
っ
て
町
へ
出
よ
う
。」。

日
本
大
学
理
工
学
部
建
築
学
科
の
佐
藤
慎
也
研
究

室
が
上
演
場
所
の
デ
ザ
イ
ン
を
行
い
、
東
京
藝
術
大

学
音
楽
学
部
音
楽
環
境
創
造
科
の
市
村
作
知
雄
研

究
室
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
と
な
っ
た
演
劇
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

海
外
の
名
作
戯
曲
を
東
京
の
特
徴
あ
る
ま
ち
で
上

演
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
Ｓ
Ａ
Ｐ
の
一
環
と
し
て

実
施
さ
れ
た
。

で
す
ね
。

森

―
今
熊
倉
さ
ん
が
言
っ
た
日
本
大
学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
＊
29
）
で

は
、
開
催
間
際
ま
で
会
場
を
探
す
チ
ー
ム
が
い
て
、
芝
居
を
つ
く
る

チ
ー
ム
は
別
の
チ
ー
ム
で
、
限
界
ま
で
解
体
し
て
、
ど
こ
ま
で
が
芝

居
と
し
て
成
立
す
る
か
を
追
い
か
け
な
が
ら
や
っ
て
い
く
。
ど
こ
ま

で
解
体
で
き
る
か
を
日
常
性
の
中
ま
で
落
と
し
込
み
、
本
番
で
は
、

会
話
を
し
て
い
る
と
突
然
芝
居
が
始
ま
っ
て
、
一
軒
の
家
の
中
で
４

シ
ー
ン
が
同
時
に
行
わ
れ
る
。
お
客
さ
ん
は
１
シ
ー
ン
を
５
分
だ
け

見
て
ま
た
別
の
部
屋
で
別
の
シ
ー
ン
を
少
し
見
る
、
と
い
う
よ
う
に
、

今
ま
で
の
演
劇
と
は
違
う
世
界
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
そ
う

い
っ
た
実
験
を
ど
こ
か
で
誰
か
が
や
っ
て
い
か
な
い
と
、
ま
ち
な
か

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ま
ち
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
だ
け
に
な
り
、
新

し
い
こ
と
や
可
能
性
の
あ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
強
く
感
じ
ま

す
。
そ
れ
が
大
学
が
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
で
き
る
こ
と

の
ヒ
ン
ト
な
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
適
正
な
規
模
で
、
適
正
に
着
地
さ
せ
る
こ
と
を

仕
事
に
し
て
い
る
僕
か
ら
見
る
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て
い
る

学
生
た
ち
が
羨
ま
し
か
っ
た
で
す
。

熊
倉

―
新
た
な
形
態
を
提
案
す
る
と
い
っ
て
も
大
袈
裟
な
も
の
で

は
な
く
て
、「
ど
う
し
て
も
こ
れ
を
今
や
り
た
い
」
と
い
う
表
現
者
側

の
要
請
に
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
つ
い
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
、
意
外

と
大
学
で
し
か
で
き
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。
普
通
だ
と
、
ど
う
し
て

も
ま
ず
助
成
金
が
取
れ
て
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
側
か
ら
そ
の
論
理
を
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
に
提
示
す
る
。
そ
う
で
は
な
い
こ
と
が
で
き
る
と
面
白

い
で
す
ね
。

■
大
学
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
と
、こ
れ
か
ら
の
役
割

森

―
昨
年
、「
Ｓ
Ａ
Ｐ
／
学
生
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
ア
ー
ト
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
＊
28
）
を
や
っ
た
実
感
と
し
て
、
大
学
は
や
は
り
研

究
機
関
で
あ
る
と
い
う
特
権
性
を
十
全
に
使
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

し
た
。
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
運
営
で
き
る
人
間
を
育
成
す

る
こ
と
は
、
大
学
が
や
っ
て
も
い
い
け
ど
、
大
学
に
し
か
で
き
な
い

こ
と
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
よ
り
む
し
ろ
、
大
学
だ
か

ら
で
き
る
贅
沢
さ
を
活
か
し
て
ほ
し
い
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
そ
の
も
の

の
新
し
い
可
能
性
や
表
現
自
体
を
実
験
的
に
探
っ
て
い
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
当
然
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
新
し
く
開
発
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
よ
ね
。
学
生
が
い
て
、
時
間
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
少
し
だ
け
助
成

金
が
付
け
ば
、
か
な
り
大
規
模
な
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｓ
Ａ
Ｐ
に
よ

っ
て
魅
力
的
な
実
験
が
い
く
つ
か
さ
れ
、
我
々
が
そ
れ
を
社
会
に
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
く
。
そ
れ
が
大
学
の
可
能
性
の
一
つ
で
は
な

い
か
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
広
島
の
予
算
規
模
が
小
さ
く
な

っ
た
こ
と
は
、
逆
に
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

加
治
屋

―
今
回
の
検
証
展
は
、
自
分
た
ち
が
や
っ
て
き
た
こ
と
を

議
論
し
て
分
析
す
る
機
会
で
あ
り
、
新
し
い
活
動
の
可
能
性
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

熊
倉

―
例
え
ば
Ｓ
Ａ
Ｐ
で
行
わ
れ
た
「
お
客
さ
ん
が
い
な
い
演

劇
」
と
い
っ
た
実
験
的
な
こ
と
は
、
や
は
り
大
学
で
な
い
と
で
き
な

い
。
お
客
さ
ん
と
出
演
者
の
数
が
同
じ
と
か
、
誰
が
出
る
か
ギ
リ
ギ

リ
ま
で
わ
か
ら
な
い
と
か
、
学
生
た
ち
が
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
考
え

る
。
大
学
で
は
そ
う
い
う
方
法
論
と
し
て
の
実
験
性
を
追
求
し
た
い
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＊
30富

井
玲
子
（
と
み
い
・
れ
い
こ
）

美
術
史
家
、
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
。

専
門
は
現
代
ア
メ
リ
カ
美
術
と
近
・
現
代
日
本
美
術

研
究
。

＊
31

R
eiko Tom

ii, 

“How
 G

endai B
ijutsu Stole 

the ̒M
useum

ʼ: An Institutional O
bservation 

of the Vanguard 1960s,

” in Tom
 Rim

er, ed., 
S

ince M
eiji: P

ersp
ectives on the Jap

anese 
V

isu
al A

rts fro
m

 18
6

9 to 2
0

0
0 (H

onolulu: 
U

niversity of H
aw

aii Press, forthcom
ing in 

2011).

ー
ス
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
現
代
美
術
の
展
示
は
、
70
年
代
く
ら
い
か

ら
美
術
館
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
美
術
館
の

占
有
者
と
い
う
意
味
で
は
、
現
代
美
術
は
団
体
展
に
勝
利
し
た
わ
け

で
す
。
し
か
し
、
現
代
美
術
が
団
体
展
に
負
け
続
け
て
い
る
フ
ィ
ー

ル
ド
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
大
学
で
す
。
美
術
系
大
学
の
多
く
は
、

今
で
も
団
体
展
系
の
教
員
が
力
を
持
っ
て
い
て
、
現
代
美
術
は
マ
イ

ナ
ー
な
位
置
に
あ
り
ま
す
。
大
学
が
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
る

こ
と
で
、
も
し
か
し
た
ら
そ
の
状
況
が
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
と
夢

想
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
現
実
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
し
、

熊
倉
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
大
学
が
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
一
色
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
そ
こ
か
ら
の
逸
脱
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

熊
倉

―
加
治
屋
さ
ん
が
仰
っ
て
い
た
よ
う
に
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
作
家
が
食
べ
て
い
け
る
ま
で

の
猶
予
期
間
と
し
て
も
機
能
す
る
で
し
ょ
う
。
あ
る
い
は
潰
し
が
き

く
表
現
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
既
存
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に

捕
ら
わ
れ
ず
に
発
想
で
き
れ
ば
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
な
く
て
も
ど
こ

に
行
っ
て
も
役
に
立
つ
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
別
の
視
点
か
ら
考
え
る
と
、
表
現
者
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

呼
ば
れ
る
人
た
ち
の
社
会
的
存
在
意
義
を
次
の
世
代
の
人
た
ち
が
早

く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
も
、
大
学
に
よ
る
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
存
在
意
義
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
20
年
後
は
役

所
の
人
を
説
得
す
る
の
に
苦
労
し
な
い
で
、
時
間
を
か
け
な
い
で
す

む
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
た
と
え
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
な
く
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
役
割
を
果
た
し
た
と
言
え
ま
す
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ハ
チ
ャ
メ
チ
ャ
だ
け
れ
ど
も
強
烈
な
魅
力
、
合
理

を
越
え
た
力
が
合
理
的
な
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
動
か
す
、
と
い
う
の

長
田

―
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
な
性
格
が
重

要
だ
と
い
う
実
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
毎
年
、
新
し
い
ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
っ
て
い
く
ぐ
ら
い
の
勢
い
が
重
要
な

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
大
学
の
授
業
と
し
て
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
る
こ
と
自
体
が

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
性
を
持
っ
て
い
て
、
大
学
自
体
に
何
か
刺
激
を
与
え

て
い
る
。
た
だ
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
が
未
来
永
劫
継
続
す

る
必
要
は
な
く
、
与
え
た
刺
激
が
大
学
で
公
認
さ
れ
た
ら
、
も
は
や

そ
こ
か
ら
撤
退
し
て
い
て
も
い
い
く
ら
い
で
す
。
千
葉
大
で
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
た
と
き
に
は
総
ス
カ
ン
を
食
っ
て
い
た
け
れ

ど
、
私
が
い
な
く
な
る
と
き
に
は
「
文
化
を
つ
く
る
」
授
業
の
よ
う

に
、
ナ
ン
ト
カ
を
つ
く
る
授
業
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
話
が
出
て
、
今

は
ナ
ン
ト
カ
を
つ
く
る
授
業
が
４
つ
ぐ
ら
い
あ
り
ま
す
。
そ
こ
ま
で

で
き
た
な
ら
、
文
化
を
つ
く
っ
て
良
い
悪
い
と
い
う
議
論
は
な
く
な

っ
て
い
て
、
次
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な

い
。
だ
か
ら
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て
い
く
授
業
は
そ
れ

自
体
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
ら
れ
る
と
き
に
続
く

よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
大
学
で
行
わ
れ
て

い
る
限
り
、
大
学
は
新
し
い
力
を
提
示
す
る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

熊
倉

―
で
は
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
揺
さ
ぶ
る
よ
う
な
効
果
は
、
最

初
は
理
解
さ
れ
な
く
と
も
、
い
ず
れ
一
つ
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
と
し

て
固
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
ま
た
逸
脱
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

加
治
屋

―
富
井
玲
子
（
＊
30
）
さ
ん
が
あ
る
論
文
（
＊
31
）
の
中
で
「
現

代
美
術
は
美
術
館
を
乗
っ
取
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
団
体
展

系
の
展
示
と
現
代
美
術
の
展
示
を
比
較
す
る
と
、
団
体
展
は
貸
ス
ペ
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※
本
座
談
会
へ
の
参
加
者
に
つ
い
て

菊
地
拓
児
（
き
く
ち
・
た
く
じ
／
リ
サ
ー
チ
ア
シ

ス
タ
ン
ト
、「
コ
ー
ル
マ
イ
ン
研
究
室
」
主
宰
）

九
冨
美
香
（
く
と
み
・
み
か
／
イ
ン
タ
ー
ン
、
茅

野
市
美
術
館
学
芸
員
）

坂
本
有
理
（
さ
か
も
と
・
ゆ
り
／
東
京
ア
ー
ト
ポ

イ
ン
ト
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
）

永
尾
真
由
（
な
が
お
・
ま
ゆ
／
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス

タ
ン
ト
、
一
橋
大
学
大
学
院
言
語
社
会
研
究
科
芸

術
系
修
士
課
程
在
籍
）

平
澤
祐
子
（
ひ
ら
さ
わ
・
ゆ
う
こ
／
首
都
大
学

東
京
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア

ル
ア
ー
ト
コ
ー
ス
在
籍
）

渡
辺
文
菜
（
わ
た
な
べ
・
あ
や
な
／
リ
サ
ー
チ
ア

シ
ス
タ
ン
ト
、
東
京
大
学
大
学
院
学
際
情
報
学
府

修
士
課
程
在
籍
）

は
口
で
言
わ
れ
て
も
わ
か
ら
な
い
で
す
よ
ね
。
一
度
ま
ざ
ま
ざ
と
見

な
い
こ
と
に
は
絶
対
に
わ
か
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
美
術
館
や

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
、
あ
る
い
は
も
し
か
し
た
ら

音
楽
ホ
ー
ル
や
劇
場
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
表
現
が
ま
ち
の
中
に

放
た
れ
る
こ
と
で
、
世
の
中
が
ズ
ズ
ッ
と
ず
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
び
と
が
学
生
時
代
に
少
し
で
も
目
の

当
た
り
に
し
て
い
る
世
の
中
と
そ
う
で
は
な
い
世
の
中
で
は
か
な
り

違
う
気
が
し
ま
す
。
だ
か
ら
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
と
い
う

よ
り
も
、
日
本
の
社
会
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い
く
中
で
、
常
に
ア

ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
刷
新
し
て
い
く
力
を
持
つ
た
め
に
も
、
重
要
な
人

材
育
成
機
関
で
あ
る
大
学
の
中
に
こ
う
い
う
試
み
が
常
に
存
在
し
て

い
る
こ
と
は
か
な
り
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
表
現
に
と
っ
て
も
新
し

い
、
非
自
律
型
の
表
現
は
ま
だ
ま
だ
開
発
が
足
り
な
い
し
、
非
自
律

型
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
一
体
な
は
ず
で
す
。
プ

ロ
セ
ス
も
一
緒
に
考
え
て
実
験
し
て
い
か
な
い
と
存
立
し
な
い
の
で
、

社
会
に
と
っ
て
だ
け
で
な
く
、
表
現
に
と
っ
て
も
、
大
学
の
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
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持続可能なスキームに向けた
新たな展開

昨今、期間終了後にスペースのみが残っ
たり、アートセンターそのものを目指す
ようなアートプロジェクトが増えていま
す。今回は２人のゲストを迎え、場づ
くりにおけるプロジェクト性を考えま
す。小川希さんが運営する「Art Center 
Ongoing」は主宰者の生き様を体現し
た場。野田恒雄さんが運営する「紺屋
2023」は人・ジャンル・時間を上手に

「雑居」させた場づくりを目指すプロジ
ェクト。これら二つの活動から、アート
プロジェクトが示唆するものは多いので
はないでしょうか。

小
川 

希
（
お
が
わ
・
の
ぞ
む
）

１
９
７
６
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
２
０
０
１
年
、
武
蔵
野
美
術
大
学
映
像
学
科
卒
。
２
０
０

４
年
、
東
京
大
学
大
学
院
学
際
情
報
学
府
修
士
課
程
修
了
。
２
０
０
７
年
、
東
京
大
学
大

学
院
学
際
情
報
学
府
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
２
０
０
２
年
か
ら
5
年
間
に
渡
っ
て
東

京
、
横
浜
の
各
所
で
「O

ngoing

」
と
題
す
る
企
画
展
覧
会
を
開
催
。
２
０
０
８
年
よ
り
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
、
カ
フ
ェ
＆
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
併
設
す
る
芸
術
複
合
施
設
、Art Center 

O
ngoing

を
主
宰
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
中
央
線
高
円
寺
駅
〜
吉
祥
寺
駅
区
間
を
メ
イ
ン
と
し
た

東
京
・
杉
並
お
よ
び
武
蔵
野
地
域
を
舞
台
に
展
開
す
る
、
地
域
密
着
型
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

トTERATO
TERA

チ
ー
フ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。

野
田 

恒
雄
（
の
だ
・
つ
ね
お
）

１
９
８
１
年
、
京
都
府
生
ま
れ
。
２
０
０
３
年
、
東
京
都
立
大
学
（
現
在
の
首
都
大
学
東

京
）工
学
部
建
築
学
科
卒
。no.d+

a (num
ber of design and architecture) 

代
表
・

ア
ー
キ
テ
ク
ト
。TRAVEL FRO

N
T

（TRAVELERS PRO
JECT

事
務
局
）主
宰
。
２
０

０
５
年
か
らTRAVELERS PRO

JECT

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
「
冷
泉
荘
」（
２
０
０
６
年

〜
２
０
０
９
年
3
月
終
了
）、「345project

」（
２
０
０
７
年
〜
２
０
０
９
年
3
月
終
了
）
な

ど
の
建
物
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
う
。
２
０
０
８
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
「
紺
屋
２
０
２
３
」

は
、
２
０
２
３
年
ま
で
の
15
年
間
、
築
約
45
年
の
建
物
に
、「
未
来
の
雑
居
ビ
ル
」
を
テ
ー
マ

に
、
業
種
・
年
齢
・
国
籍
・
民
族
・
時
間
・
用
途
・
目
的
、な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
雑
居

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

Case I  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2

Art Center Ongoing
小川 希

Case II  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 9

TRAVELERS PROJECT
野田 恒雄

Discussion  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16

オルタナティヴな場のつくり方、動かし方
小川希 × 野田恒雄 × 熊倉純子（東京藝術

大学教授） ×  
森司（東京アートポイント

計画 ディレクター ） × リサーチアシスタント

講座・研究会開催日：2010年8月6日
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Art Center O
ngoing

（
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
オ
ン

ゴ
ー
イ
ン
グ
）

２
０
０
８
年
１
月
に
東
京
吉
祥
寺
に
オ
ー
プ
ン
し
た

芸
術
複
合
施
設
。
今
の
時
代
を
担
う
必
見
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
を
紹
介
す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
、
新
旧
ア
ー

ト
ブ
ッ
ク
の
閲
覧
も
可
能
な
交
流
の
場
と
し
て
の
カ

フ
ェ
＆
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
、
そ
し
て
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
り
編
纂
し
た
広
範
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
情
報
を
提

供
す
る
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ブ
ー
ス
を
併
設
。
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
ラ
イ
ヴ
、
展
示
作
家
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
積
極
的
に
行
い
、
現
在
進
行
形
の

表
現
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
る
。

住
所
＝
東
京
都
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
東
町1-8-7 

U
RL

＝http://w
w

w
.ongoing.jp/

第
2
章
●「
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
な
場
×
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」　

Case
 I

Art Center O
ngoing

小
川 

希

C
ontents

■
展
覧
会「O

ngoing

」の
構
想 

―
同
世
代
で
つ
く
る
現
在
進
行
形
の
表
現
の
場
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
2

■
全
５
回
の
展
覧
会「O

ngoing

」 

―
毎
年
１
回
、
テ
ー
マ
も
ス
ペ
ー
ス
も
変
え
る
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
3

■Art C
enter O

ngoing

の
特
徴 

―
東
京
で
一
番
狂
っ
た
場
所
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
5

■TER
ATO

TER
A 

―
西
東
京
の
場
と
場
を
つ
な
ぐ
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
7

■
展
覧
会「O

ngoing

」の
構
想 

―
同
世
代
で
つ
く
る
現
在
進
行
形
の
表
現
の
場

　
僕
は
、
吉
祥
寺
で
「A
rt C

enter O
ngoing

（
ア
ー
ト
セ
ン
タ

ー
・
オ
ン
ゴ
ー
イ
ン
グ
）」（
＊
1
）
と
い
う
複
合
施
設
を
運
営
し
て
い
ま

す
。
オ
ー
プ
ン
し
て
ち
ょ
う
ど
２
年
半
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
。
ま
ず

は
、「A

rt C
enter O

ngoing

」
の
前
身
と
も
い
え
る
「O

ngoing

」

と
い
う
展
覧
会
か
ら
ご
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

　
僕
は
も
と
も
と
武
蔵
野
美
術
大
学
の
映
像
学
科
で
作
品
を
つ
く
っ

て
い
ま
し
た
。
も
う
10
年
以
上
前
に
な
り
ま
す
が
、
当
時
の
東
京
に

は
友
だ
ち
以
外
の
誰
か
と
ア
ー
ト
に
つ
い
て
話
し
た
り
、
学
校
以
外

で
ア
ー
ト
の
勉
強
を
し
た
り
す
る
場
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
ん
で
す
。

１
週
間
で
15
〜
20
万
円
か
か
る
よ
う
な
貸
し
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
借
り
て

展
示
を
し
て
も
、
見
に
来
る
の
は
友
だ
ち
と
親
し
か
い
な
い
。
こ
れ

で
は
自
分
の
表
現
欲
求
を
満
た
す
だ
け
で
外
へ
は
広
が
っ
て
い
か
な

い
じ
ゃ
な
い
か
。
何
と
か
表
現
を
通
じ
て
社
会
と
つ
な
が
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。
大
き
な
公
募
展
や
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
、

選
ば
れ
た
人
し
か
展
示
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
状
況
を
打
破
し
、
自

分
た
ち
で
場
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
。
そ
う
考
え
た
の
が
「O

ngoing

」

の
始
ま
り
で
す
。

　「O
ngoing

」
は
、
日
本
語
で
は
「
進
行
中
」。
つ
ま
り
、
現
在
進

行
形
の
表
現
を
発
信
す
る
意
味
を
込
め
ま
し
た
。
始
め
た
の
は
ち
ょ

う
ど
僕
が
大
学
院
へ
進
ん
だ
２
０
０
１
年
で
す
。
大
き
な
テ
ー
マ
は

「
表
現
と
い
う
も
の
が
特
別
で
高
尚
な
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
現
代

社
会
を
生
き
る
人
び
と
に
と
っ
て
よ
り
身
近
な
現
実
の
延
長
線
上
で

触
れ
ら
れ
る
も
の
と
し
て
機
能
す
る
場
の
提
供
」
と
「
若
い
表
現
者

自
身
が
自
ら
の
表
現
行
為
を
省
察
し
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
の
質
を
向

上
さ
せ
得
る
機
会
の
創
造
」。
基
本
的
に
自
分
と
同
世
代
の
70
年
代

生
ま
れ
の
作
家
を
集
め
ま
し
た
。
同
世
代
の
作
家
が
ど
う
い
う
こ
と

を
考
え
て
い
る
か
を
知
ら
な
い
限
り
、
も
っ
と
広
い
世
代
や
社
会
に

何
か
を
訴
え
か
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
た
た
め
で
す
。
友
だ

ち
同
士
の
グ
ル
ー
プ
展
に
は
な
ら
な
い
よ
う
一
般
に
向
け
て
広
く
作

家
を
公
募
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
僕
が
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
な
っ
て
選

出
し
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
応
募
し
た
作
家
は
お
互
い
に
自
分
の

作
品
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
面
白
い
と
思
っ
た

10
人
に
投
票
を
す
る
。
そ
し
て
投
票
数
の
高
か
っ
た
人
が
展
示
で
き

る
と
い
う
方
法
で
す
。
こ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
も
う
一
つ
の

目
的
は
、
同
世
代
の
作
家
が
お
互
い
何
を
考
え
て
い
る
か
を
知
る
こ

と
で
す
。
展
示
会
場
は
、
廃
校
に
な
っ
た
学
校
や
営
業
中
の
飲
食
店
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O
ngoing 

概
要

vol.1 

会
期
＝
２
０
０
２
年
４
月
13
日
〜
17
日
／
会
場
＝
東

京
都
港
区
六
本
木 

旧
三
河
台
中
学
校
／
来
場
者
数

＝
２
６
０
０
人

vol.2会
期
＝
２
０
０
３
年
４
月
１
日
〜
30
日
／
会
場
＝
東

京
都
武
蔵
野
市 

吉
祥
寺
周
辺
11
店
舗
／
来
場
者
数

＝
約
２
万
人

vol.3

「
壱
万
円
展
」

会
期
＝
２
０
０
４
年
10
月
23
日
〜
31
日
／
会
場
＝
旧

豊
島
区
立
朝
日
中
学
校
（
現
に
し
す
が
も
創
造
舎
）

／
来
場
者
数
＝
１
０
０
０
人

vol.4

「
よ
ん
で　

み
て　

み
て
」

会
期
＝
２
０
０
５
年
８
月
27
日
〜
９
月
４
日
／
開
催

場
所
＝BankART Studio N

YK

／
来
場
者
数
＝

１
２
５
０
人

vol.5

「
ヨ
コ
ハマ
エ
ク
ト
プ
ラ
ズ
ム
」

会
期
＝
２
０
０
６
年
７
月
22
日
〜
30
日
／
会
場
＝

BankART Studio N
YK

／
来
場
者
数
＝
１
２
０
０

人＊
3平

田
オ
リ
ザ
（
ひ
ら
た
・
お
り
ざ
）

１
９
６
２
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
劇
作
家
、
演
出
家
。

青
年
団
主
宰
、
こ
ま
ば
ア
ゴ
ラ
劇
場
支
配
人
。

＊
4村

上
タ
カ
シ
（
む
ら
か
み
・
た
か
し
）

熊
本
県
生
ま
れ
。
美
術
家
。
国
内
外
の
展
覧
会
や
ア

ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
。「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の

ア
ー
ト
ワ
ー
ク
」
を
含
め
芸
術
普
及
や
文
化
・
教
育

政
策
を
テ
ー
マ
に
文
化
施
設
な
ど
で
レ
ク
チ
ャ
ー
や

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、
ア
ク
シ
ョ
ン
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

ま
せ
ん
で
し
た
。
４
日
間
で
３
千
人
弱
の
動
員
数
が
あ
り
ま
し
た
。

廊
下
に
も
展
示
室
に
も
人
が
途
切
れ
な
い
そ
の
光
景
に
、
友
だ
ち
と

親
し
か
来
な
い
よ
う
な
貸
し
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
も
の
す

ご
く
感
じ
ま
し
た
。
大
き
な
支
援
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
自

分
た
ち
で
何
か
や
ろ
う
と
す
る
と
、
こ
れ
だ
け
人
の
心
を
動
か
せ
る

ん
だ
と
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
表
現
で
社
会
を
変
え
て
い
く
こ
と

は
可
能
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
み
ん
な
で
舞
い
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
２
回
目
（
２
０
０
３
年
）
は
翌
年
の
４
月
に
１
カ
月
間
開
催
し
ま

し
た
。
前
回
と
同
じ
こ
と
を
し
て
も
面
白
く
な
い
の
で
今
度
は
ま
ち

な
か
で
の
展
示
を
計
画
し
ま
し
た
。
会
場
に
し
た
の
は
一
般
営
業
を

し
て
い
る
カ
フ
ェ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
バ
ー
な
ど
。
一
軒
一
軒
の
お
店

に
頭
を
下
げ
て
交
渉
し
ま
し
た
。
50
店
舗
以
上
ま
わ
り
、
賛
同
を
得

た
と
こ
ろ
は
最
終
的
に
11
軒
。
作
家
は
こ
の
11
店
舗
の
店
長
さ
ん
と
、

参
加
作
家
全
員
の
前
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
、
店
長
さ
ん

が
自
分
の
お
店
に
合
い
そ
う
な
作
家
を
選
び
ま
し
た
。
こ
の
と
き
も

手
づ
く
り
で
カ
タ
ロ
グ
を
制
作
し
、「
基
地
カ
フ
ェ
」
と
称
し
て
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
も
の
を
置
き
ま
し
た
。
ま
ち

で
ア
ー
ト
を
展
開
し
た
こ
と
で
新
聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

な
ど
が
舞
台
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
さ
ま
ざ
ま
な
関
連
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
実
施
し
、
観
客
と
作
家
が
出
会
い
、
対
話
の
で
き
る
場
を
つ
く

り
ま
し
た
。

■
全
５
回
の
展
覧
会「O

ngoing

」 

―
毎
年
１
回
、テ
ー
マ
も
ス
ペ
ー
ス
も
変
え
る

　O
ngoing

は
５
年
間
に
渡
り
、vol.01

か
らvol.05

（
＊
2
）
ま
で
開

催
し
ま
し
た
。
１
回
目
（
２
０
０
２
年
）
は
、
場
所
も
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
も
な
い
中
、
小
さ
い
規
模
の
展
覧
会
で
は
や
る
意
味
が
な
い
と
思

っ
て
い
た
の
で
、
学
校
を
使
お
う
と
動
き
始
め
ま
し
た
。
で
す
が
廃

校
を
使
う
と
い
う
例
は
、
当
時
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
良
い
悪
い

の
基
準
が
な
い
の
で
、
役
所
に
企
画
書
を
持
っ
て
行
く
と
「
よ
く
分

か
ら
な
い
け
ど
い
い
よ
」
と
い
う
感
じ
で
使
用
許
可
が
お
り
ま
し
た
。

場
所
は
六
本
木
駅
か
ら
歩
い
て
１
分
ほ
ど
の
、
も
と
中
学
校
。
作
家

の
ジ
ャ
ン
ル
も
い
ろ
い
ろ
、
入
場
料
も
な
く
誰
が
来
て
も
楽
し
め
る

よ
う
な
展
覧
会
で
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
き
、
参
加
作
家
や
お

客
さ
ん
が
「
表
現
と
は
何
か
」
と
い
う
こ
と
を
自
由
に
議
論
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ゲ
ス
ト
に
平
田
オ
リ
ザ
（
＊
3
）
さ
ん
と
村
上
タ
カ
シ
（
＊
4
）

さ
ん
を
呼
び
、「
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
ア
ー
ト
シ
ー
ン
を
ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
い
い
の
か
」
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
当
時
は
廃
校
を
活
用
す

る
こ
と
が
珍
し
か
っ
た
の
で
、
朝
日
新
聞
の
全
国
版
に
も
取
り
上
げ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
来
場
者
の
大
半
は
、
美
術
展
に
来
る
と
い
う
よ

り
廃
校
を
見
に
来
て
い
た
よ
う
で
す
。
資
金
に
関
し
て
は
全
く
準
備

金
が
な
く
、
カ
タ
ロ
グ
を
自
分
た
ち
で
つ
く
り
、
こ
れ
を
売
る
こ
と

で
運
営
費
に
充
て
ま
し
た
。「
現
在
の
表
現
の
状
況
を
変
え
て
い
こ

う
」
と
話
す
と
賛
同
し
て
く
れ
る
作
家
が
多
く
、
カ
タ
ロ
グ
制
作
に

協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
カ
タ
ロ
グ
は
完
売
し
、
赤
字
に
は
な
り

Ongoing vol.1 展示風景　　　　　　　　　　　

Ongoing vol.2 カタログ制作やデザインの作業など
実行委員会を設立
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BankART1929

（
バン
カ
ー
ト
い
ち
き
ゅ
う
に
い
き

ゅ
う
）

横
浜
市
が
推
進
す
る
、
歴
史
的
建
造
物
を
活
用
し

た
文
化
芸
術
創
造
の
実
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
よ
り
）。「BankART1929

」
と
は
、
１
９

２
９
年
に
建
て
ら
れ
た
二
つ
の
も
と
銀
行
で
あ
っ
た

歴
史
的
建
造
物
を
芸
術
文
化
に
利
用
す
る
と
い
う

意
味
を
込
め
る
。
２
０
０
４
年
３
月
よ
り
２
年
間
の

実
験
事
業
を
終
え
、
現
在
は
日
本
郵
船
の
湾
岸
倉

庫
を
利
用
し
た
「BankART Studio N

YK

」
を

活
動
拠
点
と
し
、
展
示
、
カ
フ
ェ
パ
ブ
、
シ
ョ
ッ
プ
、

ス
ク
ー
ル
、
レ
ジ
デ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
ほ
か
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベン
ト
な
ど
、
年
間
数
百
件
の
事
業
を
行
う
。

全
く
売
れ
な
い
作
家
も
い
て
、
同
じ
１
万
円
で
も
見
る
人
に
は
受
け

取
り
方
が
全
く
違
う
。
お
金
を
通
じ
て
、
自
分
た
ち
が
社
会
で
表
現

す
る
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
を
考
え
る
展
覧
会
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
に
、
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
や
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
作
成
、
ツ
ア
ー

や
カ
フ
ェ
を
行
い
ま
し
た
。

　
４
回
目
（
２
０
０
５
年
）
は
、
横
浜
のBankA

R
T

（
＊
5
）
に
舞
台

を
移
し
ま
し
た
。
横
浜
に
し
た
理
由
は
、
東
京
で
廃
校
や
空
間
を
探

す
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
で
す
。
こ
の
３
年
の
間
に

行
政
も
さ
ま
ざ
ま
な
基
準
を
つ
く
り
、
簡
単
に
場
所
を
借
り
ら
れ
な

く
な
り
ま
し
た
。
大
き
な
大
学
や
企
業
の
後
ろ
盾
が
な
い
主
催
者
に

対
し
、
場
所
を
貸
す
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
の
で
す
。
い
ろ
い
ろ
と

探
し
た
あ
げ
く
、BankA

R
T

が
借
り
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
と
き
の
テ
ー
マ
は
「
よ
ん
で
み
て
み
て
」。
一
つ
の
作
品
に
つ
き

３
つ
の
文
章
を
載
せ
た
冊
子
を
来
場
者
に
配
布
し
ま
し
た
。
一
つ
の

作
品
に
対
し
、
作
家
本
人
の
言
葉
に
加
え
、
参
加
作
家
の
中
の
二
人

が
評
論
を
書
く
と
い
う
も
の
で
す
。
作
品
を
見
て
か
ら
「
読
ん
で
み

て
」、
も
し
く
は
読
ん
だ
あ
と
で
作
品
を
見
る
「
読
ん
で
見
て
」
と
い

う
わ
け
で
す
。
作
品
が
分
か
る
分
か
ら
な
い
と
か
、
良
い
悪
い
は
、

し
か
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
の
は
概
し
て
始
め
は
い
い
が
、
半

年
か
ら
１
年
で
分
裂
が
起
き
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の
回
も
さ
ま
ざ

ま
な
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
ま
し
た
。
会
場
が
飲
食
店
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
展
示
が
１
カ
月
間
と
い
う
長
期
間
と
い
う
こ
と
で
、
現
場
に
行
っ

て
謝
っ
た
り
作
品
の
設
置
を
変
え
た
り
と
本
当
に
大
変
で
し
た
。
１

回
目
に
自
分
た
ち
で
も
で
き
る
じ
ゃ
な
い
か
と
盛
り
上
が
っ
て
い
た

雰
囲
気
も
、
２
回
目
で
社
会
と
い
う
現
実
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ

と
で
、
事
務
局
の
メ
ン
バ
ー
は
ほ
ぼ
全
員
や
め
ま
し
た
。
で
も
僕
自

身
は
「O

ngoing

」
は
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
で
終
わ
ら
せ
る
つ
も
り

は
な
く
、
そ
の
後
に
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
る
と
い
う
目
標
が
あ

り
ま
し
た
。
展
覧
会
は
そ
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
と
も
考

え
て
い
た
の
で
、
ど
ん
な
に
大
変
で
も
や
め
ず
、
１
年
に
１
回
は
必

ず
展
覧
会
を
開
く
と
い
う
意
地
が
あ
り
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
中
、
３
回
目
（
２
０
０
４
年
）
は

廃
校
で
開
催
し
ま
し
た
。
表
現
と
お
金
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
い
う

テ
ー
マ
を
設
け
、「
壱
万
円
展
」
と
い
う
副
題
を
つ
け
ま
し
た
。
展
示

す
る
作
品
に
加
え
て
１
万
円
で
買
え
る
作
品
を
出
品
す
る
こ
と
を
条

件
に
し
ま
し
た
。
一
瞬
で
作
品
が
売
れ
て
し
ま
う
作
家
も
い
れ
ば
、

Ongoing vol.2 展示風景

Ongoing vol.2 インフォメーションセンター「基地カ
フェ」

Ongoing vol.3 会場

Ongoing vol.3 １万円で購入できる作品、総売上数
28作品
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で
き
上
が
っ
て
し
ま
う
。
お
そ
ら
く
こ
れ
以
上
同
じ
こ
と
を
繰
り
返

し
て
も
、
広
が
り
は
生
ま
れ
な
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
み
な
さ
ん
も
、
今
後
自
分
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
運
営
す
る
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
も
そ
も
場
所
を
探
す
こ
と
は
と
て
も

大
変
な
こ
と
で
す
。
僕
の
場
合
は
「
絶
対
毎
年
や
る
」
と
決
め
て
い

た
の
で
、
場
所
を
見
つ
け
る
こ
と
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
し
た
。
い
ろ

い
ろ
な
物
件
を
見
て
回
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
相
談
し
た
り
し

て
場
所
を
探
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
設
計
図
が
あ
っ
て
設
計
図
通
り
に

や
る
と
い
う
よ
り
は
、
出
会
っ
た
人
に
自
分
が
ど
う
い
う
こ
と
を
や

り
た
い
か
を
話
し
、
そ
れ
で
少
し
で
も
つ
な
が
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

れ
ば
そ
こ
を
広
げ
て
い
く
。
そ
の
繰
り
返
し
で
し
た
。

■Art C
enter O

ngoing

の
特
徴 

―
東
京
で
一
番
狂
っ
た
場
所

　
５
回
の
展
覧
会O

ngoing

を
終
え
、
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
始
め
た

の
は
２
０
０
８
年
で
す
。
国
内
で
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
個
人
で
運
営

し
て
い
る
例
は
な
く
、
都
会
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
・
ス
ペ
ー
ス
（
＊
6
）

見
る
だ
け
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
も
う
少
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
っ
て
い
い
と
い
う
考
え
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
５
回
目
（
２
０
０
６
年
）
も
同
じ
くBankA

R
T

で
し
た
。
４
回

目
が
好
評
だ
っ
た
の
で
全
館
を
使
っ
て
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
け
ま
し

た
。
こ
の
時
期
に
は
こ
の
よ
う
な
形
式
の
展
覧
会
は
５
回
で
終
わ
り

に
し
、
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
る
と
決
め
て
い
た
の
で
、
最
後
は

５
年
間
の
「O

ngoing
」
を
総
括
す
る
よ
う
な
展
覧
会
を
考
え
ま
し

た
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
２
回
目
は
日
常
の
延
長
で
作
品
と
出
会
う

こ
と
、
３
回
目
は
お
金
を
基
準
に
表
現
に
つ
い
て
考
え
、
４
回
目
は

言
葉
を
ツ
ー
ル
に
表
現
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
作
品
を

出
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
他
者
に
対
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
こ
と
を
意
図
し
た
展
覧
会
で
し
た
。
他
者
と
の
対
話
の
実
現
、

こ
れ
が
「O

ngoing

」
を
始
め
た
当
初
か
ら
の
思
い
で
す
。
こ
う
し

て
５
回
目
は
作
家
同
士
の
対
談
集
を
つ
く
り
、
来
場
者
に
配
り
ま
し

た
。

　
な
ぜ
５
回
で
区
切
り
を
つ
け
た
か
と
い
う
と
、
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
つ
く
る
思
い
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
ま
た
５
回
も
継
続
し
て
い

る
と
、
場
所
の
探
し
方
や
展
覧
会
の
運
営
方
法
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
がOngoing vol.4 展示風景

Ongoing vol.5 アーティストトーク「Ongoing の5
年を振り返る」（2006年７月29日）

Ongoing vol.4〜5 会場

Ongoing vol.3 参加作家は、ほかの参加作家に向
け自身の作品プランのプレゼンテーションを行った
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＊
6オ

ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
・
ス
ペ
ー
ス

公
的
な
機
関
で
あ
る
美
術
館
や
商
業
的
な
ギ
ャ
ラ
リ

ー
と
異
な
り
、
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
活
動
や
実
験
的

な
作
品
発
表
が
可
能
な
多
目
的
空
間
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
Ｄ
Ｉ
Ａ
な
ど
が
有
名
。
日
本
で
は
佐
賀
町
エ
キ

ジ
ビ
ッ
ト
・
ス
ペ
ー
ス
と
Ｐ
３
が
先
駆
的
な
例
で
、
制

度
か
ら
距
離
を
置
き
自
由
度
を
保
ち
な
が
ら
独
自

の
活
動
を
行
う
ス
ペ
ー
ス
が
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い

る
。
基
本
的
に
は
非
営
利
で
活
動
し
て
い
る
。

も
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
展
示
す
る
作
家
か
ら
一
切
お
金
を
と
っ
て
い
ま

せ
ん
。
カ
フ
ェ
の
収
入
だ
け
で
こ
の
場
所
は
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
食

事
が
ま
ず
く
て
ダ
サ
い
カ
フ
ェ
だ
っ
た
ら
一
瞬
で
こ
こ
は
潰
れ
て
し

ま
う
の
で
、
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
料
理
研
究

家
や
メ
ニ
ュ
ー
開
発
の
会
社
で
働
い
て
い
る
友
人
に
、「
人
件
費
を
削

る
た
め
に
俺
で
も
で
き
る
も
の
を
考
え
て
」
と
メ
ニ
ュ
ー
の
考
案
に

協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
お
店
に
出
て
い
る
パ
ン
は
い
ま
だ
に
僕

が
毎
朝
起
き
て
焼
い
て
い
ま
す
。

２
階
の
展
示
に
は
、
き
れ
い
で
売
れ
そ
う
な
作
品
は
ほ
と
ん
ど
展

示
さ
れ
ま
せ
ん
。
制
約
の
な
い
こ
の
場
所
で
し
か
で
き
な
い
表
現
を

作
家
は
考
え
、
む
し
ろ
混
沌
と
し
た
作
品
が
多
い
で
す
。
よ
く
作
家

選
び
に
つ
い
て
聞
か
れ
ま
す
が
、
僕
が
選
ぶ
と
い
う
よ
り
は
、
5
年

間
続
け
た
展
覧
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
人
脈
の
蓄
積
が
場
を
つ
く
っ

て
い
ま
す
。
作
家
の
口
コ
ミ
が
広
が
っ
て
「
こ
い
つ
面
白
い
で
す
よ
」

と
知
り
合
い
が
作
家
を
次
か
ら
次
へ
と
呼
ん
で
き
て
、
つ
な
が
っ
て

い
く
と
い
う
感
じ
。
い
ろ
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
家
が
集
ま
っ
て
き
て

は
、
誰
が
一
番
ひ
ど
い
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
競
い
合
い
が
起
こ

る
（
笑
）。「
東
京
で
一
番
狂
っ
た
こ
と
を
し
て
い
る
場
所
」
と
自
負

は
、
だ
い
た
い
１
〜
２
年
で
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
地
方
だ
と
10
年
、

20
年
続
い
て
い
る
場
所
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
東
京
は

家
賃
が
高
す
ぎ
る
の
で
な
か
な
か
続
き
ま
せ
ん
。
経
済
的
に
成
り
立

た
せ
る
こ
と
が
一
番
難
し
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
東
京
で
ア
ー
ト
セ

ン
タ
ー
を
運
営
す
る
こ
と
は
、
半
ば
絶
望
的
で
し
た
。
し
か
し
、
１

回
目
のO

ngoing
か
ら
「
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
る
」
と
参
加
作

家
や
周
囲
に
公
言
し
て
い
た
の
で
逃
げ
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た

ん
で
す
。

　A
rt Center O

ngoing

は
、
３
つ
の
要
素
を
組
み
込
ん
で
い
ま
す
。

今
の
時
代
を
担
う
必
見
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
紹
介
す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
。
新
旧
の
ア
ー
ト
ブ
ッ
ク
が
閲
覧
可
能
な
交
流
の
場
と
し
て

の
カ
フ
ェ
＆
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
。
そ
し
て
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ

り
編
纂
し
た
広
範
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
情
報
を
提
供
す
る
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
ブ
ー
ス
。
こ
の
ほ
か
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ラ
イ
ヴ
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
も
積
極
的
に
行
い
、
現
在
進
行
形
の
表
現
の
可
能
性
を
探
る
芸
術

複
合
施
設
で
す
。

　
建
物
は
古
い
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。
お
金
が
全
く

な
か
っ
た
の
で
業
者
は
一
切
入
れ
ず
、
一
級
建
築
士
の
友
人
に
図
面

を
引
い
て
も
ら
い
、
延
べ
１
０
０
人
以
上
の
作
家
の
力
を
借
り
ま
し

た
。
２
階
は
６
畳
と
４
畳
半
和
室
の
壁
と
天
井
を
取
っ
払
い
、
新
し

い
壁
を
つ
く
り
、
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

に
、
１
階
は
カ
フ
ェ

に
し
ま
し
た
。「
お

し
ゃ
れ
な
」
カ
フ
ェ

は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
お

ま
け
で
は
な
く
、
運

営
の
要
。
と
い
う
の

Art Center Ongoing 外観

Art Center Ongoing １階カフェ

和田昌宏「L.D.K.」（2008年１月26日〜２月17日）
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＊
7柴

田
祐
輔
（
し
ば
た
・
ゆ
う
す
け
）

現
代
社
会
に
溢
れ
る
人
工
的
か
つ
表
面
的
な
イ
メ
ー

ジ
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
を
発
表
す
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
。Art Center O

ngoing

で
開
催
さ
れ
た
個
展

「
仮
定
ビ
ー
ト
」
で
は
会
場
の
道
路
に
面
し
た
ガ
ラ

ス
面
に
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
の
ポ
ッ
プ
広
告
と
風
俗
店

を
思
わ
せ
る
サ
イ
ン
を
貼
り
付
け
た
。

「
仮
定
ビ
ー
ト
」
会
期
＝
２
０
１
０
年
２
月
３
日
〜
14

日＊
8宮

台
真
司
（
み
や
だ
い
・
し
ん
じ
）

１
９
５
９
年
、
宮
城
県
生
ま
れ
。
社
会
学
者
。
首
都

大
学
東
京
教
授
。

＊
9西

加
奈
子
（
に
し
・
か
な
こ
）

１
９
７
７
年
、
イ
ラ
ン
、
テ
ヘ
ラ
ン
生
ま
れ
。
小
説
家
。

＊
10吉

増
剛
造
（
よ
し
ま
す
・
ご
う
ぞ
う
）

１
９
３
９
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
詩
人
。

＊
11茂

木
健
一
郎
（
も
ぎ
・
け
ん
い
ち
ろ
う
）

１
９
６
２
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
脳
科
学
者
。

＊
12川

上
未
映
子
（
か
わ
か
み
・
み
え
こ
）

１
９
７
６
年
、
大
阪
府
生
ま
れ
。
小
説
家
、
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
。
２
０
０
８
年
「
乳
と
卵
」
で
芥
川
賞
を
受

賞
。

＊
13針

生
一
郎
（
は
り
う
・
い
ち
ろ
う
）

１
９
２
５
年
、
宮
城
県
生
ま
れ
。
２
０
１
０
年
死
去
。

美
術
評
論
家
。

＊
14

TERATO
TERA

（
テ
ラ
ト
テ
ラ
）

小
川
希
が
チ
ー
フ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
る
東

京
・
杉
並
お
よ
び
武
蔵
野
地
域
を
舞
台
に
展
開
す

る
地
域
密
着
型
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
Ｊ
Ｒ
中
央

名
人
が
、
ほ
ぼ
交
通
費
く
ら
い
の
お
金
で
引
き
受
け
て
く
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
と
き
は
お
店
か
ら
溢
れ
る
く
ら
い
の
お
客
さ
ん
が
来
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
展
覧
会
と
は
別
に
、
頻
繁
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
吉
祥
寺
は
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
駅

か
ら
10
分
の
立
地
は
不
利
で
す
。
週
末
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
お
客
さ

ん
が
増
え
、
ビ
ー
ル
や
食
事
を
頼
ん
で
く
れ
る
こ
と
で
、
な
ん
と
か

運
営
で
き
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
近
所
の
人
た
ち
は
、
い
ま
だ
に
「
よ

く
わ
か
ら
な
い
場
所
」
と
い
う
認
識
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
３
年
目

に
な
る
の
で
、
徐
々
に
周
り
に
も
浸
透
し
て
い
け
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

■TERATO
TERA

―
西
東
京
の
場
と
場
を
つ
な
ぐ

　
最
近
、O

ngoing

以
外
に
も
「T

ER
A

T
O

T
ER

A

（
テ
ラ
ト
テ

ラ
）」（
＊
14
）
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
並
行
し
て
活
動
し
て
い
る
の
で
、

そ
ち
ら
も
少
し
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
は
杉
並
、
武
蔵
野
地
域
を
舞
台

に
展
開
す
る
地
域
密
着
型
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
も
と
か
ら

ま
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
ろ
う
と
は
全
然
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
東
京
ア
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
計
画
の
活
動
で
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
森

司
さ
ん
がO

ngoing

へ
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
来
ら
れ
た
際
、「
東
京
は
フ

ラ
ッ
ト
な
都
市
だ
と
思
っ
て
い
て
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
あ
る
程
度
楽

し
い
し
、
時
間

も
潰
せ
る
し
、

ア
ー
ト
も
平
均

的
に
あ
る
。
そ

う
で
は
な
く

『
今
の
時
代
、

こ
の
地
域
が
一

し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
１
階
の
カ
フ
ェ
が
生
命
線
だ
と
い
っ
て
い
る
の
に
、
カ
フ

ェ
の
ガ
ラ
ス
に
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
屋
の
広
告
を
、
２
階
の
窓
ガ
ラ
ス

に
は
い
か
が
わ
し
い
風
俗
の
お
店
の
看
板
を
制
作
し
た
作
家
が
い
ま

し
た
（
＊
7
）。
彼
は
、
表
面
が
内
側
の
意
味
や
歴
史
を
奪
い
去
る
状
況

を
表
し
て
い
る
作
品
と
自
説
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
展
示
の
と
き

は
カ
フ
ェ
に
全
く
人
が
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
代
わ
り
に
、
１
階
に

「
Ｙ
シ
ャ
ツ
95
円
」
と
貼
り
出
し
た
た
め
に
、
ワ
イ
シ
ャ
ツ
を
持
っ
た

人
た
ち
が
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
が
来
て
は
、「
紛
ら

わ
し
い
こ
と
を
す
る
な
」
と
激
怒
し
て
帰
る
。
作
家
に
し
て
み
て
は

思
惑
通
り
な
の
で
す
が
、
周
囲
か
ら
は
非
常
に
ひ
ん
し
ゅ
く
を
か
っ

た
展
示
で
し
た
。

　
展
示
以
外
に
も
毎
年
9
月
は
通
常
の
美
術
の
展
覧
会
で
は
な
い
も

の
を
紹
介
す
る
１
カ
月
に
し
て
い
ま
す
。
演
劇
、
演
奏
会
、
音
楽
の

ラ
イ
ヴ
、
映
像
の
上
映
会
や
ダ
ン
ス
な
ど
、
美
術
の
枠
に
狭
め
な
い

イ
ベ
ン
ト
を
あ
え
て
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
ゲ
ス
ト
ト

ー
ク
は
頻
繁
に
開
い
て
い
ま
す
。
展
示
作
家
に
対
談
し
た
い
人
の
希

望
を
聞
い
て
、
依
頼
を
し
ま
す
。
な
ぜ
あ
な
た
を
呼
び
た
い
か
、
ま

た
ス
ペ
ー
ス
の
成
り
立
ち
や
特
徴
を
手
紙
に
書
く
と
、
そ
う
い
う
場

所
は
あ
ま
り
な
い
の
で
面
白
が
っ
て
来
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

社
会
学
者
の
宮
台
真
司
（
＊
8
）
さ
ん
、
小
説
家
の
西
加
奈
子
（
＊
9
）
さ
ん
、

吉
増
剛
造
（
＊
10
）
さ

ん
、
茂
木
健
一
郎

（
＊
11
）
さ
ん
、
芥
川

賞
を
受
賞
し
た
川

上
未
映
子
（
＊
12
）
さ

ん
、
針
生
一
郎

（
＊
13
）
さ
ん
な
ど
著

柴田祐輔「仮定ビート」
（2010年２月３日〜 14日）

「仮定ビート」でのパフォーマンス、
柴田祐輔、山本篤（2010年２月
14日）
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線
高
円
寺
駅
〜
吉
祥
寺
駅
区
間
を
メ
イ
ン
と
し
た

沿
線
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
や
ア
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
つ

な
ぎ
、
新
た
な
形
で
地
域
の
文
化
的
な
魅
力
の
発

信
を
試
み
て
い
る
。
２
０
１
０
年
2
月
に
行
わ
れ
た

「TERATO
TERA

は
じ
ま
り
の
日
」
を
皮
切
り
に
、

「TERATO
TERA 

途
中
下
車
の
旅
」
と
題
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
沿
線
の
ア
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
ラ
イ
ヴ
な

ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
を
リ
レ
ー
形
式

で
展
開
。

番
面
白
い
よ
ね
』
と
言
わ
れ
る
ホ
ッ
ト
な
場
所
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

ソ
ー
ホ
ー
か
ら
チ
ェ
ル
シ
ー
に
移
り
、
チ
ェ
ル
シ
ー
か
ら
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
に
移
る
と
い
う
よ
う
に
、
文
化
的
な
ま
ち
の
中
に
、
さ
ら
に
心

臓
に
な
る
よ
う
な
地
域
が
東
京
で
現
れ
た
ら
面
白
い
で
す
ね
」
と
い

う
話
を
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
始
め
ま
し
た
。
中
央
線
の
高
円
寺

駅
か
ら
吉
祥
寺
駅
辺
り
が
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
す
。
両
方
と
も
た
ま

た
ま
「
寺
」
と
い
う
字
が
入
っ
て
い
た
た
め
、「
寺
と
寺
」
を
結
ぶ
と

い
う
意
味
で
「
テ
ラ
ト
テ
ラ
」。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
こ
の
地
域
は
音
楽
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
映
画
、
演
劇
の

小
さ
い
ス
ペ
ー
ス
が
結
構
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
場
所
と
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
、
今
こ
こ
が
面
白
い
と
い
う
元
気
な
地
域
に
な

っ
た
ら
い
い
な
と
、
活
動
の
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
こ
と
も
し

て
い
ま
す
。

Ongoingゲストトーク、針生一郎（2009年６月13日）
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＊
1

TRAVELERS PRO
JECT

（
ト
ラ
ベ
ラ
ー
ズ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）

日
々
の
挑
戦
を
旅
の
よ
う
に
楽
し
む
人
を
「
ト
ラ
ベ

ラ
ー
」
と
位
置
づ
け
、
ト
ラ
ベ
ラ
ー
の
た
め
の
「
場
づ

く
り
」
を
目
的
と
し
て
２
０
０
５
年
５
月
に
福
岡
で

ス
タ
ー
ト
し
た
建
物
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
こ
れ
ま

で
に
「
冷
泉
荘
」（
２
０
０
６
年
〜
２
０
０
９
年
）、「
３

４
５
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
２
０
０
７
年
〜
２
０
０
９
年
）、

「
紺
屋
２
０
２
３
」（
２
０
０
８
〜
）
を
企
画
運
営
。

＊
2

TRAVEL FRO
N

T

（
ト
ラ
ベル
フ
ロ
ン
ト
）

野
田
恒
雄
が
主
宰
す
るTRAVELERS PRO

JECT

の
運
営
事
務
局
。

U
RL

＝http://tfreisenso.exblog.jp/

＊
3

3331 Arts Chiyoda

（
さ
ん
さ
ん
さ
ん
い
ち
ア
ー

ツ
チ
ヨ
ダ
）

２
０
０
５
年
に
閉
校
し
た
東
京
外
神
田
の
旧
練
成
中

学
校
を
改
修
し
２
０
１
０
年
6
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
。
地
上
3
階
、
地
下
1
階
の
ス
ペ
ー

ス
に
は
、
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
大
学

な
ど
多
様
な
団
体
が
入
居
し
、
展
覧
会
や
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
ほ
か
、
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
も
稼
働
。

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
文
化
芸
術
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
人
び
と
が
広
く
交
流
で
き
る
オ
ー
プ
ン
な
場

を
提
供
し
て
い
る
。

り
好
き
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
代
わ
り
に
な
る
ユ
ニ
ッ
ト
名
と
し
て

付
け
ま
し
た
。
私
は
も
ち
ろ
ん
初
期
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
で
す
が
、
ほ

か
の
メ
ン
バ
ー
は
何
度
か
入
れ
替
わ
り
、
現
在
は
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ

ザ
イ
ナ
ー
と
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
３
人
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　T
R

A
V

ELER
S PR

O
JEC

T

で
は
、「
場
を
つ
く
る
」
と
い
う
こ

と
を
建
築
デ
ザ
イ
ン
か
ら
の
観
点
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
20
世

紀
は
、
ハ
コ
＝
公
共
建
築
を
ど
ん
ど
ん
つ
く
ろ
う
と
い
う
意
識
が
強

く
あ
り
ま
し
た
が
、
近
年
そ
う
し
た
状
況
は
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
学
校
が
廃
校
に
な
る
と
、
建
物
は
壊
し
て
し
ま
お
う
か
、

そ
れ
と
も
ど
う
活
用
し
よ
う
か
と
さ
ま
ざ
ま
な
自
治
体
が
悩
み
ま
す
。

そ
し
て
、3331 A

rts C
hiyoda

（
＊
3
）
の
よ
う
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
し
て
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
す
る
よ
う
な
使
い
方
を
す
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、
私
た
ち
は
そ
こ
で
ハ
コ
に
意
識
を
置
く

の
で
は
な
く
、
建
物
の
再
生
と
そ
の
後
の
新
た
な
使
い
方
を
含
め
た

デ
ザ
イ
ン
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
ハ
ー
ド
の
建
築
デ
ザ
イ
ン
を
ソ
フ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
に
軸
足

を
置
き
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。「
場
を
つ
く
る
」
と
は
、
空
間
が
つ

く
ら
れ
た
あ
と
に
人
や
時
間
が
そ
の
空
間
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
築

い
て
い
く
か
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
意
識
し
て
、
そ
の
建
物
に
携

わ
る
人
び
と
の
関
係
性
な
ど
、
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
と
き
の
前
提
条
件

を
大
き
な
視
野
で
考
え
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
よ
く
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
組
織
図
で
は
、
三
角
形
が

あ
っ
て
、
そ
の
頂
点
に
事
務
局
も
し
く
は
資
金
を
提
供
し
て
く
れ
る

人
が
い
る
。
参
加
者
や
関
係
者
は
そ
の
頂
点
か
ら
ぶ
ら
下
が
る
構
造

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
形
は
、
指
示
の
伝
達
が

ス
ム
ー
ズ
に
進
み
効
率
が
い
い
の
で
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
上
下
方
向
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
対
し
て
ト
ラ
ベ
ル
フ
ロ
ン

ト
と
い
う
事
務
局
は
、
平
面
的
な
関
係
性
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
つ

第
2
章
●「
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
な
場
×
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」　

Case II 
TRAVELERS PRO

JECT

野
田 

恒
雄

C
ontents

■TR
AVELER

S PR
O

JEC
T

の
コ
ン
セ
プ
ト 

―
ソ
フ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
が「
場
を
つ
く
る
」‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
9

■
紺
屋
２
０
２
３

―
雑
居
空
間
の
可
能
性
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
10

■
紺
屋
の
自
主
企
画
プ
ロ
グ
ラ
ム

―
紺
屋
夜
会
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
‥
‥
12

■
ま
ち
づ
く
り
で
は
な
く
、
地
名
に
こ
だ
わ
る
理
由
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
13

■
紺
屋
の
自
主
企
画
プ
ロ
グ
ラ
ム

―
紺
屋
×
屋
台
×
亜
細
亜
‥
‥
‥
‥
14

■
他
の
ス
ペ
ー
ス
と
の
連
携

―
地
元
か
ら
全
国
へ
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
14

■TRAVELERS PRO
JEC

T

の
コ
ン
セ
プ
ト 

―
ソ
フ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
が「
場
を
つ
く
る
」

　
私
は
京
都
生
ま
れ
の
滋
賀
で
育
ち
、
京
都
の
高
校
、
東
京
の
都
立

大
学
を
出
た
あ
と
福
岡
の
設
計
事
務
所
に
就
職
し
ま
し
た
。
現
在
は

そ
の
ま
ま
福
岡
で
独
立
し
て
、
建
築
デ
ザ
イ
ン
の
事
務
所
と

「T
R

A
V

ELER
S PR

O
JEC

T

（
ト
ラ
ベ
ラ
ー
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」

（
＊
1
）
と
い
う
名
前
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
二
つ
を
並
行
さ
せ
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

　T
R

A
V

ELER
S PR

O
JEC

T

と
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
の
名
称

で
す
。
そ
の
運
営
を
担
う
事
務
局
は
「T

R
A

V
EL FR

O
N

T

（
ト
ラ

ベ
ル
フ
ロ
ン
ト
）」（
＊
2
）。「
事
務
局
」
と
い
う
言
葉
が
堅
苦
し
く
あ
ま
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＊
4冷

泉
荘
（
れ
い
せ
ん
そ
う
）

「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
デ
パ
ー
ト
」
を
テ
ー
マ
に
２

０
０
６
年
４
月
に
３
年
限
定
で
ス
タ
ー
ト
し
た

TRAVELERS PRO
JECT

企
画
運
営
に
よ
る
建
物

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
１
弾
。
福
岡
市
博
多
区
に
あ

る
築
50
年
の
ア
パ
ー
ト
冷
泉
荘
に
カ
フ
ェ
、
バ
ー
、
シ

ョ
ッ
プ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
と
い
っ
た
約
20

組
の
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
が
入
居
し
た
。
入
居
者
間

の
交
流
以
外
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、
ラ
イ
ヴ
、
演
劇
、

七
夕
祭
り
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
展
開
。
２
０
０
９
年
３
月
終
了
。

＊
5３

４
５
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
さ
ん
し
い
ご
ぷ
ろ
じ
ぇ
く
と
）

２
０
０
７
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
たTRAVELERS 

PRO
JEC

T

企
画
に
よ
る
建
物
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
２
弾
。
福
岡
市
中
央
区
大
名
に
あ
る
古
ア
パ
ー
ト

の
３
階
〜
５
階
部
分
の
空
き
室
に
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

ア
ト
リ
エ
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
雑
貨
デ
ザ

イ
ナ
ー
と
い
っ
た
６
組
が
入
居
。
２
０
０
９
年
３
月
終

了
。

＊
6紺

屋
２
０
２
３
（
こ
ん
や
に
い
ま
る
に
い
さ
ん
）

「
未
来
の
雑
居
ビ
ル
」
を
テ
ー
マ
に
２
０
０
８
年
４
月

に
ス
タ
ー
ト
し
たTRAVELERS PRO

JECT

企
画

運
営
に
よ
る
建
物
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
３
弾
。
２

０
２
３
年
ま
で
の
15
年
間
を
期
間
と
し
、
福
岡
市
中

央
区
大
名
の
紺
屋
町
に
あ
る
築
約
45
年
の
ビ
ル
17

部
屋
に
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
入
居
。

業
種
、
年
齢
、
国
籍
、
民
族
、
時
間
、
用
途
、
目
的

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
雑
居
し
て
お
り
、
新
た

な
価
値
と
文
化
の
醸
成
を
目
指
し
て
い
る
。

住
所
＝
福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
大
名1-14-28

U
R
L=

http://konya2023.travelers-project.
info/

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
一
方
で
、
ル
ー
ル
な
ど
の
事
前
の
決
め
ご
と
が

限
り
な
く
何
も
な
い
（
０
パ
ー
セ
ン
ト
）
状
態
で
の
ス
タ
ー
ト
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
を
抱
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
て
運
営
が
大
変
で

す
。
つ
ま
り
、
そ
の
場
に
い
か
に
自
由
度
が
残
さ
れ
て
い
て
面
白
く

刺
激
的
で
あ
り
続
け
る
か
、
か
つ
運
営
に
お
け
る
リ
ス
ク
が
ヘ
ッ
ジ

さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
さ
じ
加
減
が
大
変
重
要
な
わ
け
で

す
。
そ
れ
が
私
た
ち
の
考
え
る
「
初
期
設
定
の
デ
ザ
イ
ン
」
で
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
「
冷れ

い

泉せ
ん

荘そ
う

」

（
＊
4
）
と
「
３さ

ん

４し
い

５ご

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
＊
5
）
の
建
物
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
２
０
０
９
年
３

月
に
終
了
し
て
お
り
、
今
は
「
紺こ
ん

屋や

２に
い

０ま
る

２に
い

３さ
ん

（
以
下
、「
紺
屋
」）」

（
＊
6
）
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

■
紺
屋
２
０
２
３

―

　

雑
居
空
間
の
可
能
性

　「
紺
屋
２
０
２
３
」
は
、

２
０
０
８
年
か
ら
２
０
２

３
年
ま
で
と
い
う
期
間
を

決
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
未

来
の
雑
居
ビ
ル
」。
一
般

的
に
は
あ
ま
り
い
い
意
味

で
は
使
わ
れ
な
い
「
雑

居
」
と
い
う
言
葉
や
「
雑

居
ビ
ル
」
と
い
う
こ
と
を

私
た
ち
は
む
し
ろ
新
た
な

ま
り
、
入
居
メ
ン
バ
ー
や
関
係
者
、
事
務
局
、
オ
ー
ナ
ー
、
の
関
係

が
フ
ラ
ッ
ト
に
な
る
よ
う
に
意
識
し
て
関
係
性
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

こ
う
す
る
こ
と
で
、
誰
か
が
誰
か
の
上
に
立
つ
と
い
う
こ
と
が
な
く

な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
主
体
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
立
ち
場
か
ら
関
わ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
事
務
局
の
知
ら
な
い
と
こ

ろ
で
新
た
な
関
係
性
が
生
ま
れ
、
新
た
な
動
き
が
生
ま
れ
た
り
し
ま

す
。

　
次
に
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
、「
ヒ
ト
・
コ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
」
と

い
う
社
会
を
構
成
し
て
い
る
４
つ
の
要
素
の
組
み
合
わ
せ
方
で
す
。

何
を
優
先
的
に
考
え
る
か
は
そ
の
場
に
合
わ
せ
て
判
断
し
て
い
ま
す
。

こ
の
４
つ
の
要
素
を
意
識
し
な
が
ら
「
創
造
性
・
持
続
性
・
多
様

性
」
と
い
っ
た
価
値
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
「
場
」
が
持
続
的
に
活
性
化
さ
れ
る
よ
う
デ
ザ
イ
ン

す
る
際
に
、「
初
期
設
定

の
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
こ

と
を
重
要
視
し
て
い
ま
す
。

通
常
、
何
ら
か
の
仕
組
み

を
考
え
る
と
き
、
何
か
問

題
が
起
き
な
い
よ
う
に
ル

ー
ル
な
ど
の
決
め
ご
と
を

つ
く
る
わ
け
で
す
が
、
そ

の
ル
ー
ル
を
徹
底
し
て
完

璧
（
１
０
０
パ
ー
セ
ン

ト
）
に
つ
く
り
過
ぎ
る
と

そ
の
「
場
」
か
ら
生
ま
れ

る
結
果
が
あ
る
程
度
予
想

さ
れ
て
し
ま
い
、
偶
発
性

が
な
く
な
り
、
面
白
く
あ

 「場の要素と再構成」のダイアグラム

「初期設定のデザイン」のダイアグラム
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＊
7淺

井
裕
介
（
あ
さ
い
・
ゆ
う
す
け
）

１
９
８
１
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
絵
描
き
。
日
常
に

あ
る
身
の
回
り
の
素
材
を
用
い
な
が
ら
、
絵
画
や
ド

ロ
ー
イ
ン
グ
を
描
く
。
代
表
作
に
、
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー

プ
と
ペン
を
用
い
て
植
物
の
絵
を
増
殖
さ
せ
る
《
マ
ス

キ
ン
グ
プ
ラ
ン
ト
》
や
、
現
地
で
採
取
し
た
泥
や
土

を
使
用
し
た
泥
の
壁
画
《
泥
絵
》
シ
リ
ー
ズ
な
ど
が

あ
る
。
２
０
０
９
年
、「VO

C
A 2009

展 

大
原
美

術
館
賞
」
受
賞
。

＊
8福

岡
ア
ジ
ア
美
術
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

福
岡
ア
ジ
ア
美
術
館
の
継
続
的
な
調
査
研
究
や
交

流
事
業
の
成
果
と
蓄
積
を
活
か
し
た
国
際
展
。
福

岡
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
実
行
委
員
会
が
主
催
し
、
ア
ジ

ア
21
カ
国
・
地
域
の
美
術
の
新
傾
向
を
紹
介
。
市
民

と
の
交
流
の
場
を
つ
く
り
出
し
て
き
た
。

０
１
０
年
版
の
紺
屋
２
０
２
３
シ
ー
ト
（
毎
年
配
布
し
て
い
る
紺
屋

２
０
２
３
の
概
要
が
書
か
れ
た
Ａ
４
裏
表
の
印
刷
物
）
の
メ
イ
ン
写

真
に
し
た
白
線
の
作
品
は
、
そ
の
際
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、

一
般
参
加
者
と
と
も
に
彼
が
「
紺
屋
」
の
床
に
描
い
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
海
外
か
ら
も
レ
ジ
デ
ン
ス
に
来
て
い
ま
す
。
２
０
０
８
年
に

は
ド
イ
ツ
か
ら
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
聘
し
３
カ
月
滞
在
し
ま
し

た
。
今
年
の
始
め
に
は
ス
イ
ス
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
滞
在
し
、
こ
こ

で
制
作
し
た
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
用
途
・
業
種
・

表
現
・
国
籍
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
要
素
が
雑
居
す
る
ビ
ル
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
も
う
一
つ
、「
未
来
の
雑
居
ビ
ル
」
と
し
て
大
事
に
し
て
い
る
こ
と

は
「
時
間
の
雑
居
」
で
す
。
こ
こ3331 A

rts C
hiyoda

も
含
め
、
建

物
を
基
盤
に
運
営
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
立
ち
上
げ
ま
で
は

み
ん
な
一
致
団
結
し
て
ゴ
ー
ル
へ
向
か
っ
て
走
っ
て
い
く
こ
と
が
で

き
、
そ
の
と
き
の
達
成
感
は
高
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、
始

ま
っ
て
か
ら
そ
う
し
た
最
初
の
楽
し
い
雰
囲
気
が
持
続
す
る
の
は
概

ね
半
年
か
ら
１
年
ぐ
ら
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
つ
ま
り
、
こ
う

い
っ
た
建
物
を
基
盤
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
そ
の
後
も
面
白
い
空

意
味
で
と
ら
え
て
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
一
つ
目
は
「
用
途
の
雑

居
」
で
す
。
１
階
の
カ
フ
ェ
（konya-cafe / kasa

）
を
は
じ
め
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
オ
フ
ィ
ス
、
ス
タ
ジ
オ
、
ス
テ
イ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

要
素
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
業
種
の
雑
居
」
も
あ
り
ま
す
。

３
〜
５
階
の
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
Ｉ
Ｔ
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ

ザ
イ
ン
、
編
集
、
建
築
デ
ザ
イ
ン
、
ア
パ
レ
ル
、
ア
ー
ト
コ
ー
デ
ィ

ネ
イ
ト
、
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
、
写
真
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
教
育

（
別
々
の
大
学
の
先
生
が
学
外
活
動
の
た
め
に
シ
ェ
ア
し
て
い
る
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
）
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
方
が

入
居
し
て
い
ま
す
。

　
既
存
建
物
は
１
９
６
８
（
昭
和
43
）
年
く
ら
い
に
竣
工
さ
れ
た
住

居
兼
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
で
す
。
１
階
が
テ
ナ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
、
２
階
は

テ
ナ
ン
ト
と
住
居
で
、
３
階
以
上
が
住
居
で
し
た
。
現
在
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
そ
の
す
べ
て
が
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
階
の
一
部
と

２
階
か
ら
５
階
の
、
も
と
住
居
だ
っ
た
部
分
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象

ス
ペ
ー
ス
で
す
。
道
路
側
に
面
し
て
い
る
１
階
の
飲
食
テ
ナ
ン
ト
と

２
階
の
美
容
室
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
も
と
の
部
屋
の
間
取
り
は
２
Ｋ
で
し
た
。
そ
れ
ら
の

内
装
を
す
べ
て
解
体
し
た
状
態
で
引
き
渡
し
、
入
居
後
の
改
装
は
入

居
メ
ン
バ
ー
に
任
せ
て
い
ま
す
。

　
２
階
のkonya-gallery

で
は
「
表
現
の
雑
居
」
を
テ
ー
マ
に
、
ア

ー
ト
、
デ
ザ
イ
ン
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
展
示
を
し
た
り
、
寄
席
、

音
楽
ラ
イ
ヴ
、
ト
ー
ク
、
芝
居
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
イ
ベ
ン
ト

を
し
た
り
と
、
主
催
・
共
催
・
レ
ン
タ
ル
を
通
じ
て
多
方
面
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
４
階
、
５
階
に
１
室
ず
つ
あ
るkonya-stay

で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
期
間
滞
在
し
ま
す
。
淺
井
裕
介
（
＊
7
）

さ
ん
が
福
岡
ア
ジ
ア
美
術
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
（
＊
8
）
の
た
め
に
滞
在
し

た
と
き
は
そ
こ
で
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
た
り
も
し
ま
し
た
。
２

福岡アジア美術トリエンナーレ協力ワークショップ 
淺井裕介「植物になった白線・土から空へとのびる
床の木」（2009年） 制作風景

residence program vol.1 
Michael OTTO「静ケサノ前ノ嵐ノ前ノ静ケサ」（2008
年）展示風景
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＊
9紺

屋
夜
会

「
紺
屋
２
０
２
３
夜
会
２
０
０
９
」　

会
期
＝
２
０
０
９
年
４
月
１
日
／
会
場
＝
紺
屋
２
０

２
３

「
紺
屋
２
０
２
３
夜
会
２
０
１
０
」　

会
期
＝
２
０
１
０
年
４
月
１
日
／
会
場
＝
紺
屋
２
０

２
３

紺
屋
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

「
紺
屋
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
２
０
０
９

―
都
市
に
合
宿

す
る
3
日
間
」

会
期
＝
２
０
０
９
年
８
月
21
日
〜
23
日
／
会
場
＝
紺

屋
２
０
２
３
／
テ
ー
マ
＝
ま
ち
の
文
脈
を
つ
く
る
／

対
象
＝
20
〜
25
歳
の
男
女
／
定
員
＝
30
人

「
紺
屋
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
２
０
１
０

―
都
市
と
合
宿

す
る
4
日
間
」

会
期
＝
２
０
１
０
年
８
月
19
日
〜
22
日
／
会
場
＝
紺

屋
２
０
２
３
／
テ
ー
マ
＝
ま
ち
の
余
白
を
つ
く
る
／

対
象
＝
20
〜
30
歳
の
男
女
／
定
員
＝
30
人

紺
屋
屋
台

「
紺
屋
×
屋
台
×
亜
細
亜 

２
０
０
９ [

韓
国]

」

会
期
＝
２
０
０
９
年
10
月
１
日
／
会
場
＝
紺
屋
２
０

２
３

「
紺
屋
×
屋
台
×
亜
細
亜 

２
０
１
０ [

台
湾]

」

会
期
＝
２
０
１
０
年
10
月
１
日
〜
2
日
／
会
場
＝
紺

屋
２
０
２
３

ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
展

konya-gallery 

1
周
年
企
画
＆
ゲ
ス
ト
キ
ュ
レ
ー
タ

ー
プ
ロ
グ
ラ
ム vol.1

「
本
の
本 

展　

本
を
愛
す
る
本
の
物
語
」

会
期
＝
２
０
０
９
年
11
月
14
日
〜
12
月
13
日
／
会
場

＝konya-gallery

（
紺
屋
２
０
２
３
内
）

konya-gallery 

２
周
年
企
画
＆
ア
ー
カ
イ
ブ
プ
ロ

グ
ラ
ム vol.1

「konya

２
０
２
３ ARCH

IVE ［2008-2010

］ 「
記

憶
と
記
録
」
展
」

会
期
＝
２
０
１
０
年
11
月
12
日
〜 

12
月
12
日
／
会

　
ま
ず
「
紺
屋
夜
会
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、
こ
れ
は
２
０
０

９
年
の
４
月
１
日
に
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
正
式
に
全
体
オ
ー
プ
ン

し
た
際
に
始
ま
り
、
そ
の
後
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
通
常

は
１
階
だ
け
が
イ
タ
リ
ア
ン
バ
ー
で
す
が
こ
の
日
は
全
館
イ
タ
リ
ア

ン
バ
ー
に
な
り
ま
す
。
１
階
の
バ
ー
の
ソ
ム
リ
エ
が
各
部
屋
に
合
う

ワ
イ
ン
を
選
定
し
、
各
部
屋
は
１
日
だ
け
バ
ー
の
よ
う
な
扱
い
に
な

り
、
そ
の
部
屋
の
人
が
１
日
ソ
ム
リ
エ
に
な
り
ま
す
。
オ
フ
ィ
ス
や

ス
タ
ジ
オ
な
ど
、
普
段
は
一
般
公
開
さ
れ
て
は
い
な
い
部
屋
が
開
放

さ
れ
、
お
客
さ
ん
は
ワ
イ
ン
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
す
れ
ば
ど
の
部
屋
も

お
酒
を
飲
み
な
が
ら
見
て
ま
わ
れ
ま
す
。
こ
の
日
は
毎
年
、
一
晩
で

３
０
０
〜
４
０
０
人
く
ら
い
の
来
場
者
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
夏
に
、「
紺
屋
」
全
体
が
学
校
に
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
紺

屋
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
リ
ア
リ
テ
ィ
と
ア
カ
デ
ミ
ー
の
両
立
。
講
師
は

各
部
屋
の
入
居
者
が
中
心
と
な
り
、
各
自
の
仕
事
場
を
教
室
に
し
た

講
座
が
行
わ
れ
ま
す
。
受
講
者
は
８
〜
９
人
ず
つ
に
分
か
れ
て
受
講

し
ま
す
。
全
日
程
は
３
〜
４
日
間
で
、
午
前
は
講
義
、
午
後
は
チ
ー

ム
に
な
っ
て
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
、
最
終
日
は
さ
ま
ざ

気
を
維
持
し
続
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
が
実
は
最
も
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
そ
こ
で
「
紺
屋
」
で
は
ま

ず
、
オ
フ
ィ
ス
（konya-offi

ce

）
ス
ペ
ー
ス
の
契
約
年
数
を
１
年

と
３
年
の
２
種
類
に
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
最
長
で
も
３
年
契
約
し

か
で
き
な
い
わ
け
で
す
し
、
ま
た
、
１
年
も
し
く
は
３
年
お
き
に
節

目
が
す
べ
て
の
部
屋
に
訪
れ
る
わ
け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
再
度
１
年
や

３
年
契
約
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
ス
テ
イ
（konya-stay

）

と
い
う
紹
介
制
の
滞
在
ス
ペ
ー
ス
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
限
ら
ず
一
般

の
方
で
も
紹
介
が
あ
れ
ば
滞
在
可
能
な
の
で
す
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

か
ら
ク
ラ
ブ
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
Ｄ
Ｊ
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が

１
〜
２
日
の
短
期
、
１
〜
２
週
間
、
２
〜
３
カ
月
の
中
長
期
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
期
間
滞
在
し
ま
す
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（konya-gallery

）

は
、
１
週
間
だ
け
借
り
る
人
も
い
れ
ば
１
カ
月
の
人
も
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
オ
フ
ィ
ス
の
入
居
者
の
よ
う
に
数
年
滞
在
す
る
人
か
ら
、
１

階
の
カ
フ
ェ
に
２
時
間
い
る
人
、
チ
ラ
シ
を
取
り
に
数
秒
立
ち
寄
る

だ
け
の
人
も
含
め
、
紺
屋
の
15
年
間
と
い
う
長
い
ス
パ
ン
の
中
に
、

関
わ
る
人
そ
れ
ぞ
れ
の
滞
在
時
間
が
雑
居
す
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
が

建
物
の
空
気
を
新
陳
代
謝
さ
せ
、
空
気
の
鮮
度
が
高
い
ま
ま
保
た
れ

る
こ
と
に
一
役
か
っ
て
い
る
の
で
す
。

■
紺
屋
の
自
主
企
画
プ
ロ
グ
ラ
ム 

―
紺
屋
夜
会
、
紺
屋
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

　「
紺
屋
」
で
は
、
毎
年
恒
例
で
行
っ
て
い
る
自
主
企
画
イ
ベ
ン
ト
が

あ
り
ま
す
。
２
０
１
０
年
度
の
主
な
イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
４

つ
。
４
月
に
「
紺こ
ん

屋や

夜や

会か
い

」、
８
月
に
「
紺
屋
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」、

10
月
に
「
紺こ

ん

屋や

屋や

台た
い

」、
そ
し
て
11
月
に
「
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
展

（
＊
9
）」
で
す
。

紺屋2023夜会（2010年）DM

紺屋2023夜会（2009年）会場風景
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場
＝konya-gallery

（
紺
屋
２
０
２
３
内
）

＊
10参

加
者
は
２
０
０
９
年
の
最
北
が
金
沢
、
最
南
が
鹿

児
島
。
２
０
１
０
年
は
最
北
が
札
幌
、
最
南
は
那
覇

か
ら
の
参
加
者
。

ほ
し
く
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
の
ス
ク
ー
ル
で
は
、
そ
う
や
っ
て

領
域
や
分
野
を
取
り
払
っ
た
中
で
ぶ
つ
か
る
こ
と
を
通
し
て
、
参
加

者
が
そ
う
し
た
違
和
感
を
感
じ
て
く
れ
た
り
、
社
会
は
多
様
な
価
値

観
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
く
れ
た
り
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

■
ま
ち
づ
く
り
で
は
な
く
、
地
名
に
こ
だ
わ
る
理
由

　
よ
く
誤
解
を
生
む
の
で
す
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
紺
屋
と
い
う
地

名
が
付
い
て
い
る
上
に
、
紺
屋
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
テ
ー
マ
に
は

「
ま
ち
と
」
と
付
い
て
い
る
の
で
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
は
ま
ち
や
地
域

を
意
識
す
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
学
校
な
の
か
と
思
わ
れ
、

ま
ち
づ
く
り
系
か
ら
の
応
募
も
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
全
体
に
し
て
も
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
し
て
も
、
誤
解
を
恐
れ
ず
に

言
え
ば
、
ま
ち
づ
く
り
を
し
よ
う
と
は
全
く
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

れ
は
、
ま
ち
は
そ
こ
で
活
動
す
る
個
々
の
意
識
が
高
け
れ
ば
自
ず
と

い
い
方
向
に
つ
く
ら
れ
て
い
く
と
思
う
か
ら
で
す
。
な
の
で
こ
の
地

域
で
活
動
す
る
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
地
域
を
意
識
し
て
い
る
だ

け
で
、
こ
こ
か
ら
ま
ち
を
変
え
よ
う
な
ど
と
い
う
横
柄
な
こ
と
は
思

っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
な
ぜ
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
テ
ー
マ
に
「
ま
ち
」
が
入
っ
て

い
る
か
と
い
う
と
、
本
当
は
「
社
会
」
で
も
い
い
の
で
す
が
、「
社

会
」
と
い
う
と
少
し
固
い
の
と
、
実
感
が
わ
か
な
い
と
い
う
こ
と
で

「
ま
ち
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
こ
と
で
身
体
感
覚
で
社
会
を
考
え
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
た
め
で
す
。
で
す
か
ら
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
に
関
し
て
も
、
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
、
ま
ち
を
活
性
化
し
よ
う
と
い

っ
た
お
こ
が
ま
し
い
話
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

「
紺
屋
」
と
は
今
で
は
住
所
に
も
な
ら
な
い
よ
う
な
狭
い
範
囲
の
地
名

ま
な
分
野
の
講
師
陣
の
前
で
発
表
し
ま
す
（
＊
10
）。

　
こ
れ
は
「
紺
屋
」
の
多
彩
な
入
居
メ
ン
バ
ー
を
活
か
し
、
社
会
に

開
か
れ
た
新
た
な
教
育
の
場
の
提
供
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
分
野
、
国
籍
問
わ
ず
、
全
国
か
ら
若
者
が
「
紺
屋
」
に
集
ま
り
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
最
終
日
の
講

評
会
で
は
そ
う
し
た
多
彩
な
講
師
陣
か
ら
講
評
を
受
け
ま
す
が
、
あ

る
講
師
が
絶
賛
し
て
い
る
隣
で
「
こ
ん
な
ア
ホ
み
た
い
な
こ
と
す
る

な
」
と
言
う
講
師
が
い
る
状
況
を
経
験
し
た
り
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

大
学
を
は
じ
め
と
す
る
専
門
ご
と
の
教
育
環
境
（
そ
の
学
科
の
価
値

観
に
だ
け
隔
た
っ
て
い
る
環
境
）
で
は
あ
り
得
な
い
状
況
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
そ
う
い
っ
た
環
境
で
は
、
日
頃
か
ら
自
分

と
同
じ
分
野
を
学
ぶ
学
生
が
周
囲
に
い
る
と
、
自
然
と
考
え
方
も
使

っ
て
い
る
言
葉
も
似
て
く
る
も
の
で
す
が
、
そ
の
こ
と
に
普
段
は
気

付
き
ま
せ
ん
。
異
分
野
の
人
た
ち
と
話
を
し
て
初
め
て
、
同
じ
世
代

な
の
に
考
え
方
が
全
く
違
う
と
い
う
こ
と
に
気
が
付
き
ま
す
。
育
っ

た
国
も
時
代
も
一
緒
な
の
に
自
分
の
言
っ
て
い
る
こ
と
が
全
然
相
手

に
伝
わ
ら
ず
、
泣
い
た
子
も
い
ま
す
。
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
参
加
に

は
30
歳
ま
で
と
い
う
年
齢
制
限
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
そ
う
し

た
議
論
が
噛
み
合
わ
な
い
状
況
に
な
る
原
因
を
世
代
の
せ
い
に
し
て紺屋×屋台×亜細亜2010［台湾］  チラシ

紺屋サマースクール2009 チラシ
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＊
11福

岡
県
警
に
よ
る
規
制
。
衛
生
面
や
歩
行
者
交
通

の
障
害
、
近
隣
へ
の
迷
惑
な
ど
の
理
由
か
ら
、
屋
台

譲
渡
の
原
則
禁
止
を
意
味
す
る
１
９
９
４
年
に
県
警

に
よ
り
発
表
さ
れ
た
「
現
営
業
者
一
代
限
り
」
の
方

針
が
屋
台
の
減
少
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
屋
台
営
業
権
の
譲
渡
、
相
続
は
お
ろ
か
新
規

参
入
が
不
可
能
に
な
り
、
年
間
10
〜
20
軒
の
屋
台

が
消
滅
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

＊
12三

菱
地
所
ア
ル
テ
ィ
ア
ム

１
９
８
９
年
4
月
か
ら
三
菱
地
所
の
文
化
支
援
事
業

の
一
環
と
し
て
、
現
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
表
現
を
、

既
成
評
価
、
ジ
ャ
ン
ル
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
紹

介
・
発
信
し
て
い
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
福
岡
市
天
神
の

商
業
ビ
ル
Ｉ
Ｍ
Ｓ
の
８
階
。

屋
台
を
何
ら
か
の
形
で
残
せ
な
い
か
と
い
う
意
味
も
込
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
屋
台
」
は
ア
ジ
ア
圏
に
共
通
す
る
習
慣
で
す
し
福
岡
は
ア

ジ
ア
色
が
強
い
で
す
か
ら
、
毎
年
一
つ
の
国
か
地
域
を
取
り
上
げ
、

「
屋
台
」
を
介
し
て
そ
の
国
の
文
化
を
伝
え
る
こ
と
も
含
め
ま
し
た
。

一
般
の
屋
台
は
公
道
で
営
業
し
て
い
る
こ
と
が
規
制
の
原
因
の
一
つ

で
す
が
、
そ
れ
な
ら
ば
私
有
地
で
あ
る
「
紺
屋
」
の
敷
地
内
の
共
用

部
分
で
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
屋
上
と
バ
ル
コ
ニ
ー
を
使
っ
て
い

ま
す
。

　
今
年
は
台
湾
を
テ
ー
マ
に
地
域
の
台
湾
料
理
屋
さ
ん
に
出
店
し
て

も
ら
い
、
２
日
間
の
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
台
湾
か
ら

若
手
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
も
呼
び
、
台
湾
の
屋
台
と
福
岡
の
屋
台
を
比

較
す
る
よ
う
な
写
真
展
示
も
同
時
期
に
開
催
し
ま
し
た
。

■
他
の
ス
ペ
ー
ス
と
の
連
携

―
地
元
か
ら
全
国
へ

　
こ
の
よ
う
に
紺
屋
２
０
２
３
と
し
て
主
催
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や

ス
ク
ー
ル
以
外
に
、
ほ
か
の
ス
ペ
ー
ス
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
協
力
し
て

い
る
共
催
企
画
も
あ
り
ま
す
。
福
岡
市
は
九
州
で
一
番
大
き
い
都
市

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
ア
ー
ト

ス
ペ
ー
ス
も
結
構
あ
り
ま
す
。
そ

こ
と
「
紺
屋
」
が
組
ん
で
企
画
を

共
同
で
行
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
三
菱
地
所
ア
ル
テ
ィ

ア
ム
（
＊
12
）
と
行
っ
た
バ
レ
ン
タ
イ

ン
企
画
「%

・CH
O

C
O

・RA
T

E

・ 
SH

O
P&

C
A

FE

（
パ
ー
セ
ン
テ

ー
ジ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
＆

カ
フ
ェ
）」（
＊
13
）
で
す
。
参
加
者

で
す
。
近
世
の
城
下
町
の
時
代
に
、
染
物
商
（
紺
屋
）
が
多
く
住
ん

だ
地
域
を
紺
屋
町
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
に
由
来
し
、
今
で
も
「
紺
屋

町
商
店
会
」
と
い
っ
た
か
た
ち
で
名
称
は
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
紺
屋

２
０
２
３
の
実
際
の
住
所
は
、
福
岡
市
中
央
区
大
名
で
す
が
、
そ
う

や
っ
て
大
名
エ
リ
ア
の
中
に
は
住
所
に
な
ら
な
い
地
名
が
数
多
く
残

っ
て
い
ま
す
。
人
間
が
体
感
的
に
把
握
で
き
る
範
囲
は
、
子
ど
も
の

頃
の
「
近
所
の
友
だ
ち
」
と
言
っ
た
場
合
に
想
像
す
る
範
囲
と
い
っ

た
狭
い
範
囲
で
は
な
い
か
と
。
し
か
し
、「
社
会
」
に
つ
い
て
考
え
ろ

と
言
わ
れ
る
と
途
端
に
ど
う
し
て
も
想
像
す
る
対
象
規
模
が
大
き
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
、
ど
こ
か
地
に
足
が
つ
い
て
い
な
い
感
じ
が
し
ま

す
。
紺
屋
の
よ
う
な
身
体
感
覚
に
基
づ
く
エ
リ
ア
を
考
え
る
こ
と
が

重
要
で
、
実
は
そ
れ
が
結
果
的
に
違
う
地
域
や
国
の
こ
と
を
考
え
る

こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
つ
ま
り
身
体
的
な

ロ
ー
カ
ル
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
を
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
、
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
紺
屋
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
な
地
名
を
付
け
て
い
ま
す
。

■
紺
屋
の
自
主
企
画
プ
ロ
グ
ラ
ム

―
紺
屋
×
屋
台
×
亜
細
亜

　
次
の
恒
例
行
事
は
、「
紺
屋
×
屋
台
×
亜
細
亜
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
４
月
の
夜
会
は
１
日
で
ワ
イ
ン
を
約
20
数
ケ
ー
ス
消
費
す
る

の
で
す
が
、
そ
れ
を
見
た
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
の
人
か
ら
「
ビ
ー
ル
も
ぜ

ひ
こ
れ
ぐ
ら
い
消
費
し
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
た
話
が
き
っ
か
け
に

な
っ
て
始
ま
り
ま
し
た
。
最
終
的
に
、
キ
リ
ン
１
社
で
は
な
く
ア
サ

ヒ
、
サ
ッ
ポ
ロ
、
サ
ン
ト
リ
ー
も
含
め
た
大
手
４
社
に
協
力
し
て
も

ら
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
銘
柄
の
ビ
ー
ル
の
飲
み
放
題
が
実
現
し
ま
し
た
。

た
だ
、
単
純
な
ビ
ー
ル
飲
み
放
題
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
の
で
は
あ
ん
ま

り
な
の
で
、
福
岡
は
屋
台
が
有
名
で
す
が
、
法
の
規
制
も
厳
し
く
な

り
、
減
っ
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
現
状
（
＊
11
）
が
あ
っ
た
の
で
、

紺屋×屋台×亜細亜2009［韓国］  会場風景
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＊
13

%

・CH
O

CO

・RATE

・SH
O

P&
CAFE

（
パ
ー
セ

ン
テ
ー
ジ
チ
ョコ
レ
ー
ト
シ
ョッ
プ
＆
カ
フ
ェ
）

「
嘘
と
真
実
、
ユ
ー
モ
ア
と
本
気
さ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
て
、
本
物
チ
ョ
コ
（
ホ
ン
チ
ョ
コ
）
と
偽
物
チ
ョ
コ

（
シ
ャ
レ
チ
ョ
コ
）
を
混
在
さ
せ
た
チ
ョ
コ
セ
ッ
ト
の
期

間
限
定
販
売
。

会
期
＝
２
０
１
０
年
１
月
29
日
（
金
）〜
２
月
６
日

（
土
）

＊
14ア

ー
ト
オ
ニ
オ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー

東
京
都
港
区
白
金
に
２
０
０
９
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
ジ
ャ
ン
ル
を
限
ら
ず
さ
ま
ざ
ま

な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
、
企
画
展
示
と
ス
ペ
ー
ス
レ
ン
タ
ル
を
行
っ
て

い
る
。

「
場
」
と
は
そ
う
あ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
明
確
な
目

標
は
設
定
せ
ず
に
、
た
だ
た
だ
こ
の
「
現
在
」
を
魅
力
あ
る
時
間
と

空
間
に
し
て
い
く
こ
と
だ
け
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
２
０
２

３
年
を
迎
え
て
振
り
返
っ
た
と
き
に
、「
け
っ
こ
う
面
白
い
こ
と
が
い

っ
ぱ
い
起
こ
っ
た
な
あ
」
と
な
っ
て
い
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

は
、
食
品
サ
ン
プ
ル
の
チ
ョ
コ
と
本
物
の
チ
ョ
コ
の
割
合
を
、
渡
す

相
手
の
本
気
度
に
応
じ
て
変
え
て
送
る
と
い
う
企
画
で
し
た
。

　
ま
た
２
０
１
０
年
の
4
月
に
行
っ
た
新
た
な
試
み
で
、
全
国
の
イ

ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
組
ん
で
巡
回
展
を
企
画
し
ま

し
た
。
東
京
の
ア
ー
ト
オ
ニ
オ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
＊
14
）
が
音
頭
を
と
っ

て
、
100
％
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の
展
示
と
ト
ー
ク
を
東
京
、

金
沢
、
福
岡
で
巡
回
さ
せ
ま
し
た
。

　
上
記
で
紹
介
し
た
自
主
企
画
、
協
力
企
画
、
そ
の
ほ
か
屋
上
や
ギ

ャ
ラ
リ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
を
含
め
る
と
、
年
間
で
約
40
〜
50
本
の
企
画

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
企
画
や
展
示
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
い
る
も
の
や
、
広
報
の
協
力
を
し
て
い
る
も
の
、
場
所
を
貸
し

て
設
営
な
ど
を
手
伝
っ
て
い
る
だ
け
の
も
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
ほ
か
の
部
屋
単
独
で
行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
含
め
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
そ
れ
ら
を
含
め
る
と
膨
大
な
量
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
「
紺
屋
」
で
は
常
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
た
だ
、
紺
屋
２
０
２
３
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
に
は

明
確
な
目
標
の
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
目
標
を
決

め
て
し
ま
う
と
、
そ
こ
へ
邁
進
す
る
力
や
一
致
団
結
す
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
す
ご
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

た
と
え
面
白
い
こ
と
が
起
こ
っ
て
も

そ
れ
が
目
標
と
は
別
の
結
果
だ
っ
た

ら
、
そ
れ
を
「
失
敗
」「
目
標
達
成
で

き
ず
」
と
呼
ん
で
し
ま
う
か
ら
で
す
。

そ
れ
に
、
僕
た
ち
が
始
め
る
前
の
段

階
で
考
え
る
程
度
の
目
標
な
ん
て
た

か
が
知
れ
て
い
ま
す
。
当
初
想
像
し

て
い
た
よ
り
も
も
っ
と
面
白
い
こ
と

が
起
こ
る
は
ず
で
す
し
、
魅
力
的
な

%・CHOCO・RATE・SHOP&CAFE　会場風景
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＊
1青

木
茂
（
あ
お
き
・
し
げ
る
）

１
９
４
８
年
、
大
分
県
生
ま
れ
。
建
築
家
。
青
木
茂

建
築
工
房
主
宰
。
首
都
大
学
東
京
戦
略
研
究
セ
ン
タ

ー
教
授
。

＊
2リ

フ
ァ
イ
ン

老
朽
化
し
た
建
物
を
再
利
用
し
、
コ
ス
ト
を
抑
え
な

が
ら
大
胆
な
意
匠
の
転
換
や
用
途
変
更
、
耐
震
補

強
を
可
能
に
す
る
建
物
の
再
生
技
術
。
建
築
物
の
基

礎
や
躯
体
な
ど
の
使
え
る
部
分
を
そ
の
ま
ま
再
利

用
す
る
た
め
、
建
設
廃
棄
物
や
建
設
コ
ス
ト
の
軽
減

に
も
つ
な
が
る
。
デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
な
く
、
社
会
的

背
景
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
の
や
り
と
り
、
技
術
や
構

法
、
コ
ス
ト
な
ど
を
総
合
的
な
視
点
で
と
ら
え
た
青

木
茂
に
よ
る
実
践
が
近
年
注
目
を
集
め
て
い
る
。

た
ち
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
そ
れ
を
始
め

よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
な

ぜ
福
岡
に
行
か
れ
た
の
で
す
か
。

野
田

―
青
木
茂
（
＊
1
）
さ
ん
の
設
計
事
務
所
に
入
る
た
め
に
福
岡
に

行
っ
た
の
が
そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
で
す
。
彼
は
、
そ
れ
ま
で
新
築

が
主
流
だ
っ
た
建
築
界
に
「
リ
フ
ァ
イ
ン
（
＊
2
）」
と
い
う
言
葉
を
提

唱
し
た
再
生
建
築
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
な
存
在
で
す
。
地
方
に
い
な
が

ら
も
知
名
度
が
あ
り
、
再
生
建
築
を
手
掛
け
て
い
る
こ
と
に
も
興
味

を
惹
か
れ
ま
し
た
。
あ
と
何
よ
り
も
、
本
人
が
書
い
て
い
る
本
や
言

葉
を
読
む
と
、
す
ご
く
現
場
感
が
強
い
。
理
論
を
掲
げ
る
建
築
家
が

多
い
中
で
、
彼
の
言
葉
は
強
く
響
き
ま
し
た
。
東
京
に
対
す
る
反
発

や
反
動
と
い
う
の
も
あ
り
、
自
分
に
と
っ
て
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
地

方
か
ら
東
京
を
も
う
一
回
見
つ
め
直
そ
う
と
、
福
岡
に
弟
子
入
り
し

に
行
き
ま
し
た
。

　
福
岡
市
は
す
ご
く
い
い
ま
ち
な
ん
で
す
。
欠
点
と
い
え
ば
、
観
光

す
る
と
こ
ろ
が
な
い
く
ら
い
。
空
港
も
駅
も
海
も
近
い
し
、
韓
国
や

中
国
も
目
の
前
。
ま
ち
が
コ
ン
パ
ク
ト
な
の
で
自
転
車
が
あ
れ
ば
充

分
だ
し
、
物
価
も
そ
こ
ま
で
高
く
な
い
で
す
。
例
え
ば
東
京
が
ド
リ

ー
ム
の
あ
る
ま
ち
で
、
田
舎
に
は
ラ
イ
フ
、
生
活
が
あ
る
と
考
え
る
。

す
る
と
福
岡
は
ド
リ
ー
ム
と
ラ
イ
フ
の
中
間
に
あ
り
ま
す
。
と
て
も

バ
ラ
ン
ス
の
い
い
都
市
で
す
。

　
何
よ
り
「
石
を
投
げ
た
ら
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
当
た
る
」
と
言
わ
れ

る
く
ら
い
、
個
人
で
活
動
し
て
い
る
人
が
良
く
も
悪
く
も
多
い
ん
で

す
よ
。
福
岡
で
働
く
人
は
、
例
え
ば
大
き
い
企
業
に
入
っ
て
も
、
支

店
長
は
東
京
や
大
阪
の
本
社
か
ら
来
て
い
る
人
だ
し
、
支
店
長
に
な

れ
た
と
し
て
も
本
社
に
行
け
ば
部
長
ク
ラ
ス
で
し
か
な
い
。
言
い
方

は
悪
い
け
れ
ど
、
あ
る
意
味
で
は
夢
が
な
い
ん
で
す
。
そ
れ
だ
っ
た

第
2
章
●「
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
な
場
×
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」　

D
iscussion 

オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
な
場
の
つ
く
り
方
、動
か
し
方

●
ゲ
ス
ト
＝
小
川
希
、
野
田
恒
雄

● 

発
言
者
＝
熊
倉
純
子
、
森
司
、
菊
地
拓
児
、
永
尾
真
由
ほ
か

C
ontents

■
紺
屋
２
０
２
３
以
前
の
構
想
に
つ
い
て
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
16

■
物
件
を
探
す
、
オ
ー
ナ
ー
へ
の
交
渉
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
17

■「
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」と
は
何
か
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
19

■
周
辺
地
域
と
の
関
係
を
構
築
す
る
に
は
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
20

■
開
か
れ
た
場
所
と
は　

地
域
に
対
す
る
意
識
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
21

■
何
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
の
か
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
22

■
世
代
特
有
の
感
覚
は
あ
る
か
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
23

■「
面
白
い
」を
嗅
ぎ
分
け
、「
こ
れ
は
ま
ず
い
」を
察
知
す
る
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
24

■
場
所
を
固
定
化
す
る
リ
ス
ク
と
は
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
26

■
持
続
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
27

■
こ
れ
か
ら
の
構
想
に
つ
い
て
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
29

■
紺
屋
２
０
２
３
以
前
の
構
想
に
つ
い
て

菊
地

―
お
二
人
に
、
具
体
的
に
今
の
活
動
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を

伺
い
た
い
で
す
。
野
田
さ
ん
は
福
岡
で
場
所
を
借
り
て
、
い
ろ
い
ろ

な
方
や
グ
ル
ー
プ
を
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
よ
う
な
か
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ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
僕
に
限
ら
ず
似
た
よ
う
な
立
ち
場
の
人
は

み
ん
な
同
じ
な
の
で
は
な
い
か
と
。
そ
ん
な
建
築
デ
ザ
イ
ン
へ
の
思

い
や
一
事
業
主
と
し
て
の
思
い
も
あ
っ
て
、
冷
泉
荘
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
企
画
し
、
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
実
際
に
始
め
て
み
る
と
、

建
物
の
運
営
ま
で
携
わ
る
が
ゆ
え
に
出
て
く
る
ハ
ー
ド
の
デ
ザ
イ
ン

の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
知
り
ま
し
た
し
、
運
営
自
体
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
と

い
う
こ
と
が
面
白
い
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
で
今
の
こ
と
を

続
け
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
具
体
的
に
誰
か
が
や
っ
て
い
る
の
を
見
て

そ
れ
が
い
い
と
思
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、
自
分
の
生
活
の
中
で
感
じ

た
こ
と
を
や
っ
て
い
る
う
ち
に
始
ま
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

■
物
件
を
探
す
、オ
ー
ナ
ー
へ
の
交
渉

森

―
冷
泉
荘
は
、
企
画
を
持
っ
て
ビ
ル
の
オ
ー
ナ
ー
に
交
渉
し
に

行
っ
た
の
で
す
か
。

野
田

―
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
初
は
古
い
ビ
ル
の
通
常
の
改

修
計
画
の
依
頼
を
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
面
白
く

な
い
と
思
い
、
勝
手
に
ソ
フ
ト
の
企
画
も
含
め
て
オ
ー
ナ
ー
に
見
せ

た
ら
案
が
通
っ
た
ん
で
す
。
紺
屋
２
０
２
３
の
場
合
は
、
オ
ー
ナ
ー

に
冷
泉
荘
と
同
じ
よ
う
に
企
画
か
ら
や
っ
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
て
始

ま
り
ま
し
た
。

　
も
と
も
と
冷
泉
荘
は
３
年
限
定
で
始
ま
り
、
２
０
０
６
年
４
月
か

ら
２
０
０
９
年
３
月
ま
で
運
営
し
て
い
ま
し
た
。
築
50
年
以
上
経
っ

て
い
る
公
団
タ
イ
プ
の
ア
パ
ー
ト
で
、
構
造
も
設
備
関
係
ノ
ー
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
で
放
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
を
オ
ー
ナ
ー
の
息
子
さ
ん
が

引
き
継
が
れ
る
と
き
に
改
修
の
話
を
も
ら
い
ま
し
た
。
３
年
間
は
今

の
ま
ま
で
も
な
ん
と
か
持
ち
そ
う
だ
か
ら
、
冷
泉
荘
を
運
営
し
な
が

ら
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
や
っ
て
い
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
感
覚
が

た
ぶ
ん
福
岡
の
人
た
ち
の
中
に
結
構
あ
っ
て
、
ア
パ
レ
ル
や
デ
ザ
イ

ン
を
含
め
、
Ｉ
Ｔ
な
ど
で
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
を
や
っ
て
い
る
人

た
ち
が
比
較
的
多
い
で
す
。
な
の
で
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ヴ
な
こ
と
を
や

る
に
は
適
し
た
土
壌
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
僕
は

福
岡
で
働
く
う
ち
に
「
こ
こ
に
い
た
方
が
面
白
い
こ
と
が
で
き
る
」

と
、
東
京
に
戻
る
必
然
性
を
感
じ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
再
生
建
築
は
、
既
存
の
建
物
を
測
量
し
て
図
面
を
起
こ
す
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
る
の
で
、
新
築
よ
り
も
圧
倒
的
に
手
間
が
か
か
り
ま
す
。

施
工
も
大
変
で
、
既
存
図
面
に
書
い
て
あ
る
も
の
が
実
際
の
現
場
で

は
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。
再
生
建
築
の
不
動
産
価
値
を
新
築
同
等
に

引
き
上
げ
る
と
い
う
の
が
青
木
茂
建
築
工
房
の
コ
ン
セ
プ
ト
な
の
で
、

見
た
目
も
構
造
も
新
築
同
等
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
施
主
は
、
新
築

物
件
の
感
覚
で
依
頼
し
利
用
す
る
の
で
、
再
生
後
も
結
局
新
築
と
し

て
使
わ
れ
て
古
び
て
い
っ
て
し
ま
っ
て
、
価
値
も
右
肩
下
が
り
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
を
見
て
い
て
、「
建
築
っ
て
空
間
だ
け
を
再

生
し
て
も
駄
目
な
ん
だ
な
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
再
生
後

に
、
よ
り
継
続
的
に
そ
の
建
物
自
体
の
価
値
が
上
が
っ
て
い
く
よ
う

に
し
な
い
と
、
結
局
再
生
も
新
築
の
流
れ
に
組
み
込
ま
れ
る
、
つ
ま

り
消
費
と
生
産
の
サ
イ
ク
ル
に
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
気
が

し
て
い
ま
し
た
。
建
築
家
の
こ
れ
か
ら
の
職
能
を
広
げ
る
意
味
で
も
、

設
計
図
面
を
書
く
ハ
ー
ド
の
デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
収
支
計
画

や
コ
ン
セ
プ
ト
、
そ
の
後
の
運
営
ま
で
を
で
き
る
か
ぎ
り
や
っ
て
み

た
い
。
こ
う
し
て
独
立
し
て
か
ら
の
自
分
の
デ
ザ
イ
ン
方
針
が
見
え

て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
そ
う
や
っ
て
、
独
立
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
際
に
マ

ン
シ
ョ
ン
の
一
室
で
こ
も
っ
て
や
る
よ
り
は
、
い
ろ
ん
な
人
が
い
た

方
が
刺
激
に
な
る
し
日
々
が
楽
し
い
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
始
め
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関
係
が
生
ま
れ
ま
す
。

菊
地

―
小
川
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
流
れ
で
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
を
始

め
た
の
で
す
か
。

小
川

―
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
構
想
は
、
高
校
生
の
頃
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
周
遊
し
た
と
き
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
兄
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
絵
を
描
い
て
い
て
よ
く
遊
び
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
高

校
生
の
ユ
ー
レ
イ
ル
パ
ス
は
と
て
も
安
く
、
２
〜
３
万
円
で
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
電
車
が
乗
り
放
題
。
そ
れ
を
使
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
田
舎
の
ま

ち
に
行
く
と
、
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
小
さ
な
施
設

が
結
構
あ
り
ま
し
た
。
有
名
な
作
家
で
は
な
く
、
地
元
の
作
家
や
美

大
生
が
展
示
し
て
い
る
よ
う
な
場
所
で
す
。
そ
こ
に
は
カ
フ
ェ
が
あ

り
、
夜
に
な
る
と
大
学
生
や
地
元
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

若
い
夫
婦
が
子
ど
も
を
連
れ
て
お
茶
を
飲
み
に
来
る
。
こ
う
し
た
小

さ
い
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
ま
ち
が
と
て
も
豊
か
な
印
象
を
受
け

ま
し
た
。
日
本
の
よ
う
に
大
き
な
施
設
や
最
先
端
の
流
行
施
設
で
は

な
く
、
も
っ
と
気
軽
に
「
と
り
あ
え
ず
お
茶
で
も
飲
み
に
行
く
か
」

と
い
う
よ
う
な
感
覚
で
行
く
と
、
知
ら
な
い
映
画
を
や
っ
て
い
た
り
、

若
者
の
よ
く
わ
か
ら
な
い
作
品
が
あ
っ
た
り
。
い
つ
か
自
分
で
こ
う

い
う
ス
ペ
ー
ス
が
つ
く
れ
た
ら
、
も
っ
と
日
本
の
ア
ー
ト
シ
ー
ン
が

面
白
く
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。

　
し
か
し
い
ざ
ア
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
つ
く
る
と

な
る
と
、
資
金
が
な
か

っ
た
た
め
、
１
年
く
ら

ら
そ
の
間
に
き
ち
ん
と
構
造
補
強
す
る
か
、
解
体
し
て
い
い
も
の
を

建
て
る
か
考
え
ま
し
ょ
う
、
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
り
ま
し
た
。
で

も
実
際
ふ
た
を
開
け
て
み
た
ら
、
家
賃
を
多
少
下
げ
て
も
全
く
人
が

入
ら
な
か
っ
た
ビ
ル
が
満
杯
に
な
り
ま
し
た
。
３
年
経
っ
た
と
き
オ

ー
ナ
か
ら
、
こ
の
ま
ま
で
も
入
居
者
が
入
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
こ
の

ま
ま
延
長
し
た
い
、
と
言
わ
れ
た
の
で
す
が
、
僕
と
し
て
は
構
造
上

も
設
備
関
係
上
も
安
全
に
確
証
が
な
い
の
で
延
長
す
る
の
で
あ
れ
ば

手
を
入
れ
る
予
算
を
き
ち
ん
と
出
し
て
も
ら
い
た
い
し
、
そ
う
で
な

い
の
な
ら
手
を
引
き
ま
す
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
僕

ら
と
入
っ
て
い
た
メ
ン
バ
ー
は
予
定
通
り
３
年
で
出
て
、
そ
の
後
は

オ
ー
ナ
ー
さ
ん
が
自
主
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
冷
泉
荘
が
地
元
の
メ
デ
ィ
ア
で
ち
ょ
っ
と
話
題
に
な
っ
た
と
き
、

10
件
く
ら
い
相
談
が
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。
紺
屋
２
０
２
３
の
ビ
ル

は
そ
の
一
つ
で
す
。
ほ
か
の
相
談
に
関
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が

僕
が
魔
法
使
い
み
た
い
に
入
居
率
を
あ
げ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
相
談
に
来
ら
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、「
最
初
に
時
間
と
そ
れ
な
り
の

お
金
が
か
か
り
ま
す
よ
」
と
伝
え
る
と
去
っ
て
い
っ
て
し
ま
わ
れ
ま

し
た
。
な
の
で
か
な
り
打
率
が
悪
い
で
す
ね
（
笑
）。
あ
と
、
多
く
の

人
が
「
冷
泉
荘
の
よ
う
な
こ
と
を
そ
の
ま
ま
や
っ
て
く
れ
」
と
言
わ

れ
た
の
で
す
が
、「
そ
れ
は
無
理
で
す
」
と
答
え
ま
し
た
。
立
地
、
周

辺
環
境
、
建
物
の
状
況
・
形
状
・
構
造
、
時
代
、
な
ど
、
各
物
件
の

条
件
が
違
う
の
で
、
提
案
す
る
内
容
も
全
然
違
う
も
の
に
な
り
ま
す

し
、
そ
う
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
二
つ
の
違
う
土

地
に
全
く
同
じ
家
を
建
て
ら
れ
な
い
の
と
同
じ
で
す
ね
。

　「
紺
屋
」
や
冷
泉
荘
に
し
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
合
わ
せ
た
コ
ン

セ
プ
ト
、
し
く
み
、
収
支
計
画
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
提
案
し
ま
す
し
、

入
居
者
と
オ
ー
ナ
ー
が
交
わ
す
契
約
内
容
な
ど
に
も
関
わ
り
ま
す
。

そ
こ
ま
で
関
わ
る
こ
と
で
、
オ
ー
ナ
ー
が
安
心
し
て
貸
し
て
く
れ
る

冷泉荘(by TRAVELERS PROJECT 
/ 2006.04–2009.03)　外観
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＊
3ク

リ
ー
ニ
ン
グ
事
件
→
7
頁
参
照

小
川

―
日
本
に
は
そ
も
そ
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
な
歴
史
が
な
い

の
で
、
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
い
う
単
語
を
10
年
言
い
続
け
て
歴
史
に

な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
本
当
は
「C

afe O
ngoing

」
と
名

乗
れ
ば
、
も
っ
と
人
は
来
る
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
人
は
、
ア
ー
ト

セ
ン
タ
ー
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
名
付
け
た
ら
入
り
づ
ら
く
感
じ
る
。
し

か
し
、
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
言
い
続
け
た
ら
、
一
つ
の
型
に
な
っ
て

「
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
み
る
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
馴
染
み

が
出
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。

参
加
者
Ａ

―
時
間
を
か
け
て
自
然
に
と
け
込
ん
で
い
く
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。

小
川

―
「
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
は
何
で
す
か
」
と
よ
く
聞
か
れ
る

ん
で
す
。
だ
か
ら
、
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
ほ
か
に
も
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。3331 A

rts C
hiyoda

も
典
型
的
な
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な

の
で
、「
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
３
３
３
１
」
に
す
れ
ば
い
い
の
に
（
笑
）。

熊
倉

―
ヨ
ー
ロ
ー
ッ
パ
に
も
行
政
が
や
っ
て
い
る
公
立
の
ア
ー
ト

セ
ン
タ
ー
は
あ
り
ま
す
が
、O

ngoing

の
よ
う
に
個
人
で
や
っ
て
い

る
の
は
あ
ま
り
な
い
と
思
い
ま
す
。
小
川
さ
ん
は
、
近
所
の
人
が
来

て
く
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
か
。

小
川

―
す
ご
く
思
っ
て
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
興
味
を
持
っ
て
く
れ

た
の
に
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
件
（
＊
3
）
で
ま
た
離
れ
て
い
っ
た
の
で
、

悲
し
い
で
す
（
笑
）。
私
は
、
近
所
に
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
思
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
作
家
に
は
そ
れ
は
関
係
な
い
の
で
難
し
い
で
す

ね
。

い
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
資
金
を
貯
め
な
が
ら
不
動
産
を
巡
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
も
そ
もO

ngoing

の
よ
う
な
展
覧
会
は
、
毎
年
お
祭
り
の

よ
う
に
は
な
る
け
れ
ど
、
一
過
性
の
も
の
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
そ
う

じ
ゃ
な
く
て
、
拠
点
と
な
る
ハ
ブ
み
た
い
な
場
所
を
つ
く
り
た
か
っ

た
ん
で
す
。
私
は
東
京
出
身
の
た
め
東
京
で
物
件
を
探
し
始
め
ま
し

た
。
都
心
か
ら
外
れ
る
ほ
ど
家
賃
は
安
い
し
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
多
い

が
、
や
っ
ぱ
り
一
般
の
お
客
さ
ん
は
来
に
く
い
。
そ
の
ぎ
り
ぎ
り
の

ラ
イ
ン
が
吉
祥
寺
で
し
た
。
暇
を
見
つ
け
て
は
そ
の
界
隈
の
物
件
を

探
し
ま
し
た
が
、
テ
ナ
ン
ト
は
あ
っ
て
も
一
軒
家
の
よ
う
な
ス
ペ
ー

ス
が
な
く
、
見
つ
け
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。
や
っ
と
見
つ
け
た
物

件
は
、
直
感
で
決
め
ま
し
た
。
映
画
業
界
で
働
く
友
人
に
頼
ん
で
Ｃ

Ｇ
で
建
物
の
ビ
フ
ォ
ー
＆
ア
フ
タ
ー
を
つ
く
っ
て
も
ら
い
、
古
い
建

物
が
こ
ん
な
に
よ
く
な
る
し
、
ま
た
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
夢

の
あ
る
こ
と
を
や
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
と
オ
ー
ナ
ー
に
プ
レ
ゼ
ン
を

し
て
改
修
の
許
可
を
得
、
家
賃
の
減
額
の
交
渉
を
し
ま
し
た
。

■「
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」と
は
何
か

参
加
者
Ａ

―
小
川
さ
ん
が
カ
フ
ェ
を
経
営
の
た
め
に
か
っ
こ
よ
く

し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
点
や
、
野
田
さ
ん
の

「
紺
屋
」
は
尖
っ
た
感
じ
が
し
ま
す
。
日
本
社
会
で
、
ア
ー
ト
で
場
づ

く
り
を
や
っ
て
い
く
と
き
に
は
こ
う
い
う
先
鋭
さ
が
必
要
な
の
か
な

と
思
い
ま
し
た
。
で
も
小
川
さ
ん
の
話
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
小
さ

な
ま
ち
に
必
ず
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
あ
っ
て
生
活
の
一
部
と
な
っ
て

い
る
の
は
、
小
川
さ
ん
や
野
田
さ
ん
の
行
っ
て
い
る
よ
う
な
ク
ー
ル

な
場
と
は
違
う
と
は
感
じ
ま
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
違
い
を
ど
の

よ
う
に
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
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＊
4

P3 art and environm
ent

（
ピ
ー
ス
リ
ー
・
ア
ー

ト
ア
ン
ド
エ
ン
バ
イ
ロ
メ
ン
ト
）

都
市
・
地
域
計
画
家
で
あ
る
芹
沢
高
志
（
１
９
５
１

年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
神
戸
大
学
理
学
部
数
学
科
、

横
浜
国
立
大
学
工
学
部
建
築
学
科
を
卒
業
後
、（
株
）

リ
ジ
オ
ナ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
チ
ー
ム
で
生
態
学
的

土
地
利
用
計
画
の
研
究
に
従
事
）
が
、
東
京
・
四
谷

の
禅
寺
、
東
長
寺
の
開
創
四
百
周
年
記
念
事
業
に

招
か
れ
、
新
伽
藍
建
築
計
画
に
関
与
し
た
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
る
。
芹
沢
は
新
伽
藍
地
下
に
講
堂
を
設

け
、
そ
こ
で
現
代
美
術
を
中
心
と
す
る
文
化
活
動

を
展
開
す
る
計
画
を
提
案
。
東
長
寺
は
そ
れ
に
応

え
、
寺
院
内
に
専
属
の
企
画
立
案
／
実
行
の
た
め
の

付
属
機
関P3 Alternative M

useum
, Tokyo

を

設
立
す
る
と
と
も
に
、
１
９
８
９
年
４
月
よ
り
、
東

長
寺
講
堂
Ｐ
３
に
お
け
る
展
示
活
動
を
開
始
。
そ
の

後
、
１
９
９
５
年
12
月
に
東
長
寺
よ
り
独
立
、「
精

神
と
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

＊
5佐

賀
町
エ
キ
ジ
ビ
ッ
ト
・
ス
ペ
ー
ス

１
９
８
３
年
か
ら
２
０
０
０
年
ま
で
食
糧
ビ
ル
（
東

京
都
江
東
区
佐
賀1-8-13

。
２
０
０
２
年
に
取
壊

し
）
に
あ
っ
た
現
代
美
術
を
中
心
と
し
た
ギ
ャ
ラ
リ

ー
。 

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
小
池
一
子
（
１
９
３
６
年
、
東

京
都
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
文
学
部
卒
業
。
西
武

百
貨
店
宣
伝
部
に
勤
務
し
、
パ
ル
コ
の
広
告
戦
略
に

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
参
加
。
武
蔵

野
美
術
大
学
名
誉
教
授
）。
大
竹
伸
朗
、
森
村
泰
昌
、

杉
本
博
司
、
内
藤
礼
な
ど
の
展
覧
会
が
開
催
さ
れ

た
。

＊
6博

多
祇
園
山
笠

福
岡
県
福
岡
市
で
毎
年
７
月
に
開
催
さ
れ
る
７
０
０

年
以
上
の
伝
統
の
あ
る
祭
。

解
放
的
な
運
営
で
す
よ
ね
。
徹
底
的
な
個
人
運
営
で
す
し
。

■
周
辺
地
域
と
の
関
係
を
構
築
す
る
に
は

永
尾

―
野
田
さ
ん
は
、
地
元
意
識
の
強
い
地
域
に
入
っ
て
そ
こ
に

住
ん
で
い
る
人
た
ち
と
の
関
わ
り
は
、
つ
か
ず
離
れ
ず
の
よ
う
な
ク

ー
ル
感
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
今
ま
で
の
話
は
福
岡
の
い
い

と
こ
ろ
ば
か
り
と
い
う
感
じ
が
し
ま
し
た
が
、
博は
か

多た

祇ぎ

園お
ん

山や
ま

笠が
さ

（
＊
6
）

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
一
致
団
結
し
た
ま
ち
の
雰
囲
気
に
、
外
か
ら

入
る
と
き
の
入
り
に
く
さ
の
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
し
た
か
。

野
田

―
そ
う
で
す
ね
。
福
岡
市
は
ち
ょ
っ
と
特
殊
な
歴
史
を
も
っ

た
ま
ち
で
す
。
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、「
博
多
市
」
が
存
在
す
る
と

間
違
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
博
多
市
は
存
在
し
ま
せ

ん
。
福
岡
市
の
中
心
部
に
那
珂
川
と
博
多
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
二
つ
の
川
に
挟
ま
れ
た
文
字
通
り
「
中
州
」
と
い
う
繁
華
街
を
挟

ん
で
、
江
戸
時
代
、
黒
田
藩
の
お
さ
め
て
い
た
武
家
の
ま
ち
「
福

岡
」
エ
リ
ア
と
、
天
領
で
独
自
の
自
治
が
認
め
ら
れ
た
商
人
の
ま
ち

「
博
多
」
エ
リ
ア
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。「
福
岡
」
と
い
う
名
称
は

岡
山
県
の
福
岡
か
ら
藩
主
黒
田
長
政
が
き
た
か
ら
で
、「
博
多
」
が
も

と
も
と
の
地
元
の
名
前
。
そ
れ
が
明
治
時
代
に
一
つ
の
市
に
な
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
、
ど
ち
ら
の
名
前
に
す
る
か
す
ご
く
も
め
た

そ
う
で
す
。
結
局
「
福
岡
市
」
に
な
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
博
多
側
に

配
慮
し
て
駅
は
「
博
多
」
駅
に
し
た
そ
う
な
ん
で
す
。
お
か
げ
で
や

や
こ
し
い
ん
で
す
よ
ね
。

　
そ
う
い
う
背
景
の
あ
る
ま
ち
で
、
冷
泉
荘
は
博
多
の
ど
真
ん
中
、

「
紺
屋
」
は
福
岡
の
ど
真
ん
中
に
立
地
し
て
い
ま
す
。
冷
泉
荘
の
メ
ン

バ
ー
に
は
博
多
出
身
の
人
が
た
ま
た
ま
い
て
、
彼
を
博
多
関
係
の
相

熊
倉

―
「
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」っ
て
言
う
と
、
と
に
か
く
日
本
の
大

人
た
ち
は
「
な
に
そ
れ
」
と
牙
を
む
く
。
美
術
館
と
何
が
違
う
の
か
、

怪
し
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
私
も
経
験

上
、
小
川
さ
ん
く
ら
い
の
歳
の
と
き
に
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
ア
ー
ト

セ
ン
タ
ー
っ
て
言
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
言
う
度
に
行
政
か
ら
も

市
民
の
方
々
か
ら
も
抵
抗
を
受
け
、
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
言
わ
な
く

な
っ
た
途
端
に
話
が
進
む
感
じ
で
し
た
（
笑
）。

野
田

―
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
し
て
自
分
か
ら
名
乗
る
こ
と
と
、
ア

ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
こ
と
、
優
先
順
位
と
し
て
は
ど
ち
ら
が

高
い
で
す
か
。

小
川

―
い
つ
か
は
、
周
り
に
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
し
て
認
識
さ
れ

た
い
で
す
ね
。
今
は
た
ぶ
ん
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
カ
フ
ェ
が
つ
い
て
い
る

と
し
か
思
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
「
違
い
ま
す
よ
。
ア
ー
ト
セ

ン
タ
ー
で
す
よ
」っ
て
言
っ
て
い
ま
す
。

熊
倉

―
小
川
さ
ん
は
、
東
京
に
Ｐ
３
（
＊
4
）
や
佐さ

賀が

町ち
ょ
うエ

キ
ジ
ビ
ッ

ト
・
ス
ペ
ー
ス
（
＊
5
）
が
つ
く
ら

れ
た
と
き
は
大
学
生
で
し
た
か
。

小
川

―
そ
う
で
す
。
行
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
。

熊
倉

―
あ
の
二
つ
が
、
日
本

の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
・
ス
ペ
ー

ス
の
代
表
格
で
す
が
、
そ
れ
に

比
べ
る
とO

ngoing

は
だ
い
ぶ

Art Center Ongoing 2階
成田久「寝室展」（2008年10月31日〜11月24日）
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＊
7

art space tetra

（
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
・
テ
ト
ラ
）

２
０
０
４
年
４
月
、
福
岡
県
博
多
区
須
崎
町
に
オ
ー

プ
ン
し
た
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
・
ス
ペ
ー
ス
。

な
っ
て
し
ま
う
ん
だ
よ
な
あ
、
っ
て
こ
と
で
す
。O

ngoing

で
も
自

然
に
ア
ー
ト
が
い
ろ
ん
な
人
に
開
け
て
い
る
こ
と
、
ふ
れ
て
い
く
こ

と
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
あ
る
け
ど
、
本
当
に
開
き
た
い
相
手
に
開

け
て
い
る
感
覚
は
あ
り
ま
す
か
。
結
局
ア
ー
ト
好
き
ば
か
り
が
来
て

い
る
な
と
い
う
こ
と
に
陥
り
ま
せ
ん
か
。

小
川

―
う
ち
は
、
そ
も
そ
も
固
定
客
が
い
な
い
ん
で
す
（
笑
）。

熊
倉

―
１
階
の
カ
フ
ェ
に
来
る
お
客
さ
ん
は
２
階
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
は
全
く
興
味
を
持
た
な
い
の
で
す
か
。

小
川

―
カ
フ
ェ
だ
け
に
来
る
お
客
さ
ん
は
少
な
い
で
す
。
や
っ
ぱ

り
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
目
的
に
来
て
、
つ
い
で
カ
フ
ェ
を
利
用
す
る
人

が
多
い
で
す
。

野
田

―
福
岡
に
「
テ
ト
ラ
（
＊
7
）」
と
い
う
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
ん
で

す
け
ど
、
そ
こ
がO

ngoing

に
ち
ょ
っ
と
似
て
い
る
の
か
な
と
思
い

ま
し
た
。
い
つ
も
い
ろ
い
ろ
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
一

方
で
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
頃
は
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
よ
く
分
か
ら

な
い
し
入
る
の
に
は
勇
気
が
い
る
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
小
川

さ
ん
は
、
一
般
の
人
と
の
距
離
を
縮
め
ら
れ
た
と
い
う
感
じ
は
し
ま

す
か
。

小
川

―
こ
う
い
う
場
所
を
つ
く
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
簡
単
に
距

離
を
縮
め
ら
れ
た
と
は
思
っ
て
い
な
く
て
、
美
術
だ
け
で
な
く
音
楽

や
社
会
学
、
演
劇
な
ど
い
ろ
ん
な
興
味
の
あ
る
人
が
集
ま
っ
て
く
れ

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
い
つ
で
も
誰
で
も
来
て
も
い
い
で
す
よ
と

い
う
ス
タ
ン
ス
で
は
あ
り
ま
す
が
、
吉
祥
寺
は
食
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

談
役
と
い
う
か
た
ち
で
チ
ー
ム
を
組
み
ま
し
た
。
冷
泉
荘
が
ス
タ
ー

ト
す
る
の
に
準
備
期
間
が
１
年
あ
り
、
そ
の
間
に
地
域
の
人
た
ち
に

少
し
ず
つ
あ
い
さ
つ
ま
わ
り
を
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
あ
い
さ
つ
の

順
番
を
間
違
え
た
ら
終
わ
り
で
す
。
そ
の
順
番
は
地
元
の
人
に
し
か

わ
か
ら
な
い
の
で
、
そ
の
都
度
聞
い
て
順
番
に
あ
い
さ
つ
を
し
た
か

ら
わ
り
と
ス
ム
ー
ズ
に
始
め
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
派
閥
み
た

い
な
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
冷
泉
荘
は
ど
こ
の
派
閥
に
も
属
さ
な
い
、

あ
る
意
味
中
立
み
た
い
な
立
場
を
選
び
ま
し
た
。
だ
か
ら
均
等
に
お

付
き
合
い
さ
せ
て
も
ら
え
ま
し
た
し
、
ま
ち
の
掃
除
に
も
参
加
し
て

い
た
こ
と
も
あ
っ
て
好
感
を
も
っ
て
ま
ち
に
迎
え
て
い
た
だ
い
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
あ
い
さ
つ
ま
わ
り
や
掃
除

は
「
紺
屋
」
の
と
き
も
し
ま
し
た
。
よ
く
顔
を
合
わ
せ
て
話
し
て
い

る
と
人
っ
て
自
然
と
情
が
移
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
て
い
る
と
楽
し
い
こ
と
の
ほ
う
が
多
い
し
。
冷
泉
荘

の
と
き
は
そ
う
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
き
っ
か
け
に
地
元

の
方
々
か
ら
こ
う
い
う
イ
ベ
ン
ト
や
っ
て
と
要
望
を
い
た
だ
い
た
り

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
博
多
の
こ
と
を
な
ん
と
な
く
で
も
知
っ

て
い
る
福
岡
の
人
た
ち
か
ら
は
「
よ
く
あ
そ
こ
で
あ
あ
い
う
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
や
れ
た
よ
な
あ
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
で
も
幸
い
僕
は
外
か

ら
き
た
人
だ
っ
た
の
で
、
良
く
も
悪
く
も
そ
う
し
た
し
が
ら
み
を
体

感
的
に
は
知
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
知
ら
な
い
か
ら
、
い
ろ
ん

な
こ
と
が
で
き
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

■
開
か
れ
た
場
所
と
は　

地
域
に
対
す
る
意
識

野
田

―
冷
泉
荘
の
際
に
、O

ngoing

と
同
じ
よ
う
に
カ
フ
ェ
の
収

益
で
イ
ベ
ン
ト
を
ま
わ
す
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ

の
と
き
に
頭
を
抱
え
て
い
た
こ
と
が
、
カ
フ
ェ
っ
て
固
定
客
だ
け
に
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■
何
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
の
か

森

―
で
は
、
二
人
と
も
何
か
を
つ
く
っ
て
い
る
と
い
う
感
覚
は
あ

り
ま
す
か
。
あ
え
て
い
う
と
、
何
を
つ
く
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

小
川

―
時
代
の
よ
う
な
も
の
を
つ
く
っ
て
い
る
感
覚
は
あ
る
と
思

い
ま
す
。
面
白
い
こ
と
を
や
り
た
い
と
い
う
作
家
た
ち
が
集
ま
る
場

所
を
み
ん
な
で
つ
く
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
時
代
を
つ
く
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

野
田

―
何
か
を
つ
く
っ
て
い
る
意
識
が
あ
る
か
と
聞
か
れ
た
の
は
、

初
め
て
な
の
で
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
「
場
」
を
つ
く
っ
て
い

る
と
い
う
意
識
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
よ
く
周
囲
か
ら
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
何
を
目
指
し
て
い
る
の
で
す
か
と
聞
か
れ
ま
す
。
で
も
、

目
標
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
具
体
的
に
目
指
し
て
い
る
未
来
像
は
あ
り

ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
可
能
性
を
殺
し
た
く
な
い
と
い
う
意
味
で
も
、

結
果
的
に
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
た
と
振
り
返
る
こ
と
が
未
来
を
つ
く

る
こ
と
に
な
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
未
来
の
微
分
が

「
現
在
」
で
、
積
分
し
た
未
来
が
素
晴
ら
し
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
最

適
な
「
現
在
」
を
つ
く
る
こ
と
を
し
て
い
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
地
域
と
関
わ
る
こ
と
も
あ
る
し
、
全
く
意
識
し
て
い

な
い
と
き
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
感
覚
の
中
で
や
っ
て
い
ま
す
。

熊
倉

―
お
二
人
が
、
今
を
大
事
に
し
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
は
共

通
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
だ
け
と
い
う
強
烈
な
関
係
性
、

い
つ
な
く
な
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
、
未
来
が
見
え
な
い
こ
と
も

大
事
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

で
は
い
く
ら
で
も
欲
を
満
た
す
こ
と
は
で
き
る
ま
ち
な
の
で
、
そ
も

そ
も
全
く
興
味
が
な
い
人
は
来
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本

当
は
地
域
の
方
々
に
も
来
て
ほ
し
い
で
す
が
、
危
険
な
匂
い
が
す
る

作
品
も
多
い
の
で
宗
教
団
体
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
人
も
い
る
か
と
思

い
ま
す
。「
こ
こ
は
な
ん
だ
ろ
う
」
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。

熊
倉

―
野
田
さ
ん
は
、
地
域
と
は
一
定
の
距
離
を
保
ち
た
い
と
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
地
域
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス

を
と
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
博
多
祇
園
山
笠
に
は
参
加
し
な

い
の
で
す
か
。

野
田

―
山
笠
は
関
わ
ら
な
い
で
す
ね
。
い
や
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん

が
、
無
理
を
し
て
地
域
に
と
け
込
も
う
と
も
、
参
加
し
よ
う
と
も
思

い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
も
し
か
し
た
ら
自
分
が
、
福
岡
の
出
身
で
は

な
い
か
ら
と
い
う
の
が
ち
ょ
っ
と
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り

と
い
う
の
は
、
や
ろ
う
と
思
っ
て
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
で
す
し
、

「
地
域
を
活
性
化
し
ま
す
」
と
言
う
人
ほ
ど
怪
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま

ち
は
自
然
に
で
き
あ
が
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
し
、
そ
こ
に
い
る
人

の
意
識
が
高
け
れ
ば
ま
ち
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
思
い
が
根
底
に
あ

り
ま
す
。
地
域
に
必
ず
関
わ
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
か
、
距
離
を
置

か
な
い
と
い
け
な
い
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
シ
ン
プ
ル
に
そ
の
ま

ち
に
い
る
一
住
人
と
し
て
や
れ
る
こ
と
や
り
た
い
こ
と
や
る
べ
き
こ

と
を
や
っ
て
い
く
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
す
。

小
川

―
僕
も
、
そ
も
そ
も
ま
ち
な
ん
て
い
う
こ
と
が
お
こ
が
ま
し

い
と
思
い
ま
す
ね
。
自
分
の
考
え
て
い
る
こ
と
が
ま
ち
を
つ
く
る
な

ん
て
そ
ん
な
め
っ
そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
、
と
思
い
ま
す
。
政
治
家
じ

ゃ
な
い
で
す
（
笑
）。
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＊
8

ロ
ス
ト
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョン

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
就
職
氷
河
期
（
１
９
９
４
年
〜
２

０
０
４
年
）
に
大
学
卒
業
・
就
職
活
動
時
期
が
重
な

っ
た
概
ね
１
９
７
３
年
〜
１
９
８
２
年
生
ま
れ
の
世

代
を
指
す
。
そ
の
後
景
気
回
復
が
あ
り
、
こ
れ
以
降

の
世
代
は
就
職
状
況
が
好
転
し
た
と
い
う
認
識
か
ら
、

景
気
低
迷
に
翻
弄
さ
れ
た
狭
間
の
世
代
と
さ
れ
て
い

る
。

う
よ
り
、
そ
れ
が
否
定
さ
れ
て
崩
壊
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
最
初
か

ら
何
も
期
待
し
て
い
な
い
の
で
良
く
も
悪
く
も
夢
が
な
い
ん
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
僕
は
ア
ー
ト
を
意
識
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
、
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
建
築
の
文
脈
の
中
に
位
置
付
け
て
や
っ
て
い
る
部
分
が

大
き
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ア
ー
ト
の
教
育
を
受
け
た
わ
け
で
も
な

い
で
す
し
、
ア
ー
ト
の
専
門
家
で
も
な
い
の
で
、
冷
泉
荘
や
「
紺
屋
」

は
「
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
だ
と
言
わ
れ
て
も
、
そ
の
文
脈
で
話

す
の
は
な
か
な
か
難
し
い
で
す
。

熊
倉

―
20
代
に
失
わ
れ
た
10
年
を
経
験
し
、
あ
る
種
冷
め
る
と
い

う
か
、
今
ま
で
の
も
の
は
駄
目
な
ん
だ
と
思
っ
た
わ
け
で
す
よ
ね
。

野
田

―
そ
う
で
す
。
建
築
業
界
の
中
で
も
世
代
観
を
感
じ
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
。
や
は
り
僕
よ
り
少
し
上
の
70
年
代
生
ま
れ
の
世
代
の

方
ま
で
は
や
は
り
ま
だ
「
建
築
家
」
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
印
象
が

あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
20
世
紀
に
王
道
と
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
な
、

作
家
性
の
あ
る
建
築
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
。
僕
は
そ

う
い
う
人
た
ち
か
ら
理
解
さ
れ
な
い
こ
と
を
し
て
い
る
。
よ
く
「
た

ま
に
は
野
田
君
、
建
築
も
や
り
な
よ
」っ
て
言
わ
れ
ま
す
（
笑
）。
不

動
産
業
界
の
人
か
ら
は
、
新
手
の
不
動
産
ブ
ロ
ー
カ
ー
と
か
言
わ
れ
、

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
か
ら
は
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
言
わ
れ
、
僕
は
建
築

を
や
っ
て
い
る
つ
も
り
な
の
に
、
な
か
な
か
理
解
さ
れ
に
く
い
で
す
。

小
川

―
逆
に
僕
は
前
の
世
代
の
人
た
ち
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を

や
っ
て
い
る
の
で
応
援
さ
れ
ま
す
よ
。「
す
ご
く
や
り
た
か
っ
た
こ
と

を
潰
れ
な
い
で
や
っ
て
い
る
か
ら
応
援
す
る
よ
」っ
て
言
う
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
上
の
世
代
だ
け
で
は
な
く
、
20
代
く
ら

い
の
若
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
も
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
た
だ
、
僕
を

■
世
代
特
有
の
感
覚
は
あ
る
か

菊
地

―
勝
手
な
解
釈
で
す
が
、
そ
れ
は
世
代
共
通
の
部
分
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
正
統
と
は
少
し
ひ
い
た
と
こ
ろ
か
ら

独
自
の
活
動
を
す
る
感
覚
と
い
う
の
は
世
代
的
な
こ
と
も
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
僕
は
野
田
さ
ん
と
同
じ
世
代
で
す
が
、
リ
サ

ー
チ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
永
尾
さ
ん
と
渡
辺
さ
ん
は
現
役
の
学
生
で
、

彼
女
た
ち
は
わ
り
と
王
道
を
求
め
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

永
尾

―
こ
の
ゼ
ミ
は
、
90
年
代
以
降
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

マ
ッ
ピ
ン
グ
を
す
る
意
識
が
あ
り
ま
す
が
、
お
二
人
は
そ
こ
か
ら
外

れ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
感
覚
は
世
代

特
有
な
の
で
し
ょ
う
か
。

小
川

―
僕
は
１
９
７
６
年
生
ま
れ
な
の
で
、
ロ
ス
ト
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
＊
8
）
と
言
わ
れ
る
世
代
で
す
。
野
田
さ
ん
と
は
世
代
は
少
し

違
い
ま
す
よ
ね
。
僕
の
と
き
は
、
美
大
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

周
り
は
全
く
就
職
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
経
済
的
に
も
ど
ん
底
で
、

就
職
も
で
き
な
い
し
、
何
か
自
分
で
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
っ
て
思

っ
た
と
き
に
、
王
道
じ
ゃ
な
い
こ
と
を
や
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

野
田
さ
ん
は
、
就
職
が
で
き
た
時
代
で
す
か
。

野
田

―
僕
の
世
代
も
厳
し
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
ち
ょ
う

ど
き
れ
い
に
成
人
式
と
21
世
紀
の
始
ま
り
が
重
な
る
１
９
８
０
年
〜

８
１
年
生
ま
れ
の
学
年
で
す
が
、
そ
れ
は
つ
ま
り
「
失
わ
れ
た
10
年
」

と
言
わ
れ
る
90
年
代
と
10
代
の
10
年
が
き
れ
い
に
重
な
る
世
代
と
い

う
こ
と
で
す
。
要
す
る
に
そ
も
そ
も
王
道
が
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

上
の
世
代
が
王
道
と
し
て
き
た
こ
と
に
反
発
し
て
や
っ
て
い
る
と
い
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見
し
て
や
ろ
う
と
す
る
気
持
ち
が
機
動
力
と
原
動
力
に
な
る
は
ず
だ

と
思
う
の
で
す
が
。

■「
面
白
い
」を
嗅
ぎ
分
け
、「
こ
れ
は
ま
ず
い
」を
察
知
す
る

熊
倉

―
紺
屋
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
年
齢
制
限
を
し
た
り
、
小
川
さ

ん
は
無
意
識
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
選
ん
だ
り
と
か
、
お
二
人
と
も
場

の
空
気
を
大
事
に
考
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
の
で
す
が
。

小
川

―
嗅
覚
だ
け
で
生
き
て
い
ま
す
（
笑
）。

野
田

―
嗅
覚
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
一
番
大
事
な
の
は
、「
こ
れ

は
ま
ず
い
」
と
い
う
嗅
覚
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
な
い
と
こ
け
ち

ゃ
い
ま
す
。
例
え
ば
冷
泉
荘
で
も
名
が
知
れ
る
反
面
、
個
々
の
店
舗

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
ま
で
は
し
て
い
な
い
の
で
、
個
々
の
悪
い
噂

は
広
ま
っ
て
し
ま
う
。
や
が
て
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
雰
囲
気
は
伝

染
し
ま
す
。「
隣
の
人
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
と
、
な
ぜ
か
う
ち
も

う
ま
く
い
か
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
と
き
は
「
ま
ず
い

な
」っ
て
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
事

務
局
は
出
て
い
け
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
、「
紺
屋
」
の
ス
タ
イ

ル
で
あ
る
、
１
年
も
し
く
は
３
年

と
い
う
契
約
期
間
の
仕
組
み
を
考

え
ま
し
た
。
節
目
が
来
た
ら
自
然

に
出
て
行
け
る
仕
組
み
。
こ
れ
は

リ
ス
ク
を
減
ら
す
だ
け
で
は
な
く
、

い
い
部
分
を
ど
ん
ど
ん
伸
ば
し
て

い
く
。
こ
う
し
て
空
気
を
常
に
循

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
だ
と
思
っ
て
、「
僕
の
作
品
を
見
て
く
だ
さ
い
」っ
て

い
う
感
じ
は
一
切
な
い
で
す
。
お
そ
ら
く
「
変
わ
り
者
の
兄
ち
ゃ
ん
」

「
面
白
い
場
所
を
や
っ
て
い
る
人
」
と
か
思
わ
れ
て
い
ま
す
。
僕
も
学

生
の
と
き
か
ら
こ
ん
な
場
所
が
あ
っ
た
ら
最
高
だ
っ
た
ろ
う
な
と
か

思
い
ま
す
よ
。
学
生
か
ら
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
よ
う
な
人
ま
で

い
ろ
い
ろ
な
人
が
来
て
、
批
評
を
す
る
。
有
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

「
明
日
か
ら
の
お
金
ど
う
し
よ
う
」
と
か
話
し
て
い
た
り
、
す
ご
く
リ

ア
ル
な
場
所
だ
な
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
状
況
は
僕
が
学
生
の
と

き
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。

野
田

―
や
る
べ
き
こ
と
を
や
る
こ
と
が
本
当
の
意
味
で
の
王
道
だ

と
す
る
と
、
僕
も
小
川
さ
ん
も
あ
る
意
味
直
球
で
王
道
な
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
と
思
い
ま
す
。「
王
道
」
に
「
安
定
」
と
い
う
意
味
も
含
ま
れ

る
と
す
る
と
違
う
け
ど
。

熊
倉

―
若
い
人
は
、
何
で
も
お
金
を
稼
が
な
い
と
駄
目
だ
っ
て
言

っ
て
い
る
し
、
ま
さ
か
パ
ン
を
焼
い
て
稼
げ
る
と
考
え
て
い
な
い
だ

ろ
う
し
、
だ
い
た
い
最
初
か
ら
や
り
も
し
な
い
で
や
め
て
い
る
人
が

多
い
の
は
事
実
だ
と
思
い
ま
す
。

野
田

―
そ
れ
は
感
じ
ま
す
ね
。
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
20
代
の
人
た

ち
を
見
て
い
ま
す
が
、
み
ん
な
い
ろ
ん
な
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
で

二
次
元
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
描
け
る
。
で
も
実
際
は
そ
の
絵
に
は
奥
行

き
が
あ
っ
て
三
次
元
な
ん
で
す
よ
。
そ
れ
を
分
か
ら
ず
に
、
絵
の
段

階
で
、
窓
か
ら
外
を
見
て
や
め
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。
そ

の
く
せ
リ
ス
ク
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
恐
怖
は
し
っ
か
り
あ
っ
て
、

何
を
し
た
ら
自
分
に
と
っ
て
リ
ス
ク
な
の
か
を
ひ
た
す
ら
考
え
て
い

る
。
奥
行
き
の
先
に
は
ま
だ
見
ぬ
面
白
い
こ
と
が
あ
る
し
そ
れ
を
発

紺屋サマースクール 会場風景
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＊
9山

本
宇
一（
や
ま
も
と
・
う
い
ち
）

１
９
６
３
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
都
市
計
画
、
地
域

開
発
な
ど
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
携
わ
っ
た
後
、
飲
食
業

に
転
身
。
１
９
９
７
年
６
月
オ
ー
ナ
ー
兼
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
と
し
て
駒
沢
に
「Bow

ery Kitchen

」
を
開
業
、

２
０
０
０
年 

２
月
、
表
参
道
に
「Lotus

」
を
開
業
。

定
内
だ
か
ら
、
リ
ス
ク
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
よ
ね
。

参
加
者
Ｂ

―
で
は
、
面
白
い
人
た
ち
が
集
ま
る
に
は
何
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
か
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
来
る
仕
掛
け
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
で
す
か
。

小
川

―
や
は
り
人
の
力
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
面
白
い
イ
ベ
ン
ト
を

開
い
て
も
、
中
心
に
い
る
引
力
が
な
け
れ
ば
人
は
集
ま
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

野
田

―
カ
フ
ェ
の
話
だ
け
ど
、
山
本
宇
一
（
＊
9
）
さ
ん
と
い
う
有
名

な
カ
フ
ェ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
「
ど
う
や
っ
た
ら
カ
フ
ェ
が
う
ま
く

い
き
ま
す
か
」
と
質
問
さ
れ
た
と
き
、「
簡
単
な
こ
と
で
、
あ
な
た
の

周
り
に
い
る
友
だ
ち
に
こ
ん
な
カ
フ
ェ
を
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
ん

だ
け
ど
と
話
し
て
、
行
く
行
く
と
言
わ
れ
た
ら
う
ま
く
い
く
よ
」
と

答
え
る
と
い
う
ち
ょ
っ
と
有
名
な
話
が
あ
り
ま
す
。
要
す
る
に
、
あ

な
た
の
周
り
に
い
る
人
と
い
う
の
は
感
性
が
近
い
人
で
、
そ
う
い
う

人
た
ち
さ
え
も
反
応
し
な
か
っ
た
ら
、
う
ま
く
は
い
か
な
い
。
そ
れ

は
そ
の
通
り
だ
と
僕
も
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
人
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

だ
と
言
っ
て
し
ま
え
ば
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は
少
な
く

と
も
周
り
と
一
緒
に
面
白
い
な
っ
て
盛
り
上
が
れ
る
こ
と
か
ど
う
か
。

そ
し
て
そ
れ
が
さ
ら
に
外
の
人
か
ら
見
て
も
楽
し
そ
う
に
見
え
れ
ば
、

天
の
岩
戸
さ
え
も
開
く
わ
け
で
す
。
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
な
ら
ま
ず
は

「
わ
く
わ
く
し
そ
う
」
と
周
囲
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ア
ー
ト
関
係
者
が

思
わ
な
い
と
始
ま
ら
な
い
。
小
川
さ
ん
は
そ
れ
を
潜
在
的
に
持
っ
て

い
る
人
で
、
自
分
の
ス
ペ
ー
ス
が
大
好
き
で
、「
こ
ん
な
と
こ
ろ
は
お

れ
の
と
こ
ろ
し
か
な
い
」
と
言
っ
て
い
て
、
そ
し
て
実
際
に
楽
し
そ

う
に
や
っ
て
い
る
か
ら
行
っ
て
み
よ
う
か
な
と
み
ん
な
思
う
の
で
は

環
さ
せ
る
よ
う
意
識
し
て
い
ま
す
。

小
川

―
僕
は
、
駄
目
な
や
つ
で
も
な
か
な
か
切
れ
な
い
ん
で
す
よ

ね
（
笑
）。

野
田

―
小
川
さ
ん
の
そ
う
い
う
、
厄
介
な
も
の
が
い
い
も
の
に
な

っ
て
い
く
可
能
性
を
残
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
す
ご
い
な
と
思
い
ま
す
。

僕
は
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
要
素
を
取
り
除
か
な
い
と
い
う
、
そ
の
勇
気
は

な
い
で
す
ね
。
方
向
性
は
変
わ
ら
な
い
の
で
す
が
、
小
川
さ
ん
は
器

が
で
か
い
と
思
い
ま
す
。
事
務
局
の
方
で
何
で
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

て
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
み
た
い
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ら
当
然
面
白
く
な
い
。
で

も
冷
泉
荘
の
と
き
は
イ
ベ
ン
ト
さ
え
も
管
理
し
て
い
る
感
じ
だ
っ
た

の
で
、「
紺
屋
」
で
は
イ
ベ
ン
ト
を
減
ら
し
、
自
主
企
画
を
減
ら
し
ま

し
た
。
あ
と
は
、
外
か
ら
頼
ま
れ
た
こ
と
を
引
き
受
け
て
共
催
す
る
。

あ
え
て
そ
う
す
る
こ
と
で
「
紺
屋
」
の
空
気
が
面
白
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
余
白
が
大
き
い
ほ
ど
面
白
い
こ
と
が
で

き
る
。
本
当
は
徹
底
的
に
民
主
主
義
、
つ
ま
り
各
自
の
自
己
責
任
と

自
由
・
人
間
性
を
尊
重
し
て
、
ル
ー
ル
や
決
ま
り
ゼ
ロ
で
や
り
た
い

が
、
勇
気
が
な
い
か
ら
い
ろ
ん
な
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
し
ま
う
。

理
想
は
、
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
何
も
決
め
な
い
で
始
め
る
こ
と
だ
と

は
思
っ
て
い
ま
す
。

森

―
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
を
し
な
い
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
っ
て
あ
る

わ
け
で
す
よ
ね
。
要
は
、
す
べ
て
を
引
き
受
け
る
。
こ
れ
は
究
極
の

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
、
全
部
負
え
る
人
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
ア

ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て
い
る
人
は
全
部
引
き
受
け
ざ
る
を
得

な
い
か
ら
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
シ
ス
テ
ム
が
、
つ
い
か
っ
こ

よ
く
見
え
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
場
合
、
避
け
ら
れ
る
リ
ス
ク
は
想
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＊
10福

岡
教
育
大
学
（
ふ
く
お
か
き
ょ
う
い
く
だ
い
が
く
）

福
岡
県
宗
像
市
に
あ
る
教
育
に
関
す
る
教
育
・
研

究
を
総
合
的
に
行
う
単
科
大
学
。
教
育
学
部
の
中

に
美
術
専
攻
が
あ
り
、
大
学
院
に
美
術
教
育
コ
ー
ス

が
あ
る
。

算
度
外
視
の
企
画
は
や
れ
て
い
な
い
で
す
（
笑
）。

小
川

―
９
月
の
イ
ベ
ン
ト
月
は
、
売
れ
て
い
る
人
た
ち
を
呼
ぶ
の

で
は
な
く
、
ダ
ン
ス
や
音
楽
で
そ
ん
な
に
知
ら
れ
て
い
な
い
人
の
イ

ベ
ン
ト
を
や
り
ま
す
。
日
本
は
、
美
術
に
は
お
金
は
落
と
さ
な
い
け

ど
ダ
ン
ス
や
音
楽
に
は
お
金
を
落
と
す
。
ほ
か
の
ジ
ャ
ン
ル
が
う
ら

や
ま
し
い
と
は
思
っ
て
い
な
い
け
ど
、
そ
の
お
か
げ
で
美
術
っ
て
や

っ
て
い
け
る
の
か
も
な
と
い
う
感
じ
で
す
。
こ
の
９
月
は
お
金
儲
け

を
し
た
い
わ
け
で
は
な
く
、
場
所
が
潰
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
最
低

限
の
目
標
で
や
っ
て
い
ま
す
。
展
示
を
や
ら
せ
て
く
だ
さ
い
っ
て
い

う
人
は
大
量
に
い
て
途
切
れ
ま
せ
ん
が
、
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
は
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、O

ngoing

は
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
お
金
に
は
な
ら
な
い

け
ど
、
ず
っ
と
守
っ
て
い
き
た
い
。

野
田

―
途
切
れ
な
い
の
は
す
ご
い
で
す
ね
。
福
岡
に
は
若
手
が
あ

ま
り
い
ま
せ
ん
。
美
大
が
な
い
で
す
し
、
福
岡
教
育
大
学
（
＊
10
）
や
九

州
産
業
大
学
な
ど
に
学
部
と
し
て
あ
る
程
度
で
す
。
な
の
で
、
仮
に

若
手
に
よ
る
美
術
展
示
を
２
週
間

お
き
に
し
て
も
そ
う
長
く
は
続
か

な
い
と
思
い
ま
す
。

熊
倉

―
展
覧
会
「O

ngoing

」は

赤
字
は
出
な
か
っ
た
で
す
か
。

小
川

―
出
さ
な
か
っ
た
で
す
ね
。

人
件
費
も
払
っ
て
な
い
し
、
場
所

代
も
公
共
の
場
所
だ
か
ら
か
か
り

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

■
場
所
を
固
定
化
す
る
リ
ス
ク
と
は

参
加
者
Ｂ

―
小
川
さ
ん
は
５
年
間
、
場
所
を
固
定
せ
ず
に
展
覧
会

「O
ngoing

」
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
今
、
固
定
し
た
場
所
を
持
つ
こ
と
へ
デ
メ
リ
ッ
ト
を
感

じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

小
川

―
リ
ス
ク
だ
ら
け
で
す
ね
。
家
賃
を
毎
月
20
万
円
以
上
払
わ

な
く
て
は
い
け
な
い
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
と
き
は
そ
の
と
き
だ

け
や
れ
ば
よ
か
っ
た
け
ど
、
終
わ
り
が
見
え
な
い
こ
と
は
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
デ
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
本
当
に
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
好
き
な

こ
と
を
や
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
で
す
よ
。
や
は
り

潰
れ
な
い
た
め
に
、
ハ
ー
ド
な
も
の
と
柔
ら
か
い
も
の
を
入
れ
て
み

た
り
し
て
い
ま
す
。
ず
っ
と
ハ
ー
ド
で
あ
り
続
け
る
こ
と
は
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
。
お
金
の
話
を
す
る
と
、
光
熱
費
や
仕
入
れ
も
入
れ

て
、
毎
月
40
万
円
は
消
え
て
い
く
の
で
最
低
で
も
月
に
50
万
は
稼
が

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
カ
フ
ェ
は
17
席
あ
り
ま
す
が
、
常
に
が
ら
が

ら
で
イ
ベ
ン
ト
の
と
き
だ
け
人
が
来
て
い
る
状
態
で
す
。
イ
ベ
ン
ト

ご
と
に
10
万
円
稼
ぐ
。
こ
れ
だ
け
で
は
赤
字
な
の
で
、
９
月
に
開
催

す
る
イ
ベ
ン
ト
の
と
き
に
儲
け
る
。
ダ
ン
ス
と
か
ラ
イ
ヴ
を
や
る
と

す
ご
い
お
金
が
落
ち
て
き
ま
す
。
そ
の
月
の
売
り
上
げ
で
年
間
の
赤

字
を
埋
め
て
い
る
感
じ
で
す
。

野
田

―
割
合
と
し
て
は
、「
紺
屋
」
と
全
く
逆
で
す
ね
。O

ngoing

は
１
カ
月
だ
け
稼
い
で
、
そ
れ
以
外
は
採
算
度
外
視
で
好
き
な
こ
と

を
や
れ
る
ん
で
す
ね
。
僕
た
ち
は
、
１
年
に
１
カ
月
し
か
本
当
に
採

Ongoing fes、山崎隆史、根本歩（2008年9月7日）
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■
持
続
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

熊
倉

―
二
人
と
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
当
た
り
前
の
世
代
と
は
思

い
ま
す
が
、
小
川
さ
ん
は
実
際
に
会
わ
な
い
と
面
白
く
な
い
と
い
う

感
覚
は
あ
り
ま
す
か
。

小
川

―
僕
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
駆
使
し
な
い
、
現
場
の
人

間
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
の
関
係
性
だ
け
で
生
き
て
き
た
の
で
、
非

常
に
危
う
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
関
係
性
だ
け
と
い
う
こ

と
は
シ
ス
テ
ム
が
な
い
の
で
、
風
邪
で
10
日
倒
れ
た
だ
け
で
施
設
も

終
わ
っ
て
し
ま
う
。
シ
ス
テ
ム
化
し
て
、
そ
の
後
を
考
え
た
方
が
い

い
と
周
囲
に
は
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
僕
が
い
な
く
て
も
施
設
が
成
り

立
っ
て
い
く
よ
う
に
し
な
い
と
駄
目
だ
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
ア
ー
ト

は
シ
ス
テ
ム
と
か
で
ま
わ
っ
て
い
く
も
の
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

森

―
で
も
、
小
川
さ
ん
が
倒
れ
た
と
い
う
こ
と
で
誰
か
助
け
に
来

る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
も
あ
る
意
味
、
シ
ス
テ
ム
で
し
ょ
。
シ
ス

テ
ム
と
い
う
か
、
関
係
性
と
い
う
か
だ
と
は
思
い
ま
す
。

参
加
者
Ｃ

―
小
川
さ
ん
は
ハ
ブ
的
な
存
在
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

戦
略
的
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
こ
の
ま
ま
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
続
い
て
い
け
た
ら
い
い
と
考
え
て
い
る
の
か
、
そ
の
辺
り

を
お
聞
き
し
た
い
で
す
。

小
川

―
戦
略
っ
て
昔
か
ら
苦
手
で
す
ね
。
大
学
院
に
い
る
と
き
、

み
ん
な
戦
略
を
立
て
る
こ
と
と
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
こ
と
ば
か
り
を

ま
せ
ん
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
だ
と
助
成
金
が
出
や
す
い
で
す
し
ね
。
け

れ
ど
、
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
な
っ
て
か
ら
は
場
所
に
対
し
て
の
助
成

金
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
で
助
成
金
で
や
っ
て
い
く
こ
と
に
は

個
人
的
に
す
ご
い
抵
抗
が
あ
り
ま
す
。
い
か
に
行
政
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
お
金
を
出
し
て
い
な
い
の
か
、
も
っ
と
出
せ
ば
い
い
の
に
と
言

っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
が
、
ぎ
り
ぎ
り
で
や
っ
て
い
な
い
と
ア
ー
ト

と
か
語
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
で
し
ょ
う
（
笑
）。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
っ
て
本

当
に
貧
乏
で
、
そ
れ
で
も
も
の
を
つ
く
り
続
け
て
い
る
か
ら
。

野
田

―
民
間
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
と
い
う
の
は
確
か
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
を
守
り
つ
つ
も
、
助
成
金
や
補
助
金
な
ど
の
行
政
か
ら
の
支
援

は
実
際
に
可
能
性
を
広
げ
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
そ
こ
の
幅
を
も
う
少

し
広
げ
て
も
い
い
か
な
と
僕
は
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
福
岡
は
民

間
が
頑
張
り
す
ぎ
て
、
行
政
が
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
い
る
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
。
行
政
は
全
然
関
与
し
て
来
な
い
ん
で
す
け
ど
ね
。

熊
倉

―
ど
ち
ら
の
活
動
も
典
型
的
に
民
間
主
導
で
す
よ
ね
。
民
間

じ
ゃ
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

森

―
今
の
話
を
聞
く
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
デ
ザ
イ
ン
を

し
て
い
ま
す
ね
。
決
し
て
思
い
つ
き
で
は
な
く
、
二
人
と
も
設
計
図

が
き
ち
ん
と
で
き
て
い
る
。
真
似
で
き
そ
う
で
で
き
な
い
か
ら
特
殊

な
例
で
す
よ
。

小
川

―
野
田
さ
ん
は
設
計
図
を
書
い
た
ら
で
き
る
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
野
田
さ
ん
だ
か
ら
設
計
図
を
書
い
て
大
丈
夫
な
だ
け
で
、
ほ
か

の
人
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
妙
な
信
頼
感
が
あ
る
ん
で
す
。
だ

か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
集
ま
っ
て
来
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
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熊
倉

―
お
金
が
な
い
な
ら
ば
、
次
の
一
手
が
な
い
じ
ゃ
す
ま
な
い

で
し
ょ
う
。

小
川

―
そ
れ
も
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
僕
は
「
金
が
す
べ

て
じ
ゃ
ね
ぇ
だ
ろ
う
！
」
み
た
い
な
考
え
も
根
本
的
に
あ
る
ん
で
す

よ
。
だ
か
ら
す
ご
い
ぎ
り
ぎ
り
の
方
が
心
地
よ
か
っ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
っ
て
、
こ
の
余
裕
の
な
さ
が
次
の
面
白
い
こ
と
を
生
む
パ
ワ
ー

に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
（
笑
）。

熊
倉

―
企
画
を
始
め
る
と
き
の
自
由
度
が
高
い
ほ
ど
、
主
宰
者
の

人
間
そ
の
も
の
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
っ
て
こ
と
で
す
ね
。

野
田

―
小
川
さ
ん
を
見
て
そ
う
思
い
ま
す
よ
ね
（
笑
）。
要
す
る
に

あ
る
意
味
人
間
性
さ
え
よ
か
っ
た
ら
、
企
画
の
縛
り
が
限
り
な
く
０

パ
ー
セ
ン
ト
に
近
く
て
も
関
係
性
と
い
う
力
で
や
っ
て
い
け
る
ん
だ

と
横
で
見
て
い
て
思
い
ま
し
た
。

小
川

―
最
近
、
東
京
都
の
仕
事
や
外
の
仕
事
を
も
ら
え
て
救
っ
て

も
ら
っ
て
い
る
部
分
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
吉
祥
寺
か
ら
一
歩
た

り
と
も
離
れ
ら
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
。
朝
起
き
て
パ
ン
を
焼
い
て
、

子
ど
も
を
保
育
園
に
置
い
て
、
帰
っ
て
き
て
カ
フ
ェ
の
下
準
備
を
や

っ
て
、
そ
の
合
間
に
新
し
い
作
家
が
来
て
次
の
企
画
の
話
を
し
た
り
、

そ
の
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
記
事
を
つ
く
っ
た
り
。
そ
う
い
う
状
態

だ
っ
た
の
で
全
く
時
間
も
お
金
も
な
い
状
態
で
２
年
く
ら
い
や
り
続

け
て
い
ま
し
た
。

　
で
も
、
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
っ
て
そ
れ
ぐ
ら
い
じ
ゃ
な
い
と
や
れ
ま

せ
ん
よ
。
一
切
お
金
な
ん
か
で
き
な
い
で
す
。
だ
け
ど
若
い
作
家
や

大
学
生
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
て
、「
こ
う
い
う
場
所
が
あ
る
こ
と
が
救

言
っ
て
い
て
、
そ
の
人
た
ち
が
戦
略
と
か
シ
ス
テ
ム
と
か
立
て
た
と

し
て
も
、
そ
の
人
に
魅
力
が
な
い
と
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
戦
略
を
立
て
て
、
そ
の
通
り
に
面
白
い
も
の
が
で
き
る

わ
け
じ
ゃ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
場
の
関
係
性
で
ど
う
瞬
間

的
に
判
断
し
て
、
面
白
い
方
向
に
つ
な
が
っ
て
い
く
か
。
ふ
と
気
付

い
た
ら
、
こ
ん
な
所
に
自
分
は
い
る
ん
だ
っ
て
い
う
よ
う
な
感
じ
が

い
い
の
か
な
と
。
そ
の
場
限
り
の
人
生
を
送
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね

（
笑
）。
野
田
さ
ん
と
は
そ
の
点
で
全
く
違
う
と
思
う
ん
で
す
が
、
い

か
が
で
す
か
。

野
田

―
今
の
こ
の
僕
と
小
川
さ
ん
の
構
図
、
な
ん
だ
か
シ
ス
テ
ム

対
反
シ
ス
テ
ム
み
た
い
な
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
な
ん
か
僕
が
悪
役

な
感
じ
が
し
ま
す
け
ど
（
笑
）。
で
も
、
僕
の
中
で
は
小
川
さ
ん
は
運

営
の
自
由
度
が
限
り
な
く
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
に
近
い
だ
け
だ
と
思

う
ん
で
す
よ
ね
。
常
に
98
パ
ー
セ
ン
ト
ぐ
ら
い
の
余
白
を
残
し
な
が

ら
や
っ
て
い
る
と
い
う
か
。
そ
れ
が
よ
い
方
向
に
向
か
っ
て
成
功
し

て
い
る
わ
け
で
す
。
98
パ
ー
セ
ン
ト
の
余
白
を
残
す
仕
組
み
を
、
小

川
さ
ん
自
身
が
言
葉
で
説
明
し
て
な
い
だ
け
な
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら

ほ
か
の
人
がO

ngoing

み
た
い
な
こ
と
を
し
た
い
と
思
っ
て
も
そ
れ

を
理
解
し
な
い
と
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
小
川
さ
ん
の
人
格
も
含

め
て
。

熊
倉

―O
ngoing

は
３
年
間
続
い
て
次
は
ど
う
し
よ
う
と
考
え
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
か
。

小
川

―
正
直
、
次
の
一
手
を
考
え
る
余
裕
は
な
い
で
す
ね
。
ぎ
り

ぎ
り
の
生
活
を
し
て
い
る
の
で
、
手
一
杯
で
す
。
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役
割
を
果
た
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
を
経
由
し

て
ア
ジ
ア
の
あ
ち
こ
ち
に
行
く
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
。
今
は
い
ろ
ん

な
人
が
循
環
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
頑
張
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

小
川

―
い
ろ
ん
な
場
所
に
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
で
き
れ
ば
い
い
で

す
ね
。
東
京
じ
ゅ
う
に
あ
っ
て
、
隣
駅
に
も
ま
た
雰
囲
気
の
違
う
ア

ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
、
そ
う
い
う
状
況
が
豊
か
だ
な
と
思
い
ま
す
。

参
加
者
Ｄ

―
お
二
人
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
が
、
組
織

で
や
っ
て
い
こ
う
と
は
思
い
ま
す
か
。
野
田
さ
ん
は
事
務
局
の
３
人

で
動
い
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
例
え
ば
10
人
に
拡
大
し
よ
う
と
考
え

た
り
、
小
川
さ
ん
も
従
業
員
を
雇
う
こ
と
に
興
味
は
あ
り
ま
す
か
。

小
川

―
す
ご
く
興
味
あ
り
ま
す
よ
。
次
、
何
や
り
た
い
か
っ
て
そ

う
い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
、T

ER
A

T
O

T
ER

A

を
３
人

で
や
っ
て
い
て
、
面
白
い
ん
で
す
よ
。
出
て
く
る
も
の
が
違
う
し
、

思
い
通
り
に
な
ら
な
い
か
ら
面
白
い
。
10
人
の
チ
ー
ム
な
ん
て
つ
く

っ
た
ら
本
当
に
面
白
い
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
僕
は
一
番

上
に
は
立
た
な
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
こ
と
以
外
見
え
な
い
か
ら

（
笑
）。

野
田

―
冷
泉
荘
と
「
紺
屋
」
は
か
ぶ
っ
て
い
る
時
期
が
１
年
間
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
間
は
拠
点
が
二
つ
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
事
務
局

が
増
え
る
と
幅
が
広
が
る
と
思
い
ま
す
。
今
の
状
態
と
は
違
う
だ
ろ

う
け
ど
、
変
質
す
る
と
こ
ろ
が
ち
ゃ
ん
と
わ
か
っ
て
い
れ
ば
い
ろ
い

ろ
で
き
そ
う
な
気
は
し
ま
す
。
拠
点
が
近
い
と
こ
ろ
に
で
き
て
も
遠

い
場
所
に
で
き
て
も
そ
れ
は
そ
れ
で
可
能
性
が
広
が
る
と
思
う
。
僕

い
で
す
」っ
て
目
を
き
ら
き
ら
さ
せ
て
や
っ
て
き
ま
す
。
彼
ら
は
、
美

大
を
出
て
も
何
の
就
職
先
も
な
い
し
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

か
ら
引
っ
張
っ
て
も
ら
え
る
な
ん
て
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
ん
で
す

よ
。
で
も
彼
ら
に
は
ア
ー
ト
を
自
由
に
語
れ
て
、
た
ま
に
展
示
が
で

き
る
場
所
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
知
り
合
う
仲
間
が
い
る
。
そ
れ
を
見

て
い
る
と
「
こ
の
場
所
は
や
っ
ぱ
り
必
要
な
ん
だ
」
と
、
ま
た
明
日

か
ら
パ
ン
を
焼
く
パ
ワ
ー
に
な
る
と
い
う
か
（
笑
）。
い
つ
潰
れ
る
か

わ
か
ら
な
い
状
況
が
続
く
と
、
そ
れ
を
関
わ
っ
て
く
れ
た
作
家
た
ち

は
知
っ
て
い
る
か
ら
、「O

ngoing
が
潰
れ
た
ら
俺
ら
の
行
き
場
所

も
な
く
な
る
よ
ね
」
み
た
い
な
話
を
し
て
い
る
ん
で
す
。
そ
う
い
う

の
を
み
ん
な
本
気
で
川
原
と
か
で
話
と
か
す
る
ん
で
す
よ
。
貧
乏
な

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
そ
の
場
所
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に
、
作
品
を

つ
く
る
以
外
の
こ
と
を
考
え
て
く
れ
る
の
は
、
特
殊
な
時
間
が
流
れ

て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。
そ
う
い
う
中
で
、
外
の
仕
事
を
も
ら
っ
て

い
る
こ
と
は
助
け
に
な
っ
て
い
て
、
現
在
も
継
続
で
き
て
い
る
面
は

あ
り
ま
す
。

■
こ
れ
か
ら
の
構
想
に
つ
い
て

参
加
者
Ｄ

―
こ
れ
か
ら
そ
の
場
所
が
ど
う
広
が
っ
て
い
け
ば
い
い

と
思
い
ま
す
か
。

野
田

―
福
岡
は
、
外
か
ら
入
っ
て
き
た
人
間
に
対
し
て
は
す
ご
く

オ
ー
プ
ン
だ
と
思
い
ま
す
。「
紺
屋
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
例
え
ば

京
都
で
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。
都
市
の
規
模
は
同
じ
か

も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
京
都
は
京
都
の
や
り
方
を
考
え
な
い
と
い
け

な
い
だ
ろ
う
し
。
福
岡
は
ア
ジ
ア
に
す
ご
く
近
い
の
で
、
自
分
が
つ

く
っ
て
い
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
、
海
外
に
つ
な
が
る
通
過
点
の
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※
本
座
談
会
へ
の
参
加
者
に
つ
い
て

菊
地
拓
児
（
き
く
ち
・
た
く
じ
／
リ
サ
ー
チ
ア
シ

ス
タ
ン
ト
、「
コ
ー
ル
マ
イ
ン
研
究
室
」
主
宰
）

九
冨
美
香
（
く
と
み
・
み
か
／
イ
ン
タ
ー
ン
、
茅

野
市
美
術
館
学
芸
員
）

永
尾
真
由
（
な
が
お
・
ま
ゆ
／
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス

タ
ン
ト
、
一
橋
大
学
大
学
院
言
語
社
会
研
究
科
芸

術
系
修
士
課
程
在
籍
）

い
で
や
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
腹
に
き
っ
ち
り
何
か
が
あ
っ
て
や

っ
て
い
る
。
や
り
よ
う
も
タ
イ
プ
も
そ
れ
ぞ
れ
だ
け
ど
、
ま
だ
始
ま

っ
て
も
い
な
い
や
る
べ
き
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。

熊
倉

―
野
田
さ
ん
と
小
川
さ
ん
は
対
照
的
で
す
ね
。
小
川
さ
ん
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
周
遊
し
て
い
た
頃
よ
り
も
少
し
前
に
私
も
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
い
ま
し
た
が
、
歳
が
一
回
り
以
上
も
違
う
の
に
同
じ
よ
う
な
こ

と
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
日
本
で
も
実
現
で
き
る
時
代
に
な

っ
た
の
は
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
が
う
ら
や
ま
し
い
と
思
う
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
政
策
と

か
、
案
外
民
間
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
も
多
い
こ
と
で
す
。
日
本
み
た

い
に
行
政
が
バ
ン
と
お
金
を
出
し
て
、
中
央
か
ら
誰
か
呼
ん
で
き
て

や
ら
せ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
特
に
地
方
の
ア
ー
ト
セ

ン
タ
ー
は
、
民
間
で
や
っ
て
い
た
の
を
市
の
人
、
政
治
家
た
ち
が
ち

ょ
っ
と
面
白
い
と
い
っ
て
、
公
立
に
な
っ
た
場
合
も
多
い
で
す
。
最

後
に
少
し
だ
け
国
が
お
金
を
出
し
て
、「
国
立
」
と
う
た
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
国
が
全
部
最
初
か
ら
計
画
・
実
施
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
た
っ
た
一
人
で

や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
るO

ngoing

に
、
東
京
都
の
ア
ー
ト
ポ
イ
ン
ト

計
画
が
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
感
銘
を
受
け
て
い
ま

す
。
今
日
は
面
白
い
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
空
気

の
質
を
保
つ
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
で
き
れ
ば
な
ん
と
か
な
る
と
思
い
ま

す
。
建
築
を
考
え
る
と
き
、
そ
の
土
地
土
地
に
よ
っ
て
そ
の
場
に
合

う
素
材
や
構
造
を
使
い
ま
す
。
こ
の
場
所
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
い

い
と
か
、
木
造
が
い
い
と
か
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
考
え
方
で
デ
ザ

イ
ン
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
話
を
聞
い
て
物
件
を
見
に
行

く
、
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
考
え
て
、
考
え
る
の
を
や
め
て
、
ま
た
考

え
て
…
…
と
自
分
の
頭
の
中
で
そ
の
物
件
が
日
常
的
に
あ
る
よ
う
に

し
て
ゆ
っ
く
り
と
醸
造
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
事
務
局
３
人
で
議
論
し

て
い
ろ
ん
な
要
素
が
組
み
合
わ
さ
り
、
決
定
し
ま
す
。

熊
倉

―
理
屈
よ
り
も
感
覚
的
に
し
っ
く
り
く
る
ま
で
寝
か
せ
る
。

無
理
に
理
屈
や
シ
ス
テ
ム
論
で
答
え
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と

は
な
い
が
、
そ
れ
を
や
る
と
あ
と
で
後
悔
す
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

野
田

―
無
理
が
あ
っ
た
り
理
屈
だ
け
だ
と
や
っ
ぱ
り
提
案
す
る
内

容
に
対
し
て
違
和
感
が
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
違
和
感
が
あ
る
う
ち
は
、

「
こ
れ
は
な
ん
だ
か
ま
ず
い
気
が
す
る
」
と
い
う
嗅
覚
が
働
い
て
い
る

と
い
う
こ
と
な
の
で
。
し
ば
ら
く
あ
る
意
味
ほ
っ
た
ら
か
し
て
、
も

う
さ
す
が
に
ま
ず
い
だ
ろ
う
と
い
う
状
態
ま
で
寝
か
せ
て
お
い
て
、
ま

と
め
て
持
っ
て
い
き
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
的
に
考
え
れ
ば
さ
ば
く
の
が

遅
い
か
ら
損
し
ま
す
け
ど
ね
。

森

―
実
践
派
な
の
で
言
葉
が
強
い
で
す
ね
。
理
屈
か
ら
言
葉
が
で

て
き
て
い
る
の
で
は
な
く
、
身
体
か
ら
言
葉
が
出
て
き
て
い
る
。
同

時
に
非
常
に
し
ん
ど
い
と
こ
ろ
を
き
ち
ん
と
こ
な
し
て
い
る
の
を
世

間
は
よ
く
見
て
い
て
、
節
目
節
目
で
小
川
君
と
野
田
君
は
必
ず
し
か

る
べ
き
方
向
に
呼
ば
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
た
ま
た
ま
と
か
気
の
迷
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ア
ー
ト
プ
ロ
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ク
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日
本
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ア
ー
ト
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ロ
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ェ
ク
ト
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歴
史
と
現
在

1
9
9
0
年 

→ 

2
0
1
2
年
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美術館がまちに仕掛ける
アートプロジェクト

第３回は、美術館がまちなかに仕掛ける
アートプロジェクトに注目します。美術
館というハコがありながら、なぜまちな
かで展開するのか、それは美術館内では
実現できないものでしょうか。美術館の
外で行うことによって一体どのようなこ
とが見えて来るのでしょうか。ゲストに
は、水戸芸術館現代美術センターの竹久
侑さんと金沢21世紀美術館の鷲田める
ろさんをお招きし、それぞれが美術館キ
ュレーターとして、またその外で関わっ
たプロジェクトを見ていきたいと思いま
す。

竹
久 

侑
（
た
け
ひ
さ
・
ゆ
う
）

１
９
７
６
年
、
大
阪
府
生
ま
れ
。
水
戸
芸
術
館
現
代
美
術
セ
ン
タ
ー
学
芸
員
。
慶
應

義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
卒
。
ロ
ン
ド
ン
大
学
ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
修
士
課

程
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
キ
ュ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
修
了
。
3
年
間
ロ
ン
ド
ン
で
イ
ン
デ
ィ
ペン
デ

ン
ト
・
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
展
覧
会
等
を
企
画
す
る
傍
ら
、
ア
ー
ト
ス
ポ
ン
サ
ー
シ

ッ
プ
業
務
、
画
廊
業
務
に
携
わ
る
。
２
０
０
６
年
よ
り
現
職
。
こ
れ
ま
で
手
掛
け
た

主
な
展
覧
会
は
「
大
友
良
英
『
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ズ
２
０
１
０
―
共
振
』」「
リ
フ
レ
ク
シ

ョ
ン
―
映
像
が
見
せ
る
“
も
う
ひ
と
つ
の
世
界
”」。ま
た
、
水
戸
の
ま
ち
と
ア
ー
ト
を

つ
な
ぐ
橋
渡
し
役
を
目
指
す
Ｍｅ 

Ｔｏｏ
推
進
室
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
。

鷲
田 

め
る
ろ
（
わ
し
だ
・
め
る
ろ
）

１
９
７
３
年
、
京
都
府
生
ま
れ
。
金
沢
21
世
紀
美
術
館
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
。
東
京
大
学

大
学
院
美
術
史
学
修
士
課
程
修
了
。
世
田
谷
美
術
館
非
常
勤
学
芸
員
を
経
て
、
１

９
９
９
年
よ
り
現
職
。
こ
れ
ま
で
手
掛
け
た
主
な
展
覧
会
に
、「
妹
島
和
世
＋
西
沢

立
衛
／SAN

AA

」「
人
間
は
自
由
な
ん
だ
か
ら
」「
ア
ト
リ
エ
・
ワ
ン
：
い
き
い
き
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
in
金
沢
」 「
金
沢
ア
ー
ト
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
２
０
０
８
」
な
ど
が
あ
る
。
都

市
、
建
築
、
美
術
を
横
断
す
る
開
か
れ
た
場
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
、
金
沢
在
住

の
若
手
美
術
・
建
築
関
係
者
に
よ
っ
て
、
２
０
０
７
年
結
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ａ
Ａ

Ｋ　
（Center for Art &

 Architecture, K
anazaw

a

） の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
。

Case I  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2

水戸芸術館／ＭｅＴｏｏ推進室
竹久 侑

Case II  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 6

金沢 21 世紀美術館／ＣＡＡＫ
鷲田 めるろ

Discussion ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10

時代とともに変化する美術館のあり方
竹久侑 × 鷲田めるろ × 熊倉純子（東京藝術

大学教授） ×  
森司（東京アートポイント

計画 ディレクター ） × リサーチアシスタント

講座・研究会開催日：2010年9月3日
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＊
1大

友
良
英
（
お
お
と
も
・
よ
し
ひ
で
）

１
９
５
９
年
、
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
タ
ー
ン
テ
ー
ブ

ル
奏
者
、
ギ
タ
リ
ス
ト
、
作
曲
家
。
国
内
外
で
の
コ

ン
サ
ー
ト
や
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
な
ど
、
常
に
イ
ン
デ
ィ

ペ
ン
デ
ン
ト
な
ス
タ
ン
ス
で
活
動
し
、
多
く
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。
２
０
０

８
年
よ
り
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ズ
」
の
名
の
も
と
さ
ま

ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
人
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
軸

に
し
た
音
楽
作
品
や
、
特
殊
形
態
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

手
掛
け
る
。

＊
2ア

ン
サ
ン
ブ
ル
ズ
／EN

SEM
BLES

合
奏
を
意
味
す
る
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
を
複
数
形

に
し
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
音
楽
家
、
技
術
者
、
企

画
者
、
ス
タ
ッ
フ
、
一
般
参
加
者
な
ど
多
種
多
様
な

人
び
と
が
絡
み
合
い
、
関
連
、
浸
食
、
反
発
し
合

い
な
が
ら
展
開
す
る
音
楽
を
基
調
と
し
た
、
大
友

良
英
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
２
０
０
８
年
の
「EN

-
SEM

BLES

」（
山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー
）
を
皮
切

り
に
、
２
０
０
９
年
の
「EN

SEM
BLES 0̓9/

休
符

だ
ら
け
の
音
楽
装
置
」
で
は
東
京
を
中
心
に
各
地
で

ゲ
リ
ラ
的
に
展
開
し
、
２
０
１
０
年
の
「
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
ズ
２
０
１
０
―
共
振
」（
水
戸
芸
術
館
）
で
は
展
覧

会
を
核
に
し
な
が
ら
も
市
民
参
加
型
の
パ
レ
ー
ド
な

ど
特
殊
な
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
い
、
形
を
変
え
な
が
ら

継
続
的
な
展
開
を
し
て
い
る
。

＊
3Ｍｅ

Ｔｏｏ
推
進
室

水
戸
の
ま
ち
と
ア
ー
ト
を
つ
な
ぐ
橋
渡
し
役
を
目
指

し
、
水
戸
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
中
心
と
な
り
２
０
０

８
年
４
月
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
団
体
。
水
戸
芸
術

館
主
催
の
「
カ
フ
ェ
・
イ
ン
・
水
戸
２
０
０
８
」
を
同

館
と
協
働
で
企
画
運
営
。「
水
戸
短
編
映
像
祭
」
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
を
企
画
運
営
し
て
い
る
。

第
3
章
●「
美
術
館
×
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」　

Case I 

水
戸
芸
術
館
／
Ｍｅ
Ｔｏｏ
推
進
室

竹
久 

侑

C
ontents

■
大
友
良
英「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ズ
・
パ
レ
ー
ド
」 

―
３
つ
の
団
体
の
連
携
企
画
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
2

■
Ｍ
ｅ
Ｔ
ｏ
ｏ
推
進
室

―
地
域
と
水
戸
芸
術
館
の
橋
渡
し
‥
‥
‥
‥
‥
3

■
大
友
良
英「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ズ
２
０
１
０
―
共
振
」 

―
関
わ
る
人
び
と
す
べ
て
が
当
事
者
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
3

■「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ズ
２
０
１
０
」の
企
画
意
図 

―
人
び
と
の
主
体
性
を
引
き
出
す
仕
掛
け
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
4

■
大
友
良
英「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ズ
・
パレ
ー
ド
」 

―
３
つ
の
団
体
の
連
携
企
画

　
ま
ず
、
２
０
０
９
年
に
連
携
企
画
と
し
て
行
っ
た
イ
ベ
ン
ト
、
大

友
良
英
（
＊
1
）
さ
ん
の
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ズ
・
パ
レ
ー
ド
（
＊
2
）」
か
ら

お
話
し
し
ま
す
。
こ
れ
は
Ｍ
ｅ
Ｔ
ｏ
ｏ
推
進
室
（
＊
3
）、
水
戸
芸
術
館
、

水
戸
商
工
会
議
所
の
協
働
企
画
で
す
。
参
加
者
は
ま
ち
な
か
を
歩
い

て
最
終
目
的
地
の
水
戸
芸
術
館
広
場
に
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
ま
ち
な

か
で
は
各
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
曲
を
自
由
に
演
奏
す
る
の
で
す

が
、
ゴ
ー
ル
地
点
の
水
戸
芸
広
場
で
は
全
チ
ー
ム
そ
ろ
っ
て
即
興
の

大
合
奏
を
行
い
ま
す
。
広
場
で
多
様
な
チ
ー
ム
の
音
が
入
り
乱
れ
て

い
る
と
こ
ろ
に
大
友
さ
ん
が
登
壇
し
、
簡
単
な
合
図
を
出
し
て
即
興

の
合
奏
を
指
揮
し
ま
す
。
参
加
者
は
こ
の
最
後
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に

備
え
て
、
当
日
本
番
の
午
前
中
１
時
間
ほ
ど
か
け
て
、
大
友
さ
ん
の

出
す
合
図
を
覚
え
て
音
を
出
す
練
習
を
し
ま
す
。
例
え
ば
、
１
番
の

合
図
の
と
き
は
ど
の
音
で
も
い
い
の
で
力
強
い
単
音
を
出
す
と
か
、

２
番
を
指
さ
れ
た
人
は
な
ん
で
も
い
い
の
で
リ
ズ
ム
を
刻
む
と
い
う

具
合
で
す
。
つ
ま
り
、
最
後
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
、
ジ
ャ
ン
ル
や
ス

タ
イ
ル
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
各
チ
ー
ム
各
参
加
者
が
奏
で
る
自
由

な
音
の
集
合
体
で
す
。

　
こ
の
パ
レ
ー
ド
は
、
水
戸
に
あ
る
Ｍ
ｅ
Ｔ
ｏ
ｏ
推
進
室
と
い
う
20

～
30
代
の
人
が
中
心
に
集
ま
る
活
動
体
の
企
画
と
し
て
始
ま
り
ま
し

た
。
当
初
は
大
友
さ
ん
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
ラ
イ
ヴ
を
行
う
予

定
だ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
企
画
を
水
戸
芸
術
館
に
つ
な
げ
た
こ
と

で
、
水
戸
商
工
会
議
所
に
も
つ
な
が
り
、
当
初
は
予
定
に
な
か
っ
た

パ
レ
ー
ド
も
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
水
戸
商

工
会
議
所
は
商
店
会
な
ど
と
協
力
し
て
市
街
地
活
性
化
を
図
る
活
動

を
行
う
中
で
、
水
戸
芸
術
館
と
も
毎
年
の
よ
う
に
地
域
に
関
わ
る
連

携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
０
９
年
度
の
水
戸
芸
術

館
と
商
工
会
議
所
の
連
携
事
業
案
が
検
討
さ
れ
て
い
た
と
き
に
、
Ｍ

ｅ
Ｔ
ｏ
ｏ
の
大
友
さ
ん
企
画
と
の
連
携
を
提
案
し
た
ら
、「
ま
ち
な
か

で
も
っ
と
広
が
り
を
も
っ
た
企
画
に
で
き
な
い
か
」
と
相
談
さ
れ
、
そ

れ
に
対
し
て
大
友
さ
ん
が
パ
レ
ー
ド
を
提
案
し
た
こ
と
で
、
こ
の
企

画
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
で
す
の
で
、
こ
の
パ
レ
ー
ド
は
、
水
戸
商
工
会
議
所
、
Ｍ
ｅ
Ｔ
ｏ

ｏ
推
進
室
、
水
戸
芸
術
館
の
３
つ
の
団
体
が
主
体
的
に
関
わ
る
こ
と

で
生
ま
れ
、
成
立
し
た
の
が
特
徴
で
す
。
さ
ら
に
、
参
加
者
も
そ
う

で
す
が
運
営
ス
タ
ッ
フ
も
公
募
し
、
市
内
近
郊
に
住
む
さ
ま
ざ
ま
な

人
び
と
が
関
わ
れ
る
参
加
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
行
い
ま
し
た
。
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＊
4カ

フ
ェ
・
イ
ン
・
水
戸

ア
ー
ト
を
媒
介
と
し
て
人
び
と
が
カ
フ
ェ
の
よ
う
に

水
戸
に
集
い
、
交
流
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
テ
ー
マ
は

「
ア
ー
ト
を
介
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」。
参
加
型

を
含
む
作
品
が
水
戸
芸
術
館
現
代
美
術
ギ
ャ
ラ
リ

ー
を
は
じ
め
、
水
戸
市
内
商
店
街
、
周
辺
ギ
ャ
ラ
リ

ー
に
設
置
さ
れ
、
多
く
の
人
び
と
が
ア
ー
ト
に
触
れ

る
機
会
を
生
み
出
し
た
。 

会
期
＝
２
０
０
２
年
8
月
10
日
（
土
）～
9
月
23
日

（
月
・
祝
）／
会
場
＝
水
戸
芸
術
館
現
代
美
術
ギ
ャ
ラ

リ
ー
、
商
店
街
、
参
加
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／
参
加
作
家
＝

椿
昇
＋
室
井
尚
、
藤
本
由
紀
夫
、
束
芋
、
高
木
正
勝 

ほ
か
27
組

カ
フ
ェ
・
イ
ン
・
水
戸
２
０
０
４

水
戸
芸
術
館
に
よ
る
ま
ち
な
か
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
第
2
弾
。
新
た
な
試
み
と
し
て
、
建
築
家
に
よ
る

空
き
ビ
ル
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
ワ
ー

ク
シ
ョッ
プ
や
音
楽
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
も
行
っ
た
。 

会
期
＝
２
０
０
４
年
８
月
８
日
（
日
）～
10
月
３
日

（
日
）／
会
場
＝
水
戸
芸
術
館
＋
中
心
市
街
地
／
参

加
作
家
＝ 

ア
ト
リ
エ
・
ワ
ン +

 

筑
波
大
学
貝
島
桃

代
研
究
室
、
蔡
國
強
、
名
和
晃
平
、
青
木
淳
、
イ
チ

ハ
ラ
ヒ
ロ
コ 

ほ
か
40
組

カ
フ
ェ
・
イ
ン
・
水
戸
２
０
０
８

水
戸
芸
術
館
に
よ
る
ま
ち
な
か
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
第
3
弾
。M

eToo

推
進
室
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た

茨
城
県
に
ゆ
か
り
を
持
つ
若
手
19
名
、
特
別
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
行
う
3
名
、
水
戸
芸
術
館
で
同
時
期
に
開

催
す
る
「
日
常
の
喜
び
」
か
ら
4
名
、
計
26
名
の
作

家
が
水
戸
駅
か
ら
水
戸
芸
術
館
ま
で
の
国
道
50
号

を
中
心
に
、
店
舗
や
空
き
店
舗
ス
ペ
ー
ス
で
展
示
や

イ
ベン
ト
、
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
行
っ
た
。 

会
期
＝
２
０
０
８
年
10
月
25
日
（
土
）～
11
月
24
日

（
月
・
祝
）
の
金
・
土
・
日
・
祝
日
／
会
場
＝
水
戸

中
心
市
街
地
／
参
加
作
家
＝
淺
井
裕
介
、
大
巻
伸

嗣
、
藤
浩
志
、
ダ
ニ
エ
ル
・
ビ
ュ
レ
ン
ヌ
、
有
馬
か
お

る 

ほ
か
26
組

＊
5中

崎
透
（
な
か
ざ
き
・
と
お
る
）

１
９
７
６
年
、
茨
城
県
生
ま
れ
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。

■
大
友
良
英「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ズ
２
０
１
０
―
共
振
」 

―
関
わ
る
人
び
と
す
べ
て
が
当
事
者

　
２
０
０
９
年
の
Ｍ
ｅ
Ｔ
ｏ
ｏ
推
進
室
が
企
画
し
た
パ
レ
ー
ド
を
布

石
に
し
て
、
現
在
私
は
大
友
良
英
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ズ
２
０
１
０
」

の
準
備
に
取
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
共
振
」
で
す
。

こ
れ
は
関
連
企
画
を
含
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
に
通
底
す
る
テ
ー

マ
で
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
で
も
あ
り
ま
す
。
ま

ず
、「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ズ
」っ
て
何
で
し
ょ
う
。「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ズ
」

と
は
、「
合
奏
を
意
味
す
る
『
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
』
を
複
数
形
に
し
て
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
音
楽
家
、
技
術
者
、
企
画
者
、
ス
タ
ッ
フ
、
一
般

参
加
者
な
ど
多
種
多
様
な
個
々
の
人
び
と
が
絡
み
合
い
、
関
連
、
浸

食
、
反
発
し
合
い
な
が
ら
展
開
す
る
音
楽
を
基
調
と
し
た
大
友
良
英

さ
ん
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
既
存
の
演
奏
・
展
示
空
間
だ
け
で
な

く
、
生
活
の
場
で
あ
る
ま
ち
な
か
も
舞
台
と
し
、
従
来
の
枠
組
み
に

と
ら
わ
れ
な
い
重
層
的
・
複
合
的
な
音
楽
表
現
を
、
コ
ン
サ
ー
ト
や

展
示
と
い
う
形
態
で
多
数
の
協
働
者
と
と
も
に
探
求
し
て
い
」
ま
す

（
＊
7
）。
要
は
ジ
ャ
ン
ル
や
キ
ャ
リ
ア
、
立
場
の
違
い
を
越
え
た
者
同

士
の
協
働
作
業
か
ら
何
か
を
つ
く
り
上
げ
よ
う
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
、
特
殊
な
コ
ン
サ
ー
ト
や
展
示
な
ど
い
く
つ
か
の
形
に
な
っ
て

現
わ
れ
ま
す
。
展
覧
会
は
11
月
30
日
か
ら
で
す
が
、
そ
の
１
カ
月
前

に
昨
年
の
パ
レ
ー
ド
の
第
2
弾
を
、
し
か
も
今
年
は
演
奏
と
い
う
縛

り
に
限
ら
ず
、
大
道
芸
や
踊
り
や
仮
装
も
あ
り
で
、
さ
ら
に
幅
広
い

人
が
参
加
で
き
る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
特
別
企
画
と
し
て
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ズ
・
フ
ェ
ス
」（
＊
8
）
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
内
で
展
示
さ
れ
て
い
る
作
品
が
奏
で

る
音
と
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
共
演
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
会
場
脇

に
は
Ｍ
ｅ
Ｔ
ｏ
ｏ
推
進
室
の
企
画
と
し
て
カ
フ
ェ
が
特
設
さ
れ
、
人

■
Ｍｅ
Ｔｏｏ
推
進
室

―
地
域
と
水
戸
芸
術
館
の
橋
渡
し

　
そ
も
そ
も
、
Ｍ
ｅ
Ｔ
ｏ
ｏ
推
進
室
は 

「
カ
フ
ェ
・
イ
ン
・
水
戸
２

０
０
８
」（
＊
4
）
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
き
っ
か
け
で
生
ま
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
水
戸
芸
術
館
が
主
導
し
て
ま
ち
な
か
で
作
品
を
展
示
す

る
グ
ル
ー
プ
展
で
す
。
第
１
回
は
２
０
０
２
年
、
第
２
回
は
２
０
０

４
年
、
私
は
２
０
０
８
年
の
第
３
回
に
企
画
補
佐
と
し
て
関
わ
り
ま

し
た
。
Ｍ
ｅ
Ｔ
ｏ
ｏ
推
進
室
は
第
３
回
を
行
う
に
あ
た
り
、
美
術
館

側
か
ら
の
提
案
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
過
去
２
回
を
経

て
、
も
は
や
館
の
中
か
ら
外
へ
と
い
う
場
の
問
題
で
は
な
く
、
ま
ち

と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
本
質
的
に
考
え
よ
う
と
い
う
意
志
が
当
時

の
担
当
企
画
学
芸
員
だ
っ
た
森
司
さ
ん
に
あ
っ
た
ん
だ
と
思
う
の
で

す
。
企
画
運
営
者
と
ま
ち
と
の
間
に
つ
な
が
り
が
な
い
と
、
結
局
、

美
術
館
は
美
術
館
、
ま
ち
は
ま
ち
、
と
わ
か
れ
た
ま
ま
で
、
地
域
と

の
連
携
が
う
ま
く
成
り
立
た
な
い
。
主
に
、
も
と
も
と
ま
ち
な
か
で

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
仕
掛
け
て
い
る
30
代
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ

ザ
イ
ナ
ー
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
中
崎
透
（
＊
5
）
さ
ん
な
ど
に
発
足
の
提

案
が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
筑
波
大
学
の
大
学
院
で
建
築
を
専
攻

し
て
い
る
学
生
な
ど
（
＊
6
）
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
Ｍ
ｅ
Ｔ
ｏ
ｏ
推
進
室
の
名
前
は
ダ
ジ
ャ
レ
で
、「
僕
も
私
も
＝m

e 
too

」
と
「
水
戸
」
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
笑
）。「
僕
も
私
も
」
と

い
う
の
は
み
ん
な
当
事
者
に
な
ろ
う
よ
と
い
う
こ
と
で
す
。
傍
観
者

で
は
な
く
当
事
者
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
が
関
わ
る
こ
と
が
ま

ず
前
提
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
戸
芸
術
館
と
地
域
住
民
、
水
戸
芸
術

館
と
中
心
市
街
地
の
間
に
は
ま
だ
溝
が
あ
る
。
そ
の
橋
渡
し
役
と
し

て
自
分
た
ち
が
機
能
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
考
え
が
き
っ
か

け
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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武
蔵
野
美
術
大
学
大
学
院
造
形
研
究
科
博
士
後

期
課
程
満
期
単
位
取
得
退
学
。
２
０
０
６
年
末
よ

り
「N

adegata Instant Party

」
を
結
成
し
、
ユ

ニ
ッ
ト
と
し
て
も
活
動
。
２
０
０
７
年
よ
り
水
戸
市

内
に
「
遊
戯
室
（
中
崎
透
＋
遠
藤
水
城
）」
を
設
立
し
、

運
営
に
携
わ
る
。

＊
6筑

波
大
学

茨
城
県
つ
く
ば
市
に
本
部
を
置
く
国
立
大
学
。
建
築

を
学
べ
る
の
は
主
に
、
工
学
系
の
社
会
工
学
類
都
市

計
画
主
専
攻
、
も
し
く
は
芸
術
系
の
芸
術
専
門
学

群
デ
ザ
イ
ン
専
攻
。

＊
7大

友
良
英
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ズ
２
０
１
０
―
共
振
」
の

チ
ラ
シ
か
ら
の
引
用

＊
8ア

ン
サ
ン
ブ
ル
ズ
・
フ
ェ
ス

大
友
良
英
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ズ
２
０
１
０
―
共
振
」
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
特
別
企
画
。
大
友
良
英
を
は
じ
め
、

独
自
の
音
楽
活
動
で
注
目
を
集
め
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
が
、
展
示
作
品
の
奏
で
る
音
と
共
演
す
る
ギ
ャ
ラ

リ
ー
内
コ
ン
サ
ー
ト
。
ス
テ
ー
ジ
を
設
け
る
通
常
の
コ

ン
サ
ー
ト
と
異
な
り
、
展
覧
会
会
場
の
複
数
カ
所
が

即
席
の
ス
テ
ー
ジ
と
な
っ
て
展
開
す
る
。

会
期
＝
２
０
１
０
年
11
月
28
日
（
日
）／
会
場
＝
水
戸

芸
術
館
現
代
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
／
出
演
＝
大
友

良
英
、
山
本
精
一
、
カ
ヒ
ミ
・
カ
リ
ィ
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ツ
、

七
尾
旅
人
、
梅
田
哲
也
、
山
本
達
久
ほ
か 

＊
9ア

ウ
ト
リ
ー
チ

公
的
機
関
や
公
共
的
文
化
施
設
な
ど
が
行
う
地
域

へ
の
出
張
サ
ー
ビ
ス
。
芸
術
活
動
に
お
い
て
は
、
芸
術

に
接
す
る
機
会
や
関
心
が
な
い
人
び
と
に
対
し
、
芸

術
へ
の
興
味
と
関
心
を
も
た
せ
る
た
め
に
芸
術
家
、

企
画
者
側
か
ら
働
き
か
け
る
活
動
を
意
味
す
る
。

し
た
が
、
長
期
的
に
見
て
本
当
に
地
域
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
の
か

と
い
う
疑
問
が
自
分
の
中
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
も
そ
も
「
地
域
」
と
は
何
な
の
か
。「
地
域
」
と
言
っ
た
と
き
に

誰
を
指
す
の
か
は
非
常
に
あ
い
ま
い
で
す
。
商
店
街
の
人
な
の
か
、

地
域
の
お
母
さ
ん
な
の
か
、
小
学
生
な
の
か
。
そ
れ
ら
を
全
部
ひ
っ

く
る
め
て
「
地
域
」
と
言
え
る
け
れ
ど
、
そ
の
中
に
い
る
多
様
な
個
々

人
が
同
じ
も
の
を
求
め
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
う
考
え
た
と
き
、

「
地
域
」
と
一
言
で
言
い
ま
と
め
て
し
ま
う
こ
と
に
、
あ
る
種
の
乱
暴

さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
、
な
ぜ
ま
ち
な
か
で
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
う
の

か
。
美
術
館
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る
美
術
の
普
及
・
振
興
、
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
（
＊
9
）
と
い
う
目
的
が
あ
っ
て
ま
ち
に
出
て
行
く
こ
と
が
多

い
。
で
す
が
、
美
術
の
側
の
人
間
が
い
っ
た
ん
「
美
術
」
を
掲
げ
る

の
を
や
め
な
い
と
、
ま
ち
で
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
も
地

域
の
人
び
と
同
じ
目
線
に
立
っ
た
連
携
は
難
し
い
だ
ろ
う
と
、「
カ
フ

ェ
・
イ
ン
・
水
戸
２
０
０
８
」
で
の
経
験
を
通
し
て
感
じ
て
い
ま
し

た
。

　
そ
こ
で
行
き
着
い
た
の
は
、
実
際
に
顔
を
つ
き
合
わ
せ
る
「
人
」

と
い
う
具
体
的
な
対
象
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で

「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ズ
２
０
１
０
」
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
び
と
が
主
体

的
に
関
わ
る
場
を
つ
く
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
こ
そ

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
ズ
２
０
１
０
」
の
企
画
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、
大
友
さ
ん

ご
自
身
も
地
域
振
興
を
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ズ
」
の
目
的
に
は
し
て
い

な
い
点
で
す
。
美
術
館
の
人
間
で
あ
る
企
画
者
の
私
も
、
地
域
振
興

や
美
術
普
及
を
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ズ
２
０
１
０
」
の
目
的
に
は
据
え

て
い
ま
せ
ん
。「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ズ
２
０
１
０
」
の
さ
ま
ざ
ま
な
仕
掛

け
を
通
し
て
、
人
び
と
の
主
体
性
が
引
き
出
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

び
と
が
談
笑
し
た
り
、
出
会
っ
た
り
で
き
る
場
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。

　
地
域
連
携
企
画
と
し
て
行
う
の
が
「
音
の
あ
る
ま
ち
」
と
い
う
公

募
企
画
で
す
。
こ
れ
は
、
水
戸
の
中
心
市
街
地
で
開
催
し
た
い
音
も

し
く
は
音
楽
に
ま
つ
わ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
例
え
ば
展
示
、
ラ
イ
ヴ
、

上
映
会
、
ト
ー
ク
で
も
何
で
も
、
何
か
企
画
が
あ
れ
ば
水
戸
の
人
に

限
ら
ず
応
募
し
て
も
ら
い
、
通
っ
た
企
画
に
は
上
限
10
万
円
の
支
援

金
を
出
し
て
、
Ｍ
ｅ
Ｔ
ｏ
ｏ
推
進
室
と
一
緒
に
実
現
さ
せ
よ
う
と
い

う
仕
組
み
で
す
。

　
こ
う
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
び
と
が
い
ろ
い
ろ
な
形
で
自
身
の
興
味

に
合
わ
せ
て
関
わ
れ
る
よ
う
な
仕
掛
け
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
企

画
・
運
営
・
参
加
（
出
演
）
な
ど
複
数
の
関
わ
り
方
を
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
全
体
を
通
し
て
用
意
し
て
い
ま
す
。
大
友
さ
ん
の
「
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
ズ
」
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
基
盤
に
、
音
楽
に
ま
つ
わ
る
こ
と
を

条
件
に
、
協
働
を
手
法
に
、
関
わ
る
人
び
と
す
べ
て
が
当
事
者
で
あ

る
こ
と
が
基
本
ル
ー
ル
で
す
。

■「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ズ
２
０
１
０
」の
企
画
意
図 

―
人
び
と
の
主
体
性
を
引
き
出
す
仕
掛
け

　
な
ぜ
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ズ
２
０
１
０
」
を
企
画
し
た
か
と
い
う
と
、

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
の
一
つ
の
挑
戦
で
し
た
。
何
に
対
す
る
挑
戦

か
と
い
う
と
、
２
０
０
０
年
代
は
日
本
各
地
で
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
、
反
省
が
乞
わ
れ
る
転
換
点
に
さ
し
か

か
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
０
年
代
は
地
域
振
興
を

目
的
と
し
た
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
急
増
し
ま
し
た
。
ま
ち
お
こ

し
や
市
街
地
活
性
化
が
う
た
わ
れ
て
、
ア
ー
ト
が
そ
の
た
め
の
手
段

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
目
立
ち
ま
し
た
。「
カ
フ
ェ
・
イ

ン
・
水
戸
」
も
同
じ
よ
う
な
目
標
の
も
と
館
外
に
作
品
を
設
置
し
ま
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び
と
と
一
緒
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
を
第
一
の
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
次
に
つ
な
が
る
何
か
が
生

ま
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
大
友
さ
ん
は
ご
自
身
の
音

楽
を
追
究
し
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
必
然
と
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
の
人
び
と
と
の
共
同
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
私
は
そ
う
い

う
大
友
さ
ん
が
水
戸
で｢
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ズ｣

を
行
う
中
で
協
働
が

う
ま
く
引
き
出
さ
れ
、
広
が
っ
て
い
く
た
め
の
環
境
整
備
を
自
身
の

役
割
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
人

び
と
と
の
連
携
を
探
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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＊
1金

沢
21
世
紀
美
術
館

２
０
０
４
年
、
石
川
県
金
沢
市
に
開
館
し
た
美
術
館
。

主
に
同
時
代
の
美
術
表
現
を
扱
う
。
設
計
は
、
妹
島

和
世
と
西
沢
立
衛
に
よ
る
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ａ
。
所
蔵
作
品

に
は
体
験
型
作
品
や
、
部
屋
の
空
間
全
体
を
活
か
し

た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
多
く
、
美
術
館
が
作
家
に

依
頼
し
た
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ワ
ー
ク
が
特
徴
的
。
開
館

か
ら
1
年
間
で
地
方
都
市
の
公
立
美
術
館
と
し
て

は
驚
異
的
な
１
５
７
万
人
も
の
入
館
者
数
を
集
め
た
。

＊
2Ｃ

Ａ
Ａ
Ｋ
（
カ
ー
ク
）

金
沢
在
住
の
若
手
美
術
・
建
築
関
係
者
に
よ
っ
て
結

成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
、
都
市
・
建
築
・
美
術
を

横
断
す
る
開
か
れ
た
場
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
す
。

Ｃ
Ａ
Ａ
Ｋ
はC

enter for Art &
 Architecture, 

K
anazaw

a 

の
略
。
金
沢
市
寺
町
に
あ
る
町
家
を

ベ
ー
ス
に
レ
ク
チ
ャ
ー
、
パ
ー
テ
ィ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

展
覧
会
な
ど
を
行
う
。

＊
3金

沢
ア
ー
ト
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
２
０
０
８

金
沢
21
世
紀
美
術
館
の
主
催
事
業
と
し
て
開
催
さ

れ
た
、
金
沢
の
ま
ち
を
舞
台
に
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

型
の
展
覧
会
。
／
美
術
館
内
を
は
じ
め
、
公
園
や
商

店
街
、
空
き
家
な
ど
を
使
っ
た
展
示
、
公
民
館
や
小

学
校
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
で
多
数
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
や
イ
ベン
ト
、
空
き
ビ
ル
を
拠
点
と
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
を
展
開
し
た
。

会
期
＝
２
０
０
８
年
10
月
4
日
（
土
）～
12
月
7
日

（
日
）／
会
場
＝
金
沢
市
内
中
心
市
街
地
な
ど
19
カ

所
／
参
加
作
家
＝
八
谷
和
彦
、
小
沢
剛
、
カ
ミ
ン
・

ラ
ー
チ
ャ
イ
プ
ラ
サ
ー
ト
、
中
村
政
人 

ほ
か
19
組

　
そ
れ
か
ら
金
沢
に
Ｃ
Ａ
Ａ
Ｋ
（
カ
ー
ク
）（
＊
2
）
と
い
う
小
さ
な
団

体
が
あ
り
ま
す
。
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
と
も
い
え
な
い
く
ら
い
の
些
細

な
活
動
で
す
が
、
２
０
０
７
年
に
友
人
た
ち
と
始
め
、
現
在
も
運
営

を
続
け
て
い
ま
す
。
今
日
は
、
２
０
０
８
年
に
21
世
紀
美
術
館
の
主

催
で
行
っ
た
「
金
沢
ア
ー
ト
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
２
０
０
８
」（
＊
3
）
と
、

「
Ｃ
Ａ
Ａ
Ｋ
」
の
二
つ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　「
金
沢
ア
ー
ト
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
２
０
０
８
」
は
、
ま
ち
な
か
で
展

開
し
た
展
覧
会
で
す
。「
な
ぜ
美
術
館
が
わ
ざ
わ
ざ
ま
ち
の
中
で
展
覧

会
を
や
る
の
か
」
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
私
は
こ
の
展
覧
会

を
美
術
館
が
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、
あ
ま
り
違
和
感

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
21
世
紀
美
術
館
自
体
が
特
殊
な

美
術
館
だ
か
ら
で
す
。
21
世
紀
美
術
館
を
つ
く
る
と
き
、
二
つ
の
大

き
な
目
標
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
一
つ
は
「
新
し
い
文
化
の
創
造
」

つ
ま
り
、
文
化
の
振
興
で
す
。
も
う
一
つ
は
「
中
心
市
街
地
の
再
活

性
化
」。
こ
れ
は
「
新
た
な
ま
ち
の
賑
わ
い
の
創
出
」
と
い
う
よ
う
な

言
い
方
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
美
術
館
を
つ
く
る
こ
と
自
体
が
ま
ち

な
か
の
再
活
性
化
を
目
的
に
し
て
い
た
の
で
す
。
21
世
紀
美
術
館
は

金
沢
の
ど
真
ん
中
に
あ
り
ま
す
が
、
中
心
市
街
地
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

や
お
店
の
閉
鎖
が
増
え
て
い
ま
し
た
。
大
学
も
県
庁
も
郊
外
に
移
転

し
て
い
く
中
で
、
中
心
市
街
地
に
再
び
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
る
と

こ
ろ
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
で
き
た
美
術
館
で
す
。
だ
か
ら
、
ま

ち
と
の
つ
な
が
り
が
も
と
も
と
強
い
。
そ
の
美
術
館
が
ま
ち
の
中
で

も
作
品
を
置
い
て
、
ま
ち
に
人
を
集
め
て
散
策
し
て
も
ら
う
と
い
う

よ
う
な
目
的
の
展
覧
会
を
や
る
と
い
う
こ
と
は
、
非
常
に
自
然
に
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
展
覧
会
は
、
４
人
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
19
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
を
選
び
、
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
サ
ブ
タ

イ
ト
ル
に
な
っ
て
い
る
「
自
分
た
ち
の
生
き
る
場
所
を
自
分
た
ち
で

第
3
章
●「
美
術
館
×
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」　

Case II 

金
沢
21
世
紀
美
術
館
／
Ｃ
Ａ
Ａ
Ｋ

鷲
田 

め
る
ろ

C
ontents

■
金
沢
ア
ー
ト
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
２
０
０
８ 

―
ま
ち
が
主
体
的
に
関
わ
る
展
覧
会
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
6

■
い
き
い
き
荘

―
「
飲
み
会
」の
発
展
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
7

■
Ｃ
Ａ
Ａ
Ｋ

―
多
角
的
に
活
用
さ
れ
る
町
家
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
8

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
21
世
紀
美
術
館
の
関
係
性 

―
ま
ち
と
美
術
館
の
中
間
地
点
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
9

■
金
沢
ア
ー
ト
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
２
０
０
８ 

―
ま
ち
が
主
体
的
に
関
わ
る
展
覧
会

　
私
は
金
沢
21
世
紀
美
術
館
（
＊
1
）（
以
下
、
21
世
紀
美
術
館
）
で
働

い
て
い
ま
す
。
金
沢
に
来
た
の
は
11
年
前
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
東
京

で
美
術
史
を
勉
強
し
て
い
て
、
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
21
世
紀
美
術
館
の
計
画
が
始
ま
っ
た
頃
、

そ
こ
の
準
備
室
に
募
集
が
あ
っ
た
の
で
応
募
し
ま
し
た
。
美
術
館
が

オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
２
０
０
４
年
で
す
。
で
す
か
ら
最
初
の
5
年
く

ら
い
は
、
美
術
館
を
つ
く
る
た
め
の
準
備
室
で
仕
事
を
し
て
い
ま
し

た
。
２
０
０
４
年
に
美
術
館
が
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
は
、
展
覧
会
も

い
く
つ
か
担
当
し
ま
し
た
。
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＊
4ア

ー
テ
ィ
ス
ト
、
中
村
政
人
に
よ
る
参
加
作
品
《Z 

project

》
の
企
画
の
一
つ
。
２
０
０
８
年
10
月
4
日

（
土
）～
12
日
（
日
）。

＊
5タ

イ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
カ
ミ
ン
・
ラ
ー
チ
ャ
イ
プ
ラ

サ
ー
ト
に
よ
る
参
加
作
品
《
31
世
紀
こ
こ
ろ
の
美

術
館
》。
金
沢
21
世
紀
美
術
館
近
く
の
空
き
ビ
ル
に
、

人
び
と
が
大
切
に
し
て
い
る
も
の
を
集
め
た
「
こ
こ

ろ
の
美
術
館
」
を
つ
く
っ
た
。

＊
6ナ

ガ
タ
タ
ケ
シ
と
モ
ン
ノ
カ
ヅ
エ
を
中
心
に
し
た
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ユ
ニ
ッ
ト
、
ト
ー
チ
カ
に
よ
る
参
加

作
品
《PIK

A PIK
A PRO

JEC
T in K

AN
AZAW

A 
2008

》。

＊
7ア

ト
リ
エ
・
ワ
ン　
い
き
い
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トin 

金
沢 

２
０
０
７
年
、
ア
ト
リ
エ
・
ワ
ン
が
半
年
間
に
わ
た
っ

て
金
沢
で
行
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
ア
ト
リ
エ
・
ワ
ン

が
金
沢
の
人
び
と
と
一
緒
に
ま
ち
を
探
検
し
、
ま
ち

を
い
つ
も
と
違
う
視
点
で
眺
め
、い
き
い
き
度
を
診
断
。

長
期
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
で
ま
ち
の
情
報
を

蓄
積
し
、
展
示
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど
を
行
っ
た
。

会
期
＝
２
０
０
７
年
4
月
1
日
（
日
）～
２
０
０
７
年

９
月
17
日
（
月
・
祝
）／
金
沢
21
世
紀
美
術
館 

長
期

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム

＊
8ア

ト
リ
エ
・
ワ
ン

塚
本
由
晴
、
貝
島
桃
代
に
よ
る
建
築
家
ユ
ニ
ッ
ト
。

１
９
９
２
年
設
立
。
建
築
設
計
、
都
市
リ
サ
ー
チ
、

ア
ー
ト
ま
で
活
動
は
多
岐
に
わ
た
る
。
東
京
を
中
心

に
戸
建
て
住
宅
、
公
共
、
商
業
建
築
を
設
計
、
近
年

は
国
外
に
も
活
動
の
場
を
拡
大
。

＊
9塚

本
由
晴
（
つ
か
も
と
・
よ
し
は
る
）

１
９
６
５
年
、
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
東
京
工
業
大
学

大
学
院
理
工
学
研
究
科
准
教
授
。

ま
ち
で
展
開
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
例
で
す
が
、
美
術
館
と
接
点
を

持
ち
な
が
ら
も
、
別
に
生
ま
れ
た
活
動
と
し
て
、「
い
き
い
き
荘
」
と

「
Ｃ
Ａ
Ａ
Ｋ
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
い
き
い
き
荘
で
す
が
、
こ
れ
は
美
術
館
主
催
の
「
い
き
い

き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
＊
7
）（
２
０
０
７
年
）
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

き
っ
か
け
で
立
ち
上
が
っ
た
場
所
で
す
。
こ
れ
は
、
ア
ト
リ
エ
・
ワ

ン
（
＊
8
）
と
い
う
建
築
家
が
、
半
年
間
ま
ち
を
リ
サ
ー
チ
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
し
た
。
ア
ト
リ
エ
・
ワ
ン
は
塚
本
由
晴
（
＊
9
）
と
貝
島
桃
代

（
＊
10
）
の
二
人
組
で
東
京
の
建
築
家
ユ
ニ
ッ
ト
で
す
が
、
半
年
間
は
毎

週
金
沢
に
通
っ
て
く
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
ま
し
た
。
そ
の
と

き
に
、
ア
ト
リ
エ
・
ワ
ン
の
ス
タ
ッ
フ
が
一
人
、
一
軒
家
を
借
り
て

金
沢
に
住
ん
だ
家
を
「
い
き
い
き
荘
」
と
呼
び
ま
し
た
。
塚
本
さ
ん

と
貝
島
さ
ん
や
、
ア
ト
リ
エ
・
ワ
ン
の
ス
タ
ッ
フ
が
金
沢
に
来
た
と

き
は
そ
こ
に
泊
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
毎
週
二
人
が
来
ら
れ
た
と
き
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
た
金
沢
工
業
大
学
（
＊
11
）
や
金

沢
美
術
工
芸
大
学
（
＊
12
）
の
学
生
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
、
昼
間
は
21
世

紀
美
術
館
で
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
り
、
市
内
を
ま
わ
っ
た
り
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
し
ま
す
。
そ
の
晩
は
、
せ
っ
か
く
塚
本
さ
ん
と

貝
島
さ
ん
が
泊
ま
っ
て
い
く
の
で
、
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
お
酒
も
飲

み
た
い
し
ご
飯
も
食
べ
た
い
。
で
す
が
、
み
ん
な
学
生
な
の
で
高
い

お
店
に
は
行
け
な
い
。
す
る
と
自
然
と
い
き
い
き
荘
に
集
ま
り
、
そ

こ
で
鍋
を
や
っ
た
り
、
一
緒
に
料
理
を
し
て
飲
み
明
か
す
と
い
う
こ

と
が
始
ま
っ
た
ん
で
す
ね
。
つ
ま
り
た
だ
の
飲
み
会
で
す
が
、
徐
々

に
毎
週
や
る
こ
と
が
定
着
し
始
め
る
と
、
少
し
ず
つ
進
化
し
始
め
て
、

美
術
館
で
別
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
し
て
い
た
日
比
野
克
彦
（
＊
13
）
さ
ん

の
チ
ー
ム
の
人
た
ち
も
合
流
し
た
り
、
ま
ち
の
リ
サ
ー
チ
を
し
て
い

る
間
に
知
り
合
っ
た
人
に
も
来
て
も
ら
っ
た
り
と
、
30
人
く
ら
い
に

増
え
ま
し
た
。
ま
た
、
塚
本
さ
ん
と
貝
島
さ
ん
は
忙
し
く
飛
び
回
っ

つ
く
る
た
め
に
」
で
す
。
ま
ち
の
人
が
積
極
的
に
主
体
的
に
関
わ
れ

る
展
覧
会
に
す
る
こ
と
が
目
標
で
し
た
。
そ
れ
で
、
各
作
家
と
さ
ま

ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
日
曜
画
家
や
美
大

生
な
ど
、
プ
ロ
の
作
家
に
限
ら
ず
誰
で
も
参
加
で
き
る
ア
ン
デ
パ
ン

ダ
ン
展
と
い
う
展
覧
会
を
企
画
し
た
り
（
＊
4
）、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
、

思
い
出
に
残
っ
て
い
る
も
の
や
大
事
に
し
て
い
る
も
の
を
持
っ
て
き

て
も
ら
い
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
テ
キ
ス
ト
と
一
緒
に
展
示
し
た
り

（
＊
5
）、
ペ
ン
ラ
イ
ト
を
使
っ
て
参
加
者
が
好
き
な
絵
を
描
い
て
、
そ

の
光
の
軌
跡
で
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
く
っ
た
り
（
＊
6
）。
ま
た
、
小

学
校
、
公
民
館
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
病
院
な
ど
、
金
沢
市
内
の
施

設
や
既
存
の
小
さ
な
団
体
な
ど
と
つ
な
が
り
を
つ
く
る
こ
と
も
目
指

し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
神
社
で
展
示
を
し

た
り
、
町
家
の
建
物
を
改
修
し
て
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
し
た
り
、
場
の

持
つ
記
憶
と
い
う
視
点
で
の
取
り
組
み
も
行
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
、
い
ろ
い
ろ
な
方
向
か
ら
ま
ち
と
関
わ
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
展
覧

会
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
展
覧
会
を
終
え
て
一
緒
に
楽
し
め
た
と
い
う
満
足
感
は
あ
り

ま
す
が
、
一
方
で
、
今
後
、
展
覧
会
で
培
っ
た
ま
ち
と
の
関
係
性
を

ど
の
よ
う
に
継
続
し
て
い
く
か
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。
誰
で
も

参
加
で
き
る
と
う
た
っ
て
い
て
も
、
あ
く
ま
で
主
催
し
て
い
る
の
は

美
術
館
。
例
え
ば
、
美
術
館
が
「
金
沢
ア
ー
ト
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
は

も
う
や
ら
な
い
」
と
し
た
と
き
、
関
わ
っ
て
い
た
人
た
ち
が
「
代
わ

り
に
自
分
た
ち
で
や
ろ
う
」
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
課
題
も
感
じ
て
い
ま
す
。

■
い
き
い
き
荘

―
「
飲
み
会
」の
発
展

　
金
沢
ア
ー
ト
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
２
０
０
８
は
、
美
術
館
が
主
導
で
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＊
10貝

島
桃
代
（
か
い
じ
ま
・
も
も
よ
）

１
９
６
９
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
筑
波
大
学
大
学
院

人
間
総
合
科
学
研
究
科
芸
術
学
専
攻
准
教
授
。

＊
11金

沢
工
業
大
学

石
川
県
石
川
郡
に
本
部
を
置
く
私
立
大
学
。
工
学

部
、
環
境
・
建
築
学
部
、
情
報
学
部
、
バ
イ
オ
・
化

学
部
か
ら
な
る
。

＊
12金

沢
美
術
工
芸
大
学

石
川
県
金
沢
市
に
あ
る
市
立
美
術
大
学
。
美
術
工

芸
学
部
に
美
術
科
、
デ
ザ
イ
ン
科
、
工
芸
科
が
あ
る
。

＊
13日

比
野
克
彦
（
ひ
び
の
・
か
つ
ひ
こ
）

１
９
５
８
年
、
岐
阜
県
生
ま
れ
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。

東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
先
端
芸
術
表
現
科
教
授
。

金
沢
21
世
紀
美
術
館
主
催
の
展
覧
会
「
日
比
野
克

彦
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
ホ
ー
ム
→
ア
ン
ド
←
ア
ウ

ェ
ー
』
方
式
」（
２
０
０
７
～
２
０
０
８
年
）
は
、
市

民
参
加
型
の
長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
展
覧
会
。
展
示

室
で
の
展
示
の
ほ
か
、「
明
後
日
朝
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

21
」
で
は
金
沢
市
内
外
の
参
加
者
か
ら
送
ら
れ
て
き

た
朝
顔
に
よ
っ
て
美
術
館
の
ま
わ
り
を
覆
う
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
行
っ
た
。

＊
14金

澤
町
家
研
究
会

金
澤
町
家
の
継
承
・
活
用
に
向
け
て
金
沢
市
の
風
格

と
魅
力
あ
る
ま
ち
並
み
形
成
の
促
進
お
よ
び
市
民

主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
２
０
０
５
年
6
月
に
発
足
。
金
澤
町
家
に
関
す

る
学
術
的
な
調
査
研
究
を
行
い
、
ま
た
町
家
の
継

承
・
活
用
事
業
、
町
家
に
関
す
る
市
民
講
座
な
ど
に

取
り
組
む
。

＊
15岩

崎
貴
宏
（
い
わ
さ
き
・
た
か
ひ
ろ
）

１
９
７
５
年
、
広
島
県
生
ま
れ
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。
エ

ジ
ン
バ
ラ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ブ
・
ア
ー
ト
大
学
院
修
了
。

岩
崎
貴
宏
展

（
＊
14
）
に
所
属
し
て
い
る
方
が
い
て
、
そ
の
人
が
い
い
町
家
が
空
い
て

い
る
と
紹
介
し
て
く
れ
、
家
賃
も
安
く
て
広
い
所
に
引
っ
越
し
ま
し

た
。
そ
れ
が
今
使
っ
て
い
る
場
所
で
す
。
町
家
は
も
と
も
と
商
い
の

場
を
兼
ね
備
え
た
住
居
で
す
。
そ
の
た
め
道
に
面
し
て
い
る
土
間
や

部
屋
は
お
店
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
外
と
の
つ
な
が

り
を
持
ち
や
す
い
。
こ
こ
に
引
っ
越
し
て
か
ら
も
ゲ
ス
ト
に
泊
ま
っ

て
も
ら
っ
た
り
、
レ
ク
チ
ャ
ー
や
パ
ー
テ
ィ
ー
、
展
覧
会
を
や
っ
た

り
、
こ
の
町
家
の
改
装
を
し
た
り
と
、
細
々
と
活
動
を
続
け
な
が
ら

３
年
ぐ
ら
い
経
ち
ま
す
。
レ
ク
チ
ャ
ー
を
し
た
の
は
現
在
で
35
回
に

も
な
り
ま
す
。

　
２
０
１
０
年
の
７
月
に
は
、
別
の
方
の
持
っ
て
い
る
町
家
を
使
わ

せ
て
も
ら
い
、
Ｃ
Ａ
Ａ
Ｋ
と
し
て
岩
崎
貴
宏
（
＊
15
）
さ
ん
の
展
示
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
き
な
展
覧
会
の
一
部
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も

の
で
す
が
、
全
体
は
金
沢
青
年
会
議
所
が
主
催
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
Ｎ

Ｐ
Ｏ
に
声
を
か
け
て
実
施
し
た
、
複
数
の
会
場
を
使
っ
た
展
覧
会
で

し
た
。

　
レ
ジ
デ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
方
は
、
同
じ
２
０
０
９
年
の
10
月
か

ら
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
ト
マ
ス
・
モ
ン
セ
ス
（
＊
16
）
と
い
う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
Ｃ
Ａ
Ａ
Ｋ
に
３
カ
月
ほ
ど
泊
ま
り
な
が
ら
、
ア
ト
リ
エ
は
Ｋ
Ａ
Ｐ

Ｏ
（
＊
17
）
と
い
う
ほ
か
の
ス
ペ
ー
ス
を
使
う
、
連
携
企
画
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
ベ
ル
ギ
ー
の
作
家
の
ニ
コ
リ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ス
タ
ペ
ー

ル
（
＊
18
）
も
２
０
１
０
年
４
月
の
約
１
カ
月
の
間
レ
ジ
デ
ン
ス
を
し
て

い
ま
し
た
。
彼
女
は
和
紙
を
使
っ
た
作
品
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
の

で
、
市
内
の
工
房
を
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
21
世
紀
美
術
館
に

は
ほ
と
ん
ど
関
係
な
く
行
っ
た
企
画
で
す
が
、
美
術
館
主
催
の
金
沢

ア
ー
ト
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
と
き
も
、
参
加
し
て
い
た
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
や
そ
の
ほ
か
の
遠
方
の
参
加
者
に
泊
ま
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｃ
Ａ
Ａ
Ｋ
が
拠
点
に
し
て
い
る
町
家
に
は
立
派
な
ひ
な
人
形

て
い
る
方
々
で
毎
週
一
度
は
海
外
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
海
外
で
ど

ん
な
も
の
を
見
た
り
食
べ
た
か
、
ど
ん
な
人
に
会
っ
た
か
を
、
写
真

で
ス
ラ
イ
ド
上
映
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
楽
し

み
に
み
ん
な
が
集
ま
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
う
い
う
状
態
が

半
年
続
き
ま
し
た
。

■
Ｃ
Ａ
Ａ
Ｋ

―
多
角
的
に
活
用
さ
れ
る
町
家

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
終
わ
る
と
塚
本
さ
ん
と
貝
島
さ
ん
も
来
な
く
な

る
し
、
い
き
い
き
荘
も
パ
ー
テ
ィ
ー
も
な
く
な
る
の
が
通
常
で
す
。
し

か
し
、
パ
ー
テ
ィ
ー
に
集
ま
っ
て
い
た
人
か
ら
「
こ
う
い
う
場
が
な

く
な
る
の
は
寂
し
い
」
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。
金
沢
は
東
京
と

比
べ
る
と
家
賃
も
安
い
の
で
、
み
ん
な
で
ち
ょ
っ
と
ず
つ
お
金
を
出

し
合
え
ば
、
こ
の
く
ら
い
の
一
軒
家
は
借
り
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
い
う
思
い
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
終
わ
る
頃
に
生
ま
れ
、
何
と
か
借

り
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ゲ
ス
ト
を
呼
ん
で
レ
ク

チ
ャ
ー
や
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が

Ｃ
Ａ
Ａ
Ｋ
（C

enter for A
rt and A

rchitecture K
anazaw

a

）

と
い
う
団
体
で
す
。
美
術
と
建
築
を
横
断
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
し

よ
う
、
つ
ま
り
「
美
術
と
建
築
の
セ
ン
タ
ー
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
月

に
一
度
か
二
度
飲
み
会
と
レ
ク
チ
ャ
ー
を
す
る
と
い
う
の
は
そ
れ
ま

で
と
一
緒
で
す
が
、
チ
ラ
シ
や
メ
ー
ル
で
告
知
を
し
て
、
メ
ン
バ
ー

の
有
志
が
講
師
に
謝
礼
を
出
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

21
世
紀
美
術
館
で
招
聘
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
泊
ま
っ
て
も
ら
う
な

ど
、
レ
ジ
デ
ン
ス
の
機
能
も
持
ち
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
メ
ー
リ
ン

グ
リ
ス
ト
を
つ
く
り
、
そ
こ
に
加
入
す
る
こ
と
で
メ
ン
バ
ー
と
見
な

さ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
ゆ
る
や
か
な
組
織
化
も
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
よ
く
来
て
い
る
人
の
中
に
金
澤
町
家
研
究
会
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会
期
＝
２
０
１
０
年
７
月
29
日
（
木
）～
８
月
1
日

（
日
）／
会
場
＝
楳
荘
（
金
沢
市
尾
張
町
）

＊
16ト

マ
ス
・
モ
ン
セ
ス
（Thom

as M
onses

）

１
９
７
５
年
、
ド
イ
ツ
、
パ
ー
ペ
ン
ブ
ル
ク
生
ま
れ
。

オ
ラ
ン
ダ
在
住
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。

＊
17Ｋ

Ａ
Ｐ
Ｏ
（
カ
ポ
）

金
沢
市
の
兼
六
園
近
く
に
あ
る
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、

「
金
沢
ア
ー
ト
ポ
ー
ト
」
の
通
称
。「
金
沢
ア
ー
ト

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
２
０
０
８
」
で
中
村
政
人
の
《Z 

project

》
を
き
っ
か
け
に
活
動
を
開
始
。
1
階
は
カ

フ
ェ
と
シ
ョ
ッ
プ
、
２
階
に
は
ス
タ
ジ
オ
と
ギ
ャ
ラ
リ

ー
を
持
つ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ラ
ン
の
ス
ペ
ー
ス
。

＊
18

ニ
コ
リ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ス
タ
ペ
ー
ル
（N

icoline van 
Stapele

）

１
９
６
４
年
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ゲ
ル
ド
ロ
ッ
プ
生
ま
れ
。

ゲ
ン
ト
を
中
心
に
活
動
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。

＊
19金

沢
ア
ー
ト
グ
ミ

金
沢
の
文
化
芸
術
を
育
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
。
村
野
藤

吾
設
計
の
北
國
銀
行
武
蔵
ヶ
辻
支
店
３
階
を
拠
点
と

し
ア
ー
ト
を
切
り
口
に
人
、
情
報
、
ま
ち
を
つ
な
ぐ

活
動
を
行
う
。
北
陸
の
ア
ー
ト
情
報
をW

EB

サ
イ

ト
「
金
沢
ア
ー
ト
グ
ミ
」
上
で
発
信
。

＊
20ま

ち
や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
会

２
０
０
９
年
設
立
。「
金
沢
ア
ー
ト
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
２
０
０
８
」
を
機
に
ア
ト
リ
エ
・
ワ
ン
が
改
修
し
た

「
ま
ち
や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
」
を
住
居
と
し
て
共
同
で

活
用
し
、
知
人
を
招
き
、
滞
在
す
る
機
会
を
提
供

す
る
こ
と
で
町
家
の
活
用
と
交
流
の
場
の
創
出
を
目

指
す
。

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
と
き
に
Ｃ
Ａ
Ａ
Ｋ
の
よ
う
な
場
所
が
あ
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
参
加
者
が
流
れ
込
み
、
美
術
館
が
や

っ
て
い
る
個
別
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
垣
根
を
越
え
て
、
美
術

館
の
企
画
終
了
後
も
活
動
が
継
続
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
日
比
野
さ
ん
の
「
明
後
日
朝
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
Ｋ
Ａ
Ｐ

Ｏ
が
引
き
継
い
で
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
美
術
館
と
ま
ち
な
か

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
と
の
よ
い
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　　　　

と
ひ
な
壇
が
残
っ
て
い
て
、
毎
年
３
月
に
は
ひ
な
壇
を
飾
り
ひ
な
祭

り
を
し
て
い
ま
す
。

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
21
世
紀
美
術
館
の
関
係
性 

―
ま
ち
と
美
術
館
の
中
間
地
点

　
Ｃ
Ａ
Ａ
Ｋ
は
美
術
館
が
仕
掛
け
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
つ
く
っ
た
の
で
は
な

く
、
美
術
館
の
事
業
を
き
っ
か
け
に
自
然
発
生
的
に
で
き
た
団
体
で
、

美
術
館
の
展
覧
会
を
見
に
金
沢
を
訪
れ
る
人
た
ち
を
利
用
・
流
用
し

て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
展
覧
会
を
見
る
た
め
に
金
沢

を
訪
ね
て
来
る
専
門
家
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
に
、「
交
通
費
は
出
せ

な
い
の
で
す
が
」
と
言
い
な
が
ら
、
レ
ク
チ
ャ
ー
を
し
て
も
ら
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
Ｃ
Ａ
Ａ
Ｋ
は
美
術
館
か
ら
歩
い
て
も
20
分
く
ら
い
の
距
離

に
あ
り
、
な
か
な
か
美
術
館
が
持
ち
に
く
い
長
期
レ
ジ
デ
ン
ス
の
機

能
や
美
術
館
関
係
者
が
気
軽
に
泊
ま
れ
る
よ
う
な
場
を
提
供
し
て
い

る
の
で
、
そ
れ
が
美
術
館
に
と
っ
て
も
便
利
な
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
美
術
館
と
い
い
距
離
関
係
を
持
つ
ア
ー
ト

ス
ペ
ー
ス
が
ま
ち
の
中
に
あ
る
と
い
う
状
況
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
実
際
に
、
こ
こ
数
年
、
Ｋ
Ａ
Ｐ
Ｏ
や
金
沢
ア
ー
ト
グ
ミ
（
＊
19
）、
ま

ち
や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
会
（
＊
20
）
な
ど
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
的
な
グ
ル
ー
プ
が
増
え

て
い
ま
す
。
今
は
Ｃ
Ａ
Ａ
Ｋ
は
そ
う
い
う
団
体
と
の
連
携
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。

　
美
術
館
が
ま
ち
な
か
で
企
画
す
る
展
覧
会
は
、
せ
い
ぜ
い
数
カ
月

と
、
短
い
ス
パ
ン
の
も
の
が
多
い
。
で
す
が
、
例
え
ば
21
世
紀
美
術

館
だ
と
、
日
比
野
克
彦
さ
ん
や
ア
ト
リ
エ
・
ワ
ン
、
高
嶺
格
さ
ん
な

ど
参
加
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
年
で
、
毎
年
、
連
続
し
て
企
画
し
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＊
1黒

沢
伸
（
く
ろ
さ
わ
・
し
ん
）

１
９
５
９
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
エ
デ

ュ
ケ
ー
タ
ー
。
金
沢
湯
涌
創
作
の
森
所
長
。
１
９
８

９
年
よ
り
水
戸
芸
術
館
現
代
美
術
セ
ン
タ
ー
学
芸
員
、

１
９
９
９
年
よ
り
金
沢
21
世
紀
美
術
館
学
芸
員
を

経
て
、
２
０
０
６
年
よ
り
現
職
。

＊
2木

村
健
（
き
む
ら
・
た
け
し
）

金
沢
21
世
紀
美
術
館
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
。

＊
3

CAP H
O

U
SE

（
キ
ャッ
プ
・ハ
ウ
ス
）

特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
芸
術
と
計
画
会
議

（C.A.P.

）」
が
旧
神
戸
移
住
セ
ン
タ
ー
を
使
っ
て
企

画
・
運
営
し
て
い
る
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
１
９
９

９
年
に
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
、
２
０
０
２
年
か
ら
神

戸
市
の
委
託
を
受
け
、
建
物
の
管
理
、
海
外
移
住
者

の
資
料
展
示
、
そ
し
てC

AP H
O

U
SE

の
企
画
・
提

案
を
行
っ
て
い
る
。

＊
4自

由
工
場

１
９
９
３
年
か
ら
95
年
ま
で
、
岡
山
市
内
の
解
体

予
定
の
ビ
ル
を
利
用
し
て
、
美
術
家
・
建
築
家
・
市

民
・
学
生
ら
が
自
主
運
営
し
た
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
・

ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
。
岡
山
だ
け
で
な
く
関
西
・
関
東

か
ら
も
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
文
化
関
係
者
が
参

加
し
た
。

ら
い
ア
ー
ト
に
関
心
を
も
ち
始
め
て
い
る
人
が
増
え
る
一
方
で
、
よ

う
や
く
美
術
館
が
で
き
て
く
れ
た
、
あ
る
い
は
ま
ち
に
出
て
美
術
館

が
社
会
を
知
る
ん
で
す
よ
と
い
っ
た
認
識
の
人
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。
主
に
日
本
の
公
立
美
術
館
の
学
芸
員
の
中
で
、
世

代
的
も
し
く
は
そ
う
し
た
昨
今
の
状
況
で
ま
ち
と
の
つ
な
が
り
に
関

心
の
あ
る
若
い
学
芸
員
は
増
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

竹
久

―
美
術
館
と
地
域
の
関
係
に
興
味
が
あ
る
学
芸
員
は
水
戸
芸

術
館
で
も
私
だ
け
で
は
な
い
で
す
が
、
私
の
場
合
、
そ
れ
を
直
接
的

に
扱
う
企
画
が
今
の
と
こ
ろ
多
い
で
す
ね
。
教
育
普
及
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
担
当
職
員
も
、
地
域
と
つ
な
が
り
が
広
く
、
い
ろ
ん
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
も
っ
て
い
て
、
と
て
も
丁
寧
に
ケ
ア
を
し
て
い
ま
す
。

鷲
田

―
21
世
紀
美
術
館
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
中
で
は
、
ま
ち
に
出

て
何
か
を
や
る
こ
と
へ
の
関
心
は
、
た
ぶ
ん
私
が
一
番
強
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
参
加
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
関
心
を
持
っ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
は
多
い
で
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
、
よ
り
専
門
に
行
っ
て
い
る
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
も
い
ま
す
。

　
世
代
的
な
こ
と
で
は
私
は
21
世
紀
美
術
館
の
準
備
室
に
入
っ
た
頃
、

今
は
美
術
館
に
は
い
ま
せ
ん
が
黒
澤
伸
（
＊
1
）
さ
ん
が
い
て
彼
の
発
想

に
す
ご
く
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
木
村
健
（
＊
2
）
さ
ん
と
い

う
今
も
教
育
普
及
の
子
ど
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
担
当
し
て
い
る
ス
タ
ッ

フ
が
い
て
、C

A
P H

O
U

SE
（
＊
3
）
や
岡
山
の
自
由
工
場
（
＊
4
）
に
関

わ
っ
た
り
し
て
い
て
、
彼
に
も
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

熊
倉

―
か
つ
て
は
美
術
館
の
教
育
普
及
と
い
え
ば
、
館
内
で
版
画

や
油
絵
を
教
え
る
大
人
向
け
の
教
室
が
大
半
で
し
た
。
だ
か
ら
、
教

育
系
大
学
や
美
術
系
大
学
の
出
身
な
ど
、
実
技
の
で
き
る
人
が
教
育

第
3
章
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美
術
館
×
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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菜
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‥
‥
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‥
‥
‥
‥
‥
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■
ま
ち
づ
く
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携
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‥
‥
‥
‥
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‥
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■
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館
外
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活
動
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の
組
織
」づ
く
り
か
‥
‥
‥
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‥
‥
‥
‥
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■
ま
ち
と
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館
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‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
19

■
金
沢
と
水
戸
の
違
い
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
22

■
ま
ち
へ
出
る
目
的
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
23

■
学
芸
員
の
ま
ち
へ
の
意
識

九
冨

―
昨
今
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
が
、
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
は
５
０
０
人
、
瀬
戸
内

国
際
芸
術
祭
で
は
千
人
、
２
千
人
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
く
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＊
5人

体
の
不
思
議
展

人
間
の
実
物
標
本
が
多
数
展
示
さ
れ
た
展
示
会
。

こ
れ
ま
で
国
内
各
地
で
開
催
さ
れ
、
従
来
一
般
に
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
死
体
標
本
が
数
々
展
示
さ

れ
、
人
び
と
の
関
心
を
集
め
て
き
た
。
２
０
１
０
年

に
金
沢
21
世
紀
美
術
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
「
人
体

の
不
思
議
展　

か
ら
だ
＝
未
知
な
る
小
宇
宙
」
が
開

催
さ
れ
た
。

＊
6六

本
木
ア
ー
ト
ナ
イ
ト

六
本
木
の
ま
ち
を
舞
台
に
し
た
一
夜
限
り
の
ア
ー
ト

イ
ベン
ト
。
ま
ち
な
か
に
、
ア
ー
ト
作
品
の
み
な
ら
ず
、

デ
ザ
イ
ン
、
音
楽
、
映
像
、
演
劇
、
舞
踏
な
ど
を
含

む
多
様
な
作
品
を
展
開
。
第
1
回
目
の
２
０
０
９
年

3
月
に
開
催
さ
れ
た
「
六
本
木
ア
ー
ト
ナ
イ
ト
」
で

は
28
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
、
延
べ
鑑
賞
者
数
55
万

人
に
も
お
よ
ぶ
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
し
た
。
２
０
１

０
年
3
月
に
は
第
2
回
目
と
な
る
「
六
本
木
ア
ー
ト

ナ
イ
ト
２
０
１
０
」
が
開
催
さ
れ
た
。

ん
な
に
美
術
館
が
緊
張
感
が
高
く
尖
っ
た
場
所
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
気
軽
に
行
く
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

で
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
に
尖
っ
た
り
気
張
っ
た
り
す
る
よ
う
な
場

所
で
も
な
い
し
、
公
民
館
に
近
い
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
も
あ
る
し
。

森

―
間
違
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
緊
張
感
の
よ
う
な

も
の
を
人
の
多
さ
が
緩
和
さ
せ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

鷲
田

―
確
か
に
、
週
末
だ
と
デ
パ
ー
ト
の
地
下
み
た
い
な
感
じ
の

人
の
多
さ
で
す
。

森

―
本
当
に
そ
れ
く
ら
い
わ
ん
さ
か
人
が
い
る
。
六
本
木
ア
ー
ト

ナ
イ
ト
（
＊
6
）
の
と
き
の
森
ビ
ル
み
た
い
な
感
じ
。
だ
か
ら
、
誰
も
い

な
い
空
間
で
作
品
を
見
れ
て
よ
か
っ
た
な
と
い
う
こ
と
は
、
美
術
館

の
ス
タ
ッ
フ
に
な
ら
な
い
限
り
21
世
紀
美
術
館
で
は
無
理
だ
も
の
。

鷲
田

―
例
え
ば
い
い
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
な
と
思
う
と
き
に
、

そ
の
場
所
を
う
ま
く
読
み
込
ん
で
介
入
す
る
よ
う
な
作
品
で
あ
れ
ば
、

そ
こ
が
美
術
館
で
は
な
く
て
も
、
か
な
り
緊
張
感
の
高
い
展
示
に
は

な
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
た
と
え
素
材
が
日
常
的
な
も
の
で
あ
っ
た

と
し
て
も
。
ま
ち
な
か
で
の
展
示
も
、
そ
う
い
う
意
味
で
の
ク
オ
リ

テ
ィ
の
高
さ
は
保
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

竹
久

―
金
沢
ア
ー
ト
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
展
示
で
、
民
家
を
使
っ

た
紙
の
お
風
呂
に
入
る
作
品
は
す
ご
く
面
白
か
っ
た
で
す
。
家
の
中

だ
か
ら
こ
そ
可
能
な
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
思
い
ま
し
た
。
あ

の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
感
じ
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
に
設
置
さ
れ
る

と
う
ま
く
出
ま
せ
ん
よ
ね
。

普
及
の
学
芸
員
に
な
る
の
が
通
例
で
し
た
よ
ね
。
一
方
、
い
わ
ゆ
る

企
画
す
る
学
芸
員
は
美
術
史
畑
の
人
た
ち
で
す
。
こ
う
し
た
背
景
か

ら
、
企
画
担
当
の
学
芸
員
と
、
教
育
普
及
担
当
の
学
芸
員
の
間
に
は

溝
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
意

味
で
は
、
鷲
田
さ
ん
も
竹
久
さ
ん
も
日
本
の
美
術
館
の
中
で
は
変
わ

り
種
で
す
よ
ね
。

■
中
と
外
の
展
示
の
差
異
は
生
ま
れ
る
か

熊
倉

―
ま
ち
な
か
で
の
企
画
を
す
る
と
き
、
例
え
ば
美
術
館
の
中

は
パ
リ
っ
と
尖
っ
た
展
示
、
館
外
で
は
緊
張
感
の
弱
い
展
示
と
い
う

よ
う
に
、
美
術
館
の
中
と
外
で
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
強
く
見
え
て
し
ま

っ
た
り
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
し
て
し
ま
う
危
険

性
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

竹
久

―
私
は
作
品
を
物
理
的
に
外
に
置
く
と
い
う
こ
と
に
今
は
あ

ま
り
興
味
が
な
い
で
す
。
ま
ち
な
か
で
作
品
を
展
示
す
る
場
合
、
館

内
展
示
と
は
違
っ
た
考
え
方
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
、
別
の

質
を
追
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
外
で
は
動
き
を
誘
発
す

る
タ
イ
プ
の
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
を
仕
掛
け
る
こ
と
の
方
に
興
味
が
あ

り
ま
す
。

鷲
田

―
美
術
関
係
者
は
お
そ
ら
く
、
21
世
紀
美
術
館
は
「
ヤ
ン
・

フ
ァ
ー
ブ
ル
」
展
と
か
、
国
内
外
の
質
の
高
い
ア
ー
ト
を
展
示
し
て

い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、

金
沢
の
人
た
ち
は
新
聞
社
の
主
催
す
る
「
人
体
の
不
思
議
」
展
（
＊
5
）

を
や
っ
て
い
る
場
所
だ
と
思
っ
て
い
た
り
も
し
ま
す
。「
今
、
人
体
の

不
思
議
展
や
っ
て
い
て
大
変
ね
」
と
言
わ
れ
た
り
し
ま
す
の
で
、
そ
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＊
7友

政
麻
理
子
（
と
も
ま
さ
・
ま
り
こ
）

１
９
８
１
年
、
埼
玉
県
生
ま
れ
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。

家
族
を
テ
ー
マ
に
作
品
制
作
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
い
、「
家
」
や
「
家
族
」
と
は
何
か
を
問
い
直
す
。

近
年
は
富
士
信
仰
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
も
展
開
し
、

「
家
族
」
や
「
信
仰
」
と
い
っ
た
社
会
に
存
在
す
る

物
語
の
構
造
に
迫
る
。

＊
8友

政
麻
理
子
の
「
金
沢
ア
ー
ト
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム 

２

０
０
８
」
出
品
作
品
《
お
父
さ
ん
と
食
事
》。
友
政

自
身
が
娘
を
演
じ
、
初
め
て
会
っ
た
人
に
お
父
さ
ん

を
演
じ
て
も
ら
い
、
食
事
の
間
だ
け
、
親
子
と
し
て

会
話
を
す
る
様
子
を
記
録
し
た
映
像
作
品
。

＊
9

IN
AX Renovation Forum

 IN
TERVIEW

 N
o.04

「
美
術
と
建
築
を
横
断
し
、
社
会
を
知
る
─
─
金
沢

に
お
け
るC

AAK

の
試
み
」／［
座
談
会
］
吉
村
寿
博

×
鷲
田
め
る
ろ
×
林
野
紀
子
（
進
行
＝
新
堀
学
＋
倉
方

俊
輔
）

http://forum
.inax.co.jp/renovation/

interview
/004/001.htm

l

に
な
か
っ
た
新
し
い
場
所
と
い
う
と
ら
え
方
も
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

竹
久

―
美
術
館
に
は
、
ま
ず
優
れ
た
表
現
を
発
信
し
た
り
伝
え
て

い
く
使
命
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
ま
た
、
複
数
の
視
点
や
考
え
方
、
価

値
観
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
表
現
を
通
し
て
提
示
す
る
こ
と
が
、

芸
術
を
扱
う
公
共
施
設
が
で
き
る
こ
と
、
も
し
く
は
す
べ
き
こ
と
の

一
つ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
と
の
関
係
性
に
お
い
て
は
、
地
域

の
人
び
と
の
文
化
的
な
活
動
だ
け
で
な
く
、
社
会
的
活
動
の
媒
介
に

美
術
館
が
な
り
得
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

菊
地

―
鷲
田
さ
ん
は
ウ
ェ
ブ
上
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
＊
9
）
で
「
美
術

館
が
ま
ち
に
出
て
い
く
試
み
は
、
美
術
館
が
社
会
を
知
る
と
い
う
こ

と
に
近
い
気
が
し
ま
す
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
を
裏
返
す
と
、
美
術
館
は
社
会
を
知
ら
な
い
と
い
う

こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

鷲
田

―
ま
ち
な
か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、
美
術
館
の
中
の

展
示
で
は
接
点
の
な
か
っ
た
人
と
仕
事
上
の
接
点
が
で
き
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
や
手
伝
っ
て
く
れ
た
人
た
ち
と
の
い
い
出
会
い

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
美
術
館
の
内
部
に
い
る
自
分
た
ち
や
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
が
、
普
段
会
わ
な
い
よ
う
な
人
と
出
会
う
き
っ
か
け
を

つ
く
れ
た
の
が
よ
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い

を
通
じ
て
ま
ち
の
見
方
も
変
わ
り
ま
し
た
。

■
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
育
つ
、
実
験
可
能
な
場
所
と
は

森

―
そ
の
出
会
い
は
美
術
館
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
も
の
な

鷲
田

―
友
政
麻
理
子
（
＊
7
）
さ
ん
の
《「
カ
ミ
フ
ブ
キ
オ
ン
セ
ン
」》

で
す
ね
。
２
階
建
て
の
民
家
で
の
、
サ
イ
ト
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク
な
展

示
で
し
た
。
２
階
で
は
《「
カ
ミ
フ
ブ
キ
オ
ン
セ
ン
」》、
１
階
で
は
、

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
知
ら
な
い
人
に
出
し
て
あ
た
か
も
自
分
の
お
父
さ

ん
で
あ
る
か
の
よ
う
に
会
話
を
し
な
が
ら
一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
る
と

い
う
、
同
じ
部
屋
で
撮
影
し
た
映
像
を
流
し
て
い
ま
し
た
（
＊
8
）。
そ

の
入
れ
子
状
の
構
造
に
な
っ
た
展
示
の
仕
方
が
上
手
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
夏
に
行
っ
た
岩
崎
貴
宏
さ
ん
の
展
示
も
、
会
場
は
も
と
も
と

文
人
画
を
描
い
て
い
た
方
の
町
家
で
、
床
の
間
に
掛
か
っ
て
い
た
そ

の
人
が
描
い
た
掛
け
軸
と
絡
む
作
品
を
即
興
で
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。

い
い
展
示
だ
と
思
い
ま
す
。

■
地
域
の
中
の
美
術
館
と
は

渡
辺

―
お
二
人
に
伺
い
ま
す
が
「
地
域
の
中
の
美
術
館
」
と
は
ど

の
よ
う
な
存
在
で
、
地
域
に
何
が
で
き
る
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
美
術
館
は
ど
う
い
う
も
の
で
、
現
在
の
美
術
館

は
ど
う
あ
る
べ
き
と
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

鷲
田

―
21
世
紀
美
術
館
は
現
代
美
術
を
見
せ
る
場
所
で
あ
る
こ
と

は
周
知
の
通
り
で
す
が
、
ど
な
た
で
も
借
り
て
展
示
が
で
き
る
「
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
絵
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、

お
花
、
書
道
な
ど
、
ア
マ
チ
ュ
ア
か
ら
プ
ロ
ま
で
大
勢
の
地
域
の
方

た
ち
が
展
示
を
し
て
い
ま
す
。
展
示
が
あ
る
と
、
出
品
者
の
知
り
合

い
が
た
く
さ
ん
見
に
来
る
。
友
だ
ち
が
展
示
し
て
い
る
か
ら
、
自
分

が
習
っ
て
い
る
お
花
の
先
生
だ
か
ら
見
に
行
く
と
い
っ
た
感
覚
で
美

術
館
に
訪
れ
る
の
で
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
今
ま
で
地
域
の
中
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＊
10ゲ

ン
ト
（G

hent

）

ベル
ギ
ー
の
オ
ー
ス
ト
＝
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
州
に
あ
る
都
市
。

同
州
の
州
都
。
金
沢
市
の
姉
妹
都
市
。
市
内
の
現
代

美
術
館
に
は
、ゲ
ン
ト
市
立
現
代
美
術
館（S.M

.A.K., 
Stedelijik M

useum
 voor A

ctuele K
unst. 

G
ent 

）
が
あ
る
。
金
沢
21
世
紀
美
術
館
と
の
連
携

企
画
に
「
人
間
は
自
由
な
ん
だ
か
ら:

ゲ
ン
ト
現
代

美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
」
展
（
２
０
０
６
）
な
ど

が
あ
る
。

む
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
か
。

鷲
田

―
私
は
２
０
０
９
年
の
約
半
年
間
、
ベ
ル
ギ
ー
の
ゲ
ン
ト
市

（
＊
10
）
に
行
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
ゲ
ン
ト
は
金
沢
く
ら
い
の
す
ご
く

小
さ
な
ま
ち
な
の
に
地
元
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
た
く
さ
ん
い
て
、
キ

ュ
レ
ー
タ
ー
た
ち
は
か
な
り
頻
繁
に
ス
タ
ジ
オ
訪
問
を
し
て
い
ま
す
。

今
ど
う
い
う
作
品
を
つ
く
っ
て
い
る
か
を
見
て
コ
メ
ン
ト
す
る
こ
と

が
わ
り
と
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
て
、
そ
の
中
で
「
今
度
展
示
し
て

み
る
か
？
」
と
、
気
軽
に
展
覧
会
が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
展
示
面

積
自
体
は
21
世
紀
美
術
館
と
同
じ
く
ら
い
の
面
積
で
、
た
ま
に
大
き

な
展
覧
会
も
や
り
ま
す
が
、
小
さ
な
展
覧
会
の
集
合
み
た
い
な
形
で

部
屋
を
分
け
て
使
っ
て
展
示
を
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
美
術
館
へ

の
集
客
や
評
価
を
第
一
の
目
的
に
せ
ず
、
地
元
の
作
家
の
実
験
的
な

作
品
の
展
示
を
気
軽
に
や
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
ゲ
ン
ト
で
は
、
そ
う
し
た
実
験
的
な
展
示
は
美
術
あ
る
い
は
文
化

と
し
て
意
味
が
あ
る
と
認
知
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
の
数
も
少

な
く
、
閑
散
と
し
た
図
書
館
の
よ
う
な
感
じ
で
す
が
、
図
書
館
は
本

が
あ
る
か
ら
意
味
が
あ
る
の
と
同
じ
感
覚
で
現
代
美
術
館
も
必
要
だ

と
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
せ
い
で
、
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
も
多

く
の
人
に
い
い
作
品
を
見
せ
よ
う
と
は
考
え
て
い
な
く
て
、
地
元
の

作
家
の
小
さ
な
展
示
を
準
備
期
間
１
カ
月
く
ら
い
で
ぱ
っ
と
立
ち
上

げ
て
見
せ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
と
っ
て
は
す
ご
く

い
い
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。

森

―
金
沢
21
世
紀
美
術
館
で
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
は
で
き
そ
う
で

す
か
、
そ
れ
と
も
難
し
い
で
す
か
。

鷲
田

―
21
世
紀
美
術
館
は
、
建
物
と
し
て
は
展
示
室
を
分
け
て
複

の
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
個
人
的
な
経
験
と
し
て
出
会
え
て
よ
か

っ
た
と
い
う
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

鷲
田

―
ま
ず
は
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
的
な
経
験
で
す
が
、
美
術
館
と

し
て
理
想
的
だ
と
私
が
考
え
る
の
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
ま
ち
な
か

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
出
会
う
こ
と
に
よ

っ
て
作
品
の
幅
が
広
が
っ
た
り
方
向
性
が
変
わ
っ
た
り
す
る
こ
と
で

す
。
そ
れ
が
そ
の
後
い
い
方
向
に
向
か
う
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
経
験
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
今
ま
で
想
像
も
し
な
か
っ
た
よ
う
な
道
が
開
け
る
の
な
ら
、
そ
れ

は
美
術
館
の
大
事
な
役
割
の
一
つ
だ
と
も
思
う
の
で
す
。

　
例
え
ば
21
世
紀
美
術
館
で
何
カ
月
も
続
く
よ
う
な
大
き
な
展
示
を

す
る
と
き
は
、
や
は
り
た
く
さ
ん
の
人
に
見
て
も
ら
う
た
め
、
一
番

面
白
い
と
思
う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
最
も
面
白
い
作
品
を
展
示
し
た
い

と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
し
か
し
一
方
で
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
順
調
に
自
分
の
作
品
を
発
展

さ
せ
ら
れ
る
と
き
も
あ
れ
ば
、
別
の
新
た
な
方
向
を
模
索
す
る
こ
と

が
必
要
に
な
る
時
期
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
期
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

一
人
で
閉
じ
こ
も
る
の
で
は
な
く
、
別
の
人
が
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
共

有
で
き
る
よ
う
な
場
も
重
要
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
美
術

館
で
そ
の
部
分
を
引
き
受
け
ら
れ
れ
ば
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

美
術
館
で
は
な
く
て
も
ス
タ
ジ
オ
を
開
く
よ
う
な
機
能
を
持
つ
ス
ペ

ー
ス
が
あ
れ
ば
、
か
な
り
の
目
的
は
達
成
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
Ｃ
Ａ
Ａ
Ｋ
の
よ
う
な
活
動
は
そ
う
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

発
展
段
階
を
見
せ
る
よ
う
な
こ
と
を
フ
ォ
ロ
ー
し
や
す
い
組
織
だ
と

思
い
ま
す
。

森

―
ど
う
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
創
造
活
動
が
開
か
れ
た
場
所
を
生
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＊
11越

後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

正
式
名
称
は
「
大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻
有
ア
ー
ト

ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」。
3
年
に
1
度
、
越
後
妻
有
地

域
（
新
潟
県
十
日
町
市
・
津
南
町
）
の
里
山
で
展
開

さ
れ
る
国
際
芸
術
祭
。
２
０
０
０
年
に
第
一
回
が
開

催
さ
れ
、
以
後
２
０
０
３
年
、
２
０
０
６
年
、
２
０
０

９
年
に
開
催
。
第
5
回
は
２
０
１
２
年
に
開
催
予
定
。

総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
北
川

フ
ラ
ム
が
務
め
る
。

＊
12瀬

戸
内
国
際
芸
術
祭

２
０
１
０
年
、
瀬
戸
内
海
の
島
を
舞
台
に
開
催
さ
れ

た
国
際
芸
術
祭
。
副
題
は
「
ア
ー
ト
と
海
を
巡
る
百

日
間
の
冒
険
」。
２
０
１
０
年
7
月
19
日
か
ら
10
月

31
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
来
場
者
数
は
約
93
万
人
を

数
え
た
。
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
福
武
總
一
郎（
財

団
法
人
直
島
福
武
美
術
館
財
団
理
事
長
）、
総
合
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
は
北
川
フ
ラ
ム
。

＊
13ア

ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

各
種
の
芸
術
制
作
を
行
う
人
物
を
一
定
期
間
あ
る

土
地
に
招
聘
し
、
そ
の
土
地
に
滞
在
し
な
が
ら
の

作
品
制
作
を
行
わ
せ
る
事
業
。
国
内
で
は
茨
城
県
の

「
ア
ー
カ
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、「
国
際
芸
術
セ
ン
タ

ー
青
森
」、
山
口
県
の
「
秋
吉
台
国
際
芸
術
村
」
な

ど
、
公
募
型
の
レ
ジ
デ
ン
ス
事
業
を
行
っ
て
い
る
施
設

が
あ
る
。

＊
14ク

リ
テ
リ
オ
ム

水
戸
芸
術
館
が
、
既
成
の
概
念
を
離
れ
新
し
い
造
形

を
模
索
す
る
場
と
し
て
、
１
９
９
２
年
夏
に
始
め
ら

れ
た
展
覧
会
シ
リ
ー
ズ
。
国
内
で
活
躍
す
る
若
手
作

家
と
学
芸
員
が
協
働
で
新
作
中
心
の
展
覧
会
を
制

作
し
て
お
り
、
２
０
１
０
年
12
月
の
時
点
で
78
回
を

数
え
る
。

鷲
田

―
思
い
ま
す
が
、
現
状
で
は
今
挙
げ
た
よ
う
な
課
題
が
あ
り

ま
す
ね
。

竹
久

―
水
戸
芸
術
館
に
関
し
て
は
「
ク
リ
テ
リ
オ
ム
（
＊
14
）」
と
い

う
展
覧
会
シ
リ
ー
ズ
が
、
若
手
の
作
家
が
羽
ば
た
い
て
い
く
た
め
の

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
若
い
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
が
協
力
し
て
「
こ
の
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー

ブ
で
ど
う
見
せ
る
か
」
を
議
論
し
な
が
ら
展
示
を
つ
く
っ
て
い
く
も

の
で
す
。
も
と
も
と
一
般
的
に
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
い
ろ
い
ろ
な

価
値
観
や
新
し
い
表
現
を
試
み
な
が
ら
提
示
し
て
い
く
場
所
だ
と
思

い
ま
す
が
、
ク
リ
テ
リ
オ
ム
も
そ
う
し
た
実
験
を
試
み
て
い
る
と
言

え
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
実
験
的
で
あ
っ
て
も
展
示
の
ク
オ
リ
テ
ィ

は
求
め
ら
れ
ま
す
が
。

■
若
い
人
へ
の
美
術
館
の
影
響

熊
倉

―
金
沢
で
は
ま
ち
の
人
は
美
術
館
を
ど
う
認
識
し
て
い
ま
す

か
。

鷲
田

―
ま
ち
の
人
は
美
術
館
の
こ
と
を
か
な
り
知
っ
て
い
ま
す
。

小
学
生
は
全
員
美
術
館
に
来
て
い
ま
す
し
。

竹
久

―
全
校
の
小
学
生
を
呼
ぶ
取
り
組
み
は
、
今
も
さ
れ
て
い
る

の
で
す
か
。

鷲
田

―
今
は
学
年
を
４
年
生
だ
け
に
し
ぼ
っ
て
い
ま
す
が
、
金
沢

市
内
の
全
小
学
校
の
４
年
生
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も
の
成
長
過

程
と
学
校
行
事
と
の
兼
ね
合
い
を
、
学
校
の
先
生
と
一
緒
に
考
え
な

数
の
展
覧
会
を
同
時
に
し
や
す
い
の
で
、
可
能
だ
と
は
思
い
ま
す
。

で
す
が
同
じ
や
り
方
を
す
る
と
今
と
同
じ
集
客
数
は
お
そ
ら
く
見
込

め
ま
せ
ん
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
や
っ
ぱ
り
難
し
い
な
あ
と
…
…
。

熊
倉

―
日
本
で
は
現
代
美
術
の
美
術
館
は
、
研
究･

実
験
施
設
と

い
う
意
味
は
あ
ま
り
持
っ
て
い
ま
せ
ん
よ
ね
。
ど
う
し
て
も
「
見
せ

な
き
ゃ
」
と
い
う
消
費
に
傾
き
が
ち
で
す
よ
ね
。
で
は
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
実
験
的
か
と
い
う
と
、
美
術
館
と
一
緒
で
成
果
を
出
さ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
実

験
な
ん
て
悠
長
な
こ
と
は
意
外
と
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
。

　
特
に
越え
ち

後ご

妻つ
ま

有り

ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
（
＊
11
）
や
瀬せ

戸と

内う
ち

国こ
く

際さ
い

芸げ
い

術じ
ゅ
つ

祭さ
い

（
＊
12
）
が
高
い
集
客
力
を
示
し
て
し
ま
っ
た
後
は
難
し
い
と
思

い
ま
す
。
で
も
、
今
日
の
お
話
を
伺
っ
て
い
て
、
美
術
館
が
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
仕
掛
け
て
周
辺
に
多
く
の
小
さ
な
活
動
拠
点
が
生

ま
れ
れ
ば
、
ま
ち
全
体
の
中
で
そ
の
ゆ
と
り
を
つ
く
れ
る
の
か
も
し

れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
実
験
の
場
と
い
い
ま
す
と
、
20
世
紀
の
後
半
は

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
（
＊
13
）
と
い
う
形
で
世
界
各
地

で
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
あ
る
程
度
閉
じ
た
環
境
の
中

で
決
め
ら
れ
た
期
間
に
集
ま
っ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
交
流
し
つ
つ
、

各
自
が
新
た
な
方
向
性
を
模
索
す
る
。
た
だ
昨
今
、
特
に
日
本
で
は

鷲
田
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す

る
体
験
の
方
が
、
若
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
成
長
に
は
有
効
な
の
で
は

な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

渡
辺

―
美
術
館
が
研
究
・
実
験
施
設
で
あ
る
こ
と
は
難
し
い
と
は

思
い
ま
す
が
、
そ
う
あ
る
べ
き
だ
と
は
思
い
ま
す
か
。
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＊
15ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ク
ル
ー
ズ

金
沢
21
世
紀
美
術
館
の
開
館
当
初
か
ら
続
く
、
小

中
学
校
を
対
象
に
し
た
学
校
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
来

館
す
る
児
童
や
生
徒
は
8
名
程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
作
品
を
見
な
が
ら
、
美
術
館
教
育
担
当
学

芸
員
と
学
校
教
員
が
共
同
で
開
発
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
す
る
。

＊
16森

司
は
１
９
８
９
年
か
ら
２
０
０
９
年
ま
で
水
戸
芸

術
館
現
代
美
術
セ
ン
タ
ー
学
芸
員
を
務
め
た
。

＊
17茨

城
大
学

茨
城
県
水
戸
市
に
本
部
を
置
く
国
立
の
総
合
大
学
。

教
育
学
部
に
美
術
選
修
コ
ー
ス
が
あ
る
。

＊
18磯

崎
新
（
い
そ
ざ
き
・
あ
ら
た
）

１
９
３
１
年
、
大
分
県
生
ま
れ
。
建
築
家
。
ポ
ス
ト

モ
ダ
ン
の
代
表
的
な
建
築
家
と
し
て
知
ら
れ
、
国
内

外
を
通
じ
て
幅
広
く
活
躍
し
て
い
る
。
世
界
の
建
築
、

芸
術
、
文
化
の
領
域
に
お
い
て
極
め
て
知
名
度
の
高

い
日
本
人
建
築
家
の
ひ
と
り
。「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ

エ
ン
ナ
ー
レ
建
築
展
金
獅
子
賞
（
１
９
９
６
年
）」
を

は
じ
め
と
し
た
数
々
の
建
築
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

水
戸
に
残
っ
て
く
れ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
で
も
、
実
際
は
正
直
な

と
こ
ろ
「
こ
ん
な
に
少
な
い
の
か
」
と
思
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

森

―
そ
う
で
す
ね
。

渡
辺

―
水
戸
芸
術
館
で
は
人
材
が
育
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
指
標

は
あ
り
ま
す
か
。
例
え
ば
、
小
学
生
の
と
き
か
ら
水
戸
芸
に
よ
く
遊

び
に
来
て
い
た
子
が
何
か
文
化
的
な
仕
事
に
就
く
な
ど
、
可
能
性
は

考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
。

竹
久

―
周
囲
か
ら
聞
こ
え
て
来
る
情
報
か
ら
あ
る
程
度
の
成
果
は

確
認
で
き
て
い
ま
す
が
、
と
く
に
指
標
や
統
計
が
あ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
追
跡
調
査
は
難
し
い
で
す
し
。

渡
辺

―
そ
も
そ
も
「
人
材
が
育
つ
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

指
す
の
で
し
ょ
う
か
。
実
務
的
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
意
味
で
し
ょ
う
か
。

森

―
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
タ
ワ
ー
が
特
徴
的
な
磯
崎
新
（
＊
18
）
設
計
の

水
戸
芸
術
館
が
で
き
た
と
き
、
水
戸
市
内
で
は
建
築
科
に
進
学
す
る

人
が
増
え
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
中
の
一
人
が
、
水
戸
芸
術
館
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
水
戸
へ
戻
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
美
術
大
学
へ
の
進
学
は
か
な
り
多
い
で
す
。
あ
る

美
大
の
教
員
が
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
学
生
の
出
身
を
聞
く
と
き
ち

ん
と
美
術
館
が
機
能
し
て
い
る
地
域
の
子
が
多
い
気
が
す
る
と
。
ど

こ
ま
で
統
計
的
な
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
う
感
覚
は
あ
る

み
た
い
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
学
芸
員
実
習
で
水
戸
出
身
で
他
県
の
大

が
ら
４
年
生
と
設
定
し
て
い
ま
す
。

熊
倉

―
こ
の
年
齢
に
な
る
と
抽
象
的
な
想
像
力
が
働
か
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
高
学
年
に
な
る
と
、
逆
に
反
抗

心
が
芽
生
え
る
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。
発
達
心
理
学
的
に
芸

術
の
鑑
賞
教
育
や
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
は
10
～
11
歳
が
有
効
と
い
う
の
が

定
説
の
よ
う
で
す
ね
。

鷲
田

―
２
０
０
４
年
の
開
館
の
年
に
は
、
小
学
１
年
生
か
ら
中
学

３
年
生
ま
で
４
万
人
く
ら
い
を
招
待
し
ま
し
た
。
当
時
中
学
３
年
生

だ
っ
た
人
が
、
今
は
大
学
２
年
生
く
ら
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
追
跡

調
査
ま
で
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
美
術
館
に
来
て
く
れ
る
大
人
の
中

に
、
昔
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ク
ル
ー
ズ
（
＊
15
）
で
来
た
と
い
う
人
が
と
き

ど
き
い
ま
す
。

森

―
水
戸
の
場
合
、
水
戸
芸
術
館
を
20
年
続
け
て
何
を
残
せ
た
か

と
い
う
と
（
＊
16
）、
一
つ
は
人
材
育
成
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
Ｍ

ｅ
Ｔ
ｏ
ｏ
推
進
室
の
コ
ア
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
水
戸
市
内
に
あ
る
茨

城
大
学
（
＊
17
）
出
身
で
、
学
生
時
代
に
水
戸
芸
術
館
と
何
か
し
ら
接
点

を
も
ち
、
そ
の
ま
ま
水
戸
に
残
っ
て
デ
ザ
イ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
の
仕
事

を
し
て
い
る
人
た
ち
が
何
人
か
い
ま
す
。
何
し
ろ
非
常
に
古
い
ま
ち

だ
か
ら
、
若
い
人
た
ち
が
な
か
な
か
地
元
社
会
の
中
で
認
め
ら
れ
な

い
。
そ
う
し
た
人
た
ち
の
活
動
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
く
り
た
か
っ
た
と

い
う
こ
と
が
、
僕
が
Ｍ
ｅ
Ｔ
ｏ
ｏ
推
進
室
を
つ
く
っ
た
理
由
で
す
。

熊
倉

―
大
学
時
代
か
ら
水
戸
芸
術
館
に
観
客
と
し
て
来
て
い
て
、

芸
術
館
に
親
近
感
を
抱
い
て
い
た
人
た
ち
が
、
自
分
も
こ
の
ま
ち
で

文
化
的
な
仕
事
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
可
能
性
を
感
じ
て
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＊
19２

０
０
４
年
～
２
０
０
６
年
に
Ｔ
Ａ
Ｐ
塾
と
し
て
実

施
さ
れ
た
、
取
手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る

ア
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

＊
20キ

ワ
マ
リ
荘

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
有
馬
か
お
る
が
発
足
さ
せ
た
ス
ペ
ー
ス
。

も
と
も
と
愛
知
県
犬
山
市
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
水

戸
芸
術
館
の
展
覧
会
「
マ
イ
ク
ロ
ポ
ッ
プ
―
―
夏
へ
の

扉
」
展
へ
の
出
品
を
き
っ
か
け
に
、
２
０
０
７
年
に
は

水
戸
市
内
に
「
水
戸
の
キ
ワ
マ
リ
荘
」
が
オ
ー
プ
ン

し
た
。

ぞ
れ
の
活
動
は
い
ず
れ
も
成
果
を
あ
げ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
団
体
が
連
携
し
て
い
な
い
の
で
広
が
り
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
は
、
そ
れ
を
ど
う
に
か
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
意
識
を

も
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
水
戸
に
は
青
年
会
議
所
と
商
工
会
議
所
の
青
年
団
の
よ

う
な
同
じ
よ
う
な
目
的
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
異
な
る
組
織

が
あ
り
ま
す
が
、
な
か
な
か
一
緒
に
何
か
を
す
る
の
は
難
し
い
よ
う

で
す
。
お
そ
ら
く
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
思
い
つ

つ
、
自
分
た
ち
だ
け
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を

抱
え
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
ア
ー
ト
に
こ
だ
わ
ら
な
け
れ
ば
た
く
さ
ん
Ｎ
Ｐ
Ｏ

が
あ
る
で
し
ょ
う
。
今
回
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ズ
を
通
し
て
、
水
戸
の
市

街
地
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が
見
え
て
き
た
実
感
が
あ
り
ま
す
が
、

キ
ワ
マ
リ
荘
（
＊
20
）
や
Ｍ
ｅ
Ｔ
ｏ
ｏ
推
進
室
な
ど
の
よ
う
に
ア
ー
ト
に

関
わ
る
も
の
以
外
に
も
、
市
役
所
の
人
た
ち
が
ま
ち
歩
き
を
す
る
会

を
持
っ
て
い
た
り
、
商
店
街
の
人
た
ち
が
定
期
的
に
朝
市
を
開
催
し

て
い
た
り
な
ど
、
い
く
つ
か
小
さ
な
活
動
が
各
所
で
起
き
て
い
る
。
た

だ
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
し
て
い
な
い
ん
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
目
指
し
て

い
る
も
の
は
大
き
く
分
け
る
と
似
て
い
る
の
で
、
小
さ
な
活
動
が
つ

な
が
れ
ば
も
っ
と
大
き
な
力
に
な
る
は
ず
で
す
。
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ズ

を
通
し
て
、
そ
れ
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

熊
倉

―
そ
も
そ
も
別
の
団
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
自
体
が
連
携
し

な
い
理
由
が
あ
る
は
ず
な
ん
で
す
よ
ね
。
で
す
が
利
害
関
係
が
絡
ま

な
い
文
化
活
動
は
、
連
携
の
き
っ
か
け
に
な
る
と
は
思
い
ま
す
。
直

接
は
協
働
で
き
な
い
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
を
、
美
術
館
が
間
に

入
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
人
か
ら
具
体
的
な
提
案
を
も
ら
う
こ
と
で
、
間

接
的
に
各
団
体
が
協
働
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

学
に
進
学
し
た
学
生
が
あ
る
と
き
か
ら
増
え
ま
し
た
。

　
昔
は
水
戸
出
身
の
子
は
あ
ま
り
い
な
く
て
、
水
戸
以
外
の
地
域
か

ら
水
戸
芸
術
館
に
憧
れ
て
実
習
に
来
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
感
覚
的

な
話
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
。

竹
久

―
実
習
生
が
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
把
握
し
き
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
水
戸
芸
術
館
で
学
芸
員
実
習
を
受
け
た
と
い
う
人
に
美
術
の

現
場
で
会
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
ね
。

熊
倉

―
取
手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
イ
ン
タ
ー
ン
（
＊
19
）
に
も
、

水
戸
芸
術
館
で
学
芸
員
実
習
を
行
っ
た
人
が
何
人
か
い
ま
し
た
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
、
美
術
館
は
芸
術
家
だ
け
で
は
な
く
、
芸
術
家
を

支
え
る
人
材
も
育
て
て
い
る
の
で
す
ね
。
美
術
館
が
人
材
育
成
に
ど

の
よ
う
に
役
立
っ
た
か
と
い
う
指
標
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
水
戸
芸
術
館
が
設
立
後
20
年
経
っ
て
い
る
の
で
開
館
時
に
中
学

生
だ
っ
た
人
た
ち
が
現
在
30
代
の
半
ば
で
す
よ
ね
。
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
に
文
化
や
芸
術
に
対
す
る
意
識
を
き
い
て
、
こ
の
年
代
に
差
が
あ

る
か
と
い
う
こ
と
を
調
べ
た
り
、
あ
る
い
は
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
し
た
り
す
る
と
面
白
い
調
査
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

■
ま
ち
づ
く
り
系
の
団
体
と
の
連
携

竹
久

―
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
人
材
が
育
っ
た
か
と
い
う
話
で
す
が
、
ま
ち
の

活
性
化
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
団
体
は
複
数
あ
り
ま
す
。
青

年
会
議
所
だ
っ
た
り
、
商
工
会
議
所
だ
っ
た
り
。
市
役
所
の
有
志
が

中
心
に
な
っ
て
い
る
団
体
や
商
店
街
の
人
た
ち
が
発
起
人
と
な
っ
て

い
る
も
の
な
ど
。
し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
情
報
は
水
戸
芸
術
館
の
中

に
い
る
だ
け
で
は
あ
ま
り
聞
こ
え
て
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
、
そ
れ
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＊
21

コ
み
ケ
ッ
と
ス
ペ
シ
ャ
ル
５ 

in 

水
戸

「
コ
ミ
ケ
で
ま
ち
お
こ
し
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
同
人
誌

即
売
会
イ
ベ
ン
ト
。
主
催
は
水
戸
市
役
所
の
若
手
職

員
な
ど
で
構
成
す
る
「
コ
ミ
ケ
で
ま
ち
お
こ
し
・
み

と
実
行
委
員
会
」
と
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
準
備
会
。

会
期
＝
２
０
１
０
年
3
月
21
日
（
日
）・
22
日
（
祝
）

／
会
場
＝
伊
勢
甚
泉
町
北
ビ
ル
（
旧
京
成
百
貨
店
）

ほ
か

熊
倉

―
直
接
カ
フ
ェ
・
イ
ン
・
水
戸
で
た
く
さ
ん
の
人
が
来
る
わ

け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
多
く
の
人
が
来
た
。

つ
ま
り
、
カ
フ
ェ
・
イ
ン
・
水
戸
自
体
は
大
き
な
集
客
と
い
う
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
に
は
つ
な
が
ら
な
く
と
も
、
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い

う
大
き
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
呼
び
寄
せ
た
わ
け
で
す
ね
。

竹
久

―
カ
フ
ェ
・
イ
ン
・
水
戸
も
美
術
の
展
覧
会
と
し
て
は
集
客

は
よ
か
っ
た
で
す
よ
。
た
だ
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
そ
れ
を
上

回
る
集
客
が
あ
り
、
ま
ち
の
人
の
反
応
も
す
こ
ぶ
る
よ
か
っ
た
よ
う

で
す
。
当
初
は
批
判
を
恐
れ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
ふ
た
を
開
け
て

み
る
と
何
万
人
も
の
来
場
者
が
あ
っ
て
、
商
店
の
方
々
が
普
段
よ
り

数
倍
い
き
い
き
し
た
笑
顔
で
商
売
を
し
て
い
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。
直
接
ご
自
分
の
商
売
に
関
係
の
な
い
理
髪
店
の
人
も
、「
ま

ち
に
人
が
た
く
さ
ん
歩
い
て
い
る
だ
け
で
元
気
に
な
れ
た
」
と
言
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。

■
美
術
館
外
で
の
活
動
は「
地
域
の
組
織
」づ
く
り
か

熊
倉

―
Ｍ
ｅ
Ｔ
ｏ
ｏ
推
進
室
は
事
務
所
な
ど
の
拠
点
は
持
っ
て
い

ま
す
か
。

竹
久

―
残
念
な
が
ら
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
メ
ン
バ
ー
の
中
で

も
企
画
す
る
人
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
課
題
で
す
。
Ｍ
ｅ 

Ｔ
ｏ
ｏ

の
事
務
所
を
持
ち
た
い
と
思
っ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
は
複
数
い
ま
す
が
、

自
分
の
仕
事
で
忙
し
く
て
Ｍ
ｅ
Ｔ
ｏ
ｏ
の
活
動
に
費
や
せ
る
時
間
が

限
ら
れ
て
い
る
。
継
続
的
に
場
を
運
営
し
て
い
く
ほ
ど
の
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
に
時
間
も
労
力
も
費
や
し
た
く
て
も
で
き
な
い
と
い
う
状
況

が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ズ
」
が
終
わ
っ
た
あ
と
に

金
沢
は
古
い
ま
ち
で
す
が
そ
の
よ
う
な
複
雑
な
人
の
つ
な
が
り
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

鷲
田

―
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
年
の
夏
、
私
に
と
っ
て

は
初
め
て
青
年
会
議
所
の
人
た
ち
と
連
携
し
て
、
Ｃ
Ａ
Ａ
Ｋ
の
企
画

で
岩
崎
貴
宏
さ
ん
の
展
覧
会
を
し
ま
し
た
。
普
段
は
美
術
館
に
は
足

を
運
ば
な
い
青
年
会
議
所
の
方
も
毎
日
交
代
で
会
場
の
当
番
を
し
、

岩
崎
さ
ん
の
作
品
を
面
白
が
っ
て
、
会
場
に
来
た
お
客
さ
ん
に
作
品

の
説
明
を
熱
心
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
後
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

で
き
な
い
か
と
提
案
も
し
て
く
れ
ま
し
た
。
一
緒
に
で
き
て
よ
か
っ

た
で
す
。

竹
久

―
カ
フ
ェ
・
イ
ン
・
水
戸
に
も
一
つ
の
具
体
的
な
成
果
が
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
市
役
所
の
有
志
の
方
々
が
筆
頭
に

な
っ
て
、
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
水
戸
に
誘
致
し
成
功
を
収
め
ま

し
た
（
＊
21
）。
そ
の
企
画
に
あ
た
っ
て
は
、
カ
フ
ェ
・
イ
ン
・
水
戸
で

の
空
き
ビ
ル
や
空
き
店
舗
を
使
う
ま
ち
な
か
展
開
を
参
考
に
し
た
そ

う
で
す
。
カ
フ
ェ
・
イ
ン
・
水
戸
が
、
水
戸
の
ま
ち
な
か
で
コ
ミ
ッ

ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
行
う
際
の
モ
デ
ル
や
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
機
能
し
た

と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

熊
倉

―
市
役
所
の
方
々
に
は
、
空
き
ビ
ル
や
空
き
店
舗
で
文
化
的

な
価
値
を
つ
く
る
と
い
う
発
想
は
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

竹
久

―
た
っ
た
２
日
間
の
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
よ
っ
て
カ
フ

ェ
・
イ
ン
・
水
戸
よ
り
も
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
経
済
効
果
が
水
戸

に
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
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し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
存
在
が
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
広
報
も
頑

張
っ
て
、
一
生
懸
命
や
り
遂
げ
て
達
成
感
を
得
る
よ
う
な
も
の
が
３

年
ぐ
ら
い
前
ま
で
は
主
流
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
参
加
人
数
が
評
価
の
一
つ
の
基
準
に
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　
で
す
が
、
近
年
個
人
の
情
報
発
信
が
容
易
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
状
況
は
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ち
ょ
っ
と
ず
つ
お
金
を
出
し
合
っ
て
借
り
た
よ
う
な
ス
ペ
ー

ス
や
、
そ
れ
こ
そ
自
分
の
部
屋
を
半
分
公
開
す
る
と
い
っ
た
些
細
な

形
で
も
、
例
え
ば
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
ブ
ロ
グ
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ

え
持
っ
て
い
れ
ば
、
発
信
力
を
持
っ
た
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、
各
地
の
大
き
い
規
模
の
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
き
っ
か
け
に
で
き
た
若
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
同
士
の
つ

な
が
り
を
背
景
と
し
た
ス
ペ
ー
ス
が
近
頃
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
助
成
金
を
も
ら
わ
な
い
が
ゆ
え
に
気
軽
に
活
動
を
で

き
る
と
思
い
ま
す
し
、
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
は
、
今
非
常
に
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
Ｃ
Ａ
Ａ
Ｋ
も
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
な
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

熊
倉

―
前
回A

rt C
enter O

ngoing

の
小
川
さ
ん
の
お
話
を
聞

い
た
の
で
す
が
（
第
2
章
）、
た
と
え
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
で
も
、
運
営

し
て
い
く
に
は
金
銭
的
に
も
人
生
的
に
も
多
大
な
リ
ス
ク
を
負
う
と

い
う
こ
と
で
Ｃ
Ａ
Ａ
Ｋ
と
は
対
象
的
で
す
ね
。

鷲
田

―
お
金
の
面
で
い
え
ば
、
東
京
と
比
べ
金
沢
は
家
賃
が
安
い

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
Ｃ
Ａ
Ａ
Ｋ
の
町
家
は
1
階
2
部

屋
、
2
階
3
部
屋
の
広
さ
が
あ
り
ま
す
が
、
月
３
万
５
千
円
で
お
借

り
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
大
家
さ
ん
が
取
り
壊
そ
う
と
し
て
い
た

古
い
町
家
を
金
澤
町
家
研
究
会
と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
負
担
で
改
修

ど
う
す
る
か
が
問
題
で
す
ね
。

鷲
田

―
金
沢
ア
ー
ト
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
く
ら
い

大
き
い
も
の
を
、
そ
こ
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
が
や
る
の
は
結
構
大
変

で
す
。
で
も
そ
う
い
う
と
き
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
主
体
的
に
動
く
し
、

参
加
者
の
中
に
は
慣
れ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
任

せ
る
と
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
や
は
り
つ

い
て
い
け
な
か
っ
た
り
、
つ
ぶ
れ
て
い
っ
た
り
悩
ん
だ
り
す
る
人
が
、

私
の
と
こ
ろ
に
相
談
に
来
る
。
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

は
相
談
し
に
く
い
け
れ
ど
、
と
い
う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
キ
ュ
レ
ー
タ

ー
で
あ
る
私
と
の
役
割
分
担
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
プ
ロ
セ
ス

を
経
る
の
は
大
変
で
す
が
、
金
沢
ア
ー
ト
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
は
私
に

と
っ
て
は
仕
事
で
し
た
の
で
、
時
間
も
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
、

Ｃ
Ａ
Ａ
Ｋ
に
関
し
て
は
レ
ク
チ
ャ
ー
と
い
っ
た
数
時
間
限
り
の
イ
ベ

ン
ト
を
積
み
重
ね
て
い
る
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
あ
ま
り
問
題
を
感
じ

て
い
ま
せ
ん
。

熊
倉

―
Ｍ
ｅ
Ｔ
ｏ
ｏ
推
進
室
、
Ｃ
Ａ
Ａ
Ｋ
、
キ
ワ
マ
リ
荘
や
い
き

い
き
荘
は
、
美
術
館
の
サ
テ
ラ
イ
ト
、
つ
ま
り
付
属
機
関
と
い
う
存

在
で
は
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
全
然
違
う
位
置
付
け
だ
と
思
う
ん
で
す

け
ど
。
そ
う
し
た
小
さ
な
ア
ジ
ト
み
た
い
な
場
所
は
や
っ
ぱ
り
大
事

な
ん
で
す
か
。

森

―
大
事
で
す
よ
。
た
ぶ
ん
今
そ
れ
が
な
い
と
美
術
館
が
ま
わ
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

鷲
田

―
今
ま
で
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
場
合
、
規
模
は
結
構

大
き
か
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。
助
成
金
を
と
り
、
多
く
の
人
を
組
織
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＊
22有

馬
か
お
る
（
あ
り
ま
・
か
お
る
）

１
９
６
９
年
、
愛
知
県
生
ま
れ 

。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。

１
９
９
８
年
ワ
タ
リ
ウ
ム
美
術
館
で
の
「to the 

Living Room

」
展
、
水
戸
芸
術
館
で
２
０
０
７
年

開
催
の
企
画
展
「
夏
へ
の
扉

―
マ
イ
ク
ロ
ポ
ッ
プ
の

時
代
」
へ
の
参
加
な
ど
、
独
自
の
ス
タ
ン
ス
で
ア
ー
ト

シ
ー
ン
に
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
ク
セ
ン
ト
を
も
た
ら
し
続

け
て
い
る
。

＊
23夏

への
扉

―
マ
イ
ク
ロ
ポ
ッ
プ
の
時
代

現
代
の
ア
ー
ト
シ
ー
ン
の
ひ
と
つ
の
潮
流
を
総
括
し

た
意
欲
的
な
展
覧
会
。
美
術
評
論
家
の
松
井
み
ど

り
が
、
自
身
が
提
唱
し
た
「
マ
イ
ク
ロ
ポ
ッ
プ
」
と
い

う
概
念
を
獲
得
す
る
過
程
に
お
い
て
、
重
要
な
働
き

か
け
を
し
た
作
家
の
作
品
と
、「
マ
イ
ク
ロ
ポ
ッ
プ
」

の
視
座
か
ら
未
来
を
見
渡
し
た
と
き
に
、
さ
ら
な

る
展
開
を
担
う
と
思
わ
れ
る
若
手
作
家
の
作
品
と

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
。 

会
期
＝
２
０
０
７
年
2
月
3
日
（
土
）～ 

5
月
6
日

（
日
）／
会
場
＝
水
戸
芸
術
館
現
代
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー

／
参
加
作
家
＝
奈
良
美
智
、
杉
戸
洋
、
田
中
功
起
、

島
袋
道
浩 

ほ
か
計
15
組

＊
24五

嶋
英
門
（
ご
と
う
・
ひ
で
か
ど
）

１
９
７
５
年
、
茨
城
県
生
ま
れ
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。
１

９
９
５
年
か
ら
２
０
０
３
年
ま
で
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
の
作

曲
家
と
し
て
活
動
後
、
２
０
０
９
年
か
ら
水
戸
の
キ

ワ
マ
リ
荘
の
管
理
人
。
主
な
展
覧
会
に
「
カ
フ
ェ
・
イ

ン
・
水
戸
２
０
０
８
」（
２
０
０
８
年
、
水
戸
芸
術
館
）

「
象
牙
の
塔
の
お
勝
手
口
」（
２
０
０
９
年
、spam

）

な
ど
。

＊
25ア

ー
テ
ィ
ス
ト
・
ラ
ン
・
ス
ペ
ー
ス
（Artist-run 

space

）

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
運
営
す
る
ス
ペ
ー
ス
。 

＊
26遊

戯
室
（
ゆ
う
ぎ
し
つ
）

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
中
崎
透
と
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
遠
藤
水

城
が
共
同
で
運
営
す
る
ス
ペ
ー
ス
。
水
戸
の
キ
ワ
マ
リ

森

―
で
も
、
ま
ち
に
果
た
し
て
い
る
機
能
は
同
じ
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
あ
と
、
キ
ワ
マ
リ
荘
を
楽
し
ん
で
い
る
人
か
ら
す
る
と
あ

ま
り
水
戸
芸
術
館
の
舞
台
裏
と
い
う
感
じ
は
し
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
い
う
気
は
し
ま
す
。

鷲
田

―
遊
戯
室
を
運
営
し
て
い
る
中
崎
透
さ
ん
と
こ
の
前
話
を
し

た
の
で
す
が
、「
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
全
国
的
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
る
前
は
大
学
の
中
で
閉
じ
て
い
た
関
係
が
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
参
加
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
他
大
学
の
学
生
と
若
い
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
同
士
が
つ
な
が
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
て
、
な
る
ほ
ど
と
納
得
し
ま
し
た
。
大
学
を
越
え
た

り
、
あ
る
い
は
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
き
っ
か
け
に
知
り
合
っ
た

学
外
の
人
と
の
付
き
合
い
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
く
る
よ
う
な
場
が
、

遊
戯
室
（
キ
ワ
マ
リ
荘
）
や
Ｃ
Ａ
Ａ
Ｋ
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

竹
久

―
水
戸
の
キ
ワ
マ
リ
荘
は
、
そ
れ
自
体
を
表
現
と
は
し
て
い

な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
あ
る
と
便
利
、
楽
し
い
と
い
う
く
ら
い

の
ノ
リ
で
五
嶋
さ
ん
は
有
馬
さ
ん
か
ら
引
き
継
い
だ
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
い
ま
も
続
い
て
い
る
。
水
戸
芸
術
館
も
キ
ワ
マ
リ
荘

が
あ
る
こ
と
で
相
乗
効
果
を
得
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ギ
ブ
ア
ン
ド

テ
イ
ク
な
関
係
で
す
ね
。

■
ま
ち
と
美
術
館
の
距
離
感

熊
倉

―
金
沢
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
水
戸
で
は

そ
う
い
う
団
体
を
つ
く
る
の
は
大
変
で
す
よ
ね
。
そ
の
差
は
何
で
し

ょ
う
か
。
美
術
館
が
ま
ち
に
出
て
行
っ
て
、
ま
ち
な
か
で
展
覧
会
を

し
た
お
か
げ
な
の
で
す
が
。
ま
た
、
Ｃ
Ａ
Ａ
Ｋ
は
助
成
金
を
も
ら
わ

ず
に
活
動
し
て
い
る
た
め
、
地
域
振
興
を
目
的
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
も
な
く
、
好
き
な
こ
と
が
で
き
ま
す
。
専
任
の
メ

ン
バ
ー
も
い
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
メ
ン
バ
ー
の
負
担
に
な
ら
な
い
程

度
に
運
営
を
続
け
て
い
け
れ
ば
い
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
す
。

竹
久

―
私
は
キ
ワ
マ
リ
荘
の
運
営
に
関
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
ん
で
す
。
も
と
も
と
は
有
馬
か
お
る
（
＊
22
）
さ
ん
と
い
う
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
、
愛
知
県
で
キ
ワ
マ
リ
荘
を
始
め
た
ん
で
す
よ
。
彼
は
、
水

戸
芸
術
館
で
行
わ
れ
た
「
マ
イ
ク
ロ
ポ
ッ
プ

―
夏
へ
の
扉
（
＊
23
）」

と
い
う
展
覧
会
へ
の
出
品
が
き
っ
か
け
で
、
住
民
票
を
移
し
て
水
戸

に
住
み
始
め
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
で
き
た
の
が
水
戸
の
キ
マ
ワ
リ

荘
で
す
。
そ
の
後
、
有
馬
さ
ん
は
ま
た
別
の
場
所
へ
引
っ
越
し
ま
し

た
が
、
そ
れ
を
引
き
継
い
だ
の
が
地
元
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
五
嶋
英

門
（
＊
24
）
さ
ん
で
す
。
そ
の
方
が
管
理
者
と
な
り
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
オ

フ
ィ
ス
と
３
つ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ラ
ン
・
ス
ペ
ー
ス
（
＊
25
）
が
一
軒

の
平
屋
に
共
存
し
て
い
ま
す
。

　
Ｃ
Ａ
Ａ
Ｋ
の
シ
ス
テ
ム
ほ
ど
、
キ
ワ
マ
リ
荘
の
運
営
は
組
織
化
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
例
え
ば
キ
ワ
マ
リ
荘
の
中
の
「
遊
戯
室
（
＊
26
）」
と

い
う
ス
ペ
ー
ス
で
は
有
料
で
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
し
、
そ
の
お
金
で
ゲ

ス
ト
に
対
す
る
謝
礼
を
渡
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
自
律
的
な
仕
組
み

で
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
る
の
で
す
。
無
理
を
し
な
い
こ
と
が
持
続

の
秘
訣
だ
と
思
い
ま
す
。
自
由
を
保
ち
つ
つ
も
Ｃ
Ａ
Ａ
Ｋ
と
同
じ
よ

う
に
、
い
い
意
味
で
水
戸
芸
術
館
に
寄
生
し
て
い
ま
す
。
水
戸
芸
の

展
覧
会
を
見
に
い
ら
し
た
お
客
さ
ん
が
キ
ワ
マ
リ
荘
に
流
れ
て
い
っ

て
面
白
い
場
が
で
き
た
り
し
ま
す
が
、
Ｃ
Ａ
Ａ
Ｋ
と
は
少
し
違
う
な

と
思
い
ま
し
た
。
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荘
の
建
物
の
一
角
に
あ
り
、
現
代
美
術
作
家
の
展
覧

会
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

＊
27趣

都
金
澤

「
日
本
一
趣
深
い
都
市

―
趣
都
・
金
澤
の
実
現
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、「
文
化
」
を
機
軸
と
し
た
市
民
主

導
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
や
提
言
の
発
信
お
よ
び
国
内

外
の
文
化
経
済
都
市
の
研
究
を
通
し
、
金
沢
市
と

そ
の
周
辺
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
や
人
材
育
成
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
活
動
。
２
０
０
７
年
に
法
人
化
。

＊
28金

沢
卯
辰
山
工
芸
工
房

１
９
８
９
年
、
金
沢
市
制
１
０
０
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
金
沢
の
優
れ
た
伝
統
工
芸
の
継
承
発
展
と
文

化
振
興
を
図
る
た
め
の
工
芸
の
総
合
機
関
と
し
て
設

立
。
陶
芸
、
漆
芸
、
漆
、
金
工
、
ガ
ラ
ス
な
ど
の
工

房
を
備
え
、
工
芸
家
の
育
成
や
工
芸
資
料
の
展
示
、

市
民
工
房
の
開
設
な
ど
を
行
う
。

＊
29

Another M
ovem

ent

（
ア
ナ
ザ
ー
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
）

２
０
０
１
年
よ
り
始
ま
っ
た
展
覧
会
。
工
芸
家
の
辻

和
美
を
中
心
に
企
画
・
運
営
さ
れ
、
工
芸
家
を
中

心
と
す
る
作
家
に
金
沢
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所

で
個
展
を
同
時
開
催
す
る
と
い
う
も
の
。

＊
30

『
そ
ら
あ
る
き
』

自
主
制
作
に
よ
り
年
２
号
ず
つ
発
行
し
て
い
る
金
沢

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
情
報
誌
。
２
０
０
５
年
に
創
刊
。

主
に
金
沢
市
内
の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
シ
ョッ
プ
や
雑
貨
店
、

カ
フ
ェ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
編
集
を

行
う
。

＊
31長

谷
川
祐
子
（
は
せ
が
わ
・
ゆ
う
こ
）

兵
庫
県
生
ま
れ
。
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
美
術
評
論
家
。

水
戸
芸
術
館
学
芸
員
、
世
田
谷
美
術
館
学
芸
員
、

金
沢
21
世
紀
美
術
館
学
芸
課
長
な
ど
を
経
て
、
２

０
０
６
年
よ
り
東
京
都
現
代
美
術
館
チ
ー
フ
キ
ュ
レ

ー
タ
ー
、
多
摩
美
術
大
学
芸
術
学
科
特
任
教
授
を

た
ぶ
ん
壁
は
最
初
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
１
９
９
０
年
、
市
の
予
算
の

１
パ
ー
セ
ン
ト
を
投
入
し
て
国
際
的
な
レ
ベ
ル
の
文
化
を
発
信
す
る

と
い
う
意
気
込
み
で
と
ス
タ
ー
ト
し
た
水
戸
芸
術
館
は
、
簡
単
に
い

う
と
「
足
下
は
見
な
い
で
と
り
あ
え
ず
世
界
は
見
て
い
く
ん
だ
」
と

い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
で
、
ま
ち
を
置
い
て
け
ぼ
り
に

し
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
開
館
当
初
か
ら
、
特
に
現
代
美
術
が
ギ
ャ
ラ

リ
ー
は
「
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
批
判
を
受
け
つ
つ
、
ま
ち
と
距
離
が

で
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
ど
ん
ど
ん
経
済
が
疲
弊
し
て
ま
ち
が

落
ち
込
ん
で
い
く
中
で
、
そ
う
は
い
っ
て
い
ら
れ
な
い
と
い
う
双
方

の
動
き
が
生
ま
れ
て
き
た
の
が
十
数
年
後
。
そ
れ
が
最
初
の
カ
フ

ェ
・
イ
ン
・
水
戸
（
２
０
０
２
年
）
で
す
。

　
水
戸
は
美
術
館
、
劇
場
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
を
一
度
に
つ
く
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
市
民
の
側
が
消
化
し
き
れ
な
か
っ
た
と
い
う
の
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
金
沢
で
は
、
21
世
紀
美
術
館
が
で
き
る
前
に
さ

ま
ざ
ま
な
文
化
施
設
が
あ
っ
た
わ
け
で
、
総
仕
上
げ
の
よ
う
に
最
後

に
現
代
美
術
館
が
で
き
た
の
と
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
に
同
時
に
３
つ

も
つ
く
っ
た
の
と
で
は
、
水
戸
と
金
沢
の
違
い
が
あ
る
の
も
当
然
か

な
と
思
い
ま
す
。
長
谷
川
祐
子
さ
ん
（
＊
31
）
と
黒
沢
伸
さ
ん
は
、
水
戸

芸
術
館
も
21
世
紀
美
術
館
も
そ
の
立
ち
上
げ
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

水
戸
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
金
沢
で
実
現
し
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
つ
ま
り
、
建
築
の
設
計
段
階
か
ら
か
な
り
工
夫
し
て
い
た

と
い
う
点
で
、
金
沢
は
水
戸
の
進
化
系
と
い
う
側
面
を
も
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
準
備
期
間
が
金
沢
は
10
年
近
く
も
あ
っ

た
の
に
比
べ
、
水
戸
は
2
年
で
し
た
。

熊
倉

―
水
戸
芸
術
館
が
で
き
た
１
９
９
０
年
は
、「
メ
セ
ナ
元
年
」

と
名
付
け
ら
れ
、
国
と
民
間
か
ら
５
０
０
億
円
ぐ
ら
い
出
し
て
国
に

芸
術
文
化
振
興
基
金
（
＊
32
）
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
当
時
は
応
募

企
画
し
、
そ
れ
が
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
で
終
わ
ら
ず
に
、
つ
な
ぎ
の

場
所
や
小
さ
な
団
体
が
生
ま
れ
た
ん
で
す
よ
ね
。
そ
の
素
地
が
金
沢

と
水
戸
で
違
う
気
が
し
た
の
で
す
が
。

鷲
田

―
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
ね
。
例
え
ば
、「
金
沢
ア
ー
ト
グ
ミ
」

と
い
う
金
沢
市
立
の
金
沢
美
術
工
芸
大
学
の
先
生
た
ち
が
中
心
に
な

っ
て
い
る
団
体
が
あ
り
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
し
た
の
は
一
年
ほ
ど

前
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
金
澤
町
家
研
究
会
や
、
Ｋ
Ａ
Ｐ
Ｏ
、
ま
ち
や

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
会
、
趣し
ゅ

都と

金か
な

澤ざ
わ

（
＊
27
）
な
ど
。
ま
た
、
金か

な

沢ざ
わ

卯う

辰た
つ

山や
ま

工こ
う

芸げ
い

工こ
う

房ぼ
う

（
＊
28
）
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
き
っ
か
け
と
し
た
「
ア
ナ
ザ
ー
ム

ー
ブ
メ
ン
ト
（
＊
29
）」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
や
、
ミ
ニ
コ
ミ
誌
『
そ
ら
あ

る
き
』（
＊
30
）
の
編
集
を
介
し
た
シ
ョ
ッ
プ
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
も
あ
り

ま
す
。

竹
久

―
話
を
聞
い
て
い
て
、
確
か
に
金
沢
の
方
が
主
体
的
な
グ
ル

ー
プ
と
つ
な
が
り
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
た
の
で
す
が
、
ま
ず
違
う

の
は
、
お
そ
ら
く
水
戸
は
私
が
来
た
段
階
で
、
既
に
壁
が
あ
り
ま
し

た
。
水
戸
芸
術
館
自
体
は
目
標
の
一
つ
に
地
域
の
た
め
の
活
動
拠
点

に
な
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
壁
が
で
き
て
い
た
わ

け
で
す
。
推
測
す
る
に
、
い
わ
ゆ
る
難
解
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
現
代

美
術
が
展
開
さ
れ
、
地
域
住
民
の
方
に
と
っ
て
は
あ
ま
り
関
係
を
感

じ
ら
れ
な
い
施
設
と
し
て
受
け
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
。
水
戸
芸
術
館
の
活
動
は
国
際
的
な
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
が
、

そ
の
評
価
基
準
と
地
元
市
民
の
評
価
軸
は
異
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め

地
域
住
民
を
視
野
に
入
れ
た
企
画
と
し
て
、
カ
フ
ェ
・
イ
ン
・
水
戸

が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

森

―
私
は
水
戸
芸
術
館
の
立
ち
上
げ
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
す
が
、
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務
め
る
。
内
外
で
多
く
の
展
覧
会
を
企
画
し
て
い
る
。

＊
32芸

術
文
化
振
興
基
金

日
本
の
芸
術
や
文
化
の
振
興
の
た
め
の
基
金
。
１
９

９
０
年
３
月
に
政
府
と
民
間
に
よ
る
出
資
に
よ
っ
て

創
設
さ
れ
た
。
現
在
は
独
立
行
政
法
人
日
本
芸
術

文
化
振
興
会
が
基
金
の
運
用
益
を
芸
術
文
化
振
興

基
金
助
成
金
交
付
要
綱
を
定
め
て
助
成
を
実
施
。

＊
33企

業
メ
セ
ナ
協
議
会

企
業
に
よ
る
メ
セ
ナ
（
芸
術
文
化
支
援
）
活
動
の
活

性
化
を
目
的
に
、
１
９
９
０
年
２
月
に
設
立
さ
れ
た
、

民
間
の
公
益
法
人
。
主
に
、
企
業
メ
セ
ナ
に
つ
い
て

の
啓
発
・
普
及
、
情
報
集
配
・
仲
介
、
調
査
・
研
究
、

顕
彰
、
国
際
交
流
、
助
成
認
定
な
ど
の
事
業
を
行

う
。

の
は
必
然
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

鷲
田

―
私
は
立
場
的
に
下
っ
端
な
の
で
、
あ
く
ま
で
現
場
で
の
実

感
で
す
が
、
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
形
で
ま
ち
な
か
の
い
ろ
い
ろ
な

場
所
を
借
り
て
講
演
会
や
展
覧
会
を
し
た
り
し
た
と
き
、
そ
の
場
所

を
借
り
る
こ
と
で
協
力
し
て
も
ら
っ
た
り
、
準
備
で
美
大
の
学
生
に

手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
り
…
…
。
そ
の
と
き
に
関
わ
っ
て
い
た
人
た
ち

が
全
く
違
う
関
わ
り
方
で
今
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
か

な
り
あ
り
、
そ
れ
は
金
沢
と
い
う
ま
ち
の
小
さ
さ
が
う
ま
く
作
用
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
人
と
人
と
の
関
係
が
一
つ
に
固
定
さ
れ
た
関
係

―
例

え
ば
美
術
館
職
員
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
い
う
関
係
で
は
な
く
て
、
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
だ
け
ど
バ
イ
ト
で
展
覧
会
の
設
営
を
手
伝
っ
て
く
れ
る

と
か
、
当
時
は
美
術
館
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
人
が
今
は
デ
ザ

イ
ナ
ー
と
し
て
印
刷
物
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

か
、
何
ら
か
の
形
で
残
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
、
そ
れ
が
大
き
な
力
と

し
て
残
っ
て
い
る
と
い
う
実
感
は
あ
り
ま
す
。

熊
倉

―
そ
の
辺
り
が
水
戸
芸
術
館
と
の
最
大
の
違
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。
１
回
目
の
カ
フ
ェ
・
イ
ン
・
水
戸
は
２
０
０
２
年
で
す
の

で
、
21
世
紀
美
術
館
の
開
館
よ
り
前
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
開
館
後
20
年
の
壁
は
厚
い
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
壁
を
崩

す
の
に
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ズ
」
で
音
楽
を
選
ば
れ
た
の
は
大
正
解
だ

と
思
い
ま
す
。
手
応
え
は
い
か
が
で
す
か
。

竹
久

―
音
楽
は
祝
祭
性
が
あ
り
、
人
び
と
が
感
覚
的
に
楽
し
め
る

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
現
代
美
術
や
ヴ
ィ
ジ
ュ

ア
ル
ア
ー
ト
で
は
で
き
な
い
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
可
能

す
れ
ば
当
選
確
率
は
高
く
、
大
き
な
カ
ン
パ
ニ
ー
と
か
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
で
は
な
い
、
一
般
の
人
で
も
公
的
助
成
を
得
ら
れ
る
素
地
が
日
本

に
初
め
て
で
き
た
ん
で
す
。

　
ま
た
、
加
治
屋
健
司
さ
ん
は
、
日
本
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

「
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
前
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
存
在
し
、
決
定
的
な
変
化
と
し
て
１
９
９
０
年
前
後
と
い

う
時
期
を
指
摘
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
（
→
第
1
章
）。
　

　
民
間
レ
ベ
ル
で
は
、
企
業
で
芸
術
を
支
援
す
る
こ
と
を
振
興
す
る

企
業
メ
セ
ナ
協
議
会
（
＊
33
）
が
で
き
て
、
地
方
も
民
間
も
そ
れ
ぞ
れ
が

あ
る
明
確
な
形
を
伴
っ
て
芸
術
に
関
わ
り
た
い
と
い
う
意
思
表
示
を

し
た
年
な
ん
で
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
そ
れ
ま
で
は
立
派
な
美
術
館
や
芸
術
の
専
門
機
関

は
主
に
県
が
持
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
人
口
30
万
人
ほ
ど
の
中
核
市
で

あ
る
水
戸
市
は
、
演
劇
、
音
楽
、
美
術
の
複
合
文
化
の
施
設
の
た
め

に
市
の
予
算
の
１
パ
ー
セ
ン
ト
を
ソ
フ
ト
に
入
れ
て
い
く
と
う
た
っ

て
オ
ー
プ
ン
し
、
非
常
に
注
目
を
浴
び
ま
し
た
。

　
し
か
し
そ
の
直
後
に
バ
ブ
ル
経
済
が
は
じ
け
て
、
あ
ち
こ
ち
に
ハ

コ
は
で
き
た
け
れ
ど
も
、
中
身
に
使
う
お
金
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

で
も
機
運
と
し
て
国
は
文
化
全
体
を
切
り
捨
て
ら
れ
な
い
中
で
、
も

う
一
度
芸
術
は
社
会
に
何
の
た
め
に
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
考
え

た
り
、
単
純
に
お
金
が
な
い
中
で
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
話
の

中
で
、
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
言
葉
が
社
会
的
に
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
14
年
経
ち
、
21
世
紀
美
術
館
が

で
き
ま
し
た
。
金
沢
の
方
は
長
い
準
備
期
間
が
あ
り
、
一
度
設
計
が

止
ま
っ
て
開
館
時
期
が
延
び
、
美
術
館
を
社
会
資
本
と
し
て
き
ち
ん

と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
90
年
代
の
バ
ブ
ル

経
済
か
ら
年
月
を
経
て
い
て
、
ハ
コ
モ
ノ
に
対
す
る
市
民
の
目
も
厳

し
か
っ
た
時
期
で
す
よ
ね
。
準
備
段
階
か
ら
地
域
と
対
話
し
て
い
く
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＊
34山

口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー

山
口
県
山
口
市
に
あ
る
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
、
劇
場
、

ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
、
市
立
中
央
図
書
館
を
併
設
す
る
複

合
文
化
施
設
。
２
０
０
３
年
開
館
。
通
称
「
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ

（
ワ
イ
カ
ム
）」。

＊
35佐

川
一
信
（
さ
が
わ
・
か
ず
の
ぶ
）

１
９
４
０
年
、
茨
城
県
生
ま
れ
。
第
16
代
水
戸
市
長

（
１
９
８
４
年
～
１
９
９
３
年
）。
１
９
９
５
年
死
去
。

■
金
沢
と
水
戸
の
違
い

森

―
カ
フ
ェ
・
イ
ン
・
水
戸
（C

A
FE in M

ito

）
の
「
Ｃ
Ａ
Ｆ

Ｅ
」
はC

om
m

unicable A
ction for Everybody

（
誰
と
で
も

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
行
動
）
の
頭
文
字
か
ら
と
っ
て
い
て
、

今
竹
久
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
と
同
じ
目
的
を
持
っ
て
い
ま
す
。

１
回
目
（
２
０
０
２
年
）
の
カ
フ
ェ
・
イ
ン
・
水
戸
は
、
地
域
に
住

ん
で
い
る
人
と
の
関
係
を
と
り
結
ぶ
こ
と
が
第
一
の
目
的
に
あ
る
と

い
う
よ
り
は
、
ア
ー
ト
作
品
が
美
術
館
か
ら
ま
ち
へ
出
て
い
く
こ
と

の
方
に
重
き
を
置
い
て
い
ま
し
た
。
2
回
目
（
２
０
０
４
年
）
は
地

域
振
興
と
い
う
の
が
視
野
に
入
っ
て
き
た
も
の
の
う
ま
く
い
か
な
い

面
が
あ
っ
て
、
3
回
目
（
２
０
０
８
年
）
は
Ｍ
ｅ
Ｔ
ｏ
ｏ
推
進
室
を

つ
く
ろ
う
と
発
案
を
し
ま
し
た
。

熊
倉

―
や
は
り
水
戸
芸
術
館
が
地
域
と
の
間
に
つ
く
っ
て
し
ま
っ

た
壁
は
初
め
か
ら
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
水
戸
芸
術
館
の
始
ま
り
を
辿

る
と
、
ま
ず
市
街
地
に
あ
っ
た
小
学
校
跡
地
の
利
用
計
画
か
ら
当
時

の
佐
川
一
信
（
＊
35
）
市
長
が
「
水
戸
市
市
制
１
０
０
周
年
を
記
念
し

て
、
国
際
的
な
レ
ベ
ル
の
文
化
施
設
を
つ
く
る
」
と
非
常
に
高
い
理

念
で
つ
く
ら
れ
た
施
設
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。
そ
れ
ま
で
は
「
市
立

美
術
館
＝
地
元
の
芸
術
団
体
の
発
表
の
場
」
が
90
年
代
当
時
は
通
例

で
し
た
。
高
い
芸
術
性
・
専
門
性
と
ア
マ
チ
ュ
ア
性
が
ま
だ
乖か
い

離り

し

て
い
た
時
代
に
、「
貸
し
館
は
や
ら
な
い
」
と
専
門
性
を
明
確
に
打
ち

出
し
た
水
戸
芸
術
館
の
歴
史
的
な
存
在
意
義
は
非
常
に
大
き
い
と
思

い
ま
す
。
で
す
の
で
一
般
市
民
の
感
覚
か
ら
乖
離
す
る
の
は
あ
る
意

味
確
信
犯
的
な
部
分
も
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

鷲
田

―
21
世
紀
美
術
館
か
ら
見
る
と
水
戸
芸
術
館
は
先
輩
と
い
う

性
を
感
じ
て
い
ま
す
。「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ズ
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
２
０
０
８
年
に
山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー
（
＊
34
）
で
初
め
て
行
わ
れ

た
と
き
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
ら
に
よ
る
高
度
な
展

示
で
し
た
。
公
立
の
施
設
と
し
て
は
２
度
目
の
水
戸
で
の
今
回
の
展

覧
会
は
、
プ
ロ
ア
マ
問
わ
ず
市
民
に
参
加
を
広
げ
る
こ
と
を
特
徴
と

し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
待
っ
て
い
て
も
誰
も
来
ま
せ
ん
。
例
え
ば
今

回
は
公
募
形
式
に
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
参
加
型
の
美
術
の
企
画
を

組
ん
で
も
、
そ
う
わ
ん
さ
か
応
募
は
来
な
い
。
だ
か
ら
、
こ
ち
ら
か

ら
声
を
か
け
た
り
、
対
面
で
紹
介
し
た
り
と
い
う
よ
う
な
地
道
な
活

動
が
も
の
す
ご
く
重
要
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
対
話
が
生
ま
れ
る
の

で
、
少
な
か
ら
ず
手
応
え
は
感
じ
な
が
ら
現
在
は
大
友
さ
ん
が
ど
れ

を
ど
こ
ま
で
受
け
入
れ
る
か
を
話
し
合
っ
て
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

本
当
の
意
味
で
の
「
共
振
」
を
美
術
家
、
音
楽
家
、
一
般
参
加
者
の

中
に
生
み
出
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
、
美
術
の
普
及
の
た
め
に
ま
ち
へ
出
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

や
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ち
で
も
ア
ー
ト
で
も
な
く
、
人

に
焦
点
を
あ
て
て
い
ま
す
。
何
か
新
し
い
こ
と
を
始
め
た
り
、
続
け

た
り
し
た
い
と
い
う
意
欲
を
も
っ
た
人
た
ち
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に

な
る
よ
う
な
場
所
、
そ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
考
え
方
で
す
。
地
域
振
興
を
目
標
と
し
て
掲
げ

て
い
ま
せ
ん
が
、
意
欲
の
あ
る
人
た
ち
が
増
え
て
い
く
と
そ
れ
は
結

果
的
に
起
こ
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
地
域
振
興
と
う
た
っ

た
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
う
の
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
興
味

や
立
場
で
関
わ
れ
る
「
場
」
を
つ
く
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
に
、
刺
激
を
受
け

た
り
、
こ
う
す
れ
ば
結
構
い
ろ
い
ろ
で
き
る
ん
だ
と
い
っ
た
感
触
を

多
く
の
方
た
ち
が
つ
か
む
こ
と
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
は
形
を

替
え
て
持
続
し
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。
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＊
36無

料
ゾ
ー
ン

「
交
流
ゾ
ー
ン
」
と
呼
ば
れ
、
展
覧
会
の
チ
ケ
ッ
ト
が

な
く
て
も
無
料
で
入
場
で
き
る
。
開
館
時
間
も
展
示

室
と
は
異
な
り
、
午
前
9
時
～
午
後
10
時
。

を
持
っ
た
空
間
が
一
つ
の
丸
い
建
物
の
中
に
共
存
し
て
い
て
、
個
々

の
空
間
は
独
立
し
て
い
な
が
ら
も
、
お
互
い
に
様
子
が
垣
間
見
れ
る

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
違
う
こ

と
に
関
心
を
持
ち
、
何
か
を
行
っ
て
い
る
人
を
横
目
で
見
る
こ
と
を

誘
発
す
る
よ
う
な
装
置
と
し
て
建
物
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

熊
倉

―
確
か
に
金
沢
21
世
紀
美
術
館
は
、
革
新
的
な
発
想
の
設
計

で
世
界
の
美
術
界
を
あ
っ
と
い
わ
せ
ま
し
た
よ
ね
。
水
戸
芸
術
館
は

シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
が
象
徴
す
る
よ
う
に
高
み
を
目
指
す
建
築
で
、
外

観
も
内
部
も
堅
牢
な
印
象
を
受
け
ま
す
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
意
図
的

な
も
の
で
１
９
９
０
年
に
県
庁
所
在
地
と
は
い
え
、
市
が
国
際
的
な

文
化
施
設
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
前
例
が
な
か
っ
た
。
そ

の
こ
と
を
考
え
る
と
、
当
時
の
水
戸
芸
術
館
に
は
必
要
な
壮
麗
さ
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
対
し
て
金
沢
21
世
紀
美
術
館
は

最
初
か
ら
ま
ち
と
共
振
す
る
こ
と
を
考
え
て
設
計
さ
れ
て
い
る
の
で

す
ね
。
こ
ん
な
に
両
者
が
違
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
ま
ち
へ
出
る
目
的

参
加
者

―
先
ほ
ど
竹
久
さ
ん
が
人
と
人
を
つ
な
ぐ
だ
け
で
な
く
て

次
の
ス
テ
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
い
ま
す
か
。

竹
久

―
私
自
身
、
４
年
前
に
水
戸
に
来
た
当
初
は
、
地
域
社
会
の

中
で
は
生
き
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
水
戸
芸
術
館
と
い
う
職

場
の
中
で
は
生
き
て
い
ま
す
が
、
周
り
に
接
点
が
な
か
っ
た
。
外
で

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
え
る
人
の
輪
の

中
に
自
分
が
あ
る
と
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
水
戸
が
楽
し
い

か
モ
デ
ル
だ
っ
た
わ
け
だ
し
、
そ
ん
な
に
違
い
は
な
い
と
思
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
今
お
話
を
聞
い
て
い
て
金
沢
と
は
違
う
点
が
見
つ
か

り
ま
し
た
。「
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」、
つ
ま
り
貸
し
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る

こ
と
で
す
。
金
沢
に
は
約
１
５
０
０
平
米
の
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ

り
ま
す
。
水
戸
の
展
示
室
は
約
１
０
０
０
平
米
。
つ
ま
り
、
21
世
紀

美
術
館
に
は
水
戸
の
展
示
室
の
１
・
５
倍
の
貸
し
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
地
域
の
公
募
展
や
新
聞
社
が
主
催
す
る
展
覧
会

の
ほ
か
、
一
般
市
民
の
グ
ル
ー
プ

―
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
会
、
お
花

の
会
、
書
道
の
会
な
ど
の
展
覧
会
も
こ
こ
で
や
っ
て
い
ま
す
。
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
７
つ
の
部
屋
に
分
割
で
き
る
の
で
別
々
に
貸
し
出
し

て
い
ま
す
が
、
半
年
前
に
募
集
を
か
け
た
時
点
で
す
ぐ
に
埋
ま
っ
て

し
ま
う
ほ
ど
の
人
気
で
す
。

　
ま
た
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
21
世
紀
美
術
館
が
主
催
す
る
展
覧
会

を
見
な
く
て
も
入
れ
る
「
無
料
ゾ
ー
ン
（
＊
36
）」
に
あ
り
ま
す
。
建
物

に
は
１
年
間
に
約
１
５
０
万
人
入
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
約
１
／
３

し
か
美
術
館
の
主
催
す
る
展
覧
会
を
見
て
い
ま
せ
ん
。
統
計
的
に
見

て
も
、
無
料
ゾ
ー
ン
の
利
用
者
は
非
常
に
多
い
ん
で
す
。
公
募
展
な

ど
は
ほ
と
ん
ど
入
れ
ず
、
自
分
た
ち
の
企
画
展
だ
け
を
や
る
水
戸
と

の
大
き
な
違
い
は
こ
の
点
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

竹
久

―
確
か
に
そ
れ
は
と
て
も
大
き
な
違
い
で
す
。
そ
の
点
は
、

建
物
の
設
計
段
階
で
の
21
世
紀
美
術
館
の
大
き
な
成
功
だ
と
思
い
ま

す
。
実
は
水
戸
芸
術
館
で
も
、
毎
年
市
民
の
公
募
展
は
開
い
て
い
ま

す
。
で
も
、
現
代
美
術
の
展
覧
会
と
同
時
期
に
行
う
の
は
空
間
的
に

無
理
で
す
。
公
募
展
を
見
に
来
る
人
は
そ
の
た
め
だ
け
に
来
て
、
現

代
美
術
の
展
示
に
は
来
な
い
と
い
う
状
況
で
す
。

鷲
田

―
そ
う
で
す
ね
。
21
世
紀
美
術
館
は
、
違
う
形
や
違
う
機
能
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年
寄
り
の
方
に
と
っ
て
出
か
け
る
と
い
う
こ
と
は
そ
れ
だ
け
で
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。「
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
の
と
き
に
公
民
館
で
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
て
感
じ
た
の
は
、
外
出
が
困
難
な
お
年
寄
り
が
、

家
か
ら
出
て
公
の
場
に
出
向
く
こ
と
自
体
が
非
常
に
重
要
で
、
そ
の

役
目
を
例
え
ば
地
域
の
公
民
館
な
ど
が
果
た
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

公
民
館
と
比
べ
る
と
、
美
術
館
は
距
離
的
に
も
心
理
的
に
も
遠
い
。

も
し
美
術
館
の
中
だ
け
で
展
示
を
し
て
い
た
ら
、
公
民
館
に
来
る
よ

う
な
お
年
寄
り
と
出
会
う
チ
ャ
ン
ス
は
ほ
と
ん
ど
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
う
い
う
意
味
で
も
、
ま
ち
な
か
で
展
示
す
る
の
は
普
段
出
会
わ
な

い
よ
う
な
人
と
の
出
会
い
の
機
会
を
つ
く
る
と
い
う
意
義
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

竹
久

―
水
戸
芸
術
館
現
代
美
術
セ
ン
タ
ー
は
、「
ア
ー
ト
セ
ン
タ

ー
」
で
す
。
作
品
収
集
は
し
て
い
ま
す
が
活
動
の
柱
で
は
な
く
、
作

品
を
じ
っ
く
り
研
究
す
る
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
現
在
何
が
起
こ
っ

て
い
る
か
、
今
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
ど
う
い
う
活
動
を
し
て
い
る
か

を
批
判
的
に
考
察
し
な
が
ら
、
美
術
館
の
中
や
外
で
公
に
提
示
し
て

い
く
。
水
戸
芸
術
館
の
外
で
展
示
を
す
る
動
機
の
一
つ
は
、
各
地
で

ま
ち
な
か
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
増
え
て
い
て
、
そ
う
い
う
場
で

し
か
成
立
し
な
い
タ
イ
プ
の
作
品
を
紹
介
す
る
た
め
。
も
う
一
つ
は
、

芸
術
の
普
及
や
振
興
で
、
芸
術
を
享
受
す
る
人
の
層
を
広
げ
よ
う
と

す
る
と
き
、
よ
り
多
く
の
人
へ
響
く
展
示
を
追
求
し
て
自
然
と
美
術

館
の
外
に
出
る
。
実
際
に
は
、
幅
広
い
人
た
ち
か
ら
理
解
を
得
る
に

は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
た
だ
、
美
術
館
と
地
域
が
つ
な
が
る
こ
と

だ
け
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
て
、
芸
術
を
享
受
す
る
人
た

ち
の
母
数
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
ア
ー
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
の
普
及

と
ほ
ぼ
イ
コ
ー
ル
な
の
で
、
美
術
館
が
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ー
ト
を
取
り

扱
う
土
壌
の
形
成
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
に
い

る
と
い
う
感
覚
、
仕
事
と
は
別
に
社
会
と
つ
な
が
っ
て
い
る
感
覚
の

重
要
性
を
そ
の
と
き
に
認
識
し
た
と
言
え
ま
す
。
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
、
多
く
の
人
が
社
会
の
中
で
生
き
て
い
る
個
を
自
覚
す
る
場

と
な
っ
て
、
次
な
る
行
動
を
起
こ
す
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
ス
ト
ー
ン
に

な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
「
次
の
行
動
」
は
、
こ
ち
ら
で
決

め
た
り
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
そ
の
人
次
第
で
す
。

森

―
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
す
る
と
、「
水
戸
に
嫁
い
で
き
た
け

れ
ど
友
だ
ち
が
い
な
い
か
ら
応
募
し
ま
し
た
」っ
て
い
う
ケ
ー
ス
は
多

い
で
す
。
特
に
、
縁
ゆ
か
り

の
な
い
地
方
都
市
に
移
る
こ
と
は
若
い
女
性
に

と
っ
て
つ
ら
い
側
面
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

　熊
倉

―
本
来
で
あ
れ
ば
美
術
館
は
美
の
殿
堂
で
、
キ
ュ
レ
ー
タ
ー

と
呼
ば
れ
る
専
門
家
は
社
会
学
的
に
は
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
（
門
番
）

の
役
割
を
果
た
す
と
定
義
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
ゲ
ー
ト
キ

ー
パ
ー
が
ま
ち
に
出
る
こ
と
に
対
し
て
お
二
人
は
ど
う
考
え
て
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

鷲
田

―
確
か
に
美
術
館
は
ま
ち
の
中
と
比
べ
る
と
守
ら
れ
て
い
る

ス
ペ
ー
ス
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
ち
の
中
だ
と
刺
激
が
強
す
ぎ
て
で
き

な
い
よ
う
な
こ
と
で
も
、
閉
じ
ら
れ
た
建
物
の
中
で
あ
れ
ば
実
験
が

で
き
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
美
術
館
は
重
要
な
場
所
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
美
術
館
に
展
示
を
見
に
行
く
と
い
う
行
為
は
、
ま
ち
な
か
を

た
だ
歩
い
て
い
る
よ
り
は
「
作
品
を
見
る
」
意
思
の
あ
る
行
為
で
す
。

し
か
し
、
美
術
館
の
展
示
室
も
人
と
人
、
作
品
と
人
が
出
会
う
場
で

も
あ
り
ま
す
。
で
す
の
で
、
こ
れ
は
私
の
見
解
で
す
が
、
大
き
く
は

ま
ち
の
中
と
展
示
室
の
中
は
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
お
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＊
37文

化
資
本

フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
者
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
が
提

唱
し
た
、
学
歴
や
文
化
的
素
養
な
ど
金
銭
以
外
の

個
人
的
資
産
を
指
す
。
社
会
階
層
間
の
流
動
性
を

高
め
る
方
策
に
向
け
て
、
単
な
る
経
済
支
援
よ
り

も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
場
合
も
あ
る

と
さ
れ
る
。
文
化
的
な
財
と
し
て
の
「
客
体
化
さ
れ

た
形
態
の
文
化
資
本
」、
学
歴
や
資
格
な
ど
の
「
制

度
化
さ
れ
た
形
態
の
文
化
資
本
」、
慣
習
的
な
行
動

な
ど
の
「
身
体
化
さ
れ
た
形
態
の
文
化
資
本
」
の
３

つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
。

＊
38社

会
関
係
資
本

社
会
の
信
頼
関
係
、
規
範
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
っ
た

社
会
組
織
の
重
要
性
に
着
目
し
、
そ
れ
ら
を
資
本

と
し
て
と
ら
え
る
概
念
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」

の
日
本
語
訳
。
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
社
会
関
係

資
本
に
つ
い
て
、
文
化
資
本
・
経
済
資
本
に
続
く
３

つ
目
の
資
本
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
ロ
バ
ー
ト
・
Ｊ
・

パッ
ト
ナ
ム
（『
孤
独
な
ボ
ウ
リ
ン
グ
―
米
国
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
崩
壊
と
再
生
』
柴
内
康
文
訳
、
柏
書
房
、
２

０
０
６
年
）
ら
が
代
表
的
論
者
と
さ
れ
る
。

を
燃
や
す
こ
と
は
で
き
る
。
だ
か
ら
、
建
物
は
社
会
の
ル
ー
ル
で
禁

じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で
も
あ
る
と
思
う
ん
で
す

ね
。
そ
の
意
味
で
美
術
館
は
非
常
に
大
事
な
場
だ
し
、
守
っ
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
し
、
こ
こ
で
で
き
る
こ
と
を
実
験
し
て
い
き
た
い
。

一
方
で
、
ま
ち
な
か
で
し
か
で
き
な
い
企
画
や
、
そ
こ
で
し
か
出
会

え
な
い
人
も
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

熊
倉

―
地
域
の
中
で
の
公
立
美
術
館
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
考
え

る
と
き
に
重
要
な
の
は
、
何
を
公
共
的
な
価
値
と
み
な
す
か
で
す
。

地
域
の
中
で
単
に
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
機
能
す
れ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
水
戸
芸
術
館
の
今
回
の

企
画
の
キ
ー
ワ
ー
ド
「
共
振
」
が
象
徴
的
で
す
が
、
基
本
的
に
は
個

人
へ
引
き
継
が
れ
る
も
の
で
あ
る
文
化
資
本
（
＊
37
）
を
、
も
う
少
し
社

会
的
な
広
が
り
と
し
て
、
地
域
社
会
の
文
化
資
本
を
高
め
る
こ
と
に

貢
献
で
き
て
い
る
か
と
い
う
実
験
が
さ
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
で

す
ね
。
近
年
、
文
化
経
済
学
・
文
化
政
策
学
の
分
野
で
は
「
社
会
関

係
資
本
」（
＊
38
）
と
い
う
概
念
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
が
、
水
戸
の

試
み
も
そ
う
で
す
し
、
鷲
田
さ
ん
が
人
と
出
会
う
こ
と
が
重
要
と
お

っ
し
ゃ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
こ
う
し
た
社
会
関
係
資
本
の
考
え
方
、

つ
ま
り
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
つ
な
が
る
た
め
の
一
種
の
メ
デ
ィ
ウ
ム

と
し
て
文
化
や
芸
術
、
そ
れ
こ
そ
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
必
要
と
い
う

発
想
で
す
よ
ね
。

　
水
戸
芸
術
館
の
カ
フ
ェ
・
イ
ン
・
水
戸
の
企
画
は
、
美
術
館
と
ま

ち
の
間
に
長
年
の
大
き
な
壁
を
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
し
、
そ
の
大

き
な
格
差
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
金
沢
21
世
紀
美
術
館
の
方
は
、
美

術
館
が
地
域
社
会
の
た
め
に
あ
る
こ
と
が
当
た
り
前
と
い
う
状
況
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
金
沢
と
水
戸
は
全
然
違

う
タ
イ
プ
の
美
術
館
で
あ
る
し
、
条
件
は
違
い
ま
す
。
し
か
し
ど
ち

鷲
田

―
私
は
逆
で
す
ね
。
ア
ー
ト
を
伝
え
る
こ
と
で
は
な
く
、
地

域
と
つ
な
が
り
、
出
会
い
を
得
ら
れ
る
方
を
ゴ
ー
ル
と
考
え
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
ア
ー
ト
は
む
し
ろ
地
域
に
あ
っ
て
、
地
域
と
つ

な
が
る
こ
と
は
、
ア
ー
ト
を
受
け
取
る
こ
と
、
交
換
す
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

森

―
お
二
人
は
、
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
の
中
で
の
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
も
ま
ち
な
か
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
両
方
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
が
、
も
し
両
方
の
予
算
と
自
由
度
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
ど
ち
ら
の

方
が
好
き
で
す
か
。

竹
久

―
地
域
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
つ
な
が
っ

て
い
く
状
況
が
す
ご
く
楽
し
い
で
す
。
出
会
え
て
楽
し
い
、
よ
か
っ

た
と
い
う
鷲
田
さ
ん
の
感
覚
を
私
も
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
な
け

れ
ば
自
分
も
水
戸
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
社
会
の
中
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
あ
る
と
い
う
状
況
は
、
や
は
り
人
を
と
て
も
活
き
活
き
さ
せ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
ホ
ワ

イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
の
中
で
た
く
さ
ん
予
算
が
あ
っ
て
や
り
た
い
企
画
が

で
き
る
方
が
い
い
か
と
聞
か
れ
る
と
、
そ
う
で
も
な
い
で
す
ね
。
ど

ち
ら
も
や
り
た
い
で
す
。

鷲
田

―
私
は
「
ど
ち
ら
が
」
と
い
う
区
別
は
あ
ま
り
付
け
て
い
な

い
で
す
。
も
ち
ろ
ん
建
物
の
重
要
さ
は
感
じ
て
い
て
、
こ
れ
は
前
に

ア
ト
リ
エ
・
ワ
ン
の
塚
本
さ
ん
が
言
っ
て
い
て
面
白
い
な
と
思
っ
た

こ
と
で
す
が
、
例
え
ば
国
立
公
園
や
国
定
公
園
で
火
を
燃
や
す
企
画

を
考
え
る
と
し
ま
す
。
普
通
は
国
定
公
園
の
中
な
の
で
燃
や
せ
な
い

け
れ
ど
、
そ
こ
に
屋
根
を
付
け
て
建
物
を
つ
く
れ
ば
、
そ
の
中
で
火
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※
本
座
談
会
へ
の
参
加
者
に
つ
い
て

菊
地
拓
児
（
き
く
ち
・
た
く
じ
／
リ
サ
ー
チ
ア
シ

ス
タ
ン
ト
、「
コ
ー
ル
マ
イ
ン
研
究
室
」
主
宰
）

九
冨
美
香
（
く
と
み
・
み
か
／
イ
ン
タ
ー
ン
、
茅

野
市
美
術
館
学
芸
員
）

坂
本
有
理
（
さ
か
も
と
・
ゆ
り
／
東
京
ア
ー
ト
ポ

イ
ン
ト
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
）

永
尾
真
由
（
な
が
お
・
ま
ゆ
／
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス

タ
ン
ト
、
一
橋
大
学
大
学
院
言
語
社
会
研
究
科
芸

術
系
修
士
課
程
在
籍
）

渡
辺
文
菜
（
わ
た
な
べ
・
あ
や
な
／
リ
サ
ー
チ
ア

シ
ス
タ
ン
ト
、
東
京
大
学
大
学
院
学
際
情
報
学
府

修
士
課
程
在
籍
）

ら
と
も
、
あ
る
種
の
触
媒
と
し
て
文
化
や
芸
術
を
用
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
が
つ
な
が
り
、
ま
た
既
存
の
小
さ
な
団
体
を
つ
な
げ
、
ま
ち

全
体
で
一
つ
の
社
会
関
係
資
本
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
の
は
共
通

し
て
い
る
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
た
ち
を

ま
と
め
て
一
つ
の
組
織
を
つ
く
っ
て
い
く
考
え
方
、
つ
ま
り
ア
メ
リ

カ
の
政
治
学
者
パ
ッ
ト
ナ
ム
の
言
う
「
結
束
型
社
会
関
係
資
本
」
だ

け
で
は
な
く
、
既
に
存
在
し
て
い
る
組
織
と
組
織
の
間
を
つ
な
ぐ

「
橋
渡
し
型
社
会
関
係
資
本
」
を
形
成
す
る
こ
と
に
、
美
術
館
の
今

日
的
な
存
在
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。



ま
ち
づ
く
り

　
　
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

日
本
型
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
歴
史
と
現
在

1
9
9
0
年 

→ 

2
0
1
2
年

4
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まちへのアプローチと 
その関係づくり

まちに仕掛けていくプロジェクトに焦点
を当て、まちの中の資源の見つけ方、そ
れを連結させていく手法を検証します。
大分県別府市で活動し、市民主導を掲げ
る BEPPU PROJECT の山出淳也さん、
行政主導の大型プロジェクト、あいちト
リエンナーレで長者町エリアを担当する
吉田有里さんをゲストにお招きしました。
それぞれどのようにまちへアプローチし、
関係を築いたのか、詳しく聞いていきま
す。

山
出 

淳
也
（
や
ま
い
で
・
じ
ゅ
ん
や
）

１
９
７
０
年
、
大
分
県
生
ま
れ
。
別
府
現
代
芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
混
浴
温
泉
世

界
」
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人BEPPU

 PRO
JECT

代
表
理
事
／
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
。
文
化
庁
在
外
研
修
員
と
し
て
パ
リ
に
滞
在（
２
０
０
２

−

０
４
）、
ポ
ー
ラ

美
術
振
興
財
団
の
助
成
に
よ
る
欧
州
滞
在
（
２
０
０
２
）、
Ａ
Ｃ
Ｃ
の
助
成
に
よ
る
、

P.S.1

で
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
タ
ジ
オ
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
２
０

０
０

−

０
１
）な
ど
海
外
で
の
滞
在
研
修
も
多
く
、
国
内
で
も
ア
ー
カ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
る
レ
ジ
デ
ン
ス（
茨
城
県
、
１
９
９
６

−

９
７
）な
ど
、。
帰
国
後
、
地
域
や
多
様

な
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
国
際
展
開
催
を
目
指
し
、
２
０
０
５
年
にBEPPU

 
PRO

JECT

を
立
ち
上
げ
現
在
に
至
る
。

吉
田 

有
里
（
よ
し
だ
・
ゆ
り
）

１
９
８
２
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
０
ア
シ
ス
タ
ン
ト
キ

ュ
レ
ー
タ
ー
。
ま
ち
な
か
で
展
開
す
る
長
者
町
エ
リ
ア
を
主
に
担
当
。
多
摩
美
術
大

学
大
学
院
美
術
研
究
科
芸
術
学
専
攻
修
了
。
在
学
中
か
ら
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
経
験
。
２
０
０
４
年
よ
りBankART 

1929

ス
タ
ッ
フ
。
同
じ
横
浜
の
北
仲
Ｗ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
ビ
ル
に
て
、
芦
立
さ
や
か
と
の
ユ
ニ

ッ
ト
ス
ペ
ー
ス
「YO

SH
ID

ATE H
O

U
SE

」
を
運
営
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
人

た
ち
が
行
き
交
う
開
か
れ
た
場
所
と
し
て
機
能
し
た（
２
０
０
６
年
に
終
了
）。
２
０

０
９
年
よ
り
現
職
。

Case I  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2

BEPPU PROJECT 
―混浴温泉世界

山出 淳也
Case II  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 8

あいちトリエンナーレ 
―長者町プロジェクト

 吉田 有里
Discussion　 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13

まちへ入り、人とつながり、 
　プロジェクトを展開するには
山出淳也 × 吉田有里 × 熊倉純子（東京藝術

大学教授） ×  
森司（東京アートポイント

計画 ディレクター ） × リサーチアシスタント

講座・研究会開催日：2010年10月1日
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＊
1混

浴
温
泉
世
界

旅
と
し
て
の
展
覧
会
「
ア
ー
ト
ゲ
ー
ト
・
ク
ル
ー
ズ
」

を
核
と
し
て
、
国
内
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
古
い
ア
パ

ー
ト
で
滞
在
制
作
す
る
「
わ
く
わ
く
混
浴
ア
パ
ー
ト

メ
ン
ト
」、
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
ベッ
プ
ダ
ン
ス
」
や
、
市
内
の
特
徴
的
な
場
を
会

場
と
す
る
音
楽
ラ
イ
ヴ
「
ベッ
プ
オ
ン
ガ
ク
」
が
展
開

さ
れ
た
。
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
山
出
淳
也
、
総

合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
芹
沢
高
志
が
務
め
た
。

会
期
＝
２
０
０
９
年
４
月
11
日
〜
６
月
14
日
／
会
場

＝
中
心
市
街
地
各
所
、platform

01

・02

・04

・05

、

波
止
場
神
社
、
ク
リ
エ
イ
トAndoh-II

ビ
ル
、
清
島

ア
パ
ー
ト
な
ど
、
鉄
輪
地
区
＝
冨
士
屋G

allery

一
也

百
な
ど
、
別
府
国
際
観
光
港
、
別
府
市
中
央
公
民

館
、
聴
潮
閣
、
八
幡
朝
見
神
社
、
い
ち
の
い
で
会
館

ほ
か

第
4
章
●「
ま
ち
づ
く
り
×
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

Case I 
BEPPU

 PRO
JECT 

―
混
浴
温
泉
世
界

山
出 

淳
也

C
ontents

■B
EPPU

 PR
O

JEC
T

の
特
徴

―
柱
と
な
る
３
大
事
業
‥
‥
‥
‥
‥
‥
2

■B
EPPU

 PR
O

JEC
T

の
沿
革 

―
別
府
で
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
立
ち
上
げ
る
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
3

■
混
浴
温
泉
世
界 

―
４
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
国
際
展
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
5

■
わ
く
わ
く
混
浴
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト 

―
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
住
ま
う
場
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
6

■
ベ
ッ
プ
・
ア
ー
ト
・
マ
ン
ス
２
０
１
０ 

―
登
録
型
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
型
事
業
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
6

■
こ
れ
か
ら

―
次
な
る
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
向
け
て
‥
‥
‥
‥
7

■BEPPU
 PRO

JEC
T

の
特
徴

―
柱
と
な
る
３
大
事
業

 

　
大
分
県
別
府
市
は
、
み
な
さ
ん
も
ご
存
知
の
よ
う
に
温
泉
観
光
地

と
し
て
国
内
随
一
の
大
型
温
泉
地
で
す
。
源
泉
数
、
湧
出
量
と
も
国

内
一
位
で
、
約
３
千
の
源
泉
が
別
府
の
ま
ち
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

日
本
の
総
源
泉
数
の
10
分
の
１
で
す
。
人
口
は
約
12
万
人
で
、
２
０

０
５
年
の
国
勢
調
査
で
は
第
三
次
産
業
就
業
者
が
８
割
で
し
た
。
２

０
１
０
年
の
国
勢
調
査
で
も
お
そ
ら
く
８
割
を
越
え
る
だ
ろ
う
と
い

う
話
が
出
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
大
型
温
泉
地
に
、
突
如
と
し
て
ア
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
２

０
０
５
年
に
立
ち
上
が
り
、
法
人
化
し
た
の
が
２
０
０
６
年
で
す
。

芸
術
鑑
賞
機
会
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
拠
点
と
な
る
3
種
類
の
ス
ペ
ー
ス
の
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。
日
常
的
に
ア
ー
ト
事
業
や
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
さ

ら
に
、
3
年
に
一
度
、「
混こ
ん

浴よ
く

温お
ん

泉せ
ん

世せ

界か
い

（
＊
1
）」
と
言
わ
れ
る
大
規

模
集
客
交
流
事
業
で
あ
る
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
計
画
立
案
し

運
営
し
て
い
ま
す
。
若
い
ス
タ
ッ
フ
や
大
学
が
多
い
ま
ち
な
の
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
含
め
て
人
材
の
育
成
を
図
り
、
ス
ペ
ー
ス
運
営
、

イ
ベ
ン
ト
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
連
関
に
よ
っ
て
、
多
様
な
価
値
が

共
存
す
る
魅
力
あ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
目
的
は
、

あ
く
ま
で
ア
ー
ト
の
新
し
い
価
値
を
創
造
し
て
い
こ
う
、
ア
ー
ト
を

通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
創
出
し
て
い
こ
う
と
い
う
と
こ
ろ
に

あ
り
ま
す
。

　
団
体
の
概
要
に
つ
い
て
で
す
が
、
今
年
の
予
算
規
模
は
だ
い
た
い

５
千
万
円
く
ら
い
で
す
。
で
す
が
、
混
浴
温
泉
世
界
は
別
会
計
に
し

て
い
ま
す
。
有
給
の
職
員
が
10
名
、
1
週
間
5
日
以
上
働
い
て
い
る

常
勤
の
職
員
は
7
名
に
な
り
ま
す
。

　「
星
座
型
面
的
ア
ー
ト
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
構
想
」、「
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
」、「
混
浴
温
泉
世
界
」
の
大
き
な
3
つ
の
事
業

の
考
え
方
を
も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
ず
、

「
星
座
型
面
的
ア
ー
ト
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
構
想
」
と
は
、
場
を
開
拓
・

創
出
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ビ
レ
ッ
ジ
構

想
」
と
は
ま
ち
な
か
居
住
を
促
進
す
る
、
人
に
関
係
す
る
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、「
混
浴
温
泉
世
界
」
は
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
型
の
事
業
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
び
と
が
関
わ
る
機
会
を
拡
大
し
ま
す
。
ビ
レ
ッ
ジ
構
想

は
ま
だ
発
展
途
上
の
段
階
で
、
混
浴
温
泉
世
界
で
11
名
の
移
住
が
あ
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回遊拠点の開拓
整備・運営

永久劇場等

機会

場

人

交流人口の多様化
体験交流型事業開発

居住環境の整備・促進

マネジメント人材
育成・雇用創出

都市機能の保全
新たな魅力創出

市街地全域で3年に一度開催する芸術フェスティ
バル。アートとアーバンプランニングの融合。
世界観の提示。あらたなプロジェクト創出の場。

「混浴温泉世界」

清島アパート等

ホテル・旅館等

platform

海外、地域の
大学との連携パビリオン

中心市街地の空き店舗を文化芸術交流拠点としてコンバージョン
し、クリエーターの創造環境を整備する。
他地域の民間団体、内外のNPOや大学などが、研究目的で一定
期間使用できるパビリオンを設け、地域との連携を図り、市街地
一帯を生涯学習の場へ。
これらの多目的な拠点をネットワーク化し、発信能力の高いエリ
アを創出する。

「星座型 面的アート
コンプレックス」構想

拠点の活用アーティストの活躍機会の提供

滞在環境の活用

ポータル施設の
整備・観光業
との連携

国内外への機関に
人材を輩出

運営サポート

市街地の空きビル、空き店舗などをアー
ティストや若者の居住スペースとして整備
し、運営を行う。土地と建物の使用権分離
による証券化や固定資産税の変動も視野に
入れ、居住人口増加を目指す。

「アーティスト・
ビレッジ」構想

【事業関係図】

BEPPU PROJECTとは？

＊
2

D
iscussion

（
27
頁
）
で
詳
説

＊
3ア

ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
０
３
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
全
国
の
さ
ま
ざ

ま
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
集
ま
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に
お
け
る
課
題
や
共
有
化
さ
れ
た
ニ
ー

ズ
を
も
と
に
、
社
会
的
な
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
う

会
議
の
こ
と
。

＊
4芹

沢
高
志
（
せ
り
ざ
わ
・
た
か
し
）

１
９
５
１
年
、
東
京
生
ま
れ
。
東
京
・
四
谷
の
禅
寺
、

東
長
寺
の
新
伽
藍
建
設
計
画
に
参
加
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
89
年
にP3 art and environm

ent 

を
設
立
。
Ｐ
３
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ー
ト
、
環
境

関
係
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
る
。

＊
5創

造
都
市
（
そ
う
ぞ
う
と
し
）

都
市
の
未
来
と
再
活
性
化
に
お
い
て
文
化
を
創
造
的

に
活
用
し
て
い
く
こ
と
。

＊
6チ

ャ
ー
ル
ズ
・
ラ
ン
ド
リ
ー
（Charles Landry

）

１
９
４
８
年
、
イ
ギ
リ
ス
生
ま
れ
。
１
９
７
８
年
に
シ

ン
ク
タ
ン
ク
『
コ
メ
デ
ィ
ア
』
を
設
立
、
世
界
35
か

国
で
文
化
・
創
造
性
・
都
市
再
生
・
地
域
活
性
化

な
ど
数
百
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
。「
改
革
と
伝

統
」「
富
の
創
造
と
社
会
的
連
帯
」「
地
方
の
独
自
性

と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
な
ど
、
相
反
す
る
課
題
を
抱
え

る
都
市
問
題
に
独
創
的
な
解
決
策
を
示
す
。 

著
書

に
「
創
造
的
都
市−都
市
再
生
の
た
め
の
道
具
箱
」（
後

藤
和
子
監
訳 

日
本
評
論
社 

２
０
０
３
年
）
な
ど
。

＊
7ジ

ャ
ン
・
ル
イ
＝
ボ
ナ
ン
（Jean-Louis Bonnin

）

１
９
４
７
年
、
フ
ラ
ン
ス
・
ポ
ワ
チ
エ
生
ま
れ
。
フ
ラ

ン
ス
・
ナ
ン
ト
市
の
ま
ち
お
こ
し
に
ナ
ン
ト
市
文
化

局
長
と
し
て
関
わ
っ
た
立
役
者
の
一
人
。
ビ
ス
ケ
ッ
ト

工
場
を
改
装
し
た
「
リ
ュ
ー･

ユ
ニ
ー
ク
」
は
、
国
内

外
か
ら
招
聘
さ
れ
た
演
劇
・
音
楽
・
ダ
ン
ス
の
公
演
、

文
学
講
座
、
美
術
作
品
の
展
示
等
を
盛
ん
に
行
っ
た
。

■BEPPU
 PRO

JEC
T

の
沿
革 

―
別
府
で
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バル
を
立
ち
上
げ
る

　
２
０
０
５
年
4
月
に
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
発
足
し
ま
し
た
が
、
私
自
身

は
も
と
も
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
作
品
を
制
作
す
る
側
で
し
た
。
た
だ

海
外
で
活
動
し
て
い
た
と
き
に
大
分
県
別
府
市
で
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
を
開
催
し
た
い
と
考
え
る
契
機
が
あ
り
、
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
を
集
め
、
ま
ず
は
現
代
ア
ー
ト
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
紹
介
す
る
事
業
か
ら
始
め
ま
し
た
。
そ
し

て
翌
年
、「
市
民
主
導
型
に
よ
る
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し

よ
う
」
と
い
う
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
２
０
０
６
年
以
降
は
そ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
実
現
の
た
め
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
２
０
０
５
年
に
、
群
馬
県
で
「
ア
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
こ
の
と
き
、「
来
年
は
ぜ
ひ
別
府
に
来
て
く
だ

さ
い
」
と
話
を
し
、
２
０
０
６
年
11
月
に
「
ア
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ォ
ー

ラ
ム
（
＊
3
）」
を
別
府
で
開
催
し
ま
し
た
。
ア
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ほ
か
、

企
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
を
別
府
に
集
め
て
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
構
想
を
発
表
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
の
内
容
す
べ
て
「
未
定
」
と
発
表
す
る
こ
と
で
、
こ
こ
か
ら
ど

う
や
っ
て
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
組
み
立
て
よ
う
か
と
い
う
こ

と
を
多
く
の
方
々
と
共
有
す
る
の
が
目
的
で
し
た
。
こ
こ
で
「
混
浴

温
泉
世
界
」
と
い
う
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
組
織
の
基
盤
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
当
時
、
こ
の
ア
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
モ
デ
レ

ー
タ
ー
を
さ
れ
て
い
た
の
が
芹
沢
高
志
（
＊
4
）
さ
ん
で
、
後
に
混
浴
温

泉
世
界
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
担
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
翌
年
、
２
０
０
７
年
の
10
月
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
を
考
え

る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
同
じ
別
府
で
開
催
し
ま
す
。「
創
造
都
市

（
＊
5
）」
を
研
究
さ
れ
て
い
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ラ
ン
ド
リ
ー
（
＊
6
）、
フ

り
ま
し
た
が
、
ま
だ
そ
ん
な
に
大
き
く
動
い
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
古
い
ア
パ
ー
ト
を
運
営
し
て
い
て
、
そ
こ
に
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
今
も
住
ん
で
い
ま
す
。
個
人
的
に
は
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
に
一
番
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
行
政
特
区
と
い
う
か
、
地
域
の
課
題
を
解

決
し
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
が
、
土
地
の
証
券
化
や
固
定

資
産
税
の
随
時
変
動
制
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す

（
＊
2
）。

BEPPU PROJECT 事業関係図
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＊
8

ニッ
セ
イ
基
礎
研
究
所

日
本
生
命
の
創
業
百
周
年
記
念
事
業
と
し
て
１
９
８

８
年
7
月
に
設
立
さ
れ
、
国
内
外
の
経
済
・
金
融
問

題
を
は
じ
め
、
年
金
・
介
護
等
の
社
会
保
障
問
題
や

住
宅
・
都
市
問
題
を
中
心
に
、
中
立
公
正
な
立
場

で
基
礎
的
か
つ
問
題
解
決
型
の
調
査
・
研
究
を
実
施

し
て
い
る
機
関
。

＊
9吉

本
光
宏
（
よ
し
も
と
・
み
つ
ひ
ろ
）

１
９
５
８
年
、
徳
島
生
ま
れ
。
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究

所
主
席
研
究
員
・
芸
術
文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
長
。

東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
、
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
、

な
ど
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
活
躍
す
る
ほ
か
、
文

化
政
策
や
公
立
劇
場
・
ホ
ー
ル
の
運
営
・
評
価
、
メ

セ
ナ
な
ど
、
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分
野
の
幅
広
い

調
査
研
究
を
担
当
。

＊
10浜

田
博
（
は
ま
だ
・
ひ
ろ
し
）

１
９
３
９
年
、
大
分
県
生
ま
れ
。
２
０
０
３
年
よ
り

別
府
市
長
。
２
０
０
７
年
4
月
、
市
長
選
に
再
選
し
、

２
０
１
１
年
３
月
31
日
現
在
３
期
目
。

＊
11

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

２
つ
以
上
の
団
体
や
企
業
な
ど
か
ら
成
り
立
っ
て
い

る
団
体
で
あ
り
、
共
同
で
そ
の
目
的
に
沿
っ
た
活
動

を
行
っ
た
り
、
共
通
の
目
標
に
向
か
っ
て
情
報
を
共

有
す
る
目
的
で
結
成
さ
れ
る
。

＊
12立

命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
（
り
つ
め
い
か
ん
あ
じ

あ
だ
い
が
く
）

２
０
０
０
年
、
大
分
県
別
府
市
に
開
学
さ
れ
、
日
本

を
含
む
28
カ
国
・
地
域
か
ら
７
１
９
名
が
第
一
期
生

と
し
て
入
学
し
た
。

ど
の
運
営
の
ほ
か
、
当
初
、
大
分
大
学
福
祉
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
に

運
営
を
委
託
し
て
い
た
就
労
支
援
機
能
を
持
つ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ

ェ
で
は
、
数
名
の
障
が
い
を
も
っ
た
方
の
雇
用
が
生
ま
れ
た
と
い
う

成
果
を
挙
げ
ま
し
た
。
現
在
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
開
設
し
て

い
ま
す
が
、
そ
こ
を
拠
点
に
ま
ち
全
体
が
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
再

生
さ
れ
る
と
い
う
計
画
を
、
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
（
＊
12
）
と
共

同
で
進
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
別
府
は
竹
工
芸
の
盛
ん
な
ま
ち
な
の
で
、
若
手
の
工
芸

家
の
育
成
拠
点
や
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
運
営
し
て
い
る
三
世
代
交
流
サ

ロ
ン
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
立
ち
上
げ
は
す
ご
く
大
変
で
し
た
が
、

platform

事
業
で
一
番
集
客
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

た
ち
が
、
得
意
な
裁
縫
を
活
か
し
て
集
め
た
子
ど
も
服
を
再
生
し
、

そ
れ
を
一
着
１
０
０
円
で
売
り
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
が
結
構
大
当
た

り
し
、
今
で
は
子
ど
も
服
だ
け
で
は
な
く
て
女
性
服
や
紳
士
服
も
置

い
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
各
世
代
の
方
々
が
交
流
サ
ロ
ン
に
集
ま

っ
て
来
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
別
府
に
は
多
く
の
ま
ち
づ
く
り
の
団
体
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
横

の
連
携
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
情
報
を
集
積
さ
せ
る
場
所
と
し
て

ラ
ン
ス
の
ナ
ン
ト
市
を
文
化
に
よ
っ
て
再
生
さ
せ
た
ジ
ャ
ン
・
ル
イ

＝
ボ
ナ
ン
（
＊
7
）、
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
（
＊
8
）
の
吉
本
光
宏 

（
＊
9
）

さ
ん
、
別
府
市
長
の
浜
田
博
（
＊
10
）
さ
ん
、
そ
し
て
私
も
入
り
、
別
府

市
の
中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
と
い
う
考

え
方
を
つ
な
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
と
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
２
０
０
８
年
8
月
か
ら
「platform

」
の
設
立
・
運
営
が
始
ま
り

ま
す
。
こ
の
ア
ー
ト
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
構
想
と
は
、
別
府
市
中
心
市

街
地
活
性
化
協
議
会
の
事
業
で
、
大
学
な
ど
と
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

（
＊
11
）
の
仕
組
み
づ
く
り
も
含
め
て
い
る
も
の
で
す
。
垂
直
型
で
は
な

く
面
的
な
発
想
で
、
星
座
の
よ
う
に
分
散
す
る
拠
点
は
地
域
に
何
を

も
た
ら
す
の
か
を
基
本
に
し
て
い
ま
す
。
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
建

物
を
拠
点
と
し
て
ま
ち
の
中
に
点
在
さ
せ
、
現
在
8
施
設
が
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。
コ
ン
セ
プ
ト
の
作
成
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
段
取
り
、

家
主
さ
ん
と
の
契
約
は
ベ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
中
心
と
な
っ
て
行

い
、
4
施
設
を
ベ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
運
営
し
、
残
り
の
施
設
の

運
営
を
大
学
、
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
別
府
竹
製
品
協
同
組

合
な
ど
に
委
ね
て
い
ま
す
。

　
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
、
レ
ジ
デ
ン
ス
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な

platform01 ©BEPPU PROJECT
撮影：矢野紀行 （Nacasa & Partners Inc.,） 

platform02　©BEPPU PROJECT
撮影：矢野紀行 （Nacasa & Partners Inc.,） 

platform03　©BEPPU PROJECT
撮影：BEPPU PROJECT

platform04　©BEPPU PROJECT
撮影：久保貴史
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＊
13ア

ー
ト
ゲ
ー
ト
・
ク
ル
ー
ズ

別
府
市
内
に
点
在
し
て
い
る
作
品
を
探
し
な
が
ら

来
場
者
は
散
策
す
る
。

会
期
＝
２
０
０
９
年
4
月
11
日
〜
６
月
14
日
／
会
場

＝
別
府
国
際
観
光
港
、platform

02/04/05/08

、

聴
潮
閣
高
橋
記
念
館
、
冨
士
屋
ギ
ャ
ラ
リ
ーG

al-
lery

一
也
百
、
波
止
場
神
社
、
な
ど
別
府
市
内
各
所

26
カ
所
／
参
加
作
家
＝
ア
デ
ル
・
ア
ブ
デ
ス
メ
ッ
ド
、

ホ
セ
イ
ン
・
ゴ
ル
バ
、
マ
イ
ケ
ル
・
リ
ン
、
ラ
ニ
・
マ
エ

ス
ト
ロ
、
サ
ル
キ
ス
、
イ
ン
リ
ン
・
オ
ブ
・
ジ
ョ
イ
ト
イ
、

ジ
ン
ミ
・
ユ
ー
ン
、
チ
ャ
ン
・
ヨ
ン
ヘ
重
工
業

＊
14

ベッ
プ
ダ
ン
ス

“IN
TERN

ATION
AL COLLABORATION ” “DAN

CE 
IN

 BEPPU
 CITY ” “D

AN
CE

× M
U

SIC! ”

を
３
つ

の
柱
と
し
て
、
別
府
で
し
か
生
ま
れ
な
い
ダ
ン
ス
を

創
作
し
踊
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
国
際
的
に
活
躍
し
て
い

る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か
ら
初
め
て
踊
る
人
ま
で
が
参
加

し
た
。

会
場
＝
い
ち
の
い
で
会
館
景
観
の
湯
、
別
府
国
際
観

光
港
、platform

01 

ほ
か
／
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
＝

ジ
ュ
リ
ー
・
ニ
オ
シ
ュ
、
岩
淵
多
喜
子
、
室
伏
鴻
、
ボ

リ
ス
・
シ
ャ
ル
マ
ッ
ツ
、
星
三
っ
つ
（
三
浦
宏
之
＋
星
加

昌
紀
）
ほ
か

＊
15

ベッ
プ
オ
ン
ガ
ク

さ
ま
ざ
ま
な
人
び
と
が
別
府
に
出
入
り
し
て
き
た

移
民
文
化
の
象
徴
で
あ
る
別
府
国
際
観
光
港
と
昔

か
ら
人
び
と
の
精
神
的
な
拠
り
所
で
あ
り
続
け
て
い

る
八
幡
朝
見
神
社
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
の
特
性
を

活
か
し
た
音
楽
ラ
イ
ヴ
。
2
つ
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
た
。

「
ミ
ナ
ト
ナ
イ
ト
」
会
期
＝
２
０
０
９
年
４
月
18
日

／
会
場
＝
別
府
国
際
観
光
港 

関
西
汽
船
の
り
ば2F

／
出
演
者
＝
レ
イ
・
ハ
ラ
カ
ミ
、H

arp O
n M

outh 
Sextet

、
ヤ
ベ
ミ
ル
ク
、IN

N
ER SCIEN

CE

、M
a-

saru M
itarai

「
ア
サ
ミ
ラ
イ
ブ
」
会
期
＝
２
０
０
９
年
５
月
23
日
、

24
日
／
会
場
＝
八
幡
朝
見
神
社
／
出
演
者
＝O

KI 
D
U
B AIN

U
 BAN

D

、OO
IO

O

（
23
日
）、
大
友
良
英
、

山
内 

桂 （
24
日
）

ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
＊
17
）
の
代
表
の
佐
東
範

一
（
＊
18
）
さ
ん
を
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
迎
え
、
温
泉
施
設
、
公
民
館
、
商

店
街
な
ど
、
こ
ち
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
サ
イ
ト
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ

ク
な
ダ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
ま
し
た
。
ア
ー
ト
ゲ
ー
ト
・
ク
ル

ー
ズ
の
よ
う
に
拠
点
の
分
散
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
連
携
を
考
え
ま

し
た
。

　
具
体
的
な
企
画
の
例
を
あ
げ
る
と
、「
オ
ー
プ
ン
・
ル
ー
ム
（
＊
19
）」

と
い
う
企
画
は
、
築
80
年
の
公
民
館
に
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
、
障

が
い
者
の
方
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
地
元
の
方
々
が
参
加
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ダ
ン
ス
（
＊
20
）
と
い
う
手
法
を
用
い
て
ダ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
展
開
し
ま
し
た
。
こ
の
中
の
「
キ
ッ
チ
ン
ダ
ン
ス
」
と
い
う
公
演

で
は
、
主
婦
た
ち
が
カ
レ
ー
を
つ
く
る
と
こ
ろ
か
ら
だ
ん
だ
ん
ダ
ン

ス
に
な
り
、
一
方
で
子
ど
も
た
ち
は
観
客
席
で
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
と
飛

び
跳
ね
る
ダ
ン
ス
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
出
演
者
と
観
客
と
い

っ
た
区
分
が
あ
い
ま
い
に
な
り
、
そ
の
場
に
い
る
全
員
が
一
体
と
な

っ
て
一
つ
の
ダ
ン
ス
作
品
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
ベ
ッ
プ
ダ
ン
ス
の
別
の
企
画
、「
ダ
ン
サ
ー
を
探
せ
!!
（
＊
21
）」
は
、

京
都
で
活
動
す
る
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
、
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
・
サ
ー
カ

「
ま
ち
な
か
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
も
の
を
運
営

し
て
い
ま
す
。
そ
のplatform

運
営
の
た
め
の
雇
用
創
出
を
図
っ
て

い
て
、
２
０
０
９
年
に
は
9
名
の
雇
用
が
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
２
０

１
０
年
度
の
1
月
か
ら
新
規
の
事
業
を
立
ち
上
げ
る
た
め
、
新
た
に

6
名
程
度
求
人
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

■
混
浴
温
泉
世
界 

―
４
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
国
際
展

　
以
上
の
よ
う
な
準
備
期
間
が
あ
り
、
２
０
０
９
年
4
月
か
ら
6
月

に
か
け
て
「
混
浴
温
泉
世
界
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
混
浴
温
泉
世
界

は
、
核
と
な
る
国
際
展
「
ア
ー
ト
ゲ
ー
ト
・
ク
ル
ー
ズ
（
＊
13
）」、
ダ

ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
ベ
ッ
プ
ダ
ン
ス
（
＊
14
）」、
音
楽
イ
ベ
ン
ト
「
ベ

ッ
プ
オ
ン
ガ
ク
（
＊
15
）」、
そ
れ
か
ら
若
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
滞
在
制

作
す
る
「
わ
く
わ
く
混
浴
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
（
＊
16
）」
と
い
う
４
つ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構
成
し
ま
し
た
。

　「
ア
ー
ト
ゲ
ー
ト
・
ク
ル
ー
ズ
」
は
、
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
芹
沢

高
志
さ
ん
が
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
、
古
い
家
屋
や
神
社
な
ど
海

外
か
ら
招
聘
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
自
ら
探
し
た
ま
ち
な
か
の

空
間
に
、
作
品
を
展
示
し
ま
し

た
。
各
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
世
界

に
入
っ
て
い
く
た
め
の
「
門
」

と
い
う
意
味
で
す
。

　
そ
の
「
静
」
的
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
対
比
し
て
「
動
」
的
な

「
ベ
ッ
プ
ダ
ン
ス
」
は
、
京
都

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ジ
ャ
パ
ン
・
コ

サルキス《水のなかの水彩画》　©別府現代芸術フェ
スティバル2009実行委員会　撮影：久保貴史

キッチンダンス　©別府現代芸術フェスティバル2009実
行委員会　撮影：久保貴史

ダンサーを探せ !!　©別府現代芸術フェスティバル2009
実行委員会　撮影：安藤幸代
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＊
16わ

く
わ
く
混
浴
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト

市
街
地
の
古
い
下
宿
ア
パ
ー
ト
で
若
い
作
家
た
ち
が

会
期
中
生
活
し
な
が
ら
、
作
品
を
展
示
し
続
け
た
。

会
期
＝
２
０
０
９
年
4
月
11
日
〜
６
月
14
日
／
会
場

＝
清
島
ア
パ
ー
ト
（
大
分
県
別
府
市
末
広
町2-27

）

／
出
演
者
＝
遠
藤
一
郎
、
浦
田
琴
恵
、
淀
川
テ
ク
ニ

ッ
ク
、
吉
永
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
山
中
カ
メ
ラ
、Antenna

、

淺
井
裕
介 

ほ
か 

計
36
組

＊
17Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ジ
ャ
パン
・
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｊ
Ｃ
Ｄ
Ｎ
）

コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
系
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
公
演
活
動

を
支
援
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
。
Ｊ
Ｃ
Ｄ
Ｎ
設
立
準
備
室

の
活
動
は
１
９
９
８
年
か
ら
開
始
し
て
い
る
。

＊
18佐

東
範
一（
さ
と
う
・
の
り
か
ず
）

１
９
６
０
年
、
北
海
道
生
ま
れ
。JCD

N

エ
グ
ゼ
ク

テ
ィ
ヴ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。

＊
19オ

ー
プ
ン
・
ル
ー
ム

別
府
市
中
央
公
民
館
（
旧
別
府
市
公
会
堂
）
を
使
い
、

イ
ギ
リ
ス
や
日
本
の
振
付
家
や
ダ
ン
サ
ー
と
地
元
の

参
加
者
が
、
公
民
館
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
や
夢
を
も

と
に
ダ
ン
ス
を
つ
く
り
、
踊
っ
た
。
公
演
日
＝
５
月
17

日
（
日
）、
６
月
14
日
（
日
）
各
日
２
回
公
演
／
会
場

＝
別
府
市
中
央
公
民
館
。
コ
ン
セ
プ
ト
／
デ
ザ
イ
ン
＝

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
・
リ
ー
。
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
・
出
演
＝
セ
シ

リ
ア
・
マ
ク
フ
ァ
ー
レ
ン
。
出
演
＝
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
・
リ

ー
／
セ
シ
リ
ア
・
マ
ク
フ
ァ
ー
レ
ン
（
イ
ギ
リ
ス
）／
北

村
成
美
（
大
阪
）／
森
下
真
樹
（
東
京
）／
九
州
全
域

の
振
付
家
／
ダ
ン
サ
ー
、
お
よ
び
一
般
の
方
々

＊
20

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
・
ダ
ン
ス

教
育
や
健
康
、
福
祉
、
地
域
活
性
化
な
ど
に
ダ
ン
ス

の
力
を
活
用
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
英
国
で

１
９
７
０
年
代
半
ば
か
ら
活
発
に
な
っ
て
き
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
、
地
域
内
外
の
団
体
が
別
府
市
内
の
各
所
で
開
催

す
る
ア
ー
ト
事
業
や
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
登
録
し
て
も
ら
う
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
型
事
業
で
す
。
混
浴
温
泉
世
界
の
実
行
委
員
会

が
主
催
者
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
事
務
局
は
ベ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
、
コ
ン
セ
プ
ト
も
つ
く
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
今
後
は
別
府
市
を

主
催
に
し
て
こ
の
実
行
委
員
会
を
通
し
て
ベ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

事
業
委
託
す
る
よ
う
な
仕
組
み
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
企
画
は
、
ア
ー
ト
の
文
脈
と
は
全
然
関
係
な
く
自
由
に
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ヴ
な
こ
と
を
し
て
い
る
個
人
や
小
規
模
文
化
団
体
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
仕
組
み
で
す
。
助
成
は
し
ま
せ
ん
が
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
案
内
を
す
る
と
か
、
小
規
模
の
文
化
団
体
で
は
事

務
局
も
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
受
付
や
連
絡
先
の
窓
口
を
事
務
局
が
代

行
し
た
り
、
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
で
あ
れ
ば
販
売
の
協
力
を
し
ま
す
。

指
定
会
場
は
今
の
と
こ
ろ
3
カ
所
あ
り
、
無
料
で
使
用
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な
指
定
会
場
は
増
や
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
間
の
ホ
テ
ル
や
旅
館
な
ど
の
遊
休
施
設
、

か
つ
て
旅
館
の
住
み
込
み
従
業
員
の
寮
だ
っ
た
建
物
を
一
棟
を
使
っ

て
ダ
ン
ス
の
公
演
会
場
に
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
あ
と
は
、
商

店
街
で
「
余
っ
て
い
る
店
舗
を
使
っ
て
い
い
よ
」
と
い
う
よ
う
な
店

舗
の
申
し
入
れ
が
あ
れ
ば
、
無
料
で
使
え
る
会
場
の
一
つ
と
し
て
、

ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
者
た
ち
に
提
供
す
る
、
単
純
に
言
う
と
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
企
画
で
す
。
も
ち
ろ
ん
実
際
の
イ
ベ
ン
ト
の
運
営

は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
が
や
っ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
へ
の
登
録
に
は
も
う
一
つ
狙
い
が
あ
っ
て
、

混
浴
温
泉
世
界
以
降
に
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
集

客
を
見
る
と
だ
ん
だ
ん
と
落
ち
て
来
て
い
ま
す
。
例
え
ば
音
楽
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
お
客
さ
ん
が
固
定
化
し
て
し
ま
い
、
や
っ
て
い
る
人
も

同
じ
顔
ぶ
れ
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

ス
（
＊
22
）
に
つ
く
っ
て
も
ら
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
こ
れ
は
、
商
店

街
の
中
に
ダ
ン
サ
ー
が
隠
れ
て
い
て
、
青
い
風
船
を
持
っ
て
い
る
お

客
さ
ん
が
ダ
ン
サ
ー
を
探
し
て
回
る
と
い
う
も
の
で
す
。

■
わ
く
わ
く
混
浴
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト 

―
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
住
ま
う
場

　「
わ
く
わ
く
混
浴
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
」
と
い
う
の
は
、
戦
後
す
ぐ
に

建
て
ら
れ
た
古
い
ア
パ
ー
ト
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
滞
在
、
制
作
し
、

そ
こ
で
発
表
も
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
こ
の
ア
パ
ー
ト
は
混
浴

温
泉
世
界
以
降
も
継
続
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ク
リ
エ
イ
タ

ー
が
安
く
居
住
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
し
た
。
ア
パ
ー

ト
に
は
、
現
在
も
現
代
美
術
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ダ
ン
ス
の
チ
ー
ム
、

都
市
計
画
で
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
た
会
社
や
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
８
組
が
入
居
し
て
い
ま
す
。
１
カ
月
の
使
用

料
を
低
額
に
し
、
管
理
や
整
備
は
ベ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
っ
て

い
ま
す
。
安
価
で
短
期
宿
泊
が
で
き
る
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
も
あ
り
、
赤

字
に
な
ら
な
い
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
居
住

す
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
市
街
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
空
き
物
件
に
ア
ト
リ

エ
を
構
え
、
そ
れ
に
対
し
て
市
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な

メ
ニ
ュ
ー
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
今
後
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
ま
ち
な
か
に
作
品
を
展
開
し
て
い
く
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

■
ベ
ッ
プ
・
ア
ー
ト
・マ
ン
ス
２
０
１
０ 

―
登
録
型
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
型
事
業

　
現
在
は
「
ベ
ッ
プ
・
ア
ー
ト
・
マ
ン
ス 

２
０
１
０
」
を
企
画
し
て

い
ま
す
。
２
０
１
０
年
の
11
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
の
1
カ
月
間
、
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＊
21ダ

ン
サ
ー
を
探
せ
!!

坂
本
公
成
＋
森
裕
子
（M

onochrom
e Circus

）
が

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
な
り
会
期
中
の
土
曜
日
に
商
店
街

の
至
る
と
こ
ろ
で
ダ
ン
サ
ー
を
出
現
さ
せ
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
。「
別
府
商
店
街
ダ
ン
ス
化
計
画 “
ダ
ン
サ
ー

を
探
せ
!!
”」
会
期
＝
4
月
18
日
、
19
日
、
５
月
2

日
、
５
月
３
日
／
会
場
＝
国
際
通
り
ソ
ル
パ
セ
オ 

ほ
か

＊
22モ

ノ
ク
ロ
ー
ム
・
サ
ー
カ
ス
（M

onochrom
e 

Circus

）

１
９
９
０
年
に
設
立
。「
身
体
を
め
ぐ
る
／
と
の
対

話
」
を
テ
ー
マ
に
国
内
外
で
活
動
を
続
け
る
。

い
、
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
始
め
て
い
ま
す
。「
別
府
で
し
か
で

き
な
い
や
り
方
を
見
つ
け
て
い
こ
う
。
地
方
都
市
で
、
よ
り
質
を
高

め
て
い
く
方
法
を
見
つ
け
て
い
こ
う
」
と
い
う
こ
と
に
気
付
い
た

方
々
が
一
つ
ひ
と
つ
積
み
重
ね
て
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

し
て
い
る
の
で
す
。
次
回
に
向
け
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
そ

こ
で
ま
ず
は
前
回
の
デ
ー
タ
な
ど
を
見
つ
め
直
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

方
々
か
ら
他
都
市
の
事
例
紹
介
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い

た
だ
き
、
毎
日
円
卓
会
議
を
開
い
て
、
そ
こ
に
参
加
す
る
人
た
ち
と

と
も
に
、
次
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
立
ち
上
げ
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

活
動
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
登
録
し
て
も
ら
い
、
よ
り
広
く
発
信
し
て

い
く
こ
と
を
目
指
そ
う
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
も
う
一
つ
工
夫
し
た
の
は
、
Ｂ
Ｐ
（
ビ
ー
ピ
ー
）
と
い
う
金
券
の

導
入
で
す
。
音
楽
イ
ベ
ン
ト
の
料
金
が
仮
に
千
円
だ
と
し
た
ら
、
そ

の
千
円
を
現
金
で
払
う
の
で
は
な
く
、
こ
の
Ｂ
Ｐ
で
支
払
い
ま
す
。

１
Ｂ
Ｐ
は
１
０
０
円
で
、
６
Ｂ
Ｐ
を
一
綴
り
に
５
０
０
円
で
購
入
し

て
も
ら
い
ま
す
。
こ
れ
で
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
、
展
覧
会
、
ダ
ン
ス
イ

ベ
ン
ト
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
で
き
ま
す
。
例
え
ば
ダ
ン
ス
公

演
だ
っ
た
ら
40
Ｂ
Ｐ
、
４
千
円
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
40
Ｂ
Ｐ
買
お

う
と
し
た
ら
金
券
が
７
綴
り
で
42
Ｂ
Ｐ
必
要
で
す
が
、
２
Ｂ
Ｐ
余
り

ま
す
。
そ
の
余
っ
た
２
Ｂ
Ｐ
で
ほ
か
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
ま
た
、
Ｂ
Ｐ
は
飲
食
店
、
物
販
、
土
産
物
店
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
店
、
温
泉
施
設
、
さ
ら
に
は
観
光
施
設
な
ど
で
も
使
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
こ
れ
か
ら

―
次
な
る
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バル
に
向
け
て

　
混
浴
温
泉
世
界
は
２
０
０
９
年
に
初
め
て
開
催
さ
れ
、
次
回
は
３

年
後
の
２
０
１
２
年
の
開
催
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
最
初
に
説
明
し
た
よ
う
に
、
僕
は
ベ

ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲

げ
て
い
る
市
民
主
導
型
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま

す
。
ア
ー
ト
と
い
う
可
能
性
に
よ
っ
て
閉
ざ

さ
れ
た
場
が
開
き
、
再
生
さ
れ
る
と
と
も
に
、

人
び
と
に
新
た
な
気
付
き
が
お
こ
り
、
魅
力

が
お
こ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
事
業
に
関
わ

っ
た
人
で
、
そ
う
し
た
意
識
を
も
っ
た
方
々

が
自
分
も
そ
こ
に
参
画
し
た
い
、
関
わ
り
た

BP券
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「まちづくり×アートプロジェクト」● Case ⅠI　あいちトリエンナーレ　吉田 有里

＊
1あ

い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
０

愛
知
県
名
古
屋
市
で
「
都
市
の
祝
祭
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
さ
れ
た
。
国
立
国
際
美
術
館
館
長
の
建
畠
晢

が
芸
術
監
督
を
務
め
た
。
会
期
＝
２
０
１
０
年
8
月

21
日
〜
10
月
31
日
／
会
場
＝
愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ

ー
、
名
古
屋
市
美
術
館
、
長
者
町
会
場
、
納
屋
橋

会
場
、
名
古
屋
城
、
オ
ア
シ
ス
21
、
中
央
広
小
路
ビ

ル
、
七
ツ
寺
共
同
ス
タ
ジ
オ
な
ど
。

平
日
は
２
万
人
く
ら
い
働
い
て
い
ま
す
が
、
夜
や
休
日
は
、
４
０
０

人
ほ
ど
し
か
住
ん
で
い
な
い
ま
ち
で
す
。

　
今
回
は
「
都
市
の
祝
祭
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
い
ま
し
た
の
で
、

ま
ち
な
か
で
作
品
を
見
せ
る
エ
リ
ア
を
選
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。
長
者
町
が
選
ば
れ
た
理
由
は
、
愛
知
県
立
美
術
館
（
愛
知
芸
術

文
化
セ
ン
タ
ー
内
）
と
名
古
屋
市
美
と
い
う
二
つ
の
美
術
館
の
ち
ょ

う
ど
中
間
地
点
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
か
ら
会
場
に
使
え
る
よ

う
な
い
く
つ
か
の
空
き
ビ
ル
が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
長
者
町
は
、
江

戸
時
代
に
は
城
下
町
と
し
て
栄
え
、
戦
後
は
東
京
の
日
本
橋
横
山
町
、

大
阪
の
船せ
ん

場ば

丼ど
ぶ

池い
け

筋す
じ

と
並
ぶ
日
本
三
大
繊
維
街
の
一
つ
と
し
て
発
展

し
ま
し
た
。
現
在
は
繊
維
業
界
の
不
況
の
波
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
、

問
屋
が
撤
退
し
た
あ
と
の
空
き
ビ
ル
を
若
い
人
を
呼
び
込
む
テ
ナ
ン

ト
ビ
ル
と
し
て
再
生
す
る
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
が
活
発
な
ま
ち
で
す
。

今
回
、
空
き
ビ
ル
は
「
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
」
と
オ
ー
ナ
ー
の
方

か
ら
無
料
で
貸
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

■
２
０
０
９
年
に
開
催
し
た
プ
レ
イ
ベン
ト 

―
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
を
知
っ
て
も
ら
う

　
２
０
１
０
年
の
ト
リ
エ
ン
ナ
ー

レ
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
す
る
前

に
、
１
年
前
に
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
長
者
町
と
協
力
し
て
開
催
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
お
話
し
ま
す
。

長
者
町
で
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
２
０

０
８
年
か
ら
、
ま
ち
の
人
た
ち
に

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
チ
ー
ム
が
交
渉
に

第
4
章
●「
ま
ち
づ
く
り
×
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

Case II 

あ
い
ち
ト
リ
エン
ナ
ー
レ 

―
長
者
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

吉
田 

有
里

C
ontents

■
長
者
町
の
概
要

―
ま
ち
づ
く
り
が
活
発
な
繊
維
街
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
8

■
２
０
０
９
年
に
開
催
し
た
プ
レ
イ
ベ
ン
ト 

―
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
を
知
っ
て
も
ら
う
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
8

■
２
０
１
０
年
の
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
向
け
た
準
備 

―
会
場
探
し
と
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
ス
ク
ー
ル
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
10

■
作
品
と
ま
ち
の
人
び
と
の
関
わ
り
方 

―
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
生
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
11

■
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
を
支
え
る
人
び
と 

―
２
０
１
３
年
に
向
け
て
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
11

■
長
者
町
の
概
要

―
ま
ち
づ
く
り
が
活
発
な
繊
維
街

　「
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
０
（
＊
1
）」
の
会
場
は
、
主
に

愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー（
以
下
、
芸
文
セ
ン
タ
ー
）、
名
古
屋
市
美

術
館
（
以
下
、
名
古
屋
市
美
）、
納
屋
橋
会
場
（
元
ボ
ー
リ
ン
グ
場
を

改
装
し
た
施
設
）
と
長
者
町
地
区
の
４
エ
リ
ア
、
そ
れ
か
ら
名
古
屋

城
と
大
須
地
区
で
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
ま
し
た
。
私
は
作
品
を
ま

ち
な
か
で
展
開
す
る
こ
と
に
特
化
し
た
長
者
町
地
区
で
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
名
古
屋
駅
か
ら
１
駅
の
都
心
に
あ
り
、

長者町繊維街
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＊
2長

者
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
０
９

あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
０
に
向
け
て
の
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
。
会
期
＝
２
０
０
９
年
10
月
10
日
（
土
）〜

11
月
15
日
（
日
）／
会
場
＝
名
古
屋
市
中
区
錦
二
丁

目
を
南
北
に
走
る
長
者
町
通
を
中
心
と
し
た
地
区

／
参
加
作
家
＝
淺
井
裕
介
、KO

SU
G
E1-16

、
ト
ー

チ
カ
、
山
本
高
之
、
石
田
達
郎
、
川
見
俊
、
青
田
真

也
、
斉
と
公
平
太
、Jim

 O
velm

en

。

＊
3ト

ー
チ
カ
（TO

CH
KA

）

ナ
ガ
タ
タ
ケ
シ
と
モ
ン
ノ
カ
ヅ
エ
に
よ
る
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
。
多
く
の
参
加
者
と
と
も
に
ペ
ン
ラ
イ

ト
で
光
の
軌
跡
で
絵
を
描
き
、
そ
れ
を
つ
な
げ
る

映
像
作
品
《PIK

A PIK
A

》
で
各
地
で
活
動
。
２
０

０
６
年
オ
タ
ワ
国
際
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
祭
特
別

賞
受
賞
。
２
０
０
８
年
、
世
界
最
大
の
短
編
映
画
祭

「
ク
レ
ル
モ
ン
フ
ェ
ラ
ン
国
際
短
編
映
画
祭
」
のLabo

部
門
に
て
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
。

＊
4

KO
SU

G
E1-16

（
こ
す
げ
い
ち
の
じ
ゅ
う
ろ
く
）

土
谷
享
、
車
田
智
志
乃
の
2
人
に
よ
る
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
２
０
０
１
年
か
ら
活
動
。
ア
ー
ト

が
身
近
な
場
所
で
生
活
を
豊
か
に
し
て
い
く
存
在
と

し
て
成
立
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
参
加
者
同
士
、
あ

る
い
は
作
品
と
参
加
者
の
間
に
「
も
ち
つ
も
た
れ
つ
」

と
い
う
関
係
を
生
み
出
す
仕
掛
け
を
つ
く
る

＊
5山

車
（
だ
し
）

祭
礼
の
と
き
に
引
い
て
練
り
歩
く
屋
台
。

＊
6ゑ

び
す
ビ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ま
ち
の
活
性
化
事
業
と
し
て
始
ま
っ
た
、
長
者
町
地

区
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
フ
ァッ
シ
ョ
ン
の

メ
ッ
カ
を
目
指
し
、
２
０
０
２
年
に
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
１
が
竣

工
。
現
在
は
３
棟
あ
り
、
衣
料
店
以
外
に
も
雑
貨
店

や
飲
食
店
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
店
舗
が
入
っ
て
い
る
。

な
ど
、
自
由
な
制
作
が
で
き
ま
し
た
。K
O

SU
G

E1-16

（
＊
4
）
は
山だ

車し

（
＊
5
）
を
制
作
し
ま
し
た
。
実
は
長
者
町
で
は
10
年
前
か
ら
毎
年

「
ゑ
び
す
祭
り
」
と
い
う
祭
り
を
し
て
い
ま
す
が
、
自
分
た
ち
で
は
山

車
は
保
持
し
て
お
ら
ず
、
御
神
輿
も
担
ぎ
手
も
よ
そ
か
ら
借
り
て
来

て
お
祭
り
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
話
を
聞
い
てK

O
SU

G
E1-16

は
驚
き
、「
そ
れ
な
ら
私
た
ち
が
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
と
、
２
０
１
０

年
の
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
向
け
た
2
年
間
で
、
戦
争
で
焼
失

し
て
し
ま
っ
た
長
者
町
の
山
車
を
再
現
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め

ま
し
た
。
繊
維
街
な
の
で
不
要
に
な
っ
た
布
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ

の
布
で
「
や
わ
ら
か
い
山
車
」
と
い
う
山
車
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
実
は
10
年
前
か
ら
長
者
町
の
ま
ち
づ
く
り
は
ま
ち
の
人
が
自
ら
行

っ
て
い
ま
し
た
。
空
き
ビ
ル
が
増
え
て
風
俗
店
が
2
店
舗
入
っ
て
き

た
こ
と
に
危
機
感
を
覚
え
、
空
き
ビ
ル
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
若

い
経
営
者
に
貸
す
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
基
盤
と
し
て
始
め
た
よ

う
で
す
（
＊
6
）。
ま
ち
づ
く
り
の
専
門
家
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
拠
点
と
大
学
の
サ

テ
ラ
イ
ト
教
室
が
あ
る
よ
う
な
ま
ち
で
す
。
そ
こ
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
滞
在
し
、
作
品
制
作
を
し
て
い
く
過
程
を
ま
ち
の
人
が
目
に
す
る

こ
と
で
、
正
体
不
明
の
「
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
に
対
し
て
少
し
で
も

理
解
を
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
。
２
０
０
９
年
は
ま
ち
の

人
か
ら
素
材
を
も
ら
っ
た
り
、

場
所
を
借
り
た
り
、
制
作
を
公

開
し
た
り
、
作
品
の
説
明
を
し

た
り
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
と
の

対
話
が
生
ま
れ
、
い
ろ
い
ろ
な

人
に
協
力
を
い
た
だ
き
、
交
流

が
生
ま
れ
ま
し
た
。

行
き
ま
し
た
が
、
理
解
さ
れ
ず
非
常
に
難
航
し
ま
し
た
。
ま
ず
、「
ト

リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
と
い
っ
て
も
ま
ち
の
人
た
ち
は
そ
れ
が
何
を
意
味

す
る
の
か
わ
か
ら
な
い
で
す
し
、
現
代
美
術
は
見
た
こ
と
が
な
い
と

お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
一
度
ま
ず
小
規
模
な
展
覧
会
を
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
っ
て
み
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
２
０

０
９
年
10
〜
11
月
ま
で
1
カ
月
間
行
っ
た
、「
長
者
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
２
０
０
９
（
＊
2
）」
で
す
。
9
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
12
カ
所
の
会

場
を
使
っ
て
展
示
を
し
、
主
に
ま
ち
の
人
た
ち
に
参
加
を
し
て
も
ら

う
こ
と
の
で
き
る
作
品
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　
い
く
つ
か
具
体
的
な
例
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「PiK
A

PiK
A

」
と
い
う
光
の
落
書
き
を
手
法
と
し
て
い
る
ト
ー
チ

カ
（
＊
3
）
は
、
参
加
者
と
一
緒
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
作
品
を
つ
く
り

ま
し
た
。
長
者
町
は
、
子
ど
も
が
6
人
し
か
住
ん
で
い
ま
せ
ん
。
で

す
の
で
子
ど
も
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
な
く
、
経
営
者
や
働
い

て
い
る
方
々
向
け
に
企
画
し
て
も
ら
い
、
参
加
者
を
募
り
ま
し
た
。

淺
井
裕
介
さ
ん
は
、
壁
画
を
ま
ち
の
中
に
描
き
ま
し
た
。「
壊
す
の
を

待
つ
だ
け
の
空
き
ビ
ル
だ
か
ら
好
き
な
よ
う
に
や
っ
て
い
い
よ
」
と

い
う
オ
ー
ナ
ー
も
何
人
か
い
ら
し
て
、
壁
面
す
べ
て
を
使
っ
て
描
く

トーチカ《PiKAPiKA》 2009

淺井裕介《室内森／粘土神》 2009
撮影：山田亘

KOSUGE1-16《長者町山車プロジェクト　やわら
かい山車》2009
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＊
7西

野
達
（
に
し
の
・
た
つ
）

１
９
６
０
年
、
愛
知
県
生
ま
れ
。
武
蔵
野
美
術
大
学

卒
業
後
、
１
９
８
７
年
、
渡
独
。
ベ
ル
リ
ン
在
住
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
。

す
。
つ
ま
り
、
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
で
は
な
い
構
造
に
な
っ
て
い
る
た
め

ビ
ル
１
棟
貸
し
の
需
要
が
な
く
、
次
の
借
り
手
が
見
つ
か
ら
ず
、
そ

の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
か
、
壊
し
て
駐
車
場
に
す
る
と
い
う
選
択

肢
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
会
場
探
し
と
並
行
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
た
り
、
地
域
の

方
に
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
を
呼
ん
だ
り
現
代
美
術
の
話
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、

愛
知
県
内
で
活
動
を
し
て
い
る
ギ
ャ
ラ
リ
ス
ト
や
大
学
の
先
生
を
呼

ん
で
「
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
ス
ク
ー
ル
」
と
い
う
教
室
を
空
き
ビ
ル
で

行
い
ま
し
た
。
と
き
に
は
ほ
か
の
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
長
者
町
の
神

輿
を
担
ぎ
に
も
い
き
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ン
の
３
カ
月
前
の
５
月
の
段
階
で
は
、
ま
だ
決
定
し
て
い

な
い
会
場
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。
テ
ナ
ン
ト
募
集
中
の
場
所
を

無
料
で
借
り
た
い
と
お
願
い
し
て
い
た
の
で
、
ほ
か
に
借
り
手
が
決

ま
れ
ば
話
は
な
く
な
り
ま
す
。「
５
月
末
ま
で
借
り
手
が
出
て
来
な
け

れ
ば
貸
す
よ
」
と
い
う
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
会

場
候
補
地
が
多
か
っ
た
の
で
す
。

　
し
か
し
、
ま
ち
が
一
体
と
な
っ
て
や
っ
て
い
る
こ
と
と
、
長
者
町

を
Ｐ
Ｒ
す
る
い
い
機
会
で
あ
る
こ

と
を
、
ま
ち
の
協
力
者
の
方
々
が

熱
心
に
説
得
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
ま
ち
づ
く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
拠
点

が
あ
り
、
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー

レ
と
組
ん
で
提
案
型
事
業
を
し
て

い
る
の
で
、
そ
こ
の
ス
タ
ッ
フ
た

ち
と
ま
ち
の
社
長
た
ち
が
オ
ー
ナ

ー
た
ち
の
説
得
に
協
力
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

■
２
０
１
０
年
の
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
向
け
た
準
備 

―
会
場
探
し
と
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
ス
ク
ー
ル

　
２
０
１
０
年
の
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
長
者
町
の
展
示
は
、
２
０
０

９
年
に
開
催
し
た
長
者
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
3
倍
の
規
模
の
展
示
が

発
案
さ
れ
ま
し
た
。
空
き
ビ
ル
も
そ
こ
ま
で
多
く
な
い
の
で
、
と
に

か
く
会
場
探
し
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
毎
週
の
よ
う
に
ま
ち
の
人
と

会
議
を
し
て
、
空
き
ビ
ル
を
ど
の
よ
う
に
交
渉
を
し
て
借
り
る
か
と

い
っ
た
戦
略
を
た
て
て
い
き
ま
し
た
。
長
者
町
は
繊
維
街
と
し
て
は

戦
後
栄
え
た
ま
ち
な
の
で
、
２
〜
３
代
目
の
社
長
が
多
く
、
彼
ら
は

小
さ
い
と
き
か
ら
こ
の
ま
ち
で
育
っ
て
い
る
人
た
ち
で
す
。
そ
の
た

め
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
密
で
あ
り
、
織
物
共
同
組
合
に
大
体
の
方
が
所

属
し
て
い
て
、
そ
の
組
合
の
会
議
で
提
案
す
る
と
、
お
お
よ
そ
話
が

通
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
密
な
ま
ち
の
ス
ケ
ー
ル

が
、
今
回
仕
事
を
進
め
や
す
か
っ
た
点
で
す
。
会
場
候
補
と
し
て
挙

げ
た
ビ
ル
の
う
ち
90
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　K
O

SU
G

E1-16

は
と
て
も
大
き
な
山
車
を
つ
く
る
た
め
、
広
い
制

作
場
所
が
必
要
で
し
た
。
そ
こ
で
繊
維
街
特
有
の
建
物
で
「
荷
さ
ば

き
場
」
と
い
う
荷
物
を
さ
ば
く
た
め
の
広
い
ス
ペ
ー
ス
を
持
つ
建
物

に
目
を
つ
け
ま
し
た
。
そ
こ
は
２
０
１
０
年
の
５
月
で
取
り
壊
し
が

決
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
何
日
も
嘆
願
に
行
き
、
ま
た
ま
ち
一
番
の
有

力
者
を
連
れ
て
行
っ
て
交
渉
し
、
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
閉
幕

日
の
10
月
31
日
ま
で
工
事
を
延
期
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
西
野
達
（
＊
7
）
の
作
品
が
設
置
さ
れ
た
場
所
は
、
数
年
空
き
地
と
な

っ
て
放
置
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
期
間
中
8
日
間
だ
け
貸
し
て
い

た
だ
け
な
い
か
と
交
渉
し
ま
し
た
。
長
者
町
で
空
き
ビ
ル
が
増
え
て

い
る
理
由
は
、
家
族
経
営
を
し
て
い
た
事
業
主
が
一
つ
の
ビ
ル
を
1

〜
2
階
を
商
売
に
、
3
〜
4
階
を
住
居
と
し
て
使
っ
て
い
た
た
め
で

トリエンナーレスクール　西野達アーティストトーク



4-11 東京アートポイント計画　Tokyo Art Research Lab
『日本型アートプロジェクトの歴史と現在』　第4章

「まちづくり×アートプロジェクト」● Case ⅠI　あいちトリエンナーレ　吉田 有里

み
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
に
、
機
材
を
雨
や
台
風
か
ら
守

っ
た
り
、
電
源
を
近
隣
の
ビ
ル
か
ら
確
保
し
た
り
、
街
灯
に
仕
掛
け

を
し
た
り
と
、
手
間
や
苦
労
も
あ
り
ま
す
が
、
都
市
は
深
夜
も
動
い

て
い
る
の
で
、
今
回
の
「
都
市
の
祝
祭
」
の
テ
ー
マ
に
も
合
わ
せ
た

重
要
な
特
徴
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
夜
も
長
者
町

に
人
が
増
え
、
飲
食
店
に
も
人
が
入
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

■
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
を
支
え
る
人
び
と 

―
２
０
１
３
年
に
向
け
て

　
最
後
に
、
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

方
の
話
を
し
ま
す
。
長
者
町
周
辺
付
近
だ
け
で
は
な
く
、
会
場
付
近

の
要
所
要
所
に
は
マ
ゼ
ン
タ
色
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
来
て
道
案
内
を
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
が
い
ま
す
。
ま
た
、
ま
ち
な
か
を
ピ
ン
ク
色

の
衣
装
を
来
て
練
り
歩
き
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
を
す
る
部
隊
も
あ
り
ま
す
。

実
は
こ
れ
ら
は
、
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
予
算
と
は
別
で
、
国
の
緊
急

雇
用
対
策
費
を
使
っ
て
い
ま
す
。
草
間
彌
生
さ
ん
デ
ザ
イ
ン
の
ト
ヨ

タ
の
プ
リ
ウ
ス
を
運
転
す
る
人
た
ち
、
道
を
案
内
す
る
人
た
ち
、
ベ

■
作
品
と
ま
ち
の
人
び
と
の
関
わ
り
方 

―
新
た
な
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
発
生

　
ゑ
び
す
祭
り
で
練
り
歩
き
を
行
う
、K

O
SU

G
E1-16

の
《
か
た
い

山
車
》
は
、「
長
者
町
繊
維
街
」
と
書
か
れ
た
ア
ー
ケ
ー
ド
よ
り
も
高

さ
が
あ
り
、
こ
の
ア
ー
ケ
ー
ド
を
く
ぐ
る
の
に
山
車
の
２
階
の
部
分

を
下
げ
な
が
ら
進
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
主
に
経
営
者
の
方
た
ち
が

山
車
を
ひ
き
ま
す
が
、
彼
ら
は
他
人
か
ら
指
示
を
受
け
る
こ
と
に
慣

れ
て
い
な
い
た
め
、
始
め
は
全
く
山
車
が
動
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
山

車
は
男
性
が
10
人
も
い
れ
ば
簡
単
に
動
く
重
さ
で
す
が
、
サ
イ
ズ
が

大
き
い
の
で
意
思
の
疎
通
が
図
れ
な
い
と
う
ま
く
引
く
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
「
こ
れ
は
練
習
し
な
け
れ
ば
」
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
２
週
間
に
一
度
は
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
今
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
と
て
も
ス
ム
ー
ズ
で
、
こ
う
し
て
新
た
に
若
手
社
長
た

ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
美
術
館
や
長
者
町
の
室
内
の
会
場
が
閉
館
し
た
あ
と
の

19
時
以
降
も
見
る
こ
と
の
で
き
る
、
夜
間
の
み
鑑
賞
で
き
る
作
品
を

展
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
長
者
町
に
夜
も
人
が
戻
っ
て
来
る
仕
組

KOSUGE1-16《長者町山車プロジェクト　かたい
山車》 2010　撮影：石田亮介

淺井裕介《ビッグハンド》2010　　　　　　　　

草間の水玉プリウス、トリエンナーレPR隊、LOVE
ちくん

トリエンナーレベロタクシー
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＊
8

ベロ
タ
ク
シ
ー

高
性
能
な
自
転
車
タ
ク
シ
ー
。

＊
9サ

ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
を
応
援
す
る
「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
ト

リ
ー
ズ
」
の
こ
と
。
主
な
活
動
と
し
て
は
、
た
ま
り

場
（
Ａ
Ｔ
カ
フ
ェ
）、
ア
ー
ト
講
座
（
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

ス
ク
ー
ル
）
や
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
異
な
り
、
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
を

応
援
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
一
緒
に
つ
く
り
上
げ

て
い
く
中
で
、
次
回
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
つ
な
が
る
よ

う
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
で
き
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。

＊
10最

終
的
に
は
57
万
2
千
人
。

ロ
タ
ク
シ
ー
（
＊
8
）
を
運
転
す
る
人
た
ち
は
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
と
は
別

予
算
な
の
で
す
。

　
ほ
か
に
も
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
（
＊
9
）
の
カ
フ
ェ
も
緊
急
雇
用
対

策
費
で
つ
く
り
ま
し
た
。
現
在
も
次
回
開
催
予
定
の
２
０
１
３
年
に

向
け
、
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
私

た
ち
ス
タ
ッ
フ
が
空
き
ビ
ル
で
開
催
し
て
い
た
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
ス

ク
ー
ル
も
、
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
に
委
任
し
、
現
在
も
続
い
て
い

ま
す
。
日
に
日
に
入
場
者
数
は
増
え
、
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
全
体
で
は

目
標
の
30
万
人
を
突
破
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
＊
10
）。

　
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
終
了
後
、
長
者
町
の
人
た
ち
の
熱
意
で
、
長
者

町
ア
ー
ト
ア
ニ
ュ
ア
ル
実
行
委
員
会
と
い
う
組
織
が
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
ま
ち
が
自
主
的
に
継
続
し
て
「
ア
ー
ト
な
ま
ち
」
と
し
て
「
ま

ち
×
ア
ー
ト
」
を
日
常
化
し
て
い
く
取
り
組
み
を
仕
掛
け
て
い
く
こ

と
を
宣
言
し
、
主
な
活
動
と
し
て
は
、K

O
SU

G
E1-16

の
山
車
の
保

存
や
、
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
の
自
主
開
催
な
ど
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
事
務
局
も
、
２
０
１
３
年
へ
の
開
催
に
向
け
て
、

長
者
町
に
拠
点
と
な
る
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
を
ま
ち
と
恊
働
で
立
ち
上

げ
、
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ク
ー
ル
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
制
作
な
ど
の
事
業

を
引
き
続
き
行
う
計
画
、
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
私
も
拠
点
づ
く
り

に
関
わ
っ
て
名
古
屋
に
残
り
仕
事
を
続
け
て
い
ま
す
。
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＊
1本

保
芳
明
（
ほ
ん
ぽ
・
よ
し
あ
き
）

１
９
４
９
年
、
北
海
道
生
ま
れ
。
初
代
観
光
庁
長
官
。

ク
ト
）
を
始
め
た
前
提
を
お
話
し
し
ま
す
。
２
０
０
４
年
、
当
時
私

は
フ
ラ
ン
ス
に
い
ま
し
た
が
、
ウ
ェ
ブ
上
に
掲
載
さ
れ
た
前
観
光
庁

長
官
の
本
保
芳
明
（
＊
1
）
さ
ん
の
「
今
、
別
府
が
面
白
い
」
と
い
う
内

容
の
記
事
が
発
端
で
す
。
そ
の
記
事
を
読
ん
で
驚
き
ま
し
た
。
実
は
、

別
府
は
路
地
裏
散
策
の
発
祥
地
で
あ
り
、
お
客
さ
ん
が
た
と
え
一
人

で
も
毎
日
ツ
ア
ー
を
出
し
て
い
て
、
一
人
の
お
客
さ
ん
に
ガ
イ
ド
が

２
人
と
い
う
状
況
も
あ
る
。
そ
う
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
ま

さ
か
と
思
い
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
別
府
市
役
所
へ
国
際
電
話
を
掛
け
て

確
認
を
し
た
ほ
ど
で
す
。
本
来
、
別
府
は
、
今
で
こ
そ
朝
食
な
し
や

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
が
あ
り
ま
す
が
、
通
常
は
そ
う
し
た
一
人
に
２
人

の
ガ
イ
ド
が
つ
く
よ
う
な
贅
沢
な
プ
ラ
ン
は
な
い
で
す
。
一
人
当
た

り
２
、
3
畳
と
い
う
計
算
で
6
畳
間
に
2
、
３
人
泊
ま
ら
せ
る
宿
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。 

熊
倉

―
か
つ
て
の
大
型
社
員
旅
行
が
そ
う
で
し
た
よ
ね
。
湯
布
院

や
黒
川
温
泉
の
よ
う
に
個
人
客
向
け
に
切
り
替
え
て
成
功
し
た
温
泉

地
が
多
い
の
に
対
し
て
、
別
府
や
熱
海
は
い
つ
ま
で
も
団
体
客
が
、

大
広
間
で
宴
会
を
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
多
く
残
っ
て
い
る
状
況

で
す
ね
。

山
出

―
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ

は
今
で
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
中
で
も
記
事
に
書
い
て
あ

っ
た
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
い

る
人
は
い
る
ん
で
す
ね
。
僕
は

単
純
に
「
こ
の
人
た
ち
に
会
い

た
い
」
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
欧
米
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

第
4
章
●「
ま
ち
づ
く
り
×
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

D
iscussion

ま
ち
へ
入
り
、人
と
つ
な
が
り
、 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
す
る
に
は

●
ゲ
ス
ト
＝
山
出
淳
也
、
吉
田
有
里

● 

発
言
者
＝
熊
倉
純
子
、
森
司
、
菊
地
拓
児
、
永
尾
真
由
ほ
か

C
ontents

■B
EPPU

 PR
O

JEC
T

を
始
め
た
き
っ
か
け
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
13

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は「
作
品
」か
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
14

■
ま
ち
と
の
関
係
づ
く
り
の
た
め
に

―
長
者
町
の
場
合
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
15

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
予
算
に
つ
い
て
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
16

■
ま
ち
と
の
関
係
づ
く
り
の
た
め
に

―
別
府
の
場
合
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
17

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
あ
り
方
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
18

■
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
の
印
象
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
19

■B
EPPU

 PR
O

JEC
T

の
評
価
と
人
材
育
成
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
21

■
ホ
ス
ト
と
し
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
22

■
ま
ち
の
協
力
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
24

■
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
複
合
化
に
つ
い
て
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
25

■
長
者
町
に
よ
る
長
者
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
26

■
こ
れ
か
ら 

―
土
地
の
証
券
化
を
目
指
すB

EPPU
 PR

O
JEC

T

‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
26

■BEPPU
 PRO

JEC
T

を
始
め
た
き
っ
か
け

山
出

―
ま
ずBEPPU

 PR
O

JEC
T

（
以
下
、
ベ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ

別府の街並み　©別府現代芸術フェスティバル2009実行
委員会　撮影：草本利枝
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＊
2３

頁
、
＊
３
を
参
照

ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
職
場
は
ど
こ
だ
」。
そ
の
言
葉
に
ド
キ
リ
と
し

ま
し
た
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
コ
レ
ク
タ
ー
に

作
品
を
売
る
こ
と
や
美
術
館
で
展
覧
会
す
る
の
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

仕
事
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
自
分
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

　
ア
ー
ト
は
目
的
で
は
な
く
、
自
分
が
知
り
た
い
こ
と
や
考
え
た
い

こ
と
伝
え
た
い
こ
と
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
表
現
活
動
な
の
か
も
し
れ
な

い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
な
ら
ば
、
美
術
館
で
仕
事
を
す
る
だ
け
が

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
は
な
い
と
そ
の
と
き
に
強
く
自
覚
し
ま
し
た
。
美

術
館
で
の
仕
事
の
依
頼
は
い
ま
で
も
あ
り
ま
す
が
、
お
断
り
す
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
ま
た
、
ベ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
私
の
作
品
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
の
責
任
は
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
デ
ィ
レ
ク
シ

ョ
ン
と
ス
タ
ッ
フ
の
成
長
で
す
。
何
か
と
何
か
を
つ
な
げ
る
こ
と
で
、

創
造
性
や
可
能
性
を
生
む
場
づ
く
り
が
自
分
の
仕
事
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
別
府
以
外
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
頼
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お

手
伝
い
で
き
る
こ
と
は
し
て
い
る
し
、
社
団
法
人
や
ア
ー
ト
系
の
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
私
は
別
府
の
ま
ち
づ
く
り
が
し
た
い
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ー
ト
に
何
ら
か
の
価
値
が
生
ま
れ
て
、
創
造

性
と
可
能
性
が
生
ま
れ
て
い
く
場
、
そ
れ
を
し
っ
か
り
と
つ
く
っ
て

い
き
た
い
。
そ
れ
が
前
提
に
あ
り
ま
す
。

熊
倉

―
ベ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
山
出
さ
ん
の
作
品
と
と
ら
え
る

こ
と
に
つ
い
て
で
す
が
、
一
般
論
的
に
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
舞
台
が

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
作
品
で
あ
り
、
映
画
が
監
督
だ
け
で
は
な
く
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
作
品
と
い
わ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。
た
だ
、

美
術
の
文
脈
で
「
作
品
」
と
言
わ
れ
る
の
は
非
常
に
危
険
で
す
。

　
近
代
美
術
史
と
い
う
学
問
が
扱
っ
て
き
た
の
は
、
個
と
し
て
の
ア

別
府
を
見
た
ら
、
ど
う
い
う
作
品
を
つ
く
る
ん
だ
ろ
う
と
い
う
よ
う

な
こ
と
を
考
え
て
、
そ
の
風
景
を
僕
は
ど
う
し
よ
う
も
な
く
見
た
く

な
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
を
何
カ
月
も
毎
日
の
よ
う
に
考
え
て
、
実
は

そ
の
ま
ま
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
残
る
予
定
を
変
更
し
て
、
２
０
０
４
年
の

10
月
、
別
府
に
帰
り
ま
し
た
。

熊
倉

―
「
ま
ち
な
か
で
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
や
る
」
と
い

う
意
気
込
み
で
帰
っ
て
き
た
わ
け
で
す
ね
。

山
出

―
い
や
、「
ま
ち
な
か
」
と
か
「
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

と
か
は
考
え
て
い
な
く
て
、
最
初
は
、
ド
ク
メ
ン
タ
や
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
が
モ
デ
ル
で
し
た
。
ス
ペ
ー
ス
が
し
っ
か
り
と
あ
り
、
こ
う
い
う

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
が
入
れ
ば
面
白
く
な
る
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。

し
か
し
、
果
た
し
て
そ
の
「
面
白
い
」っ
て
何
だ
ろ
う
と
考
え
た
ん
で

す
ね
。

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は「
作
品
」か

参
加
者
Ａ

―
山
出
さ
ん
は
、
ベ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
で
す
が
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。
ベ
ッ
プ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ご
自
身
の
中
で
は
作
品
と
い
う
位
置
付
け
な
の
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
別
府
以
外
の
場
所
で
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

開
催
を
考
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

山
出

―
２
０
０
７
年
、
ジ
ャ
ン
・
ル
イ
＝
ボ
ナ
ン
（
＊
2
）
と
話
を
し

て
い
た
と
き
「
こ
れ
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
ど
う
す
る
の
か
」

と
聞
か
れ
、「
作
家
業
は
し
た
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
迷
っ
て
い

る
」
と
答
え
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
言
わ
れ
た
一
言
は
「
お
前
の
ア
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＊
3建

畠
晢
（
た
て
は
た
・
あ
き
ら
）

１
９
４
７
年
、
京
都
府
生
ま
れ
。
２
０
０
５
年
〜
２

０
１
０
年
、
国
立
新
国
際
美
術
館
館
長
。
２
０
１
１

年
１
月
よ
り
京
都
市
立
芸
術
大
学
長
。
２
０
１
０
年
、

「
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
０
」
芸
術
監
督
を

務
め
た
。

い
し
た
い
で
す
。 

吉
田

―
ま
ず
２
０
０
９
年
の
４
月
に
、
建
畠
晢
（
＊
3
）
さ
ん
か
ら

「
ま
ち
で
走
り
回
っ
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
て
、
初
め
て
長
者
町
へ
行
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
ち
の
人
の
ほ
と
ん
ど
は
経
営
者
の
方
々
で
、
始

め
は
「
そ
れ
は
儲
か
る
の
か
」
と
い
う
反
応
で
し
た
。「
全
く
儲
か
ら

な
い
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
」
と
話
合
い
を

し
て
、
会
合
に
何
度
も
出
ま
し
た
。
コ
ツ
コ
ツ
と
毎
日
長
者
町
に
通

い
、
い
ろ
ん
な
人
に
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
長
者
町
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
２
０
０
９
年
に
開
催
し

た
と
き
は
、「
ド
キ
ド
キ
・
デ
ー
ト
・
プ
ラ
ン
」
と
い
う
、
土
地
の
所

有
者
の
お
じ
さ
ん
た
ち
と
展
覧
会
を
１
対
１
で
ま
わ
る
ガ
イ
ド
ツ
ア

ー
を
し
ま
し
た
。「
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
つ
も

言
わ
れ
て
い
た
の
で
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
制
作
現
場
、
空
間
の
使
い

方
を
一
人
ひ
と
り
に
説
明
を
し
な
が
ら
、
ま
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を

会
期
中
に
何
十
人
に
も
行
い
ま
し
た
。

　
初
め
、
私
は
長
者
町
で
「
お
ね
だ
り
姫
」
と
い
う
あ
だ
名
が
付
い

て
い
た
ん
で
す
。
い
つ
も
「
場
所
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て

ま
わ
っ
て
い
た
か
ら
で
す
ね
。

途
中
か
ら
は
「
た
か
り
屋
」。
開

催
直
前
は
「
ヤ
ク
ザ
」
に
な
り

ま
し
た
（
笑
）。

熊
倉

―
直
接
的
な
経
済
効
果

と
し
て
は
儲
か
ら
な
い
こ
と
は

確
実
で
す
よ
ね
。
そ
の
辺
り
は
、

交
渉
の
際
、
ど
の
よ
う
に
解
消

し
て
い
っ
た
ん
で
す
か
。

ー
テ
ィ
ス
ト
、
表
現
者
の
作
品
で
し
た
。
作
品
は
、
あ
く
ま
で
作
家

個
人
が
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
自
由
に
発
想
し
て
制
作
し
た
も
の
と
定

義
さ
れ
ま
す
。
作
品
が
社
会
的
な
文
脈
の
中
か
ら
生
ま
れ
る
と
し
て

も
、
あ
く
ま
で
一
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
そ
の
社
会
の
中
で
ど
う
い

う
立
ち
位
置
に
い
た
の
か
が
問
題
に
さ
れ
ま
す
。

　
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
美
術
と
い
う
文
脈
で
「
作
品
」
と
い
う
言

葉
が
意
味
す
る
も
の
は
、
厳
密
な
も
の
で
安
易
に
使
う
べ
き
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
21
世
紀
は
表
現
と
社
会
の
関
係
、
作
品
と
い
う
概

念
を
再
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
「
サ
イ
ト
・
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク
」
は
単
に

空
間
の
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
る
社
会
的
な
環
境
そ
の

も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
特
定
の
地
域
や
社
会
に
関
わ
っ
て

い
く
わ
け
で
す
か
ら
、
個
人
の
表
現
が
社
会
に
対
峙
す
る
と
い
う
近

代
的
な
作
品
の
概
念
は
必
ず
し
も
通
用
し
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
私
は

安
易
に
山
出
さ
ん
に
「
あ
れ
は
あ
な
た
の
作
品
で
す
ね
」
と
私
は
言

い
た
く
な
い
の
で
す
。
で
も
非
常
に
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
発
想

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
だ
し
、
山
出
さ
ん
の
場
合
、
コ
ト
を
ま
わ
し
て

い
く
と
き
の
ス
ピ
ー
ド
感
は
特
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
特
有
な
も
の
の

気
が
し
ま
す
。

■
ま
ち
と
の
関
係
づ
く
り
の
た
め
に

―
長
者
町
の
場
合

森

―
吉
田
さ
ん
の
場
合
は
、
行
政
主
導
で
資
金
集
め
の
苦
労
は
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
現
場
へ
入
る
と
、
ま
ず
人
間
関
係
を
築
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
ち
の
人
と
ア
ー
ト
の
関
係
も
つ
く
ら
な

く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
さ

せ
る
た
め
の
、
小
さ
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
日
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

た
く
さ
ん
開
発
し
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
辺
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
伺

あいちトリエンナーレ長者町会場の様子
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吉
田

―
制
作
風
景
を
見
せ
る
と
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
対
し
て
情
が

生
ま
れ
、「
何
を
つ
く
っ
て
い
る
か
よ
く
わ
か
ん
な
い
け
ど
一
生
懸
命

や
っ
て
い
る
か
ら
い
い
や
つ
だ
」
と
い
う
反
応
で
し
た
（
笑
）。
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
本
人
が
作
品
に
つ
い
て
も
話
す
と
少
し
ず
つ
理
解
し
て
も

ら
え
る
。
も
ち
ろ
ん
「
わ
か
ん
ね
ー
な
」っ
て
い
う
人
も
多
い
で
す
。

け
れ
ど
も
最
終
的
に
は
、
作
品
が
ま
ち
の
な
か
に
あ
る
っ
て
こ
と
は

面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
傾
い
て
く
れ
ま
し
た
。

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
予
算
に
つ
い
て

森

―
少
し
お
金
の
話
を
聞
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。
あ
い
ち
ト
リ

エ
ン
ナ
ー
レ
は
、
最
初
の
予
算
が
13
億
6
千
万
円
と
聞
き
ま
し
た
が
、

長
者
町
エ
リ
ア
は
そ
の
う
ち
の
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。

吉
田

―
長
者
町
エ
リ
ア
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
制
作
費
で
2
５
０

０
万
円
ぐ
ら
い
、
会
場
の
設
営
費
で
１
５
０
０
万
円
ぐ
ら
い
で
す
。

広
報
費
や
人
件
費
は
別
で
す
ね
。

森

―
長
者
町
は
、
企
画
の
規
模
を
２
０
０
９
年
に
比
べ
て
３
倍
に

し
た
と
い
う
お
話
で
し
た
が
、
実
際
に
３
倍
の
規
模
に
す
る
の
は
、

運
営
を
ま
わ
す
側
と
し
て
は
い
か
が
で
し
た
か
。

吉
田

―
や
は
り
、
ま
ち
な
か
で
展
示
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
名
古

屋
市
立
美
術
館
と
愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
ボ
リ

ュ
ー
ム
で
見
せ
た
か
っ
た
の
で
、
角
を
曲
が
れ
ば
作
品
が
あ
る
よ
う

に
し
な
く
て
は
い
け
な
い
な
と
私
も
考
え
て
い
ま
し
た
。
２
０
０
９

年
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
や
は
り
「
ま
ち
な
か
で
や
っ
て
い
る
」

感
が
寂
し
か
っ
た
と
ま
ち
の
人
も
感
じ
て
い
ま
し
た
。
で
す
の
で
、

吉
田

―
そ
う
で
す
ね
。
特
に
長
者
町
は
問
屋
街
な
の
で
、
一
般
の

人
が
増
え
た
と
こ
ろ
で
全
く
売
り
上
げ
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す

が
、
こ
の
ま
ま
繊
維
の
商
売
だ
け
を
や
っ
て
い
て
も
ま
ち
が
衰
退
し

て
い
く
の
で
、
ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
、
ま
ち
の
人
は

気
付
い
て
い
ま
し
た
。
ま
ち
一
番
の
有
力
者
が
協
力
す
る
と
言
っ
た

の
で
、
ほ
か
の
方
も
「
あ
の
社
長
が
言
う
な
ら
」
と
、
徐
々
に
心
を

開
い
て
く
れ
ま
し
た
。

森

―
そ
の
、
ま
ち
一
番
の
有
力
者
は
ど
の
辺
り
か
ら
乗
り
気
に
な

っ
た
ん
で
す
か
。

吉
田

―
意
外
と
最
初
か
ら
で
し
た
よ
。「
何
で
も
や
っ
て
み
ろ
」
と

い
う
人
だ
っ
た
の
で
、
毎
日
毎
日
、
会
い
に
行
き
、
美
術
に
限
ら
ず

い
ろ
い
ろ
話
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
よ
そ
か
ら
来
た
と
い
う
の

も
結
構
可
愛
が
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。「
東

京
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
た
め
に
来
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
す
ご
い
こ
と

に
違
い
な
い
」
と
み
な
さ
ん
言
わ
れ
ま
し
た
。

熊
倉

―
よ
く
言
わ
れ
る
「
よ
そ
も
の
・
ば
か
も
の
・
わ
か
も
の
」

で
す
が
、
ま
ち
に
は
誰
か
ら
順
番
に
あ
い
さ
つ
を
す
る
か
と
い
う
厳

し
い
ル
ー
ル
が
あ
り
、
そ
の
順
番
を
間
違
え
る
と
大
変
な
こ
と
に
な

り
ま
す
。
意
外
と
「
よ
そ
も
の
」
は
利
害
関
係
が
な
い
の
で
、
誰
に

で
も
突
撃
で
き
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
に
加
え
て
「
わ
か
も
の
」
だ
と
ま

ち
の
人
た
ち
が
気
兼
ね
な
く
𠮟
れ
て
、
仲
良
く
な
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

長
者
町
の
お
じ
さ
ん
は
、
そ
の
「
ド
キ
ド
キ
・
デ
ー
ト
・
プ
ラ
ン
」

を
面
白
が
っ
て
く
れ
ま
し
た
か
。
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会
議
所
青
年
部
に
行
っ
た
り
、
個
人
的
に
ア
ポ
イ
ン
ト
を
と
っ
た
り

し
て
、
ど
う
い
う
関
係
か
と
い
う
の
を
調
べ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に

徹
底
し
た
こ
と
は
「
名
刺
を
持
た
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
先

方
の
手
元
に
自
分
の
名
刺
が
残
る
と
動
き
が
と
り
に
く
く
な
る
と
思

っ
た
か
ら
で
す
。

　
ま
た
、
僕
は
別
府
に
生
ま
れ
た
の
で
も
な
く
、
今
で
も
住
ん
で
い

ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
今
後
も
住
ま
な
い
と
思
い
ま
す
。
狭
い
ま
ち
な

の
で
、
利
害
関
係
を
含
め
て
、
一
歩
線
を
引
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
は
、
み
ん
な
別
府
に
住
ん
で
い
ま
す
け
ど
ね
。

熊
倉

―
初
め
、
現
代
ア
ー
ト
は
わ
か
ら
な
い
と
言
っ
て
い
た
ま
ち

の
人
た
ち
が
、
突
然
、
現
代
ア
ー
ト
フ
ァ
ン
に
な
る
わ
け
で
は
な
い

と
思
う
の
で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
少
し
ず
つ
変
わ
っ
た
の
で
す
か
。
ま

ち
の
人
は
ど
の
よ
う
な
価
値
を
見
出
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

山
出

―
先
ほ
ど
吉
田
さ
ん
が
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
制
作
風
景
を
見

て
も
ら
う
と
い
う
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
ベ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
も
同
じ
よ
う
な
話
が
あ
り
ま
す
。

　
わ
く
わ
く
混
浴
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
大
家
さ
ん
に
は
２
０
０
８
年

の
11
月
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
た
の
で
す
が
、
大
家
さ
ん
は
80
歳
く

ら
い
で
、
も
う
足
も
悪
い
し
、
貸
し
た
く
な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
何
度
も
通
っ
て
口
説
き
、
借
り
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

結
果
的
に
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
仲
良
く
な
っ
た
大
家
さ
ん
は
、
昔
の

に
ぎ
や
か
な
ア
パ
ー
ト
が
戻
っ
た
と
喜
ん
で
く
れ
、
元
気
に
な
り
ま

し
た
。

　
そ
れ
か
ら
ア
パ
ー
ト
に
ち
ょ
く
ち
ょ
く
来
る
お
じ
さ
ん
が
い
ま
す
。

若
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
だ
な
ん
て
、
怪
し
い
。
酒
を
呑
ん
で
い
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
、
い
や
ク
ス
リ
を
や
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
偵
察

２
０
１
０
年
に
向
け
て
は
展
示
す
る
場
所
を
必
死
で
探
し
ま
し
た
。
　

　
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の
と
き
の
予
算
は
７
０
０
万
円
弱
だ
っ
た
の
で
２

０
１
０
年
の
予
算
規
模
は
5
倍
ほ
ど
で
す
が
、
会
場
は
無
償
で
提
供

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

森

―
長
者
町
エ
リ
ア
に
関
わ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
の
数
は
ど
れ
ぐ
ら
い

で
す
か
。

吉
田

―
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
26
組
に
対
し
、
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
は
5
人
で

す
。
そ
れ
か
ら
施
工
の
ス
タ
ッ
フ
が
５
、
６
人
。
長
者
町
専
門
の
担

当
は
私
だ
け
で
す
。
ほ
か
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
は
芸
文
セ
ン
タ
ー
の
作

家
を
抱
え
て
い
た
り
、
名
古
屋
市
美
の
作
家
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

森

―
山
出
さ
ん
の
方
は
人
件
費
が
ど
れ
く
ら
い
で
、
事
業
費
が
ど

れ
く
ら
い
で
す
か
。

山
出

―
５
千
万
円
の
う
ち
、
毎
月
給
料
が
出
て
い
る
人
件
費
が
年

間
で
２
千
万
円
ち
ょ
っ
と
く
ら
い
で
す
ね
。

■
ま
ち
と
の
関
係
づ
く
り
の
た
め
に

―
別
府
の
場
合

熊
倉

―
山
出
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
別
府
の
ま
ち
に
入
っ
て
い
っ
た

の
で
す
か
。

山
出

―
２
０
０
４
年
の
10
月
に
大
分
に
帰
っ
て
来
て
、
２
０
０
５

年
の
１
月
ま
で
リ
サ
ー
チ
を
し
て
い
ま
し
た
。
大
分
に
帰
っ
た
と
き

に
別
府
に
住
ん
で
い
る
知
り
合
い
は
一
人
し
か
い
な
か
っ
た
。
全
く

人
間
関
係
が
わ
か
ら
な
い
状
態
で
し
た
の
で
、
ま
ち
の
会
合
や
商
工
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＊
4オ

ン
パ
ク

別
府
八
湯
温
泉
泊
覧
会
の
こ
と
。
２
０
０
１
年
に
別

府
市
で
始
ま
り
、
温
泉
を
核
と
し
た
地
域
活
性
化

を
目
的
に
し
て
い
る
。
現
在
で
は
、
オ
ン
パ
ク
手
法

を
利
用
し
た
取
組
が
全
国
各
地
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

＊
5

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
・
ア
ー
ト

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
発
信
す
る
ア
ー
ト
、
と
い
う

理
解
の
さ
れ
方
が
一
般
的
で
あ
る
が
、〈
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
〉

の
定
義
は
国
や
そ
の
歴
史
的
背
景
か
ら
一
様
で
は
な

い
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
「
市
民
参
加
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

で
あ
り
「
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
す
る
」
集
団
的
な
創
造

性
に
よ
る
表
現
活
動
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

を
つ
く
り
た
い
の
で
、
そ
ち
ら
は
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
財
団
法
人
を
考

え
て
い
ま
す
。

熊
倉

―
Ｎ
Ｐ
Ｏ
っ
て
い
う
の
は
、
山
出
さ
ん
の
よ
う
な
行
動
力
と

情
熱
と
幅
広
い
視
野
み
た
い
な
も
の
が
な
い
と
、
や
っ
て
も
面
白
く

な
い
な
と
思
い
ま
す
。
助
成
金
を
と
っ
て
運
営
す
る
ル
ー
テ
ィ
ー
ン

か
ら
抜
け
ら
れ
な
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
多
い
中
で
、
同
じ
ま
ち
の
中
に
、
オ

ン
パ
ク
（
＊
4
）
の
よ
う
な
自
分
た
ち
の
創
意
工
夫
で
、
全
国
や
世
界
に

活
動
を
輸
出
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
い
る
の
は
す
ご
い
で
す
ね
。

山
出

―
自
分
が
思
い
描
い
た
風
景
を
見
た
い
か
、
見
た
く
な
い
か

と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
が
同
じ
風
景
を
見
た
い
わ
け

で
は
な
い
の
で
怒
ら
れ
た
り
し
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
前
向
き
な
の
は
、

そ
う
思
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
発
想
自
体
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
、
社
会
起
業

家
に
近
い
存
在
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ー
ム
を
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
枠
に
す
べ
て
あ
て
は
め
よ
う
と
す
る
と
首
を
し
め
る
と
い
う
の

は
経
験
上
感
じ
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
あ
り
き
の
存
在
で

す
が
、
も
と
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が

ず
れ
て
い
く
の
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
っ
て

い
う
の
は
す
ご
く
起
こ
り
や
す

い
で
す
。

熊
倉

―
Ｎ
Ｐ
Ｏ
的
志
向
の
ア

ー
ト
好
き
な
人
が
集
ま
る
と
、

や
や
も
す
る
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ア
ー
ト
（
＊
5
）
か
ら
発
想
が

広
が
ら
な
い
。
も
っ
と
ダ
イ
ナ

に
来
ま
し
た
。
す
る
と
、
若
者
が
み
ん
な
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
の

を
見
て
、
最
終
的
に
は
会
期
中
毎
日
、
ア
パ
ー
ト
へ
お
米
を
届
け
る

よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
終
わ
っ
て
か
ら
も
ず
っ
と
彼
ら
に
提
供
し

続
け
て
い
ま
す
。
成
果
物
だ
け
で
は
な
く
、
制
作
中
、
進
行
形
を
見

て
も
ら
う
の
は
、
非
常
に
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。 

森

―
そ
う
し
て
ど
ん
ど
ん
人
を
巻
き
込
む
こ
と
は
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ

ー
ブ
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
か
ら
、
ま
ち
な
か
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
す
る
と
き
の
一
つ
の
手
法
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
わ
ら
し
べ
長
者
」

み
た
い
に
可
能
性
が
開
け
て
い
く
よ
う
な
手
法
な
ん
で
す
ね
。

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
あ
り
方

熊
倉

―
別
府
は
始
め
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
よ
ね
。

こ
れ
は
日
本
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
も
新
鮮
な
形
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
実
行
委
員
会
形
式
で
始
め
て
、
活
動
開
始
後

５
、
６
年
経
っ
て
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま

す
が
。

山
出

―
ベ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
最
初
は
違
う
形
も

考
え
ま
し
た
。
で
も
一
つ
理
想
が
あ
っ
て
、
関
わ
ろ
う
と
思
っ
た
ら

誰
で
も
そ
こ
に
入
れ
る
と
い
う
形
に
し
た
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
を

し
っ
か
り
う
た
っ
て
い
き
た
か
っ
た
で
す
し
、
会
計
的
に
も
き
れ
い

に
し
た
か
っ
た
と
い
う
の
も
当
初
か
ら
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
に
す
る
の
が
一
番
近
い
と
思
い
ま
し
た
。
た
だ
、
今
の
僕
の
発

想
だ
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
は
な
い
形
の
方
が
本
当
は
や
り
や
す
く
て
、
で
き

れ
ば
来
年
度
中
に
も
う
一
つ
法
人
を
つ
く
ろ
う
と
考
え
て
い
て
、
そ

れ
は
株
式
会
社
で
す
。
そ
の
次
に
ま
ち
を
動
か
し
て
い
く
フ
ァ
ン
ド

わくわく混浴アパートメント　©別府現代芸術フェステ
ィバル2009実行委員会　撮影：久保貴史
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＊
6越

後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

正
式
名
称
は
「
大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻
有
ア
ー
ト

ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」。
３
年
に
１
度
、
越
後
妻
有
地
域

（
新
潟
県
十
日
町
市
・
津
南
町
）
の
里
山
で
展
開
さ

れ
る
国
際
芸
術
祭
。
２
０
０
０
年
に
第
1
回
が
開
催

さ
れ
、
以
後
２
０
０
３
年
、
２
０
０
６
年
、
２
０
０
９

年
に
開
催
。
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
ア
ー
ト
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
の
北
川
フ
ラ
ム
が
つ
と
め
る
。

＊
7横

浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

横
浜
市
で
3
年
お
き
に
開
催
さ
れ
る
現
代
美
術
の

国
際
展
覧
会
。
第
１
回
（
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
＝
河
本
信
治
、
建
畠
哲
、
中
村
信
夫
、

南
條
史
生
）
は
２
０
０
１
年
、
第
２
回
（
総
合
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
＝
川
俣
正
）
は
２
０
０
５
年
、
第
３
回
（
総

合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
＝
水
沢
勉
）
は
２
０
０
８
年
。
第
４

回
（
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
＝
逢
坂
恵
理
子
、
ア
ー
テ
ィ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
＝
三
木
あ
き
子
）
は
２

０
１
１
年
８
月
に
開
催
予
定
。

き
に
ま
ち
の
会
合
に
出
席
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
ま
ず
、
越
後
妻
有
ア

ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
（
＊
6
）
や
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
（
＊
7
）
の
事

例
を
挙
げ
て
、
長
者
町
で
も
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
準
備
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
、
と
い
う
主
旨
の
こ
と
を
お
話
し
た
の
が
最
初

で
す
。

　
ま
ち
の
印
象
は
独
自
の
景
観
が
あ
り
、
昭
和
の
雰
囲
気
を
残
す
建

物
も
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。
建
物
は
、
昭
和
30
年
代
辺
り
に
建
て
ら

れ
た
築
50
年
前
後
の
も
の
が
多
く
、
ま
た
繊
維
街
特
有
の
棚
が
つ
く

り
つ
け
て
あ
る
も
の
や
、
住
居
部
分
が
残
っ
て
い
る
建
物
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
滞
在
し
な
が
ら
制
作
を
す
る
こ

と
で
、
面
白
い
展
覧
会
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
魅
力
的

な
建
物
ば
か
り
で
、
建
物
と
ま
ち
の
ス
ケ
ー
ル
か
ら
、
一
気
に
ト
リ

エ
ン
ナ
ー
レ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
見
え
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　
長
者
町
は
、
約
１
０
０
メ
ー
ト
ル
四
方
の
街
区
が
４
×
４
で
16
街

区
並
ん
で
い
る
小
規
模
な
エ
リ
ア
な
の
で
、
そ
こ
に
作
品
を
密
集
さ

せ
る
の
は
非
常
に
明
解
で
す
し
、
運
営
も
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、
準

備
段
階
か
ら
イ
メ
ー
ジ
が
明
確
に
描
け
ま
し
た
。 

菊
地

―
山
出
さ
ん
は
ご
出
身

が
大
分
市
で
す
が
、
直
接
の
地

元
で
は
な
い
別
府
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。

山
出

―
別
府
は
日
常
的
に
行

く
場
所
で
は
な
く
、
ハ
レ
の
場

と
い
う
感
覚
が
自
然
と
あ
り
ま

し
た
。
30
年
ほ
ど
前
、
盆
正
月

に
親
戚
た
ち
と
一
緒
に
別
府
の

ミ
ッ
ク
な
発
想
を
も
た
な
い
と
、
社
会
的
起
業
は
無
理
で
す
よ
ね
。

山
出

―
最
近
う
ち
の
ス
タ
ッ
フ
に
も
言
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
家

族
風
呂
に
入
る
な
よ
っ
て
こ
と
で
す
。
混
浴
っ
て
言
っ
て
い
る
の
だ

か
ら
混
浴
に
入
ろ
う
っ
て
こ
と
で
す
。
家
族
風
呂
じ
ゃ
駄
目
な
ん
で

す
。
家
族
風
呂
を
否
定
す
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
、
気
の
合
っ
た

仲
間
た
ち
と
や
る
の
は
、
楽
し
い
し
ラ
ク
な
ん
で
す
よ
。
で
も
、
私

た
ち
が
目
指
し
て
い
る
の
は
ア
ー
ト
だ
け
で
な
く
て
、
生
活
、
社
会
、

未
来
、
世
界
…
…
。
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
ア
ー
ト
で
は
な
い
ん
で
す
。

「
混
浴
」
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

熊
倉

―
混
浴
温
泉
っ
て
い
う
の
は
、
本
当
の
温
泉
か
も
し
れ
な
い

し
、
ア
ー
ト
か
も
し
れ
な
い
し
、
い
ろ
い
ろ
わ
き
上
が
っ
て
来
る
創

造
的
な
も
の
だ
と
と
ら
え
て
も
い
い
で
す
ね
。

山
出

―
そ
う
で
す
ね
。
で
も
、
タ
イ
ト
ル
は
芹
沢
さ
ん
が
名
付
け

た
の
で
す
が
…
…（
笑
）。

■
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
の
印
象

菊
地

―
最
初
の
段
階
で
、
吉
田
さ
ん
は
ま
ち
に
ど
の
よ
う
な
印
象

を
持
ち
、
ど
の
よ
う
な
可
能
性
を
感
じ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
例

え
ば
、
こ
の
ま
ち
な
ら
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
感

じ
た
こ
と
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
反
映
し
ま
し
た
か
。

吉
田

―
私
は
、
横
浜
のBankA

R
T

で
5
年
間
働
い
た
あ
と
、
初

め
て
名
古
屋
へ
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
前
に
長
者
町

は
会
場
と
し
て
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
最
初
に
長
者
町
へ
行
っ
た
と

長者町繊維街
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＊
8油

屋
熊
八
（
あ
ぶ
ら
や
・
く
ま
は
ち
）

１
８
６
３
年
、
愛
媛
県
生
ま
れ
。
１
９
３
５
年
没
。

米
相
場
で
財
を
築
い
た
が
、
日
清
戦
争
後
に
破
産
し
、

１
８
７
１
年
に
別
府
に
移
住
し
再
起
を
図
る
。
１
９

１
１
年
に
亀
の
井
旅
館
（
現
在
の
別
府
亀
の
井
ホ
テ

ル
）
を
創
業
す
る
な
ど
、
別
府
の
観
光
開
発
に
尽
力

を
尽
く
し
た
人
物
で
あ
る
。

経
営
の
店
は
ど
ん
ど
ん
廃
業
し
て
い
ま
す
。
で
す
が
廃
業
と
い
っ
て

も
土
地
を
持
っ
て
い
た
り
す
る
の
で
、
そ
の
ま
ち
に
住
ん
で
店
の
シ

ャ
ッ
タ
ー
を
下
ろ
し
て
い
る
だ
け
、
と
い
う
状
況
で
す
。

森

―
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉
ま
っ
て
い
る
状
態
は
、
ま
ち
の
気
力
を
落

と
し
ま
す
よ
ね
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
は
開
け
る
べ
き
で
す
が
、
開
け
る
た

め
に
譲
る
の
は
面
倒
。
長
者
町
の
場
合
も
そ
う
し
た
困
難
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

山
出

―
長
者
町
に
あ
る
会
社
は
、
大
体
創
業
何
年
目
ぐ
ら
い
か
分

か
り
ま
す
か
。

吉
田

―
戦
前
か
ら
創
業
し
て
い
る
会
社
も
あ
り
ま
す
が
、
大
体
戦

後
す
ぐ
で
し
ょ
う
か
。
や
は
り
戦
後
が
一
番
栄
え
て
い
た
よ
う
で
す
。

長
者
町
自
体
は
戦
時
中
、
空
襲
で
焼
け
野
原
に
な
り
ま
し
た
。

菊
地

―
別
府
は
戦
災
で
焼
け
ず
に
残
っ
て
い
た
場
所
で
す
よ
ね
。

山
出

―
そ
う
な
ん
で
す
よ
。
別
府
は
旅
館
や
ホ
テ
ル
の
オ
ー
ナ
ー

で
、
3
代
前
の
お
墓
が
別
府
に
あ
る
人
は
非
常
に
少
な
い
で
す
。
本

家
だ
け
で
い
う
と
、
あ
れ
だ
け
ホ
テ
ル
が
多
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
僕

が
知
る
限
り
一
人
だ
け
で
す
。
別
府
は
１
９
２
４
年
（
大
正
13
）
に

市
制
が
施
行
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
大
体
そ
の
頃
か
ら
営
業
さ
れ

て
い
る
旅
館
も
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
別
府
は
よ
そ
者
の
ま
ち
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
の
頃
か
ら
少
し
ず
つ
観
光
地
化
さ
れ
て
い
き
ま
し

た
。

　
１
９
１
１
年
に
、
四
国
か
ら
別
府
へ
来
た
油
屋
熊
八
（
＊
8
）
が
別

府
を
観
光
地
と
し
て
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。
地
獄
巡
り
や
湯
布
院
も
、

旅
館
へ
泊
ま
り
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
頃
の
別
府
は
非

常
に
に
ぎ
や
か
で
し
た
。
た
ぶ
ん
僕
ら
が
別
府
の
ま
ち
が
本
当
に
に

ぎ
わ
っ
て
い
る
頃
を
知
っ
て
い
る
、
最
後
の
世
代
だ
と
思
い
ま
す
。

夜
は
ご
飯
を
食
べ
に
い
こ
う
と
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
行
き
、
小
学
校
低
学

年
の
僕
た
ち
兄
弟
や
従
姉
は
母
親
に
手
を
引
か
れ
て
帰
る
の
で
す
が
、

親
父
た
ち
は
向
こ
う
の
ネ
オ
ン
が
き
ら
め
く
界
隈
へ
消
え
て
い
っ
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
（
笑
）。
夜
の
別
府
は
ま
さ
に
歓
楽
街
で
、
ク
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
鳴
っ
た
り
怒
鳴
り
声
が
聞
こ
え
た
り
、
い
き
な
り
お
ば

ち
ゃ
ん
の
顔
が
目
の
前
に
出
て
来
て
、
ふ
と
見
る
と
胸
ポ
ケ
ッ
ト
に

花
が
刺
さ
っ
て
い
た
り
し
て
、
小
学
生
な
が
ら
お
っ
か
な
い
な
あ
と

い
う
印
象
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
そ
れ
は
北
海
道
の
す
す
き
の
や
歌
舞

伎
町
で
も
同
じ
な
の
で
す
が
、
唯
一
違
う
の
は
別
府
に
は
浴
衣
が
あ

っ
た
こ
と
で
す
。
別
府
に
い
る
人
た
ち
は
基
本
的
に
み
ん
な
浴
衣
を

着
て
い
て
、
洋
服
を
着
て
い
る
僕
ら
が
逆
に
恥
ず
か
し
い
ぐ
ら
い
な

ん
で
す
よ
ね
。
で
も
今
は
全
く
違
い
ま
す
。
歓
楽
街
的
な
要
素
を
残

し
つ
つ
、
右
肩
下
が
り
に
降
り
て
い
く
よ
う
な
感
じ
が
し
て
い
ま
す

ね
。

　
大
げ
さ
に
言
う
と
、
別
府
は
僕
ら
の
世
代
の
大
分
の
人
に
と
っ
て
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
子
ど
も

の
頃
は
「
い
つ
か
あ
の
場
所
に
戻
り
た
い
、
行
っ
て
み
た
い
」
と
ず

っ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
別
府
は
光
っ
て
い
て
輪
郭
が
ぼ
や
け
て

い
る
よ
う
な
場
所
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
が
ど
こ
か
し
ら
乾
い
て
、

土
ぼ
こ
り
が
舞
っ
て
い
る
よ
う
な
印
象
に
変
わ
り
ま
し
た
。

森

―
長
者
町
の
経
営
者
の
お
父
さ
ん
た
ち
も
、
商
い
的
に
お
そ
ら

く
同
じ
よ
う
な
気
分
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

吉
田

―
そ
う
で
す
ね
。
大
き
な
会
社
だ
け
が
残
っ
て
い
て
、
家
族
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＊
9貸

間
（
か
し
ま
）

別
府
独
特
の
食
事
無
し
素
泊
ま
り
の
温
泉
旅
館
の
シ

ス
テ
ム
の
こ
と
。

■BEPPU
 PRO

JEC
T

の
評
価
と
人
材
育
成

森

―
山
出
さ
ん
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ま
わ
す
立
場
と
し
て
今
か

ら
が
非
常
に
重
要
に
時
期
で
す
よ
ね
。
さ
ら
に
前
進
す
る
た
め
に
、

句
読
点
を
打
つ
と
い
う
意
味
で
、
評
価
を
す
る
段
階
で
す
よ
ね
。
そ

の
評
価
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

山
出

―
も
ち
ろ
ん
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
し
っ
か
り
と
報
告
書

を
つ
く
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
直
接
の
経
済
効
果
と
し
て
、
別
府
市
外

の
メ
デ
ィ
ア
へ
の
露
出
も
金
額
換
算
し
ま
す
。
そ
れ
と
は
別
に
、
経

営
上
、
人
件
費
な
ど
を
含
め
た
決
算
書
も
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
か
な
り
急
い
で
ま
わ
し
て
い
る
の
で
、
無
理
も
出
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
規
模
を
大
き
く
し
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
で
す
が
、
会
社
の
経
営
的
に
は
、
あ
ま
り
う
ま
く
い
っ
て
い

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
的
な
評
価
と
し
て
は
、
集

客
が
非
常
に
少
な
く
て
も
、
次
に
つ
な
が
る
か
ど
う
か
を
最
大
の
評

価
と
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、「
貸
間
」
を
語
源
と
す
る
、「K

A
SH

IM
A

（
カ
シ
マ
）」

（
＊
9
）
と
い
う
レ
ジ
デ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
ま
ち
な
か
に
あ
る
期
間
滞
在
を
し
て
、
制
作
を
し

ま
す
。
レ
ジ
デ
ン
ス
は
集
客
に
は
全
く
つ
な
が
り
ま
せ
ん
が
、
実
は
、

彼
ら
が
毎
晩
飲
ん
だ
り
す
る
中
で
、
地
域
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す

る
突
破
口
を
開
い
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
大
学
で
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
勉
強
を
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い

で
し
ょ
う
が
、
そ
の
人
た
ち
が
本
当
に
働
け
る
場
所
が
あ
る
の
か
と

い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
ベ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
小
さ
く
て
も

現
場
が
あ
る
の
で
、
し
っ
か
り
と
守
っ
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。

そ
の
人
た
ち
が
考
え
た
も
の
で
す
。
30
年
前
の
印
象
か
ら
す
る
と
、

湯
布
院
は
い
か
に
も
田
舎
く
さ
い
場
所
だ
っ
た
ん
で
す
。
隣
町
に
住

ん
で
い
た
か
ら
分
か
り
ま
す
が
、
昔
は
別
府
が
表
の
顔
で
し
た
。
そ

れ
が
い
つ
の
間
に
か
逆
転
し
た
ん
で
す
。

菊
地

―
よ
そ
者
の
ま
ち
と
い
う
感
覚
で
言
う
と
「
来
る
者
拒
ま
ず
、

去
る
者
追
わ
ず
」
の
最
た
る
場
所
の
一
つ
が
炭
鉱
町
だ
と
思
い
ま
す

が
、
別
府
も
ま
た
、
も
と
も
と
ま
ち
の
人
の
感
覚
と
し
て
よ
そ
か
ら

人
が
来
る
こ
と
に
対
し
て
そ
れ
ほ
ど
違
和
感
が
な
い
場
所
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

山
出

―
独
特
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は
あ
り
ま
す
。
必
ず
し
も
お
客

さ
ん
と
し
て
扱
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
非
常
に
接
触
の
仕

方
が
近
い
ん
で
す
。
観
光
地
の
温
泉
は
地
元
の
人
は
値
段
が
高
い
か

ら
入
ら
な
い
の
が
普
通
で
す
よ
ね
。
し
か
し
、
別
府
は
公
共
温
泉
で

地
元
の
人
が
管
理
す
る
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
基
本
的
に
、

公
共
温
泉
の
２
階
は
公
民
館
に
な
っ
て
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠

り
所
で
も
あ
る
し
、
観
光
客
が
来
る
場
所
に
地
元
の
人
も
い
る
の
で
、

非
常
に
関
係
性
は
近
い
で
す
。

　
そ
の
独
特
の
距
離
関
係
と
受
け
入
れ
る
独
自
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
、

そ
の
近
さ
が
い
い
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
、
別
府
に
集
ま
っ
て
来
る
人

た
ち
は
み
ん
な
、
す
ね
に
傷
を
持
っ
て
い
た
と
聞
き
ま
す
。
あ
る
時

期
、
旅
館
で
は
誰
で
も
住
み
込
み
で
働
け
て
い
ま
し
た
。
旅
館
は
人

手
も
い
る
し
、「
理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
か
ら
」
と
受
け
入
ら
れ
て
い

た
風
潮
の
名
残
が
今
で
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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は
り
学
ぶ
の
は
現
場
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
最
低
５
年
は
経
験
を
踏

ま
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
け
れ
ど
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
行
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
。

永
尾

―
今
後
ど
の
よ
う
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
か
。
ま
た
次
の
ス

テ
ッ
プ
の
イ
メ
ー
ジ
は
あ
り
ま
す
か
。
例
え
ば
、
山
出
さ
ん
が
い
な

く
な
っ
て
も
ベ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
続
け
ら
れ
る
く
ら
い
の
力
を

持
っ
て
ほ
し
い
な
ど
。

山
出

―
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
は
、
例
え
ば
自
分
で
起
業
す
る
人

も
い
る
だ
ろ
う
し
、
海
外
の
大
学
と
の
交
流
も
あ
る
の
で
、
そ
う
い

う
と
こ
ろ
で
研
究
員
に
な
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
そ
れ
こ

そ
違
う
地
域
で
ア
ー
ト
と
離
れ
て
ま
た
活
動
を
始
め
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
私
が
い
な
く
て
も
ま
わ
る
よ
う
に
準
備
は
し
て
い
ま
す
。
個
人
的

に
は
あ
と
数
年
で
代
表
は
離
れ
る
つ
も
り
で
す
。
今
後
の
ベ
ッ
プ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
3
千
万
円
を
超
え
な
い
規
模
で
、
日
常
的
に
き
め
細

や
か
な
発
信
業
務
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
展
開
で
き
る
小
さ
な
組
織

で
も
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
ホ
ス
ト
と
し
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加

菊
地

―
２
０
０
４
年
の
10
月
に
日
本
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
た
あ
と
、

リ
サ
ー
チ
を
さ
れ
た
と
い
う
お
話
を
先
ほ
ど
伺
い
ま
し
た
が
、
そ
の

と
き
、
地
域
と
の
関
係
や
印
象
の
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
。

山
出

―
変
化
を
感
じ
た
部
分
、
変
わ
ら
な
い
部
分
、
ど
ち
ら
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
人
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
も
、
必
ず
し
も

永
尾

―
事
務
局
の
人
材
育
成
の
話
を
も
う
少
し
伺
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
事
務
局
で
関
わ
っ
て
い
る
若
い
方
は
２
０
０
５
年
か
ら
地
元

で
働
き
始
め
た
わ
け
で
す
が
、
山
出
さ
ん
と
し
て
は
ど
う
育
っ
て
い

っ
て
ほ
し
い
の
か
、
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
あ
れ
ば
お
聞
き
し
た
い
で
す
。

山
出

―
個
人
的
に
は
勝
手
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ア
ー
ト
の
現
場
で
教
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り

で
い
い
人
材
が
育
つ
と
は
思
わ
な
い
で
す
し
、
先
に
答
え
を
提
示
し

な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
経
験
や
組
織
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
、
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
こ
う
い
う
目
的
だ
か
ら
、
自
分
た
ち
は
こ
う
ア

プ
ロ
ー
チ
し
て
い
こ
う
と
、
一
つ
ひ
と
つ
積
み
重
ね
て
い
く
。
そ
の

経
験
が
力
に
な
る
と
い
う
話
を
よ
く
し
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
、
ア
ー
ト
を
学
校
で
教
わ
っ
た
こ
と
が
な
く
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
手
伝
い
を
し
た
り
、
ま
ち
の
先
輩
た
ち
か
ら
い
ろ
ん
な
話
を

聞
い
た
り
と
、
経
験
の
中
で
育
ち
ま
し
た
。

　
ベ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
設
立
し
た
２
０
０
５
年
は
僕
も
含
め
て
、

ス
タ
ッ
フ
全
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し
た
。
２
０
０
６
年
は
少
し
お
金

が
入
る
よ
う
に
な
り
、
交
通
費
程
度
で
大
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
一

人
雇
っ
て
、
そ
の
子
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
今
は
総
務
と
し
て
お
金
の

管
理
を
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
形
で
残
る
人
が
多
く
、
若
い
け

れ
ど
軸
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
う
ち
で
一
番
上
の
人
は
僕
よ
り
11
歳
上
の
51
歳
で
、
一
番
若

い
の
は
26
歳
で
す
。
彼
は
一
番
若
い
の
に
役
職
は
僕
の
次
と
い
う
、

非
常
に
バ
ラ
ン
ス
の
悪
い
組
織
で
す
。
常
勤
ス
タ
ッ
フ
は
７
名
で
、

平
均
年
齢
は
30
代
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
か
ら
小
さ
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
い
く
と
き
は
、

学
生
を
２
人
で
組
ま
せ
て
実
際
に
現
場
を
や
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
や
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行
か
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。
長
者
町
の
人
た
ち
は
楽

し
ん
で
参
加
し
て
い
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
と
き
に
は

面
白
が
っ
て
い
た
人
た
ち
が
、
小
さ
な
ま
ち
の
中
で
各
自
に
責
任
を

負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
が
見
え
る
と
「
関
わ
っ
ち
ゃ
い
か
ん
、
ろ

く
な
こ
と
は
な
い
」
と
言
い
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
空
気

が
ま
ち
の
中
に
で
き
る
と
、
誰
も
見
に
行
か
な
く
な
る
。
で
も
見
に

来
て
も
ら
う
よ
り
、
ホ
ス
ト
側
に
参
加
し
て
も
ら
う
方
が
楽
し
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

山
出

―
や
は
り
80
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
第
3
次
産
業
で
し
ょ
う
。

か
な
り
の
割
合
で
サ
ー
ビ
ス
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ

の
観
光
業
や
サ
ー
ビ
ス
の
仕
事
を
し
て
い
る
方
た
ち
が
、
イ
ベ
ン
ト

に
来
る
お
客
さ
ん
相
手
の
商
売
方
法
を
し
っ
か
り
と
考
え
る
と
、
経

済
の
底
が
上
が
っ
て
い
く
と
思
う
ん
で
す
よ
。
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と

し
て
、
そ
の
辺
り
の
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

熊
倉

―
芸
術
文
化
振
興
の
政
策
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
な
い
地
域
も
ま
だ

多
い
中
、
文
化
行
政
の
セ
ク
シ
ョ
ン
と
地
元
文
化
団
体
と
は
依
存
関

係
に
あ
り
、
外
部
の
人
を
呼
ん
で
企
画
が
立
ち
上
が
る
と
、
地
元
文

化
団
体
が
行
政
に
ク
レ
ー
ム
を
言
う
と
い
う
利
権
構
造
が
存
在
す
る

こ
と
も
多
い
で
す
。
10
万
人
規
模
の
都
市
で
は
、
利
権
が
文
化
事
業

に
直
接
影
響
を
与
え
る
事
例
は
そ
れ
ほ
ど
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
本

番
前
に
み
ん
な
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
も
そ
の
影
響

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

山
出

―
な
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
９
割
は
僕
ら
が
体
制

を
整
理
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
が
原
因
で
す
。
だ
か
ら
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
を
し
な
が
ら
、
ト
ッ
プ
側
も
お
金
を
出
す
こ
と
も
含
め
て
責
任
の

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
は
思
っ
て
い
ま

せ
ん
。

熊
倉

―
け
れ
ど
も
、
事
前
に
「
オ
ン
パ
ク
」
と
共
催
し
た
り
、
既

存
の
ま
ち
の
組
織
と
の
関
係
の
つ
く
り
方
が
す
ご
く
面
白
い
な
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
国
際
展
を
や
る
と
な
っ
た
ら
ま
ち
の
人
た
ち
が
中

心
に
な
っ
て
、
作
戦
会
議
を
し
た
り
し
て
。
た
だ
本
番
直
前
に
は
、

ま
ち
の
人
た
ち
の
姿
は
消
え
て
い
た
。
非
常
に
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
が
、

あ
れ
は
こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
根
付
い
て
い
く
一
つ
の
プ
ロ
セ

ス
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
か
な
と
い
う
気
も
し
て
い
ま
す
。
大
型
展
は

準
備
段
階
で
は
興
味
を
持
っ
て
寄
っ
て
来
て
く
れ
る
も
の
の
、
本
番

に
な
る
と
引
い
て
い
く
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

山
出

―
展
覧
会
が
始
ま
る
ま
で
仕
事
を
す
る
こ
と
は
、
実
際
に
責

任
が
生
ま
れ
る
も
の
な
の
で
、
す
ご
く
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
そ

こ
ま
で
残
っ
て
く
れ
る
人
は
あ
ま
り
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
継
続
し

な
い
と
変
わ
ら
な
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
混
浴
温
泉
世
界
の
お
客
さ
ん
は
全
体
を
地
域
別
に
み
る
と
、
55
パ

ー
セ
ン
ト
は
大
分
県
外
、
27
パ
ー
セ
ン
ト
は
大
分
県
内
の
人
で
、
別

府
市
の
人
は
14
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
け
れ
ど
も
、
本
当
に
地
元
の
方

に
主
体
的
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
展
覧
会
の
「
観
客
」
に
な

る
の
で
は
な
く
、「
ホ
ス
ト
」
に
な
っ
て
も
ら
う
。
そ
の
連
携
の
仕
方

と
し
て
、
先
ほ
ど
述
べ
た
Ｂ
Ｐ
と
い
う
金
券
に
、
地
元
商
店
な
ど
に

も
一
部
負
担
し
て
も
ら
う
形
を
考
え
ま
し
た
。
こ
の
方
法
で
利
益
も

出
た
の
で
、
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
は
納
得
し
て
い
ま
す
。

熊
倉

―
そ
う
で
す
ね
。
１
回
目
は
、
お
手
並
み
拝
見
で
、
特
に
地

方
都
市
の
閉
鎖
的
な
社
会
だ
と
や
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
て
も
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＊
10Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
向
島
学
会
×
東
京
ア
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
計

画 「
墨
東
ま
ち
見
世
２
０
０
９
」
会
期
＝
２
０
０
９
年

9
月
1
日
〜
12
月
9
日
／
場
所
＝
曳
舟
・
京
島
・

東
向
島
・
八
広
・
押
上
エ
リ
ア

＊
11愛

知
県
職
員
担
当
者
。

で
過
ご
し
て
い
る
人
た
ち
の
も
の
で
も
あ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

何
ら
か
の
関
わ
り
を
つ
く
る
た
め
の
働
き
掛
け
は
難
し
か
っ
た
で
す

か
。

吉
田

―
各
社
ご
と
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
と
り
ま
し
た
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
会
社
単
位
で
参
加
し
て
も
ら
っ
た
り
も
し
ま
し
た
が
、

や
は
り
社
内
体
制
ま
で
は
こ
ち
ら
は
口
出
し
で
き
ま
せ
ん
。

熊
倉

―
で
す
が
長
者
町
で
働
い
て
い
る
人
の
中
に
、
会
社
に
言
わ

れ
な
く
と
も
個
人
の
意
志
で
土
日
な
ど
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
る
人

は
い
な
か
っ
た
ん
で
す
か
。

吉
田

―
ほ
と
ん
ど
い
な
い
で
す
ね
。

森

―
長
者
町
は
、
予
算
が
７
０
０
万
円
だ
っ
た
２
０
０
９
年
と
３

千
５
０
０
万
の
２
０
１
０
年
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
数
も
12
人
と
38
人

を
比
較
す
る
と
、
２
０
０
９
年
は
全
部
手
づ
く
り
で
や
っ
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
非
常
に
温
度
感
が
あ
り
、
身
体
的
な
距
離
感
が
あ
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

参
加
者
Ｂ
（
＊
11
）

―
２
０
０
９
年
は
か
な
り
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
や
建
築

家
の
負
荷
が
高
く
、
犠
牲
を
払
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
ま

ち
の
人
た
ち
、
特
に
会
社
の
オ
ー
ナ
ー
が
見
て
、
大
分
風
向
き
が
変

わ
っ
た
の
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

　
２
０
１
０
年
は
お
金
も
あ
り
規
模
も
大
き
く
な
っ
た
の
で
、
面
白

さ
の
評
価
は
分
か
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
前
年
よ
り
も
お
客
さ

ん
が
増
え
て
い
て
、
土
日
だ
と
一
つ
の
建
物
に
千
人
と
い
う
レ
ベ
ル

で
来
て
い
ま
す
。
目
に
見
え
て
ま
ち
が
に
ぎ
わ
い
、
長
者
町
の
人
が

所
在
を
明
確
に
し
て
い
か
な
い
と
駄
目
で
す
ね
。

熊
倉

―
や
は
り
現
場
で
は
「
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
し
て
く
だ
さ
い
」

と
ま
ち
の
人
へ
お
願
い
す
る
の
は
難
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。

山
出

―
そ
こ
は
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
は
な
く
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
あ
た

る
人
の
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。
き
ち
ん
と
ま
ち
の
人
び
と
と
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
仕
掛
け
る
側
が
き
ち
ん
と
役
割
分
担
を
し
て
協
働
関
係
に

な
い
と
「
あ
い
つ
が
勝
手
に
や
っ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
て
終
わ
り
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。

■
ま
ち
の
協
力

森

―
長
者
町
で
も
、
ま
ち
の
人
は
受
け
入
れ
る
か
受
け
入
れ
な
い

か
と
い
う
選
択
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
点
は
ど
う
で
す

か
。

吉
田

―
長
者
町
は
働
く
人
は
2
万
人
、
住
ん
で
い
る
人
は
４
０
０

人
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
昼
間
と
夜
、
平
日
と
土
日
で
は
、
ま
ち

の
様
子
が
全
然
違
う
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
。
手
伝
っ
て
く
れ
る
人

は
会
長
や
社
長
、
専
務
と
い
っ
た
経
営
者
で
す
。
社
員
さ
ん
の
協
力

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

熊
倉

―
そ
こ
は
都
市
型
の
面
白
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
２
０
０
９
年

の
「
墨
東
ま
ち
見
世
」（
＊
10
）
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
ま
ち
で
は
地
主

の
意
見
が
重
要
視
さ
れ
る
ま
す
が
、
ま
ち
は
地
主
の
も
の
で
は
な
い

し
、
住
ん
で
い
る
人
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
意
見
が
出
て
、

私
は
は
っ
と
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
長
者
町
は
、
平
日
週
５
日
を
そ
こ
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＊
12野

村
誠
（
の
む
ら
・
ま
こ
と
）

１
９
６
８
年
、
愛
知
県
生
ま
れ
。
京
都
大
学
理
学
部

数
学
科
卒
。
作
曲
家
。
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
奏
者
、
ピ

ア
ニ
ス
ト
。

誰
で
も
参
加
で
き
、
商
店
も
Ｂ
Ｐ
金
券
で
参
加
意
識
が
出
て
来
る
よ

う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
横
軸
と
し
、
作
品
性
の
強
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
縦

軸
と
す
る
と
、
必
ず
し
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
い
う
形
式
に
こ
だ
わ

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

山
出

―
そ
の
通
り
で
す
。
ベ
ッ
プ
・
ア
ー
ト
・
マ
ン
ス
は
い
ろ
ん

な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
各
団
体
が
横
の
連
携
が
な
い
と
い
う
の
は
、

実
は
行
政
も
ア
ー
ト
も
ど
こ
も
同
じ
な
ん
で
す
よ
ね
。

　
た
だ
重
要
な
の
は
、
ベ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
3
つ
の
構
想
が

あ
り
ま
す
が
、
混
浴
温
泉
世
界
と
い
う
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
日
常
的

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
結
節
点
で
あ
り
、
切
り
離
さ
れ
て
は
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
場
合
も
、
芸
文
セ
ン

タ
ー
の
「
ア
ー
ト
」
が
長
者
町
の
ア
ー
ト
と
ど
の
よ
う
に
共
存
し
合

う
の
か
と
い
う
こ
と
を
整
理
し
て
も
い
い
気
が
し
ま
す
。

熊
倉

―
も
し
か
す
る
と
、
長
者
町
は
美
術
に
こ
だ
わ
ら
な
く
て
も

よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
期
間
中
ず
っ
と
続
く
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
的
な
も
の
を
や
っ
て
い
て
も
よ
か
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

森

―
演
劇
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。
ダ
ン
ス
系
の
方

法
論
は
ア
ー
ト
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
よ
り
も
強
力
だ
し
、
普
及
性
が

あ
り
ま
す
。
ジ
ャ
ン
ル
に
こ
だ
わ
る
の
で
は
な
く
、
ま
ち
と
関
わ
る

と
き
の
方
法
論
を
も
っ
て
い
る
か
も
っ
て
い
な
い
か
が
重
要
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

熊
倉

―
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
音
楽

の
野
村
誠
（
＊
12
）
さ
ん
も
名
古
屋
の
出
身
で
、
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー

レ
で
も
面
白
い
こ
と
を
し
て
い
ま
し
た
よ
ね
。
長
者
町
は
映
像
や
屋

喜
ん
で
い
る
の
は
確
か
で
す
。
２
０
０
９
年
は
、「
次
回
も
長
者
町
で

や
る
ん
で
す
か
」
と
い
う
質
問
だ
っ
た
の
が
、
今
年
は
「
次
回
も
長

者
町
で
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
に
変
わ
り
ま
し
た
。

森

―
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
は
、
名
古
屋
市
立
美
術
館
と
愛
知

県
立
美
術
館
で
も
展
覧
会
を
や
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
長
者
町
は
ど
う

い
う
位
置
付
け
で
す
か
。

吉
田

―
初
め
の
構
想
で
は
長
者
町
地
区
も
含
め
て
す
べ
て
の
会
場

が
有
料
に
な
る
予
定
で
し
た
。
で
す
が
、
無
料
で
見
ら
れ
る
ゾ
ー
ン

が
あ
る
こ
と
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
美
術
館

の
展
示
で
は
な
い
長
者
町
に
関
し
て
は
、
変
更
を
要
請
し
ま
し
た
。

■
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
複
合
化
に
つ
い
て

熊
倉

―
次
の
別
府
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
展
示
作
品
の
数
を
減
ら

し
た
り
す
る
な
ど
、
ま
ち
な
か
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
規
模
を
小
さ
く

す
る
と
山
出
さ
ん
は
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
は

ど
の
よ
う
な
意
図
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

山
出

―
僕
は
、
ま
ち
の
一
つ
の
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
ア
ー
ト

が
存
在
す
る
、
そ
の
構
造
を
組
み
立
て
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
抽
象
的
で
す
け
れ
ど
、
ま
ち
の
縦
軸
に
も
横
軸
に
も
ア
ー
ト

が
し
っ
か
り
と
通
っ
て
い
く
よ
う
な
構
造
を
つ
く
る
。
そ
れ
に
は
、
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
あ
る
い
は
展
覧
会
と
い
う
形
じ
ゃ
な
く
て
も
い
い
と

い
う
考
え
で
す
。

熊
倉

―
仮
に
、
ベ
ッ
プ
・
ア
ー
ト
・
マ
ン
ス
２
０
１
０
の
よ
う
に
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＊
13長

者
町
地
区
で
は
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
０

会
期
終
了
後
、
住
民
た
ち
に
よ
っ
て
「
長
者
町
界
隈

ア
ー
ト
宣
言
」
が
提
言
さ
れ
、
地
元
か
ら
の
寄
付
金

等
を
も
と
に
日
常
的
・
継
続
的
に
長
者
町
界
隈
な

ら
で
は
の
ア
ー
ト
を
発
信
す
る
こ
と
を
目
標
に
、「
長

者
町
ア
ー
ト
ア
ニ
ュ
ア
ル
実
行
委
員
会
」
を
組
織
し

活
動
を
開
始
し
て
い
る
。

る
と
急
展
開
が
起
こ
っ
た
り
す
る
。

吉
田

―
私
た
ち
は
、
長
者
町
で
毎
回
続
け
て
い
き
た
い
と
は
一
切

言
っ
て
い
ま
せ
ん
。
と
い
う
か
言
え
な
い
の
で
す
。
や
は
り
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
が
変
わ
れ
ば
テ
ー
マ
も
変
わ
る
だ
ろ
う
し
、「
あ
い
ち
」
ト
リ

エ
ン
ナ
ー
レ
な
の
で
、
名
古
屋
市
内
で
は
な
い
と
こ
ろ
が
会
場
に
な

る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

森

―
行
政
主
導
型
の
長
者
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
な
く
、
長
者
町

に
よ
る
長
者
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
変
貌
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し

ょ
う
か
。
別
府
で
山
出
さ
ん
た
ち
が
や
っ
て
い
る
よ
う
に
、
数
千
万

円
の
規
模
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
長
者
町
の
人
た
ち
が
自
ら
「
一
人
１

０
０
万
円
ず
つ
出
せ
ば
な
ん
と
か
な
る
ぞ
、
や
っ
ち
ゃ
え
」
と
は
な

り
ま
せ
ん
か
。

吉
田

―
で
も
長
者
町
を
継
続
す
る
か
ど
う
か
は
、
意
見
が
分
か
れ

て
い
て
結
論
は
ま
だ
出
て
い
ま
せ
ん
。
一
部
で
や
り
た
い
と
思
っ
て

る
人
も
も
ち
ろ
ん
い
る
し
、
展
覧
会
と
し
て
残
さ
ず
と
も
カ
フ
ェ
の

あ
っ
た
建
物
ご
と
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
形
で
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
制
作
し
た
り
滞
在
す
る
ス
タ
ジ
オ
に
す
る
と
い
っ
た
構
想
を
持

っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
（
＊
13
）。

■
こ
れ
か
ら 

―
土
地
の
証
券
化
を
目
指
すBEPPU

 PRO
JEC

T

熊
倉

―
山
出
さ
ん
の
場
合
は
、
活
動
を
立
ち
上
げ
て
か
ら
わ
り
と

す
ぐ
に
、
役
所
を
通
じ
て
国
の
厚
労
省
や
内
閣
府
、
ま
た
は
新
し
い

政
策
モ
デ
ル
事
業
か
ら
お
金
を
と
っ
て
き
た
り
し
て
い
ま
す
よ
ね
。
よ

外
作
品
も
含
め
て
、
造
形
的
な
美
術
作
品
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
最
近
の
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ア
ー
ト
の
表
現
活
動
に
見
ら

れ
る
と
う
に
も
う
少
し
現
在
進
行
形
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
活
動
が

あ
っ
て
も
よ
か
っ
た
か
な
と
も
思
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
山
出
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
よ
う
に
、
ま
ち
の
縦
軸

に
も
横
軸
に
も
ア
ー
ト
が
し
っ
か
り
と
通
る
時
代
が
来
た
ら
、
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
は
ま
ち
な
か
で
誰
も
が
美
術
や
ダ
ン
ス
を
行
う
時
代
に

移
行
す
る
一
つ
の
プ
ロ
セ
ス
だ
っ
た
と
歴
史
的
に
位
置
付
け
ら
れ
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
い
は
、
横
軸
の
強
度
を
補
強
す
る
縦
軸

と
し
て
ま
ち
な
か
に
非
日
常
的
な
作
品
が
必
然
性
は
あ
り
続
け
る
か

も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ver.2.0

は
、
美
術
や
音
楽
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
は
括
れ
な
い
次
元
に

発
展
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
長
者
町
に
よ
る
長
者
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

森

―
吉
田
さ
ん
は
、
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
だ
か
ら
ま
た
3
年
後
が
あ

る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
次
へ
の
継
続
の
イ
メ
ー
ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

吉
田

―
そ
れ
が
問
題
点
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ

ー
レ
と
同
様
、
あ
い
ち
も
毎
回
変
わ
る
タ
イ
プ
だ
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
知
事
が
再
出
馬
を
し
な
い
意
向
を
表
明
し
た
の
で
、
２
０
１

３
年
の
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
は
、
ま
だ
正
式
発
表
は
で
き
な
い

状
況
で
す
。

森

―
結
局
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
が
行
政
主
導
型
の
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
の
問
題
点
で
も
あ
り
ま
す
ね
。
ま
ち
の
人
は
、
2
年
間
も
そ

の
気
に
さ
せ
ら
れ
て
、「
こ
ん
な
に
付
き
合
っ
た
の
に
」、
い
ざ
と
な
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＊
14証

券
化

手
形
、
債
券
、
株
式
な
ど
の
有
価
証
券
を
利
用
し
て
、

金
融
資
産
を
流
動
化
さ
せ
る
こ
と
。

＊
15高

松
丸
亀
町
商
店
街

大
型
店
立
地
が
進
む
高
松
市
で
、
４
０
０
年
の
歴
史

を
持
つ
中
心
商
店
街
の
再
開
発
が
２
０
０
２
年
度
か

ら
２
０
０
６
年
度
ま
で
行
わ
れ
た
。
定
期
借
地
権
方

式
を
導
入
、
土
地
の
所
有
と
利
用
を
分
離
し
て
市

街
地
再
開
発
事
業
の
新
し
い
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
開
発

し
た
「
高
松
丸
亀
町
商
店
街
Ａ
街
区
第
一
種
市
街
地

再
開
発
事
業
」
の
こ
と
。

＊
16総

合
特
区
制
度

政
府
に
よ
る
「
新
成
長
戦
略
〜『
元
気
な
日
本
』
復

活
の
シ
ナ
リ
オ
〜
」（
２
０
１
０
年
６
月
18
日
閣
議
決

定
）
に
基
づ
き
、
地
域
の
責
任
あ
る
戦
略
、
民
間
の

知
恵
と
資
金
、
国
の
施
策
の
「
選
択
と
集
中
」
の
観

点
を
最
大
限
活
か
し
、
規
制
の
特
例
措
置
や
税
制
・

財
政
・
金
融
上
の
支
援
措
置
な
ど
を
パッ
ケ
ー
ジ
化

し
て
実
施
す
る
制
度
。

り
ま
す
。
固
定
資
産
税
を
考
え
る
と
、
例
え
ば
昭
和
50
年
代
に
購
入

し
た
物
件
が
、
今
も
当
時
の
価
値
で
計
算
さ
れ
て
い
る
。
建
物
自
体

の
価
値
は
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
中
で
、
高
い
税
金
を
払
い
続
け
て
い

る
。
こ
れ
は
一
番
の
重
要
な
収
入
源
の
地
方
税
だ
か
ら
絶
対
に
市
役

所
は
触
り
た
く
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
も
う
一
つ
、
総
合
特
区
制
度
（
＊
16
）
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
大

分
県
と
し
て
手
を
挙
げ
る
べ
く
、
今
シ
ナ
リ
オ
を
つ
く
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
固
定
資
産
税
を
常
に
変
動
す
る
よ
う
に
す
る
。
店
を
再

開
す
る
場
合
は
、
固
定
資
産
税
を
安
く
さ
せ
る
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉

ま
っ
て
い
る
空
き
店
舗
を
防
い
で
い
か
な
い
と
、
ま
ち
の
市
街
地
は

ど
ん
ど
ん
空
洞
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。
空
洞
化
し
て
ド
ー
ナ
ツ
か
ら

ス
ト
ロ
ー
ま
で
進
ん
で
し
ま
う
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
と
て
も
悪
く

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
非
常
に
深
刻
な
問
題
で
す
。
ま
ち
に
は
若
い
学

生
も
多
い
し
、
活
動
し
た
い
人
も
た
く
さ
ん
い
る
。
若
い
人
が
起
業

を
始
め
て
住
み
続
け
る
方
が
い
い
と
思
う
ん
で
す
。
別
府
の
場
合
、

商
店
街
の
店
主
の
平
均
年
齢
は
64
歳
で
す
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
閉
め
て

い
る
人
の
中
に
は
、
70
歳
を
超
え
て
い
る
た
め
、
新
し
く
店
を
始
め

る
の
は
無
理
と
い
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
よ
り
若
い
人
た
ち

に
、
リ
ス
ク
も
あ
る
が
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
、
背
中
を
押
す
よ
う
に

行
政
は
変
わ
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
僕
と
し
て
は
別
府
に
こ
だ
わ
り
、
丁
寧
に
ア
ー
ト
を
日
常
化
し
て

い
く
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て
、
そ
れ
を
メ
イ
ン
で
や
っ
て
い
く
べ
き

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
混
浴
温
泉
世
界
や
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
別
会
社
な
り
が
運
営
し
て
、
そ
の
事
務
局
を
ベ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
担
う
と
か
、
そ
う
い
う
外
注
業
者
が
担
う
と
か
。
そ
う
い
う
業

者
に
な
っ
て
も
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

熊
倉

―
山
出
さ
ん
の
土
地
の
証
券
化
の
話
は
、
名
古
屋
の
長
者
町

く
あ
る
公
的
資
金
を
危
険
視
す
る
ス
タ
ン
ス
と
は
逆
で
す
。「
土
地
を

証
券
化
（
＊
14
）
す
る
」
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
詳
し
く
伺
え
ま

す
か
。

山
出

―
国
の
お
金
を
活
用
す
る
の
に
躊
躇
が
な
い
の
は
、
国
民
の

僕
ら
が
、
提
案
し
て
実
践
し
て
い
け
ば
い
い
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。
も
と
も
と
ア
ー
ト
業
界
の
中
で
や
っ
て
い
く
と
い
う
発
想
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
活
動

を
始
め
て
た
わ
け
で
も
な
く
、
ア
ー
ト
を
信
じ
て
い
る
一
人
の
人
間

で
す
。
だ
か
ら
ア
ー
ト
は
ア
ー
ト
で
、
経
済
は
経
済
で
、
福
祉
は
福

祉
で
と
、
別
々
に
考
え
る
こ
と
は
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
証
券
化
に
つ
い
て
で
す
が
、
日
本
で
は
香
川
県
の
高た
か

松ま
つ

丸ま
る

亀が
め

町ま
ち

商

店
街
（
＊
15
）
が
唯
一
の
証
券
化
モ
デ
ル
で
す
。
あ
る
地
元
の
方
が
頑
張

っ
て
関
係
性
を
築
き
、
非
常
に
有
能
な
方
が
事
務
に
入
っ
て
で
き
た

モ
デ
ル
で
す
。
経
済
産
業
省
が
ど
う
い
う
モ
デ
ル
を
つ
く
ろ
う
と
し

て
い
た
か
と
い
う
と
、
ま
ず
土
地
の
所
有
者
が
い
て
、
建
物
が
あ
り

ま
す
。
土
地
の
価
値
が
変
動
し
て
い
く
一
方
で
、
建
物
の
価
値
も
時

間
と
と
も
に
変
動
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
賃
貸
や
所
有
に
お
け
る
価
値

を
分
離
さ
せ
よ
う
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
モ
デ
ル
を

丸
亀
で
一
部
実
践
し
て
い
ま
す
。

　
単
純
に
い
う
と
、
ま
ち
は
一
つ
の
エ
リ
ア
で
す
。
そ
れ
を
一
つ
の

家
、
デ
パ
ー
ト
、
百
貨
店
と
同
等
に
と
ら
え
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
よ

う
と
考
え
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
面
的
に
発
想
し
て
い
く
こ
と
を
、
タ

ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
線
的
な
金

額
設
定
で
は
な
く
、
エ
リ
ア
全
体
で
考
え
、
土
地
の
所
有
者
の
権
利

と
建
物
の
価
値
を
一
時
的
に
分
離
さ
せ
ま
す
。
時
間
単
位
で
の
変
動

を
数
字
に
表
し
て
数
式
を
つ
く
り
、
金
額
を
常
に
増
減
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
少
な
く
と
も
い
ま
の
家
賃
よ
り
も
断
然
安
く
な
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※
本
座
談
会
へ
の
参
加
者
に
つ
い
て

菊
地
拓
児
（
き
く
ち
・
た
く
じ
／
リ
サ
ー
チ
ア

シ
ス
タ
ン
ト
、「
コ
ー
ル
マ
イ
ン
研
究
室
」主
宰
）

九
冨
美
香
（
く
と
み
・
み
か
／
イ
ン
タ
ー
ン
、

茅
野
市
美
術
館
学
芸
員
）

坂
本
有
理
（
さ
か
も
と
・
ゆ
り
／
東
京
ア
ー
ト

ポ
イ
ン
ト
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
）

永
尾
真
由
（
な
が
お
・
ま
ゆ
／
リ
サ
ー
チ
ア
シ

ス
タ
ン
ト
、
一
橋
大
学
大
学
院
言
語
社
会
研
究

科
芸
術
系
修
士
課
程
在
籍
）

で
、
一
部
の
人
た
ち
の
も
の
で
あ
る
文
化
資
本
を
み
ん
な
に
開
放
し

よ
う
、
と
い
う
試
み
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
前
回
触

れ
た
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
が
、
山
出
さ
ん
は
文
化
資
本
の
公
共
化
こ

そ
経
済
活
動
の
源
だ
と
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
し
た
。
そ

れ
で
は
長
い
お
時
間
お
付
き
合
い
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

に
も
参
考
に
な
る
話
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

吉
田

―
私
の
場
合
、
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
を
や
っ
て
ま
ち
を
変
え
よ

う
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
ち
自
体
を
変
え
る
の
に
は
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
ま
ち
は
、
ま
ち
づ
く
り
10
年
プ
ラ
ン
を
推
進
し
て
い
る

の
で
す
が
、
2
年
前
か
ら
始
ま
り
、
10
年
の
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
人
た
ち
か
ら
す
る
と
、
私
た
ち
が
や
っ
て
来
て
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
か
き
回
し
て
い
く
と
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
う
や
っ
て
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
し
て
い
く
こ
と
で
新

た
な
関
係
性
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
仲
が

悪
か
っ
た
あ
の
社
長
と
こ
の
社
長
が
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
お
か
げ
で

協
力
し
た
り
だ
と
か
。

熊
倉

―
前
回
も
水
戸
と
金
沢
で
の
ま
ち
な
か
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
紹
介
で
社
会
関
係
資
本
に
つ
い
て
は
触
れ
ま
し
た
が
、
や
は
り

長
者
町
の
お
話
を
伺
っ
て
も
、
ア
ー
ト
に
は
既
存
の
「
結
束
型
社
会

関
係
資
本
」
に
働
き
掛
け
て
、
既
存
の
組
織
の
間
に
新
た
な
関
係
性

を
生
み
だ
す
力
が
あ
る
よ
う
で
す
ね
。「
結
束
型
社
会
関
係
資
本
」
は

青
年
会
議
所
な
ど
が
そ
の
一
例
で
す
が
、
メ
ン
バ
ー
が
は
っ
き
り
し

て
い
て
、
閉
鎖
的
に
な
り
や
す
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

に
対
し
て
、
既
に
存
在
し
て
い
る
組
織
と
組
織
の
間
を
つ
な
ぐ
「
橋

渡
し
型
社
会
関
係
資
本
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
が
、
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
こ
の
「
橋
渡
し
型
社
会
関
係
資
本
」
と
し
て
ま
ち
づ
く

り
に
寄
与
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
対
し
て
山
出
さ
ん
は
、
土
地
を
個
々
の
私
有
物
で
は
な
く

て
ま
ち
全
体
共
有
の
財
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の
新
し
い
シ
ス
テ
ム

と
し
て
、
不
動
産
価
値
の
変
動
シ
ス
テ
ム
を
構
想
し
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
わ
け
で
す
ね
。
さ
ら
に
丁
寧
に
ア
ー
ト
を
日
常
化
し
て
い
く
こ
と
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地域型アートプロジェクト
を支える 
スタッフたちの横顔

アートプロジェクトはどのような人びと
によって運営されているのでしょうか。
ここでは、プロジェクトを支えるスタッ
フに焦点を当て、人材という切り口から
プロジェクト運営の実態や現場の問題な
どを掘り下げます。富山県氷見市のヒミ
ング、秋田県大館市のゼロダテ、茨城県
取手市の取手アートプロジェクト、埼玉
県北本市の北本ビタミンから、それぞれ
のプロジェクトの中心メンバーをお招きし、
現場を支えるスタッフの紹介をはじめ、
担い手である人材の可能性を探ります。

高野織衣（たかの・おりえ）
１９７２年、富山県生まれ。アートＮＰＯヒミング代表。２００５
年にヒミングの前身である氷見クリック実行委員会に参
加し、「氷見クリックってなにか」という観点でドキュメンタ
リー制作を行うことで、活動に深く共感。２００８年にＮＰＯ
の法人化を行い、ヒミング代表となる。

石山拓真（いしやま・たくま）
１９７６年、秋田県生まれ。ゼロダテアートプロジェクト、プ
ロジェクトリーダー。２００２年 秋葉原ＴＶ３で中村政人氏と
出会い、commandN へ参加、KANDADAでの活動開
始。２００７年 ゼロダテアートプロジェクトを開始。２０１１年
4月から活動の拠点を秋田県大館市に移し、本格的に
ゼロダテの運営を行っていく。

羽原康恵（はばら・やすえ）
１９８１年、高知県生まれ、三重県出身。取手アートプロジ
ェクト実施本部事務局長。筑波大学国際総合学類卒、
同大大学院人間総合科学研究科芸術学専攻（芸術支
援学）修了。財団法人静岡県文化財団企画制作課にプ
ランナーとして勤務後、結婚を機に取手に戻る。２０１０年
春より取手アートプロジェクトに本格復帰し現職。

新井慶太（あらい・けいた）
1983年、埼玉県生まれ。キタミン・ラボ舎代表。2008
年の夏に行われた北本アーツ・キャンプへ参加。そこで
出会った参加者とともに市民団体「キタミン・ラボ舎」を
立ち上げる。2009年4月より北本市や市内の団体と

「北本ビタミン」プロジェクトを開始し、日本文化デザイン
会議との共催イベントや「おもしろ不動産」を展開。

Case I  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2

サスティナブルアートプロジェクト ヒミング
（富山県氷見市）

高野 織衣

Case II  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 6

ゼロダテアートプロジェクト（秋田県大館市）

 石山 拓真

Case III  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10

取手アートプロジェクト（茨城県取手市）

羽原 康恵

Case IV ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13

北本ビタミン（埼玉県北本市）
 新井 慶太

Discussion  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16

Part 1　現場の実態
高野織衣 × 石山拓真 × 羽原康恵 × 新井慶太
× リサーチアシスタント

Part 2　地域型アートプロジェクトの可能性
中村政人 × 高野織衣 × 石山拓真 × 羽原康恵 
× 新井慶太 × 熊倉純子（東京藝術

大学教授） × 森司（東京アートポイント
計画 ディレクター ） 

× リサーチアシスタント

講座・研究会開催日：2010年11月5日
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＊
1ヒ

ミ
ン
グ

も
と
も
と
２
０
０
３
年
に
氷
見
市
内
の
建
築
家
を
中

心
と
し
た
有
志
が
市
内
の
蔵
を
リ
サ
ー
チ
す
る
中
か

ら
阿
尾
漁
港
前
の
番
屋
に
て
「
蔵
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
行
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

「
ヒ
ミ
ン
グ
２
０
０
６
―
こ
こ
だ
け
の
氷
見
／
き
こ
え

る
氷
見
」
会
期
＝
２
０
０
６
年
7
月
22
日(

土)

〜

8
月
5
日(

土)

／
会
場
＝
氷
見
市
内
／
参
加
作
家

＝
日
比
野
克
彦
、
堀
浩
哉
、
藤
浩
志
、
田
中
信
行
、

渡
辺
寛

「
ヒ
ミ
ン
グ
２
０
０
７
―
風
と
聴
く
氷
見 

水
と
描
く

氷
見
」
会
期
＝
２
０
０
７
年
８
月
26
日
（
日
）〜
９
月

８
日
（
土
）／
会
場
＝
氷
見
市
内
／
参
加
作
家
＝
伊

藤
敦
、
鈴
木
真
吾
、
宍
戸
遊
美
、
中
村
政
人
、
原
三

枝
、
日
比
野
克
彦 

ほ
か
15
名

＊
2氷

見
ク
リ
ッ
ク

２
０
０
４
年
か
ら
２
０
０
7
年
に
行
わ
れ
、
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
「Com

and N

」
の
作
家
の

方
を
中
心
に
ア
ー
ト
の
眼
で
氷
見
を
と
ら
え
、
映
像

表
現
と
し
て
発
表
す
る
上
映
会
。

「
氷
見
ク
リ
ッ
ク
２
０
０
４
」
会
期
＝
２
０
０
４
年
９

月
４
日
（
土
）／
会
場
＝
富
山
県
氷
見
市
阿
尾
漁
港

内　

元
漁
師
番
屋
前
特
設
会
場
／
参
加
作
家
＝
中

村
政
人
、
伊
藤
敦
、
林
僚
児
、
宍
戸
遊
美
、
藤
森

千
夏 

ほ
か

「
氷
見
ク
リ
ッ
ク
２
０
０
５
―
氷
見
を
観
る
／
氷
見

を
撮
る
」
会
期
＝
２
０
０
５
年
8
月
1
日(

月)

〜

８
月
6
日(

土)

／
会
場
＝
北
大
町
海
浜
埋
立
地
／

参
加
作
家
＝
伊
藤
敦
、
牛
島
均
、
仰
木
香
苗
、
鎌
仲

ひ
と
み
、
宍
戸
遊
美
、
中
村
政
人
、
早
川
満
友
、
藤

浩
志
、
堀
浩
哉 

ほ
か

「
氷
見
ク
リ
ッ
ク
２
０
０
６
―
こ
こ
だ
け
の
氷
見
／
き

こ
え
る
氷
見
」
会
期
＝
２
０
０
６
年
7
月
22
日(

土)

〜
29
日(

土)

／
会
場
＝
氷
見
市
内
ア
ー
ケ
ー
ド
／

参
加
作
家
＝
石
山
拓
真
、
伊
藤
敦
、
坂
野
み
つ
の
り
、

宍
戸
遊
美
、
中
村
政
人 

ほ
か

「
氷
見
ク
リ
ッ
ク
２
０
０
７
」
会
期
＝
２
０
０
７
年
９

月
８
日
（
土
）／
会
場
＝
国
見
天
空
平
／
参
加
作
家

＝
伊
藤
敦
、
鎌
仲
ひ
と
み
、
川
岸
修
、
宍
戸
遊
美

第
5
章
●「
ス
タ
ッ
フ
×
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

Case I 

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト  

ヒ
ミ
ン
グ（
富
山
県
氷
見
市
）

高
野 

織
衣

C
ontents

■
ヒ
ミ
ン
グ
と
は

―
地
域
特
性
と
活
動
概
要
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
2

■
蔵
を
改
装
し
た
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

―
活
動
拠
点
の
確
保
‥
‥
‥
‥
‥
3

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
え
る
人
た
ち 

―
地
元
の
お
っ
ち
ゃ
ん
お
ば
ち
ゃ
ん
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
4

■
ヒ
ミ
ン
グ
と
は

―
地
域
特
性
と
活
動
概
要

　
私
た
ち
が
活
動
し
て
い
る
富
山
県
氷
見
市
は
人
口
５
万
人
の
ま
ち

で
、
日
本
海
に
面
し
た
能
登
半
島
の
付
け
根
に
あ
り
ま
す
。
海
だ
け

で
な
く
山
の
豊
か
さ
に
恵
ま
れ
た
自
然
が
た
く
さ
ん
残
る
場
所
で
す
。

ヒ
ミ
ン
グ
（
＊
1
）
は
「
氷
見
＋ing

」
を
意
味
し
、
ア
ー
ト
の
創
造
性

に
よ
っ
て
今
の
氷
見
を
見
つ
め
直
し
て
、
こ
の
場
な
ら
で
は
の
価
値

を
見
い
だ
す
動
き
を
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
市
民
が
一
緒
に
な
っ
て
つ
く

っ
て
い
こ
う
と
い
う
目
的
で
２
０
０
４
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
も

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
最
初
は
ヒ
ミ
ン
グ
と
い
う
名
前
で
は
な
く
、
２
０
０
４
年
に
「
氷

見
ク
リ
ッ
ク
」（
＊
2
）
と
い
う
映
像
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
始
ま
っ

た
の
で
す
が
、
こ
の
と
き
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
氷
見
に
や
っ
て
き
て
、

手
始
め
に
地
元
の
人
と
組
み
、
ま
ち
を
リ
サ
ー
チ
し
映
像
作
品
を
制

作
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
そ
の
後
の
ヒ
ミ
ン
グ
の
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ

ン
グ
と
な
る
活
動
で
、
氷
見
の
人
も
知
ら
な
か
っ
た
よ
う
な
場
所
や

人
と
出
会
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
場
所
の
魅
力
が
た
く
さ
ん
発

見
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
氷
見
ク
リ
ッ
ク
で
出
会
っ
た
一
つ
が
木
造
和
船
、「
天て
ん

馬ま

船せ
ん

」

で
す
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
始
ま
っ
た
「
天
馬
船
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
紹
介
し
ま
す
。
定
置
網
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
る
氷
見
に
は
、
木
造

和
船
の
天
馬
船
と
い
う
小
船
が
至
る
所
に
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
40
年

代
ま
で
は
海
上
の
軽
ト
ラ
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
、
海
上
の
至
る
所

で
乗
ら
れ
て
い
た
小
回
り
が
利
く
小
さ
い
船
で
す
。
氷
見
ク
リ
ッ
ク

で
作
家
が
ま
ち
を
リ
サ
ー
チ
し
て
い
る
と
き
、
船
大
工
の
番ば
ん

匠
し
ょ
う

光み
つ

昭あ
き

さ
ん
と
出
会
い
ま
し
た
。
番
匠
さ
ん
に
よ
る
と
、
最
近
は
Ｆ
Ｒ
Ｐ
の

船
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
い
、
天
馬
船
は
40
年
間
つ
く
ら
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
、
番
匠
さ
ん
は
こ
の
ま
ま
だ
と
な
く
な
っ
て
し
ま
う

造
船
技
術
を
伝
え
た
い
と
活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
木
造
和
船
を
復
活
さ
せ
る
天
馬
船
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め

ま
し
た
。
ま
ず
木
造
の
小
さ
い
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
船
を
つ
く
り
、
レ
ー

氷見クリック（2005年）　　　　　　　　　

氷見上庄川天馬船レース
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＊
3２

０
０
８
年
９
月
23
日
、
富
山
県
氷
見
市
北
大
町
の

旧
家
で
あ
る
堀
埜
家
の
石
蔵
が
ヒ
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
の
活
動
拠
点
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
。
住

所
＝
富
山
県
氷
見
市
北
大
町
７
―
６
。

＊
4

レ
ジ
ャ
ー
用
の
ボ
ー
ト
。

＊
5中

村
政
人
（
な
か
む
ら
・
ま
さ
と
）

１
９
６
３
年
、
秋
田
県
生
ま
れ
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
東

京
藝
術
大
学
絵
画
科
准
教
授
、3331 Arts Chi-

yoda 

統
括
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。
１
９
９
７
年
か
ら
非
営

利
芸
術
活
動
団
体
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト 

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
・
コ
マ
ン
ド
Ｎ
」
を
主
宰
、
グ
ロ
ー
カ
ル
な
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
「PO

W
W

O
W

」
を
36
回

開
催
。
第
49
回
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
（
２
０

０
１
年
）、
１
９
９
９
年
か
ら
秋
葉
原
電
気
街
全
域
で

の
「
秋
葉
原
Ｔ
Ｖ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
す
る
な

ど
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
活
動
と
と
も
に
、
一
般
市

民
、
学
生
、
商
店
組
合
、
民
間
企
業
、
大
使
館
、
自

治
会
な
ど
を
結
び
つ
け
る
新
た
な
社
会
参
加
型
ア

ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
、
制
作
す
る
。

な
っ
た
漁
網
が
置
い
て
あ
り
、
そ
の
漁
網
を
蔵
の
外
へ
だ
さ
な
い
と

い
け
な
い
の
で
す
が
、
網
を
動
か
す
だ
け
で
す
ご
い
埃
が
で
て
、
学

生
と
一
緒
に
真
っ
黒
に
な
り
な
が
ら
掃
除
を
し
ま
し
た
。
２
０
０
７

年
も
夏
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
示
会
場
と
し
て
、
掃
除
を
進

め
、
中
に
あ
っ
た
網
が
空
っ
ぽ
に
な
っ
て
２
０
０
８
年
に
本
格
的
に

場
所
を
お
借
り
し
て
、
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
改
修
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
地
元
の
人
や
学
生
、
今
ま
で
ヒ
ミ
ン
グ
の
活
動
に
参
加
し

て
く
だ
さ
っ
た
方
も
手
伝
っ
て
い
た
だ
い
て
、
セ
ル
フ
ビ
ル
ド
で
改

修
し
ま
し
た
。
現
在
は
こ
こ
で
展
覧
会
や
レ
ク
チ
ャ
ー
や
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
蔵
の
目
の
前
の
川
に
は
、
趣
味
で
釣
り

を
す
る
人
た
ち
の
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
（
＊
4
）
が
係
留
さ
れ
て
い
て
、

釣
り
か
ら
帰
っ
た
お
じ
さ
ん
た
ち
が
、
ヒ
ミ
ン
グ
で
何
を
や
っ
て
い

る
か
の
ぞ
き
に
来
て
、
誰
か
い
る
と
話
を
し
て
帰
り
ま
す
。
ま
た
大

漁
な
ら
ば
、
釣
っ
た
ば
か
り
の
魚
を
持
っ
て
き
て
は
、
ア
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
調
理
。
海
の
文
化
や
海
と
向
か
い
合
っ
て
生
活
し
て
い
る
人

た
ち
の
生
の
声
を
聞
き
な
が
ら
み
ん
な
で
そ
の
魚
を
い
た
だ
く
、
氷

見
の
文
化
を
体
現
し
て
い
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ヒ
ミ
ン
グ
は
も
と
も
と
、
中
村
政
人
（
＊
5
）
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て

ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
、
私
は
２
０
０
８
年
ま
で
、
ヒ
ミ
ン
グ
は
中
村

政
人
さ
ん
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
と
い
う
意
識
で
、
中
村
さ
ん

が
氷
見
の
人
と
行
動
す
る
こ
と
で
描
い
た
新
し
い
氷
見
を
、
形
に
す

る
こ
と
を
考
え
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
２
０

０
８
年
に
こ
の
蔵
の
改

修
を
始
め
、
夏
だ
け
で

は
な
く
年
間
を
通
し
た

活
動
に
移
行
す
る
際
に

そ
の
意
識
は
変
わ
り
ま

ス
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
一
艘
千
円
で
一
般
の
方
に
レ
ー
ス
に

参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
資
金
を
集
め
、
木
造
和
船
を
つ
く
ろ
う
と

考
え
ま
し
た
。
番
匠
さ
ん
に
「
資
金
を
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
集

め
ま
す
」
と
説
明
し
た
と
き
に
、
最
初
は
「
な
に
ゆ
っ
と
ん
が
？ 

自

分
だ
っ
て
ず
っ
と
つ
く
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
つ
く
れ
な
い

ん
だ
ぞ
」
と
全
く
信
じ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
２
０
０
６
年

か
ら
３
回
、
川
に
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
船
を
流
す
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
天
馬
船

レ
ー
ス
を
開
催
し
造
船
資
金
を
集
め
、
２
０
０
８
年
に
本
当
の
木
造

和
船
を
2
艘
つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
天
馬
船
を
つ
く
り
、
川

で
遊
覧
体
験
を
し
た
り
、
海
に
出
て
近
く
の
唐
島
で
昔
の
子
ど
も
た

ち
が
楽
し
ん
だ
海
遊
び
を
し
た
り
、
地
元
の
人
た
ち
と
つ
な
が
る
こ

と
が
で
き
、
海
の
文
化
を
教
え
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
っ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
。

■
蔵
を
改
装
し
た
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

―
活
動
拠
点
の
確
保

　
私
た
ち
が
活
動
拠
点
を
構
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
海
の
す
ぐ
近
く

に
あ
る
川
に
面
し
た
築
１
０
０
年
く
ら
い
の
石
蔵
で
す
（
＊
3
）。
こ
こ

を
自
分
た
ち
で
改
装
し
て
ア
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
こ
は
も
と
も
と
醤
油
や
味
噌
を

つ
く
る
た
め
の
穀
物
庫
で
40
年
以

上
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

２
０
０
６
年
に
夏
の
２
週
間
だ
け

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
拠
点
と

し
て
こ
こ
を
使
い
た
い
と
、
蔵
を

お
借
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
、
蔵
の
中
に
は
使
わ
れ
な
く

氷見上庄川天馬船レース

ヒミング・アート・センター外観
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ワ
ー
ク
は
す
ご
い
で
す
。
20
～
60
代
く
ら
い
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
に

付
き
合
い
が
あ
る
の
で
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
と
て
も
重
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
と
、
山
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
的
な
方
で
、
森も
り

杉す
ぎ

国く
に

作さ
く

さ
ん

と
い
う
方
が
い
ま
す
。
こ
の
方
は
地
域
の
荒
れ
た
森
を
な
ん
と
か
し

た
い
と
行
動
し
て
い
る
人
で
す
。
ヒ
ミ
ン
グ
は
こ
の
方
の
よ
う
な
、
地

域
に
思
い
を
持
っ
て
い
る
人
と
動
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

森
杉
さ
ん
は
土
砂
崩
れ
で
山
の
て
っ
ぺ
ん
を
削
り
取
っ
て
し
ま
い
自

然
と
人
の
つ
な
が
り
を
な
く
し
た
場
所
を
、
も
う
一
度
人
と
つ
な
が

り
を
持
て
る
場
に
し
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
り
、
天
空
平
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
森
杉
さ
ん
と
地
元
の
方
々
の
多
大
な
ご
協
力
の
も
と
行

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
伊い

勢せ
し

尚ょ
う

一い
ち

さ
ん
と
い
う
お
じ
さ
ま
が
い
ま
す
。
彼
は
木
造
の

天
馬
船
を
漕
げ
る
方
で
、
子
ど
も
好
き
で
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
を
や
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
、
２
０
０
９
年
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
櫓ろ

漕こ

ぎ
担
当
に
な
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
櫓
漕
ぎ
を
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。
最
近
で
は
ア
ー
ト
自
体
に
も
興
味
を
持
っ
て
、
日
比
野
克
彦

さ
ん
が
来
ら
れ
た
と
き
に
も
積
極
的
に
話
し
か
け
ら
れ
た
り
、
テ
レ

ビ
で
ア
ー
ト
の
番
組
を
見
た
あ
と
、
私
に
「
ア
ー
ト
ち
ゃ
、
全
然
わ

か
ら
ん
か
っ
た
け
ど
、
自
分
が
ま
ち
を
ど
う
や
っ
て
見
る
か
な
ん
や

ね
」
と
話
し
て
く
れ
た
り
と
、
ヒ
ミ
ン
グ
を
深
く
理
解
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
蔵
の
大
家
さ
ん
の
堀ほ
り

埜の

秋あ
き

彦ひ
こ

さ
ん
で
す
。
彼
が
い
な

か
っ
た
ら
こ
の
場
所
は
こ
ん
な
に
う
ま
く
進
ま
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
う
ほ
ど
、
私
た
ち
の
ア
ー
ト
活
動
に
理
解
を
示
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。「
何
を
し
て
い
る
か
わ
か
ら
ん
」
と
言
い
な
が
ら
面
白
が

っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
食
事
の
差
し
入
れ
や
、
大
工
仕
事
も
進
ん
で

や
っ
て
く
れ
、「
こ
こ
に
こ
う
い
う
台
が
ほ
し
い
な
」
と
言
う
と
、
翌

し
た
。
企
画
の
提
案
や
助
成
金
な
ど
の
申
請
も
含
め
、
す
べ
て
地
元

の
ス
タ
ッ
フ
で
運
営
す
る
と
い
う
形
に
移
行
し
、
こ
の
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
化
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
、
年
間
の
予
算
規
模
は
８
０
０
万
円

で
す
。
コ
ア
メ
ン
バ
ー
や
実
際
に
動
い
て
い
る
人
数
は
女
性
３
人
と

男
性
１
人
の
計
４
人
。
そ
れ
か
ら
、
日
常
的
に
遊
び
に
き
た
り
、
手

伝
い
に
来
て
く
れ
る
お
っ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
10
人
く
ら
い
い
ま
す
。
現

在
は
、
私
た
ち
市
民
か
ら
見
た
氷
見
は
何
が
必
要
な
ん
だ
ろ
う
と
考

え
、
そ
れ
を
一
緒
に
見
つ
め
、
見
い
だ
し
て
く
れ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
方
を
招
聘
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
展
覧
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
え
る
人
た
ち 

―
地
元
の
お
っ
ち
ゃ
ん
お
ば
ち
ゃ
ん

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
人
た
ち
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
、
ヒ

ミ
ン
グ
の
立
ち
上
げ
に
も
関
わ
っ
て
い
る
コ
ア
メ
ン
バ
ー
の
平ひ
ら

田た

哲て
つ

朗あ
き

さ
ん
と
平ひ

ら

田た

淑よ
し

江え

さ
ん
で
す
。
夫
婦
で
旅
館
を
経
営
し
て
い
ま
す

が
、
も
と
も
と
は
旅
館
の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
中
村
政
人
さ

ん
を
氷
見
に
呼
ん
だ
の
で
す
。
し
か
し
旅
館
の
中
だ
け
の
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
だ
と
面
白
く
な
い
と
い
う
話
に
な
り
、
ま
ち
の
中
に
出
て

ま
ち
全
体
で
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
ろ
う
と
い
う
話
に
な
っ
た

と
こ
ろ
か
ら
ヒ
ミ
ン
グ
が
始
ま
っ
た
と
い
う
背
景
が
あ
り
ま
す
。
彼

は
中
村
政
人
さ
ん
が
藝
大
の
学
生
だ
っ
た
と
き
に
同
級
生
で
友
人
だ

っ
た
た
め
、
中
村
さ
ん
に
声
を
か
け
た
そ
う
で
す
。

　
続
い
て
鎧よ
ろ

田い
だ

由ゆ

紀き

子こ

さ
ん
と
い
う
方
で
す
。
彼
女
は
ス
ー
パ
ー
主

婦
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
写
真
が
好
き
で
ヒ
ミ
ン
グ
の
立
ち
上
げ
に

も
関
わ
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
今
は
写
真
を
撮
り
な
が
ら
会
計
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
人
と
出
会
う
こ
と
が
す
ご
く
好
き
な
人
な
の
で
、

「
ヨ
ロ
ネ
ッ
ト
」
と
私
た
ち
が
呼
ん
で
い
る
く
ら
い
、
彼
女
の
ネ
ッ
ト
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週
に
は
で
き
て
い
ま
す
（
笑
）。

　
続
い
て
岩い
わ

瀬せ
し

昭ょ
う

一い
ち

さ
ん
と
い
う
方
が
い
ま
す
。
天
馬
船
の
櫓
漕
ぎ

が
き
っ
か
け
で
ヒ
ミ
ン
グ
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、
彼
は

素
潜
り
が
得
意
で
す
。
私
も
、
な
か
な
か
上
手
く
は
な
ら
な
い
の
で

す
が
、
素
潜
り
を
教
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
あ
と
は
、
野の

寺で
ら

さ
ん
と
い
う
お
じ
さ
ん
。
氷
見
は
最
近
お
じ
さ
ん

し
か
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
く
ら
い
お
じ
さ
ん
だ
ら
け
で
す

が
、
そ
の
一
人
で
す
。
仕
事
の
な
い
土
日
に
や
っ
て
来
て
「
今
日
何

す
れ
ば
い
い
が
？
」
と
聞
か
れ
、
私
が
「
カ
ウ
ン
タ
ー
が
ほ
し
い
」

と
言
う
と
、
さ
さ
っ
と
買
い
出
し
に
い
っ
て
く
れ
、
大
工
仕
事
を
始

め
て
く
れ
ま
す
。

　
２
０
０
７
年
以
前
の
ヒ
ミ
ン
グ
は
、
あ
る
時
期
に
だ
け
東
京
か
ら

チ
ー
ム
が
や
っ
て
き
て
、
私
た
ち
は
彼
ら
が
や
っ
て
く
る
と
面
白
い

こ
と
が
起
こ
る
と
わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。
彼
ら
が
帰
っ
て
し
ま
う
と
、

「
今
年
も
終
わ
っ
た
ね
」
と
活
動
は
止
ま
り
ま
し
た
。
２
０
０
８
年
か

ら
は
、
通
年
で
活
動
し
て
い
る
の
と
、
自
分
た
ち
が
主
導
で
行
っ
て

い
る
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、
日
常
的
に
ま
ち
の

人
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
つ
な
げ
る
難
し
さ
を
感
じ
て
い
る
部
分
が
あ

り
ま
す
。
い
く
ら
私
た
ち
運
営
チ
ー
ム
が
面
白
い
と
感
じ
る
こ
と
で

も
、
そ
れ
を
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
く
の
は
難
し
い
で
す
ね
。「
ヒ
ミ

ン
グ
の
活
動
は
、
山
で
遊
ん
だ
り
、
海
で
遊
ん
だ
り
す
る
だ
け
と
思

わ
れ
て
い
る
の
か
し
ら
」
と
私
は
と
き
ど
き
不
安
に
な
り
ま
す
が
、
少

し
ず
つ
お
じ
ち
ゃ
ん
た
ち
や
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
に
、「
遊
ん
で
い
る
の

は
こ
う
い
う
理
由
な
ん
で
す
」
と
あ
ん
ま
り
理
屈
っ
ぽ
く
な
ら
な
い

よ
う
に
話
し
な
が
ら
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
地
域
を
つ
な
げ
ら
れ
た
ら

い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ヒ
ミ
ン
グ
が
こ
れ
ま
で
地
元
と
向
き
合

っ
て
蓄
積
し
た
知
識
や
経
験
が
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
創
造
性
と
重
な

る
こ
と
で
、
さ
ら
に
面
白
く
な
れ
る
と
考
え
活
動
し
て
い
ま
す
。

スタッフとプロジェクト参加者
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「スタッフ×アートプロジェクト」● Case ⅠI　ゼロダテアートプロジェクト（秋田県大館市）　石山拓真

＊
1ゼ

ロ
ダ
テ
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

大
館
市
出
身
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
中
心
と
な
り
世
代

や
ジ
ャ
ン
ル
、
社
会
的
地
位
を
超
え
た
活
動
を
東
京

と
大
館
で
展
開
し
て
い
る
。

「
ゼ
ロ
ダ
テ
／
大
館
展
２
０
０
７
―
こ
の
街
と
歩
く
」

会
期
＝
２
０
０
７
年
８
月
10
日
（
金
）〜
８
月
18
日

（
土
）／
会
場
＝
大
館
市
商
店
街
／
参
加
作
家
＝
中

村
政
人
、
石
山
拓
真
、
普
津
澤
画
乃
新
、
藤
浩
志
、

曽
我
部
昌
史 

ほ
か

「
ゼ
ロ
ダ
テ
／
東
京
展
２
０
０
７
」
会
期
＝
２
０
０
７

年
１
月
27
日(

土)

〜
２
月
17
日(

土)

／
会
場
＝
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
ペ
ー
スK

AN
D

AD
A

「
ゼ
ロ
ダ
テ
／
大
館
展
２
０
０
８
」
会
期
＝
２
０
０
８

年
８
月
13
日
（
水
）〜
９
月
７
日
（
日
）／
会
場
＝
大

館
市
商
店
街
／
参
加
作
家
＝
中
村
政
人
、
石
山
拓

真
、
普
津
澤
画
乃
新 

ほ
か

「
ゼ
ロ
ダ
テ
／
東
京
展 

２
０
０
８
―
北
東
北
ア
ー
ト

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
会
期
＝
２
０
０
８
年
5
月
3
日（
土
）

〜
25
日
（
日
）／
会
場
＝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
ペ
ー
ス

K
AN

D
AD

A

／
企
画
協
力
＝
空
間
実
験
室
、
国
際

芸
術
セ
ン
タ
ー
青
森
、
コ
コ
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
、
ア
ー
ト

＠
つ
ち
ざ
わ

「
ゼ
ロ
ダ
テ
／
大
館
展
２
０
０
９
―
つ
な
い
で
ひ
ろ
が

る
こ
の
ま
ち
」
会
期
＝
２
０
０
９
年
８
月
12
日
（
水
）

〜
８
月
16
日
（
土
）／
会
場
＝
大
館
市
商
店
街
／
参

加
作
家
＝
中
村
政
人
、
石
山
拓
真
、
納
谷
学
＋
納
谷

新
／
納
谷
建
築
設
計
事
務
所 

ほ
か

「
ゼ
ロ
ダ
テ
／
東
京
展 

２
０
０
９
―
こ
れ
か
ら
の
大

館
ー
東
京
ー
秋
田
」
会
期
＝
２
０
０
９
年
6
月
20
日

（
土
）／
会
場
＝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
ペ
ー
スK

AN
D

AD
A

／
参
加
作
家
＝
サ
イ
ト
ウ
タ
ク
ヤ
、
佐
藤
貴
子
（
ｆ

ｒｏｍ
オ
ム
ト
ン
）、ａ
ｂｕ 

ほ
か

「
ゼ
ロ
ダ
テ
／
大
館
展 

２
０
１
０
―
街
へ
、 

そ
の
先

へ
」
会
期
＝
２
０
１
０
年
８
月
12
日
（
木
）〜
８
月
17

日
（
火
）／
会
場
＝
大
館
市
商
店
街
／
参
加
作
家
＝

清
水
享
、
熊
谷
周
三
、
明
慧
、
栗
原
良
彰
、
ダ
ン
・

ハ
ー
ズ
、
崔
允
美
、
奥
村
昂
子
、
中
村
政
人
、
コ
コ

ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
、
後
藤
仁
、
ス
ダ
タ
カ
ミ
ツ

「
ゼ
ロ
ダ
テ
／
大
館
展 

２
０
１
０ 

報
告
展
」
会
期
＝

２
０
１
０
年
9
月
17
日
（
土
）〜
10
月
2
日
（
土
）／

会
場
＝
ゼ
ロ
ダ
テ
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
東
京

手
し
て
い
ま
す
。

　
始
め
は
、
20
代
の
漫
画
家
、
普ふ

津つ

澤ざ
わ

画か
く

乃の

新し
ん

（
＊
2
）
さ
ん
と
僕
と
中

村
政
人
さ
ん
と
い
う
、
大
館
出
身
者
３
人
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
20
代
、
30
代
、
40
代
と
世
代
も
ジ
ャ

ン
ル
も
違
う
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
３
人
集
ま
っ
て
、「
寂
れ
て
い
く
大
館

を
ど
う
に
か
し
た
い
」
と
い
う
想
い
を
抱
い
て
い
た
の
が
最
初
の
動

機
で
す
。
ま
ず
商
店
街
の
真
ん
中
に
あ
る
廃
墟
同
然
の
元
百
貨
店

「
正
し
ょ
う

札ふ
だ

竹た
け

村む
ら

」
の
中
に
足
を
踏
み
入
れ
、
こ
れ
は
ど
う
に
か
し
な
き
ゃ

い
け
な
い
と
３
人
と
も
思
い
ま
し
た
。

　
大
館
で
は
、
中
村
政
人
さ
ん
が
東
京
藝
術
大
学
の
准
教
授
で
あ
ろ

う
が
有
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
だ
ろ
う
が
全
く
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
と

い
う
の
も
、
中
村
さ
ん
も
僕
も
普
津
澤
く
ん
も
大
館
出
身
な
の
で
同

級
生
や
自
分
の
親
家
族
ば
か
り
。
地
域
の
人
も
意
見
を
出
し
た
り
、

協
力
し
て
く
れ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
対
等
に
扱
っ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
そ
の
分
、
地
元
の
実
行
委
員
会
も
お
か
し
い
と
思
う
と
こ

ろ
は
遠
慮
な
く
指
摘
し
ま
す
し
、
本
気
で
バ
ト
ル
し
な
が
ら
ど
う
に

か
や
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
ゼ
ロ
ダ
テ
で
は
「
ア
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と

第
5
章
●「
ス
タ
ッ
フ
×
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

Case II 

ゼ
ロ
ダ
テ
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
秋
田
県
大
館
市
）

石
山 

拓
真

C
ontents

■
ゼ
ロ
ダ
テ
と
は

―
地
域
特
性
と
活
動
概
要
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
6

■
ゼ
ロ
ダ
テ
に
関
わ
る
人
び
と 

―
東
京
へ
出
る
人
と
地
元
に
残
る
人
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
7

■
ゼ
ロ
ダ
テ
に
関
わ
る
人
び
と 

―
同
級
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
同
郷
つ
な
が
り
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
8

■
ゼ
ロ
ダ
テ
と
は

―
地
域
特
性
と
活
動
概
要

　
ゼ
ロ
ダ
テ
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
＊
1
／
以
下
、
ゼ
ロ
ダ
テ
）
は
秋
田
県
大

館
市
と
い
う
と
こ
ろ
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
人
口
は
8
万
人
く
ら
い

の
規
模
の
ま
ち
で
す
。「
０ゼ
ロ

Ｄダ
Ａ
Ｔテ
Ｅ
」
は
「
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ｅ
（
大
館
）」

と
い
う
地
名
の
「
Ｏ
（
オ
ー
）」
を
「
0
（
ゼ
ロ
）」
と
読
み
替
え
、
ま

た
「
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ｅ
（
日
付
）
を
ゼ
ロ
に
リ
セ
ッ
ト
し
、
新
し
い
大
館
を

創
造
す
る
」
と
い
う
意
味
も
込
め
て
付
け
ま
し
た
。
２
０
０
７
年
に

ス
タ
ー
ト
し
、
２
０
１
０
年
ま
で
東
京
と
大
館
で
毎
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
０
７
年
の
１
回
目
は
商
店
街
、
２
０
０

８
年
の
２
回
目
は
廃
校
を
活
用
し
て
レ
ジ
デ
ン
ス
を
や
り
な
が
ら
、

２
０
０
９
年
の
３
回
目
は
山
の
中
で
キ
ャ
ン
プ
を
や
っ
た
り
し
て
、

４
回
目
と
な
る
２
０
１
０
年
は
閉
鎖
さ
れ
た
旧
映
画
館
の
再
生
に
着

ゼロダテアートセンター外観　　　　　　　　　

左から、普津澤氏、石山氏、中村氏
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＊
2普

津
澤
画
乃
新
（
ふ
つ
ざ
わ
・
か
く
の
し
ん
）

１
９
８
５
年
、
秋
田
県
生
ま
れ
。
漫
画
家
。
ゼ
ロ
ダ

テ
の
中
心
メ
ン
バ
ー
。

＊
3ゼ

ロ
ダ
テ
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
東
京

２
０
１
０
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
東
京
都
千
代
田
区
に

あ
る3331 Arts Chiyoda

内
に
オ
フ
ィ
ス
が
あ
る
。

＊
4大

館
市
に
現
存
す
る
唯
一
の
映
画
館
建
築
で
あ
る

「
オ
ナ
リ
座
」
の
こ
と
。
１
９
５
５
年
に
建
て
ら
れ

老
朽
化
し
て
お
り
、
現
状
の
姿
を
維
持
し
、
継
続
的

使
用
す
る
た
め
に
は
建
築
改
修
や
設
備
が
必
要
で

あ
る
。「
オ
ナ
リ
座
再
生
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
は
、
販
売
作
品
の
売
上
の
3
割
は
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
へ
、
残
り
の
7
割
が
オ
ナ
リ
座
の
再
生
資
金
と

し
て
、
改
修
費
、
設
備
費
、
運
営
費
の
た
め
に
使
用

さ
れ
て
い
る
。

■
ゼ
ロ
ダ
テ
に
関
わ
る
人
び
と 

―
東
京
へ
出
る
人
と
地
元
に
残
る
人

　
ゼ
ロ
ダ
テ
は
２
０
０
７
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
て
、
２
０
１
１
年
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
す
る
た
め
に
準
備
し
て
い
ま
す
。
僕
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ

ー
ダ
ー
を
務
め
、
運
営
を
や
っ
て
い
る
人
数
は
僕
を
含
め
て
４
～
５

名
で
す
。
基
本
は
ま
だ
無
給
で
す
。
助
成
金
や
委
託
事
業
な
ど
、
予

算
を
い
ろ
ん
な
事
業
で
活
用
し
て
い
る
状
況
で
す
。
年
間
の
予
算
規

模
は
ゼ
ロ
ダ
テ
展
だ
け
で
考
え
る
と
４
０
０
万
円
で
す
が
、
東
京
に

拠
点
を
持
っ
た
り
、
通
年
の
こ
と
を
考
え
る
と
約
１
千
万
円
く
ら
い

で
す
。

　
ゼ
ロ
ダ
テ
に
関
わ
る
人
た
ち
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
《
故
郷
を
思
う

肖
像
》
と
い
う
僕
の
作
品
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
被
写
体
と
な
っ
た

方
々
を
中
心
に
メ
ン
バ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
に
は
結
構
若
い
人
も
い
ま
す
。
特
に
女
性
が
多
く
、
若

い
男
性
は
働
き
盛
り
な
の
か
、
な
か
な
か
時
間
が
な
い
よ
う
で
す
。

僕
も
中
村
さ
ん
も
今
は
故
郷
を
離
れ
て
東
京
に
い
る
の
で
す
が
、
や

は
り
故
郷
の
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
故
郷
を
離
れ
て
い
く

い
う
の
を
２
０
１
０
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
域
に

入
っ
て
ア
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
や
り
た
い
と
い
う
方
々
に
大
館
に

来
て
も
ら
い
、
講
師
を
招
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
あ
と
「
ゼ
ロ
展
」

と
題
し
て
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
形
式
で
全
国
か
ら
作
品
を
募
集
し
た
り
、

プ
ロ
レ
ス
を
や
っ
た
り
、
大
館
で
撮
影
さ
れ
た
映
画
の
映
画
監
督
を

招
い
た
り
も
し
て
い
ま
す
。
大
館
が
最
近
力
を
入
れ
て
い
る
も
の
に

「
バ
ナ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
人
び
と

か
ら
い
ら
な
い
布
を
集
め
て
、
そ
れ
を
地
域
の
お
母
さ
ん
や
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
裁
縫
技
術
を
活
用
し
て
１
枚
の
布
に
つ
く
り
替
え
て
い

き
ま
す
。
そ
れ
を
商
店
街
に
展
示
し
た
り
、
商
品
化
し
て
自
主
財
源

に
で
き
る
よ
う
に
経
済
的
な
面
で
も
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
展
開
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
０
年
、3331 A

rts C
hiyoda

に
「
ゼ
ロ
ダ
テ
ア
ー
ト
セ

ン
タ
ー
東
京
」（
＊
3
）（ZA

C
 T

O
K

Y
O

）
と
い
う
場
所
を
つ
く
っ
て
、

映
画
館
の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
映
画

館
（
＊
4
）
は
、
市
内
に
7
つ
く
ら
い
あ
っ
た
映
画
館
の
中
で
最
後
に
残

っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
気
が
つ
く
と
競
売
物
件
に
か
か
っ
て
い
て
、

こ
の
ま
ま
だ
と
精
肉
工
場
に
な
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
し
た
。
そ
の

ま
ま
映
画
館
と
し
て
再
生
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
映
画
以
外
に
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
や
音
楽
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ま
た
は
若
い
担
い
手
を

育
成
す
る
場
所
と
し
て
市
民
が
交
流
す
る
場
に
し
て
い
こ
う
と
活
動

し
て
い
ま
す
。

古着バナープロジェクト（2010年
8月12 〜 17日）

ゼロダテアートセンター東京（3331 Arts Chiyoda内）

旧映画館オナリ座
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２
０
０
８
年
に
、
大
館
市
内
の
山
田
小
学
校
と
い
う
廃
校
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
は
僕
の
出
身
校
で
、
廃
校
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
そ
の
廃
校
を
使
っ
て
ど
う
に
か
レ
ジ
デ
ン
ス

を
や
り
た
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
20
人
く
ら
い
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

を
２
カ
月
滞
在
さ
せ
た
の
で
す
が
、
な
ぜ
実
現
で
き
た
の
か
と
思
っ

た
と
き
に
、
地
元
の
伝
統
芸
能
の
獅
子
踊
り
が
あ
る
の
で
す
が
、
こ

れ
ま
で
毎
年
大
館
に
帰
っ
て
ず
っ
と
参
加
し
て
い
た
の
で
す
。
そ
れ

で
東
京
に
出
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
若
者
と
い
う
立
場
で
も
、
毎
年
お

盆
に
帰
っ
て
き
て
地
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
触
れ
て
い
た
の
で
、
協

力
し
て
も
ら
え
る
体
制
が
で
き
上
が
り
ま
し
た
。

　
あ
と
は
地
元
の
お
母
さ
ん
た
ち
。
地
元
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
も
う
な
く
な

っ
て
い
ま
す
が
、
少
し
離
れ
た
小
中
学
校
に
統
合
さ
れ
た
た
め
に
、

ま
だ
ギ
リ
ギ
リ
残
っ
て
い
ま
し
た
。
保
護
者
代
表
で
夜
な
夜
な
若
い

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
話
す
た
め
に
い
ろ
い
ろ
持
っ
て
来
て
く
れ
て
、
す

ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。

■
ゼ
ロ
ダ
テ
に
関
わ
る
人
び
と 

―
同
級
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
同
郷
つ
な
が
り

　「
首
都
圏
ふ
る
さ
と
会
」
と
い
う
の
は
大
館
出
身
の
人
だ
け
が
東
京

で
２
０
０
人
か
３
０
０
人
く
ら
い
集
ま
っ
て
、
そ
こ
で
最
後
に
「
ふ

る
さ
と
」
を
唄
っ
て
万
歳
三
唱
を
し
て
終
わ
る
と
い
う
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
僕
ら
も
そ
こ
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
首
都
圏
ふ
る
さ
と

会
に
は
、
お
じ
さ
ん
し
か
い
な
い
ん
で
す
が
、
結
構
す
ご
い
人
た
ち

が
勢
揃
い
な
ん
で
す
。
中
に
は
大
手
放
送
会
社
の
取
締
役
の
方
が
い

て
、
僕
ら
が
今
大
館
で
借
り
て
い
る
ゼ
ロ
ダ
テ
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

大
家
さ
ん
の
お
兄
さ
ん
で
す
。
東
京
に
い
た
ら
、
普
通
に
名
刺
交
換

で
き
る
人
で
は
な
い
の
に
、
地
元
が
同
じ
と
い
う
だ
け
で
協
力
し
て

人
ほ
ど
、
い
い
思
い
出
が
残
っ
て
い
て
故
郷
を
思
う
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
と
て
も
象
徴
的
な
姉
妹
が
い
ま
す
。
妹
は
僕
と
同
い
年
く
ら
い
で
、

東
京
で
10
年
く
ら
い
О
Ｌ
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
昨
年
大
館
に
帰

り
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
ゼ
ロ
ダ
テ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
大
館
に
戻
る
と
、
大
館
市

の
臨
時
職
員
と
し
て
す
ぐ
に
就
職
し
て
、
市
の
ゼ
ロ
ダ
テ
担
当
と
し

て
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
お
姉
さ
ん
の
方
は
「
ま
だ
東
京
に
残

っ
て
頑
張
る
よ
」
と
。

　
２
０
０
８
年
に
市
民
説
明
会
を
し
て
い
た
時
期
、
あ
る
お
じ
い
ち

ゃ
ん
が
実
行
委
員
会
に
来
て
、「
こ
れ
は
是
非
や
っ
て
く
れ
」
と
提
案

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
昔
お
酒
の
セ
ー
ル
ス
を
や

っ
て
い
た
方
で
、
昔
の
ス
ナ
ッ
ク
の
写
真
を
膨
大
に
持
っ
て
い
ま
し

た
。
大
館
は
今
で
こ
そ
鉱
山
、
林
業
、
農
業
の
す
べ
て
が
衰
退
し
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
も
と
も
と
鉱
山
の
ま
ち
で
栄
え
て
い
て
、
飲
み

屋
と
ス
ナ
ッ
ク
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
で
す
。
地
元
の
若
手
写
真
家

に
展
示
の
お
願
い
を
し
ま
し
た
。
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
は
と
て
も
面

白
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
あ
と
３
人
娘
が
い
ま
す
。
一
人
は
歌
を
歌
っ
て
、
絵
も
描
い
て
い

ま
す
。
も
う
一
人
は
東
京
に
出
て
き
ま
し
た
が
、
ゼ
ロ
ダ
テ
ア
ー
ト

セ
ン
タ
ー
東
京
が
あ
り
ま
す
し
、3331 A

rts C
hiyoda

の
ア
ー
ト

ス
ク
ー
ル
に
通
い
た
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
も
う
一
人
は
先

ほ
ど
の
写
真
と
バ
ナ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
管
理
を
や
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。

　
実
行
委
員
会
に
は
本
当
に
い
ろ
ん
な
方
々
が
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ

と
は
関
係
な
い
で
す
が
、
子
ど
も
が
た
く
さ
ん
遊
び
に
来
ま
す
。
子

ど
も
の
遊
び
場
と
い
う
の
が
ま
ち
の
中
に
全
く
な
い
の
で
恰
好
の
遊

び
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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ッ
フ
兼
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
や
っ
て
い
く
と
い
う
形
を
と
っ
て
い

ま
す
。
中
村
政
人
さ
ん
も
僕
も
作
品
を
発
表
し
ま
す
し
、
や
は
り
有

名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
呼
ん
で
発
表
し
て
も
ら
う
よ
り
も
、
チ
ャ
ン

ス
を
求
め
て
い
る
若
い
人
に
ゼ
ロ
ダ
テ
に
来
て
も
ら
っ
て
、
ス
タ
ッ

フ
を
し
な
が
ら
発
表
す
る
と
い
う
対
価
を
そ
こ
で
交
換
で
き
れ
ば
一

番
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
の
実
行
委
員
の
方
に
と
っ

て
も
自
己
実
現
に
つ
な
が
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
あ
と
は
、
事
務
局
と

し
て
ち
ゃ
ん
と
給
料
を
払
い
、「
有
給
ス
タ
ッ
フ
は
給
料
を
も
ら
う
だ

け
の
こ
と
は
し
て
い
る
な
」
と
周
り
に
思
わ
れ
る
よ
う
に
、
払
う
人

と
払
わ
な
い
人
の
役
割
を
は
っ
き
り
分
け
な
き
ゃ
い
け
な
い
な
と
最

近
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

い
た
だ
い
て
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
例
え
ば
大
手
建
設
会
社
の
顧
問
だ

っ
た
人
と
ふ
る
さ
と
会
で
知
り
合
い
、
関
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

若
者
だ
け
で
や
っ
て
い
て
は
カ
タ
が
つ
か
な
い
局
面
に
、
大
人
が
ス

ッ
と
入
る
こ
と
で
話
が
解
決
す
る
こ
と
が
す
ご
く
多
い
と
実
感
し
て

い
ま
す
。

　
ほ
か
に
、
僕
の
小
中
学
校
の
水
泳
部
の
同
級
生
で
、
大
阪
で
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
仕
事
を
し
て
い
た
人
が
い
ま
す
。
家
庭
の
事
情
や

子
ど
も
が
で
き
た
の
で
地
元
に
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
今
ゼ
ロ
ダ
テ
の

中
で
一
番
強
力
な
ス
タ
ッ
フ
で
す
。
書
類
の
作
成
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
の
技
術
も
活
か
し
て
い
ま
す
。

　
同
じ
く
同
級
生
つ
な
が
り
で
す
が
、
市
役
所
に
勤
め
て
い
る
人
が

い
ま
す
。
大
館
市
庁
か
ら
秋
田
県
庁
に
出
向
し
て
、
こ
の
あ
と
僕
が

地
元
に
帰
っ
た
ら
、
彼
が
東
京
に
出
て
、
企
業
誘
致
を
頑
張
る
と
言

っ
て
い
ま
し
た
。
彼
と
は
よ
く
喧
嘩
し
て
い
ま
す
。
で
も
行
政
と
民

間
の
間
で
腹
を
割
っ
て
話
せ
ま
す
。

　
ほ
か
に
、
若
い
頃
に
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
た

実
行
委
員
が
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
で
関
わ
っ
て
く
れ
て
い
て
プ
ロ
レ

ス
を
や
り
た
い
と
２
～
３
年
目
で
口
に
出
し
始
め
て
、
４
年
目
で
き

ち
ん
と
予
算
を
確
保
し
て
自
分
た

ち
で
や
る
と
。「
ゼ
ロ
ダ
テ
マ
ン
」

と
い
う
マ
ス
ク
ま
で
つ
く
っ
て
か

な
り
本
格
的
で
す
。

　
い
ろ
ん
な
関
わ
り
方
が
あ
り
す

ぎ
て
ひ
と
ま
と
め
に
で
き
な
い
の

で
す
が
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
し
て
だ
け
参
加
す
る

の
で
は
な
く
て
、
特
に
若
手
に
参

加
し
て
も
ら
っ
て
サ
ポ
ー
ト
ス
タ

ハチ公プロレス（2010年8月14日）
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＊
1取

手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

茨
城
県
取
手
市
に
て
、
取
手
市
と
東
京
藝
術
大
学

と
取
手
市
内
外
を
含
む
市
民
に
よ
る
三
者
共
同
で

１
９
９
９
年
か
ら
始
ま
っ
た
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

「
リ
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＋
オ
ー
プ

ン
ス
タ
ジ
オ
」
会
期
＝
１
９
９
９
年
12
月
7
日
（
火
）

〜
21
日
（
火
）

「
取
手
リ
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

―
家
・
郊
外
住
宅
」
会
期
＝
２
０
０
０
年
11
月
25
日

（
土
）〜
12
月
10
日
（
日
）

「
オ
ー
プ
ン
ス
タ
ジ
オ in 

取
手
」
会
期
＝
２
０
０
１
年

11
月
23
日
（
金
）〜
12
月
９
日
（
日
）

「
取
手
リ
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―

Take M
e to the R

iver

〜
川
を
知
る
・
川
に
学

ぶ
〜
」
会
期
＝
２
０
０
２
年
10
月
19
日
（
土
）〜
２
０

０
２
年
11
月
４
日
（
月
）

「
オ
ー
プ
ン
ス
タ
ジ
オ in 

取
手
―
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
仕

事
場
」
会
期
＝
２
０
０
３
年
11
月
21
日
（
金
）〜
12
月

７
日
（
日
）

「
取
手
リ
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―

1/2

の
ゆ
る
や
か
さ
」
会
期
＝
２
０
０
４
年
11
月
13
日

（
土
）〜
11
月
28
日
（
日
）

「
オ
ー
プ
ン
ス
タ
ジ
オ
―
は
ら
っ
ぱ
経
由
で
、
逢
い
ま

し
ょ
う
。」
会
期
＝
２
０
０
５
年
11
月
12
日
（
土
）〜

11
月
27
日
（
日
）

「
一
人
前
の
い
た
ず
ら
―
仕
掛
け
ら
れ
た
取
手
」
２
０

０
６
年
11
月
11
日
（
土
）〜
11
月
26
日
（
日
）

「
オ
ー
プ
ン
ス
タ
ジ
オ
―
は
じ
ま
り
は
隣
の
家
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
」
２
０
０
７
年
11
月
９
日
（
金
）〜
11
月
25

日
（
日
）

「
取
手
井
野
団
地
―
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
・
ア
ー
ト

完
備
」
会
期
＝
２
０
０
８
年
11
月
1
日
（
土
）〜
16
日

（
日
）

「TAP TRAVEL　

産
直
と
れ
た
て
ア
ー
ト
」
会
期

＝
２
０
０
９
年
10
月
17
日
（
土
）〜
11
月
15
日
（
日
）

＊
2先

端
芸
術
表
現
科

東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
の
専
攻
学
科
。「
美
術
」

の
分
野
を
超
え
る
教
育
研
究
の
実
践
を
目
指
し
１

９
９
９
年
４
月
に
新
設
さ
れ
た
。

体
験
の
機
会
を
提
供
す
る
、
③
取
手
が
結
果
的
に
文
化
都
市
と
し
て

発
展
す
る
、
の
３
点
を
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
Ｔ
Ａ
Ｐ
は
２
０
０
０
年
か
ら
２
０
０
９
年
ま
で
、「
公
募
展
」
と

「
オ
ー
プ
ン
ス
タ
ジ
オ
」
と
い
う
二
つ
の
企
画
を
軸
に
毎
年
交
互
に
開

催
し
て
き
ま
し
た
。「
公
募
展
」
と
い
う
の
は
、
広
く
内
外
に
向
け
て

作
品
プ
ラ
ン
を
募
集
し
て
取
手
市
内
で
展
開
す
る
。「
オ
ー
プ
ン
ス

タ
ジ
オ
」
は
、
地
元
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
目
を
向
け
る
企
画
で
、
市

内
在
住
の
作
家
の
み
な
さ
ん
に
、
実
際
に
制
作
し
て
い
る
現
場
を
公

開
し
て
い
た
だ
く
試
み
で
す
。

　
２
０
０
４
年
に
は
「
Ｔ
Ａ
Ｐ
塾
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
人

材
育
成
事
業
の
一
環
と
し
て
、
熊
倉
さ
ん
が
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、

森
さ
ん
が
Ｔ
Ａ
Ｐ
に
本
格
的
に
関
わ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か

け
で
す
。
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
専
門
に
た
ず
さ
わ
り
た
い
方
は

も
ち
ろ
ん
、
学
生
さ
ん
や
市
民
の
方
で
も
興
味
が
あ
れ
ば
誰
で
も
参

加
で
き
て
、
２
０
０
６
年
ま
で
続
き
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
制
度
と

い
う
形
で
実
際
に
運
営
現
場
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
私
も
Ｔ
Ａ

Ｐ
塾
の
塾
生
で
し
た
。

　
Ｔ
Ａ
Ｐ
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
思
決
定
の
た
め
の
運
営
会
議
と

い
う
場
所
が
あ
り
、
そ
こ
で
企
画

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
の
方
向
性

が
決
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
内
容
を
決
定
し
て
い
く

会
議
で
あ
り
な
が
ら
、
本
当
に
フ

ラ
ッ
ト
に
、
関
わ
る
人
す
べ
て
が

参
加
で
き
ま
す
。
現
在
、
活
動
の

拠
点
と
し
て
い
る
の
が
、
市
内
の

団
地
の
一
角
に
あ
るT

appino

（
タ
ッ
ピ
ー
ノ
）（
＊
3
）
と
い
う
場

第
5
章
●「
ス
タ
ッ
フ
×
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

Case III 

取
手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
茨
城
県
取
手
市
）

羽
原 

康
恵

C
ontents

■
取
手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

―
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
‥‥
‥
‥
10

■
取
手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
え
る
人
び
と 

―
世
代
も
背
景
も
幅
広
い
ス
タ
ッ
フ
層
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
11

■
取
手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

―
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

　
取
手
市
は
人
口
約
11
万
人
の
郊
外
都
市
で
す
。
取
手
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
＊
1
／
以
下
、
Ｔ
Ａ
Ｐ
）
は
取
手
市
と
東
京
藝
術
大
学
と
取
手
市

内
外
を
含
む
市
民
に
よ
る
三
者
共
同
で
取
り
組
ん
で
い
る
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
頭
文
字
か
ら
取
っ
て
Ｔ
Ａ
Ｐ
（
タ
ッ
プ
）
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
１
９
９
９
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
２
０
１
０
年
度
で
12

年
目
を
迎
え
ま
す
。
取
手
市
内
に
は
東
京
藝
術
大
学
の
取
手
キ
ャ
ン

パ
ス
が
あ
り
ま
す
。
１
９
９
９
年
、
そ
こ
に
新
し
く
先
端
芸
術
表
現

科
（
＊
2
）
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
を
市

の
中
に
置
い
て
ほ
し
い
と
い
う
取
手
市
の
藝
大
へ
の
提
案
に
対
し
て
、

藝
大
が
ま
ち
な
か
を
使
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
活
動
を
や
っ
て
み

ま
せ
ん
か
、
と
逆
提
案
を
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

活
動
に
あ
た
っ
て
は
、
①
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
支
援
す
る
、
②
市
民
に

インターンシップ制度 TAP塾（2004年）
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＊
3

Tappino

取
手
市
井
野
団
地
に
あ
る
Ｔ
Ａ
Ｐ
の
事
務
所
兼
ア

ー
ト
ス
ペ
ー
ス
。
茨
城
県
取
手
市
井
野
団
地
３-

21 
Tappino.

　
次
に
平ひ

ら

野の

麻あ
さ

子こ

さ
ん
で
す
。
彼
女
は
総
務
と
事
務
所
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
担
当
で
す
。
温
水
の
よ
う
な
、
と
彼
女
を
表
現
す
る
の
で
す
が
、

な
ん
と
な
く
冷
た
く
滞
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
ふ
わ
ー
っ
と
入
っ
て
き

て
流
れ
を
よ
く
し
て
く
れ
る
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
彼
女
も
同
じ
年
代
で
す
が
、
派
遣
の
仕
事
で
働
き
な
が
ら
週
２

回
か
３
回
、
Ｔ
Ａ
Ｐ
に
来
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
岩い
わ

本も
と

室さ
や

佳か

さ
ん
で
す
。
彼
女
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
、
制

作
も
し
な
が
ら
そ
の
傍
ら
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

中
で
は
自
ら
「
鉄
砲
玉
的
な
」
存
在
と
言
っ
て
い
て
、
勢
い
の
あ
る

人
で
す
。

　
続
い
て
小
林
え
つ
さ
ん
で
す
。
こ
の
方
は
立
ち
上
げ
当
初
か
ら
関

わ
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
、
も
う
12
年
の
活
動
経
歴
を
お
持
ち

で
す
。
取
手
市
内
に
お
住
ま
い
で
、
い
ろ
い
ろ
な
若
者
が
考
え
る
企

画
に
対
し
て
、
ご
自
身
の
経
験
か
ら
あ
あ
じ
ゃ
な
い
こ
う
じ
ゃ
な
い
、

と
重
要
な
気
づ
き
を
与
え
て
く
れ
る
存
在
で
す
。
彼
女
は
「
私
が
Ｔ

Ａ
Ｐ
を
続
け
て
い
ら
れ
る
の
は
理
解
あ
る
伴
侶
が
い
る
こ
と
」
と
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
て
、
先
ほ
ど
の
金
子
さ
ん
も
そ
う
で
す
が
、
パ
ー
ト

ナ
ー
の
理
解
の
も
と
、
主
婦
業
の
傍
ら
活
動
し
て
い
る
方
の
力
は
大

き
い
で
す
。
お
二
人
の
ご
主
人
も
強
力
な
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
で
、

い
つ
も
現
場
を
手
伝
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　
続
い
て
柴し
ば

田た

欽よ
し

子こ

さ
ん
で
す
。
彼
女
も
Ｔ
Ａ
Ｐ
の
活
動
が
11
年
目
。

取
手
市
内
に
お
住
ま
い

で
、
初
期
は
運
営
の
本

体
部
分
に
関
わ
ら
れ
て

い
た
ん
で
す
が
、「
最
近

は
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

か
な
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
す
。
取
手
市
と

所
で
す
。
こ
こ
に
日
頃
ス
タ
ッ
フ
が
集
っ
て
運
営
に
つ
い
て
話
し
合

い
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

■
取
手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
え
る
人
び
と 

―
世
代
も
背
景
も
幅
広
い
ス
タ
ッ
フ
層

　
活
動
を
ま
わ
し
て
い
る
コ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
人
数
は
最
小
３
人
で
最

大
で
８
人
く
ら
い
で
す
。
予
算
規
模
は
今
年
度
は
１
１
０
０
万
円
で

す
。
そ
の
ス
タ
ッ
フ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
私
は
事
務
局
長
を
や
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
二
人
目
の
事
務
局
長
の
よ
う
に
仕
事
を
し
て
い
る

の
が
奥お
く

村む
ら

圭け
い

二じ

郎ろ
う

く
ん
で
す
。
彼
は
私
と
同
い
年
で
28
歳
で
す
。
２

０
１
０
年
度
に
Ｔ
Ａ
Ｐ
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
す
る
の
で
、
彼
は
腰
を
据

え
て
Ｔ
Ａ
Ｐ
で
活
動
す
る
た
め
に
仕
事
を
辞
め
て
専
念
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
関
わ
る
人
が
ほ
と
ん
ど
女
性
の
中
、
ほ

ぼ
唯
一
の
男
性
で
す
。
彼
の
目
標
は
「
ま
ち
の
人
口
の
１
パ
ー
セ
ン

ト
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
住
ま
わ
せ
る
」
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　
続
い
て
、
金か
ね

子こ

千ち

恵え

さ
ん
で
す
。
Ｔ
Ａ
Ｐ
に
参
加
す
る
契
機
に
な

っ
た
の
は
、
お
姉
さ
ん
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
だ
っ
た
の
で
オ
ー
プ
ン
ス

タ
ジ
オ
に
参
加
し
た
こ
と
で
す
。

彼
女
は
会
計
業
務
と
「
こ
ど
も

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
行
っ
て

い
る
「
い
ち
ね
ん
せ
い
の
さ
く

ひ
ん
て
ん
」
と
い
う
展
示
、
あ

と
こ
れ
に
付
随
す
る
小
学
校
へ

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
派
遣
事
業
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
彼
女
も
絵

を
描
く
の
で
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

寄
り
の
考
え
方
を
し
て
い
ま
す
。

茨城県取手市・取手井野団地内にあるTappino

TAP1999　「取手リ・サイクリン
グアートプロジェクト」　村山華子

《屋台を作ろう》（1999年）
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＊
4ア

ー
ト
取
手

２
０
０
０
年
に
設
立
さ
れ
た
市
民
組
織
。　

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
自
身
の
中
で
変
化
し
た
こ
と
は
、
合
理

性
だ
け
で
は
や
っ
て
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
」
と
感
じ
て
い
る
と
の

こ
と
、
今
後
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
つ
こ
つ
担
当
の
お
仕
事
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方

の
ご
紹
介
。
基
本
的
に
は
社
会
人
の
方
が
多
く
て
、
こ
の
方
は
石い
し

川か
わ

可か

南な

子こ

さ
ん
、
彼
女
は
図
書
館
司
書
の
資
格
を
持
っ
て
い
て
、
つ
く

ば
市
に
あ
る
研
究
施
設
で
働
き
な
が
ら
、
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ズ
を
担
当

し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
普
段
は
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ズ
の
部
分
だ
け
、

こ
つ
こ
つ
仕
事
を
や
っ
て
は
帰
っ
て
い
か
れ
る
。「
と
て
も
Ｔ
Ａ
Ｐ
が

居
心
地
が
よ
い
。
ど
ん
な
目
的
も
興
味
も
、
ど
ん
な
人
も
包
み
込
ん

で
Ｔ
Ａ
Ｐ
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
面

白
さ
を
間
近
で
見
て
い
た
い
」
と
Ｔ
Ａ
Ｐ
を
続
け
る
理
由
を
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、
メ
ル
マ
ガ
担
当
の
高た
か

橋は
し

は
る
か
さ
ん
、
ウ

ェ
ブ
担
当
の
倉く
ら

持も
ち

満み
つ

好よ
し

く
ん
も
い
ま
す
。
こ
う
し
て
多
く
の
方
に
支

え
ら
れ
て
Ｔ
Ａ
Ｐ
は
動
い
て
い
ま
す
。

の
つ
な
が
り
や
市
内
広
報
な
ど
、
非
常
に
重
要
な
存
在
で
す
。

　
森も
り

山や
ま

昌ま
さ

輝て
る

さ
ん
と
い
う
方
は
、
市
民
組
織
「
ア
ー
ト
取
手
」（
＊
4
）

の
代
表
を
な
さ
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
忙
し
く
て
Ｔ
Ａ
Ｐ
に
足
が
運

べ
ま
せ
ん
が
、「
使
え
る
時
間
が
少
な
く
て
参
加
で
き
る
機
会
が
少
な

い
の
が
も
ど
か
し
い
。
で
も
メ
ー
ル
で
流
れ
の
大
筋
を
把
握
し
て
、

意
に
反
す
る
嫌
な
展
開
も
メ
ン
バ
ー
の
一
員
と
し
て
背
負
う
覚
悟
だ

け
は
持
っ
て
い
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

　
続
い
て
芝し
ば

山や
ま

祐ゆ
う

美み

さ
ん
。
彼
女
は
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当
で
関
わ
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
彼
女
は
藝
大
の
学
生
さ
ん
で
、
最
初
は
授
業
で
関
わ
っ
て
く
れ

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
誰
も
や
っ
て
い
な
い
、
新
し
い
こ
と
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
、
参
加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
溝み
ぞ

口ぐ
ち

佳よ
し

樹こ

さ
ん
は
取
手
に
お
住
ま
い
で
、
仕
事
を
辞
め
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
地
元
に
目
が
向
く
よ
う
に
な
っ
て
、
Ｔ
Ａ
Ｐ
に
参
加
し

て
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。
最
近
、
事
務
所
に
来
て
い
る
率
が
格
段
に

増
え
て
い
て
、
今
後
は
「『
ア
ー
ト
わ
か
り
ま
せ
ん
、
知
り
ま
せ
ん
』

で
通
し
た
1
年
を
経
て
、
こ
れ
か
ら
は
ア
ー
ト
に
ど
っ
ぷ
り
つ
か
る

1
年
に
し
て
み
る
の
も
面
白
い
か
も
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
藝
大
の
熊
倉
研
究

室
の
川か
わ

本も
と

祥し
ょ

子う
こ

さ
ん
と
、
風か

ざ

間ま

勇ゆ
う

助す
け

君
で
す
。
彼
ら
は
入

っ
て
３
カ
月
く
ら
い
し
か
経

っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

す
で
に
責
任
を
き
ち
ん
と
感

じ
な
が
ら
関
わ
ろ
う
と
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。
風
間
く
ん

は
、
関
わ
っ
て
ま
だ
１
カ
月

く
ら
い
で
す
が
、
す
で
に

TAP2007　オープンスタジオ「はじまりは隣の家
のアーティスト」（2007年）

TAP2008　「取手井野団地－電気・ガス･水道・
アート完備」　奥健祐＋鈴木雄介《井野団地足湯
プロジェクト》（2008年）

TAP2006 「仕掛けられた取手」　ヤノベケンジプロ
デュース・仕掛けられた終末処理場　終末ファン
ファーレ（2006年）
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＊
1北

本
ア
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ

「
埼
玉
県
北
本
市
で
ア
ー
ツ
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
考
え

る
た
め
の
キ
ャ
ン
プ
」。
会
期
＝
２
０
０
８
年
8
月
11

日
（
月
）〜
15
日
（
金
）／
会
場
＝
北
本
市
野
外
活
動

セ
ン
タ
ー
／
ホ
ス
ト
＝
藤
浩
志
／
ゲ
ス
ト
＝
秋
元
雄
史
、

曽
我
部
昌
史
、KO

SU
G
E 1-16

、
熊
倉
純
子

＊
2藤

浩
志
（
ふ
じ
・
ひ
ろ
し
）

１
９
６
０
年
、
鹿
児
島
県
生
ま
れ
。
美
術
家
。
藤
浩

志
企
画
制
作
室
代
表
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
に
開
か
れ
た
空

間
や
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
表
現
活
動
と
捉
え
、
美
術

館
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
発
表
に
限
ら
ず
、
地
域
が
生

活
に
密
着
し
た
ア
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
・
展
開

し
て
い
る
。
→
第
８
章
参
照

＊
3秋

元
雄
史
（
あ
き
も
と
・
ゆ
う
じ
）

１
９
５
５
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
１
９
９
２
年
〜
２

０
０
４
年
ま
で
ベ
ネ
ッ
セ
ア
ー
ト
サ
イ
ト
直
島
、
チ
ー

フ
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
。
２
０
０
４
年
〜
２
０
０
６
年
12
月

ま
で
地
中
美
術
館
館
長
。
現
、
金
沢
21
世
紀
美
術

館
館
長
。

＊
4曽

我
部
昌
史
（
そ
が
べ
・
ま
さ
し
）

１
９
６
２
年
、
福
岡
県
生
ま
れ
。
１
９
９
５
年
み
か

ん
ぐ
み
共
同
設
立
。
２
０
０
１
〜
２
０
０
６
年
、
東

京
藝
術
大
学
先
端
藝
術
表
現
科
助
教
授
。
２
０
０

６
年
〜
、
神
奈
川
大
学
工
学
部
建
築
学
科
教
授
。

＊
5

KO
SU

G
E 1-16

（
こ
す
げ
い
ち
の
じ
ゅ
う
ろ
く
）

土
谷
享
、
車
田
智
志
乃
の
二
人
に
よ
る
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
２
０
０
１
年
か
ら
活
動
。
ア
ー
ト

が
身
近
な
場
所
で
生
活
を
豊
か
に
し
て
い
く
存
在
と

し
て
成
立
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
参
加
者
同
士
、
あ

る
い
は
作
品
と
参
加
者
の
間
に
「
も
ち
つ
も
た
れ
つ
」

と
い
う
関
係
を
生
み
出
す
仕
掛
け
を
つ
く
る
。

＊
6キ

タ
ミ
ン
・
ラ
ボ
舎

２
０
０
８
年
8
月
に
行
わ
れ
た
「
北
本
ア
ー
ツ
キ
ャ

と
い
う
の
は
、
藤
浩
志
（
＊
2
）
さ
ん
が
ホ
ス
ト
と
な
り
、
森
司
さ
ん
が

企
画
協
力
で
開
催
し
ま
し
た
。
４
泊
５
日
間
、
北
本
の
野
外
キ
ャ
ン

プ
場
で
キ
ャ
ン
プ
を
し
な
が
ら
、
日
中
に
ま
ち
を
リ
サ
ー
チ
し
て
、

夜
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
熊
倉

先
生
や
金
沢
21
世
紀
美
術
館
館
長
の
秋
元
雄
史
（
＊
3
）
さ
ん
、
み
か
ん

ぐ
み
の
曽
我
部
昌
史
（
＊
4
）
さ
ん
、K

O
SU

G
E 1-16

（
＊
5
）
の
土
谷
享

さ
ん
な
ど
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
こ
れ
か
ら
北
本
で
ど
の
よ
う
な
面
白

い
こ
と
を
起
こ
し
て
い
け
る
か
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
立
ち
上
げ

た
の
が
「
キ
タ
ミ
ン
・
ラ
ボ
舎
」（
＊
6
）
と
い
う
団
体
に
な
り
ま
す
。
そ

の
キ
タ
ミ
ン
・
ラ
ボ
舎
が
、
地
元
中
学
の
同
級
生
５
人
に
よ
る

「K
itam

oto D
esign Project

（
キ
タ
モ
ト
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
）」
と
い
う
団
体
と
一
緒
に
行
っ
て
い
る
の
が
、
北
本
ビ
タ
ミ
ン
と

い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
北
本
ビ
タ
ミ
ン
の
実
行
委
員
会
は
基
本

的
に
北
本
市
の
主
要
団
体
、
市
役
所
、
教
育
委
員
会
、
商
工
会
、
ま

ち
づ
く
り
観
光
協
会
な
ど
が
参
加
し
て
組
織
し
て
い
ま
す
。
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
際
に
動
か
し
て
い
る
の
は
企
画
運
営
事
務
局
で
、

そ
の
代
表
を
し
て
い
る
の
が
私
で
す
。
北
本
市
か
ら
は
生
涯
学
習
科

任
期
付
職
員
の
五お

十む

殿か

彩あ
や

子こ

さ
ん

と
い
う
方
が
担
当
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
が
所
属
し
て
い
る
の
が
キ
タ
ミ

ン
・
ラ
ボ
舎
、
そ
し
て
北
本
デ
ザ

イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
東
京
藝
術

大
学
音
楽
環
境
創
造
科
（
＊
7
）
の

熊
倉
研
究
室
の
学
生
が
関
わ
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。
藝
大
の
学
生
に

も
入
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
企
画
運

営
の
事
務
局
は
成
り
立
っ
て
い
ま

第
5
章
●「
ス
タ
ッ
フ
×
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

Case IV

北
本
ビ
タ
ミ
ン（
埼
玉
県
北
本
市
）

新
井 

慶
太

C
ontents

■
北
本
ビ
タ
ミ
ン
と
は

―
地
域
特
性
と
組
織
概
要
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
13

■
北
本
ビ
タ
ミ
ン
に
関
わ
る
人
び
と

―
若
い
世
代
が
原
動
力
‥‥
‥
‥
‥
15

■
北
本
ビ
タ
ミ
ン
と
は

―
地
域
特
性
と
組
織
概
要

　
埼
玉
県
北
本
市
か
ら
来
ま
し
た
新
井
慶
太
で
す
。
埼
玉
県
北
本
市

は
埼
玉
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
り
、
大
宮
か
ら
約
20
分
ほ
ど
北
に
行
っ

た
と
こ
ろ
に
あ
る
ま
ち
で
す
。
人
口
が
約
７
万
人
で
、
特
産
品
も
観

光
名
所
も
全
く
な
い
で
す
。
東
京
か
ら
少
し
離
れ
た
郊
外
住
宅
地
、

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
最
た
る
と
こ
ろ
と
言
え
ば
北
本
の
イ
メ
ー
ジ
は
掴

ん
で
も
ら
え
る
か
と
思
い
ま
す
。
取
手
と
少
し
異
な
る
点
は
、
取
手

は
工
場
が
多
い
の
で
す
が
、
北
本
に
は
工
場
も
あ
ま
り
な
く
住
宅
地

が
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。
住
宅
地
の
先
に
畑
と
田
ん
ぼ
、
更
に
行

く
と
森
が
広
が
る
、
そ
ん
な
静
か
な
ま
ち
で
す
。

　「
北
本
ビ
タ
ミ
ン
」
は
、
熊
倉
さ
ん
と
森
さ
ん
が
北
本
市
の
ア
ー
ト

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
市
に
提
案
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
ス
タ

ー
ト
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
ご
説
明
し
ま

す
と
、
ま
ず
２
０
０
８
年
の
夏
に
北
本
市
主
催
に
よ
り
北
本
ア
ー
ツ

キ
ャ
ン
プ
（
＊
1
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
北
本
ア
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ

北本アーツキャンプ（2008年8月11日〜 15日）
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ン
プ
」
を
き
っ
か
け
に
、
北
本
市
や
さ
い
た
ま
市
で

の
地
域
融
合
型
の
ア
ー
ト
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

＊
7東

京
藝
術
大
学
音
楽
環
境
創
造
科

音
楽
と
さ
ま
ざ
ま
な
隣
接
分
野
を
横
断
的
に
学
ぶ

学
科
。
２
０
０
２
年
、
取
手
キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
置
さ
れ
、

２
０
０
６
年
よ
り
北
千
住
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
構
え
る
。

＊
8日

比
野
克
彦
（
ひ
び
の
・
か
つ
ひ
こ
）

１
９
５
８
年
、
岐
阜
県
生
ま
れ
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。

東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
先
端
芸
術
表
現
科
教
授
。

１
９
８
６
年
シ
ド
ニ
ー
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
、
１
９
９
５

年
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
出
品
。
２
０
０
８

年
、
金
沢
21
世
紀
美
術
館
で
日
比
野
克
彦
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ホ
ー
ム
→
ア
ン
ド
←
ア
ウ
ェ
ー
」
方

式m
eets N

O
D

A[But-a-I]

を
開
催
。

＊
9明

後
日
朝
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
（
２
０
０
３
年
）、

莇
平
（
あ
ざ
み
ひ
ら
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
日
比
野

克
彦
が
主
宰
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
朝
顔
を
通
し
て

人
と
人
、
人
と
地
域
、
地
域
と
地
域
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
２
０
０
５
年
の

水
戸
を
始
ま
り
に
全
国
23
地
域
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

＊
10ど

ん
ど
こ
！
巨
大
紙
相
撲

K
O

SU
G

E 1-16

に
よ
る
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
制
作
し
た

等
身
大
の
力
士
で
紙
相
撲
を
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

形
式
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

＊
11か

え
っ
こ
バ
ザ
ー
ル

「
か
え
っ
こ
」
と
は
藤
浩
志
が
提
案
す
る
、
子
ど
も
た

ち
が
遊
ば
な
く
な
っ
た
お
も
ち
ゃ
や
グ
ッ
ズ
、
ア
ク

セ
サ
リ
ー
な
ど
を
持
ち
寄
っ
て
、
と
り
か
え
っ
こ
を

し
て
遊
ぶ
こ
と
の
で
き
る
、
お
金
の
い
ら
な
い
シ
ス
テ

ム
の
こ
と
。

「
明
後
日
朝
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
水
戸
や
金
沢
で
は
美
術
館
を
朝

顔
の
ツ
ル
が
お
お
っ
て
い
ま
し
た
が
、
北
本
は
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
な
の

で
、
自
宅
で
朝
顔
を
育
て
て
も
ら
う
「
明
後
日
朝
顔
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
」
と
い
う
形
式
で
開
催
し
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し

て
ま
ち
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
初
期
の
キ

タ
ミ
ン
・
ラ
ボ
舎
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
原
動
力
と
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
２
０
０
８
年
に
は
夏
と
冬
に
も
北

本
ア
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
広
げ
る
た
め
にK

O
SU

G
E 1-16

の
「
ど
ん
ど
こ
！
巨
大
紙
相
撲
」

（
＊
10
）
を
行
い
、
藤
浩
志
さ
ん
の
「
か
え
っ
こ
バ
ザ
ー
ル
」（
＊
11
）
も
月

に
1
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
三
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
「
ベ
ー

ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
呼
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
「
ベ
ー
ス
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
た
く
さ
ん
の
人
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
っ
た
こ
と

が
、
キ
タ
ミ
ン
・
ラ
ボ
舎
が
北
本
市
内
で
認
知
さ
れ
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
活
動
の
拠
点
に
し
て
い
る
の
は
、「
北
本
タ
ワ
ー
」
と
呼
ん
で
い
る

廃
墟
ビ
ル
で
す
。
駅
か
ら
２
分
ぐ
ら
い
の
、
昔
は
家
具
屋
さ
ん
だ
っ

た
建
物
な
の
で
、
総
面
積
が
一
千
平
米
ぐ
ら
い
あ
り
ま
す
。
か
な
り

大
き
な
建
物
で
、
１
階
に
は
駐
輪
場
と
不
動
産
屋
が
入
っ
て
お
り
、

２
～
４
階
を
大
家
さ
ん
の
ご
好
意
で
安
価
に
借
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
３
フ
ロ
ア
を
拠
点
に
し
て
い
ま
す
。
北
本
タ
ワ
ー
に
あ
る
ｗ
ａ

ｈ
オ
フ
ィ
ス
（
＊
12
）
の

施
工
は
、
す
べ
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
行
い
、

泊
ま
り
込
み
で
作
業

を
し
ま
し
た
。
朝
起
き

て
作
業
を
始
め
、
夜

は
少
し
お
酒
を
飲
ん

す
。
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
の
ほ
か
に
も
、
10
名
ぐ
ら
い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
メ
ン
バ
ー
が
動
い
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
10
～
20
名
ぐ
ら
い

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー
が
関
わ
っ
て
く
れ
る
組
織
体
勢
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
キ
タ
ミ
ン
・
ラ
ボ
舎
は
「
新
し
い
文
化
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を

ま
ち
の
『
ビ
タ
ミ
ン
』
と
し
、
創
造
力
を
引
き
出
す
場
づ
く
り
や
、

ア
ー
ト
と
地
域
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
呼
ば
れ
る
北
本

を
い
き
い
き
し
た
ま
ち
と
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
活
動
す
る
」
と

い
う
言
葉
の
も
と
に
設
立
し
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
を
通
じ
て
、
私
た

ち
は
ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
、
そ
れ
以
外
で
も
文
化
と
呼
ば
れ
る
も
の

な
ら
何
で
も
ま
ち
の
「
ビ
タ
ミ
ン
」
と
し
て
み
ん
な
で
盛
り
上
げ
て

い
こ
う
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
特
に
北
本
市
民
の
み
な
さ
ん
は
「
北

本
は
何
も
な
い
ま
ち
だ
」
と
お
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
。
そ
の
ま
ち
を
ど

う
イ
キ
イ
キ
さ
せ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
活
動
し
て
い
ま

す
。

　
２
０
０
８
年
８
月
、
ま
だ
キ
タ
ミ
ン
・
ラ
ボ
舎
が
設
立
さ
れ
て
い

な
い
状
態
で
開
催
し
た
北
本
ア
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
日
比
野
克
彦

（
＊
8
）
さ
ん
の
「
明あ

さ
っ
て

後
日
朝あ

さ

顔が
お

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
＊
9
）
を
行
い
ま
し
た
。

日比野克彦《明後日朝顔プロジェクト 北本》（2008
年〜）

KOSUGE1-16《どんどこ！巨大紙相撲 北本場所千
秋楽》（2009年2月16日）

北本タワー 2009年6月より改修
を始める
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＊
12

ｗａ
ｈ
オ
フ
ィ
ス
（
ワ
ウ
オ
フ
ィ
ス
）

北
本
ビ
タ
ミ
ン
で
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
を
務
め
る
南
川
憲
二
が
所
属
す
る
表
現
集
団

w
ah docum

ent

の
事
務
所
。
北
本
タ
ワ
ー
の
２
階

に
あ
り
、
北
本
の
お
い
し
い
家
カ
レ
ー
を
発
掘
す
る

企
画
や
、
映
画
上
映
会
な
ど
地
域
向
け
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
る
。

＊
13日

本
文
化
デ
ザ
イ
ン
会
議

日
本
文
化
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｊ
Ｉ
Ｄ
Ｆ
）
と
、

開
催
地
実
行
委
員
会
が
共
催
す
る
参
加
型
の
文
化

イ
ベ
ン
ト
。
開
催
地
の
新
し
い
魅
力
を
提
示
す
る
文

化
活
動
と
し
て
展
開
し
て
い
る
。
日
本
文
化
デ
ザ
イ

ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
１
９
８
０
年
に
設
立
さ
れ
た
任

意
団
体
で
あ
り
、
文
化
の
全
般
に
お
い
て
多
彩
な
分

野
の
先
端
的
な
活
動
を
し
て
い
る
専
門
家
約
１
２
０

名
が
会
員
と
な
っ
て
い
る
。

て
い
ま
す
。
蟻あ

り

川か
わ

小さ

百ゆ

合り

さ
ん
は
、
埼
玉
県
上
尾
市
出
身
の
メ
ン
バ

ー
で
す
。
熊
倉
先
生
に
北
本
の
動
き
を
教
え
ら
れ
て
こ
の
活
動
に
関

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ほ
か
キ
タ
ミ
ン
・
ラ
ボ
舎
以
外
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
北
本
デ
ザ
イ

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
３
名
が
い
ま
す
。
こ
の
3
名
は
大
体
25
歳
ぐ
ら

い
だ
と
思
い
ま
す
が
、
み
な
同
じ
中
学
校
の
同
級
生
で
す
。
渡わ
た

部な
べ

勇ゆ
う

介す
け

君
は
写
真
が
得
意
で
、
酒さ

か

井い

貴た
か

充み
つ

君
は
建
築
、
岡お

か

野の

高た
か

志し

君
は
日

本
大
学
の
経
済
学
部
を
出
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
先
ほ
ど
紹
介

し
た
北
本
市
生
涯
学
習
課
の
五
十
殿
さ
ん
、
そ
れ
か
ら
藝
大
の
齋さ
い

藤と
う

琴こ
と

子こ

さ
ん
と
高た

か

橋は
し

麻ま

衣い

さ
ん
で
す
。
彼
女
た
ち
は
熊
倉
研
究
室
の
学

生
で
す
が
、
齋
藤
さ
ん
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
専

門
で
、
高
橋
さ
ん
は
別
府
市
で
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
関
わ
っ
て
い
た
と
い
う
経
歴
を
持
た
れ
て
い
ま
す
。
メ
ン

バ
ー
の
年
齢
層
が
20
代
中
心
で
、
加
え
て
男
子
の
若
い
メ
ン
バ
ー
が

多
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
女
性
た
ち
が
主
に
事
務
方
、
書
類
作
成

な
ど
の
細
か
い
事
務
処
理
を
担
当
し
て
く
れ
る
の
で
非
常
に
助
か
っ

て
い
ま
す
。

で
ご
飯
を
食
べ
て
、
帰
る
人
は
帰
る
け
れ
ど
何
人
か
は
そ
の
ま
ま
泊

ま
る
、
と
い
っ
た
感
じ
で
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
地
元
の
埼
玉
県

立
北
本
高
校
の
生
徒
も
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

■
北
本
ビ
タ
ミ
ン
に
関
わ
る
人
び
と

―
若
い
世
代
が
原
動
力

　
北
本
ビ
タ
ミ
ン
自
体
は
任
意
団
体
、
実
行
委
員
会
形
式
で
回
し
て

い
ま
す
が
、
メ
ン
バ
ー
は
今
の
時
点
で
10
名
く
ら
い
、
今
年
度
の
予

算
規
模
は
人
件
費
を
除
い
て
１
１
０
０
万
円
で
す
。

　
北
本
ビ
タ
ミ
ン
の
構
成
組
織
の
一
つ
、
キ
タ
ミ
ン
・
ラ
ボ
舎
は
主

に
５
人
の
メ
ン
バ
ー
で
、
私
は
代
表
を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す

が
、
出
身
は
北
本
で
は
な
く
隣
町
の
鴻こ
う

巣の
す

で
す
。
北
本
の
動
き
を
知

っ
た
の
は
東
京
で
建
築
の
設
計
事
務
所
に
勤
め
て
い
る
と
き
に
偶
然

チ
ラ
シ
を
見
た
こ
と
で
す
。
そ
こ
か
ら
６
カ
月
ぐ
ら
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
手
伝
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
事
業
が
拡
大
す
る
に
あ
た
り

事
務
局
と
い
う
形
で
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
き
ま
し
た
。
次
に
金か
ね

田だ

翔
し
ょ
う

君
で
す
が
、
彼
は
藝
大
の
先
端
芸
術
表
現
科
の
卒
業
生
で
、
現
在
24

歳
で
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
り
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
も
興
味
が
あ

っ
て
北
本
に
関
わ
っ
て
い
る
、
埼
玉
県
朝
霞
市
出
身
の
メ
ン
バ
ー
で

す
。
彼
は
非
常
に
個
性
的
な
視
点
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
な
ど
、
コ
ン
セ
プ
ト
の
と
こ
ろ
に
関
し
て

彼
に
相
談
を
す
る
と
と
て
も
う
ま
く
い
く
。
そ
れ
か
ら
上う

え

原は
ら

祥
し
ょ
う

吾ご

さ

ん
。
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
在
住
の
上
原
さ
ん
は
、
昔
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
を
や
ら
れ
て
い
た
方
で
、
企
画
に

関
わ
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
上う
え

田だ

雄ゆ
う

三ぞ
う

さ
ん
は
、
日
本
文
化
デ
ザ
イ
ン
会
議
（
＊
13
）
を
き
っ
か
け
に
知
り
合

っ
た
メ
ン
バ
ー
で
す
。
会
社
を
辞
め
て
、
し
ば
ら
く
何
も
す
る
当
て

が
な
い
と
き
に
、
地
元
で
こ
の
よ
う
な
活
動
が
あ
っ
た
の
で
関
わ
っ

各家庭のカレーを振る舞っていただく企画「北本
カレー」　北本タワー 2階 wahオフィスにて

北本タワーでのミーティングの様子
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ア
メ
ン
バ
ー
が
最
小
３
人
で
最
大
８
人
で
動
い
て
い
ま
す
。
最
小
の

３
人
は
実
働
週
６
～
７
日
、
９
～
17
時
勤
務
を
心
掛
が
け
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
ほ
か
の
人
は
火
曜
と
金
曜
に
事
務
所
を
開
け
て
い
る
の

で
、
火
曜
と
金
曜
の
午
後
だ
け
と
か
、
隔
週
で
土
曜
日
だ
け
と
い
う

関
わ
り
方
の
人
が
最
近
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

高
野

―
ヒ
ミ
ン
グ
は
、
私
が
平
日
の
夜
に
事
務
作
業
し
、
週
末
に

ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
オ
ー
プ
ン
す
る
と
い
う
の
が
メ
イ
ン
で
、
あ
と

は
そ
の
都
度
コ
ア
メ
ン
バ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
関
わ
っ
て
く

れ
る
と
い
う
感
じ
で
す
。

石
山

―
ゼ
ロ
ダ
テ
は
ほ
ぼ
エ
ン
ド
レ
ス
で
す
ね
。
コ
ア
の
３
人
は

ほ
か
の
仕
事
を
し
て
い
る
と
き
は
そ
ち
ら
を
集
中
し
て
、
空
い
た
時

間
は
ほ
ぼ
全
部
ゼ
ロ
ダ
テ
に
費
や
し
て
い
ま
す
。
か
な
り
キ
ツ
い
で

す
（
笑
）。
中
村
さ
ん
と
も
よ
く
話
し
ま
す
が
、
仕
事
を
自
分
た
ち
で

つ
く
ら
な
い
と
給
料
も
も
ら
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
日
頃
か
ら
意
識

し
て
や
っ
て
い
ま
す
ね
。
普
通
の
会
社
に
勤
め
る
と
、「
何
時
間
働
い

た
か
ら
給
料
も
ら
っ
て
当
然
」
と
い
う
感
覚
な
の
で
し
ょ
う
が
、
僕

ら
の
や
っ
て
い
る
こ
と
は
起
業
に
近
い
で
す
。
自
分
で
お
金
を
つ
く

っ
て
、
企
画
し
て
、
予
算
管
理
し
て
。
今
の
コ
ア
メ
ン
バ
ー
は
そ
う

い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
ぎ
り
ぎ
り
や
っ
て
い
ま
す
ね
。

新
井

―
コ
ア
メ
ン
バ
ー
の
結
束
力
が
し
っ
か
り
あ
れ
ば
、
金
銭
的

な
問
題
で
は
な
く
て
、
目
標
に
向
か
っ
て
行
く
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

保
て
る
の
で
し
ょ
う
ね
。
北
本
ビ
タ
ミ
ン
（
以
下
、「
北
本
」）
の
場

合
は
、
先
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
予
算
が
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
み

ん
な
よ
く
や
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、
気
軽
に
関
わ
っ
て
く
れ
て
い

る
コ
ア
メ
ン
バ
ー
も
い
る
わ
け
で
、
最
終
的
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や

第
5
章
●「
ス
タ
ッ
フ
×
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

D
iscussion 

Part 1　

現
場
の
実
態

　
研
究
会
メ
ン
バ
ー
が
ゲ
ス
ト
４
名
に
質
問
を
投
げ
か
け
な
が
ら
、

外
か
ら
は
見
え
な
い
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
現
場
の
実
情
を
探
る
、
若
手

メ
ン
バ
ー
だ
け
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
　

●
ゲ
ス
ト
＝
高
野
織
衣
、
石
山
拓
真
、
羽
原
康
恵
、
新
井
慶
太

● 

発
言
者
＝
菊
地
拓
児
、
九
冨
美
香
、
永
尾
真
由
、
冠
那
菜
奈
ほ
か

C
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‥
‥
‥
‥
‥
‥
16

■
ス
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‥
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‥
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‥
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‥
‥
‥
‥
‥
‥
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■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
と
フ
ォ
ロ
ー
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
20

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
意
識
と
今
後
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
21

■
コ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
実
働
時
間

新
井

―
僕
ら
の
事
務
局
は
少
な
く
て
も
週
３
日
、
忙
し
い
と
き
は

週
7
日
く
ら
い
実
働
で
動
い
て
い
ま
す
。
ほ
か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

コ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
関
わ
る
頻
度
は
ど
の
く
ら
い
な
の
で
し
ょ
う
か
。

羽
原

―
取
手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
以
下
、
Ｔ
Ａ
Ｐ
）
は
、
コ
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ー
キ
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
当
時
は
若
手
が
い
っ
ぱ
い
い
た

こ
と
も
あ
り
、
そ
の
ブ
レ
ー
キ
を
ふ
り
き
っ
て
走
る
こ
と
が
で
き
て

い
た
と
思
い
ま
す
。
２
０
１
０
年
は
中
心
が
３
人
と
か
な
り
人
数
が

減
っ
て
い
ま
す
の
で
、
若
さ
の
エ
ン
ジ
ン
が
や
や
枯
渇
気
味
か
な
と

感
じ
ま
す
。
こ
の
３
人
と
は
、
奥
村
、
金
子
、
私
で
、
Ｔ
Ａ
Ｐ
塾
の

卒
業
生
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
ば
ら
つ
き
は
あ
り
ま
す
が
、
み
ん
な
現
場

の
経
験
が
あ
り
ま
す
。
で
も
３
人
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
少
し
異
な
る
部

分
が
あ
り
、
一
気
に
突
っ
走
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
化
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
長
い
議
論
の
中
で
は
、
若
手
と
年
齢

の
高
い
ベ
テ
ラ
ン
市
民
た
ち
と
の
間
に
溝
が
で
き
て
、
な
か
な
か
意

見
が
ま
と
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

菊
地

―
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
い
う
と
、
先
輩
に
あ
た
る
ヒ
ミ
ン
グ
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

高
野

―
も
と
も
と
夏
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
け
や
っ
て
い
た
と
き
は
、

実
行
委
員
会
体
制
で
春
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
集
め
て
、
夏

に
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
２
０
０
４
年
か
ら
始
ま

っ
て
、
２
０
０
７
年
が
一
番
実
行
委
員
が
多
か
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
も
ま
ち
な
か
の
10
カ
所
近
く
で
展
開
し
て
い
た
と
き
（
２
０
０
７

年
）
は
、
大
学
生
や
い
ろ
い
ろ
な
人
が
集
ま
っ
て
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

が
と
て
も
大
変
で
し
た
。
中
村
政
人
さ
ん
が
来
て
か
ら
ス
タ
ッ
フ
が

よ
う
や
く
動
き
出
す
と
い
う
状
態
で
し
た
。

永
尾

―
ス
タ
ッ
フ
が
動
か
な
い
と
い
う
の
は
何
が
原
因
だ
と
思
わ

れ
ま
す
か
。

高
野

―
ヒ
ミ
ン
グ
は
地
域
の
「
場
」
の
魅
力
を
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

本
気
度
と
い
う
面
で
一
線
越
え
ら
れ
な
い
部
分
も
あ
る
の
か
な
と
感

じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
ス
タ
ッ
フ
の
多
様
性

菊
地

―
私
も
一
時
期
Ｔ
Ａ
Ｐ
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
関
わ
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
年
齢
層
が
幅
広
く
、
経
歴
も
多
様
な
方

が
参
加
し
て
い
る
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
視
点
が
あ
る

の
は
面
白
い
一
方
で
、
現
場
で
ま
と
め
て
い
く
上
で
は
大
変
な
部
分

も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

羽
原

―
そ
う
で
す
ね
、
関
わ
っ
て
い
る
方
の
世
代
は
非
常
に
ば
ら

ば
ら
で
す
。
20
代
か
ら
70
代
ま
で
い
ま
す
し
、
職
業
も
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
意
志
決
定
は
運
営
会
議
で
し
て
い
ま
す
。
運
営
会
議
は
、
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
関
わ
る
意
志
の
あ
る
人
な
ら
誰
で
も
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
、
会
議
だ
け
に
参
加
し
て
発
言
す
る
人
も
い
ま
す
。
や
は
り
運

営
の
基
本
は
事
務
局
の
３
～
４
人
で
意
志
共
有
を
し
て
、
そ
の
ほ
か

の
ス
タ
ッ
フ
に
も
根
回
し
を
し
て
い
ま
す
。

九
冨

―
私
も
Ｔ
Ａ
Ｐ
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
関
わ
っ
て
い
た
経
験
が

あ
り
ま
す
。
当
時
（
Ｔ
Ａ
Ｐ
２
０
０
７
）
は
20
代
の
若
手
が
最
前
線

に
い
て
、
年
齢
の
高
い
方
々
が
う
ま
く
フ
ォ
ロ
ー
に
ま
わ
っ
て
い
た

と
思
い
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
て
、
若
手
の
ス
タ
ッ
フ
が
壁

に
ぶ
ち
あ
た
っ
て
し
ょ
げ
て
い
る
と
、
年
上
の
方
が
励
ま
し
て
い
る

現
場
を
よ
く
見
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
く
な

っ
て
、
運
営
が
回
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

羽
原

―
た
だ
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
く
だ
さ
る
一
方
で
、
そ
れ
が
ブ
レ
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＊
1２

０
０
５
年
に
富
山
大
学
、
富
山
医
科
薬
科
大
学
、

高
岡
短
期
大
学
3
校
の
統
合
に
よ
り
富
山
大
学
芸

術
文
化
学
部
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。

っ
て
し
ま
う
。

　
２
０
０
７
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
し
た
と
き
に
、
理
事
を
コ
ア
メ
ン

バ
ー
に
し
て
実
行
委
員
会
形
式
を
や
め
ま
し
た
。
す
る
と
、
あ
る
程

度
意
思
疎
通
が
で
き
る
の
で
決
定
は
早
く
な
り
ま
し
た
が
、
計
画
を

実
行
し
て
い
く
段
階
に
な
っ
た
ら
、
企
画
段
階
で
関
わ
ら
な
か
っ
た

人
は
た
だ
の
お
手
伝
い
と
い
う
意
識
に
な
っ
て
、
す
ぐ
や
め
て
い
く

人
が
多
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。「
参
加
し
て
い
る
」
と
い
う
意
識
を

保
っ
て
関
わ
っ
て
も
ら
う
の
が
難
し
い
で
す
。

　
富
山
大
学
に
芸
術
文
化
学
部
（
＊
1
）
が
新
設
さ
れ
て
学
生
が
す
ご
く

熱
心
に
関
わ
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
た
ま
た
ま
メ
ン
バ
ー
が

よ
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
二
人
の
学
生
が
自
分
た
ち
で
学

生
の
チ
ー
ム
「Y

A
T

T
O

N
G

A

」
を
つ
く
っ
て
参
加
し
て
く
れ
ま
し

た
。
２
年
目
ま
で
は
そ
れ
で
動
い
て
い
ま
し
た
が
、
３
年
目
に
な
る

と
ど
う
し
て
も
各
自
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
が
で
て
き
て
、
学
生
た

ち
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
次
に
続
か
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

冠

―
学
生
へ
の
投
げ
か
け
を
、
も
う
少
し
こ
う
し
た
ら
よ
か
っ
た

と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
か
。

高
野

―
投
げ
か
け
る
相
手
の
ス
タ
ン
ス
に
よ
っ
て
押
し
つ
け
に
な

ら
な
い
よ
う
に
す
る
べ
き
だ
っ
た
な
と
。
当
初
、
私
も
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
て
ま
も
な
く
だ
っ
た
の
で
、
学
生
と
気
分
は
一

緒
の
つ
も
り
で
「
私
も
こ
れ
だ
け
頑
張
れ
て
い
る
し
、
一
緒
に
頑
張

ろ
う
よ
」
と
意
気
込
ん
で
い
た
の
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
み
ん
な
だ

ん
だ
ん
顔
が
つ
ら
そ
う
に
な
っ
て
く
る
…
…
。
今
は
学
生
に
限
ら
ず
、

関
わ
っ
て
く
れ
る
人
に
は
楽
し
め
る
余
裕
を
持
っ
て
参
加
し
て
も
ら

う
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

ク
ト
で
動
か
し
て
い
こ
う
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
強
い
ん
で
す
。
入

っ
て
き
た
人
た
ち
が
い
ろ
い
ろ
と
提
案
し
て
く
れ
て
も
、
ヒ
ミ
ン
グ

の
活
動
の
趣
旨
で
は
な
い
な
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

コ
ア
メ
ン
バ
ー
内
で
や
り
た
い
こ
と
の
違
い
も
あ
り
ま
す
。

永
尾

―
高
野
さ
ん
が
考
え
て
い
る
ヒ
ミ
ン
グ
像
は
、
ス
タ
ッ
フ
の

ヒ
ミ
ン
グ
像
や
中
村
政
人
さ
ん
の
ヒ
ミ
ン
グ
像
と
異
な
っ
た
り
す
る

の
で
す
か
。

高
野

―
コ
ア
メ
ン
バ
ー
は
や
り
た
い
こ
と
は
ば
ら
ば
ら
だ
け
れ
ど
、

感
覚
的
に
「
こ
れ
は
ヒ
ミ
ン
グ
で
や
る
こ
と
で
は
な
い
」
と
い
う
意

識
は
共
有
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
や
り
た
い
」

と
言
わ
れ
て
も
、
も
う
で
き
上
が
っ
て
い
る
素
敵
な
場
所
を
借
り
て

す
る
の
か
、
地
域
の
人
か
ら
問
題
提
起
さ
れ
て
い
る
場
所
で
す
る
の

か
を
考
え
て
、
後
者
を
取
り
ま
す
。
場
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
が
広

が
り
を
狭
め
て
い
る
要
因
だ
と
い
う
の
は
分
か
っ
て
は
い
ま
す
が
、
た

だ
面
白
い
だ
け
で
や
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

冠

―
そ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
よ
り
面
白
く
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は

あ
り
得
ま
せ
ん
か
。
ま
ち
の
人
が
提
案
さ
れ
た
カ
ラ
オ
ケ
大
会
に
何

か
要
素
を
加
え
て
み
る
の
は
ど
う
で
す
か
。

高
野

―
そ
れ
は
あ
り
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
も
と
の
提
案
と
変

わ
っ
て
く
る
と
、
や
る
気
を
阻
害
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
提

案
し
た
人
は
、
た
だ
素
敵
な
場
所
で
自
分
の
好
き
な
音
楽
の
イ
ベ
ン

ト
を
や
り
た
か
っ
た
の
に
、
ヒ
ミ
ン
グ
と
し
て
は
そ
の
場
の
価
値
を

伝
え
た
い
と
い
う
動
き
に
な
る
。
そ
う
し
て
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
く

の
を
楽
し
め
な
く
な
る
と
、
そ
の
人
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
な
く
な
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新
井

―
昨
年
は
、
キ
タ
ミ
ン
・
ラ
ボ
の
５
人
の
う
ち
の
僕
と
、
金

田
翔
君
と
い
う
藝
大
の
学
生
、
そ
れ
か
ら
上
原
祥
吾
さ
ん
の
3
人
で

や
っ
て
い
て
、
あ
と
は
偶
然
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
で
す
。
逆
に
、

若
い
女
の
子
が
少
な
い
で
す
。
基
本
的
に
「
北
本
」
は
事
務
局
が
有

給
で
す
が
、
希
望
者
が
ほ
ぼ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
が
い
な
い
理
由

は
、
Ｔ
Ａ
Ｐ
の
よ
う
な
歴
史
も
な
い
し
、
藝
大
も
美
大
も
な
く
、
東

京
も
近
い
の
に
、
な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
北
本
で
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

や
る
の
か
が
引
っ
か
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
若
い
連
中
は
い
ま

す
が
、
ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
言
葉
に
拒
否
反
応
を
示
し
た
り
、

そ
も
そ
も
絶
対
数
が
少
な
い
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

　
事
務
局
は
、
個
性
が
あ
る
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
い
る
た
め
、
意

見
が
ば
ら
ば
ら
で
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
人
手

が
足
り
な
い
と
事
業
予
算
を
割
い
て
、
人
を
増
や
す
と
、
さ
ら
に
そ

の
中
で
意
見
が
食
い
違
う
。
悪
循
環
で
す
ね
。
メ
ン
バ
ー
は
こ
の
先

も
ず
っ
と
ア
ー
ト
を
や
っ
て
い
く
と
い
う
メ
ン
バ
ー
ば
か
り
で
は
な

い
の
で
、
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
や
る
け
れ
ど
、
気
に
入

ら
な
い
こ
と
は
や
ら
な
い
状
況
で
す
。

石
山

―
そ
れ
は
男
だ
け
の
現
場
と
い
う
の
に
原
因
が
あ
る
の
で
し

ょ
う
か
。

新
井

―
単
純
に
得
手
不
得
手
の
問
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
い
い
能
力
は
持
っ
て
い
る
だ
け
に
、
う
ま
く
い
っ
た
ら
面
白
い

と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
思
っ
た
よ
り
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
づ
く
り
は
難

し
い
も
の
で
、
や
り
た
い
人
を
募
る
の
で
は
な
く
、
で
き
る
人
を
集

め
る
べ
き
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
つ
つ
も
、
最
後
は
バ
ラ
ン
ス
だ

と
思
い
ま
し
た
。

永
尾

―
今
、
高
野
さ
ん
が
、
学
生
と
お
じ
ち
ゃ
ん
た
ち
へ
求
め
る

も
の
は
違
い
ま
す
か
。

高
野

―
違
い
ま
す
ね
。
自
分
よ
り
年
下
の
人
た
ち
へ
は
、「
そ
れ
ぞ

れ
が
ど
こ
に
面
白
い
っ
て
感
じ
る
か
な
？
」
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
そ

れ
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
彼
ら
の
動
き
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
れ
ば
い
い
な
と

考
え
ま
す
。
お
じ
ち
ゃ
ん
た
ち
へ
は
、
私
た
ち
が
勝
手
に
お
じ
ち
ゃ

ん
た
ち
が
持
っ
て
い
る
素
質
を
ア
ー
ト
と
結
び
つ
け
た
い
た
め
に
、

ひ
た
す
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
ま
す
。
た
だ
彼
ら
は
「
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
一
緒
に
や
っ
て
い
る
」
と
思
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

「
手
伝
っ
て
や
っ
て
い
る
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
だ
と
思
う
の
で
、
一
緒

に
動
き
を
つ
く
っ
て
い
る
と
い
う
協
働
の
意
識
を
持
つ
の
が
難
し
か

っ
た
り
し
ま
す
。
た
だ
、
最
近
は
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
行
く
だ
け
で

も
面
白
い
と
い
う
人
が
増
え
て
い
る
の
で
、
感
覚
的
に
伝
わ
っ
て
い

る
の
か
な
と
も
感
じ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
氷
見
だ
け
で
は
な
く
、
富
山
に
戻
っ
て
き
た
さ
ま
ざ

ま
な
人
に
声
を
掛
け
、
事
務
局
を
動
か
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
面
白
い
と
思
っ
て
近
づ
い
て
く
れ
る
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
資
質
が

出
せ
る
よ
う
に
、
私
も
動
い
て
い

き
た
い
で
す
。
ど
う
い
う
ふ
う
に

関
わ
っ
て
ほ
し
い
か
は
一
人
ひ
と

り
違
い
ま
す
ね
。

菊
地

―
「
北
本
」
だ
け
が
若
い

男
性
が
中
心
に
な
っ
て
い
て
特
徴

的
で
す
が
、
理
由
が
あ
る
の
で
し

ょ
う
か
。

ヒミング・アート・センター
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■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
と
フ
ォ
ロ
ー

冠

―
ゼ
ロ
ダ
テ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
面
で
は
、
本
当
に
足
り

て
い
な
い
と
伺
っ
て
い
ま
し
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
に
人
は
集
ま
っ
て
は

く
る
け
れ
ど
、
助
け
て
は
く
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

石
山

―
夏
の
一
時
期
だ
け
だ
か
ら
手
伝
っ
て
く
だ
さ
る
人
は
集
ま

り
ま
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
来
て
、
夜
お
酒
飲
ん
だ
り
集
ま
る
の
は

楽
し
い
と
思
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
一
緒
に
つ

く
っ
て
い
く
感
覚
を
持
っ
て
い
る
人
は
多
く
は
な
い
で
す
ね
。
一
回

地
元
を
出
て
ま
た
戻
っ
て
、
フ
リ
ー
タ
ー
や
ニ
ー
ト
を
し
な
が
ら
、

音
楽
や
絵
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
若
い
人
は
結
構
い
ま
す
が
、

ほ
と
ん
ど
家
に
こ
も
っ
て
い
た
感
じ
で
す
。
そ
ん
な
若
い
人
た
ち
が
、

急
に
ゼ
ロ
ダ
テ
の
ス
タ
ッ
フ
に
な
っ
て
「
大
館
の
た
め
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
」
み
た
い
な
こ
と
が
新
聞
に
載
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
。
そ
れ

ま
で
、
近
所
の
人
か
ら
は
「
な
ん
か
あ
の
子
帰
っ
て
き
て
か
ら
家
に

こ
も
っ
て
る
な
あ
」
と
噂
さ
れ
て
い
た
の
に
、「
あ
そ
こ
の
娘
さ
ん
は

頑
張
っ
て
る
ん
だ
」
と
思
わ
れ
る
わ
け
で
す
。
そ
う
し
て
市
民
権
を

得
ま
す
が
、
夏
が
終
わ
っ
て
み
ん
な
い
な
く
な
る
と
ま
た
も
と
に
戻

る
。
そ
こ
に
僕
ら
の
よ
う
な
人
が
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
い
っ
て
、
温
度

を
保
つ
よ
う
な
こ
と
を
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
応
募
は
、
目
新
し
か
っ
た
せ
い
か
、
１
年
目
が

一
番
多
か
っ
た
で
す
。
年
々
減
っ
て
い
き
ま
し
た
。
僕
ら
も
４
年
を

経
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
け
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に

上
る
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

冠

―
Ｔ
Ａ
Ｐ
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
ま
と
め
る
ス
タ

ッ
フ
は
意
識
し
て
お
い
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

九
冨

―
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
わ
る
壁
は
大
き
い

と
思
い
ま
す
。
私
自
身
、
作
家
と
し
て
活
動
し
て
い
た
経
歴
を
経
て

現
在
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
側
で
す
が
、
自
分
が
出
過
ぎ
る
と
何
も
動
か

な
い
で
す
よ
ね
。
そ
れ
を
気
づ
い
て
い
る
か
ど
う
か
で
違
う
と
思
い

ま
す
。
ど
れ
だ
け
周
り
を
見
な
が
ら
協
調
性
を
も
っ
て
、
そ
の
場
を

つ
く
っ
て
い
く
の
か
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

羽
原

―
ゼ
ロ
ダ
テ
は
基
本
的
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
主
導
で
す
よ
ね
。

石
山

―
ゼ
ロ
ダ
テ
は
誰
も
い
な
い
状
態
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
３
人

で
始
め
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
自
己
表
現
す
る
た

め
に
や
っ
て
い
ま
す
が
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
協
調
性
を
も
っ
て
、
管

理
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
立
場
で
す
よ
ね
。
ゼ
ロ
ダ
テ
は
実
行
委

員
会
で
企
画
を
決
定
し
ま
す
が
、
そ
の
前
の
助
成
金
に
申
請
す
る
段

階
で
コ
ア
の
3
人
で
企
画
を
詰
め
ま
す
。
そ
れ
を
実
行
委
員
会
に
持

っ
て
い
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
と
、
さ
ら
に
こ
ん
な
こ
と
を
し
た
い

と
い
う
よ
う
な
話
が
出
て
く
る
ん
で
す
よ
ね
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
対

「
地
元
の
市
民
」
や
対
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
目
指
す
若
者
」
と
い
う
図

式
の
議
論
の
末
、
当
初
３
人
で
考
え
て
い
た
方
向
に
ま
と
め
て
い
く
。

　
た
だ
、
実
行
委
員
会
の
人
た
ち
は
地
元
の
反
対
派
に
「
こ
ん
な
お

金
を
使
っ
て
意
味
あ
る
の
か
」
と
ず
っ
と
言
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す

よ
。
お
互
い
腹
の
内
を
言
い
合
っ
て
、
最
後
に
は
実
行
委
員
会
対
反

対
派
の
市
民
な
の
か
、
大
型
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
ゼ
ロ
ダ
テ
で

い
く
の
か
、
と
い
う
よ
う
な
方
向
性
を
共
有
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
悩
み
事
も
多
い
し
、
大
変
な
こ
と
も
多
い
し
、
冷
静
に
席
に
つ

い
て
話
し
合
う
実
行
委
員
会
で
は
な
い
で
す
。
半
分
は
ケ
ン
カ
状
態

で
す
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
仲
間
意
識
も
上
が
る
の
で
し
ょ
う
。
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永
尾

―
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当
の
方
が
い
る
こ
と
で
、
や
め
る
の
を

留
ま
る
と
い
う
例
は
あ
り
ま
す
か
。

羽
原

―
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
何
が
一
番
重
要
か
と
言

う
と
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
連
絡
な
ん
で
す
よ
。
そ
れ
を
や
っ
て
く
れ

て
い
る
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
こ
と
は
重
要
で
す
。
彼
女
は
こ
れ
ま
で
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
対
応
の
経
験
が
あ
り
、
仕
事
の
や
り
方
が

と
て
も
細
や
か
で
人
当
た
り
も
い
い
で
す
し
、
説
明
も
上
手
で
す
。

永
尾

―
先
ほ
ど
高
野
さ
ん
も
周
辺
の
方
々
に
ど
う
や
っ
て
関
わ
っ

て
も
ら
う
か
が
重
要
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
ど

う
い
う
こ
と
を
さ
れ
る
ん
で
す
か
。

高
野

―
私
が
「
今
こ
の
人
に
は
こ
れ
を
頼
ん
だ
ら
反
応
す
る
か
な
」

と
、
一
対
一
で
細
か
く
関
わ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集
の
告
知
も
し
て
い
ま
す
が
、
だ
い
た
い
み
な
さ
ん
、
ど
う
や

っ
て
関
わ
っ
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
現
実
で
す
か
ら
。

で
も
本
当
は
も
っ
と
き
め
細
か
く
フ
ォ
ロ
ー
し
た
い
の
で
す
が
、
な

か
な
か
手
が
ま
わ
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
意
識
と
今
後

菊
地

―
実
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
動
か
し
て
い
る
中
で
、
大
変
な
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
や
ろ
う
と
思
う

一
番
の
理
由
は
何
で
し
ょ
う
か
。
加
え
て
、
今
後
の
ご
自
身
の
関
わ

り
方
も
含
め
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
今
後
に
つ
い
て
ど
う
見
て
い
る

の
か
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

ッ
フ
は
ど
の
く
ら
い
い
ま
す
か
。

羽
原

―
芝
山
さ
ん
は
そ
の
立
場
の
人
で
す
。
人
を
つ
な
い
で
モ
チ

ベ
ー
ト
す
る
余
裕
が
運
営
側
に
だ
ん
だ
ん
な
く
な
る
と
、
人
が
離
れ
、

残
っ
た
人
は
さ
ら
に
人
が
足
り
ず
に
疲
弊
し
て
い
く
と
い
う
負
の
ス

パ
イ
ラ
ル
に
陥
る
の
で
、
そ
こ
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
た
め
で
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
潜
在
的
に
は
20
～
30
人
ぐ
ら
い
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
も
ち
ろ
ん
全
員
が
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
関
わ
れ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
Ｔ
Ａ
Ｐ
が
認
知
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
、
募
集
を
か
け

な
く
て
も
「
興
味
あ
る
の
で
す
が
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
る
人
が
多

く
な
っ
て
き
て
は
い
ま
す
。
で
も
そ
う
い
う
人
た
ち
が
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
求
め
て
い
る
も
の
と
実
際
の
現
場
が
ミ
ス
マ
ッ
チ
す
る

と
、「
違
う
な
」
と
離
れ
て
い
か
れ
ま
す
。
Ｔ
Ａ
Ｐ
の
中
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
の
で
、
ど
れ
に
興
味
が
あ
る
の
か
面
接
し

な
が
ら
聞
い
て
、
芝
山
さ
ん
と
私
で
担
当
を
決
め
ま
す
。

冠

―
ど
う
い
う
人
が
「
違
う
」
と
感
じ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

羽
原

―
Ｔ
Ａ
Ｐ
は
こ
れ
ま
で
会
期
を
設
定
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
ず
っ

と
や
っ
て
き
て
い
た
の
で
す
が
、
今
年
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
を
目
指
し
て
脱

イ
ベ
ン
ト
化
の
新
し
い
方
向
性
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
に
新

し
い
人
に
コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
か
ら
関
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
事
務
局

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
た
の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
Ｔ
Ａ
Ｐ
の
イ
メ
ー

ジ
で
会
期
中
の
集
客
ア
ッ
プ
を
目
指
す
と
い
う
よ
う
な
志
望
動
機
の

人
は
「
違
う
」
と
思
わ
れ
た
よ
う
で
す
ね
。
ア
ー
ト
っ
て
面
白
い
と

い
う
の
を
広
め
た
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
た
と
き
に
す
ご
く
顕
著
で
し
た
。



5-22 東京アートポイント計画　Tokyo Art Research Lab
『日本型アートプロジェクトの歴史と現在』　第5章

「スタッフ×アートプロジェクト」●Discussion Part 1　現場の実態

＊
2シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

18
世
紀
、
イ
ギ
リ
ス
で
生
ま
れ
た
市
民
が
都
市
に
対

し
て
も
つ
自
負
と
愛
着
と
い
う
考
え
方
。

を
取
り
直
し
て
い
ま
す
。

高
野

―
私
は
こ
こ
１
～
２
年
ず
っ
と
迷
っ
て
い
ま
す
。
ヒ
ミ
ン
グ

は
、
ア
ー
ト
の
も
つ
創
造
性
で
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
の
暮
ら
し
を
面

白
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
目
的
を
持
ち
ま
す
。
で
は
「
ア
ー
ト
の
創

造
性
っ
て
何
だ
ろ
う
」
と
い
つ
も
考
え
る
の
で
す
が
、
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
地
域
や
そ
こ
に
住
む
人
び
と
に
「
揺
ら
ぎ
」
を
与
え
る

こ
と
ま
で
し
か
で
き
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
の

で
す
。
ま
ち
の
人
た
ち
に
主
体
的
な
創
造
性
を
与
え
る
こ
と
を
ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
疑
問
に
思
い
、
今
後
の

方
向
性
を
悩
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
や
っ
て
い
こ
う
と
感
じ
る
の
は
、
地
域
に
向
き
合
う
こ

と
が
面
白
い
で
す
し
、
毎
年
住
み
慣
れ
た
氷
見
と
い
う
「
場
」
か
ら

発
見
が
あ
り
、
感
動
す
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。
小
さ
な
ま
ち
の

小
さ
な
拠
点
で
す
が
、
こ
こ
に
来
な
い
と
体
験
で
き
な
い
地
域
資
源

が
あ
っ
て
、
外
か
ら
そ
れ
を
味
わ
い
に
来
て
く
れ
る
よ
う
な
動
き
を

つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
良
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
場

に
こ
だ
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
ね
。羽

原

―
ア
ー
ト
以
外
で
、
進

ま
れ
た
い
方
向
性
が
あ
る
の
で

す
か
。

高
野

―
私
は
事
務
局
運
営
の

た
め
に
お
金
を
生
み
出
し
て
い

き
た
い
で
す
。
ヒ
ミ
ン
グ
の
コ

ア
メ
ン
バ
ー
は
、
み
ん
な
自
分

の
仕
事
が
メ
イ
ン
に
あ
っ
て
、

羽
原

―
私
は
ま
だ
事
務
局
長
に
な
っ
て
か
ら
１
年
経
っ
て
い
ま
せ

ん
。
取
手
に
戻
っ
て
か
ら
自
分
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
い

て
、
Ｔ
Ａ
Ｐ
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
自
分
で
や
ろ
う
と
い
う
感
じ

で
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。
Ｔ
Ａ
Ｐ
に
戻
る
決
意
は
し
た
も
の
の
、

意
思
決
定
に
か
か
る
時
間
も
手
順
も
な
か
な
か
う
ま
く
回
ら
ず
、
と

い
う
の
を
何
度
も
繰
り
返
し
て
疲
れ
て
き
ま
し
て
、
さ
ら
に
小
さ
い

子
ど
も
も
い
て
、
自
分
の
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
悪
さ
に
げ
ん

な
り
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
事
務
局
長
と
し
て
戻
っ
て
来
て
も
数

年
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
る
の
で
、
周
り
の
ス
タ
ッ
フ
は
ま
だ
自
分
に
対

し
て
完
全
な
信
頼
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

今
は
続
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
か
と
言
う
と
、
今
ち
ょ
う
ど
Ｔ
Ａ
Ｐ
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
時
期
で
あ
る
の
に
加
え
て
、
自
分
が
や
っ
て
い
き
た
い
こ
と
が

徐
々
に
見
え
始
め
て
い
る
か
ら
で
す
。
取
手
と
い
う
ま
ち
に
、
ど
ん

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
仕
掛
け
る
の
か
、
さ
ら
に
イ
ン
フ
ラ
機
能
の
部
分

も
デ
ザ
イ
ン
す
る
よ
う
な
団
体
に
な
っ
て
い
っ
た
ら
面
白
い
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
」（
＊
2
）
と
い
う
の
は
責
任
感
を

持
っ
て
ま
ち
に
誇
り
を
持
っ
て
い
る
人
た
ち
の
こ
と
で
す
が
、
単
な

る
愛
着
で
は
な
く
、
自
分
が
ま
ち
に
対
し
て
何
か
を
し
よ
う
と
い
う

意
識
を
高
め
て
い
く
役
割
を
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
果
た
せ
る
の

で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ａ
Ｐ
は
も
う
12
年
や
っ
て
い

て
、
周
辺
に
は
い
ろ
い
ろ
な
活
動
の
萌
芽
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い

う
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
つ
な
ぐ
中
間
支
援
的
な
組
織
が
あ
れ
ば
、
茨

城
県
の
南
エ
リ
ア
や
千
葉
県
の
松
戸
市
や
柏
市
が
つ
な
が
る
よ
う
な

素
地
を
つ
く
れ
る
気
が
し
て
い
ま
す
。
た
だ
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
だ
け

で
は
な
く
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
関
係
全
体
の
デ
ザ
イ

ン
を
で
き
る
よ
う
に
な
れ
れ
ば
新
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ａ
Ｐ

は
過
渡
期
に
あ
る
の
で
、
そ
の
方
向
に
進
ん
で
み
よ
う
と
思
っ
て
気

TAP2010「100本ノック！」大巻伸嗣《Memorial 
Rebirth》（2010年7月11日）
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く
れ
て
、
そ
の
人
た
ち
に
将
来
的
に
お
返
し
を
し
た
い
な
と
い
う
の

は
あ
り
ま
す
ね
。
意
見
が
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、「
あ
の
と
き

手
伝
っ
て
よ
か
っ
た
な
」
と
あ
と
で
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た

い
で
す
。
そ
れ
か
ら
僕
も
含
め
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
な
る
こ
と
を
諦

め
き
れ
ず
、
で
も
大
成
で
き
な
い
人
が
地
元
に
多
く
い
ま
す
が
、
自

分
た
ち
の
場
所
を
つ
く
っ
て
活
動
し
て
い
る
。
や
め
ら
れ
な
い
の
は

今
一
緒
に
つ
い
て
来
て
く
れ
て
い
る
仲
間
が
い
る
か
ら
で
す
。

　
ち
ょ
っ
と
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
と
こ
ろ
で
は
、
本
腰
を
入
れ
て
地
元
に

帰
っ
た
と
き
、
地
元
の
年
配
の
方
と
向
き
合
い
す
ぎ
る
と
き
つ
い
か

も
し
れ
な
い
点
で
す
。
少
し
距
離
を
保
ち
な
が
ら
仲
間
を
つ
く
っ
て

い
っ
て
、
若
い
人
が
い
る
場
所
に
お
年
寄
り
が
た
ま
に
行
き
た
い
な

と
思
う
よ
う
な
と
こ
ろ
を
つ
く
り
た
い
で
す
ね
。
ま
ち
に
は
将
来
的

に
若
い
人
が
集
ま
っ
て
来
る
方
が
楽
し
い
だ
ろ
う
し
。
大
変
な
準
備

を
経
て
も
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
乾
杯
し
た
ら
疲
れ
が
吹
っ
飛
ん
で
し

ま
い
、
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
の
乾
杯
で
は
「
じ
ゃ
あ
来
年
も
」
と
な
る
ル

ー
テ
ィ
ン
が
あ
り
ま
す
。
や
は
り
楽
し
い
ん
で
す
ね
。

新
井

―
僕
の
場
合
は
、
今
の
メ
ン
バ
ー
で
で
き
る
こ
と
は
や
り
き

っ
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
る
か
な
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
正
直
、
何
か
し
ら
の

形
で
お
金
を
生
み
出
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
個

人
に
対
し
て
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
も
そ
う
で
す
が
。
個
人

的
に
は
、
地
元
の
人
と
の
つ
な
が
り
も
あ
る
し
、
仕
事
じ
ゃ
な
く
て

付
き
合
う
に
は
す
ご
く
面
白
い
メ
ン
バ
ー
な
の
で
、
北
本
で
何
か
や

り
た
い
な
と
模
索
中
で
す
。

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
多
く
の
作
業
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
い

深
く
関
わ
る
け
ど
、
ヒ
ミ
ン
グ
を
資
金
的
に
自
立
さ
せ
る
た
め
に
動

く
と
い
う
感
じ
で
は
な
い
。
そ
の
点
で
私
の
意
識
と
差
が
あ
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。

石
山

―
ゼ
ロ
ダ
テ
で
は
、
本
当
に
年
上
の
人
に
負
け
な
い
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
地
元
に
住
ん
で
い
る
と
社
長
と
社
員
み
た
い
な

社
会
的
構
造
が
絶
対
に
あ
る
の
で
。
ゼ
ロ
ダ
テ
の
中
で
は
社
会
的
地

位
は
関
係
な
く
て
も
、
地
元
で
仕
事
し
た
り
生
活
す
る
た
め
に
は
う

ま
く
付
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
最
初
、
僕
は
学
生
の
と
き
に
中
村
さ
ん
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
憧
れ

て
い
ま
し
た
。
東
京
に
来
て
デ
ザ
イ
ン
会
社
に
勤
め
て
、
普
通
に
お

金
は
稼
げ
て
い
た
ん
で
す
が
、
デ
ザ
イ
ン
っ
て
売
ら
な
く
て
い
い
商

品
を
い
か
に
売
る
か
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
ち
ょ
う
ど
環
境

問
題
と
か
エ
コ
と
か
出
て
来
て
、
そ
の
割
に
エ
コ
カ
ー
を
宣
伝
・
販

売
し
た
り
す
る
と
い
う
矛
盾
に
ぶ
ち
あ
た
っ
た
り
し
て
。
結
局
誰
か

が
発
し
た
流
行
に
の
っ
て
い
る
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
に
気
付
い
た
と

き
、
ゼ
ロ
ダ
テ
を
や
り
始
め
ま
し
た
。
ゼ
ロ
ダ
テ
が
し
ん
ど
い
時
期

に
深
夜
ま
で
事
務
局
で
仕
事
し
て
、

大
館
の
商
店
街
を
歩
い
て
帰
り
な

が
ら
、
夢
が
実
現
し
た
か
も
と
思

う
。
辛
い
と
思
う
よ
り
、
そ
の
気

持
ち
は
絶
大
で
、
や
め
た
い
と
思

っ
た
こ
と
は
な
い
で
す
ね
。
ど
こ

に
目
標
や
希
望
が
あ
る
の
か
と
い

う
話
だ
と
、
２
０
０
８
年
に
小
中

高
一
緒
の
幼
な
じ
み
が
レ
ジ
デ
ン

ス
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
手
伝
っ
て

ヒミング・アート・センター内観
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す
か
。
ど
ん
な
空
気
感
な
の
で
し
ょ
う
。
十
全
な
お
金
や
何
か
を
も

ら
っ
て
い
る
の
か
、
も
し
く
は
全
く
理
解
が
な
い
の
か
。

石
山

―
ゼ
ロ
ダ
テ
の
場
合
、
よ
う
や
く
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
最
初
は
市
民
活
動
ベ
ー
ス
で
盛
り
上
げ
て

い
っ
た
の
で
、
１
年
、
２
年
と
年
を
経
る
ご
と
に
行
政
が
無
視
で
き

な
い
状
況
に
な
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
か
ら
、
先
ほ
ど
予
算

が
１
千
万
円
と
は
言
い
つ
つ
も
、
夏
の
ゼ
ロ
ダ
テ
は
実
質
４
０
０
万

円
く
ら
い
で
や
っ
て
い
る
の
で
そ
こ
に
人
件
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
。
ス
タ
ッ
フ
は
ほ
ぼ
全
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
そ
れ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
回
せ
る
と
思
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
市
や
県
の
方
へ
は
「
実
際
に

は
こ
れ
ぐ
ら
い
か
か
る
ん
で
す
よ
」
と
正
直
に
話
し
て
い
ま
す
。
県

庁
の
人
に
は
団
体
名
自
体
は
認
知
さ
れ
て
、「
何
か
や
り
た
い
」
と
県

に
話
す
と
き
に
良
く
も
悪
く
も
「
ゼ
ロ
ダ
テ
っ
ぽ
い
」、「
ゼ
ロ
ダ
テ

風
」、「
ゼ
ロ
ダ
テ
的
な
」
と
い
う
表
現
で
通
じ
ち
ゃ
う
ん
で
す
。

森

―
４
年
で
そ
こ
ま
で
訴
求
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
活
動
と

ネ
ー
ミ
ン
グ
の
強
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

石
山

―
そ
う
で
す
ね
。
青
森
に
は
美
術
館
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

秋
田
県
は
ア
ー
ト
シ
ー
ン
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
こ
と
が
な
か
な
か
見

え
づ
ら
い
所
で
し
た
。
今
ま
で
ア
ー
ト
が
何
も
起
こ
っ
て
こ
な
か
っ

た
印
象
の
強
い
場
所
な
の
で
、
僕
ら
の
活
動
は
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

高
野

―
私
は
、
今
の
行
政
の
支
援
の
お
話
を
聞
い
て
い
て
、
う
ら

や
ま
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
中
村
さ
ん
は
地
元
の
大
館
だ
と
一
般
の

人
と
同
じ
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
よ
ね
。
中
村
さ
ん
は
氷
見
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新
井

―
北
本
の
場
合
は
、
北
本
市
の
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
最
近
行
っ
た
日
本
文
化
デ
ザ
イ
ン
会
議
２
０
１
０
が
終

わ
っ
た
あ
と
に
、
北
本
ビ
タ
ミ
ン
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
下
手
に
い

ろ
い
ろ
言
わ
な
く
て
も
い
い
と
い
う
話
が
市
の
内
部
で
出
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
言
っ
て
も
結
局
制
御
で
き
な
い
ん
だ
か
ら
、
も
う
や
り
た

い
よ
う
に
や
ら
せ
て
、
押
さ
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
押
さ
え
ろ
、
と
い

う
状
況
で
す
ね
。
こ
こ
ま
で
に
約
２
年
か
か
り
ま
し
た
。
Ｔ
Ａ
Ｐ
で

の
話
を
聞
い
て
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
は
初
期
段
階
な
ん
だ

ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン

熊
倉

―
み
な
さ
ん
は
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
回
す
側
と
し
て
、

ど
う
い
っ
た
面
で
楽
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
の
で
す
か
。

高
野

―
最
初
の
氷
見
ク
リ
ッ
ク
の
ヴ
ィ
デ
オ
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
と
き
に
、
何
に
も
な
い
の
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
場
所

に
、
作
家
が
飛
び
込
ん
で
き
て
こ
こ
に
暮
ら
し
、
地
元
の
人
と
出
会

う
こ
と
に
よ
っ
て
面
白
い
発

見
が
目
の
前
で
ど
ん
ど
ん
展

開
し
て
い
っ
た
と
い
う
出
来

事
が
、
私
が
ヒ
ミ
ン
グ
に
関

わ
り
始
め
た
本
当
の
き
っ
か

け
で
す
。
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

に
来
る
人
や
、
そ
こ
で
出
会

う
人
、
毎
年
新
し
い
出
会
い

や
発
見
が
あ
り
、
企
画
も
自

分
た
ち
で
や
っ
て
い
ま
す
の

で
も
い
ろ
い
ろ
と
活
動
し
て
く
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
や
は
り
出
身

が
違
う
の
で
市
は
関
心
を
抱
か
な
か
っ
た
。
氷
見
市
に
住
ん
で
い
る

人
た
ち
に
も
、「
ヒ
ミ
ン
グ
頑
張
っ
て
る
ね
」
と
言
わ
れ
た
り
、
ヒ
ミ

ン
グ
の
活
動
で
市
全
体
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
と
行
政
も
感
じ
ら
れ

て
い
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
文
化
的
な
活
動
と
し
て
お
金
は
出
し
て

く
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
県
の
方
が
「
こ
う
い
う
助
成
金
が
あ
る
よ
」

と
教
え
て
く
だ
さ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

森

―
富
山
県
の
方
は
ま
だ
可
能
性
は
あ
る
ん
で
す
か
。

高
野

―
県
は
今
、
水
辺
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
と
い
う
補
助
金
事
業

を
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
事
業
は
県
と
市
が
同
額
出
さ
な
い
と

い
け
な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
ど
う
や
っ
て
市
側
を
口
説
く
か
と
い
う

段
階
で
す
。
ま
た
、
私
た
ち
自
身
の
「
ヒ
ミ
ン
グ
は
頑
張
っ
て
い
る
」

と
い
う
想
い
か
ら
、
市
の
人
も
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
と
き
に
手
伝
っ
て

く
だ
さ
い
と
最
初
に
押
し
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
そ
こ
で
印
象
が

悪
く
な
り
、
こ
じ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
今
は
そ
こ
か

ら
回
復
し
き
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
や
は
り
一
緒
に
や
っ
て
い
け
た
方

が
面
白
い
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
の
で
、
こ
れ
か
ら
和
解
に
向
け
て

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

羽
原

―
Ｔ
Ａ
Ｐ
は
そ
も
そ
も
実
行
委
員
会
に
取
手
市
が
入
っ
て
い

ま
す
。
資
金
的
な
面
で
は
今
年
度
予
算
額
で
い
う
と
、
３
分
の
１
弱

が
市
の
補
助
金
で
す
。
で
す
が
、
実
働
の
部
分
で
の
市
の
協
力
体
制

は
、
年
を
経
る
ご
と
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
実
感
が
あ
り
ま
す
。
こ

ち
ら
が
こ
う
い
う
こ
と
を
や
り
た
い
と
言
っ
た
と
き
に
、
ま
ず
一
度

は
ね
返
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
減
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

日本文化デザイン会議2010  アートプロジェクト
with北本ビタミン　ラーメン屋「十勝」2階にて
ディスカッションの様子（2010年10月9日）
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「
こ
と
」
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
今
自
分
が
関
わ
っ
て

い
な
か
っ
た
ら
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
行
わ
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ

な
い
、
と
い
う
や
り
が
い
と
魅
力
を
感
じ
、
根
拠
の
な
い
自
負
と
と

も
に
活
動
を
続
け
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

新
井

―
僕
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
東
京
と
い
う
経
済
が
回

っ
て
い
る
場
所
や
エ
リ
ア
で
は
見
ら
れ
な
い
人
、
も
の
、
こ
と
。
そ

う
い
う
新
し
い
発
見
の
あ
る
出
会
い
に
惹
か
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
に
は
載
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
こ
ん
な
面
白
い
も
の

が
地
元
に
あ
っ
た
と
か
、
こ
れ
を
少
し
変
え
て
伝
え
た
ら
い
ろ
い
ろ

な
人
が
面
白
が
っ
て
く
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
を
地
元

で
や
っ
て
み
た
か
っ
た
と
い
う
の
が
一
つ
と
、
も
う
一
つ
は
単
純
な

東
京
へ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
で
は
な
い
で
す
が
、「
埼
玉
で
も
こ
ん
な
こ

と
で
き
る
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
み
た
か
っ
た
の
が
今
の
原

動
力
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

■
イ
ベン
ト
型
か
ら
恒
常
的
な
活
動
へ

森

―
僕
は
東
京
で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
は
東
京
で
は

で
き
な
い
こ
と
を
さ
れ
て
い
て
、
逆
に
う
ら
や
ま
し
く
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
に
あ
っ
た
や
り
方
が
あ
る
な
と
思
い
ま
し
た
。
東
京
が
学
ぶ

べ
き
精
神
的
な
実
験
と
叡
智
の
集
積
が
地
方
に
あ
っ
て
、
そ
れ
が
も

っ
と
目
に
見
え
る
形
で
価
値
化
し
て
、
東
京
で
も
活
か
さ
れ
る
と
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
夏
場
な
ど
の
シ
ー
ズ
ン
限
定
で
、
イ
ベ
ン
ト
的
に
開
催
し
て
き
た

事
業
を
通
年
事
業
に
移
行
さ
れ
た
り
、
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
化
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
化
す
る
な
ど
と
い
っ
た
移
行
期
、
葛
藤
期
に
非
常
に
意
識
を

強
く
さ
れ
て
乗
り
超
え
て
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
収
益
を
上
げ
る

で
、
そ
れ
が
面
白
い
で
す
。

石
山

―
僕
の
場
合
は
小
中
学
校
と
高
校
が
楽
し
か
っ
た
の
で
、
将

来
地
元
に
戻
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
ま
ず
デ
ザ
イ
ン
事
務

所
に
勤
め
て
、
お
給
料
が
も
ら
え
て
き
た
と
き
に
、
地
元
に
帰
る
場

所
が
あ
る
の
か
と
い
う
と
な
い
し
、
仕
事
も
な
い
。
そ
れ
は
自
分
で

つ
く
る
し
か
な
い
と
思
っ
て
始
め
た
の
が
楽
し
か
っ
た
ん
で
す
。
場

所
を
つ
く
っ
た
り
、
感
動
を
地
元
で
表
現
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

あ
っ
た
と
同
時
に
、
僕
と
同
じ
よ
う
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
す
ぐ

一
線
で
活
躍
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
と
か
、
ア
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

と
し
て
美
術
館
で
務
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
人
た
ち
も
い
ま
し
た
。

一
度
夢
を
諦
め
、
破
れ
た
人
も
一
緒
に
地
元
に
帰
っ
て
、
や
っ
て
い

た
ら
楽
し
く
な
っ
て
き
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
東
京
で
諦
め
た
け
れ
ど

「
も
う
1
回
何
か
や
ろ
う
よ
」
と
言
っ
て
い
る
人
た
ち
と
一
緒
に
や
る

の
が
楽
し
い
で
す
。

羽
原

―
誰
が
抜
け
て
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
回
る
と
よ
く
言
わ
れ
ま

す
し
、
自
分
も
そ
う
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な

ぜ
あ
え
て
自
分
が
続
け
る
の

か
と
い
う
と
、
や
り
た
い
こ

と
が
あ
る
か
ら
で
す
。
私
は

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
は
な
い
の

で
、「
も
の
」
と
し
て
の
作
品

は
つ
く
れ
ま
せ
ん
が
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
て
、
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
や
ア
ー
ト
に
関

係
の
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
人
た

ち
と
関
わ
り
合
え
る
場
所
で

日本文化デザイン会議2010  アートプロジェクト
with北本ビタミン　ORERA《筋トレハウジング》（プ
ロデュース＝wah document）（2010年10月11日）
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協
賛
金
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
１
年
目
は
補
助
金
な
し
の
協
賛

金
の
み
で
し
た
。
一
応
最
初
は
国
か
ら
の
補
助
金
を
取
れ
る
見
込
み

が
あ
り
ま
し
た
が
、
結
果
取
る
こ
と
が
で
き
ず
、
が
っ
か
り
し
た
も

の
の
、
逆
に
な
く
て
も
な
ん
と
か
な
る
ん
だ
と
変
な
自
信
が
起
こ
り

ま
し
た
。
故
郷
を
思
う
方
々
の
協
賛
金
で
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
す
。
今
は
Ｚ
Ａ
Ｃ
東
京
で
商
店
街
の
新
商
品
開
発
を
す
る
な
ど

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
元
の
経
済
は
冷
え
込
ん
で
い
る
の
で
、

地
元
に
還
元
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と

あ
る
お
祭
り
や
花
火
の
協
賛
金
に
加
え
て
ゼ
ロ
ダ
テ
に
も
出
資
す
る

と
な
る
と
、
や
は
り
ゼ
ロ
ダ
テ
を
応
援
し
て
よ
か
っ
た
ね
と
思
っ
て

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
地
元
企
業
が
少
し
で
も
潤
わ
な
い

と
、
地
元
の
協
力
維
持
は
難
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

羽
原

―
取
手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
許
可
が
降

り
る
の
を
待
っ
て
い
る
状
態
で
す
。
法
人
格
を
取
る
こ
と
を
選
ん
だ

の
は
、
や
は
り
石
山
さ
ん
の
お
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
委
託
契
約

の
相
手
方
と
し
て
は
実
行
委
員
会
の
よ
う
な
任
意
団
体
で
は
難
し
い

こ
と
や
、
法
人
向
け
の
助
成
金
、
補
助
金
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

あ
と
は
継
続
的
な
活
動
の
シ
ナ
リ
オ
を
描
く
上
で
単
年
度
で
は
な
く

長
期
的
に
考
え
た
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
を
選
び

ま
し
た
。

　
今
年
は
先
ほ
ど
お
話
し
た
よ
う
に
公
募
展
、
オ
ー
プ
ン
ス
タ
ジ
オ

の
ど
ち
ら
の
枠
に
も
は
ま
ら
な
い
企
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
最
初
は

大
規
模
な
助
成
金
が
打
ち
切
ら
れ
、「
公
募
展
や
る
予
算
は
な
い
け
れ

ど
ど
う
す
る
」
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
話
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
す
が
、

拠
点
を
持
っ
て
恒
常
的
に
人
が
関
わ
れ
る
場
所
や
仕
組
み
を
つ
く
る

と
い
う
点
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
指
す
ポ
イ
ン
ト
が
具
体
的
に
シ
フ

ト
し
て
い
き
ま
し
た
。
今
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
方
を
巻
き
込
ん
で
プ

よ
う
な
こ
と
を
内
在
化
し
な
い
と
回
ら
な
か
っ
た
り
、
逆
に
通
年
に

し
よ
う
と
す
る
と
人
手
が
足
り
な
か
っ
た
り
な
ど
、
問
題
が
出
て
く

る
と
思
い
ま
す
が
、
回
す
た
め
に
必
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
い
う

と
変
だ
け
れ
ど
も
、
実
は
こ
こ
を
変
え
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ

れ
ば
、
詳
し
く
お
聞
き
し
た
い
で
す
。
今
ま
さ
に
「
北
本
」
が
悩
ん

で
い
る
部
分
で
し
ょ
う
が
…
…
。

高
野

―
活
動
が
通
年
に
な
っ
て
、
今
ま
で
夏
だ
け
だ
っ
た
の
を
1

年
間
ず
っ
と
こ
な
し
て
い
こ
う
と
し
た
の
で
す
が
、
今
度
は
回
し
て

い
く
の
で
精
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
と
い
う
の
は
事
実
と
し
て
あ
り
ま

す
。
今
、
最
も
課
題
な
の
は
、
人
件
費
を
含
め
て
収
益
を
ど
こ
で
上

げ
て
い
こ
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
の
中
で
、
や

り
た
い
こ
と
を
少
し
削
減
し
て
で
も
収
益
を
上
げ
て
い
く
こ
と
に
本

腰
を
入
れ
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
の
は
本
当
に
今
直
面
し
て
い
る

こ
と
で
、
そ
れ
が
で
き
な
い
と
続
い
て
い
か
な
い
な
と
思
い
ま
す
。

石
山

―
通
年
に
し
て
い
く
背
景
と
し
て
、
夏
の
時
期
に
ぎ
ゅ
っ
と

集
ま
っ
て
、
そ
れ
が
終
わ
る
と
ぱ
っ
と
散
っ
て
、
ま
た
も
と
の
ま
ち

に
戻
る
の
は
や
は
り
寂
し
い
と
い
う
地
元
の
声
が
大
き
か
っ
た
で
す
。

経
済
的
な
面
も
あ
る
の
で
す
が
、
法
人
化
し
な
い
と
も
ら
え
な
い
補

助
金
、
助
成
金
、
委
託
契
約
な
ど
が
あ
る
こ
と
が
や
っ
と
わ
か
っ
て

き
ま
し
た
。
法
人
格
を
持
っ
て
い
な
い
だ
け
で
取
れ
な
い
も
の
が
結

構
あ
り
、
お
金
の
額
も
変
わ
る
わ
け
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
先
ほ
ど
お
話
し
た
大
阪
で
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
仕

事
を
し
て
い
た
人
が
帰
っ
て
き
て
、
僕
も3331 A

rts C
hiyoda

の

立
ち
上
げ
ス
タ
ッ
フ
を
終
え
て
、
や
っ
と
時
間
が
で
き
て
き
ま
し
た
。

そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
な
り
合
っ
て
、
こ
れ
か
ら
法
人
を
立
ち
上
げ

て
い
く
と
こ
ろ
で
す
。
経
済
面
で
は
、
毎
夏
に
地
元
の
人
た
ち
か
ら
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＊
3ア

ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座

「
第
一
回 

ア
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト 

実
践
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
会
期
＝
２
０
１
０
年
4
月
29
日
（
木
）〜
5
月
3

日
（
月
）／
会
場
＝
秋
田
県
大
館
市
内
・
ゼ
ロ
ダ
テ 

ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
Ｚ
Ａ
Ｃ
）／
講
師
＝
小
澤
慶
介（
Ａ

Ｉ
Ｔ
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
）
中
村
政
人
（
東
京
藝
術
大
学

准
教
授
）

＊
4

コ
マ
ン
ド
Ｎ

中
村
政
人
を
中
心
に
運
営
さ
れ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
・
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
。
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
横
断
な
有
機
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
た

め
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

実
践
的
に
展
開
。
１
９
９
８
年
よ
り
本
格
的
に
活
動

を
開
始
す
る
。
２
０
０
３
年
10
月
よ
り
東
京
・
神
田

の
老
舗
の
印
刷
会
社
の
1
階
倉
庫
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
た
「K

AN
D

AD
A

」
を
中
心
に
活
動
を
展
開
し
て

い
た
が
、
２
０
１
０
年
以
降
は
、
オ
フ
ィ
ス
を3331 

Arts Chiyoda

に
移
転
。
２
０
１
０
年
、
法
人
格
を

取
得
し
一
般
社
団
法
人
非
営
利
芸
術
活
動
団
体
コ
マ

ン
ド
Ｎ
と
な
る
。

＊
5ザ

・
ギ
ン
ブ
ラ
ー
ト

東
京
銀
座
の
路
上
で
若
手
作
家
（
村
上
隆
、
中
村

政
人
、
小
沢
剛
、
会
田
誠
ら
）
た
ち
が
ゲ
リ
ラ
的
に

作
品
を
展
開
し
た
。
１
９
９
３
年
。

＊
6新

宿
少
年
ア
ー
ト

１
９
９
４
年
に
東
京
歌
舞
伎
町
全
域
を
使
っ
て
、
ま

ち
に
介
入
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
展
開
さ
れ
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

メ
ン
バ
ー
の
経
済
的
な
部
分
は
優
先
順
位
を
下
げ
て
考
え
て
き
た
と

い
う
の
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ザ
・
ギ
ン
ブ
ラ
ー
ト
（
＊
5
）
や
新

宿
少
年
ア
ー
ト
（
＊
6
）
を
や
っ
て
い
た
頃
は
お
金
は
後
回
し
で
、
表
現

活
動
に
対
す
る
動
機
を
押
さ
え
き
れ
ず
、
そ
の
先
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を

掴
み
た
い
、
見
た
い
と
い
う
意
識
が
先
に
あ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

　
た
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
、
分
母
と
い
う
か
、

関
わ
っ
て
い
る
人
間
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
調
整
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
最
低
限
こ
こ
に
は
こ
れ
だ
け
お
金
が
な
い
と
動
か
な
い
だ

ろ
う
と
い
う
よ
う
な
、
本
当
の
実
費
は
な
ん
と
か
工
面
し
て
や
っ
て

き
た
と
い
う
の
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

熊
倉

―
ゼ
ロ
ダ
テ
も
ヒ
ミ
ン
グ
も
、
中
村
さ
ん
の
手
か
ら
離
れ
て

も
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
場
に
な
っ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
ゼ

ロ
ダ
テ
の
方
は
ま
ち
の
若
い
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
負
荷
が
高
く
な

っ
て
き
た
と
き
に
続
け
て
い
く
の
は
可
能
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
と
言

い
な
が
ら
Ｔ
Ａ
Ｐ
は
６
～
７
年
タ
ダ
働
き
さ
せ
ら
れ
て
い
る
人
た
ち

が
い
ま
す
が
。

中
村

―
目
的
を
持
っ
て
し
ま
っ
た
途
端
に
、
達
成
し
な
き
ゃ
い
け

な
い
と
い
う
ノ
ル
マ
が
発
生
し
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
が
例
え
ば
目
的
で

は
な
く
て
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
よ
う
な
も
の
に
な
れ
ば
人
は
動
く
と
思
い

ま
す
。
た
だ
、
目
的
意
識
が
強
く
な
る
と
、「
何
の
た
め
に
や
っ
て
い

る
の
か
」
と
い
う
自
問
自
答
が
始
ま
っ
ち
ゃ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

ヒ
ミ
ン
グ
の
場
合
は
、
初
期
の
段
階
で
は
旅
館
再
生
と
い
う
全
然
別

の
ベ
ク
ト
ル
で
し
た
が
、
そ
れ
を
全
く
方
向
転
換
し
、
ま
ず
は
リ
ー

ダ
ー
を
見
つ
け
て
、
彼
ら
と
一
緒
に
ま
ち
を
楽
し
め
る
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
し
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
そ

も
そ
も
「
楽
し
み
た
い
」
と
い
う
操
作
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。

ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
型
の
ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
で
終
わ
り
で
は
な
く
て
、
ま
だ
確
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実

践
型
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
み
た
い
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
目
指
し
て
動
こ

う
と
し
て
い
ま
す
。

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
の
た
め
の
お
金
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

石
山

―
今
は
実
行
委
員
会
形
式
で
、
み
ん
な
無
給
で
す
が
、
領
収

書
の
管
理
と
か
納
税
と
か
、
経
理
は
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
い
ま
す
。
今

後
、
法
人
化
し
た
り
、
有
給
ス
タ
ッ
フ
を
抱
え
た
り
す
る
上
で
、
誰

が
も
ら
っ
て
誰
が
も
ら
わ
な
い
の
か
は
慎
重
に
考
え
て
い
て
、
実
行

委
員
会
制
度
だ
と
、
協
力
し
て
く
れ
る
人
た
ち
と
和
気
あ
い
あ
い
と

で
き
る
ん
で
す
け
ど
、
仕
事
に
な
っ
て
有
給
と
な
る
と
そ
の
境
界
が

難
し
く
、
そ
こ
は
迷
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
さ
っ
き
お
話
し
た
女

性
も
、
経
験
を
積
ん
で
将
来
的
に
実
行
委
員
会
に
入
り
、
い
ず
れ
は

有
給
ス
タ
ッ
フ
に
な
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
の
は
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

深
夜
の
仕
事
を
し
な
が
ら
の
ア
ル
バ
イ
ト
も
こ
な
し
、
写
真
を
撮
っ

て
い
る
の
で
忙
し
く
て
な
か
な
か
時
間
が
つ
く
れ
な
い
。

　
ま
た
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
意
識
が
強
す
ぎ
る
と
、
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
や
経
理
や
事
務
が
な
か
な
か
上
手
に
は
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座
の
よ
う
な
も
の
を
つ
く
り
ま
し
た

（
＊
3
）。
そ
う
し
た
仕
事
の
で
き
る
方
に
こ
そ
、
給
料
を
お
支
払
い
し

よ
う
と
い
う
考
え
で
す
。

中
村

―
僕
は
、
も
と
も
と
コ
マ
ン
ド
Ｎ
（
＊
4
）
を
立
ち
上
げ
る
前
ま

で
は
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
無
給
で
し
た
。
　

例
え
ば
ゼ
ロ
ダ
テ
も
ヒ
ミ
ン
グ
も
、
コ
マ
ン
ド
Ｎ
の
活
動
が
そ
の
母

体
で
す
が
、
目
指
す
も
の
の
意
識
を
あ
る
程
度
共
有
で
き
て
い
れ
ば
、
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＊
7

Insideout / Tokyo Project

２
０
０
９
年
よ
り
行
っ
て
い
る
「
東
京 - 

地
域
」
と
い

っ
た
双
方
の
関
係
を
逆
転
し
て
考
え
る
こ
と
で
、
双

方
向
の
交
流
を
生
み
出
し
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
こ
と
。

　
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
に
対
し
て
の
住
み
方
や
、
愛
情
と
い
う

点
で
、「
東
京
に
住
む
」
と
い
う
求
心
性
が
昔
に
比
べ
る
と
あ
ま
り
な

い
。
東
京
に
対
し
て
憧
れ
を
抱
き
に
く
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
か
な

と
い
う
気
が
す
る
ん
で
す
よ
。「
こ
れ
か
ら
は
東
京
じ
ゃ
な
い
」っ
て

思
っ
て
い
る
人
た
ち
が
相
当
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
。
コ
マ
ン
ド

Ｎ
でInsideout / T

okyo Project

（
＊
7
）
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

や
っ
て
い
る
の
も
、「
じ
ゃ
あ
故
郷
に
帰
っ
て
何
が
で
き
る
か
」
と
考

え
た
と
き
に
、
だ
い
た
い
同
級
生
し
か
人
脈
が
な
い
わ
け
で
す
よ
。
そ

う
し
た
中
で
東
京
に
い
な
が
ら
、
故
郷
で
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ヴ
な
活
動

を
し
て
い
る
人
た
ち
と
つ
な
が
る
べ
き
だ
と
始
め
た
の
が
、
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
起
業
す
る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
る
人
は
と
て
も
大
事
で
す
。

あ
え
て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
は
な
く
「
ク
リ
エ
イ
タ
ー
」
と
い
う
よ
う

な
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
側
も
含
め
て
、
自
分
で
生
き
て

い
く
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
持
っ
て
発
言
し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
、
あ

る
程
度
志
の
高
い
人
た
ち
が
確
実
に
次
の
時
代
を
つ
く
っ
て
い
く
と

思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
ゼ
ロ
ダ
テ
の
若
手
リ
ー
ダ
ー
と
呼

ば
れ
て
い
る
人
た
ち
が
社
会
的
に
も
経
済
的
に
も
自
分
た
ち
の
や
り

た
い
こ
と
で
い
か
に
生
活
を
成
り
立
た
せ
て
い
く
か
、
そ
こ
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
ね
。

熊
倉

―
い
ま
の
お
話
、
ま
だ
ま
だ
全
国
的
に
は
少
な
い
で
し
ょ
う

が
、
キ
ャ
リ
ア
や
専
門
性
を
き
ち
ん
と
持
っ
た
人
た
ち
が
Ｕ
タ
ー
ン

や
Ｉ
タ
ー
ン
を
す
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
地
方
自

治
体
は
人
口
減
を
嘆
き
な
が
ら
も
、
数
ば
か
り
意
識
し
て
い
る
の
か
、

ど
う
い
う
人
た
ち
に
住
ん
で
も
ら
う
の
か
と
い
う
の
を
案
外
無
視
し

て
い
て
、
東
京
に
人
材
を
提
供
し
て
き
た
と
言
い
な
が
ら
、
そ
れ
を

取
り
返
す
努
力
を
全
く
し
て
こ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
中
村
さ
ん

高
野

―
そ
う
で
す
ね
。「
楽
し
み
た
い
」
と
い
う
部
分
は
す
ご
く
大

切
で
す
が
、
逆
に
そ
こ
が
引
っ
か
か
っ
て
次
に
行
き
に
く
い
と
い
う

の
は
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
お
金
を
つ
く
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
反
面
、
面
白
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
や
り
た
い
、
と
い
う
よ
う
な
バ

ラ
ン
ス
を
い
か
に
取
っ
て
い
く
か
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

■
若
い
世
代
の
変
化

中
村

―
ゼ
ロ
ダ
テ
に
関
し
て
は
、
石
山
君
の
世
代
の
人
た
ち
が
全

県
レ
ベ
ル
で
い
い
動
き
を
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
大
館
を
中
心
に
活

動
し
て
い
く
中
で
友
人
関
係
か
ら
派
生
し
て
、
県
南
や
そ
の
ほ
か
の

地
域
で
活
動
を
し
て
い
る
人
た
ち
が
、
自
発
的
に
集
ま
っ
て
き
て
い

る
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。
彼
ら
の
世
代
の
感
覚
と
し
て
東
京
と
秋
田

と
い
う
二
つ
の
拠
点
を
持
っ
て
い
る
人
た
ち
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
自

分
の
将
来
の
夢
を
東
京
で
実
現
し
よ
う
と
し
て
東
京
に
来
て
勉
強
し

て
、
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
て
も
う
一
度
田
舎
を
見
直
す
、
そ
れ
が
今

の
30
代
前
半
く
ら
い
の
人
た
ち
。
30
代
前
半
と
い
う
こ
と
は
、
ま
だ

人
生
に
余
裕
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
僕
は
40
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
そ
れ
を

考
え
た
け
れ
ど
、
そ
れ
か
ら
田
舎
に
行
く
に
は
ち
ょ
っ
と
残
り
の
キ

ャ
リ
ア
期
間
が
足
り
な
い
。
石
山
君
た
ち
の
30
代
前
半
の
動
き
は
、

東
京
だ
け
に
向
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
家
族
や
自
分
の
育
っ
た
ロ

ー
カ
ル
な
地
域
に
対
し
て
優
し
い
視
点
を
持
っ
て
い
る
ん
で
す
。
た

ぶ
ん
僕
ら
の
世
代
と
は
全
然
違
っ
て
い
て
、
す
ご
く
個
人
を
持
っ
て

い
る
と
い
う
か
、
計
画
が
妙
に
大
人
び
て
い
る
と
い
う
か
。
ゼ
ロ
ダ

テ
は
、
そ
う
し
た
人
た
ち
に
と
っ
て
、
個
々
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
そ
の

次
に
う
ま
く
つ
な
げ
る
た
め
の
通
過
点
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
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＊
8ア

ー
カ
ス
ス
タ
ジ
オ
（ARCU

S STU
D

IO

）

茨
城
県
守
谷
市
で
１
９
９
５
年
よ
り
茨
城
県
を
主
体

に
事
業
を
展
開
し
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ

ジ
デ
ン
ス
。
公
募
に
よ
っ
て
世
界
中
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
を
招
聘
し
、
レ
ジ
デ
ン
ス
事
業
を
中
心
に
展
覧
会
、

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、
レ
ク
チ
ャ
ー
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
映
像

上
映
会
な
ど
数
多
く
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
て
い

る
。

＊
9帆

足
亜
紀
（
ほ
あ
し
・
あ
き
）

ア
ー
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
。
国
際
交
流
基
金
の
ア

ジ
ア
地
域
関
連
美
術
事
業
や
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
、
お
よ
び
茨
城
県
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・

レ
ジ
デ
ン
ス
事
業
ア
ー
カ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
を
務
め
る
。
現
在
、
国
際
交
流
基
金
の
ア
ジ

ア
大
洋
州
13
ヵ
国
か
ら
若
手
ク
リ
エ
ー
タ
ー
を
日
本

に
招
へ
い
す
る
事
業
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
携

わ
る
ほ
か
、
通
訳
・
翻
訳
も
手
掛
け
る
。 

■
日
本
で
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
盛
ん
な
背
景
と
そ
の
可
能
性

中
村

―
い
ま
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
よ
ね
。

数
年
前
と
比
べ
る
と
、
１
０
０
以
上
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
名
の

付
く
も
の
が
あ
り
、
た
ぶ
ん
も
っ
と
増
え
て
い
る
で
し
ょ
う
ね
。
ア

ー
ト
フ
ェ
ア
や
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
系
の
活
動
を
し
て
い
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

美
術
館
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
レ
ク
タ
ー
、
そ
こ
に
入
っ
て
く
る
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
な
ど
、
そ
う
い
う
マ
ー
ケ
ッ
ト
志
向
の
強
い
、
特
に
中
国
バ

ブ
ル
が
後
押
し
す
る
よ
う
に
出
て
き
た
、
あ
る
意
味
「
傾
向
と
対
策
」

の
中
で
つ
く
っ
て
し
ま
う
作
品
や
作
家
像
、
メ
デ
ィ
ア
の
力
を
借
り

た
ア
ー
ト
シ
ー
ン
に
入
っ
て
行
こ
う
と
し
て
も
性
格
上
無
理
な
人
が

多
い
ん
で
し
ょ
う
ね
、
僕
も
含
め
て
（
笑
）。
で
も
、
作
品
も
イ
ン
ス

タ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
つ
く
り
た
い
し
、
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
に
閉
じ
こ

も
っ
て
い
て
も
全
然
埒
が
あ
か
ず
、
ま
ち
に
出
る
し
か
な
い
と
い
う

よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
人
た
ち
が
、
日
本
の
教
育
上
多
い
ん
で
す
。

そ
う
い
う
人
た
ち
が
メ
シ
の
食
い
場
も
な
く
路
頭
に
迷
っ
て
い
た
と

こ
ろ
を
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
よ
う
な
活
動
の
中
に
、
自
分
の

居
場
所
が
確
保
で
き
つ
つ
あ
る
、
あ
る
い
は
ち
ょ
っ
と
の
メ
シ
は
食

え
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
の
が
現
状
で
す
よ
ね
。
そ
こ
か
ら
成

功
し
た
り
、
ま
た
は
大
型
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
よ
う
に
お
金
が
た

く
さ
ん
入
る
と
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
夢
が
見
え
る
よ
う
な
、
錯
覚
が
起

こ
る
。

　
た
だ
30
代
半
ば
を
越
え
て
、
40
歳
く
ら
い
に
な
っ
て
き
た
と
き
、

果
た
し
て
自
分
の
作
家
と
し
て
の
活
動
を
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
い
う
領
域
の
中
で
留
め
て
い
け
る
の
か
ど
う
か
。
や
は
り
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
あ
い
つ
は
作
品
売

れ
て
い
い
な
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
実
は
思
っ
た
り
し
て
い
る
わ

け
で
す
。

と
石
山
さ
ん
は
、
大
館
出
身
で
大
館
で
活
動
さ
れ
、
新
井
君
も
隣
町

出
身
。
羽
原
さ
ん
の
場
合
は
三
重
県
出
身
で
す
が
、
縁
も
ゆ
か
り
も

な
い
は
ず
の
取
手
で
な
ぜ
活
動
し
て
い
る
の
で
す
か
。

羽
原

―
大
学
で
茨
城
県
つ
く
ば
市
に
来
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
取
手

の
隣
町
の
守
谷
市
に
あ
る
ア
ー
カ
ス
ス
タ
ジ
オ
（
＊
8
）
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
い
た
と
き
、
当
時
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
や
っ
て
い
た

帆
足
亜
紀
（
＊
9
）
さ
ん
が
「
隣
町
で
面
白
い
活
動
を
し
て
い
る
よ
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
２
０
０
５
年
に
Ｔ
Ａ
Ｐ
塾
に
行

き
、
そ
れ
か
ら
ど
っ
ぷ
り
浸
か
り
ま
し
た
。
取
手
は
藝
大
が
あ
る
た

め
、
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
集
ま
っ
て
ア
ト
リ
エ
を
シ
ェ
ア
し
た
り
、

空
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
り
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ
を
立
ち
上

げ
て
地
元
の
作
家
を
支
援
す
る
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が
あ
り

ま
す
。
Ｔ
Ａ
Ｐ
の
経
験
者
か
ら
生
ま
れ
た
い
ろ
ん
な
動
き
が
続
い
て

い
る
の
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

熊
倉

―
大
学
に
入
る
と
き
に
地
方
か
ら
上
京
し
て
、
大
学
院
時
代

に
た
ま
た
ま
出
会
っ
た
ま
ち
に
、
今
、
実
際
住
ん
で
い
る
わ
け
で
す

よ
ね
。

羽
原

―
そ
う
で
す
。
卒
業
後
他
県
で
就
職
し
た
あ
と
、
１
年
強
で

辞
め
て
取
手
に
戻
り
ま
し
た
。
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
ろ
う
と

し
て
帰
っ
て
き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
で
取
手
を
選
ん

だ
の
は
、
Ｔ
Ａ
Ｐ
を
や
っ
て
い
た
の
で
知
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん

い
て
、
自
分
の
今
後
に
も
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
可
能
性
を

感
じ
て
い
た
か
ら
で
す
。
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い
う
モ
ー
タ
ー
が
あ
る
の
か
と
言
え
ば
、
ア
マ
チ
ュ
ア
芸
術
家
大
国

だ
し
、
お
稽
古
ご
と
は
す
ご
く
盛
ん
だ
し
、
美
意
識
は
結
構
高
い
。

そ
の
上
、
我
々
よ
り
下
の
世
代
は
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
爛
熟
し
た
文

化
の
消
費
者
で
、
世
界
中
の
文
化
の
情
報
が
手
に
入
る
環
境
で
育
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
を
い
き
な
り
20
歳
か
ら
働
き
ま
し
ょ
う
と
言
っ
て

も
無
理
で
す
よ
ね
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
よ
う
な
つ
く
り
手
だ
け
で
な

く
、
人
び
と
の
表
現
欲
求
は
全
国
に
溢
れ
て
い
る
。
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
研
究
し
て
い
る
あ
る
学
生
は
、
大
学
の
美
術
史
の
先
生
に

「
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
あ
る
の
は
ア
ー
ト
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
」
と

言
わ
れ
て
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
よ
う
で
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
関
わ

り
な
が
ら
そ
の
作
品
性
を
あ
ま
り
問
わ
れ
な
い
タ
イ
プ
の
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
少
な
く
と
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日

本
型
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
日
本
社
会
の
芸
術
観
や
芸
術
表

現
に
根
ざ
し
た
も
の
だ
と
い
う
確
信
が
あ
り
ま
す
。

中
村

―
県
展
な
ど
を
含
め
て
考
え
る
と
、
日
本
中
で
本
当
に
多
く

の
人
が
作
品
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
手
芸
で
あ
ろ
う
が
、
書
道

で
あ
ろ
う
が
、
表
現
活
動
と
し
て
自
分
が
楽
し
く
や
っ
て
い
れ
ば
そ

れ
は
認
め
て
い
い
と
僕
は
思
い
ま
す
。
た
だ
そ
れ
ら
が
、
ア
ー
ト
と

い
う
文
脈
に
の
ら
ず
、
行
き
場
も
な
い
の
は
、
西
洋
型
の
制
度
化
さ

れ
た
ア
ー
ト
と
区
別
さ
れ
過
ぎ
て
い
ま
す
し
、
公
募
展
の
影
響
も
大

き
い
と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
そ
う
い
っ
た
西
洋
型
に
制
度
化
さ
れ
た
芸
術
の
公
募
展
し
か

な
い
と
思
っ
て
い
る
人
た
ち
の
、
モ
ノ
を
つ
く
る
意
欲
は
す
ご
く
大

き
い
。
こ
の
こ
と
は
も
う
一
度
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
民

で
あ
る
こ
と
の
自
覚
と
、
作
品
を
つ
く
る
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
が
も
し
重
な
り
合
え
る
の
な
ら
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
県
展

に
出
し
て
賞
を
と
っ
た
り
、
団
体
展
に
出
し
て
入
選
を
目
指
す
以
外

　
現
代
美
術
館
に
行
く
と
、
お
客
さ
ん
の
層
を
含
め
て
あ
る
一
つ
の

基
準
し
か
許
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
感
じ
が
あ
る
け
れ
ど
、
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
お
客
さ
ん
も
含
め
て
多
様
な
可
能
性
を
感
じ
る

ん
で
す
よ
ね
。

　3331 A
rts C

hiyoda

自
体
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
意
識
を
持

っ
て
い
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
い
ろ
ん
な
価
値
観
を
引
き
受
け
る
と
い

う
点
で
す
。
こ
ち
ら
が
心
を
開
か
な
い
限
り
、
相
手
も
開
い
て
く
れ

ま
せ
ん
。
僕
は
10
年
以
上
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、

一
つ
ひ
と
つ
手
応
え
を
感
じ
な
が
ら
、
じ
わ
じ
わ
と
表
現
を
許
す
と

い
う
よ
う
な
意
識
を
持
っ
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
面
白
さ
は
、
い
ろ
ん
な
価
値

を
吸
収
し
て
、
そ
れ
を
ま
ち
に
還
元
す
る
入
口
も
引
き
出
し
も
大
き

い
こ
と
な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
ぞ
れ
に
抱
え
て
い
る
悩
み
は
い
ろ
い

ろ
あ
る
け
れ
ど
。
氷
見
も
大
館
も
全
然
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
違
う
ま
ち

で
す
。
例
え
ば
仮
に
日
比
野
克
彦
さ
ん
や
藤
浩
志
さ
ん
と
か
、
別
の

人
が
行
っ
て
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
し
た
ら
、
き
っ
と
全
然
違
う
効
果

が
表
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る

効
能
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
て
き
て
、「
ち
ゃ
ん
と
治
っ
て
る
じ
ゃ

ん
」
と
か
「
こ
の
薬
は
効
く
ね
」
と
い
う
の
が
ど
ん
ど
ん
出
て
き
た

ら
、
新
し
い
産
業
が
興
る
と
ま
で
は
い
か
な
く
と
も
、
ア
ジ
ア
圏
の

ア
ー
ト
シ
ー
ン
の
新
し
い
仕
事
や
作
品
を
発
表
す
る
場
所
、
は
た
ま

た
経
済
的
な
こ
と
も
含
め
て
の
新
し
い
場
に
発
展
す
る
と
思
う
ん
で

す
よ
ね
。

熊
倉

―
日
本
の
政
府
は
、
明
治
期
に
東
京
藝
術
大
学
を
含
む
上
野

の
文
化
政
策
ゾ
ー
ン
を
つ
く
り
ま
し
た
が
、
そ
の
あ
と
は
何
も
し
な

か
っ
た
。
そ
れ
は
結
局
、
あ
る
種
の
社
会
的
必
然
性
や
ド
ラ
イ
ブ
を

か
け
る
モ
ー
タ
ー
が
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
で
は
ど
う
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と
し
て
や
っ
て
い
く
段
階
が
微
妙
に
入
り
交
じ
っ
て
い
る
の
と
、「
お

金
を
払
わ
な
く
て
も
や
っ
て
く
れ
て
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
ど
う
せ

好
き
で
や
っ
て
い
る
の
で
は
」
と
い
う
行
政
の
ス
タ
ン
ス
が
今
の
状

況
を
つ
く
っ
て
い
る
か
ら
、
最
終
的
に
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
組
織
化
し
て
、
人
が
雇
え
て
活
動
が
で
き
る
状
態
を

つ
く
ら
な
い
と
駄
目
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
館
の
話
は
社
会

実
験
と
し
て
す
ご
く
興
味
が
あ
り
ま
す
。
コ
ア
に
な
る
人
間
が
雇
わ

れ
、
サ
ポ
ー
タ
ー
チ
ー
ム
は
臨
時
雇
用
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
雇
わ
れ
、

チ
ー
ム
が
成
立
す
る
と
面
白
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
村

―
で
も
好
き
で
や
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
一
番
サ
ス
テ
ィ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

森

―
も
ち
ろ
ん
好
き
で
や
っ
て
い
な
い
と
持
続
可
能
性
は
保
証
さ

れ
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
を
本
当
の
意
味
で
保
証
す
る
に
は
そ
の
人
が

生
活
し
て
い
け
る
お
金
を
、
ど
う
や
っ
て
活
動
の
中
か
ら
生
み
出
し

確
保
し
て
い
く
か
と
い
う
部
分
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　 熊
倉

―
東
京
に
行
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
加
担
し
て
ま
み
れ
る

以
外
に
も
、
何
か
道
は
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
も
う
少
し
自
分
が
ハ

ン
ド
リ
ン
グ
で
き
る
範
囲
で
社
会
と
関
わ
れ
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え

て
い
る
若
者
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
以
外
に
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
の

力
も
日
本
を
大
き
く
変
え
て
い
く
可
能
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
若
者

に
も
う
一
つ
別
の
道
を
開
く
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
か
な
と
思
い
ま

す
。

森

―
ど
う
い
う
ふ
う
に
仕
事
を
つ
く
る
か
と
い
う
こ
と
も
最
終
的

に
は
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
は
一
人
が
た

の
選
択
肢
に
な
り
得
ま
す
。
自
分
の
住
ん
で
い
る
ま
ち
に
面
白
い
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
、
そ
こ
で
自
分
の
作
品
を
発
表
す
る
チ
ャ
ン
ス

が
あ
れ
ば
、
出
会
い
も
あ
り
、
全
然
違
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も
触
れ

ら
れ
る
。
現
実
的
に
そ
の
人
た
ち
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
う

ス
テ
ー
ジ
を
つ
く
れ
る
可
能
性
は
大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
全
国
で
派
生
し
て
い
る
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
そ
の
人
た
ち

を
受
け
入
れ
る
雰
囲
気
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
お
客
さ
ん
と

し
て
も
、
仲
間
と
し
て
も
、
組
織
力
と
し
て
も
、
解
決
し
て
い
く
糸

口
が
見
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
。「
ど
う
も
公
募
展
系

の
人
は
作
品
の
傾
向
が
違
う
」
み
た
い
な
線
引
き
を
す
る
意
識
が
ど

こ
か
に
ま
だ
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
熊
倉
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う

な
、
あ
る
種
の
ア
ジ
ア
型
の
、
い
わ
ゆ
る
ア
ー
ト
で
は
な
い
と
さ
れ

る
部
分
に
実
は
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
僕
は
思
い
ま
す
。
発
表
す
る
場

所
が
少
な
く
、
先
の
方
法
が
見
通
せ
な
い
人
た
ち
に
対
し
、
文
化
政

策
も
含
め
、
き
ち
ん
と
し
た
価
値
を
与
え
る
道
筋
を
見
つ
け
て
あ
げ

な
い
と
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
活
動
の
中
か
ら
芽
が
出
る
作
家
も
い
て
、
そ
の
作
家
性
な
り
作

品
性
が
従
来
型
の
西
洋
美
術
の
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
の
理
念
に
当
て
は
ま

ら
な
く
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
領
域
が
感
覚
的
に
は
受
け
入

れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
特
に
こ
の
ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
領
域
で
考
え
て
い
き
た
い
部
分
で
す
ね
。

■
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
側
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

熊
倉

―
つ
な
ぎ
手
の
方
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
区
別
す
る
の
は
よ

く
な
い
気
も
し
ま
す
が
。

森

―
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
や
っ
て
い
る
つ
な
ぎ
手
と
、
生
業
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＊
10小

山
田
徹
（
こ
や
ま
だ
・
と
お
る
）

１
９
６
１
年
、
鹿
児
島
生
ま
れ
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。
１

９
８
４
年
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
在
学
中
に
友
人

た
ち
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
「
ダ
ム
タ
イ
プ
」

を
結
成
し
、お
も
に
企
画
構
成
、
舞
台
美
術
を
担
当
。

１
９
９
０
年
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー「
ア
ー
ト

ス
ケ
ー
プ
」
や
「
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
カ
フ
ェ
」
な
ど
の

企
画
を
お
こ
な
う
ほ
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ「
バ
ザ

ー
ル
カ
フ
ェ
」
の
立
ち
上
げ
に
参
加
し
た
。

＊
11バ

ザ
ー
ル
カ
フ
ェ

ア
ー
ト
や
社
会
活
動
な
ど
の
多
岐
に
わ
た
る
関
係
者

に
よ
っ
て
共
同
運
営
さ
れ
て
い
る
カ
フ
ェ
。「
共
有
空

間
の
獲
得
」
を
め
ざ
し
、
交
流
の
場
を
生
み
出
し
て

い
る
。
住
所
＝
京
都
府
京
都
市
上
京
区
烏
丸
今
出
川

岡
松
町
２
５
８
。

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
世
界
は
ま
だ
若
く
、
リ
ー
ダ
ー
が
全
然
足

り
な
い
。
リ
ー
ダ
ー
が
出
て
き
た
と
き
に
下
に
つ
く
人
、
例
え
ば
20

代
半
ば
で
大
学
を
卒
業
し
て
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て
み

た
い
、
あ
る
い
は
就
職
先
と
し
て
い
い
か
も
と
思
う
人
が
裾
野
と
し

て
広
が
っ
て
く
る
の
が
理
想
的
で
す
。
今
は
、
リ
ー
ダ
ー
と
、
リ
ー

ダ
ー
の
次
く
ら
い
も
含
め
て
圧
倒
的
に
足
り
な
い
で
す
。

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
し
た
い
人
は
多
い
で
す
よ
ね
。
多
い
け
れ
ど
実

態
が
感
じ
に
く
い
の
で
す
。
自
力
で
募
集
し
て
や
っ
と
今
回
二
人
選

ん
で
一
夏
や
っ
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
志
し
て
実
際
に
現
場
で
や
ろ
う
と
い
う
人
た
ち
が
も
っ
と

欲
し
い
で
す
。
そ
う
い
っ
た
チ
ー
ム
が
全
国
で
動
く
く
ら
い
の
人
材

バ
ン
ク
み
た
い
な
も
の
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
希
望
を
出
す

と
、
じ
ゃ
あ
こ
う
い
う
人
た
ち
は
有
給
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
価
値
が
あ

っ
て
と
か
、
こ
の
人
た
ち
は
経
験
値
が
足
り
な
い
け
れ
ど
現
場
に
行

き
た
が
っ
て
い
る
と
い
っ
た
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
く
れ
る
と
助

か
り
ま
す
。
人
を
探
す
だ
け
で
も
本
当
に
大
変
な
ん
で
す
よ
ね
。

熊
倉

―
そ
れ
よ
り
問
題
な
の
は
相
性
が
い
い
か
ど
う
か
で
す
。
月

給
20
万
円
出
し
て
く
れ
る
の
だ
っ
た
ら
、
ど
ん
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を

呼
ぼ
う
が
、
文
句
を
言
わ
ず
に
仕
事
を
す
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、

実
際
に
は
そ
ん
な
に
出
な
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
同
様
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
や
る
側
も
無
給
を
覚
悟
で
手
弁
当
で
行

く
わ
け
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
や
は
り
行
き
た
い
と
こ
ろ
に
行
く
。
彼

ら
に
も
選
ぶ
権
利
は
あ
っ
て
、
彼
ら
を
惹
き
つ
け
る
何
か
が
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
側
に
な
い
と
。

　
い
や
む
し
ろ
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
渦
巻
い
て
い
て
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ヴ
な
空
気
に
惹
か
れ
て
参
加
し
て
も
、
面
倒
く
さ
い
書
類
仕
事

を
一
人
に
押
し
つ
け
ら
れ
た
ら
、
お
金
を
も
ら
っ
て
も
長
続
き
す
る

く
さ
ん
の
仕
事
を
す
る
時
代
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
が
シ
ェ
ア
し
て
仕
事
を
す
る
と
い

う
こ
と
を
も
う
少
し
う
ま
く
社
会
が
取
り
入
れ
て
い
け
る
と
、
お
金

の
問
題
は
あ
る
に
せ
よ
、
状
況
と
し
て
は
面
白
い
も
の
が
生
ま
れ
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
小
山
田
徹
（
＊
10
）
さ
ん
は
「
バ
ザ
ー

ル
カ
フ
ェ
」（
＊
11
）
の
と
き
に
、「
１
０
０
人
来
ち
ゃ
っ
た
か
ら
１
０
０

人
分
の
仕
事
を
用
意
す
る
こ
と
が
リ
ー
ダ
ー
の
役
目
だ
」
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。
逆
に
言
う
と
人
手
が
い
な
い
と
い
う
の
は
、
こ
の
難
問

の
一
つ
前
の
課
題
を
解
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
に
ヒ
ン

ト
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
村

―
行
政
的
な
判
断
や
補
助
金
が
つ
い
た
か
ら
と
い
う
だ
け
で

始
ま
っ
て
も
、
お
金
が
な
く
な
っ
た
ら
消
え
て
し
ま
う
。
ヒ
ミ
ン
グ

も
ゼ
ロ
ダ
テ
も
本
質
的
に
自
分
の
人
生
と
直
結
す
る
部
分
を
抱
え
て

い
る
の
で
、
そ
の
こ
と
自
体
に
は
ア
ー
ト
と
い
う
言
葉
を
掲
げ
ら
れ

て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

熊
倉

―
自
分
の
人
生
と
い
う
の
は
、
関
わ
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
そ

れ
ぞ
れ
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

中
村

―
そ
う
で
す
。
た
だ
ア
ー
ト
と
い
う
言
葉
が
絡
ん
で
く
る
と

き
に
表
面
的
な
も
の
は
絶
対
つ
い
て
く
る
し
、「
地
域
」
と
言
う
と
最

近
は
政
治
家
や
政
治
活
動
の
人
が
寄
っ
て
く
る
。
そ
う
い
う
の
に
騙

さ
れ
た
ら
危
険
で
す
よ
ね
。
ま
ち
は
混
沌
と
し
て
い
る
の
で
利
用
し

て
や
ろ
う
と
い
う
人
も
た
く
さ
ん
入
っ
て
き
ま
す
し
。
そ
れ
を
嗅
ぎ

分
け
る
力
が
な
い
と
危
険
で
す
。
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て

い
る
と
、
ま
ち
そ
の
も
の
に
対
し
て
直
球
を
投
げ
て
い
る
わ
け
だ
か

ら
、
そ
れ
を
投
げ
る
力
と
受
け
止
め
る
体
力
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
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た
と
思
い
ま
す
。
自
分
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
や
っ
て
面
白
い
と
い
う

の
は
、
企
画
会
議
に
出
て
あ
あ
だ
、
こ
う
だ
言
え
る
と
い
う
部
分
だ

と
思
う
ん
で
す
。

熊
倉

―
そ
こ
で
問
わ
れ
る
の
が
企
画
力
で
す
ね
。
企
画
能
力
が
な

い
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
面
白
く
な
ら
な
い
。「
北
本
」
で
は
企
画
力
不

足
で
、
仕
方
な
く
行
政
が
考
え
た
つ
ま
ら
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
強
制

さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
何
回
も
あ
り
ま
し
た
。

中
村

―
で
も
そ
れ
は
現
場
経
験
と
し
て
大
事
な
こ
と
だ
ろ
う
し
、

仕
事
と
し
て
関
わ
る
意
識
が
あ
る
な
ら
、
好
き
嫌
い
の
問
題
じ
ゃ
な

い
で
す
。
選
べ
る
立
場
に
な
れ
ば
別
で
す
が
、
好
き
嫌
い
で
企
画
を

出
す
出
さ
な
い
と
い
う
話
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
ね
。
仕
事
と
し
て
や
る

な
ら
き
ち
ん
と
ク
オ
リ
テ
ィ
あ
る
も
の
を
責
任
を
持
っ
て
決
め
ら
れ

た
時
間
の
中
で
出
す
と
い
う
の
は
職
能
で
す
。
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
キ
ュ

レ
ー
タ
ー
で
あ
れ
ば
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
職
能
が
明
確
に
見
え
て

い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
で
も
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
場
合
は
キ

ュ
レ
ー
タ
ー
な
の
か
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
な
の
か
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

な
の
か
、
と
い
っ
た
感
じ
で
ま
だ
ま
だ
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。
目

指
す
も
の
が
は
っ
き
り
と
見
え
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
こ
れ
か
ら
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と 

求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
像

森

―
中
村
さ
ん
は
、
今
後
ど
う
い
う
方
向
に
引
っ
張
っ
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
か
。

中
村

―
ゼ
ロ
ダ
テ
は
県
の
面
白
い
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
て
、
ス

と
は
思
え
ま
せ
ん
。
や
は
り
自
分
が
企
画
づ
く
り
、
特
に
ヴ
ィ
ジ
ョ

ン
づ
く
り
に
ど
れ
だ
け
関
わ
っ
た
か
が
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
決
定
す
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

森

―
ゼ
ロ
ダ
テ
の
話
が
う
ら
や
ま
し
い
の
は
、
価
値
観
と
言
語
が

同
じ
と
い
う
仲
間
が
い
る
感
じ
が
す
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
は
す
ご
い

財
産
で
す
し
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
で
す
。
お
金
が
あ
る
か
ど
う
か
の
前

に
、
仲
間
感
が
あ
る
か
ど
う
か
が
大
切
。
企
画
書
を
書
い
て
、
お
金

を
引
っ
張
っ
て
き
て
回
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
部
分
の
ド

ラ
イ
ブ
感
を
ど
う
つ
く
る
か
が
一
番
難
し
い
ん
で
す
。
そ
う
い
う
仲

間
感
の
あ
る
と
こ
ろ
に
若
い
子
が
丁
稚
奉
公
す
る
と
、
背
中
を
見
て

育
つ
わ
け
で
す
よ
。
ど
う
し
た
ら
そ
れ
が
つ
く
れ
る
の
か
な
。

　   

熊
倉

―
い
ず
れ
に
せ
よ
、
作
家
の
立
場
で
関
わ
ろ
う
が
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
的
な
立
場
で
関
わ
ろ
う
が
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
感
、
つ
ま
り
俺

が
や
り
た
い
ん
だ
感
と
、
か
け
が
え
の
な
い
仲
間
と
い
う
信
頼
感
は

単
純
に
言
葉
だ
け
で
つ
く
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
現
場
で
一
緒

に
や
る
の
が
一
番
い
い
ん
で
す
け
れ
ど
ね
。
昔
の
Ｔ
Ａ
Ｐ
塾
で
は
た

ま
た
ま
根
性
の
あ
る
い
い
人
材
が
集
ま
っ
た
け
ど
、
今
時
そ
ん
な
に

根
性
あ
る
人
が
そ
ん
な
に
い
る
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
逆
に
全

国
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
よ
う
に
な
っ
て
珍
し
く
な
く
な
っ
た
の

か
、
不
景
気
の
昨
今
、「
仕
事
じ
ゃ
な
い
ん
だ
っ
た
ら
」
と
な
る
の
か
。

や
っ
て
み
た
ら
思
っ
た
よ
り
大
変
な
の
で
違
う
か
み
た
い
な
感
じ
も

あ
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

中
村

―
ゼ
ロ
ダ
テ
は
実
行
委
員
会
で
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る

と
熱
意
を
持
っ
て
関
わ
ろ
う
と
す
る
人
と
、
通
り
が
か
る
人
は
温
度

差
が
は
っ
き
り
出
る
ん
で
す
よ
。
ヒ
ミ
ン
グ
で
も
初
期
は
そ
う
だ
っ
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※
本
座
談
会
へ
の
参
加
者
に
つ
い
て

冠
那
菜
奈
（
か
ん
む
り
・
な
な
な
／
イ
ン
タ
ー
ン
、

「
学
生
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
な
な
い
ろ
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

代
表
）

菊
地
拓
児
（
き
く
ち
・
た
く
じ
／
リ
サ
ー
チ
ア
シ

ス
タ
ン
ト
、「
コ
ー
ル
マ
イ
ン
研
究
室
」
主
宰
）

九
冨
美
香
（
く
と
み
・
み
か
／
イ
ン
タ
ー
ン
、
茅

野
市
美
術
館
学
芸
員
）

永
尾
真
由
（
な
が
お
・
ま
ゆ
／
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス

タ
ン
ト
、
一
橋
大
学
大
学
院
言
語
社
会
研
究
科
芸

術
系
修
士
課
程
在
籍
）

渡
辺
文
菜
（
わ
た
な
べ
・
あ
や
な
／
リ
サ
ー
チ
ア

シ
ス
タ
ン
ト
、
東
京
大
学
大
学
院
学
際
情
報
学
府

修
士
課
程
在
籍
）

熊
倉

―
や
り
た
い
気
持
ち
が
先
に
あ
る
の
は
大
切
で
す
。
や
っ
て

み
た
い
く
ら
い
の
気
持
ち
だ
っ
た
ら
恐
れ
ず
現
場
に
飛
び
込
ん
で
い

き
、
情
報
交
換
を
し
て
い
け
ば
、
地
域
に
い
な
が
ら
東
京
と
も
つ
な

が
れ
る
し
、
東
京
か
ら
見
知
ら
ぬ
ま
ち
に
活
躍
の
場
を
見
出
す
こ
と

も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
や
っ
て
馬
鹿
な
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
言
わ
れ
て
も
、
こ
れ
は
必
ず
次
の
新
し
い
日
本
を
つ
く
る
と

夢
を
持
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
い
ろ
い
ろ
な
仕
組
み
が
分
か
る
よ
う

に
な
っ
た
ら
プ
ロ
と
し
て
お
金
を
も
ら
う
よ
う
に
な
る
。
そ
ん
な
地

域
間
の
循
環
型
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

タ
ッ
フ
も
県
レ
ベ
ル
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ

の
動
き
を
大
事
に
し
た
い
な
と
思
っ
て
ま
す
。
ア
ー
ト
だ
と
か
難
し

い
こ
と
を
言
わ
な
く
て
も
ゼ
ロ
ダ
テ
っ
て
言
え
ば
元
気
あ
る
奴
ら
だ

な
と
か
、
ま
ち
の
人
た
ち
に
認
識
し
て
も
ら
っ
て
き
て
い
ま
す
。
た

だ
、
若
い
彼
ら
に
い
く
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
っ
て
も
、
大
館
だ
け
だ

と
人
口
規
模
が
少
な
す
ぎ
て
、
仕
事
が
発
生
し
に
く
く
、
な
か
な
か

食
べ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
で
す
の
で
、
分
母
を
県
レ
ベ
ル
ま
で
広
げ
、

小
さ
な
活
動
が
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
、
自
立
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型

の
仕
事
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
の

高
い
人
た
ち
も
い
る
の
で
、
そ
こ
を
引
っ
ぱ
り
た
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
的
な
立
場
で
考
え
る
と
、
ゼ
ネ
コ
ン
タ
イ
プ
の
ア

ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
全
く
違
う
も
の
を
つ
く
り
た
い
ん
で
す
。

市
民
の
人
た
ち
が
朝
起
き
た
ら
花
に
水
を
や
る
よ
う
な
日
常
的
な
活

動
の
延
長
線
上
で
、
ア
ー
ト
の
楽
し
み
が
機
能
す
る
も
の
を
目
指
さ

な
い
と
、
資
本
が
底
を
つ
け
ば
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
ま
ず
い

で
す
よ
ね
。
秋
田
も
富
山
も
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
持
っ
た
活
動

を
つ
く
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
の
地
方
の
持
続
性
を
考
え
た
と
き

に
、
東
京
を
ど
う
や
っ
て
活
か
す
の
か
。
そ
れ
を
考
え
て
い
く
の
が

3331 A
rts C

hiyoda

の
宿
命
で
す
。
東
京
は
経
済
的
な
部
分
も
含

め
て
地
域
に
対
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
、
地
域
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
を
高
め
て
自
立
を
助
け
る
こ
と
で
、
東
京
と
地
域
が
つ
な
が
り

つ
つ
、
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
れ
ば
、
全
く
無
名
の
人
た
ち
も
参
加
で
き

る
意
識
あ
る
フ
レ
ー
ム
と
し
て
成
り
立
つ
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
ど
ん

人
が
入
っ
て
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
、
自
分
の
生
活
設
計
が
で

き
る
人
た
ち
が
増
え
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
の
上
に
さ
ら
に
や
り
た
い

こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
は
ま
だ
ま
だ
そ
の
先
か
な
と
思
い
ま
す
ね
。
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ク
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ク
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史
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雨
森 

信
（
あ
め
の
も
り
・
の
ぶ
）

１
９
６
９
年
、
大
阪
府
生
ま
れ
。
イ
ン
デ
ィ
ペン
デ
ン
ト
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
／
ｒｅｍｏ
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
記
録
と
表
現
と
メ
デ
ィ
ア
の
た
め
の
組
織
）理
事
。
１
９
９
２
年
京
都
市
立

芸
術
大
学
卒
業
後
、
設
計
事
務
所
に
勤
務
し
な
が
ら
展
覧
会
の
企
画
を
始
め
る
。

２
０
０
２
年
よ
り
ｒｅｍｏ
を
立
ち
上
げ
、
企
画
運
営
を
行
う
ほ
か
、
２
０
０
３
年
よ

り
大
阪
市
の
文
化
事
業
と
し
て
「Breaker Project

」
を
企
画
。「
水
都
大
阪
２
０

０
９
」に
て
藤
浩
志
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
か
え
る
シ
ス
テ
ム
」
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、BEPPU

 
PRO

JECT2010

美
術
部
門
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
る
。
社
会
に
お
け
る
ア
ー
ト
の

役
割
を
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
践
を
通
し
て
探
求
し
て
い
る
。

河
本 

一
満
（
か
わ
も
と
・
か
ず
み
つ
）

１
９
６
１
年
、
山
口
県
生
ま
れ
。
横
浜
市
都
市
整
備
局
の
職
員
と
し
て
横
浜
の
ま
ち

づ
く
り
を
担
う
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
横
浜
寿
町
で
ア
ー
ト
を
活
か
し
た
ま

ち
の
活
性
化
に
取
り
組
む
。
２
０
０
８
年
、「
寿
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
地
元
や
有
志
で
設
立
、
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
る
。
寿
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
、プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
は
じ
め
と

す
る
多
様
な
立
場
の
担
い
手
に
よ
る
文
化
的
な
活
動
に
よ
り
、
ま
ち
を
活
性
化
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
活
動
拠
点
や
各
種
催
し
な
ど
の
場
づ
く
り
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
キ
ン
グ
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。 

表現活動と社会が抱える
課題の接近

Case I  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2

Breaker Project
雨森 信

Case II  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 7

KOTOBUKIクリエイティブアクション
 河本 一満

Discussion  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13

まちの課題とアートの幸せな関係
雨森信 × 河本一満 × 熊倉純子（東京藝術

大学教授） ×  
森司（東京アートポイント

計画 ディレクター ） × リサーチアシスタント

ここでは、社会が抱える問題について、
表現活動はどのように関わっていくか
を考えます。芸術と社会の関係の再構
築を試みる、大阪市・新世界やその周
辺での活動「Breaker Project」。日雇い
労働者が集まる、横浜市・寿町での活
動「KOTOBUKI クリエイティブアクシ
ョン」。まちの課題を抽出し、あるいは
新しい表現を生みだしながら都市の二つ
の深部に挑みかかるアートプロジェクト
は、表現の持つどのような役割を浮き彫
りにするのでしょうか。

講座・研究会開催日：2010年12月3日
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＊
1山

王
大
阪
市
西
成
区
の
町
名
。
西
成
区
の
北
部
に
位
置
す

る
。

＊
2飛

田
大
阪
市
西
成
区
の
町
名
。
か
つ
て
は
飛
田
遊
廓
（
飛

田
新
地
）
と
呼
ば
れ
る
売
春
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
て

い
た
。

＊
3太

子
大
阪
市
西
成
区
の
町
名
。

＊
4フ

ェ
ス
テ
ィ
バル
ゲ
ー
ト　

都
市
型
立
体
遊
園
地
と
し
て
１
９
９
７
年
に
大
阪
市

浪
速
区
に
オ
ー
プ
ン
し
た
複
合
娯
楽
施
設
。
入
場
者

数
の
減
少
に
よ
る
テ
ナ
ン
ト
の
退
店
が
相
次
ぎ
、
２

０
０
２
年
に
は
大
阪
市
文
化
芸
術
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
に
よ
っ
て
、
10
年
計
画
で
ア
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
活
用

す
る
「
新
世
界
ア
ー
ツ
パ
ー
ク
事
業
」
が
立
ち
上
が

っ
た
も
の
の
、
２
０
０
７
年
に
大
阪
市
が
土
地
建
物

の
売
却
を
決
定
し
、
営
業
を
終
了
し
た
。
２
０
０
９

年
よ
り
解
体
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

第
6
章
●「
社
会
×
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

Case I 
Breaker Project

雨
森 

信

C
ontents

■
企
画
コ
ン
セ
プ
ト

―
「
芸
術
と
社
会
の
生
き
た
関
係
」を
再
構
成
す

る
た
め
の
実
践
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
2

■
２
０
０
３
～
２
０
０
４
年

―
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
始
ま
り
‥
‥
‥
‥
‥
3

■
２
０
０
５
～
２
０
０
７
年 

―
地
域
住
民
と
関
わ
り
な
が
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
‥
‥
‥
‥
‥
4

■
２
０
０
８
年

―
ま
ち
な
か
で
い
か
に
継
続
し
て
い
く
か
‥
‥
‥
‥
‥
5

■
２
０
０
９
年
～
現
在

―
「
絶
滅
危
惧
・
風
景
」‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
5

■
企
画
コ
ン
セ
プ
ト

―
「
芸
術
と
社
会
の
生
き
た
関
係
」を

再
構
成
す
る
た
め
の
実
践

　Breaker Project

（
以
下
、
ブ
レ
ー
カ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
は
大

阪
市
の
年
間
事
業
と
し
て
２
０
０
３
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で

す
。
大
き
な
目
標
と
し
て
、
社
会
と
ア
ー
ト
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
表
現
の
場
を
新
し
く
開
拓
し
て
環
境
を
整
備
し
て

い
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
掲
げ
て
始
ま
り
ま
し
た
。「
芸
術
と
社
会
の

関
係
を
再
構
成
し
て
い
く
た
め
の
実
践
」
と
い
う
の
が
も
と
も
と
の

コ
ン
セ
プ
ト
で
、
今
で
も
続
い
て
い
ま
す
。
大
阪
市
の
浪な
に

速わ

区く

に
あ

る
新
世
界
と
い
う
歓
楽
街
を
ベ
ー
ス
に
活
動
が
始
ま
り
、
現
在
で
は

西に
し

成な
り

区く

の
山さ

ん

王の
う

（
＊
1
）、
飛と

び

田た
（
＊
2
）、
太た

い

子し
（
＊
3
）
い
う
エ
リ
ア
に
も
活

動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
き
っ
か
け
は
、
新
世
界
の
「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ゲ
ー
ト
」（
＊
4
）
と

い
う
ス
ペ
ー
ス
に
、
４
つ
の
ア
ー
ト
系
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
２
０
０
２
年
に

活
動
を
始
め
た
こ
と
で
す
。
そ
の
時
期
、
大
阪
市
は
、
大
阪
に
お
け

る
現
代
芸
術
の
イ
ン
フ
ラ
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
、
い
ろ
ん
な
取
り

組
み
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
私
が
そ
の
ま
ち
を
選
ん
だ
と
い
う

よ
り
は
、
も
と
も
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ゲ
ー
ト
の
中
で
活
動
す
る
こ

と
に
な
り
、
そ
の
流
れ
で
大
阪
市
の
文
化
事
業
と
し
て
受
け
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。

　
ブ
レ
ー
カ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
正
確
に
は
最
初
の
２
年
間
の

事
業
名
で
す
。
そ
れ
以
降
は
、
助
成
金
な
ど
の
都
合
で
ほ
ぼ
毎
年
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
タ
イ
ト
ル
を
変
え
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
ア
ー
ト
活
動

を
継
続
し
て
い
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
私
は
、
京
都
の
芸
術
大
学
で
勉
強
し
て
い
た
と
き
に
、

現
代
の
ア
ー
ト
が
あ
ま
り
に
も
社
会
か
ら
孤
立
し
て
い
る
と
い
う
状

況
へ
の
違
和
感
と
、
経
済
効
率
が
重
視
さ
れ
て
均
質
化
し
て
い
く
社

会
に
危
機
感
を
覚
え
て
い
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
を
解
決
し
、
よ
い
方

向
に
持
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
社
会
と
ア
ー
ト
を
つ
な
い
で
い
く
こ

と
が
一
つ
の
解
決
策
と
し
て
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ち
に
出
て
い
き
、
ま
ち
の

中
に
創
造
の
現
場
を
つ
く
り
、
プ
ロ
セ
ス
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
い

ろ
ん
な
関
わ
り
を
地
域
の
方
と
つ
く
っ
て
い
く
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

芸
術
文
化
の
裾
野
が
拡
大
さ
れ
、
鑑
賞
者
の
開
拓
、
表
現
の
場
の
開

拓
に
つ
な
が
り
、
ま
ち
の
方
々
は
ま
ち
の
魅
力
や
歴
史
を
再
発
見
し

多
様
な
価
値
観
と
出
会
っ
て
い
く
。
そ
の
結
果
、
持
続
可
能
な
ま
ち

と
ア
ー
ト
の
有
効
な
関
係
が
つ
く
ら
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。
そ

れ
を
実
践
し
て
い
る
の
が
ブ
レ
ー
カ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
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＊
5藤

浩
志
（
ふ
じ
・
ひ
ろ
し
）　

１
９
６
０
年
、
鹿
児
島
県
生
ま
れ
。
美
術
家
。
藤
浩

志
企
画
制
作
室
代
表
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
に
開
か
れ
た
空

間
や
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
表
現
活
動
と
捉
え
、
美
術

館
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
発
表
に
限
ら
ず
、
地
域
が
生

活
に
密
着
し
た
ア
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
・
展
開

し
て
い
る
。
→
第
8
章
参
照

＊
6超

再
生
産
工
房Poly Prac.

（
ち
ょ
う
さ
い
せ
い
さ

ん
こ
う
ぼ
う
ポ
リ
プ
ラ
ッ
ク
）　

藤
浩
志
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ビ
ニ
ー
ル
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
」（
廃
棄
物
だ
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
素
材
に
、
生
活
を
楽
し
く
、
豊
か
に
過
す

生
活
用
品
な
ど
を
制
作
）
で
蓄
積
さ
れ
た
ア
イ
デ

ィ
ア
や
技
術
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
共
有
す
る
場
。

Poly Prac

と
は
ポ
リ
系
素
材
と
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
（
実

践
）
を
掛
合
わ
せ
た
造
語
。 

＊
7ヌ

イ
グ
ル
ミ
シ
ア
タ
ー　

美
術
家
、
藤
浩
志
に
よ
る
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
上
映

会
と
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
映
像
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
。

「
か
え
っ
こ
バ
ザ
ー
ル
」
で
集
ま
っ
た
ぬ
い
ぐ
る
み
を

用
い
た
空
間
で
、
普
段
見
る
機
会
の
な
い
実
験
的
で

良
質
な
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
上
映
や
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
創

造
力
を
誘
発
す
る
場
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
行
う
。

＊
8伊

達
伸
明
（
だ
て
・
の
ぶ
あ
き
）　

１
９
６
４
年
、
兵
庫
県
生
ま
れ
。
造
形
作
家
。
２
０

０
０
年
よ
り
、
取
り
壊
さ
れ
る
建
築
物
の
廃
材
を

用
い
て
ウ
ク
レ
レ
を
制
作
し
、
あ
り
し
日
の
記
憶
を

保
存
す
る
と
い
う
「
建
築
物
ウ
ク
レ
レ
化
保
存
計

画
」
を
主
な
表
現
活
動
と
し
て
活
躍
。 Breaker 

Project

で
は
、
ま
ち
の
人
か
ら
聞
き
取
っ
た
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
カ
ル
タ
に
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ほ
か
、
連
続

ト
ー
ク
ラ
イ
ヴ
や
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
な
ど
を
行
っ
た
。

持
ち
主
が
「
こ
ん
な
古
く
て
汚
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
」
と
思
っ
て
い

る
部
分
（
デ
ィ
テ
ー
ル
）
を
、
写
真
に
撮
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
建

物
の
記
憶
、
そ
こ
に
住
む
人
び
と
の
思
い
出
が
集
ま
っ
て
60
組
の
カ

ル
タ
と
な
り
、
全
体
と
し
て
多
様
な
ま
ち
の
顔
が
浮
か
び
上
が
っ
て

来
る
の
で
す
。
取
材
し
て
い
る
途
中
で
、
２
軒
ほ
ど
取
り
壊
し
物
件

と
出
会
い
、
実
際
に
ウ
ク
レ
レ
も
つ
く
り
ま
し
た
。
ま
た
、
取
材
後

に
取
り
壊
さ
れ
た
建
物
も
数
軒
あ
り
、
も
っ
と
時
間
が
経
っ
た
と
き

に
、
こ
の
ま
ち
の
歴
史
を
ア
ー
カ
イ
ヴ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
の

価
値
も
見
直
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
の
後
、
き
む
ら
と
し
ろ
う
じ
ん
じ
ん
（
＊
9
）
さ
ん
の
「
野の

点だ
て

」（
＊
10
）

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
り
ま
す
。
２
０
０
３
～
２
０
０
４
年

と
２
年
に
わ
た
り
行
い
ま
し
た
が
、
伊
達
さ
ん
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

地
元
の
人
の
顔
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
実
施
し
や
す
い
状
況
が
生

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
出
会
い
が

あ
り
、
新
し
い
関
係
が
つ
く
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
オ
ラ
ン
ダ
在
住
の
フ
ラ
ン
ク
・
ブ
ラ
ジ
ガ
ン
ド
（
＊
11
）
さ
ん
は
、

新
た
に
作
品
を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
既
に
身
の
回
り
に
あ
る
も
の
、

古
く
な
っ
た
建
物
や
空
間
、
家
具
な
ど
に
色
を
塗
る
こ
と
で
再
生
さ

■
２
０
０
３
～
２
０
０
４
年

―
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
始
ま
り

　
２
０
０
３
～
２
０
０
４
年
は
、
社
会
と
ダ
イ
レ
ク
ト
に
関
わ
り
な

が
ら
独
自
の
表
現
手
法
で
活
動
を
し
て
い
る
４
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
一
人
目
が
、
藤
浩
志
（
＊
5
）

さ
ん
で
す
。
彼
と
は
２
０
０
３
年
、
２
０
０
４
年
、
２
０
０
８
年
に

一
緒
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
い
ま
し
た
。
２
０
０
３
～
２
０
０
４
年

は
、
日
常
と
表
現
を
つ
な
ぐ
中
間
的
存
在
と
し
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
の

開
か
れ
方
を
模
索
し
、「
超
再
生
産
工
房Poly Prac.

」（
＊
6
）
と
い
う

場
所
を
開
い
た
り
、「
ヌ
イ
グ
ル
ミ
シ
ア
タ
ー
」（
＊
7
）
と
い
う
子
ど
も

向
け
の
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
ま
し
た
。

　
次
に
、
伊
達
伸
明
（
＊
8
）
さ
ん
は
、
取
り
壊
さ
れ
る
建
物
の
廃
材
か

ら
ウ
ク
レ
レ
を
つ
く
っ
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
す
。
新
世
界
で
、

現
存
す
る
建
物
を
約
半
年
か
け
て
60
軒
ほ
ど
取
材
し
、
建
物
を
撮
影

さ
せ
て
も
ら
い
、
そ
の
写
真
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
カ
ル
タ
を
制
作

し
ま
し
た
。
私
た
ち
が
ま
ち
の
人
び
と
と
関
係
を
つ
く
っ
て
い
く
大

き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
取
材
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
建
物
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
持
ち
主
に
聞
き
な
が
ら
、

伊達伸明《ウクレレと歌留多で語る新世界》

藤浩志《超再生産工房Poly Prac.》　　　　　　

藤浩志《ヌイグルミシアター》

フランク・ブラジガンド《Urban Concern Osaka》　
撮影：Seiji Toyonaga 
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＊
9き

む
ら
と
し
ろ
う
じ
ん
じ
ん　

１
９
６
７
年
、
新
潟
県
生
ま
れ
。
美
術
家
。
１
９
９

５
年
か
ら
、「
野
点
（
の
だ
て
）」（
＊
10
参
照
）
を
主

な
表
現
活
動
と
し
て
活
躍
。「
野
点
」
は
、
現
在
ま

で
国
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
、
路
上
、
公
園
、
空

き
地
な
ど
１
０
０
カ
所
以
上
で
開
催
し
て
い
る
。 

＊
10野

点　
美
術
家
、
き
む
ら
と
し
ろ
う
じ
ん
じ
ん
が
１
９
９
５

年
か
ら
始
め
た
移
動
式
カ
フ
ェ
。リ
ヤ
カ
ー
に
陶
芸
窯
、

素
焼
き
の
器
、
う
わ
ぐ
す
り
な
ど
の
陶
芸
道
具
と
お

抹
茶
セ
ッ
ト
を
積
ん
で
、
ま
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所

に
あ
ら
わ
れ
る
。
参
加
者
は
、
き
む
ら
と
し
ろ
う

じ
ん
じ
ん
が
つ
く
っ
た
素
焼
き
の
器
に
そ
の
場
で
絵

付
け
を
し
、
楽
焼
き
（
ら
く
や
き
）
と
い
う
方
法
で

焼
き
あ
げ
ら
れ
た
自
作
の
お
茶
碗
で
お
茶
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
。

＊
11

フ
ラ
ン
ク
・
ブ
ラ
ジ
ガ
ン
ド
（Franck Bragigand

）　

１
９
７
１
年
、
フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。

自
ら
を
「
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ペ
イ
ン
タ
ー
」
と
定

義
し
、
モ
ノ
を
生
み
出
す
こ
と
を
や
め
、
実
在
す
る

も
の
、
古
く
な
っ
た
家
具
や
遊
具
、
建
物
な
ど
を
ペ

イ
ン
ト
す
る
こ
と
で
、
再
生
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場

の
持
つ
特
異
性
や
魅
力
を
引
出
す
と
い
う
活
動
を
展

開
し
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ

シ
ア
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
活
動
。 

＊
12

パ
ラ
モ
デ
ル

林
泰
彦
と
中
野
裕
介
が
２
０
０
１
年
に
結
成
し
た
ア

ー
ト
ユ
ニ
ッ
ト
。
得
意
領
域
や
趣
向
の
異
な
る
パ
ラ
レ

ル
な
二
人
が
、「
パ
ラ
モ
デ
ル
：
世
界
や
心
の
い
ろ
い

ろ
な
部
品
か
ら
組
み
立
て
る
、
極
楽
や
絶
景
～
パ
ラ

ド
ッ
ク
ス
の
詩
的
な
模
型
／
設
計
図
」
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
を
核
に
共
存
、
互
い
の
視
差
と
関
係
性
を
生
か

し
、
二
人
に
よ
る
「
模
型
遊
び
」
と
い
う
要
素
を
ベ

ー
ス
に
、
多
様
な
形
式
で
作
品
を
制
作
。

数
人
の
方
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
元
の
方
が
自
ら
撮
影
す
る
映
像
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行

い
ま
し
た
。
新
世
界
に
は
通
天
閣
も
あ
り
、
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ

ら
れ
る
こ
と
は
多
い
の
で
す
が
、
そ
れ
は
こ
の
地
域
の
一
つ
の
側
面

で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
住
ん
で
い
る
人
た
ち
か
ら
見
た
日

常
の
新
世
界
を
映
像
で
切
り
取
っ
て
、
発
信
し
よ
う
と
い
う
の
が
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
試
み
で
し
た
。

　
ま
ち
の
人
に
は
「
固
定
カ
メ
ラ
で
１
分
以
内
」
と
い
う
条
件
で
撮

影
し
て
も
ら
い
ま
す
。
新
世
界
で
は
自
分
で
店
を
経
営
し
て
い
る
方

が
多
く
、
日
時
が
限
定
さ
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
カ
メ
ラ
を
お
渡
し
し
、
時
間
の
あ
る
と
き
に

撮
っ
て
も
ら
っ
て
、
ま
た
次
の
人
に
渡
す
と
い
う
こ
と
を
約
１
カ
月

か
け
て
行
う
こ
と
で
、
地
元
の
方
に
参
加
可
能
な
状
況
を
つ
く
り
ま

し
た
。
一
人
ず
つ
渡
し
て
い
く
場
合
も
あ
れ
ば
、
毎
週
、
ま
ち
の
若

手
が
集
ま
る
会
合
に
参
加
し
て
、
撮
っ
た
映
像
を
み
ん
な
で
見
て
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
15
名
ほ
ど
の
住
民

が
、
多
い
人
で
10
本
以
上
撮
影
さ
れ
、
外
部
か
ら
の
参
加
者
も
入
れ

る
と
１
３
３
本
の
映
像
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
映
像
を
使
っ
て
編

集
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
2
日
間
）
を
実
施
す
る
の
で
す
が
、
こ
ち

ら
に
も
撮
影
し
た
住
民
の
方
が
仕
事
の
合
間
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　
編
集
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
映
像
が
バ
ー
コ
ー
ド
の
付
い
た
カ
ー
ド

に
な
り
、
そ
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
並
べ
た
順
番
に
読
み
込
ん
で
い
く
だ

け
で
映
像
が
編
集
で
き
る
と
い
う
画
期
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
「M

ovie 
C

ards Project

」（
＊
14
）
を
使
い
、
地
元
の
人
、
外
か
ら
参
加
し
た
人

が
楽
し
く
対
話
を
し
な
が
ら
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
２
０
０
７
年
は
、
地
域
の
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
関
わ
り
を
生
み
出
す

表
現
活
動
を
新
た
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
と
し
て
再
定
義
で
き
る

せ
て
い
く
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
す
。
２
０
０
４
年
に
古
い
駅
と
路
面
電

車
に
ペ
イ
ン
ト
を
し
ま
し
た
。
２
０
０
６
年
に
も
う
一
度
来
て
、
古

く
な
っ
た
公
園
の
遊
具
な
ど
に
ペ
イ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

■
２
０
０
５
～
２
０
０
７
年 

―
地
域
住
民
と
関
わ
り
な
が
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開

　
２
０
０
５
年
は
「art school
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
子
ど
も

を
対
象
に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
開
発
し
、
こ

れ
ま
で
の
活
動
エ
リ
ア
か
ら
さ
ら
に
拡
大
し
て
、
近
隣
の
小
学
校
や

児
童
館
な
ど
市
内
の
児
童
施
設
で
実
践
し
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
つ

は
「
野
点
」
で
出
会
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
通
う
児
童
館
で
す
。
ま
た

ち
ょ
う
ど
園
舎
を
取
り
壊
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
す
る
時
期
に
あ
た

っ
た
保
育
園
で
は
、
伊
達
さ
ん
が
ウ
ク
レ
レ
を
つ
く
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
行
い
ま
し
た
。

　
２
０
０
６
年
は
参
加
型
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
践
「art in 

the city

」。
こ
れ
は
、
地
元
住
民
が
主
体
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
し
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
共
同
作
業
を
通
し
て
、
ま
ち
の
魅
力
や

歴
史
を
再
発
見
し
て
く
こ
と

を
目
的
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。
パ
ラ
モ
デ
ル
（
＊
12
）

は
囲
碁
や
将
棋
を
打
つ
お
店

や
銭
湯
な
ど
、
こ
の
ま
ち
な

ら
で
は
の
場
所
を
舞
台
に
写

真
の
作
品
（
＊
13
）
を
制
作
し
ま

し
た
。
撮
影
に
は
ま
ち
の
人

に
エ
キ
ス
ト
ラ
で
参
加
し
て

も
ら
え
る
よ
う
呼
び
か
け
、

パラモデル《極楽百景 - 第八景 - 新世界 - パー
ク温泉 - 斬新な入浴》　協力：株式会社タカラトミー / 
mori yu gallery mori yu gallery
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＊
13新

世
界
・
極
楽
百
景

極
楽
百
景
と
は
、
ア
ー
ト
ユ
ニ
ッ
ト
、
パ
ラ
モ
デ
ル
が

観
光
地
や
景
勝
地
か
ら
極
楽
的
要
素
を
抽
出
し
作

品
化
す
る
シ
リ
ー
ズ
。Breaker Project

２
０
０

６
で
は
大
阪
、
新
世
界
の
老
舗
で
あ
る
三
桂
ク
ラ
ブ

（
将
棋
・
碁
会
所
）、
パ
ー
ク
温
泉
（
銭
湯
）、
八
重
勝

（
串
カ
ツ
屋
）
が
舞
台
と
な
り
、
地
元
住
民
が
エ
キ

ス
ト
ラ
で
参
加
し
て
撮
影
を
行
っ
た
。 

＊
14

M
ovie Cards Project

（
ム
ー
ビ
ー
カ
ー
ズ
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）　

宮
原
美
佳
＋
杉
本
達
應
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
ユ
ニ
ッ
ト
。
技
術
志
向
の
狭
義
の
メ
デ
ィ
ア
ア
ー

ト
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
メ
デ
ィ
ア
と
ア
ー
ト
の
間
で
の

幅
広
い
活
動
を
行
う
。Breaker Project 2006

で

は
、
誰
で
も
簡
単
に
映
像
編
集
が
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
用
い
て
「
新
世
界
・
映
像
日
記
」
と
題
し
た
参

加
型
の
映
像
編
集
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
行
っ
た
。

作
品
を
展
示
し
た
り
、
と
ま
ち
に
興
味
の
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の

関
わ
り
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
身
の
回
り
に
あ
る
廃
材
で
新
し

い
イ
メ
ー
ジ
の
飾
り
を
つ
く
り
、
ま
ち
を
飾
っ
て
い
く
と
い
う
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
藤
浩
志
さ
ん
よ
り
考
案
さ
れ
ま
し
た
。
フ
ェ
ン
ス
で
囲
わ

れ
た
空
地
や
商
店
街
の
飾
り
付
け
の
た
め
の
設
備
な
ど
既
に
ま
ち
に

あ
る
イ
ン
フ
ラ
に
着
目
し
、
そ
れ
ら
の
し
く
み
を
活
用
し
て
何
か
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の
で
、
空
地
や
商
店
街
に
飾
り
と
し

て
作
品
を
実
験
的
に
設
置
し
ま
し
た
。

■
２
０
０
９
年
～
現
在

―
「
絶
滅
危
惧
・
風
景
」

　
こ
れ
ま
で
の
活
動
、
特
に
２
０
０
８
年
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
、

ま
ち
の
歴
史
や
風
景
、
特
異
性
な
ど
改
め
て
発
見
す
る
こ
と
に
な
り
、

「
ま
ち
を
見
せ
る
」
と
い
う
こ
と
に
意
識
的
に
な
り
ま
し
た
。
　

　
こ
の
地
域
は
明
治
の
近
代
化
で
開
発
さ
れ
、
戦
争
で
一
度
ほ
と
ん

ど
焼
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
復
興
し
て
に
ぎ
わ
っ
て
き
た
の

で
す
が
、
近
年
は
か
な
り
衰
退
し
て
い
ま
し
た
。
特
に
西
成
の
方
で

す
が
、
こ
こ
は
高
度
成
長
期
に
い
ろ
ん
な
地
方
か
ら
大
阪
に
仕
事
を

求
め
て
出
て
こ
ら
れ
た
労
働
者

の
人
た
ち
が
住
ん
で
い
た
エ
リ

ア
で
す
。
バ
ブ
ル
も
崩
壊
し
、

そ
う
い
う
方
た
ち
も
高
齢
化
し

て
、
ま
ち
自
体
の
活
気
が
な
く

な
る
。
成
長
の
裏
側
、
闇
の
部

分
が
こ
の
ま
ち
に
は
残
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
地
域
に
お
い
て
、

中
に
い
る
人
だ
け
で
な
く
、
外

か
ら
来
た
人
も
、
も
う
一
度
こ

の
で
は
な
い
か
と
、「public

なart

の
実
践
。」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
再
び
「
野
点
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
と
き
の
「
野
点
」
は
半
年
以
上
か
け
て
準
備
を
し
ま
し
た
。

町
内
会
、
商
店
街
組
合
、
女
性
会
、
老
人
会
な
ど
、
い
ろ
ん
な
と
こ

ろ
に
プ
レ
ゼ
ン
に
行
き
、
準
備
段
階
か
ら
地
元
の
人
に
関
わ
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
地
元
回
り
に
は
ほ
と
ん
ど
参
加
し

て
い
ま
す
。

■
２
０
０
８
年

―
ま
ち
な
か
で
い
か
に
継
続
し
て
い
く
か

　
２
０
０
８
年
、
開
始
５
年
目
に
な
る
こ
の
年
は
、
ま
ち
の
方
と
の

関
係
も
徐
々
に
深
ま
っ
て
い
く
中
で
、
い
か
に
継
続
し
て
い
く
べ
き

か
悩
ん
だ
時
期
で
す
。
ま
ち
を
見
る
こ
と
、
つ
な
ぐ
こ
と
、
を
積
極

的
に
考
え
な
が
ら
、
藤
浩
志
さ
ん
を
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
に
迎
え
て
い
ろ

ん
な
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
も
と
も
と
こ
の
周
辺
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
新
世
界
の
中
に
あ
っ
て
今
は
取
り
壊
さ
れ
て
い
る
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
ゲ
ー
ト
に
事
務
所
を
置
き
、
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
き

っ
か
け
で
す
。
し
か
し
、
２
０
０
７
年
３
月
に
そ
こ
を
出
て
い
く
こ

と
に
な
り
、
２
０
０
８
年
の
「
ま
ち
が
劇
場
準
備
中
」
の
と
き
に
は
、

事
務
所
が
新
世
界
か
ら
離
れ
た
場
所
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
探
し
回
っ
て
、
市
場
の
空
き
店
舗
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
、
半

年
ほ
ど
こ
の
事
務
所
を
拠
点
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
準
備
を
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
空
き
店
鋪
も
そ
う
で
す
が
、
ほ
か
に
も

40
年
間
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
大
正
時
代
の
建
物
の
一
室
を
発
見
し
、

掃
除
を
し
た
り
、
掃
除
を
し
た
り
、
掃
除
を
し
た
り
（
笑
）。
本
当
に

掃
除
ば
か
り
し
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
こ
の
年
は
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
だ
け
で
は
な
く
、
カ
フ
ェ
を
始
め
る
人
や
学
生
が
集
ま
っ
た
り
、

福永宙《まちかざりの実験：デコポリ／ 
hang-art》　撮影：仲川あい
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＊
15

ト
ー
チ
カ
（TO

CH
IKA

）　

ナ
ガ
タ
タ
ケ
シ
と
モ
ン
ノ
カ
ヅ
エ
に
よ
る
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
。
多
く
の
参
加
者
と
と
も
に
ペ
ン
ラ
イ

ト
で
光
の
軌
跡
で
絵
を
描
き
、
そ
れ
を
つ
な
げ
る
映

像
作
品
《PIK

APIK
A

》
で
各
地
で
活
動
。
２
０
０

６
年
、
オ
タ
ワ
国
際
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
祭
特
別

賞
受
賞
。
２
０
０
８
年
、
世
界
最
大
の
短
編
映
画
祭

「
ク
レ
ル
モ
ン
フ
ェ
ラ
ン
国
際
短
編
映
画
祭
」
のLabo

部
門
に
て
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
。

初
よ
り
だ
い
ぶ
下
が
っ
て
来
て
い
て
、
こ
の
ま
ま
ほ
っ
と
い
た
ら
地

面
に
着
い
て
し
ま
う
く
ら
い
だ
っ
た
ん
で
す
。
き
っ
と
展
示
を
始
め

た
当
時
か
ら
見
て
く
れ
て
い
た
人
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
嬉

し
か
っ
た
で
す
し
、
こ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
ま
ち
に
出
る
ん

だ
な
あ
と
実
感
し
た
瞬
間
で
し
た
。

の
状
況
に
き
ち
ん
と
触
れ
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
社
会
や
そ
の
未

来
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
重
要
な
場
所
で
は
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ブ
レ
ー
カ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
を
始
め
て
か
ら
７
年

間
で
古
い
建
物
が
ど
ん
ど
ん
取
り
壊
さ
れ
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や
駐
車
場

に
変
わ
っ
て
い
く
の
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、「
こ
れ
で
い
い
の

か
？
」
と
い
う
疑
問
も
あ
り
、
２
０
０
９
年
、
２
０
１
０
年
と
「
絶

滅
危
惧
・
風
景
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　
パ
ラ
モ
デ
ル
は
２
０
０
６
年
に
も
制
作
し
た
《
極
楽
百
景
》
と
い

う
作
品
の
シ
リ
ー
ズ
を
引
き
続
い
て
制
作
し
ま
し
た
。
彼
ら
も
、
ま

ち
の
状
況
を
み
て
危
機
感
を
持
ち
、
今
の
う
ち
に
撮
っ
て
お
か
な
け

れ
ば
と
い
う
こ
と
で
、
昔
な
が
ら
の
散
髪
屋
さ
ん
や
喫
茶
店
な
ど
５

カ
所
の
店
舗
を
舞
台
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ト
ー
チ
カ
（
＊
15
）
は
、
ま
ち
の
人
や
風
景
に
焦
点
を
あ
て
て

写
真
と
映
像
で
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。
３
日
間
、
リ
ヤ
カ
ー
に
カ
メ

ラ
を
の
せ
て
、
ま
ち
を
歩
き
な
が
ら
お
店
、
住
人
、
通
り
が
か
り
の

人
に
声
を
か
け
て
撮
影
を
し
て
い
く
。
彼
ら
は
、
光
で
空
中
に
絵
を

描
い
て
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
く
る
の
で
す
が
、
こ
の
エ
リ
ア
で
は
、

人
が
面
白
い
と
い
う
こ
と
で
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
に
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
そ
う
し
て
つ
く
っ
た
作
品
を
２
０
０
９
年
は
ま
ち
の
中
に
展

示
し
ま
し
た
。

　
藤
浩
志
さ
ん
の
《
ト
イ
ザ
ウ
ル
ス
》
も
あ
り
ま
す
。
２
０
０
８
年

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
小
さ
い
作
品
を
設
置
し
て
い
た
場
所
に
、
２
０

０
９
年
は
《
ト
イ
ザ
ウ
ル
ス
》
と
い
う
大
き
な
作
品
で
戻
っ
て
き
た

の
で
す
が
、
か
な
り
注
目
を
浴
び
て
い
た
よ
う
で
す
。
撤
去
の
日
に

柵
の
中
で
作
業
を
し
て
い
た
ら
、
あ
る
お
っ
ち
ゃ
ん
が
「
こ
れ
修
理

に
出
す
ん
か
？
」
と
聞
い
て
き
ま
し
た
。
ト
イ
ザ
ウ
ル
ス
の
頭
が
最
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＊
1釜

ヶ
崎　

か
つ
て
大
阪
府
に
存
在
し
た
地
域
名
称
。
現
在
の
大

阪
府
大
阪
市
西
成
区
萩
之
茶
屋
周
辺
を
指
す
。
日

本
３
大
ド
ヤ
街
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
住

所
表
記
の
変
更
に
伴
い
、
釜
ヶ
崎
と
い
う
地
名
は
消

滅
し
た
が
、
地
元
で
は
地
域
を
指
す
言
葉
と
し
て
釜

ヶ
崎
も
し
く
は
「
釜
」
と
い
う
通
称
を
使
う
人
も
多

い
。
路
上
生
活
者
が
数
多
く
居
住
し
住
所
不
定
の

日
雇
労
働
者
が
多
い
。 

＊
2山

谷　
東
京
都
台
東
区
・
荒
川
区
に
あ
る
ド
ヤ
街
の
通
称
。

江
戸
時
代
か
ら
木
賃
宿
（
食
事
を
提
供
し
な
い
素

泊
ま
り
専
門
の
旅
館
）
が
集
ま
る
場
所
で
あ
り
、
現

在
も
簡
易
宿
泊
所
が
多
い
。
料
金
が
安
い
こ
と
か
ら
、

近
年
は
外
国
人
旅
行
者
が
簡
易
宿
泊
所
を
利
用
す

る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
。

＊
3寿

町　
神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
に
所
在
す
る
ま
ち
。
近
年
、

住
民
が
高
齢
化
し
「
福
祉
の
ま
ち
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
20
代
～
40
代
の
ネ
ッ
ト
カ
フ

ェ
難
民
の
流
入
も
増
加
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

前
は
「
寿
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
す
。
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
文
化
や
芸
術
に
関
わ
る
人
た
ち
が
寿
町
と
い
う
エ
リ
ア
を
舞
台
と

し
て
活
動
す
る
試
み
で
す
。
実
験
的
な
試
み
も
多
数
あ
り
ま
す
。
担

い
手
が
独
創
的
な
視
点
を
持
ち
込
ん
で
い
た
だ
い
て
、
地
域
に
住
ん

で
る
人
た
ち
と
共
同
で
一
緒
に
何
か
を
や
っ
て
い
っ
た
り
、
自
ら
が

ま
ち
に
滞
在
を
し
て
何
か
表
現
や
発
信
を
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ま
ち

が
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
人
や
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
自
己
実
現
を
通
じ
て
共
生
に
つ
な
が
る
こ
と
を
視
野
に

入
れ
て
い
ま
す
。
ア
ー
ト
活
動
も
、
展
覧
会
や
イ
ベ
ン
ト
、
あ
る
い

は
デ
ザ
イ
ン
に
限
ら
ず
、
作
品
制
作
の
プ
ロ
セ
ス
の
公
開
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
型
ア
ー
ト
、
リ
サ
ー
チ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

通
年
で
行
っ
て
い
ま
し
て
、
そ
れ
の
一
つ
ひ
と
つ
の
集
積
が

K
O

T
O

BU
K

I

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
だ
、
と
い
う
言
い
方

を
し
て
お
り
ま
す
。

■
寿
町
に
つ
い
て 

―
社
会
と
つ
な
が
り
を
な
く
し
た
人
た
ち
が
暮
ら
す
ま
ち

　K
O

T
O

BU
K

I

ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
る

エ
リ
ア
は
、
大
阪
・
釜か
ま

ヶが

崎さ
き

（
＊
1
）

と
東
京
・
山さ

ん

谷や

（
＊
2
）
と
並
ぶ
日

本
三
大
ド
ヤ
街
の
一
つ
、
横
浜
の

寿こ
と
ぶ
き

町ち
ょ
う（

＊
3
）
で
す
。「
ド
ヤ
」
と

い
う
の
は
簡
易
宿
泊
所
の
こ
と
で
、

「
宿
＝
ヤ
ド
」
を
ひ
っ
く
り
返
し

て
呼
ん
で
い
る
ん
で
す
ね
。
本
来

第
6
章
●「
社
会
×
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

Case II 
KO

TO
BU

KI
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョン

河
本 

一
満

C
ontents

■
企
画
の
背
景

―
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
と
し
て
の 

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
試
み
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
7

■
寿
町
に
つ
い
て 

―
社
会
と
つ
な
が
り
を
な
く
し
た
人
た
ち
が
暮
ら
す
ま
ち
‥‥
‥
‥
‥
‥
7

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
緯 

―
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ヴ
な
活
動
で
ま
ち
を
活
性
化
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
8

■
ツ
ア
ー 

―
地
域
特
性
を
考
慮
し
た
鑑
賞
方
法
と
ア
プ
ロ
ー
チ
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
9

■
実
施
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介 

―
ま
ち
に
入
り
込
ん
で
い
く
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
10

■ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
も
た
ら
す
意
味 

―
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
取
り
戻
す
た
め
に
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
12

■
企
画
の
背
景

―
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョン
と
し
て

の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
試
み

　
私
は
横
浜
市
の
職
員
と
し
て
横
浜
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
活
動
は
自
分
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

や
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
名
前
は
「K

O
T

O
BU

K
I

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
」
で
す
が
、
活
動
組
織
の
団
体
の
名

横浜市寿町 鳥瞰
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＊
4寄

せ
場　

日
雇
い
労
働
の
求
人
業
者
と
求
職
者
が
多
数
集
ま

る
場
所
の
こ
と
。
寄
せ
場
が
拡
大
・
集
約
す
る
に
つ

れ
、
早
朝
か
ら
寄
せ
場
に
出
向
く
人
や
定
住
所
を

持
た
な
い
人
が
利
用
す
る
簡
易
宿
泊
所
（
ド
ヤ
）
や
、

労
働
者
の
そ
の
日
の
日
当
を
目
当
て
に
し
た
飲
食
店

や
賭
博
場
も
立
ち
並
ぶ
よ
う
に
な
る
。
ド
ヤ
街
と

呼
ば
れ
る
日
雇
労
働
者
の
ま
ち
は
寄
せ
場
の
周
辺
に

形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

＊
5２

０
０
８
年
、
佐
藤
真
理
子
（
代
表
、
寿
自
治
会
事

務
局
長
）、
河
本
一
満
、
橋
本
誠
（
ア
ー
ト
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
）
の
3
人
を
中
心
に
結
成
。

見
る
と
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
方
や
、
肢
体
障
が
い
、
精
神
障
が
い

の
方
々
が
多
く
目
に
入
っ
て
き
て
、
普
通
の
ま
ち
と
は
ち
ょ
っ
と
風

景
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
部
屋
の
外
に
出
て
来
ら
れ
る
人
は
ま
だ
よ

く
て
、
寝
た
き
り
の
人
が
か
な
り
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
だ
い
た
い

毎
年
５
０
０
人
は
こ
の
ま
ち
で
孤
独
死
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

冬
に
な
る
と
、
路
上
で
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
寝
て
し
ま
い
そ
の
ま
ま
亡
く

な
ら
れ
る
方
も
毎
年
い
ま
す
。
救
急
車
が
来
な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
ち
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
通
り
に
は
、
道
の
両
側

に
店
舗
が
張
り
付
い
て
い
ま
す
。
全
盛
期
は
飲
み
屋
や
食
べ
物
屋
さ

ん
で
し
た
が
、
今
は
日
雇
い
の
人
が
非
常
に
少
な
い
の
で
、
昼
間
は

閉
ま
っ
て
い
る
お
店
も
増
え
ま
し
た
。
月
始
め
は
生
活
保
護
費
が
入

る
の
で
、
昼
間
か
ら
お
店
が
開
い
て
い
て
飲
ん
で
い
る
人
が
目
立
ち

ま
す
。
月
の
終
わ
り
に
な
る
と
だ
ん
だ
ん
持
ち
金
が
少
な
く
な
っ
て

来
る
の
で
、
開
い
て
る
店
が
少
な
い
。
だ
か
ら
、
月
の
始
め
と
終
わ

り
で
は
ま
ち
の
風
景
が
一
変
す
る
ん
で
す
ね
。
地
区
内
の
中
心
に
は
、

日
雇
い
労
働
者
時
代
の
福
利
厚
生
施
設
と
し
て
娯
楽
施
設
が
あ
り
ま

す
。
今
は
時
間
を
つ
ぶ
す
た
め
に
娯
楽
施
設
で
一
日
中
テ
レ
ビ
を
見

て
い
る
人
や
囲
碁
・
将
棋
を
す
る
人
、
ま
た
、
周
辺
で
は
飲
酒
す
る

人
た
ち
が
結
構
多
い
で
す
ね
。
昔
の
「
寄
せ
場
」（
＊
4
）
と
言
わ
れ
た
、

日
雇
い
労
働
の
仕
事
を
斡
旋
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
広
場
に
な
っ
て
い

る
の
で
、K

O
T

O
BU

K
I

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
は
こ
こ
を

中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
緯 

―
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ヴ
な
活
動
で
ま
ち
を
活
性
化

　K
O

T
O

BU
K

I

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
は
２
０
０
８
年
に
、

私
を
含
め
て
３
人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
（
＊
5
）。
最
初
は
、
こ
う
し

は
日
雇
い
労
働
者
の
人
た
ち
が
、
名
前
を
書
い
て
前
金
を
渡
せ
ば
泊

ま
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
な
の
で
す
。
寿
町
は
、
高
度
経
済
成
長
期

に
横
浜
港
の
荷
上
げ
を
す
る
日
雇
い
労
働
者
た
ち
が
集
ま
っ
て
住
み

始
め
た
ま
ち
で
す
。
ま
ち
の
大
き
さ
も
非
常
に
コ
ン
パ
ク
ト
で
、
一

辺
が
２
０
０
～
３
０
０
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
大
き
さ
な
ん
で
す
ね
。

碁
盤
の
目
状
で
す
か
ら
、
歩
け
ば
、
す
ぐ
に
は
じ
か
ら
は
じ
ま
で
行

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
だ
け
狭
い
中
に
約
１
２
２
件
の
ド
ヤ
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
部
屋
数
は
８
６
０
０
室
ほ
ど
あ
り
、
そ

の
う
ち
の
４
分
の
１
近
く
は
空
室
に
な
っ
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
は

中
廊
下
型
で
両
側
に
部
屋
が
あ
り
ま
す
。
部
屋
は
３
畳
１
間
で
布
団
、

テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
付
き
で
、
１
泊
１
８
０
０
円
の
価
格
帯
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
古
い
ド
ヤ
は
空
き
室
が
増
え
て
来
て
い
ま
す
が
、
一

方
で
、
新
築
ラ
ッ
シ
ュ
と
い
う
状
況
も
あ
り
ま
す
。
全
体
で
は
、
約

６
５
０
０
人
く
ら
い
が
暮
ら
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
い
う
ま
ち
が
日
本
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
若
い
人
に
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
す
。
行
っ
た
こ
と
が
な
い
人
は
、
ど
こ

か
遠
い
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
う
ん
で
し
ょ
う
が
、
一
度
訪
れ
る
と
本

当
に
近
い
で
す
。
横
浜
の
中
心
地
に
あ
る
Ｊ
Ｒ
石
川
町
駅
と
い
う
元

町
・
中
華
街
の
最
寄
り
駅
か
ら
歩
い
て
２
～
３
分
で
す
。
昔
は
危
険

だ
か
ら
近
づ
く
な
と
言
わ
れ
て
い

た
ん
で
す
が
、
今
は
生
活
し
て
い

る
人
た
ち
は
、
日
雇
い
の
仕
事
も

な
く
な
り
、
生
活
保
護
の
受
給
者

が
８
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
半
数

は
60
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。
98

パ
ー
セ
ン
ト
の
人
た
ち
が
単
身
の

男
性
。
働
け
る
年
齢
で
は
な
く
、

体
力
も
な
い
た
め
、
ま
ち
の
中
を

寿町のドヤ室内
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＊
6ア

ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョン
・
ヨ
コハマ
（
Ａ
Ｃ
Ｙ)　

横
浜
に
集
う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
市
民
、
企
業
、
学
校
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
創
造

活
動
を
繰
り
広
げ
る
人
た
ち
（
創
造
の
担
い
手
）
を

サ
ポ
ー
ト
（
中
間
支
援
）
し
て
い
る
。
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
シ
テ
ィ
・
ヨ
コ
ハ
マ
の
形
成
や
ア
ー
ト
に
よ
る
ま
ち

の
活
性
化
に
寄
与
す
る
た
め
、
助
成
事
業
も
行
っ
て

い
る
。

＊
7浦

田
琴
恵
（
う
ら
た
・
こ
と
え
）　

１
９
７
９
年
、
静
岡
県
生
ま
れ
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。
桜

島
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
ド
ロ
ー

イ
ン
グ
、
廃
業
し
た
温
泉
ホ
テ
ル
や
、
空
き
家
を
使

っ
た
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
コ
ス
プ
レ
写
真
、
九
州

の
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
を
巡
る
旅
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、

ジ
ャ
ン
ル
に
と
ら
わ
れ
な
い
表
現
活
動
を
行
う
。

＊
8遠

藤
一
郎
（
え
ん
ど
う
・
い
ち
ろ
う
）　

１
９
７
９
年
、
静
岡
県
生
ま
れ
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
や
Ｄ
Ｊ
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
絵
画
、
映
像

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
活
動
。
車
体
に
「
未
来
へ
」
と

描
か
れ
、
各
地
で
出
会
っ
た
人
び
と
が
そ
の
周
り
に

夢
を
描
い
て
い
く
「
未
来
へ
号
」
で
車
上
生
活
を
し

な
が
ら
各
地
を
走
り
、「G

O
 FO

R FU
TU

RE

」
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
続
け
て
い
る
。

＊
9田

中
功
起
（
た
な
か
・
こ
う
き
）　

１
９
７
５
年
、
栃
木
県
生
ま
れ
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。

映
像
や
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
て
発
表

活
動
を
行
っ
て
お
り
、
ガ
ム
テ
ー
プ
を
使
用
し
て
制

作
し
た
モ
ン
ス
タ
ー
や
、
奇
妙
な
時
間
性
を
持
つ
ヴ

ィ
デ
オ
作
品
等
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
群
馬
県

立
近
代
美
術
館
で
の
個
展
や
水
戸
芸
術
館
、
森
美

術
館
な
ど
で
の
グ
ル
ー
プ
展
な
ど
に
参
加
。

＊
10曽

我
部
昌
史
（
そ
が
べ
・
ま
さ
し
）　

１
９
６
２
年
、
福
岡
県
生
ま
れ
。
建
築
家
。
神
奈
川

大
学
工
学
部
建
築
学
科
教
授
。
み
か
ん
ぐ
み
一
級
建

築
士
事
務
所
共
同
主
宰
。
店
舗
の
内
装
か
ら
保
育

ェ
ク
ト
が
地
域
に
い
か
に
溶
け
込
む
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と

を
最
重
点
と
し
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
頃
か
ら
ニ
ュ
ー

ズ
レ
タ
ー
（
＊
13
）
を
発
行
し
始
め
ま
し
た
。

　
２
０
１
０
年
は
、
毎
週
金
曜
日
に
炊
き
出
し
が
行
わ
れ
る
寿
公
園

を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
す
る
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
す
る
「
寿
作
戦
」
と
い

う
企
画
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
浦
田
琴
恵
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、

参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
主
体
的
に
企
画
へ
取
り
組
む
「
寿
合
宿
」

（
＊
14
）
も
始
ま
り
、
合
宿
形
式
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

運
営
面
で
は
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
一
人
増
え
て
い
ま
す
。
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
は
累
計
で
50
人
近
く
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
２
０
１

１
年
３
月
に
は
、
実
際
に
ド
ヤ
に
泊
ま
っ
て
い
た
だ
い
た
上
で
じ
っ

く
り
と
話
す
よ
う
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
ツ
ア
ー 

―
地
域
特
性
を
考
慮
し
た
鑑
賞
方
法
と
ア
プ
ロ
ー
チ

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
徴
は
、
活
動
の
形
態
や
時
期
に
こ
だ
わ
ら
な

い
点
や
自
主
的
な
活
動
や
リ
サ
ー
チ
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
推
奨
し

て
い
る
点
で
す
。「
地
域
と
ア
ー
ト
」
と
い
う
の
は
い
ろ
ん
な
地
域
で

や
っ
て
い
ま
す
が
、
我
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ほ
か
と
異
な
る
の
は

ア
プ
ロ
ー
チ
が
真
逆
な
ん
で
す
ね
。
期
間
を
決
め
て
作
品
を
大
量
に

地
域
に
設
置
し
、
マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
歩
い
て
鑑
賞
し
、
た
く
さ
ん

の
人
を
ま
ち
に
呼
び
込
ん
で
、
ま
ち
を
劇
的
に
変
え
て
い
こ
う
、
と

い
う
の
は
全
然
考
え
て
い
な
い
ん
で
す
。
ま
ず
は
、
地
域
に
暮
ら
し

て
い
る
人
に
対
し
て
ア
ー
ト
を
通
し
て
、
日
常
的
に
ど
う
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
か
、
あ
る
い
は
生
き
が
い
に
つ
な
げ
ら
れ
る
こ
と
は
で

き
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
考
え
て
い
ま
す
。
外
か
ら
訪
れ
る
鑑
賞
者
に

対
し
て
は
、
鑑
賞
ツ
ア
ー
に
申
し
込
ん
で
い
た
だ
い
て
、
オ
リ
エ
ン

た
特
徴
的
な
エ
リ
ア
に
個
人
的
に
興
味
を
持
っ
て
、
２
０
０
６
年
か

ら
徹
底
的
に
こ
の
ま
ち
を
リ
サ
ー
チ
し
ま
し
た
。
ど
う
い
う
人
が
ど

う
い
う
暮
ら
し
方
を
し
て
、
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
か
、

と
い
う
こ
と
を
２
年
間
調
べ
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、「
こ
の
ま
ち
の
た

め
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
。
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ヴ
な
こ
と
で
活

性
化
で
き
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
一
緒

に
や
ら
な
い
か
と
声
を
掛
け
て
、
や
っ
と
３
年
目
に
、
３
人
で
始
め

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
ね
。

　
最
初
の
２
０
０
８
年
は
Ａ
Ｃ
Ｙ
（
＊
6
）
か
ら
活
動
助
成
金
を
い
た
だ

い
た
の
で
、
そ
れ
を
元
手
に
浦
田
琴
恵
（
＊
7
）
さ
ん
、
遠
藤
一
郎
（
＊
8
）

さ
ん
、
田
中
功
起
（
＊
9
）
さ
ん
、
パ
ラ
モ
デ
ル
な
ど
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
始
め
ま
し
た
。
初
年
度
は
コ
ア
期
間
を
設
け
ま
し
た
が
、
コ
ア
期

間
以
前
に
も
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い
て
、
半
分
く
ら
い
の
作
品

は
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
２
０
０
７
年
に
は
、

デ
ザ
イ
ン
・
建
築
部
門
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
み
か
ん
ぐ
み
の
曽

我
部
昌
史
（
＊
10
）
さ
ん
に
入
っ
て
い
た
だ
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
も
３
人
増
え
、
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
首
都
大
学
東
京
の

山
本
薫
子
（
＊
11
）
さ
ん
が
入
る
な
ど
、
ス
タ
ッ
フ
も
充
実
し
て
き
ま
し

た
。
み
ん
な
ほ
と
ん
ど
手
弁
当
で
常
駐
の
人
は
い
ま
せ
ん
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
半
分
が
当
時
学
生
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
そ

の
う
ち
２
人
が
そ
の
後
横
浜
市
の
職
員
と
し
て
就
職
し
ま
し
た
。

　
２
０
０
９
年
度
は
、
財
団
法
人
文
化
・
芸
術
に
よ
る
福
武
地
域
振

興
財
団
（
＊
12
）
か
ら
も
活
動
助
成
金
を
い
た
だ
い
て
拡
充
で
き
た
の
で
、

コ
ア
期
間
を
つ
く
る
の
で
は
な
く
期
間
を
限
定
せ
ず
に
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
や
り
た
い
時
期
に
や
り
た
い
こ
と
を
し
て
も
ら
い
、
年
間
を

通
し
て
活
動
す
る
ス
タ
イ
ル
を
徹
底
し
て
、
日
常
的
に
ア
ー
ト
が
地

域
に
浸
透
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
観
客
に
は
、
そ
の
と
き

に
見
ら
れ
る
も
の
を
ツ
ア
ー
形
式
で
見
て
い
た
だ
き
ま
す
。
プ
ロ
ジ
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園
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
設
計
を
行
う
一
方
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
企
画
運
営
や
評
論
の
執
筆
な
ど
、
建

築
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展

開
し
て
い
る
。

＊
11山

本
薫
子
（
や
ま
も
と
・
か
ほ
る
こ
）　

１
９
７
３
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
。

首
都
大
学
東
京
都
市
環
境
学
部
准
教
授
。
主
な
研

究
内
容
は
、
都
市
社
会
学
、
地
域
社
会
学
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
論
、
移
民
研
究
、
社
会
調
査
。

＊
12財

団
法
人
文
化
・
芸
術
に
よ
る
福
武
地
域
振
興
財
団

（
株
）
ベ
ネ
ッ
セ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
取
締
役
会
長
で
あ

る
福
武
總
一
郎
が
中
心
と
な
り
２
０
０
７
年
に
設
立

さ
れ
た
財
団
法
人
。
活
力
溢
れ
る
個
性
豊
か
な
地

域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
地
域
住
民
を
中
心
と

し
た
創
造
的
で
文
化
的
な
表
現
活
動
を
通
じ
た
ま

ち
づ
く
り
、
地
域
産
業
お
こ
し
な
ど
の
諸
活
動
を
支

援
し
て
い
る
。

＊
13

K
O
TO

BU
KI

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
寿
町
の
認
知
に
つ
な
が
る
活
動
と
し
て
、

隔
月
ご
と
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
形
式
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

を
発
行
し
、
無
料
配
布
し
て
い
る
。

＊
14寿

合
宿　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
寿
町
で
共
同
生

活
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
寿
町
に
つ
い
て
学
び
、
自

分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
と
い
う
、
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
主
導
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
２
０
１
０
年
５
月
に

「
第
1
回
寿
合
宿　

春 

～
寿
か
ら
学
ぶ
、
寿
で
考

え
る
～
」、
11
月
に
「
第
2
回
寿
合
宿　

秋 

～
寿
で

つ
く
る
～
」
を
実
施
。

＊
15神

奈
川
大
学
曽
我
部
昌
史
研
究
室
。「
寿
作
戦
」
と

い
う
名
で
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
る
。
２

０
１
０
年
３
月
に
第
１
期
工
事
が
着
工
す
る
寿
公
園

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
、
２
０
０
９
年
７
月
に
発
足
し
た
寿

町
福
祉
会
館
再
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
土
日
を
中
心
に
延
べ
30
回
は
や
っ
て
る

と
思
い
ま
す
が
、
だ
ん
だ
ん
定
着
し
て
来
て
、「
あ
の
あ
ん
ち
ゃ
ん
、

最
近
見
ね
ぇ
が
ど
う
し
た
ん
だ
」
と
言
わ
れ
た
り
し
ま
す
。
遠
藤
さ

ん
は
、
自
ら
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
し
た
「
未
来
へ
号
」
と
い
う
車
を
持

っ
て
い
ま
す
が
「
あ
の
車
ど
う
し
た
ん
だ
よ
？
」
と
い
う
よ
う
に
、
だ

ん
だ
ん
と
浸
透
し
て
き
ま
す
。
最
初
は
一
人
の
お
っ
ち
ゃ
ん
か
ら
仲

良
く
な
る
の
で
す
が
、
続
け
て
い
く
う
ち
に
寄
っ
て
来
る
人
が
増
え

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
の
で
す
ね
。
ま

た
、
ほ
か
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
と
っ
て
も
寿
町
の
住
民
と
接
す
る
場
、

ま
ち
を
リ
サ
ー
チ
す
る
場
と
し
て
の
入
り
口
と
し
て
も
機
能
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
表
現
者
も
店
長
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
浦
田
琴
恵
さ
ん
の
、
セ
ン
タ
ー
の
広
場
の
壁
に
人
が
よ
じ
登
っ
て

い
る
よ
う
な
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
《
永
遠
の
開
拓
者
た
ち
》（
＊
17
）

も
象
徴
的
で
し
た
。
彼
女
は
鹿
児
島
県
の
桜
島
に
住
ん
で
い
ま
し
て
、

か
つ
て
噴
火
が
あ
っ
た
際
に
厳
し
い
荒
れ
地
を
開
墾
し
て
暮
ら
し
て

い
っ
た
人
び
と
の
話
か
ら
着
想
を
得
た
こ
の
作
品
は
、
人
を
か
た
ど

っ
た
も
の
を
５
０
０
枚
く
ら
い
つ
く
り
、
ド
ヤ
の
お
っ
ち
ゃ
ん
が
ペ

ン
キ
塗
り
や
作
品
設
置
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
寿
町
に
来
る
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
に
は
、
だ
ん
だ
ん
慣

れ
て
は
ま
る
人
と
、
は
ま
ら
な
い

人
が
い
る
ん
で
す
が
、
彼
女
の
場

合
は
す
ご
く
は
ま
り
ま
し
た
。
赤

い
つ
な
ぎ
を
毎
回
着
て
来
て
、
今

で
は
「
赤
い
つ
な
ぎ
の
ね
え
ち
ゃ

ん
」
と
お
っ
ち
ゃ
ん
た
ち
か
ら
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　
パ
ラ
モ
デ
ル
に
よ
る
、
広
場
を

大
規
模
に
使
っ
た
子
ど
も
向
け
の

テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
あ
と
に
ま
ち
を
案
内
を
し
て
い
ま
す
。
地
域
に
は

こ
う
し
た
活
動
に
無
関
心
な
方
も
い
ま
す
し
、
迷
惑
だ
と
感
じ
る
人

も
い
る
と
思
い
ま
す
か
ら
、
気
を
遣
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
地
域
に

暮
ら
す
人
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
い
つ
も
考
え
な

が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。

　
ツ
ア
ー
も
最
近
で
は
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
て
来
て
、
歴
史
を

学
び
た
い
と
い
う
ツ
ア
ー
や
、
曽
我
部
研
究
室
（
＊
15
）
に
よ
る
デ
ザ
イ

ン
を
学
ぶ
と
い
う
ツ
ア
ー
、
炊
き
出
し
を
し
て
い
る
方
が
生
活
を
自

ら
紹
介
す
る
ツ
ア
ー
。
ほ
か
に
も
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
オ
リ
ジ
ナ
ル

で
コ
ー
ス
や
見
せ
方
を
考
え
た
ツ
ア
ー
も
あ
り
ま
す
。
ツ
ア
ー
は
必

ず
５
人
を
限
度
に
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
５
人
以
上
で
ま
ち
を
歩
く

と
、
威
圧
的
に
な
り
ま
す
し
、
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
い
る
だ
け
で
嫌
が

る
人
も
い
る
か
ら
で
す
。
面
白
い
こ
と
に
、
お
っ
ち
ゃ
ん
た
ち
は
女

性
に
は
優
し
く
て
、「
介
護
を
頼
む
よ
」
と
か
「
結
婚
し
て
く
れ
」
と

か
言
わ
れ
る
よ
う
で
す
。
10
年
く
ら
い
長
く
や
っ
て
い
れ
ば
定
着
し

て
く
る
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
る
ん
で
す
が
、
最
初
は
慎
重
に
や
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
実
施
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介 

―
ま
ち
に
入
り
込
ん
で
い
く
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち

　
遠
藤
一
郎
さ
ん
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
《
未
来
カ
フ
ェ
》（
＊
16
）
は
、

椅
子
と
紙
コ
ッ
プ
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
お
茶
だ
け
を
用
意
し
た
青
空

カ
フ
ェ
で
す
。
こ
れ
で
、
た
だ
お
っ
ち
ゃ
ん
た
ち
と
話
す
だ
け
と
い

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
の
で
す
。
最
初
は
な
か
な
か
近
づ
い
て
こ
な
い

の
で
す
が
、
一
番
最
初
に
近
寄
っ
て
来
る
の
は
や
っ
ぱ
り
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
の
お
っ
ち
ゃ
ん
た
ち
で
「
お
ま
え
ら
何
や
っ
て
ん
だ
よ
」

「
あ
ん
ち
ゃ
ん
、
な
ん
だ
？
」
と
話
し
始
め
、「
面
白
い
じ
ゃ
な
い
か
」

遠藤一郎《未来カフェ》（2008年）
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＊
16未

来
カ
フ
ェ　

地
域
住
民
、
寿
町
を
訪
れ
る
方
々
や
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
な
ど
の
交
流
の
場
と
な
り
、
そ
の
場
に
居
合
わ

せ
た
人
び
と
み
ん
な
で
寿
町
の
将
来
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
の
で
き
る
場
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

未
来
美
術
家
、
遠
藤
一
郎
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
が
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
す
る
カ
フ
ェ
。
２
０
０
８
年
に
寿
町
総

合
労
働
福
祉
会
館
2
階
の
踊
り
場
で
不
定
期
に
開

店
し
た
。

＊
17浦

田
琴
恵
《
永
遠
の
開
拓
者
た
ち
》

寿
町
の
中
央
に
位
置
す
る
、
寿
町
総
合
労
働
福
祉

会
館
の
壁
を
、
約
４
０
０
体
の
赤
い
人
型
の
レ
リ
ー

フ
が
壁
を
登
っ
て
い
る
と
い
う
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
。

制
作
お
よ
び
設
置
は
、
寿
町
の
住
人
の
協
力
も
交
え

て
行
わ
れ
た
。
設
置
期
間
＝
２
０
０
８
年
9
月
18
日

～
２
０
０
９
年
7
月
5
日
。

＊
18寿

灯
祭　

２
０
１
０
年
、
横
浜
寿
町
を
舞
台
に
し
た
キ
ャ
ン
ド

ル
ナ
イ
ト
の
お
祭
り
。
カ
ッ
プ
酒
の
空
き
瓶
１
２
０
０

個
に
明
か
り
を
灯
し
、
キ
ャ
ン
ド
ル
と
灯
り
絵
が
寿

町
に
「
光
の
小
路
」
を
つ
く
り
出
し
た
。

＊
19寿

ア
ル
ク　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
者
の
回
復
、
社
会
復
帰
を
手
助

け
す
る
た
め
に
、
１
９
９
２
年
８
月
、
福
祉
・
医
療

関
係
者
や
市
民
、
依
存
症
本
人
（
回
復
者
）
た
ち

に
よ
っ
て
設
立
。
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
や
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
な
ど
を
通
し
て
、
①
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
な
ど
４
施
設
の
設
置
、
運
営 

②
ア
ル
コ
ー
ル
・
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
等
を
通
し
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

が
回
復
す
る
病
気
で
あ
る
こ
と
を
社
会
の
中
に
伝
え
、

理
解
を
拡
げ
る
こ
と
を
目
指
す
。

し
た
。
ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
か
ら
立
ち
直
る
た
め
の
自
助
グ

ル
ー
プ
と
し
て
「
寿
ア
ル
ク
」（
＊
19
）
と
い
う
組
織
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
人
た
ち
に
も
好
き
な
絵
を
描
い
て
も
ら
う
こ
と
も
し
ま
し
た
。
ワ

ン
カ
ッ
プ
の
灯
明
を
円
形
に
並
べ
て
、
一
つ
ひ
と
つ
の
輪
が
広
が
っ

て
い
く
と
い
う
願
い
を
込
め
た
つ
も
り
で
す
。

　
ま
た
、
部
屋
の
ス
ペ
ー
ス
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
や
っ
て
い
ま
す
。

ス
タ
ジ
オ
や
レ
ジ
デ
ン
ス
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
と
し
て
活
用
し
て
い

ま
す
。
我
々
の
事
務
所
が
入
っ
て
い
る
ビ
ル
で
は
、
４
部
屋
を
安
く

借
り
上
げ
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
ス
タ
ジ
オ
と
し
て
使
っ
て
も
ら
お
う

と
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
広
場
の
１
階
に
は
、
現
在
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
る
構
想
が
現
実
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ド

ヤ
は
普
通
、「
泊
め
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
て
も
初
顔
の
人
に
は
な
か

な
か
泊
め
て
く
れ
ま
せ
ん
が
、
我
々
は
オ
ー
ナ
ー
と
提
携
し
、
20
室

ほ
ど
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
た
め
の
レ
ジ
デ
ン
ス
と
し
て
安
く
貸
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
、
活
動
を
知
っ
た
人
が

「
何
か
お
手
伝
い
を
し
た
い
」
と
い
う
こ
と
で
実
費
の
み
で
ス
タ
ジ
オ

の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
く
れ
た
例
も
あ
り
ま
す
ね
。
そ
う
し
て

だ
ん
だ
ん
共
感
の
輪
が
広
が
っ
て
、
活
動
の
幅
も
広
が
り
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
、
ド
ヤ
を
バ
ッ

ク
パ
ッ
カ
ー
向
け
の
ホ
ス

テ
ル
に
改
装
す
る
事
例
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち

の
一
つ
の
ホ
ス
テ
ル
内
の

公
共
ス
ペ
ー
ス
を
展
示
空

間
に
し
て
、
若
手
の
発
表

の
場
と
し
て
活
用
し
て
い

ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
作
品
も
印
象
的
で
す
。
地
区
内
に
２
つ
保
育
所
が

あ
り
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
作
品
を
っ
く
て
い
る
と
、
お

っ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
勝
手
に
入
っ
て
き
て
参
加
し
た
り
、
遠
目
に
孫
を

見
る
よ
う
な
眼
で
見
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
広
場
の

一
角
で
は
、
相
変
わ
ら
ず
た
だ
酒
を
飲
ん
で
い
る
無
関
心
な
人
た
ち

も
い
る
ん
で
す
が
。

　
ま
た
、
寿
公
園
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
曽
我

部
昌
史
さ
ん
の
研
究
室
が
手
掛
け
ま
し
た
。
地
域
の
代
表
者
や
公
園

を
使
う
団
体
と
横
浜
市
の
土
木
事
務
所
が
参
加
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
い
て
、
曽
我
部
研
究
室
が
出
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
案
を
み
ん
な

で
検
討
し
ま
し
た
。
こ
の
公
園
は
毎
週
金
曜
日
に
炊
き
出
し
を
や
っ

て
い
ま
す
が
、
炊
き
出
す
場
所
や
配
膳
所
の
機
能
を
兼
ね
た
ジ
ャ
ン

グ
ル
ジ
ム
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
オ
ブ
ジ
ェ
を
つ
く
り
ま
し
た
。
第
１

期
工
事
が
完
成
し
２
０
１
１
年
に
第
２
期
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　「
寿じ
ゅ

灯と
う

祭さ
い

」（
＊
18
）
は
、
地
区
内
か
ら
１
５
０
０
個
の
カ
ッ
プ
酒
の

空
き
瓶
を
集
め
、
そ
の
中
に
ろ
う
そ
く
を
入
れ
、
さ
ら
に
周
り
に
紙

を
巻
い
て
灯
明
に
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
。
紙
に
は
子
ど
も
た

ち
約
１
０
０
人
と
デ
イ
ケ
ア
の
人
に
好
き
な
絵
を
描
い
て
も
ら
い
ま

パラモデルによる保育園児を対象としたワーク
ショップ（2008年9月26日）
©Paramodel, Courtesy of MORI YU GALLERY

寿灯祭（2010年11月12日）　撮影：Ken Kato　　　　　　　

いしかわかずはる《Drawing for “Porto”》／ドヤ
を改装したホステルに作品を展示
©ISHIKAWA Kazuharu, courtesy of YUKARI ART 
CONTEMPORARY　撮影：Ken Kato
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＊
20社

会
的
包
摂　

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

で
家
族
や
地
域
社
会
、
企
業
に
お
け
る
従
業
員
の
家

族
意
識
と
い
っ
た
、
互
い
を
支
え
合
う
基
盤
が
崩
壊

し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
そ
の
人
た
ち
を
孤

立
さ
せ
ず
に
も
う
一
度
社
会
の
中
に
包
摂
し
よ
う
と

い
う
政
策
理
念
。
就
労
・
教
育
や
医
療
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
面
で
社
会
参
画
を
妨
げ
ら
れ
る
状
態
に
あ

る
人
た
ち
が
い
る
こ
と
を
「
社
会
的
排
除
」
と
と
ら

え
、
そ
の
人
た
ち
を
社
会
が
迎
え
入
れ
る
た
め
に
既

存
の
制
度
を
組
み
替
え
た
り
、
必
要
な
施
策
を
つ
く

り
出
す
こ
と
。

も
結
構
多
い
の
で
す
が
、
そ
ん
な
中
で
、
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
ん

だ
ろ
う
か
と
い
う
の
が
命
題
で
す
。
ア
ー
ト
っ
て
本
当
に
力
が
あ
る

ん
だ
ろ
う
か
、
何
の
た
め
に
や
っ
て
る
ん
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
を

み
な
さ
ん
に
も
ぜ
ひ
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

■ 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
も
た
ら
す
意
味 

―
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
取
り
戻
す
た
め
に

　K
O

T
O

BU
K

I
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
代
表
は
、
地
元

の
自
治
会
の
佐さ

藤と
う

真ま

理り

子こ

さ
ん
と
い
う
方
で
す
。
や
は
り
こ
う
い
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
る
と
き
は
、
い
か
に
地
域
に
受
け
入
れ
て
い
た

だ
け
る
か
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
我
々

は
所
詮
よ
そ
者
で
す
し
、
別
に
ア
ー
ト
な
ん
か
必
要
な
い
、
何
の
役

に
立
つ
の
か
、
な
ど
と
言
う
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ま

ず
は
地
域
に
い
か
に
溶
け
込
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
と
考
え
て
、

リ
サ
ー
チ
を
し
て
い
く
中
で
、
昔
か
ら
寿
町
で
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を

さ
れ
て
い
た
佐
藤
さ
ん
に
出
会
い
、
代
表
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
佐

藤
さ
ん
の
お
か
げ
で
活
動
が
地
域
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
我
々
の
組
織

の
認
知
度
も
あ
が
っ
て
き
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　
近
年
は
ま
ち
の
性
格
が
変
わ
っ
て
き
て
、
全
国
か
ら
人
が
集
ま
り
、

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
違
い
か
ら
か
ま
と
ま
り
が
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
も
閉
鎖
的
に
な
り
、
地
区
外
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
閉

ざ
さ
れ
が
ち
で
す
。
地
区
内
の
生
産
活
動
も
少
な
く
な
っ
て
き
た
た

め
、
地
区
内
の
商
業
施
設
は
だ
ん
だ
ん
売
上
も
落
ち
て
来
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
寿
町
で
し
か
こ
う
い
う
人
た
ち
は
受
け
入
れ
て
も
ら

え
な
い
ん
で
す
。
い
わ
ゆ
る
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
な
く
し
た
人
た

ち
が
、
人
生
の
終
着
点
と
し
て
終
の
棲
家
と
し
て
暮
ら
し
て
い
る
ま

ち
が
、
寿
町
で
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
を
い
か
に
社
会
に
戻
す
か
、

社
会
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
、
つ
ま

り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
（
社し
ゃ

会か
い

的て
き

包ほ
う

摂せ
つ

）（
＊
20
）
が

ア
ー
ト
で
で
き
な
い
か
と
い
う
の
が
活
動
の
テ
ー
マ
で
す
。
自
己
責

任
だ
か
ら
放
っ
て
お
け
と
か
、
税
金
の
無
駄
遣
い
で
は
な
い
の
か
、

だ
か
ら
何
も
す
る
必
要
は
な
い
、
と
い
う
感
想
を
持
た
れ
る
方
た
ち
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＊
1２

０
０
８
年
よ
りK

O
TO

BU
KI

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ア

ク
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。

＊
2越

後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

正
式
名
称
は
「
大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻
有
ア
ー
ト

ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」。
３
年
に
１
度
、
越
後
妻
有
地
域

（
新
潟
県
十
日
町
市
・
津
南
町
）
の
里
山
で
展
開
さ

れ
る
国
際
芸
術
祭
。
２
０
０
０
年
に
第
1
回
が
開
催

さ
れ
、
以
後
２
０
０
３
年
、
２
０
０
６
年
、
２
０
０
９

年
に
開
催
。
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
北
川
フ
ラ
ム
。

＊
3瀬

戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
０　

２
０
１
０
年
、
瀬
戸
内
海
の
島
を
舞
台
に
開
催
さ
れ

た
国
際
芸
術
祭
。
副
題
は
「
ア
ー
ト
と
海
を
巡
る
百

日
間
の
冒
険
」。
２
０
１
０
年
7
月
19
日
（
海
の
日
）

～
10
月
31
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
来
場
者
数
は
約
93

万
人
を
数
え
た
。
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
福
武
總

一
郎
（
財
団
法
人
直
島
福
武
美
術
館
財
団
理
事
長
）、

総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
北
川
フ
ラ
ム
。

の
で
し
ょ
う
か
。

河
本

―
例
え
ば
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
（
＊
2
）
や
瀬
戸

内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
０
（
＊
3
）
だ
と
、
観
光
と
ア
ー
ト
と
い
う
こ
と

で
、
外
か
ら
人
が
た
く
さ
ん
来
て
ま
ち
が
活
性
化
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
関
わ
る
人
も
楽
し
ん
で
、
暮
ら
し
て
い
る
人
も
幸
せ
、
と
い
う

成
功
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
で
は
、
寿
町
の
成
功
っ
て
何
で
し
ょ

う
か
。
暮
ら
し
て
い
る
人
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
「
ホ

ー
プ
レ
ス
」
な
の
で
す
ね
。
経
済
的
貧
困
で
は
な
く
、
心
の
貧
困
で

す
。
生
き
が
い
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
だ
か
ら
長
生
き
し
て
い
な
い
。
人

生
の
終
着
点
と
し
て
こ
の
ま
ち
し
か
選
択
肢
が
な
か
っ
た
人
た
ち
が

暮
ら
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
人
た
ち
に
と
っ
て
生
き
が
い
や
楽

し
み
、
そ
し
て
日
々
の
変
化
を
与
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
、
そ
し
て
、

そ
の
入
口
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
の
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
つ
の
テ
ー
マ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
表
現
者
が
つ
く
り
出
す
何

ら
か
の
作
品
、
あ
る
い
は
プ
ロ
セ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
触

れ
た
人
が
増
え
、
刺
激
を
受
け
、
接
す
る
機
会
が
広
が
れ
ば
広
が
る

ほ
ど
、
じ
わ
り
じ
わ
り
と
変
わ
っ
て
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ち

な
か
の
空
間
そ
の
も
の
に
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
と
、
ま
ち

の
イ
メ
ー
ジ
も
変
わ
っ
て
来
る
。
最
終
的
に
は
そ
こ
に
暮
ら
し
て
い

る
人
た
ち
が
活
き
活
き
と
暮
ら
し
て
誇
り
に
思
え
る
と
い
う
こ
と
が

成
果
だ
、
と
一
般
的
に
は
言
う
の
で
す
が
、
そ
の
一
助
に
な
る
よ
う

な
活
動
に
な
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
そ
う
い
う
方

向
に
向
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

雨
森

―
私
自
身
は
、
ア
ー
ト
が
一
つ
の
問
題
に
対
し
て
、
直
接
的

に
解
決
す
る
た
め
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
の

や
っ
て
い
る
こ
と
が
す
ぐ
に
地
域
の
問
題
を
解
決
す
る
と
は
思
っ
て

第
6
章
●「
社
会
×
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
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iscussion 

ま
ち
の
課
題
と
ア
ー
ト
の
幸
せ
な
関
係

●
ゲ
ス
ト
＝
雨
森
信
、
河
本
一
満

● 

発
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会
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問
題
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ア
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ア
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の
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で
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わ
っ
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き
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部
分
は
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る
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＊
4

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ソ
ー
ホ
ー
地
区
の
こ
と
。こ
の
地
区
は
、

60
～
70
年
代
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
安
く
ス
タ
ジ
オ
を

借
り
る
こ
と
が
で
き
る
エ
リ
ア
と
し
て
有
名
だ
っ
た
。

し
か
し
、
80
年
代
に
入
る
と
観
光
客
相
手
の
高
級
レ

ス
ト
ラ
ン
や
高
級
ブ
ラ
ン
ド
の
路
面
店
が
進
出
す
る

よ
う
に
な
り
、
ま
た
地
価
も
高
騰
し
た
た
め
多
く
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
ほ
か
の
地
区
へ
移
っ

て
い
っ
て
し
ま
っ
た
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
の
視

点
が
な
い
と
、
そ
の
人
た
ち
を
新
た
な
排
除
に
追
い
や
っ
て
し
ま
う
。

だ
か
ら
究
極
的
に
言
う
と
「
放
っ
て
お
け
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
、
そ
の

ほ
う
が
幸
せ
な
ん
じ
ゃ
な
い
の
」
と
い
う
逆
説
的
な
言
い
方
に
な
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

　
例
え
ば
、
古
く
か
ら
炊
き
出
し
と
か
地
域
活
動
を
や
っ
て
い
る
人

た
ち
は
、
寿
町
は
あ
た
た
か
い
ま
ち
だ
と
言
う
ん
で
す
ね
。
も
う
行

き
先
の
な
い
人
た
ち
に
、
こ
の
ま
ち
で
暮
ら
し
て
も
ら
っ
て
い
る
ん

だ
と
い
う
意
識
で
す
。
せ
っ
か
く
来
て
も
ら
っ
た
の
だ
か
ら
、
炊
き

出
し
や
衣
類
を
配
る
な
ど
の
福
祉
的
な
活
動
で
居
心
地
を
よ
く
し
て

あ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
の
が
古
く
か
ら
活
動

し
て
い
る
人
た
ち
。
そ
れ
を
言
い
換
え
る
と
、
ア
ー
ト
で
何
か
居
心

地
を
よ
く
し
た
り
、
生
き
が
い
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ

う
か
。
上
か
ら
押
し
つ
け
が
ま
し
く
「
こ
れ
が
ア
ー
ト
で
ご
ざ
い
ま

す
」
で
は
な
く
、
そ
の
人
た
ち
と
一
緒
に
何
か
や
っ
て
い
く
と
い
う

視
点
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
僕
は
ま
ち
づ
く
り
が
専
門
で
す
が
、
ま
ず
は
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を

つ
く
り
、
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
、
建
物
を
建
て
、
ま
ち
は
き
れ
い
に

な
り
近
代
化
、
高
層
化
す
る
と
い
う
の
が
よ
く
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

パ
タ
ー
ン
で
す
。
で
も
、
も
の
を
つ
く
る
こ
と
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

完
成
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、「
も
と
も
と
そ
こ
に
暮
ら
し
て

い
る
人
が
ま
ち
づ
く
り
に
よ
っ
て
本
当
に
幸
せ
に
な
っ
た
の
か
」
と

い
う
こ
と
を
い
つ
も
問
わ
な
い
と
、
事
業
は
失
敗
し
て
し
ま
い
ま
す
。

つ
ま
り
は
、
地
域
に
暮
ら
す
人
に
寄
り
添
う
気
持
ち
で
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
き
た
い
の
で
す
。

参
加
者
Ｂ

―
幸
せ
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
な
反
面
、
彼
ら
に
は
既

に
幸
せ
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
感
じ
ま
す
。

い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
10
年
20
年
も
し
く
は
30
年
、
１
０
０
年
と
継
続

し
て
い
く
こ
と
で
ま
ち
の
人
た
ち
の
意
識
が
変
わ
っ
て
い
く
。
ま
ち

の
抱
え
る
問
題
や
課
題
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
る
機
会
や
き
っ

か
け
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
ア
ー
ト
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ア

ー
ト
で
解
決
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
ア
ー
ト
が
あ
る
こ
と
で
い
ろ
ん

な
視
点
や
価
値
観
と
出
会
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
自
分
た
ち
の
ま
ち
の

歴
史
や
魅
力
を
再
発
見
す
る
と
同
時
に
誇
り
を
取
り
戻
し
た
り
、
自

分
た
ち
の
ま
ち
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
か
ら
新
た
な

対
話
の
場
が
生
ま
れ
、
一
人
ひ
と
り
の
意
識
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と

で
ま
ち
の
様
子
も
変
わ
っ
て
い
く
、
と
い
う
よ
う
な
長
い
道
の
り
な

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

参
加
者
Ｂ

―
私
は
寿
町
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
寿
町

に
暮
ら
す
お
っ
ち
ゃ
ん
た
ち
を
、
そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
の
で
は
な

く
、
状
況
を
改
善
す
る
こ
と
が
、
そ
の
人
た
ち
に
と
っ
て
本
当
に
幸

せ
な
の
で
し
ょ
う
か
。
つ
ま
り
、
ま
ち
を
「
活
性
化
」
し
て
い
く
こ

と
で
現
地
で
生
活
し
て
い
る
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
ど
の
よ
う
な
影

響
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

河
本

―
例
え
ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ス
ラ
ム
街
で
ア
ー
ト
を
や
っ

て
ま
ち
が
活
性
化
し
て
、
結
果
と
し
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
で
き
た
り
ア

ト
リ
エ
が
で
き
た
り
し
て
地
価
が
上
が
っ
た
反
面
、
も
と
も
と
い
た

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
追
い
出
さ
れ
た
と
い
う
現
象
（
＊
4
）
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
似
た
よ
う
な
形
で
、
寿
町
が
ア
ー
ト
で
注
目
を
浴
び
て
、
外

か
ら
大
量
に
人
が
入
っ
て
き
た
こ
と
で
、
今
住
ん
で
い
る
人
た
ち
が

さ
ら
に
排
除
さ
れ
、
行
き
場
所
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
本
末

転
倒
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
常
に
こ
う
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う

の
は
、
ま
ち
に
暮
ら
す
人
た
ち
の
視
点
に
立
っ
て
考
え
、
行
動
し
な
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雨
森

―
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
生
き
て
い
け
る

環
境
を
日
本
に
つ
く
り
た
く
て
、
そ
の
た
め
に
は
認
知
度
を
上
げ
な

く
て
は
無
理
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
ま
ち
に
出
る
、
と
い
う
の
が
ス

タ
ー
ト
で
し
た
。
私
が
生
き
て
い
る
間
に
そ
れ
が
実
現
す
る
か
ど
う

か
は
疑
問
で
す
が
、
今
動
か
な
け
れ
ば
実
現
は
し
な
い
の
で
、
や
る

べ
き
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
生
き
て
い
け
る

環
境
が
で
き
る
の
と
同
時
に
、
多
く
の
人
が
多
様
な
価
値
観
を
受
け

入
れ
、
誰
も
が
生
き
や
す
い
社
会
が
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
地

域
が
面
白
く
な
る
、
と
い
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■
ま
ち
や
行
政
と
の
距
離
感

森

―
新
世
界
も
寿
町
も
非
常
に
難
し
い
地
域
で
す
ね
。
他
地
域
に

開
放
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
上
手
に
開
く
、
と
い
う
さ
じ
加
減
の
難
し

さ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
手
応
え
を
も
う
一
度
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

雨
森

―
私
の
場
合
は
、
新
世
界
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
徐
々
に
ド

ヤ
の
ほ
う
に
活
動
エ
リ
ア
が
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
す
が
、
新
世
界

と
西
成
の
エ
リ
ア
で
は
全
然
違
う
の
で
、
難
し
い
と
い
っ
て
も
一
言

で
は
表
現
で
き
な
い
複
雑
な
地
域
で
す
。
そ
し
て
隣
接
し
て
い
る
そ

れ
ぞ
れ
の
エ
リ
ア
は
孤
立
し
て
い
て
ほ
と
ん
ど
行
き
来
が
な
い
状
態

で
、
新
世
界
と
い
う
小
さ
い
エ
リ
ア
の
中
で
さ
え
派
閥
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
を
、
私
た
ち
が
気
を
遣
い
つ
つ
飛
び
越
え
て
い
く
こ
と
で
、
新

た
な
つ
な
が
り
が
ま
ち
の
中
に
生
ま
れ
て
来
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
し
た
。
も
と
も
と
つ
な
が
り
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
く
、
結
果
と
し
て
そ
う
い
う
効
果
も
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
ま
た
８
年
や
っ
て
き
た
中
で
、
徐
々
に
ま
ち
の
人
の
理
解

河
本

―
彼
ら
は
確
か
に
生
活
保
護
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
金

銭
的
な
不
自
由
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
々
な
ん
と
か
生
活
で
き
る
お
金

を
も
ら
っ
て
い
る
。
で
も
時
間
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
も
、
社
会
や
家

族
と
の
接
点
が
な
い
。
た
だ
そ
の
場
所
に
い
て
、
な
ん
と
な
く
時
間

だ
け
が
過
ぎ
て
い
く
。
こ
れ
は
み
な
さ
ん
は
耐
え
ら
れ
ま
す
か
。
放

っ
と
い
た
方
が
い
い
と
か
、
税
金
の
無
駄
遣
い
だ
と
か
、
自
己
責
任

だ
と
い
う
見
方
を
す
る
人
も
確
か
に
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
僕
は
そ

う
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
僕
と
し
て
の
長
期
的
な
ゴ
ー
ル
は
、
寿
町
が
普
通
の
ま
ち
に
な
る

こ
と
。
あ
る
い
は
究
極
的
に
は
寿
町
が
な
く
な
る
こ
と
で
す
。
こ
う

い
う
人
た
ち
は
寿
町
に
来
な
い
と
暮
ら
せ
な
い
と
い
う
、
日
本
社
会

の
中
で
特
殊
な
ま
ち
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
問
題
で
す
。

な
ぜ
日
本
社
会
全
体
が
そ
れ
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
構
造
に
な

っ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
も
し
み
な
さ
ん

の
隣
人
に
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
や
刑
務
所
か
ら
出
所
し
た
人
が
住
ん

で
い
た
ら
、
す
ぐ
仲
良
く
な
れ
た
り
、
許
容
で
き
ま
す
か
。
あ
な
た

が
オ
ー
ナ
ー
だ
っ
た
ら
、
そ
う
い
う
人
た
ち
に
喜
ん
で
ア
パ
ー
ト
を

貸
し
ま
す
か
。
否
定
的
な
マ
イ
ン
ド
が
、
結
局
人
び
と
を
追
い
や
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
僕
自
身
も
含
め
て
、
我
々
一

人
ひ
と
り
が
変
わ
っ
て
い
か
な
い
と
、
い
わ
ゆ
る
寿
町
と
い
う
ま
ち

は
無
く
な
ら
な
い
。
地
域
全
体
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
多
様
性
に
寛

容
に
な
り
、
日
本
全
体
が
さ
ま
ざ
ま
な
人
や
境
遇
、
環
境
を
当
た
り

前
の
よ
う
に
受
け
入
れ
て
い
く
社
会
と
い
う
の
が
今
後
望
ま
し
い
社

会
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

菊
地

―
雨
森
さ
ん
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ゴ
ー
ル
は
イ
メ
ー
ジ
さ

れ
て
い
ま
す
か
。



6-16 東京アートポイント計画　Tokyo Art Research Lab
『日本型アートプロジェクトの歴史と現在』　第6章

「社会×アートプロジェクト」●Discussion　まちの課題とアートの幸せな関係

た
い
。
今
は
美
術
関
係
者
や
、
興
味
が
あ
る
人
な
ど
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
絞
っ
て
お
知
ら
せ
を
し
て
い
ま
す
。
10
年
、
20
年
先
に
は
、
地
域

の
外
か
ら
市
民
が
気
楽
に
来
た
り
、
地
域
の
人
に
も
日
常
的
に
受
け

入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
そ
し
て
、
地
域
の
人
た
ち
が
市
民

の
方
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
ま
で
続
け
ら
れ
れ

ば
、
不
特
定
多
数
に
向
け
た
広
報
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
が
、
今
は
目
立
つ
と
失
敗
し
て
し
ま
う
、
と
い
う
微
妙
な
段
階

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

熊
倉

―
行
政
の
反
応
は
ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
寿
町
で
は
ほ
か

に
も
文
化
活
動
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
団
体
も
い
ま
す
よ
ね
。
逆
に

大
阪
市
は
、
一
見
ま
ち
に
何
の
役
に
も
立
た
な
い
よ
う
な
文
化
活
動

を
８
年
も
や
っ
て
い
て
、
よ
く
市
役
所
の
中
で
異
論
が
で
な
か
っ
た

な
と
正
直
感
じ
ま
す
。

雨
森

―
続
い
て
い
る
理
由
に
、
た
ぶ
ん
予
算
が
小
規
模
の
た
め
、

議
会
で
も
議
論
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
は
あ
る
と
思
い
ま
す

（
笑
）。
た
だ
、
普
段
美
術
館
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
行
か
な
い
人
た
ち
が
、

日
常
の
中
で
現
代
美
術
に
出
会
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
市
内
に
ほ
と
ん
ど

な
い
た
め
、
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
役
所
の

中
で
は
あ
る
程
度
の
評
価
は
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

８
年
の
間
に
担
当
者
も
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
の
で
す
が
、
地
元

の
人
と
関
係
を
つ
く
り
な
が
ら
進
め
て
い
る
現
場
を
見
た
担
当
者
の

人
は
評
価
を
し
て
く
れ
て
、
次
年
度
も
な
ん
と
か
続
い
て
い
く
と
い

う
よ
う
な
、
綱
渡
り
状
態
で
は
あ
り
ま
す
。
10
年
は
や
ら
な
い
と
何

も
変
わ
ら
な
い
と
言
い
続
け
て
い
る
の
で
、
最
近
は
行
政
の
方
も
と

り
あ
え
ず
10
年
間
は
市
の
予
算
を
続
け
よ
う
と
思
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
た
だ
、
な
ぜ
こ
の
地
域
に
特
化
す
る
の
か
と
問
わ
れ
て
い
て
、
違

が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
協
力
し
て
く
れ
る
人
も
増
え
、
本
当
に

楽
し
く
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。「
お
金
を
稼
い
で
な
ん
ぼ
」
の
世
界
で

商
売
を
さ
れ
て
い
る
方
と
ア
ー
ト
は
価
値
観
が
全
然
違
い
ま
す
が
、

そ
う
い
っ
た
違
う
価
値
観
が
ま
ち
の
中
に
共
存
す
る
状
況
が
生
ま
れ

て
来
て
い
ま
す
。「
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
わ
か
ら
ん
」
と
言
っ
て
い
た

人
が
、「
わ
か
ら
ん
と
い
う
こ
と
が
面
白
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
い
う
変
化
が
あ
っ
た
り
、
あ
ま
り
協
力
的
で
は
な
か
っ
た
人

が
地
域
の
ブ
ロ
グ
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
こ
と
を
書
い
て
く
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
り
と
、
少
し
ず
つ
手
応
え
は
感
じ
て
い
ま
す
。

河
本

―
私
個
人
と
し
て
は
寿
町
に
５
年
ほ
ど
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

最
初
は
「
地
域
の
人
た
ち
と
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
か
」
と
考
え
て
、

そ
の
次
に
「
一
緒
に
や
っ
て
く
れ
る
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
考

え
ま
し
た
。
そ
の
次
に
助
成
金
が
取
れ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
具
体
化

し
て
い
く
段
階
に
な
っ
た
の
で
す
。
年
を
追
う
ご
と
に
ス
タ
ッ
フ
も

拡
充
し
て
い
る
し
、
一
緒
に
や
り
た
い
と
い
う
人
が
ず
い
ぶ
ん
増
え

て
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
初
は
、「
こ
ん
な
こ
と
や
っ
て

い
い
ん
だ
ろ
う
か
、
迷
惑
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
心
配
ご
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
方
が
そ
れ
を

乗
り
越
え
て
く
れ
る
。
地
域
の
人
た
ち
は
難
し
い
人
も
多
い
で
す
が
、

試
し
て
み
る
と
、
案
外
付
い
て
来
て
く
れ
ま
す
。
関
わ
っ
て
く
れ
た

人
、
一
人
ひ
と
り
が
だ
ん
だ
ん
周
り
に
化
学
反
応
を
起
こ
し
て
い
る

よ
う
な
感
じ
が
あ
り
ま
す
。
と
は
い
え
ア
ー
ト
で
劇
的
に
変
わ
る
だ

ろ
う
と
は
全
く
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
開
く
加
減
の
難
し
さ
を
味
わ
い

な
が
ら
、
地
域
に
徐
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
来
て
い
る
の
で
は
な
い

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
そ
の
意
味
で
、
広
報
は
非
常
に
悩
ま
し
い
点
で
す
。
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
も
、
寿
町
で
こ
う
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
た
と
発
信
し
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＊
5外

郭
団
体　

官
公
庁
の
組
織
で
は
な
い
が
、
官
公
庁
か
ら
出
資
や

補
助
金
を
受
け
る
な
ど
し
て
補
完
的
な
業
務
を
行

っ
て
い
る
団
体
の
こ
と
。

＊
6ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ

横
浜
市
は
都
市
政
策
に
「
文
化
芸
術
創
造
都
市−ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
・
ヨ
コ
ハマ
」 

を
掲
げ
、
民
間
企

業
・
各
種
機
関
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
関
係
団
体
・
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
と
自
由
な
発
想
を
受

け
入
れ
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

＊
7

BankART

（
バン
カ
ー
ト
）

横
浜
市
が
推
進
す
る
、
歴
史
的
建
造
物
を
活
用
し

た
文
化
芸
術
創
造
の
実
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
よ
り
）。「BankART

」
と
は
二
つ
の
も
と

銀
行
で
あ
っ
た
歴
史
的
建
造
物
を
芸
術
文
化
拠
点
に

転
用
す
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
に
由
来
す

る
。
２
０
０
４
年
３
月
よ
り
２
年
間
の
実
験
事
業
を

終
え
、
現
在
は
日
本
郵
船
の
湾
岸
倉
庫
を
利
用
し

た
「BankART Studio N

YK

」
を
活
動
拠
点
と
し
、

展
示
、
カ
フ
ェ
パ
ブ
、
シ
ョ
ッ
プ
、
ス
ク
ー
ル
、
レ
ジ
デ

ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

年
間
数
百
件
の
事
業
を
行
う
。

ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
で
、
な
か
な
か
行
政
と
し
て
コ
ミ
ッ
ト
し
づ
ら

い
エ
リ
ア
だ
と
思
い
ま
す
。
僕
も
行
政
の
人
間
で
す
か
ら
、
組
織
的

に
関
わ
っ
て
い
く
の
は
大
変
だ
ろ
う
と
い
う
の
は
わ
か
り
ま
す
が
、
だ

か
ら
こ
そ
面
白
い
。
地
域
の
人
た
ち
に
本
当
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い

る
団
体
が
あ
る
な
ら
、
任
せ
る
以
外
に
な
い
な
、
と
い
う
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

■
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
ま
ち
と
の
距
離
感

森

―
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
へ
は
、
ど
の
よ
う
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
託
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

 

河
本

―
基
本
的
に
は
「
こ
こ
に
、
こ
う
い
う
作
品
を
つ
く
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
い
う
よ
う
な
依
頼
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
何
か
寿
町
で
活

動
し
て
み
ま
せ
ん
か
と
お
願
い
し
た
り
、
向
こ
う
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ

が
来
ま
す
。
我
々
は
作
品
を
発
注
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
活
動

を
支
援
し
て
い
く
の
が
肝
心
で
す
。
こ
こ
で
こ
う
い
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
か
と
か
、
こ
う
い
う
場
所
が
あ
る
と
か
、
こ
う
い
う
人
と
一

緒
に
や
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
か
、
そ
う
い
う
支
援
を
し
な
が
ら
一
緒

に
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

 

雨
森

―
年
々
ち
ょ
っ
と
ず
つ
変
わ
り
ま
す
が
、
例
え
ば
２
０
０
９

年
と
２
０
１
０
年
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
絶
滅
危
惧
・
風
景
」
と
い

う
テ
ー
マ
を
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
投
げ
て
、
そ
こ
か
ら
ま
ち
を
リ
サ
ー

チ
し
て
も
ら
い
、
何
が
で
き
る
か
、
ど
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い

か
を
考
え
て
も
ら
う
。
そ
し
て
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
て
き
た
段
階
で
話

を
し
、
一
緒
に
進
め
て
い
く
。
最
初
２
年
間
は
経
験
の
あ
る
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
と
仕
事
を
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降
は
若
手
の
ア
ー
テ
ィ
ス

う
地
域
も
視
野
に
入
れ
、
こ
の
先
ど
う
い
う
展
開
を
し
て
い
く
の
か

を
今
ま
さ
に
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
予
算
の
わ
り
に
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
い
い
と
い
う
の
も
続
い
て
い
る
理
由
の
一
つ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
代
わ
り
ス
タ
ッ
フ
は
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
て
い
く

の
で
す
が
…
…
。

河
本

―
私
た
ち
は
間
接
的
に
は
市
の
外
郭
団
体
（
＊
5
）
か
ら
助
成
金

を
い
た
だ
い
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
市
役
所
は
私
た
ち
の
こ
と
を

「
変
な
奴
ら
が
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
い
る
が
、
好
き
な
よ
う
に
や
ら
せ
て

み
よ
う
」
と
考
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
直
接
行
政
が
イ
ニ
シ
ア
テ

ィ
ヴ
を
取
る
の
で
は
な
く
、
福
祉
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ホ
ス
テ
ル
を
運
営
す

る
会
社
な
ど
、
民
間
に
自
由
に
や
ら
せ
て
い
る
と
い
う
か
、
任
せ
っ

き
り
に
し
て
い
る
エ
リ
ア
な
ん
で
す
。

　
ご
存
知
の
よ
う
に
横
浜
は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
（
＊
6
）
と
い
う

こ
と
で
、
文
化
芸
術
で
ま
ち
の
活
性
化
を
し
て
い
く
こ
と
に
非
常
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
は
、
例
え
ばBankA

R
T

（
＊
7
）
の

よ
う
に
最
初
は
市
が
関
わ
っ
て
場
所
を
用
意
し
運
営
資
金
を
出
す
、

と
い
う
よ
う
な
、
市
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
取
り
、
そ
の
あ
と
民
間

の
自
主
的
な
活
動
を
促
す
と
い
う
流
れ
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
動
き
と
寿
町
は
非
常
に
対
称
的
だ
と
思
い
ま
す
。

熊
倉

―
横
浜
市
は
、
行
政
が
行
政
の
論
理
で
介
入
す
る
よ
り
は
、

や
は
り
民
間
非
営
利
の
団
体
が
、
き
ち
ん
と
状
況
を
判
断
し
て
有
効

な
手
立
て
を
丁
寧
に
実
施
し
て
く
れ
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
こ
と
を
、

わ
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

河
本

―
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
は
、
寿
町
を
ど
う
い
う
ま
ち
に

す
る
の
か
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
や
プ
ラ
ン
が
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
意
味
で
は
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河
本

―
例
え
ば
無
理
な
の
は
、
ま
ち
の
中
で
カ
メ
ラ
を
回
す
な
ど

の
映
像
的
な
作
品
で
す
。
あ
る
い
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
踏
み
込
む
も

の
。
こ
れ
は
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
は
面
白
い
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

そ
の
辺
を
や
る
な
ら
、
長
く
付
き
合
う
形
で
や
ら
な
い
と
駄
目
だ
よ
、

と
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
的
な
話
は
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
ま
ち
の

中
で
誤
解
を
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
提
案
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か
ら
あ

っ
た
と
き
は
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
た
だ
、
あ
ま
り
縛
る
と
「
な
ん

で
ア
ー
ト
な
の
？
」
と
な
る
の
で
、
致
命
的
な
失
敗
だ
け
は
避
け
る

よ
う
、
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
何
と
か
続
い
て
い
ま
す
。

 

熊
倉

―
寿
町
の
場
合
は
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

よ
う
、
作
品
を
つ
く
っ
て
も
ら
お
う
」
と
い
う
意
識
は
あ
ま
り
な
い

ん
で
す
よ
ね
。
む
し
ろ
、
だ
ん
だ
ん
増
え
て
い
く
手
弁
当
の
ス
タ
ッ

フ
や
、
エ
リ
ア
内
で
活
動
し
て
い
る
人
た
ち
と
一
緒
に
、
同
列
に
活

動
す
る
ん
だ
と
い
う
く
ら
い
に
肩
の
力
を
抜
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
な
、
と
思
え
る
の
で
す
が
。
極
論
を
言
う
と
、
ア
ー
ト
を
や
り

た
い
、
作
品
が
観
た
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
か
。

 
河
本

―
僕
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
役
な
の
で
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
的
な
こ
と
が
中
心
に
な
り
ま
す
。
地
域
や
組
織
を
ど

う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
か
。
ア
ー
ト
関
係
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
の
橋
本
誠
さ
ん
と
曽
我
部
昌
史
さ
ん
に
あ
る
程
度
お
任
せ
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
こ
の
間
、
ふ
ん
ど
し
一
丁
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
見
て
い
る
人
に
「
何
だ
あ
れ
は
」
と
か
「
太

鼓
の
音
が
う
る
せ
ぇ
！
」
と
言
わ
れ
、
ひ
や
ひ
や
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
全
面
否
定
で
も
な
く
楽
し
ん
で
い
る
か
ら
観
て
い
た
と
は

思
う
の
で
す
が
。
僕
は
心
配
性
で
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
口
出
し
し
過

ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
に
比
べ
橋
本
君
は
、
入
り
口
は
丁
寧
に
し

ト
と
一
緒
に
新
し
く
作
品
を
つ
く
る
こ
と
も
意
識
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。

 

森

―
ブ
レ
ー
カ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
最
初
に
藤
浩
志
さ
ん
が
ナ

ビ
ゲ
ー
タ
ー
を
務
め
る
な
ど
、
ま
ち
な
か
ア
ー
ト
の
達
人
と
も
言
え

る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
が
若
い
人

に
移
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
面
白
さ
が
あ
り
ま
す
。
寿
町
の
場
合
も

自
己
表
現
を
繰
り
広
げ
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
を
つ
く
っ
て
い
く
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
を
、
こ
う
い
う
ま
ち
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
こ
と
の

難
し
さ
が
あ
る
の
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
託
す
部
分

は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

 

河
本

―
導
入
部
分
を
丁
寧
に
し
た
上
で
、
あ
と
は
放
置
に
近
い
よ

う
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
見
え
て
も
私
自
身
慎
重
な
と
こ
ろ

が
あ
っ
て
、
こ
こ
ま
で
踏
み
出
し
て
い
い
だ
ろ
う
か
と
心
配
も
あ
り

な
が
ら
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
可
能
性
に
賭
け
て
い
ま
す
。

 

熊
倉

―
表
現
が
社
会
と
直
接
関
わ
る
よ
う
な
時
代
に
な
っ
て
も
、

や
っ
ぱ
り
我
々
は
ど
こ
か
西
洋
的
な
文
脈
の
中
で
の
ア
ー
ト
を
考
え

て
い
て
、
表
現
に
絶
対
的
な
自
由
が
欲
し
い
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す

よ
ね
。
で
も
寿
町
の
場
合
は
ま
ず
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
あ
り

き
な
の
で
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
や
り
た
い
こ
と
が
摩
擦
を
生
ん
だ
り
、

住
ん
で
い
る
人
の
気
持
ち
を
逆
な
で
し
た
り
、
あ
る
い
は
単
純
に
邪

魔
に
な
っ
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
明
確
に

「
こ
れ
と
こ
れ
は
や
ら
な
い
で
ね
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
よ
う
に
は

見
え
ま
せ
ん
が
、
現
場
で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
か
。
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を
通
じ
て
ま
ち
の
面
白
さ
の
よ
う
な
も
の
を
え
ぐ
り
出
し
て
い
く
。
そ

し
て
ま
ち
の
人
た
ち
も
一
緒
に
作
品
の
中
に
交
じ
っ
て
い
く
こ
と
で
、

面
白
い
風
景
の
中
に
フ
レ
ー
ム
イ
ン
し
て
い
く
。
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
、
今
日
的
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

近
い
技
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
寿
町
の
話
を
聞
い
て
違
い
は
感
じ
ら

れ
ま
す
か
。

雨
森

―
そ
う
で
す
ね
。
確
か
に
「
絶
滅
危
惧
・
風
景
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
は
地
元
の
人
た
ち
が
ど
う
思
う
か
悩
み
ま
し
た
。
で
も
ず
っ

と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
地
元
の
人
で
も
あ
る
事
務

局
メ
ン
バ
ー
が
「
い
い
ん
ち
ゃ
う
」っ
て
言
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。
何

人
か
地
元
の
人
た
ち
に
も
聞
い
て
み
ま
し
た
が
拒
絶
反
応
は
な
か
っ

た
の
で
、
決
断
で
き
ま
し
た
。
あ
る
程
度
の
信
頼
関
係
が
で
き
て
い

な
か
っ
た
ら
、
こ
の
タ
イ
ト
ル
に
で
き
た
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ

ん
。
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
で
す
が
、
ブ
レ
ー
カ
ー
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
場
合
は
、
こ
の
エ
リ
ア
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
そ
う
な
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、
も
し
く
は
ま
ち
の
中
で
力
を
発
揮
す
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
選
ん
で
、
そ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
や

ろ
う
と
す
る
こ
と
と
地
域
を
ど
う
つ
な
い
で
い
く
か
を
考
え
ま
す
。
も

と
も
と
制
作
過
程
で
地
元
の
人
の
協
力
を
得
な
け
れ
ば
で
き
な
い
も

の
も
多
い
の
で
す
が
、
よ
り
充
実
し
た
面
白
い
作
品
に
す
る
た
め
に

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、
私
や
事
務
局
の
ス
タ
ッ
フ
も
考
え
ま
す
。「
つ

な
ぐ
」
部
分
は
最
初
か
ら
最
後
ま
で
か
な
り
丁
寧
に
行
い
ま
す
ね
。

お
膳
立
て
を
し
な
い
と
い
う
寿
町
の
や
り
方
と
は
少
し
違
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
余
談
で
す
が
、
２
０
０
９
年
の
ト
ー
チ
カ
の
撮
影
で
西
成
を
歩
い

て
い
た
と
き
も
、
通
り
が
か
り
の
人
に
も
声
を
か
け
て
撮
影
に
入
っ

て
も
ら
う
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
る
中
で
、
何
人
か
の
お
っ
ち
ゃ
ん

て
あ
と
は
放
置
す
る
く
ら
い
の
気
持
ち
で
自
由
に
任
せ
て
も
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
言
い
ま
す
。
僕
は
出
口
も
気
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。
そ
の
二
人
の
バ
ラ
ン
ス
が
面
白
い
の
で
す
が
（
笑
）。

橋
本

―
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
な
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
そ
ば
か
ら
現
場
が
先
に
動
い
て
形
に
し
て
い
く

傾
向
が
初
年
度
か
ら
顕
著
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
あ
え
て
大
部
分
を

任
せ
て
し
ま
い
、
そ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
あ
と
押
し
す
る
デ
ィ
レ
ク
シ

ョ
ン
を
し
て
い
る
感
じ
で
す
。
例
え
ば
「
卒
論
で
寿
町
を
扱
っ
た
○

○
さ
ん
が
最
新
の
住
人
事
情
に
詳
し
い
で
す
よ
」
と
か
、
情
報
を
与

え
て
あ
と
は
で
き
る
だ
け
主
体
的
に
動
い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
似
た
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
し
か
出
て
来
な
い
と
か
、
停
滞
感
の

あ
る
と
き
は
、
こ
ち
ら
か
ら
積
極
的
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
へ
声
を
掛
け

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
自

分
で
動
い
て
、
こ
ち
ら
が
あ
え
て
お
膳
立
て
し
す
ぎ
な
い
こ
と
で
、
結

果
的
に
力
量
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
る
人
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施

ま
で
い
け
る
。
で
き
る
だ
け
す
べ
て
を
応
援
し
た
い
思
い
は
あ
る
け

れ
ど
、
こ
ち
ら
の
体
勢
も
十
分
で
は
な
い
と
い
う
事
情
も
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
自
力
で
「
こ
こ
ま
で
し
か
い
け
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
も

起
こ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
、
そ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
と
っ
て
よ
い

経
験
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
私
た
ち
が
動
け

な
い
分
、
彼
ら
の
活
動
に
興
味
の
あ
る
人
に
う
ま
く
関
わ
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
気
づ
か
い
や
仕
組
み
づ
く
り
は
必
要
で
す
。

熊
倉

―
雨
森
さ
ん
は
、
ま
ち
の
課
題
を
な
ん
と
か
解
決
し
よ
う
と

思
っ
て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
呼
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
よ
ね
。

「
絶
滅
危
惧
・
風
景
」
と
言
わ
れ
た
ま
ち
の
人
は
ど
う
思
う
の
で
し
ょ

う
か
。
多
少
逆
な
で
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
眼
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の
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
。

河
本

―
代
表
の
佐
藤
真
理
子
さ
ん
を
通
し
、
い
ろ
い
ろ
な
団
体
を

紹
介
し
て
も
ら
う
の
で
す
が
、
最
初
に
僕
が
あ
い
さ
つ
に
行
っ
て
も
、

お
前
は
何
者
だ
と
い
う
顔
を
さ
れ
る
の
で
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か
ら
ま

ず
仲
良
く
な
っ
て
受
け
入
れ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

私
も
活
動
を
始
め
た
５
年
前
は
、
役
人
だ
と
わ
か
る
と
拒
絶
反
応
が

あ
る
の
で
、
顔
中
に
無
精
ヒ
ゲ
を
生
や
し
て
ま
ち
に
溶
け
込
む
努
力

を
し
た
の
で
す
よ
。
当
時
は
役
所
の
中
で
は
「
お
前
は
何
を
や
っ
て

い
る
の
か
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
。
最
初
は
ぎ
こ
ち
な
い
け
れ

ど
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
マ
メ
に
通
っ
て
い
く
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
も

の
ご
と
が
動
い
て
い
く
の
は
よ
く
あ
り
ま
す
し
、
狙
い
で
も
あ
り
ま

す
ね
。

雨
森

―
大
阪
市
の
人
が
動
い
て
く
れ
た
方
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
き
そ

う
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
市
の
人
は
「
自
分
た
ち
が
行
か
な
い

方
が
う
ま
く
い
く
」
と
言
わ
れ
、
始
め
た
と
き
か
ら
地
元
と
の
交
渉

は
全
部
こ
ち
ら
で
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
お
陰
で
自
治
会
や
商
店
街

組
合
な
ど
い
ろ
ん
な
団
体
の
方
と
関
係
は
つ
く
れ
て
い
ま
す
。
最
初

は
や
は
り
怪
し
ま
れ
る
と
い
う
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
存
在
と
思
わ

れ
て
い
て
も
、
実
際
に
現
場
を
見
て
い
た
だ
い
て
、
徐
々
に
受
け
入

れ
て
も
ら
え
て
い
っ
た
感
じ
で
す
。

渡
辺

―
炊
き
出
し
な
ど
を
さ
れ
る
団
体
の
人
た
ち
は
、
自
分
た
ち

こ
そ
が
こ
の
地
域
の
人
た
ち
を
助
け
ら
れ
る
の
だ
と
い
う
気
持
ち
を

持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
違
う
団
体

が
入
っ
て
来
た
と
き
、
い
ざ
ご
ざ
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

に
「
指
名
手
配
中
や
か
ら
あ
か
ん
」っ
て
言
わ
れ
て
（
笑
）。
１
回
目

は
「
あ
ー
、
そ
う
な
ん
で
す
ね
、
す
み
ま
せ
ー
ん
」っ
て
言
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
そ
の
返
答
が
何
度
も
出
て
来
る
の
で
「
ま
た
か
ー
」っ

て
。
お
笑
い
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
そ
う
い
う
や
り
と

り
が
で
き
る
の
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
ま
ち
の
懐
の
深
さ
を

再
確
認
し
ま
し
た
。
今
ま
で
も
怒
ら
れ
た
こ
と
は
何
回
か
あ
り
ま
す

が
、
何
か
問
題
が
あ
っ
て
も
逃
げ
ず
に
き
ち
ん
と
話
を
す
れ
ば
解
決

し
ま
す
し
、
関
係
が
深
ま
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

森

―
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
若
い
人
た
ち

が
増
え
て
い
ま
す
が
、
エ
リ
ア
の
空
気
を
読
ん
で
い
か
な
い
と
で
き

る
こ
と
と
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
地
域
特
性
を
読
み
込

ん
だ
上
で
、
ど
う
い
う
振
る
舞
い
を
す
る
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
見
に
行
く
の
は
楽
し
い
気
分
で
行

く
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
僕
も
実
際
に
藤
浩
志
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て

新
世
界
を
歩
い
と
き
、
藤
さ
ん
に
「
目
立
つ
な
、
は
し
ゃ
ぐ
な
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
振
る
舞
い
方
は
、
８
年
続
け
て
い
る
中

で
自
然
と
身
に
着
く
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
、
あ
る
い
は
適
性
が
あ

る
人
た
ち
が
い
て
最
初
か
ら
任
せ
て
安
心
な
人
た
ち
が
多
い
の
で
す

か
。
こ
う
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
担
い
手
は
大
変
で
す
よ
ね
。

雨
森

―
も
ち
ろ
ん
適
性
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
い
き
な
り
１

年
目
か
ら
慣
れ
る
の
で
は
な
く
、
徐
々
に
慣
れ
て
い
き
ま
す
。
勘
の

い
い
人
だ
と
２
年
目
く
ら
い
か
ら
は
振
る
舞
い
方
を
体
得
し
ま
す
ね
。

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
地
域
と
の
関
係
の
つ
く
り
方

渡
辺

―
も
と
も
と
あ
る
地
域
団
体
は
、
お
二
人
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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＊
8花

い
っ
ぱ
い
運
動　

１
９
５
２
年
に
松
本
市
の
小
学
校
の
教
員
だ
っ
た
小

松
一
三
夢
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
、
戦
後
の
荒
廃
し
た
ま

ち
を
花
を
通
じ
て
「
社
会
を
美
し
く
・
明
る
く
・
住

み
よ
く
す
る
」
願
い
を
込
め
た
運
動
の
こ
と
。

熊
倉

―
エ
リ
ア
内
で
の
文
化
的
な
対
立
は
感
じ
て
い
ま
す
か
。
も

し
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
こ
に
少
し
で
も
交
流
を
生
み
出
し
た
と
い
う

手
応
え
を
感
じ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

雨
森

―
新
世
界
、
西
成
の
山
王
、
飛
田
、
太
子
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
リ

ア
の
間
に
見
え
な
い
境
界
線
が
あ
っ
て
、
交
流
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状

態
で
す
。
ま
ず
は
新
世
界
の
中
に
あ
っ
た
派
閥
を
飛
び
越
え
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て
い
く
こ
と
で
、
ほ
と
ん
ど
口
を
聞
い
た
こ
と
が

な
か
っ
た
人
た
ち
が
出
会
っ
て
話
す
機
会
が
生
ま
れ
た
り
、
そ
こ
か

ら
新
た
な
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
も
実
際
あ
り
ま
し
た
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
側
と
地
域
、
ま
た
地
域
同
士
で
の
新
し
い

流
れ
や
つ
な
が
り
み
た
い
な
も
の
が
で
き
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

河
本

―
地
域
活
動
を
古
く
か
ら
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
の
中
に
は
、

僕
ら
と
同
じ
よ
う
に
昨
今
に
な
っ
て
地
域
活
動
を
始
め
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
に
違
和
感
を
持
っ
て
い
る
方
も
い
ま
す
。
た
だ
こ
れ
ま
で
活
動
し

て
き
た
人
は
、
自
分
な
り
の
ス
タ
ン
ス
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
る
方

が
多
い
で
す
。
そ
う
で
な
い
と
こ
こ
で
は
続
か
な
い
と
思
う
の
で
す

が
、
だ
か
ら
こ
そ
団
体
同
士
の
横
の
つ
な
が
り
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
う
い
っ
た
人
た
ち
を
つ
な
げ
る
の
が
我
々
の
役
割
か
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。
僕
ら
は
新
参
者
で
す
が
、
そ
れ
を
わ
か
っ
て
全
方
位

に
向
き
合
お
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
、
僕
た
ち
は
古
く
か
ら
の
団

体
と
新
し
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
両
方
に
つ
な
が
り
を
持
ち
な
が
ら
や
っ
て
い

ま
す
。

森

―
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
し
て
い
て
、
お
っ
ち
ゃ
ん
同
士
の

人
間
関
係
が
広
が
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

河
本

―
思
っ
た
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
あ
り
ま
す
ね
。

自
分
の
領
域
を
侵
さ
れ
た
と
い
う
気
持
ち
が
わ
く
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
長
く
活
動
す
る
う
ち
に
プ
ラ
イ
ド
や
自
負
心
が
だ
ん
だ
ん
で
き

て
来
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
の
で
ま
ず
は
、
古
く
か
ら
活
動
し

て
い
る
地
域
団
体
の
人
と
仲
良
く
な
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。

今
で
は
、
古
く
か
ら
活
動
し
て
い
る
団
体
は
だ
い
た
い
顔
が
見
え
る

関
係
に
な
り
、
活
動
場
所
を
借
り
た
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
力
に

な
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
と
き
に
は
作
品
に
出
演
し
て
も
ら
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

長
津

―
寿
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
の
佐
藤
さ
ん

は
、
以
前
か
ら
寿
町
に
お
住
ま
い
な
の
で
す
か
。
ま
た
、
自
治
会
は

ど
の
く
ら
い
機
能
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

河
本

―
東
北
の
出
身
で
、
嫁
ぎ
先
が
寿
町
で
子
ど
も
も
寿
町
で
育

て
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
40
年
近
く
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
こ
の
人
が
自
治
会
を
つ
く
っ
た
よ
う
な
も
の
で
す
。
佐
藤
さ
ん

は
ヤ
ク
ザ
に
も
「
ア
ネ
ゴ
」
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
の
人
で
し
て
、
寿

町
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
社
会
と
の
関
わ
り
を
非
常
に
重
要
視

し
て
来
た
人
だ
と
思
い
ま
す
。
自
治
会
と
い
い
な
が
ら
、
ド
ヤ
の
お

っ
ち
ゃ
ん
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
福
祉
作
業
所
や
老

人
の
家
を
つ
く
っ
て
運
営
し
て
い
る
、
地
域
の
名
士
で
す
ね
。
な
の

で
自
治
会
と
い
う
よ
り
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
連
絡
協
議
会
の
よ
う
な
も
の
で

し
ょ
う
か
。
広
場
を
使
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス
の
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
た
り
、

広
場
で
毎
日
７
時
半
か
ら
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
た
り
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
（
＊
8
）
を
や
っ
て
不
法
投
棄
を
防
い
だ
り
、
い
ろ
ん
な
活
動
を
す
し

て
い
ま
す
。
う
ち
の
組
織
が
で
き
て
か
ら
は
そ
う
い
っ
た
活
動
に
も

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
面
白
が
っ
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
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て
、
面
倒
な
こ
と
は
だ
い
た
い
そ
の
４
～
５
人
で
や
っ
て
い
ま
す
。

あ
と
は
時
間
の
あ
り
そ
う
な
人
に
そ
の
と
き
ご
と
に
声
を
掛
け
て
い

ま
す
。
事
務
局
と
し
て
は
５
人
く
ら
い
で
す
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご

と
に
見
て
い
く
と
30
人
く
ら
い
で
動
い
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
私
と
河
本
の
つ
な
が
り
が
多
い
で
す
が
、
向
こ
う
か
ら
突

然
問
い
合
わ
せ
が
来
て
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に
入
り
込
ん
で

来
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
そ
れ
は
大
抵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ッ

フ
で
、
事
務
的
な
雑
務
も
や
っ
て
く
れ
る
の
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
。

論
文
の
た
め
の
学
生
な
ん
か
も
結
構
い
て
、
あ
と
は
ま
ち
に
興
味
が

あ
っ
て
来
る
方
と
ア
ー
ト
系
の
人
た
ち
で
す
ね
。
寿
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ

ブ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
主
催
団
体
が
そ
の
ま
まK

O
T

O
BU

K
I

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
事
務
局
か
と
言
わ
れ
る
と
そ
れ
も

ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
。
組
織
の
見
直
し
も
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

専
用
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
つ

く
っ
て
も
う
少
し
緩
く
み
な
さ
ん
と
つ
な
が
っ
て
い
け
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。

河
本

―
手
伝
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
１
回
だ
け
で
も
全
然
問
題
あ

り
ま
せ
ん
。
私
は
酔
っ
ぱ
ら
っ
た
と
き
にBankA

R
T

と
か
で
い
ろ

ん
な
人
を
捕
ま
え
て
「
手
伝
い
に
来
い
」っ
て
声
を
掛
け
て
い
ま
す

が
、
実
際
来
た
と
き
に
「
誰
だ
っ
け
？
」
と
わ
か
ら
な
く
な
る
。
失

礼
な
こ
と
も
結
構
し
て
い
ま
す
（
笑
）。

橋
本

―
逆
に
コ
ア
メ
ン
バ
ー
や
事
務
局
の
人
で
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
全
部
自
発
的
に
動
い
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
状
況
を
把
握
し

に
く
い
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

河
本

―
寿
町
を
リ
サ
ー
チ
し
て
い
る
曽
我
部
研
究
室
の
学
生
が
四

河
本

―
お
っ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
中
に
は
、
昔
か
ら
住
ん
で
い
る
高
齢

の
人
は
２
～
３
割
も
い
ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど
が
こ
こ
10
～
20
年
で
ど

ん
ど
ん
流
入
し
て
き
た
人
た
ち
な
の
で
、
赤
の
他
人
が
た
ま
た
ま
そ

こ
で
お
酒
を
飲
ん
で
い
る
感
じ
で
す
。
や
は
り
住
ん
で
い
る
お
っ
ち

ゃ
ん
た
ち
は
社
会
と
の
接
点
を
な
く
し
、
孤
独
な
人
生
を
送
っ
て
来

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
見
た
り
参
加
し

た
り
し
た
人
は
、
た
ま
た
ま
隣
で
や
っ
て
い
た
か
ら
と
い
う
感
じ
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
仲
良
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
い
る
か
ら
次
の
日
忘
れ
て
い
た
り
し
ま
す
（
笑
）。

■
ス
タ
ッ
フ
の
構
成
、
運
営
体
制

冠

―
ス
タ
ッ
フ
は
ど
の
よ
う
な
構
成
で
し
ょ
う
か
。

雨
森

―
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
は
２
～
３
人
で
、
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
募
集
し
て
い
ま
す
。
今

ま
で
来
て
く
れ
た
人
に
は
案
内
を
送
る
の
で
、
続
け
て
来
て
く
れ
て

い
る
人
も
い
ま
す
。
技
術
の
あ
る
美
大
・
芸
大
生
や
若
い
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
バ
イ
ト
で
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
最
初
の
頃
は
学

生
の
方
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
３
～
４
年
く
ら
い
経
つ
と
社
会
人

の
方
が
増
え
ま
し
た
。
２
０
０
６
年
に
公
園
の
遊
具
の
ペ
ン
キ
を
塗

っ
た
と
き
は
ほ
と
ん
ど
学
生
が
い
な
か
っ
た
。
主
婦
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
会
社
と
は
別
に
自
分
の
居
場
所
を
求
め
て
い
る
の

か
な
と
思
い
ま
す
。

橋
本

―
僕
と
河
本
さ
ん
に
加
え
、
ま
ち
に
も
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
も
興
味
の
あ
る
学
生
や
社
会
人
が
３
人
く
ら
い
手
伝
っ
て
く
れ
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＊
9

コ
コ
ル
ー
ム

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
え
と
こ
と
ば
と
こ
こ
ろ
の
部
屋
。
新

世
界
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ゲ
ー
ト
を
拠
点
に
活
動
し
た

の
ち
、
２
０
０
７
年
よ
り
大
阪
・
西
成
に
カ
フ
ェ
を
オ

ー
プ
ン
し
、
西
成
を
拠
点
と
し
た
活
動
を
行
っ
て
い

る
。

■
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
の
関
係
性

長
津

―
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
た
ち
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

雨
森

―
私
は
、
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
の
は
す
ご
く
大
事
な
こ

と
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
ア
ー
ト
は
そ
れ
を
目
的
に
す
る
も
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ア
ー
ト
が
日
常
に
根
ざ
し
、
ア
ー

ト
の
現
場
が
よ
り
豊
か
に
な
っ
て
い
っ
た
結
果
と
し
て
多
様
な
価
値

観
が
共
存
す
る
社
会
と
な
り
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
た
ち
も
生
き
や

す
い
社
会
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
す
の
で
私

の
仕
事
と
し
て
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
に
特
化
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
し
て
い
な
い
と
い
う
意
識
で
す
。
西
成
の
抱
え
て
い
る
問
題
は
こ

の
地
域
だ
け
で
は
な
く
社
会
全
体
の
問
題
な
の
で
、
福
祉
と
は
違
う

観
点
か
ら
、
ア
ー
ト
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
は
考
え
続

け
て
い
ま
す
。

河
本

―
私
の
と
こ
ろ
は
住
ん
で
い
る
人
た
ち
は
基
本
的
に
は
み
ん

な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
す
が
、
そ
も
そ
も
そ
の
中
に
暮
ら
し
て
い
る
人

た
ち
が
対
象
に
な
の
で
あ
え
て
意
識
し
た
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ

ん
。

熊
倉

―
ブ
レ
ー
カ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
格
差
の
犠
牲
に
な
っ
て

い
る
方
々
と
は
直
接
や
り
と
り
し
な
い
と
こ
ろ
がK

O
T

O
BU

K
I

ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
活
動
と
は
少
し
違
い
ま
す
ね
。
西
成

に
コ
コ
ル
ー
ム
（
＊
9
）
が
い
て
く
れ
る
の
で
、
ブ
レ
ー
カ
ー
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
関
わ
り
た
か
っ
た
ら
関
わ
る
し
、
関
わ
ら
な
く
て
も
、
知
ら

ん
ぷ
り
し
て
い
る
こ
と
に
も
な
ら
な
い
。

十
数
人
い
ま
す
。
今
は
５
班
体
制
に
し
て
、
道
路
担
当
、
公
園
担
当
、

広
場
担
当
と
か
、
ス
キ
マ
担
当
と
か
徹
底
的
に
リ
サ
ー
チ
し
た
り
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
呼
ん
で
き
た
り
建
築
の
授
業
や
っ
た
り
と
、
だ
ん
だ
ん

と
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
の
っ
て
面
白
が
ら
な
い
と
続
か
な

い
と
思
う
。
我
々
は
ほ
か
で
収
入
を
得
て
い
る
の
で
、
続
け
や
す
い

と
い
う
こ
と
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ほ
か
に
本
業
を
持
っ
て
い
る
の

で
時
間
の
制
約
は
大
き
く
て
も
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
さ
え
す
れ
ば
だ
い

た
い
続
け
て
い
ら
れ
る
の
で
す
。

熊
倉

―
事
務
局
の
疲
弊
が
非
常
に
大
き
い
と
い
う
の
は
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
き
な
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
逆
説
的
に
聞
こ
え
ま

す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
関
わ
っ
た
方
が
も
し
か
し
た
ら
長
続

き
す
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

雨
森

―
一
つ
ひ
と
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
全
力
投
球
す
る

の
で
、
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
休
み
が
な
か

っ
た
り
労
働
時
間
が
長
か
っ
た
り
で
疲
労
し
て
い
き
ま
す
。
基
本
的

に
私
と
２
人
の
ス
タ
ッ
フ
は
ギ
ャ
ラ
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
１
年

間
専
業
と
し
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
年
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い

事
業
予
算
で
、
そ
の
半
分
以
上
は
助
成
金
で
す
の
で
、
精
神
的
な
面

で
も
ス
ト
レ
ス
が
あ
り
ま
す
ね
。
来
年
は
こ
れ
ま
で
の
助
成
金
が
な

く
な
り
そ
う
で
、
市
か
ら
の
資
金
が
全
予
算
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
だ

け
だ
と
私
を
含
め
ス
タ
ッ
フ
も
食
べ
ら
れ
な
い
の
で
、
ど
う
し
た
も

の
か
と
こ
の
半
年
く
ら
い
悩
ん
で
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容

や
手
法
に
よ
っ
て
は
専
業
の
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
が
い
な
く
て
も
可
能

な
や
り
方
も
あ
る
と
は
思
う
の
で
す
が
…
…
。
こ
れ
ま
で
の
７
年
間

と
同
じ
よ
う
な
や
り
方
だ
け
で
は
な
く
、
継
続
で
き
る
道
を
自
分
た

ち
で
開
拓
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
ね
。
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＊
10上

田
假
奈
代
（
う
え
だ
・
か
な
よ
）　

１
９
６
９
年
、
奈
良
生
ま
れ
。
詩
人
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

こ
え
と
こ
と
ば
と
こ
こ
ろ
の
部
屋
［
コ
コ
ル
ー
ム
］
代

表
、
大
阪
市
立
大
学
都
市
研
究
プ
ラ
ザ
研
究
員
。

＊
11２

０
０
３
年
12
月
15
日
、
大
阪
市
に
よ
っ
て
大
阪
・

天
王
寺
公
園
の
「
青
空
カ
ラ
オ
ケ
」
が
強
制
的
に
立

ち
退
き
を
命
じ
ら
れ
た
。

て
、「
僕
は
彼
ら
の
た
め
に
何
か
を
や
り
た
い
」
と
言
い
ま
し
た
。
そ

の
気
持
ち
は
す
ご
く
わ
か
る
の
で
す
が
、
ち
ょ
う
ど
大
阪
市
が
そ
の

辺
り
の
路
上
の
青
空
カ
ラ
オ
ケ
を
撤
去
し
た
（
＊
11
）
頃
で
、
行
政
は

「
そ
こ
に
は
触
れ
て
く
れ
る
な
」
と
い
う
頑
な
な
状
態
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
大
阪
市
の
事
業
と
し
て
は
で
き
な
い

と
思
い
、
そ
の
こ
と
を
作
家
に
説
明
し
て
別
の
方
向
性
で
進
め
て
も

ら
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
。

森

―
寿
町
は
そ
う
い
う
と
き
は
止
め
ま
す
か
。 

橋
本

―
行
政
的
な
ス
ト
ッ
プ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
方
で
か

き
回
す
の
は
い
い
け
れ
ど
、
ま
ち
を
壊
す
の
だ
け
は
や
め
て
と
は
言

い
ま
す
。
で
す
の
で
結
構
何
で
も
大
丈
夫
で
す
。
い
ろ
ん
な
団
体
が

出
入
り
し
て
い
て
、
ま
ち
に
興
味
を
持
つ
外
の
人
も
増
え
て
い
て
、

我
々
以
外
に
も
ツ
ア
ー
が
出
て
い
た
り
、
フ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
日

は
お
祭
り
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
大
量
の
人
が
来
ま
す
。

熊
倉

―
住
ん
で
い
る
方
た
ち
に
、「
俺
た
ち
を
ダ
シ
に
好
き
勝
手
や

ろ
う
と
し
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」っ
て
い
う
警
戒
心
は
あ
る
の
で
し

ょ
う
か
。
意
地
悪
な
言
い
方
を
す
る
と
、
表
現
者
側
が
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
か
ら
搾
取
を
す
る
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
わ
け
で
す
よ
ね
。

河
本

―
あ
る
と
思
い
ま
す
ね
。
ま
ず
「
あ
な
た
誰
？
」「
ど
こ
か
ら

き
た
の
？
」
と
い
う
目
で
見
ら
れ
ま
す
し
、
実
際
に
暮
ら
し
て
い
る

人
た
ち
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
何
か
や
る
と
き
、
興
味
を
持
っ
て
く
れ

る
人
も
い
ま
す
が
「
余
計
な
こ
と
し
な
く
て
い
い
よ
」「
俺
た
ち
は
見

世
物
じ
ゃ
な
い
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
長

く
や
っ
て
い
く
こ
と
で
だ
ん
だ
ん
浸
透
し
て
い
く
部
分
も
あ
り
、
同

雨
森

―
住
み
分
け
さ
れ
て
い
る
点
で
も
、
コ
コ
ル
ー
ム
が
や
っ
て

い
る
こ
と
に
は
敬
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
お
っ
ち
ゃ
ん
た
ち
が

来
て
そ
の
相
手
を
し
な
が
ら
、
ス
ペ
ー
ス
を
運
営
し
続
け
て
い
る
の

は
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

熊
倉

―
コ
コ
ル
ー
ム
は
上
田
假
奈
代
（
＊
10
）
さ
ん
と
い
う
詩
人
が
徹

底
的
に
お
っ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
人
生
に
寄
り
添
お
う
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
活
動
と
し
て
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
ブ
レ
ー
カ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
お
っ
ち
ゃ
ん
た
ち
と
の
表
現
活
動
で
は
な
く
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
集
団
と
し
て
、
ま
ち
と
ア
ー
ト
が
ど
う
出
会
え
る
か
を

オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
コ
コ
ル
ー
ム
と
決
定
的
に
違

う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
寿
町
も
ま
た
、
ま
ち
に
対
し
て
オ
ー

ガ
ナ
イ
ズ
す
る
ソ
フ
ト
集
団
と
し
て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
介
入
さ
せ
る

手
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。

雨
森

―
コ
コ
ル
ー
ム
の
存
在
自
体
が
假
奈
代
さ
ん
の
作
品
だ
と
言

っ
た
方
が
わ
か
り
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

森

―
他
人
の
人
生
に
切
り
込
ん
で
い
く
深
さ
の
限
界
が
そ
こ
に
あ

っ
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
じ
ゃ
な
い
人
が
そ
の
領
域
ま
で
い
っ
て
し
ま

う
と
組
織
と
し
て
機
能
し
な
く
な
る
と
思
う
ん
で
す
。
寸
止
め
で
止

ま
る
と
い
う
の
も
見
識
で
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
こ
と
を
逆

に
担
保
し
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

雨
森

―
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
フ
ラ
ン
ク
・
ブ
ラ
ジ
ガ

ン
ド
と
い
う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
場
合
は
、
最
初
に
リ
サ
ー
チ
で
来
た

と
き
に
路
上
で
生
活
し
て
い
る
人
た
ち
が
多
い
こ
と
に
び
っ
く
り
し
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＊
12２

０
０
３
年
にBreaker Project

に
参
加
し
た
、

き
む
ら
と
し
ろ
う
じ
ん
じ
ん
、
伊
達
伸
明
、
藤
浩
志
、

フ
ラ
ン
ク
・
ブ
ラ
ジ
ガ
ン
ド
の
4
名
。

＊
13西

尾
美
也
（
に
し
お
・
よ
し
な
り
）　

１
９
８
２
年
、
奈
良
県
生
ま
れ
。
２
０
１
０
年
の
時

点
で
は
、
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
博

士
後
期
課
程
在
籍
。
装
い
の
行
為
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
関
係
性
に
着
目
し
、
市
民
や
学
生
と
の
協
働

に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
国
内
外
で
展
開
し
て
い
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。

＊
14下

道
基
行
（
し
た
み
ち
・
も
と
ゆ
き
）　

１
９
７
８
年
、
岡
山
県
生
ま
れ
。
武
蔵
野
美
術
大
学

造
形
学
部
油
絵
科
卒
。
日
常
に
潜
む
創
造
的
な
営

み
を
再
編
集
し
作
品
化
し
て
い
く
こ
と
で
、
身
の
回

り
で
見
す
ご
さ
れ
て
い
る
価
値
を
掘
り
起
こ
し
て
い

く
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。
２
０
０
５
年
、『
戦
争
の
か
た
ち
』

（
リ
ト
ル
モ
ア
）
を
刊
行
。

れ
ど
、
そ
れ
が
一
番
の
優
先
順
位
で
は
な
い
よ
う
に
見
え
ま
す
。
若

い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
既
存
の
ア
ー
ト
シ
ー
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
向
か
う
の
で
は
な
く
、
現
実
社
会
は
面
白
い
、
と
地
域
社
会
に

近
づ
い
て
き
た
こ
と
で
新
た
な
表
現
の
場
や
形
式
、
メ
デ
ィ
ア
が
開

発
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
形
態
の
表
現
は
一
過
性
の
流
行
な
の

で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
も
あ
っ
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
質
は
上
が

っ
て
来
て
い
る
の
か
、
数
は
増
え
て
も
粗
製
濫
造
な
の
か
。
こ
う
し

た
点
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
す
か
。

雨
森

―
昨
今
は
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
が
全
国
各
地
で
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
現
場
が
あ
る
の
で
若
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
ど

ん
ど
ん
ま
ち
に
出
て
い
っ
て
い
る
状
態
だ
と
思
い
ま
す
。
ブ
レ
ー
カ

ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
初
の
４
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
（
＊
12
）
は
も
と
も

と
社
会
と
関
わ
る
必
然
性
が
あ
っ
て
、
自
分
で
表
現
の
場
を
切
り
開

い
て
い
く
強
さ
の
あ
る
パ
イ
オ
ニ
ア
的
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
す
。
最

近
は
自
分
で
切
り
開
か
な
く
て
も
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
美
術
館
と
同
じ

よ
う
な
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ま
ち
な
か

の
ア
ー
ト
が
あ
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
若

い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
一
体
ど
れ
だ
け
強
度
の
あ
る
作
品
を
つ
く
れ
る

の
だ
ろ
う
と
い
う
疑
問
は
あ
り
ま
す
。
た
だ
一
方
で
現
場
が
あ
る
こ

と
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
育
っ
て
い
く
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
ギ
ャ
ラ

リ
ー
を
借
り
て
展
示
を
す
る
の
が
一
般
的
だ
っ
た
時
代
に
、
当
た
り

前
の
こ
と
と
し
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
金
を
払
っ
て
展
覧
会
を
す
る
と

い
う
よ
う
な
ノ
リ
で
ま
ち
に
出
て
行
く
の
で
は
な
く
、
自
分
が
そ
の

ま
ち
に
関
わ
る
意
義
や
そ
こ
で
す
べ
き
こ
と
を
考
え
て
活
動
で
き
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
が
育
っ
て
い
く
現
場
と
し
て
も
ブ
レ
ー
カ
ー
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
や
っ
て
い
け
れ
ば
と
。
現
在
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
る
西
尾

じ
よ
う
に
表
現
者
も
長
く
付
き
合
っ
て
い
か
な
い
と
な
か
な
か
作
品

創
造
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
な
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

雨
森

―
河
本
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
継
続
し
て
い
く
こ

と
で
そ
う
い
う
部
分
は
少
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。
で
も
や
は
り
、
私

た
ち
が
何
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
の
か
を
ま
ち
の
人
た
ち
が
な
か

な
か
理
解
で
き
な
い
と
い
う
問
題
は
あ
り
ま
す
。
で
も
、
協
力
し
て

く
れ
る
方
と
、
全
く
興
味
を
持
っ
て
く
れ
な
い
方
が
、
新
た
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
関
係
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
目
に
見
え

る
変
化
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
し
、
何
が
成
果
な
の
か
が
見
え
に
く

い
の
で
む
な
し
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
で
い
い
の
か
と
常

に
悶
々
と
し
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。

河
本

―
僕
は
む
な
し
い
と
い
う
よ
り
は
、
こ
う
い
う
こ
と
を
し
て

何
人
の
人
が
関
わ
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
、
受
け
入
れ
て
く
れ
る
だ

ろ
う
か
と
、
常
に
心
配
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。
あ
る
い
は
、
こ

れ
を
や
っ
て
怒
ら
れ
な
い
か
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い
か
な
と
こ
わ

ご
わ
と
や
っ
て
い
る
部
分
が
大
き
い
で
す
。
慰
問
の
た
め
で
は
な
く
、

一
言
で
言
え
ば
ぼ
く
自
身
の
自
己
実
現
だ
と
思
い
ま
す
。
好
き
だ
か

ら
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
、
難
し
く
て
誰
も
や
ら
な
い
こ
と
だ
か
ら

こ
そ
や
り
た
い
と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す

ね
。

■
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
と
コ
ミ
ュニ
テ
ィ・
ア
ー
ト

熊
倉

―
雨
森
さ
ん
は
新
し
い
表
現
の
あ
り
方
に
一
番
興
味
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
社
会
に
も
っ
と
接
点

を
持
っ
た
方
が
い
い
と
い
う
の
は
考
え
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
け
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＊
15

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
・
ア
ー
ト　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
発
信
す
る
ア
ー
ト
、
と
い
う

理
解
の
さ
れ
方
が
一
般
的
で
あ
る
が
、〈
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
〉

の
定
義
は
国
や
そ
の
歴
史
的
背
景
か
ら
一
様
で
は
な

い
。 

＊
16Ｎ

Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｎ
（
ノ
ガ
ン
）　

横
浜
を
拠
点
に
活
動
す
る
茂
木
隆
宏
と
浅
野
宏
治

に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
。
２
０
１
０
年
設
立
。

＊
17大

巻
伸
嗣
（
お
お
ま
き
・
し
ん
じ
）　

１
９
７
１
年
岐
阜
県
生
ま
れ
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。
空

間
を
非
日
常
な
世
界
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
、
鑑
賞

者
の
身
体
的
な
感
覚
を
呼
び
覚
ま
す
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
を
発
表
。

＊
18

M
em

orial Rebirth

（
メ
モ
リ
ア
ル
・
リ
バ
ー
ス
）

大
巻
伸
嗣
の
作
品
。
無
数
の
シ
ャ
ボ
ン
玉
に
よ
り
風

景
を
一
変
さ
せ
る
ア
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
見
慣
れ

た
日
常
風
景
を
幻
想
的
な
空
間
へ
と
生
ま
れ
変
わ

ら
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
瞬
間
、
そ
の
場
所
に
関
す
る

記
憶
を
刻
み
込
み
、
各
地
の
人
び
と
の
思
い
を
つ
な

ぎ
再
生
さ
せ
て
ゆ
く
作
品
。 

＊
19ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
・
シ
テ
ィ
・
天
神　

１
９
９
０
年
に
福
岡
市
中
央
区
天
神
で
開
催
さ
れ
、

98
年
か
ら
は
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
シ
テ
ィ
・
福
岡
」
に

名
称
を
変
更
し
な
が
ら
隔
年
で
２
０
０
４
年
ま
で
開

催
さ
れ
た
。
福
岡
市
中
心
部
の
商
業
施
設
や
公
共

空
間
で
展
示
を
行
い
、
企
業
・
行
政
・
美
術
関
係
者

で
構
成
さ
れ
る
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
シ
テ
ィ
・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
が
企
画
運
営
し
た
。

＊
20山

野
真
悟
（
や
ま
の
・
し
ん
ご
）　

１
９
５
０
年
、
福
岡
県
生
ま
れ
。
１
９
７
０
年
代
よ

り
福
岡
を
拠
点
に
美
術
作
家
と
し
て
活
動
。
ま
た
、

Ｉ
Ａ
Ｆ
芸
術
研
究
室
を
主
宰
、
勉
強
会
・
展
覧
会

企
画
な
ど
を
行
う
。
１
９
９
０
年
よ
り
ま
ち
を
使
っ

伸
嗣
（
＊
17
）
さ
ん
の
《M

em
orial R

ebirth

》（
＊
18
）
と
い
う
作
品
を
広

場
で
や
っ
た
と
き
は
、
始
ま
る
前
に
「
お
れ
の
ま
ち
を
作
品
に
す
る

な
」
と
叫
ん
だ
お
っ
ち
ゃ
ん
が
、
想
像
以
上
の
も
の
を
見
て
感
動
し

て
、
数
分
後
に
大
巻
さ
ん
の
肩
を
抱
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
う
い
う
風
景
を
僕
ら
自
身
が
見
た
い
ん
で
す
よ
ね
。

熊
倉

―
浦
田
琴
恵
さ
ん
や
遠
藤
一
郎
さ
ん
な
ど
の
、
発
展
途
上
で

何
を
し
で
か
す
か
わ
か
ら
な
い
人
た
ち
じ
ゃ
な
い
と
で
き
な
い
こ
と

が
あ
る
と
信
じ
て
い
る
の
で
す
か
。

河
本

―
基
本
的
に
は
そ
う
で
す
ね
。
最
初
と
違
っ
て
や
っ
て
い
る

う
ち
に
安
心
感
が
出
て
き
ま
す
。
遠
藤
さ
ん
も
知
ら
な
い
う
ち
に
い

ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
活
動
し
て
い
た
り
、
浦
田
さ
ん
も
い
つ
の
間
に
か

お
っ
ち
ゃ
ん
た
ち
と
作
業
し
て
い
た
り
と
か
。
彼
ら
な
り
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
が
う
ま
い
と
感
じ
た
り
し
ま
す
。
自
分
た

ち
も
楽
し
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
ね
。
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
何
度
で

も
寿
町
に
来
ま
す
か
ら
。

　
た
だ
我
々
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
型
の
ア
ー
ト
に
特
化
し
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
当
は
見
た
目
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

る
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
の
作
品
も
つ
く
っ
て
ま
ち
の
空
間
を
変
え
て
み
た

い
け
れ
ど
、
お
金
が
な
い
か
ら
安
上
が
り
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

型
ア
ー
ト
が
結
果
と
し
て
種
類
が
多
い
と
い
う
だ
け
。
今
後
は
少
し

お
金
が
つ
い
て
く
れ
ば
も
っ
と
大
胆
に
サ
イ
ト
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク
な

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
な
作
品
も
増
や
し
て
い
き

た
い
な
と
思
っ
て
ま
す
。
形
は
切
り
絵
で
あ
ろ
う
が
お
絵
描
き
教
室

で
あ
ろ
う
が
、
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
や
ト
レ
ー
ナ
ー
が
や
る
の
か
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
が
や
る
の
か
の
違
い
だ
け
の
話
か
な
と
思
っ
た
り
し
ま
す
け

ど
。
で
も
や
は
り
、
僕
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
や
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

美
也
（
＊
13
）
さ
ん
や
下
道
基
行
（
＊
14
）
さ
ん
は
若
い
で
す
が
、
既
存
の

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
の
っ
と
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
表
現
の
あ
り
方

を
し
っ
か
り
考
え
て
活
動
し
て
い
る
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
既
存
の
枠

組
み
の
中
で
仕
事
を
す
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
の
枠
組
み
を
超
え
て

ど
ん
ど
ん
新
し
い
表
現
の
あ
り
方
を
探
求
す
る
人
だ
と
思
う
の
で
、

そ
う
い
う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

熊
倉

―
寿
町
は
ア
ー
ト
寄
り
で
は
な
い
と
言
い
な
が
ら
、
河
本
さ

ん
が
か
な
り
ア
ー
ト
好
き
な
の
で
、
実
は
こ
だ
わ
り
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
い
わ
ゆ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ー
ト
（
＊
15
）
だ
と
腹
を
く
く
っ

て
や
ら
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
生
涯
学
習
的
な
水

彩
教
室
と
か
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
の
方
が
、
そ
の
人
た
ち
に
と
り
あ
え

ず
の
生
き
が
い
を
与
え
る
に
は
有
効
で
は
な
い
か
と
行
政
は
言
い
ま

す
が
、
私
は
個
人
的
に
は
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
理
由
を
ど
う
正
当
化
し
よ
う
か
と
悩
み
ま
す
。
な
ぜ
若
手
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
を
あ
え
て
使
い
、
尖
っ
た
こ
と
を
提
供
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

河
本

―
い
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ー
ト
っ
ぽ
い
造
形
教
室
的
な

こ
と
も
や
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
ワ
ン
カ
ッ
プ
を
使
っ
た
「
寿
灯
祭
」

と
い
う
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
で
、
全
体
の
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
デ
ザ

イ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
の
Ｎ
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｎ
（
ノ
ガ
ン
）（
＊
16
）
に
お
願
い
し
、
そ

の
灯
絵
の
絵
付
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
よ
う
な
こ
と
も
や
っ
て
い
ま
す
。

橋
本

―
彼
ら
が
と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
た
の
で
、
半
分
表

現
活
動
に
は
な
っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
ね
。
そ
れ
で
も
や
は
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ー
ト
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
感
じ
は
も
の
す
ご
く

あ
り
ま
し
た
。
ア
ー
ト
的
な
表
現
だ
と
ま
た
違
っ
て
、
例
え
ば
大
巻
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た
美
術
展
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
シ
テ
ィ
・
天
神
」
を
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
。
２
０
０
５
年
「
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

２
０
０
５
」
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
た
。
２
０
０
０

年
よ
り
、「
黄
金
町
バ
ザ
ー
ル
」
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。

＊
21

ニ
コ
ラ
・
ブ
リ
オ
ー
（N

icolas Bourriaud

）　

１
９
６
５
年
、
フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
。
パ
レ
・
ド
・
ト
ー

キ
ョ
ー
（
パ
リ
）
創
設
者
の
一
人
。
現
在
、
テ
ー
ト
・

ブ
リ
テ
ン
（
ロ
ン
ド
ン
）
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
。
美
術
評

論
家
。

＊
22

『
関
係
性
の
美
学
』（Relational Aesthetics

）　

ニ
コ
ラ
・
ブ
リ
オ
ー
が
90
年
代
に
活
発
に
な
っ
た
参

加
型
の
作
品
を
理
論
化
し
て
美
術
の
枠
組
み
に
位
置

付
け
た
本
（
１
９
９
８
年
刊
行
）。

＊
23ク

レ
ア
・
ビ
シ
ョッ
プ
（Claire Bishop

）　

１
９
７
１
年
、
イ
ギ
リ
ス
生
ま
れ
。
美
術
史
家
。
ブ

リ
オ
ー
へ
の
反
論“Antagonism

 and Relational 
Aesthetics ” [O

ctober 110 [Fall 2004], 51-
79]

が
話
題
と
な
っ
た
。

＊
24フ

ァ
ー
レ
立
川　

１
９
９
４
年
に
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
（
現
、
都
市

再
生
機
構
）
の
施
工
に
よ
っ
て
完
成
し
た
、
Ｊ
Ｒ
立

川
駅
北
口
の
米
軍
基
地
跡
地（
フ
ィ
ン
カ
ム
交
差
点
・

ゲ
ー
ト
付
近
）
の
再
開
発
事
業
。
北
川
フ
ラ
ム
が
ア

ー
ト
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
務
め
た
。

＊
25新

宿
ア
イ
ラ
ン
ド　

１
９
９
５
年
に
竣
工
さ
れ
た
新
宿
ア
イ
ラ
ン
ド
タ
ワ

ー
を
中
心
と
し
た
再
開
発
事
業
で
前
庭
に
は
ロ
バ
ー

ト
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
（Robert Indiana

）
の
《
Ｌ
Ｏ

Ｖ
Ｅ
》
な
ど
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
が
複
数
設
置
さ

れ
た
。

＊
26ゆ

め
お
お
お
か
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

横
浜
市
の
上
大
岡
駅
前
再
開
発
計
画
の
一
環
と
し
て
、

ニ
テ
ィ
・
ア
ー
ト
だ
と
す
る
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
と
も
に
つ
く
る

ア
ー
ト
、
い
わ
ゆ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
リ
エ
ン
テ
ッ
ド
・
ア
ー

ト
」
と
言
っ
た
と
き
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
巻
き
込
ん
で
一
般
の

人
も
見
に
来
る
、
よ
り
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
ア
ー
ト
を
指
す
よ
う
で
す
。
こ

う
し
た
傾
向
を
ニ
コ
ラ
・
ブ
リ
オ
ー（
＊
21
）
が
「
関
係
性
の
美
学
」（
＊
22
）

と
称
し
て
価
値
化
し
た
あ
と
で
、
や
や
揺
り
戻
し
感
も
あ
り
、
例
え

ば
イ
ギ
リ
ス
の
ク
レ
ア
・
ビ
シ
ョ
ッ
プ
（
＊
23
）
と
い
う
若
手
の
美
術
史

家
は
、
表
現
が
ま
ち
に
出
て
行
っ
て
社
会
迎
合
的
に
な
る
こ
と
は
よ

く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
批
判
し
て
い
ま
す
。

河
本

―
フ
ァ
ー
レ
立
川
（
＊
24
）
や
新
宿
ア
イ
ラ
ン
ド
（
＊
25
）
を
経
て
、

そ
の
次
は
上
大
岡
だ
と
い
う
こ
と
で
ゆ
め
お
お
お
か
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
（
＊
26
）
と
い
う
の
を
や
っ
て
、
当
時
の
村
上
隆
（
＊
27
）
や
奈
良

美
智
（
＊
28
）
の
作
品
が
あ
る
ん
で
す
。
奈
良
美
智
の
人
形
は
商
業
施
設

の
中
に
あ
っ
た
の
で
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
だ
と
思
わ
れ
た
の
で
す
ね
。
で

も
目
付
き
が
怖
い
の
で
子
ど
も
が
泣
い
て
苦
情
が
き
ま
し
た
。
そ
の

と
き
に
ど
う
対
応
し
た
か
と
言
う
と
、
当
時
は
お
互
い
若
か
っ
た
の

で
す
が
徹
底
的
に
議
論
し
て
、
と
も
か
く
瞳
の
色
を
塗
り
直
し
て
く

れ
と
。
そ
れ
以
来
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
は
や
り
た
く
な
い
と
奈
良

美
智
が
言
っ
て
ま
し
た
。

　
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
な
作
品
と
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
若
干
違
う

か
も
し
れ
な
い
で
す
け
ど
、
美
術
館
は
お
金
を
払
っ
て
自
分
で
選
択

し
て
観
に
行
き
ま
す
。「
不
快
な
も
の
が
あ
り
ま
す
」
と
掲
示
が
一
言

あ
れ
ば
済
む
し
、
何
が
起
こ
ろ
う
が
お
客
さ
ん
の
自
己
責
任
が
当
た

り
前
で
す
。
と
こ
ろ
が
社
会
の
空
間
と
な
る
と
、
地
域
に
暮
ら
し
て

い
て
作
品
を
選
ん
だ
人
は
ま
だ
し
も
、
第
三
者
に
も
気
軽
に
目
に
触

れ
る
わ
け
で
す
。
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
、
あ
る
い
は
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
な
作
品
を
つ
く
っ
た
方
が
無
難
で
は
な
い
か
と
い
う

ま
す
。

熊
倉

―
昨
今
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
と
言
え
ば
ブ
レ
ー
カ
ー
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
や
っ
て
い
る
よ
う
な
作
品
を
指
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

も
と
も
と
日
本
で
も
こ
う
い
っ
た
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
出
て
き

た
と
き
の
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
型
の
草
分
け
的
存
在
で
あ
る
「
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
・
シ
テ
ィ
・
天
神
」（
＊
19
）
で
は
、「
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
な
パ
ブ
リ

ッ
ク
ア
ー
ト
」
と
山
野
真
悟
（
＊
20
）
さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
て
、
作

品
を
置
い
た
だ
け
で
は
見
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
問
題
意
識
が
あ
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
当
時
す
ご
く
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
が
流
行
し

て
い
ま
し
た
よ
ね
。
新
し
い
都
市
開
発
を
す
る
と
き
に
１
パ
ー
セ
ン

ト
は
芸
術
作
品
を
買
わ
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
条
例
が
で
き
て
。

そ
う
し
た
中
で
野
外
彫
刻
や
壁
画
だ
け
で
は
な
い
、
新
し
い
意
味
で

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
と
は
何
か
、
と
い
う
問
題
意
識
が
日
本
に
生

ま
れ
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
欧
米
で
は
、
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
で
90
年
代
に
壁
画
を
つ
く
る
と
き
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
市
民
参
加
型
の
企
画
運
営
を
試
み
て
い
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ

は
壁
を
見
つ
け
て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
数
人
に
指
名
コ
ン
ペ
を
し
、
ま
ち

に
対
し
て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
経
て
、

ま
ち
の
人
た
ち
と
一
緒
に
決
定
を
し
、
制
作
も
一
緒
に
行
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
ち
の
中
に
残
っ
て
い
く
芸
術
作
品
の
つ
く
り
方
も
ゆ
る
や

か
に
変
化
し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
ま
ち
に
よ
っ
て
違
う
と
思
い
ま
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ア
ー
ト
と
言
え
ば
、
60
～
70
年
代
の
左
翼
の
学
生
運
動
が
権
威

的
な
芸
術
へ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
ま
ち
な
か
で
活
動
し
た
り
、

社
会
包
摂
的
な
表
現
活
動
を
し
て
い
た
明
確
な
意
思
は
脈
々
と
今
日

ま
で
続
い
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
を
第
一
の
受
益

者
と
し
て
、
彼
ら
が
ハ
ッ
ピ
ー
で
あ
れ
ば
よ
い
と
い
う
の
が
コ
ミ
ュ
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地
域
に
潤
い
と
特
色
を
与
え
る
た
め
に
構
想
さ
れ
、

１
９
９
７
年
に
完
成
。「
ゆ
め
お
お
か
ビ
ル
」
周
辺
19

カ
所
に
、
18
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
が
設
置
さ

れ
た
。
ア
ー
ト
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
ナ
ン
ジ
ョ
ウ
ア

ン
ド
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
。

＊
27村

上
隆
（
む
ら
か
み
・
た
か
し
）　

１
９
６
２
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。

＊
28奈

良
美
智
（
な
ら
・
よ
し
と
も
）　

１
９
５
９
年
、
青
森
県
生
ま
れ
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。

＊
29か

え
っ
こ　

美
術
家
の
藤
浩
志
が
考
案
し
た
、
い
ら
な
く
な
っ
た

お
も
ち
ゃ
を
使
っ
て
地
域
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
つ

く
り
出
す
シ
ス
テ
ム
。

か
で
や
る
の
と
寿
町
で
や
る
の
と
を
分
け
て
考
え
て
い
る
方
が
多
く

て
、
そ
れ
が
面
白
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
で
の
表
現
を
批
評
す
る

森

―
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
場
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
ア
ー

ト
で
は
な
い
概
念
と
関
わ
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
よ
ね
。
現
場
に
よ
っ

て
「
ア
ー
ト
」
と
「
ア
ー
ト
で
な
い
も
の
」
の
折
り
合
い
の
判
断
は

ま
ち
ま
ち
で
、
そ
こ
に
現
場
の
カ
ラ
ー
が
出
る
。
完
全
に
「
ア
ー
ト
」

だ
け
を
や
っ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
、「
ア
ー
ト
」
か
ら
逃
げ
切
っ

た
も
の
だ
け
を
や
っ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
仮
に
あ
っ
た
と
し
た

ら
、
ど
ち
ら
が
楽
し
い
の
か
。
そ
の
間
の
、
混
ざ
っ
た
と
こ
ろ
が
一

番
つ
ま
ら
な
い
も
の
が
出
て
き
た
り
し
て
。

雨
森

―
私
は
逃
げ
切
っ
て
や
っ
て
い
る
こ
と
こ
そ
が
ア
ー
ト
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
美
術
館
で
鑑
賞
す
る
美
術
作
品
も
好
き

で
す
け
れ
ど
、
や
は
り
そ
こ
だ
け
で
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
生
き
て
い

け
な
い
な
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
し
、
ア
ー
ト
の
あ
り
方
自
体
を

創
造
し
て
い
か
な
い
と
面
白
く
な
い
。
特
に
藤
浩
志
さ
ん
や
き
む
ら

と
し
ろ
う
じ
ん
じ
ん
さ
ん
は
そ
の
必
然
性
を
自
分
の
中
に
持
っ
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
増
え
て
、
そ
れ
ら

が
地
域
に
与
え
る
影
響
な
ど
を
話
す
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
最
近
多
い
で

す
が
、
そ
の
中
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
存
在
も
き
ち
ん
と
語
ら
れ
る
べ

き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
。

熊
倉

―
「
美
術
作
品
」
は
、
あ
る
作
業
の
帰
結
で
あ
り
、
通
常
つ

く
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
非
公
開
で
神
秘
の
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
て
い
な

い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
「
ア
ー
ト
」
は
「
場
」
で
あ
る
と

議
論
が
あ
り
ま
す
が
、
８
割
く
ら
い
は
そ
う
い
う
作
品
で
い
い
け
れ

ど
そ
れ
だ
け
だ
と
デ
ザ
イ
ン
と
変
わ
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
の

で
す
ね
。
や
は
り
ア
ー
ト
は
毒
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
あ
え
て
社
会
や

地
域
の
中
に
置
い
て
る
の
だ
か
ら
２
割
は
踏
み
出
し
て
い
か
な
い
と
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
表
現
と
し
て
世
の
中
を
動
か
し
て
い
け
な
い
。
あ

る
い
は
社
会
に
対
す
る
訴
え
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
８
対
２
の
原
理
だ
と
勝
手
に
言
っ
て
い
ま
す
。

雨
森

―
迎
合
し
て
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
実
は
何
か
社
会
の
状
況

や
問
題
に
対
し
て
の
違
和
感
や
問
題
が
ベ
ー
ス
に
あ
っ
て
立
ち
上
が

っ
て
来
る
表
現
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
立
ち
上
が

っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
藤
浩
志

さ
ん
の
「
か
え
っ
こ
」（
＊
29
）
な
ん
か
は
、
親
子
で
楽
し
め
る
キ
ャ
ッ

チ
ー
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
が
、
単
に
ハ
ッ
ピ
ー
な
だ
け
で
は
な
く
て
、

受
け
入
れ
や
す
い
仕
組
み
で
社
会
の
シ
ス
テ
ム
に
入
り
込
み
、
価
値

観
を
変
革
し
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
。
で
も
「
毒
」
の
部
分
は
前
面

に
押
し
出
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
ま
ち
の
中
に
ス
ル
ッ
と
入
っ
て
い

け
る
。

　
若
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
既
に
あ
る
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
フ
ォ

ー
マ
ッ
ト
に
合
わ
せ
て
、
ま
ち
の
人
を
ハ
ッ
ピ
ー
に
し
な
い
と
い
け

な
い
と
か
、
そ
う
い
う
作
品
の
方
が
受
け
る
と
か
い
う
生
半
可
な
態

度
だ
と
、
終
わ
っ
た
あ
と
、
参
加
し
た
人
の
中
に
残
る
も
の
が
全
然

違
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
迎
合
す
る
の
で

は
な
く
て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
内
側
か
ら
沸
き
上
が
っ
て
く
る
欲
望
を

大
事
に
し
た
い
で
す
。

橋
本

―
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
納
得
し
て
や
っ
て
い
る
の
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
呼
ば
れ
て
い
る
人
で
も
、
ほ
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＊
30ダ

ム
タ
イ
プ

１
９
８
４
年
に
京
都
市
立
芸
術
大
学
の
学
生
を
中
心

に
結
成
さ
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
。
京
都
市

立
芸
術
大
学
在
学
中
か
ら
海
外
公
演
を
含
め
た
活

発
な
活
動
を
続
け
、
海
外
公
演
を
中
心
と
し
た
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
建
築
、
美
術
、
デ
ザ
イ
ン
、
音
楽
、

ダ
ン
ス
な
ど
異
な
る
表
現
手
段
を
持
つ
メ
ン
バ
ー
が

参
加
し
芸
術
表
現
の
可
能
性
を
模
索
す
る
。 

＊
31

「
川
俣
正
・
東
京
イ
ン
プ
ロ
グ
レ
ス
―
隅
田
川
か
ら
の

眺
め
」
２
０
１
０
年
～
／
場
所
＝
東
京
都
立
汐
入
公

園 

ほ
か

森

―
ま
ち
に
出
た
瞬
間
に
守
り
き
れ
な
い
。
作
品
と
言
い
た
か
っ

た
ら
美
術
館
の
中
で
や
る
の
が
い
い
。
ま
ち
に
出
た
ら
作
品
と
い
う

よ
り
も
表
現
あ
る
い
は
振
る
舞
い
と
言
う
く
ら
い
割
り
切
っ
た
方
が

よ
い
の
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
川
俣
正
の
隅
田
川
の
ほ
と
り
に
タ
ワ

ー
を
建
て
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
＊
31
）
は
人
か
ら
見
る
と
作
品
を
つ
く
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
け
ど
本
人
に
す
れ
ば
全
く
作
品
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
い
か
に
物
語
が
で
き
て
い
く
か
が
重
要
で
、
行
政
と
し
て
は

安
全
策
を
考
え
る
け
れ
ど
過
剰
に
す
る
と
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

熊
倉

―
芸
術
史
的
に
は
、
市
民
社
会
の
成
立
と
ほ
ぼ
同
時
に
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
の
顔
が
見
え
な
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
向
け
て
売
ら
な
く
て
は

な
ら
な
く
な
っ
て
、
19
世
紀
末
に
は
こ
ぞ
っ
て
芸
術
の
自
律
性
、
芸

術
の
た
め
の
芸
術
、
芸
術
の
純
粋
性
を
唱
え
ま
し
た
。
当
時
は
芸
術

に
社
会
的
意
義
が
な
か
っ
た
た
め
で
す
。
そ
の
中
で
す
ご
く
芸
術
が

ラ
デ
ィ
カ
ル
に
な
っ
て
、
気
が
つ
い
た
ら
立
派
な
美
術
館
の
中
で
孤

独
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。

森

―
美
術
館
の
中
の
作
品
は
ど
ん
ど
ん
豊
か
で
は
な
く
な
り
、
や

せ
衰
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
川
俣
正
は
あ
る
場
所
で
み
ん
な
が
眺
め

る
た
め
の
大
き
な
ブ
リ
ッ
ジ
を
つ
く
っ
て
、
人
が
動
い
て
役
に
立
つ

わ
け
で
す
。
よ
ほ
ど
作
品
だ
と
言
う
よ
り
作
品
に
な
っ
て
い
る
気
が

し
ま
す
。
何
を
作
品
と
言
う
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

熊
倉

―
本
当
に
い
い
作
品
、
あ
る
い
は
機
能
し
て
い
る
作
品
が
、

世
の
中
の
役
に
立
つ
た
め
に
や
っ
て
い
る
と
い
う
批
判
を
さ
れ
る
の

な
ら
、
そ
こ
に
美
的
装
置
が
き
ち
ん
と
内
蔵
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う

言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
は
、
特
に
そ
の
「
場
」
の
特
質
を
抽
出
し
て
、
プ

ロ
セ
ス
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
モ
ノ
で
あ
る
こ
と
や
作
品

で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
誰
が
作
者
か
と
い
う
こ
と
も
捨
て
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
美
術
と
は
言
い
が
た
い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、

「
そ
れ
は
そ
れ
で
結
構
」
と
開
き
直
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
で
も
大
型
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
た
く
さ
ん
の
人
が
押
し
寄
せ
て
い
る
状
況
も
含
め

て
、
美
的
体
験
な
い
し
は
美
的
価
値
の
あ
り
よ
う
も
変
わ
っ
て
い
る

の
で
す
よ
ね
。

　
例
え
ば
ダ
ム
タ
イ
プ
（
＊
30
）
は
、「
作
品
と
い
う
言
葉
は
使
い
た
く

な
い
の
で
表
現
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。「『
彼

ら
の
作
品
は
』
で
は
な
く
『
彼
ら
の
表
現
は
』
と
言
っ
て
欲
し
い
ん

だ
」
と
。

　
一
方
で
「
芸
術
は
手
段
で
は
な
い
」
と
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
言
う

人
た
ち
が
出
て
き
て
い
ま
す
が
、
そ
の
辺
り
は
い
か
が
で
す
か
。
ま

ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
た
り
、
芸
術
が
手
段
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
道
具
か
と
言
わ
れ
た
り
し
ま
せ
ん
か
。

橋
本

―
ダ
ム
タ
イ
プ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

「
表
現
」
と
い
う
言
い
回
し
は
は
ま
り
ま
す
ね
。
通
常
の
「
作
品
制

作
」
と
は
違
う
ス
タ
ン
ス
で
臨
ん
で
い
る
人
が
い
る
と
い
う
の
は
ま

さ
に
そ
の
部
分
だ
と
思
う
の
で
す
。
た
だ
そ
の
中
で
、
い
わ
ゆ
る
「
作

品
」
も
生
ま
れ
て
ほ
し
い
な
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。
今
の
状
況
の
中

で
、
社
会
的
価
値
を
生
ま
な
い
作
品
は
駄
目
な
の
か
と
い
う
話
に
な

る
の
は
あ
ま
り
に
寂
し
い
と
い
う
か
、
そ
ん
な
に
場
が
な
い
の
か
と
。

そ
こ
ま
で
し
て
「
こ
れ
が
ア
ー
ト
だ
」
と
守
っ
て
い
て
も
、
い
い
こ

と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
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＊
32Ｃ.

Ａ.

Ｐ.

（
キ
ャッ
プ
）

別
名
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

芸
術
と
計
画
会
議
。

Ｃ.

Ａ.

Ｐ.

と
はThe C

onference on Art and 
art Projects

の
略
で
あ
り
、「
芸
術
と
計
画
会
議
」

と
い
う
意
味
を
も
つ
。
旧
神
戸
移
住
セ
ン
タ
ー
を
使

っ
て
企
画
・
運
営
し
て
い
る
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

１
９
９
４
年
に
設
立
。
２
０
０
２
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

格
を
取
得
。

ス
が
重
要
な
こ
と
が
多
い
の
で
、
長
期
間
見
て
い
な
い
と
全
体
を
批

評
で
き
な
い
と
い
う
問
題
も
あ
る
の
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

こ
と
か
ら
批
評
が
成
立
し
な
い
状
況
を
な
か
な
か
乗
り
越
え
ら
れ
な

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
一
方
で
地
元
の
人
た
ち
は
ず
っ
と

見
て
い
ま
す
。「
あ
れ
は
よ
か
っ
た
」
と
か
「
こ
れ
は
わ
か
ら
ん
」
と

か
、「
あ
れ
は
あ
ん
ま
り
い
ま
い
ち
」
と
言
っ
て
く
れ
た
り
し
て
。
こ

の
ま
ま
い
く
と
彼
ら
の
中
に
ど
ん
ど
ん
批
評
眼
が
育
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
な
。

橋
本

―
寿
町
の
住
人
に
も
批
評
家
ぶ
る
人
は
い
ま
す
（
笑
）。

熊
倉

―
わ
か
り
や
す
い
社
会
ネ
タ
だ
け
を
書
く
新
聞
記
者
に
せ
よ
、

こ
れ
が
作
品
な
の
か
ど
う
か
責
任
を
投
げ
だ
す
美
術
批
評
家
に
せ
よ
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て
い
る
と
批
評
に
は
落
胆
し
ま
す
よ
ね
。
プ

ロ
セ
ス
を
少
な
く
と
も
何
回
か
見
て
く
れ
て
、
プ
ロ
セ
ス
に
関
わ
っ

た
人
間
を
取
材
せ
ず
、
結
果
だ
け
見
て
何
が
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
と

思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
そ
う
い
う
批
評
だ
け
し
か
見
て
い

な
い
美
術
史
家
と
い
う
の
も
ど
う
な
の
か
な
と
。

　
そ
の
意
味
で
は
、
今
の
雨
森
さ
ん
の
お
話
だ
と
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
も
う
一
度
批
評
と
い
う
行
為
を
市
民
の
手
に
取
り
戻
す
試

み
で
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
う
一
度
、
と
い
う
の
は
ル
ネ
サ

ン
ス
期
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
は
、
み
ん
な
娯
楽
が
わ
り
に
、
ま
ち
の
人

た
ち
が
仕
事
が
終
わ
る
と
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
工
房
と
か
を
の
ぞ

き
に
行
っ
て
、
み
ん
な
で
喧
々
囂
々
や
っ
て
い
た
時
代
の
よ
う
に
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
神
戸
の

Ｃ.

Ａ.

Ｐ.

（
＊
32
）
が
活
動
を
始
め
た
と
き
に
、
代
表
の
杉
山
さ
ん
が

「
い
つ
ま
で
も
来
て
く
れ
な
い
美
術
館
と
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
待
つ
ん
じ

ゃ
な
く
て
、
近
所
の
お
店
の
お
ば
ち
ゃ
ん
に
直
接
見
せ
る
こ
と
の
何

こ
と
は
も
う
少
し
言
語
化
し
て
い
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
よ
ね
。

森

―
さ
っ
き
藤
浩
志
の
「
か
え
っ
こ
」
が
迎
合
的
か
ど
う
か
と
い

う
話
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
あ
の
活
動
も
基
本
的
に
は
社
会
へ
の
批
評

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
寿
町
の
中
で
寿
町
の
あ
り
よ

う
を
批
判
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
振
る
舞
い
は
、
許
容
さ
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

河
本

―
い
ろ
ん
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
っ
て
い
い
の
で
、
あ
る
意
味

で
は
ウ
ェ
ル
カ
ム
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
批
判
す
る
の
は

難
し
い
と
思
い
ま
す
が
。
純
粋
に
作
品
か
表
現
か
と
い
う
批
評
性
だ

と
ア
プ
ロ
ー
チ
し
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
地
域
で
ア
ー
ト
を

展
開
す
る
と
き
に
、
主
催
者
や
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
側
は
芸
術
を
一

つ
の
手
段
と
し
て
使
っ
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
主
催
者
側
の
ミ

ッ
シ
ョ
ン
は
、
地
域
の
活
性
化
と
は
経
済
的
利
益
は
あ
る
の
か
、
ま

ち
に
暮
ら
す
人
に
と
っ
て
ど
ん
な
影
響
が
あ
る
の
か
、
と
い
っ
た
こ

と
で
す
。
そ
う
い
う
視
点
の
評
価
は
さ
れ
ま
す
。
た
だ
ホ
ワ
イ
ト
キ

ュ
ー
ブ
を
抜
け
出
し
た
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
し
か
成
り
立
た

な
い
ア
ー
ト
作
品
や
表
現
と
し
て
、
寿
町
の
中
で
こ
の
作
品
は
ど
う

な
の
か
、
と
批
評
で
き
る
人
が
い
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
評
価
は
受
け
入
れ
や
す
い
感
じ
が
あ
り
ま
す
が
、

ア
ー
ト
作
品
と
し
て
の
批
評
は
な
か
な
か
難
し
い
気
は
し
ま
す
が
、

ラ
ン
ド
ア
ー
ト
に
し
て
も
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
で
の
み
作
品
が
成
立

す
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
よ
ね
。

■
批
評
に
不
可
欠
な
の
は
プ
ロ
セ
ス
を
追
う
こ
と

雨
森

―
批
評
で
言
う
と
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
場
合
プ
ロ
セ
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＊
33黄

金
町
バ
ザ
ー
ル

神
奈
川
県
横
浜
市
南
区
の
京
急
線
日
ノ
出
町
駅
か

ら
黄
金
町
駅
の
間
の
高
架
下
を
中
心
に
「
ア
ー
ト
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
２
０
０
８

年
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
る
ア
ー
ト
イ
ベン
ト
。
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
は
山
野
真
悟
。「
黄
金
町
」
と
は
、
横
浜

市
南
区
か
ら
日
ノ
出
町
駅
方
面
に
向
か
っ
て
黄
金
橋

ま
で
の
中
区
を
含
む
、
大
岡
川
沿
い
一
体
の
通
称
の

こ
と
。
黄
金
町
の
特
殊
飲
食
店
街
は
１
９
５
８
年
の

売
春
防
止
法
施
行
後
も
存
在
し
続
け
た
が
、
２
０
０

３
年
に
は
「
初
黄
・
日
ノ
出
町
環
境
浄
化
推
進
協
議

会
」
な
ど
が
発
足
し
、
２
０
０
９
年
の
「
横
浜
開
港

１
５
０
周
年
」
に
向
け
て
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る

試
み
が
行
わ
れ
る
な
ど
の
経
緯
が
あ
る
。

ク
ル
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
よ
ね
。
批
評
と
感
じ
て
い
な
く
て
も
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
に
対
し
て
作
品
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
。
こ
の
関
係
性

っ
て
面
白
い
な
と
思
い
ま
す
。

熊
倉

―
現
在
は
、
表
現
は
作
品
と
し
て
主
体
的
に
存
在
し
て
観
客

が
そ
れ
を
客
体
と
し
て
受
け
取
る
、
と
い
う
関
係
は
と
っ
く
に
崩
れ

て
い
る
の
で
、
間
主
観
的
、
間
主
体
的
な
仕
掛
け
を
上
手
に
で
き
る

か
ど
う
か
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
力
量
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
に
い
る
、

そ
の
日
初
め
て
地
域
の
外
か
ら
来
た
人
や
、
プ
ロ
セ
ス
を
少
し
知
っ

て
い
る
地
元
の
人
も
含
め
て
作
品
な
の
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち

は
モ
ノ
ば
っ
か
り
写
真
を
撮
っ
て
帰
る
の
で
す
よ
ね
。

橋
本

―
寿
町
で
ツ
ア
ー
形
式
で
見
せ
て
い
る
の
は
、
ト
ラ
ブ
ル
を

避
け
る
た
め
だ
と
い
う
よ
う
な
言
い
方
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
一

方
で
、
ま
ち
の
背
景
を
何
か
し
ら
共
有
し
た
前
提
で
、
い
つ
ど
う
い

う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
何
を
思
っ
て
こ
こ
で
こ
う
い
う
こ
と
を
し
て
い

る
の
か
、
そ
の
結
果
な
の
か
途
中
な
の
か
今
か
ら
な
の
か
と
い
う
こ

と
を
、
何
か
し
ら
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
伝
え
た
上
で
見
て
も
ら
わ

な
い
と
、
表
現
と
し
て
わ
か
ら
な
い
と
思
う
か
ら
な
の
で
す
。
実
際

に
初
年
度
の
ツ
ア
ー
を
や
っ
て
そ
れ
を
体
感
し
ま
し
た
。
作
品
を
見

せ
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
動
き

を
見
て
も
ら
っ
て
い
る
ん
だ
と
。
ま
さ
に
そ
こ
ま
で
伝
わ
っ
て
、
面

白
い
ね
っ
て
言
っ
て
も
ら
え
て
い
る
と
い
う
の
は
感
じ
ま
す
ね
。

熊
倉

―
横
浜
市
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
政
策
に
関
わ
っ
た
身

と
し
て
、
先
ほ
ど
河
本
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
行
政
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ヴ
型
に
対
す
る
反
省
は
多
分
に
あ
っ
て
、
寿
町
の
試
み
は
市
の

大
々
的
な
文
化
政
策
で
あ
る
「
黄こ

金が
ね

町ち
ょ
うバ
ザ
ー
ル
」（
＊
33
）
と
比
較
し

が
あ
か
ん
の
か
と
思
っ
た
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
プ
ロ
セ
ス

を
知
ら
な
い
人
に
も
な
ん
ら
か
の
訴
求
力
が
な
い
と
、
芸
術
で
は
な

い
と
言
う
気
も
し
ま
す
。
悩
み
ど
こ
ろ
で
す
ね
。

森

―
批
評
を
普
通
の
人
の
手
に
戻
す
と
い
う
よ
り
も
、
サ
ロ
ン
的

に
お
っ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
わ
い
わ
い
言
う
っ
て
い
う
の
は
、
も
う
少
し

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
使
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
も
う
少
し
活
字
化
し
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
お
っ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
「
ホ
ー
プ
レ
ス
」
の
カ
ギ

は
、
お
っ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
語
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
で
す
か
。
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
が
そ
の
場
所
で
い
じ
っ
て
い
る
も
の
の
変
化
を
見
て
い

な
い
と
、
何
を
い
じ
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
で
は
な
い
で
す
か
。

熊
倉

―
確
か
に
、
作
品
が
つ
く
ら
れ
る
プ
ロ
セ
ス
に
ず
っ
と
寄
り

添
っ
て
き
て
、
作
品
に
愛
の
あ
る
市
民
た
ち
が
、
作
品
だ
け
を
見
に

来
た
人
た
ち
に
プ
ロ
セ
ス
を
語
る
の
は
面
白
い
現
象
で
す
よ
ね
。
２

０
０
９
年
の
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
も
、
私
は
そ
れ

が
一
番
面
白
か
っ
た
で
す
。
で
も
地
域
の
人
た
ち
も
、
外
か
ら
見
に

来
る
人
た
ち
の
反
応
を
通
じ
て
作
品
の
力
を
知
る
こ
と
も
あ
る
と
思

う
。
彼
ら
が
外
部
に
語
る
と
い
う
こ
と
で
、
相
互
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
中
に
初
め
て
作
品
が
存
在
す
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

河
本

―
う
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
プ
ロ
セ
ス
に
直
接
関
わ
っ
て

い
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
彼
ら
は
ア
ー
ト
と
思
っ
て
関
わ
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
逆
に
作
品
に
対
し
て
反
応
が
素
直
で

す
よ
ね
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か
ら
見
る
と
一
つ
の
表
現
の
プ
ロ
セ
ス
か

も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
お
っ
ち
ゃ
ん
た
ち
は
そ
の
場
に
い
て
参
加
し

て
い
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
で
す
が
結
果
と
し
て
は
一
つ
の
サ
ー
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「社会×アートプロジェクト」●Discussion　まちの課題とアートの幸せな関係

※
本
座
談
会
へ
の
参
加
者
に
つ
い
て

冠
那
菜
奈
（
か
ん
む
り
・
な
な
な
／
イ
ン
タ
ー
ン
、

「
学
生
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
な
な
い
ろ
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

代
表
）

菊
地
拓
児
（
き
く
ち
・
た
く
じ
／
リ
サ
ー
チ
ア
シ

ス
タ
ン
ト
、「
コ
ー
ル
マ
イ
ン
研
究
室
」
主
宰
）

永
尾
真
由
（
な
が
お
・
ま
ゆ
／
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス

タ
ン
ト
、
一
橋
大
学
大
学
院
言
語
社
会
研
究
科
芸

術
系
修
士
課
程
在
籍
）

長
津
結
一
郎
（
な
が
つ
・
ゆ
う
い
ち
ろ
う
／
リ
サ

ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
音

楽
研
究
科
博
士
後
期
課
程
在
籍
）

伯
耆
田
卓
助
（
ほ
う
き
だ
・
た
く
す
け
／
リ
サ
ー

チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、
東
京
藝
術
大
学
先
端
芸
術
表

現
科
卒
）

渡
辺
文
菜
（
わ
た
な
べ
・
あ
や
な
／
リ
サ
ー
チ
ア

シ
ス
タ
ン
ト
、
東
京
大
学
大
学
院
学
際
情
報
学
府

修
士
課
程
在
籍
）

て
考
え
る
と
非
常
に
興
味
深
い
と
思
い
ま
す
。「
サ
イ
ト
ス
ペ
シ
フ
ィ

ッ
ク
」
と
い
う
言
葉
は
、
単
に
空
間
と
い
う
意
味
だ
け
で
は
な
く
、

社
会
環
境
や
住
人
、
歴
史
的
文
脈
と
い
う
こ
と
も
み
ん
な
含
め
て
な

の
で
す
よ
ね
。
も
と
も
と
美
術
作
品
の
中
に
は
、
絵
画
に
も
彫
刻
に

も
そ
う
い
う
部
分
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
現
代
は
完
成
物
と
し
て

の
造
形
の
中
に
そ
う
し
た
文
脈
を
読
み
取
る
リ
テ
ラ
シ
ー
が
見
る
側

に
な
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
今
日
の
表
現
者
た
ち
は
、
プ

ロ
セ
ス
型
の
表
現
や
社
会
環
境
と
の
関
わ
り
に
向
か
う
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
い
ろ
ん
な
意
味
で
、
生
半
可
な

気
持
ち
も
、
極
端
に
独
善
的
な
想
い
も
、
ど
ち
ら
も
受
け
止
め
て
く

れ
る
特
性
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
今
回
の
二
つ
の
事
例
で
は
、
社

会
的
排
除
の
問
題
が
顕
在
化
し
た
地
域
で
暮
ら
す
方
た
ち
が
、
案
外

ア
ー
ト
に
対
す
る
許
容
度
が
あ
る
の
だ
な
と
、
表
現
と
し
て
存
在
し

て
い
て
よ
か
っ
た
の
だ
と
改
め
て
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
も
し
か
し

た
ら
こ
う
し
た
活
動
で
救
わ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
び

と
で
は
な
く
ア
ー
ト
の
方
な
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
今
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



企
業

　
　
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

日
本
型
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
歴
史
と
現
在

1
9
9
0
年 

→ 

2
0
1
2
年

7
c h a p t e r  東京アートポイント計画 Tokyo Art Research Lab



企業がアートプロジェクトを
支援する理由

近年、地域で展開するアートプロジェク
トを支援する企業が出てきています。な
ぜ企業がアートプロジェクトを支援する
のでしょうか。全国のアートＮＰＯや市
民グループのネットワーク化に取り組む
アサヒビール株式会社、大阪で地域に密
着したさまざまなアートプロジェクトを
展開する千島土地株式会社から、それぞ
れメセナ事業の旗手をお招きし、企業の
文化活動の役割について掘り下げます。

加
藤 

種
男
（
か
と
う
・
た
ね
お
）

１
９
４
８
年
、
兵
庫
県
生
ま
れ
。
１
９
９
０
年
に
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社

の
企
業
文
化
部
創
設
に
際
し
入
社
、
以
後
同
社
の
社
会
貢
献
部
門
の
推
進

役
と
な
る
。
２
０
０
２
年
よ
り
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
芸
術
文
化
財
団
事
務
局
長
。

社
団
法
人
企
業
メ
セ
ナ
協
議
会
理
事
研
究
部
会
長
と
し
て
「
ニ
ュ
ー
・コ
ン
パ

ク
ト
」
を
取
り
ま
と
め
て
政
策
提
言
を
進
め
る
。
現
在
、
ア
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ
リ

ン
ク
理
事
の
ほ
か
、
横
浜
市
創
造
都
市
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
東
京
都
歴
史
文
化

財
団
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ･

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
を
務
め
る
。
２
０
０
８
年
度
芸

術
選
奨
（
芸
術
振
興
部
門
）
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
。

北
村 

智
子
（
き
た
む
ら
・
と
も
こ
）

１
９
７
５
年
、
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
２
０
０
２
年
東
京
藝
術
大
学
大
学
院

音
楽
研
究
科
応
用
音
楽
学
専
攻
修
了
。
２
０
０
２
年
～
２
０
０
８
年
社
団

法
人
企
業
メ
セ
ナ
協
議
会
に
勤
務
、
芸
術
活
動
への
寄
付
を
促
進
す
る
「
助

成
認
定
制
度
」、
企
業
の
メ
セ
ナ
活
動
調
査
、セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
担
当
。
２
０

０
９
年
よ
り
、
大
阪
の
千
島
土
地
株
式
会
社
、
地
域
創
生
・
社
会
貢
献
事

業
部
に
て
「
北
加
賀
屋
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
」「
ア
ヒ
ル
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
な
ど
、
ア
ー
ト
関
係
の
事
業
を
担
当
。

Case I  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2

アサヒビール株式会社
加藤 種男

Case II  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 6

千島土地株式会社
 北村 智子

Discussion  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11

なぜアートプロジェクトに支援するのか
加藤種男 × 北村智子 × 熊倉純子（東京藝術

大学教授） ×  
森司（東京アートポイント

計画 ディレクター ） × リサーチアシスタント

講座・研究会開催日：2011年1月7日
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＊
1ア

サ
ヒ
・
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バル

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
と
全
国
の
ア
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
グ

ル
ー
プ
と
が
協
働
し
て
、
２
０
０
２
年
に
ス
タ
ー
ト

し
た
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。「
市
民

の
主
体
的
な
参
加
に
よ
る
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

の
趣
旨
の
も
と
、
毎
年
６
月
か
ら
９
月
ま
で
の
約
３

カ
月
に
わ
た
り
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
で
30

を
超
え
る
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
毎
年
展
開
し
て

お
り
、
地
域
再
生
を
め
ざ
す
全
国
規
模
の
恒
常
的

な
活
動
の
連
携
と
な
っ
て
い
る
。

＊
2ア

ー
ト
で
た
ど
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン“
生
き
る
”博
覧
会

２
０
１
０
年
に
宮
城
県
南
三
陸
町
で
開
催
さ
れ
た
ア

ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
の
人
間

の
営
み
を
ア
ー
ト
を
通
し
て
見
つ
め
な
お
す
と
い
う

主
旨
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
ま
ち
の
女
性
た
ち
が
協
働

し
て
、
ま
ち
に
連
な
る
一
軒
一
軒
の
家
々
に
生
き
る

人
び
と
の
思
い
を
切
り
紙
に
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア

ー
ト
が
、
Ｊ
Ｒ
志
津
川
駅
前
か
ら
商
店
街
お
さ
か
な

通
り
（
通
称
）
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
た
。
会
期
＝

２
０
１
０
年
８
月
28
日 

～
９
月
４
日
。

な
お
、
本
講
座
開
催
後
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
（
２
０
１
１
年
３
月
11
日
）
に
よ
り
南
三
陸
町

は
激
甚
な
被
害
を
受
け
た
。
ア
サ
ヒ
・
ア
ー
ト
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
で
は
２
０
１
１
年

３
月
18
日
に
「
Ａ
Ａ
Ｆ
支
援
宣
言
『
ア
ー
ト
に

よ
っ
て
結
ば
れ
た
仲
間
た
ち
を
応
援
す
る
た
め

に
』」
を
発
表
し
、
活
動
支
援
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。

第
7
章
●「
企
業
×
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

Case I 

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社

加
藤 

種
男

C
ontents

■
ア
サ
ヒ
・
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
概
要 

―
全
国
各
地
の
活
動
を
つ
な
げ
る
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
‥‥
‥
‥
‥
2

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
評
価
制
度
と
課
題 

―
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
測
る
手
法
と
は
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
4

■
社
内
に
お
け
る
企
業
メ
セ
ナ
活
動
の
評
価 

―
企
業
内
部
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
4

■
ア
サ
ヒ
・
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バル
の
概
要 

―
全
国
各
地
の
活
動
を
つ
な
げ
る
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想

　
私
は
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
が
設
立
し
た
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
芸
術

文
化
財
団
事
務
局
長
を
し
て
い
ま
し
て
、
全
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
企
業
と
し
て
の
支
援
活
動
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
な
ぜ
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
支
援
を

し
て
い
る
か
を
、
我
々
の
主
な
活
動
で
あ
る
ア
サ
ヒ
・
ア
ー
ト
・
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
＊
1
）（
以
下
、
Ａ
Ａ
Ｆ
）
の
活
動
紹
介
を
通
し
て
お

伝
え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
我
々
は
企
業
と
し
て
各
地
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
応
援
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
「
市
民
の
主
体
的
な
参
加
に
よ
る
ア
ー
ト
・
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
い
う
趣
旨
の
も
と
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
と
全
国
の

ア
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
グ
ル
ー
プ
と
が
協
働
し
て
２
０
０
２
年
よ
り

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
２
０
１
０
年
で
9
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
発
表
す
る
ア
ー
ト
の
祭
典
で
、
市
民
主
体
で

企
画
、
運
営
し
、
ア
ー
ト
や
表
現
活
動
の
力
で
地
域
の
魅
力
を
引
き

出
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
毎
年
公
募
で
選
出
さ
れ
た
全
国
約
20
〜
30
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
活
動
す
る
人
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
行
わ
れ
、
企
業
と
し
て

我
々
は
そ
れ
ら
に
協
賛
を
し
て
い
ま
す
。

　
一
つ
の
例
と
し
て
、
２
０
１
０
年
に
宮
城
県
で
行
わ
れ
た
「
ア
ー

ト
で
た
ど
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
“
生
き
る
”
博
覧
会
」（
＊
2
）
と
い
う
ア

ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
挙
げ
ま
す
。
こ
の
地
域
は
１
９
６
０
年
の
チ

リ
沖
地
震
で
大
き
な
津
波
被
害
を
受
け
た
地
域
で
す
が
、
自
然
も
文

化
も
残
る
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
所
で
す
。
こ
こ
で
は
、
い
ろ
い
ろ

な
お
店
や
家
の
前
に
そ
の
お
店
や
家
の
特
色
を
表
す
切
り
紙
を
飾
り

ま
し
た
。
こ
の
切
り
紙
は
「
き
り
こ
」
と
い
う
も
の
で
、
も
と
も
と

は
神
社
に
御
幣
と
し
て
供
え
る
紙
で
、
特
に
南
三
陸
町
で
は
き
り
こ

に
よ
る
正
月
の
飾
り
つ
け
が
盛
ん
で
す
。
各
家
の
方
か
ら
聞
い
た
、

そ
の
家
の
物
語
を
少
し
ず
つ
紡
ぎ
だ
し
て
き
り
こ
の
形
に
し
、
展
示

し
ま
し
た
。
Ａ
Ａ
Ｆ
の
趣
旨
は
、「
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
の
人
間
の
営

み
を
ア
ー
ト
を
通
し
て
見
つ
め
直
す
」
と
い
う
も
の
な
の
で
、
こ
の

土
地
の
人
び
と
や
文
化
、
ま
ち
並
み
を
、
宮
城
県
の
伝
統
文
化
で
あ

る
き
り
こ
で
表
現
し
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
行
わ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
し
た
。

　
こ
こ
に
実
際
に
行
き
、
き
り
こ
を
見
せ
て
い
た
だ
い
て
感
じ
た
こ

と
は
、
隣
人
が
ど
う
い
っ
た
人
な
の
か
を
住
人
同
士
が
聞
き
出
し
合

う
プ
ロ
セ
ス
の
重
要
さ
で
す
。
過
疎
地
で
す
が
、
ご
近
所
の
交
流
が

意
外
と
少
な
い
ん
で
す
ね
。
地
域
の
中
に
、
中
国
か
ら
嫁
い
で
来
ら
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っ
か
け
に
な
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
Ａ
Ａ
Ｆ
は
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
い
ま
せ
ん
し
、
私
も
一
メ
ン
バ

ー
に
過
ぎ
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
は
個
人
的
な
思
い
で
す
が
、
若
い
人

た
ち
に
こ
う
し
た
地
域
に
も
う
一
度
関
心
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
強
い
で
す
。
田
舎
は
人
が
い
な
い
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
チ
ャ
ン
ス
が
な
い
と
言
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
都
会
だ
っ

て
人
口
は
多
い
の
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
希
薄
に
な
り
が
ち
で

す
。
過
疎
化
の
進
む
地
域
も
隣
人
同
士
が
あ
ま
り
関
わ
り
を
持
た
な

い
し
、
人
口
過
密
地
帯
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
い
状
態

に
な
っ
て
い
る
。
過
疎
地
に
限
ら
ず
、
都
市
部
に
お
け
る
そ
う
い
っ

た
状
態
も
同
時
に
解
決
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
い

う
の
が
、
こ
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
も
の
に
企
業
と
し
て

期
待
す
る
大
き
な
部
分
で
す
。

　
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
小
さ
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て

い
て
も
あ
ま
り
イ
ン
パ
ク
ト
も
な
い
。
も
っ
と
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
た

せ
た
ア
ー
ト
活
動
を
丁
寧
に
続
け
て
い
る
と
、
も
う
少
し
問
題
解
決

の
た
め
に
事
柄
が
前
に
進
む
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う

い
う
こ
と
を
考
え
た
と
き
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
が
孤
立
し
て
い
る

の
で
は
な
く
て
、
全
体
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
、
今
進
め
て
い
る
Ａ
Ａ
Ｆ
で
最
も
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
現
在
の
形
が
必
ず
し
も
ベ
ス
ト
と
思
っ
て
い
る
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
し
、
今
後
何
ら
か
の
形
に
変
化
し
て
い
く
こ
と
は
あ
り

得
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
し
て
、
お
互
い
ど
う
し
た
ら
世
の
中
が
よ
く
な
る
か
と
い
う

こ
と
を
考
え
て
い
く
。
表
現
者
で
は
な
い
地
域
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、

何
ら
か
の
表
現
方
法
を
持
つ
人
が
入
っ
て
く
る
こ
と
が
、
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
番
重
要
で
面
白
い
点
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

れ
た
方
が
い
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
初
め
て
わ
か
っ
た
の
が
、
そ

の
方
が
自
分
の
故
郷
で
は
各
家
庭
が
「
き
り
こ
」
と
同
じ
よ
う
な
切

り
紙
細
工
を
日
常
的
に
つ
く
っ
て
い
た
と
言
う
の
で
す
。
ア
ー
ト
が

入
っ
て
来
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
、
ま
ず
一
番
身
近
な
お
隣
さ
ん
の
こ

と
を
深
く
知
り
合
う
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
そ
し
て
文
化
の
交
流
と

い
う
か
、
一
種
の
協
働
作
業
が
生
ま
れ
た
。
あ
る
種
の
創
造
的
事
柄

を
喚
起
し
た
の
で
す
。

　
か
な
り
前
か
ら
課
題
と
な
っ
て
い
る
、
過
疎
の
進
む
地
域
の
人
び

と
の
疲
弊
に
直
面
し
な
が
ら
、
そ
う
い
っ
た
地
域
で
の
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
の
支
援
を
続
け
て
い
く
う
ち
に
、
そ
れ
を
な
ん
と
か
し

な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
私
の
中
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

も
し
か
す
る
と
新
し
い
表
現
活
動
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
若

い
人
が
過
疎
地
に
目
を
向
け
て
、
そ
の
新
し
い
価
値
を
発
見
し
て
く

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が

来
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆
に
今
ま
で
地
域
に
眠
っ
て
い
た
独
自
の
風

習
や
文
化
が
、
実
は
そ
の
地
域
の
生
活
に
と
っ
て
意
味
が
あ
り
、
復

活
さ
せ
る
価
値
が
あ
る
こ
と
を
そ
こ
に
住
む
方
々
自
身
が
気
付
く
き

アサヒ・アート・フェスティバル2010参加プロ
グラム「“生きる”博覧会2010」
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我
々
が
課
題
と
思
っ
て
い
る
点
の
一
つ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
能
力
が
も
う
少
し
高
ま
る
と
い
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
場
で
動
く
人
た
ち
に
と
っ
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
方

法
が
何
な
の
か
を
一
緒
に
考
え
る
た
め
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
っ

た
の
で
、
少
な
く
と
も
年
に
3
回
は
み
ん
な
で
集
ま
る
機
会
を
つ
く

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
仕
組
み
は
つ
く
り
ま
し
た
が
、
構
造
自
体
は
ま

だ
弱
い
と
思
う
の
で
、
今
後
ど
う
し
て
い
く
の
か
は
重
要
な
問
題
で

す
。
も
う
一
つ
は
、
世
界
的
知
名
度
も
ま
だ
低
い
の
で
、
世
界
に
売

り
出
せ
る
よ
う
な
国
際
化
の
方
法
を
探
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
の
次
な
る
課
題
で
す
。

■
社
内
に
お
け
る
企
業
メ
セ
ナ
活
動
の
評
価 

―
企
業
内
部
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　
企
業
メ
セ
ナ
活
動
を
、
企
業
の
方
針
と
の
間
で
ど
の
よ
う
に
評
価

す
る
か
は
目
標
管
理
の
問
題
で
す
が
、
そ
の
中
で
我
々
が
考
え
て
い

る
の
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
新
し
い
シ
ビ
ル
ソ
サ
エ
テ
ィ
、
市

民
社
会
の
実
現
を
図
り
た
い
と
い
う
目
標
に
ど
こ
ま
で
寄
与
で
き
て

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
評
価
制
度
と
課
題 

―
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
測
る
手
法
と
は

　
Ａ
Ａ
Ｆ
の
活
動
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
部
に
評
価
チ
ー
ム
が
い
て
、

す
べ
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
誰
か
が
必
ず
見
に
行
き
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
地
を
見
に
行
く
だ
け
で
、

す
べ
て
が
わ
か
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
地
調
査
を
し
て
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ー
ト
を
埋
め
て
、
感
じ
た
点
な
ど
を
書
い
て
評
価
し

ま
す
。
そ
れ
を
ま
と
め
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
に
ど
う
い
っ
た
効

果
が
あ
っ
た
の
か
を
評
価
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
企
業
と
い
う

の
は
、
常
に
シ
ビ
ア
に
評
価
を
出
さ
せ
る
仕
組
み
を
持
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
Ａ
Ａ
Ｆ
に
つ
い
て
も
同
じ
で
す
。

　
我
々
企
業
は
必
ず
年
度
始
め
に
目
標
を
立
て
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

個
々
人
と
し
て
も
部
門
と
し
て
も
1
年
間
の
目
標
を
立
て
、
そ
の
た

め
に
何
を
す
る
か
と
い
う
重
点
項
目
を
い
く
つ
か
整
理
す
る
わ
け
で

す
。
社
長
方
針
、
役
員
方
針
、
部
門
方
針
と
い
っ
た
上
位
概
念
か
ら

引
っ
張
っ
て
く
る
形
で
整
理
さ
れ
て
お
り
、
自
ら
立
て
た
目
標
は
自

ら
達
成
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
目
標
管
理
を
し
な
が
ら
、
四

半
期
ご
と
に
自
分
の
仕
事
の
進
捗
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
評
価
す
る

わ
け
で
す
。

　
企
業
は
そ
う
い
っ
た
目
標
管
理
が
原
則
で
す
が
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ヴ
な
仕
事
は
目
標
通
り
に
進
ん
で
い
る
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
失
敗

が
あ
っ
て
思
い
が
け
な
い
出
来
事
が
起
き
る
方
が
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ヴ
ィ
テ
ィ
と
し
て
は
面
白
い
わ
け
で
す
。
想
定
も
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
起
き
て
更
に
面
白
く
な
る
。
ど
れ
だ
け
そ
う
い
っ
た
こ
と
が

発
生
し
た
か
と
い
う
の
は
興
味
深
い
点
で
す
ね
。
な
る
べ
く
丁
寧
に

事
柄
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
自
分
た
ち
は
今
何
を
ど
こ
ま
で
達
成

で
き
て
い
る
か
、
何
が
課
題
な
の
か
を
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
ま
す
。

AAFネットワーク会議（2011年3月10日〜11日）
（上）各団体のプレゼンテーションの様子
（下）グループディスカッションの様子
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＊
3シ

ー
ド
マ
ネ
ー

投
資
家
が
企
業
創
業
者
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
投

資
す
る
当
座
の
小
規
模
な
資
金
の
こ
と
。
通
常
は
金

融
口
座
開
設
の
為
の
小
額
資
金
を
指
す
。

最
初
に
ち
ょ
っ
と
し
た
支
援
を
し
た
こ
と
が
、
そ
の
後
い
ろ
い
ろ
な

と
こ
ろ
へ
発
展
し
て
い
っ
て
、
地
域
に
も
還
元
さ
れ
て
い
る
。
我
々

が
応
援
し
た
こ
と
は
、
企
業
に
と
っ
て
も
、
社
会
に
と
っ
て
も
、
ま

た
ア
ー
ト
に
と
っ
て
も
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

い
る
か
、
い
ろ
い
ろ
な
指
標
で
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
常
に
考
え

て
い
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
も
う
一
つ
は
わ
が
社
の
企
業
と
し
て
の
ブ

ラ
ン
ド
力
が
ど
こ
ま
で
上
が
り
、
メ
セ
ナ
が
一
事
業
と
し
て
何
ら
か

の
寄
与
が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
。
こ
れ
は
社
内
で
予
算
を
確
保
す

る
根
拠
で
す
。
営
業
へ
の
波
及
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
Ｐ
Ｒ
な
ど
を

す
べ
て
取
り
ま
と
め
た
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
の
企
業
ブ
ラ
ン
ド
力
を
他
社

よ
り
上
位
に
持
っ
て
い
き
た
い
と
常
に
議
論
し
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
そ
れ
が
売
り
上
げ
に
つ
な
が
れ
ば
社
員
は
喜
ぶ
で
し
ょ

う
が
、
そ
れ
だ
け
を
求
め
て
い
て
も
我
々
の
仕
事
は
で
き
ま
せ
ん
し
、

社
会
に
対
し
て
何
の
共
感
も
呼
び
ま
せ
ん
。
営
業
の
話
を
無
視
は
し

て
い
な
い
し
、
常
に
考
え
て
は
い
ま
す
が
、
必
ず
し
も
営
業
的
な
こ

と
で
活
動
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
社
内
の
営
業
サ
イ
ド

と
相
互
に
理
解
し
あ
っ
た
上
で
、
で
は
な
ぜ
ア
ー
ト
な
の
か
と
い
う

問
い
を
社
内
で
問
わ
れ
続
け
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
我
々
が
や
る
仕
事
は
シ
ー
ド
マ
ネ
ー
（
＊
3
）
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
初
に
誰
か
が
山
に
木
を
植
え
る
人
、
つ
ま
り
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
始
め
る
人
た
ち
が
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
こ
に
水
や
肥
料
を
や

る
よ
う
に
最
初
の
支
援
の
お
金
を
出
す
わ
け
で
す
。
ま
ず
初
め
に

我
々
が
応
援
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
の
が
シ
ー
ド
マ
ネ
ー
で
す
。
し
か

し
企
業
は
１
０
０
年
先
ま
で
は
必
ず
し
も
責
任
を
持
つ
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
そ
の
先
は
み
ん
な
で
支
え
る
し
か
な
い
。
そ
こ
は

市
民
セ
ク
タ
ー
と
行
政
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
最
初
は
我
々
が
支
援

す
る
の
で
、
う
ま
く
い
き
か
け
て
か
ら
で
も
い
い
の
で
、
上
手
に
市

民
セ
ク
タ
ー
と
行
政
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
る
制
度
づ
く
り
を

し
て
い
け
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
最
初
に
木
を
植
え
る
人
、
少
し

お
金
を
出
す
人
、
制
度
を
つ
く
っ
て
応
援
し
て
い
く
人
、
と
い
う
よ

う
な
形
で
う
ま
く
い
く
こ
と
が
理
想
的
で
す
。
シ
ー
ド
マ
ネ
ー
は
多

少
な
り
と
も
役
割
を
果
た
し
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
Ａ
Ａ
Ｆ
が
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＊
1千

島
土
地
株
式
会
社

大
阪
市
住
之
江
区
に
位
置
す
る
不
動
産
会
社
。
創

業
１
９
１
２
年
。
事
業
内
容
は
土
地
・
建
物
賃
貸
事

業
、
航
空
機
賃
貸
事
業
な
ど
。
主
に
大
阪
市
内
・
神

戸
市
内
・
西
宮
市
内
・
福
岡
市
内
に
約
33
万
坪
の
土

地
と
66
棟
の
建
物
、
十
数
機
の
航
空
機
を
所
有
し
て

い
る
。
ま
た
、
社
内
に
地
域
創
生
・
社
会
貢
献
事
業

部
を
設
け
、
会
社
所
有
不
動
産
の
価
値
向
上
と
社

会
と
の
共
生
を
実
現
す
る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
、
ア
ヒ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
ア
ー
ト
活
動
を

通
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

＊
2企

業
メ
セ
ナ
協
議
会

企
業
に
よ
る
メ
セ
ナ
（
芸
術
文
化
支
援
）
活
動
の
活

性
化
を
目
的
に
、
１
９
９
０
年
２
月
に
設
立
さ
れ
た

民
間
の
公
益
社
団
法
人
。
主
に
企
業
メ
セ
ナ
に
つ
い

て
の
啓
発
・
普
及
、
情
報
集
配
・
仲
介
、
調
査
・
研

究
、
顕
彰
、
国
際
交
流
、
助
成
認
定
な
ど
の
事
業
を

行
う
。

＊
3ア

ヒ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
０
０
９
年
、
千
島
土
地
株
式
会
社
の
地
域
創
生
・

社
会
貢
献
事
業
の
一
環
と
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の
若
手

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
フ
ロ
レ
ン
タ
イ
ン
・
ホ
フ
マ
ン
の
作
品

《
ラ
バ
ー
・
ダ
ッ
ク
》
を
、
大
阪
・
中
之
島
付
近
の
河

川
上
に
展
示
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
ラ
バ
ー
・
ダ
ッ
ク

と
は
高
さ
９
・
５
メ
ー
ト
ル
の
ア
ヒ
ル
の
ひ
な
の
オ
ブ

ジ
ェ
。

＊
4芝

川
能
一（
し
ば
か
わ
・
よ
し
か
ず
）

１
９
４
８
年
生
ま
れ
。
千
島
土
地
株
式
会
社
社
長
。

慶
應
義
塾
大
学
卒
業
後
、
商
社
勤
務
で
マ
ド
リ
ー
ド

駐
在
な
ど
を
経
験
し
た
後
、
32
歳
よ
り
一
族
の
経
営

す
る
千
島
土
地
に
勤
務
。

＊
5北

加
賀
屋

大
阪
市
住
之
江
区
に
位
置
す
る
大
阪
湾
に
面
し
た

地
域
。
木
津
川
沿
い
を
中
心
に
、
大
正
～
昭
和
初

期
は
造
船
や
水
運
で
栄
え
た
。
千
島
土
地
株
式
会

創
業
家
一
族
で
ほ
ぼ
全
株
式
を
保
有
し
、
経
営
し
て
い
ま
す
。
株
式

公
開
も
行
わ
ず
、
社
員
も
二
十
数
名
と
非
常
に
規
模
も
小
さ
い
で
す
。

事
業
と
し
て
は
、
ま
ず
不
動
産
会
社
と
い
う
こ
と
で
経
営
地
を
か
な

り
持
っ
て
お
り
、
そ
の
土
地
を
賃
貸
し
て
い
ま
す
。
私
が
所
属
す
る

の
は
「
地
域
創
生
・
社
会
貢
献
事
業
部
」
と
い
う
部
署
で
、
不
動
産

業
と
関
わ
り
な
が
ら
、
地
域
貢
献
や
地
域
の
活
性
化
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
、
２
０
０
８
年
に
創
設
さ
れ
た
部
署
で
す
。

他
部
署
と
の
兼
任
の
社
員
も
含
め
、
約
4
名
体
制
で
す
。

　
会
社
が
あ
る
の
は
、
北き

た

加か

賀が

屋や
（
＊
5
）
と
い
う
地
域
で
、
大
阪
市
と

堺
市
の
市
境
付
近
に
位
置
し
ま
す
。
弊
社
は
約
33
万
坪
の
土
地
を
所

有
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
北
加
賀
屋
と
い
う
地
域
に
集

中
し
て
い
ま
す
。
北
加
賀
屋
は
、
大
正
時
代
か
ら
昭
和
初
期
頃
ま
で
、

川
沿
い
に
造
船
会
社
が
林
立
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
以
外
の
部
分
は

荒
れ
地
状
態
に
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
千
島
土
地
株
式
会
社
が
明

治
時
代
か
ら
所
有
し
て
い
る
北
加
賀
屋
の
土
地
に
、
か
つ
て
株
式
会

社
名
村
造
船
所
と
い
う
会
社
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
土
地
は
、
名
村

造
船
さ
ん
の
佐
賀
へ
の
移
転
に
伴
い
、
１
９
８
８
年
に
建
物
ご
と
弊

社
に
返
還
さ
れ
た
場
所
で
、
延
べ
４
万
２
千
平
米
く
ら
い
あ
り
ま
す
。

た
だ
造
船
所
の
ド
ッ
ク
（
船
渠
）

な
ど
は
非
常
に
特
殊
な
設
備
で
、

造
船
業
以
外
に
そ
の
ま
ま
転
用
す

る
の
は
非
常
に
難
し
い
で
す
し
、

造
船
業
自
体
が
こ
の
エ
リ
ア
か
ら

撤
退
し
て
い
っ
て
い
た
の
で
、
残

さ
れ
た
施
設
や
設
備
の
活
用
が
問

題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
マ
リ
ー

ナ
に
し
た
ら
ど
う
か
と
か
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
考
え
ま
し
た
が
、

第
7
章
●「
企
業
×
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

Case II 

千
島
土
地
株
式
会
社

北
村 

智
子

C
ontents

■
文
化
事
業
の
き
っ
か
け

―
造
船
所
の
跡
地
利
用
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥ 

6

■N
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U
R
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G
 

―
広
大
な
敷
地
を
利
用
し
た
長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥ 

7

■ 

北
加
賀
屋
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ビ
レ
ッ
ジ
構
想 

―
空
き
物
件
を
ア
ー
ト
の
拠
点
に
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

8

■
ア
ヒ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

―
ウ
ェ
ブ
やTw

itter

の
大
反
響
‥‥
‥
‥ 
9

■
文
化
事
業
の
き
っ
か
け

―
造
船
所
の
跡
地
利
用

　
私
の
勤
務
先
で
あ
る
大
阪
の
千ち

島し
ま

土と

地ち

株
式
会
社
（
＊
1
）
が
行
う
ア

ー
ト
活
動
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
私
は
、
２
０
０

８
年
ま
で
企
業
メ
セ
ナ
協
議
会
（
＊
2
）
に
勤
め
て
お
り
、
そ
の
後
２
０

０
９
年
３
月
か
ら
千
島
土
地
で
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
。
造
船
所
の

跡
地
を
ア
ー
ト
の
場
と
し
て
再
生
し
、
地
域
の
活
性
化
を
は
か
る
試

み
と
、
２
０
０
９
年
に
始
め
た
「
ア
ヒ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
＊
3
）
の

二
つ
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
千
島
土
地
は
２
０
１
２
年
で
株
式
会
社
と
し
て
創
立
１
０
０
周
年

の
歴
史
あ
る
会
社
で
す
。
所
在
地
は
大
阪
市
住
之
江
区
、
も
と
も
と

は
工
業
地
帯
だ
っ
た
地
域
で
す
。
代
表
者
は
芝
川
能
一（
＊
4
）
社
長
で
、

返還後の名村造船所跡地（1991年）
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社
本
社
事
務
所
の
あ
る
地
域
で
、N

AM
U

RA ART 
M

EETIN
G

の
会
場
で
あ
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ

ー
大
阪
（
名
村
造
船
所
跡
地
）
な
ど
の
所
在
地
。

＊
6ア

ー
ト
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
１
９
２
８

１
９
２
８
年
に
建
て
ら
れ
た
旧
大
阪
毎
日
新
聞
社
京

都
支
局
ビ
ル
を
改
装
し
た
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
劇
場
ス

ペ
ー
ス
。
小
原
啓
渡
ら
に
よ
っ
て
、
１
９
９
９
年
よ
り

複
合
的
に
ア
ー
ト
を
体
験
で
き
る
「
開
か
れ
た
場
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
意
欲
的
に
活
動
を
続
け
て
い
る
。

＊
7小

原
啓
渡
（
こ
は
ら
・
け
い
と
）

１
９
６
０
年
、
兵
庫
県
生
ま
れ
。
１
９
９
９
年
、「
ア

ー
ト
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
１
９
２
８
」
を
立
ち
上
げ
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
に
就
任
。
劇
場
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
ほ
か
、

投
資
家
か
ら
出
資
金
を
集
め
て
公
演
を
行
う
「
文

化
支
援
フ
ァ
ン
ド
」
の
設
立
や
大
阪
の
造
船
所
跡
地

を
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
大

阪
」
に
再
生
す
る
な
ど
、
芸
術
環
境
の
整
備
に
関
わ

る
活
動
を
続
け
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
文
化
芸
術
を

都
市
の
集
客
や
活
性
化
に
つ
な
げ
る
数
々
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
２
０
０
６
年
、
指
定

管
理
者
と
し
て
大
阪
市
立
芸
術
創
造
館
の
館
長
に

就
任
。

＊
8

N
AM

U
RA ART M

EETIN
G

 ʼ04–ʼ34

（
な
む
ら

あ
ー
と
み
ー
て
ぃ
ん
ぐ 

ぜ
ろ
よ
ん 

さ
ん
よ
ん
）

２
０
０
４
年
か
ら
２
０
３
４
年
ま
で
の
30
年
間
を
芸

術
の
ひ
と
連
な
り
の
現
場
と
と
ら
え
、
芸
術
活
動

と
隣
り
合
う
社
会
や
個
人
が
出
来
事
を
共
有
し
つ

つ
未
来
を
創
造
す
る
と
い
う
実
験
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

Vol.00

「
臨
界
の
芸
術
論
」、vol.01

「
臨
界
か
ら
臨

海
へ
」、vol.02

「
起
程
Ⅰ
」、vol.03

「
起
程
Ⅱ 

～

海
路
へ
臨
む
祭
礼
～
」
が
開
催
さ
れ
た
。

＊
9臨

界
の
芸
術
論

N
AM

U
R
A ART M

EETIN
G

のvol.01

と
し
て
、

２
０
０
４
年
9
月
24
日
（
金
）
午
後
５
時
～ 

26
日

（
日
）
午
前
５
時
ま
で
36
時
間
連
続
で
行
わ
れ
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
イ
ベ
ン
ト
。
芸
術
文
化
や
経
済
に
つ
い

な
の
で
、
そ
れ
を
区
切
り
に
し
た
の
で
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
た
め
の
実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
ま
ず
こ
の

場
所
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
使
っ
て
い
っ
た
ら
い
い
か
を
、
３
日
間
通

し
、
36
時
間
連
続
で
話
し
合
う
「
臨
界
の
芸
術
論
」（
＊
9
）
と
い
う
企

画
を
２
０
０
４
年
に
行
い
ま
し
た
。
２
０
０
５
年
も
同
様
に
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
行
い
、
そ
の
後
は
２
年
に
１
度
開
催
し
て
い
ま
す
。
２
０

０
７
年
と
２
０
０
９
年
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
こ
の
場
所
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
生
か
す
よ
う
な
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
出
現
さ
せ
て
み

よ
う
と
、
滞
在
制
作
や
屋
外
空
間
を
使
っ
た
作
品
展
示
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
当
初
、
弊
社
の
支
援
と
し
て
は
会
場
を
無
料
で
提
供
す
る

だ
け
で
し
た
が
、
そ
の
後
い
ろ
い
ろ
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る
よ

う
に
な
る
と
、
活
動
の
た
め
の
資
金
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
資
金
を

協
賛
と
い
う
形
で
提
供
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ナ
ム
ラ
ア
ー
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
２
０
０
４
年
に
始
ま
り
ま
し
た

が
、
1
〜
2
年
に
1
回
の
イ
ベ
ン
ト
だ
と
情
報
が
継
続
的
に
波
及
し

て
い
か
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
恒
常
的
な
ア
ー

ト
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
運
営
を
始
め
ま
し
た
。
２
０
０
５
年
に
も
と

も
と
あ
っ
た
建
物
を
生
か
し
、
新
し
い
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス

「BLA
C

K
 C

H
A

M
BER

（
ブ
ラ

ッ
ク
チ
ェ
ン
バ
ー
）」（
＊
10
）
を
つ
く

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
元
造
船
所

の
事
務
所
の
ビ
ル
の
一
部
を
、
演

劇
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
に
改
装
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
を
機
に
、
造
船
所
跡
地
全
体

の
名
前
を
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ

ン
タ
ー
大
阪
」（
＊
11
）
と
し
、
敷
地

内
に
現
存
す
る
元
倉
庫
や
屋
外
の

ど
れ
も
し
っ
く
り
来
ず
、
ど
う
し
よ
う
か
と
持
て
余
し
て
い
た
状
況

で
し
た
。
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―
広
大
な
敷
地
を
利
用
し
た
長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
そ
う
し
た
中
、
２
０
０
４
年
に
、
京
都
で
「
ア
ー
ト
コ
ン
プ
レ
ッ

ク
ス
１
９
２
８
」（
＊
6
）
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
さ
れ
て
い
る
小
原
啓

渡
（
＊
7
）
さ
ん
に
現
在
の
弊
社
社
長
が
た
ま
た
ま
お
会
い
す
る
機
会
が

あ
り
、
北
加
賀
屋
の
造
船
所
跡
を
見
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、「
ア
ー
ト
の
発
信
基
地
」
に
し
て
は
ど
う
か
と
の
提
案
を
受
け

た
の
を
き
っ
か
け
に
、
名
村
造
船
所
跡
地
を
ア
ー
ト
の
拠
点
と
し
て

使
う
と
い
う
試
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
そ
の
イ
ベ
ン
ト

が
「N

A
M

U
R

A
 A

R
T

 M
EET

IN
G

 ʼ04
–ʼ34

（
＊
8
／
以
下
、
ナ
ム

ラ
ア
ー
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）」
で
す
。「
ナ
ム
ラ
」
と
い
う
の
は
「
名

村
造
船
所
跡
地
」
に
ち
な
ん
で
付
け
た
名
前
で
す
。
同
時
代
に
起
き

て
い
る
ア
ー
ト
を
巡
る
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
を
み
ん
な
で
共
有
し
つ

つ
、
新
し
い
芸
術
の
実
験
・
検

証
・
記
録
を
、
約
30
年
間
続
け

て
や
っ
て
い
こ
う
じ
ゃ
な
い
か

と
い
う
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
す
。
な
ぜ
こ
の
30
年
を
区
切

り
に
し
た
の
か
と
い
う
と
、
小

原
さ
ん
に
何
年
こ
の
土
地
を
貸

り
ら
れ
る
の
か
と
質
問
さ
れ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
通
常
の

土
地
の
賃
貸
契
約
期
間
が
30
年

BLACK CHAMBER

NAMURA  ART MEETING ’04-’34 vol.00
©八久保敬弘
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て
各
方
面
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ネ
リ
ス
ト
を
招
待

し
、
長
時
間
に
お
よ
ぶ
臨
海
地
域
と
ア
ー
ト
に
関
係

す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
実
施
し
た
。
会
期
中
は
ほ
か
に

も
、
中
国
東
北
部
瀋
陽
に
あ
る
工
業
地
域
「
鉄
西

区
」
を
描
い
た
9
時
間
に
お
よ
ぶ
長
編
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー『
鉄
西
区
』
の
上
映
、
Ｄ
Ｊ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
た
。

＊
10

BLACK CH
AM

BER

（
ブ
ラ
ッ
ク
チ
ェン
バ
ー
）

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
大
阪
」
内
に
位
置
す
る

施
設
で
、
各
種
イ
ベン
ト
に
対
応
可
能
な
貸
し
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
２
０
０
５
年
10
月
よ
り
稼
働
開
始
。
約
１

５
０
名
の
客
席
を
仮
設
可
能
。
独
特
な
形
状
を
活

か
し
、
舞
台
公
演
や
音
楽
ラ
イ
ヴ
、
映
画
撮
影
・
上

映
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
創
作
活
動
に
対

応
で
き
る
。

＊
11ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
大
阪

大
阪
市
住
之
江
区
の
木
津
川
河
口
に
位
置
す
る
名

村
造
船
所
跡
地
の
広
大
な
敷
地
を
活
用
す
る
た
め

設
立
さ
れ
た
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ヴ
な
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
施
設
。
造
船
所
跡
地
と
い
う
産
業
遺
産
に
眠

る
〈
廃
墟
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
〉
を
最
大
限
活
か
し
た
ユ

ニ
ー
ク
な
空
間
で
、さ
ま
ざ
ま
な
「
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
」

と
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
た
め
の
実
験
の
場
を

提
案
す
る
。

＊
12水

都
大
阪
２
０
０
９

古
く
か
ら
水
運
で
栄
え
た
大
阪
の
ま
ち
を
再
び
水

の
都
と
し
て
再
生
す
る
シ
ン
ボ
ル
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

２
０
０
９
年
8
月
～
10
月
に
開
催
な
ど
が
催
さ
れ
た
。

＊
13ヤ

ノ
ベ
ケ
ン
ジ

１
９
６
５
年
、
大
阪
府
出
身
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。
大

型
機
械
彫
刻
や
腹
話
術
人
形
「
な
に
わ
の
ト
ら
や

ん
」
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
し
た
作
品
な
ど
を
制
作
。

真
摯
な
テ
ー
マ
と
「
美
術
と
は
目
で
見
る
哲
学
」
と

い
う
見
解
を
卓
越
し
た
妄
想
力
と
技
術
に
よ
っ
て
表

現
し
発
表
し
て
い
る
。
京
都
造
形
芸
術
大
学
教
授
。

賀
屋
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
」（
＊
15
）
を
始
め
ま
し
た
。
こ

れ
は
２
０
０
９
年
か
ら
進
め
て
い
ま
す
。
空
き
物
件
を
ア
ー
ト
関
係

者
に
比
較
的
安
い
価
格
で
提
供
す
る
。
き
れ
い
に
改
装
し
て
貸
す
の

で
は
な
く
部
屋
の
現
状
貸
し
で
了
承
し
て
も
ら
う
代
わ
り
に
、
自
分

た
ち
で
好
き
に
改
装
し
て
も
ら
い
、
部
屋
を
出
る
と
き
に
も
原
状
回

復
な
し
で
い
い
と
い
う
条
件
で
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

　
ア
ー
ト
関
係
の
方
は
と
に
か
く
安
い
物
件
で
、
自
分
た
ち
の
好
き

な
よ
う
に
改
装
し
た
い
と
い
う
方
が
多
い
ん
で
す
よ
ね
。
普
通
の
賃

貸
物
件
だ
と
改
装
不
可
、
も
し
く
は
改
装
で
き
て
も
原
状
回
復
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
所
が
多
い
の
で
、
需
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
ア
ー
ト
関
係
の
オ
フ
ィ
ス
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
の
施
設
は
８
件
ほ

ど
、
住
居
や
ア
ト
リ
エ
と
し
て
使
わ
れ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
方
が
4

件
、
計
10
件
以
上
の
方
々
が
新
た
に
こ
の
北
加
賀
屋
の
地
域
に
転
入

し
て
来
ま
し
た
。

　
こ
の
構
想
に
先
立
っ
て
、
北
加
賀
屋
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ア
ー
ト
ス

ペ
ー
ス
は
、「A

rtist in R
esidence

（
Ａ
Ｉ
Ｒ
）
大
阪
」（
＊
16
）
で
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
旅
館
と
し
て
経
営
さ
れ
て
い
た
建
物
と
旅
館
業
の
免
許
を

引
き
継
ぎ
、
２
０
０
８
年
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
専
用
の
宿
泊
施
設
と

し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
宿
泊
料
金
は
２
〜
３
千
円
で
、
作
品
制

作
の
た
め
に
大
阪
に
長
期
滞
在
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ア
ー
ト
関
係

者
に
使
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
ほ
か
に
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
創
造
」（
＊
17
）
と
い
う
、
平
屋

の
一
軒
家
を
改
装
し
た
小
さ
な
展
示
空
間
が
あ
り
ま
す
。
若
い
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
発
表
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
は
建
築
職
人
な
の
で
、
住
居
だ
っ
た
建
物
の
中
を

自
ら
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、
全
く
違
う
空
間
に
変
え
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
こ
の
構
想
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
な

ス
ペ
ー
ス
、
い
ろ
い
ろ
な
施
設
を
生
か
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
始

め
ま
し
た
。
水
都
大
阪
２
０
０
９
（
＊
12
／
以
下
、
水
都
大
阪
）
で
展
示

さ
れ
た
ヤ
ノ
ベ
ケ
ン
ジ
（
＊
13
）
さ
ん
の
《
ラ
ッ
キ
ー
ド
ラ
ゴ
ン
》（
＊
14
）

の
制
作
場
所
と
し
て
も
使
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ラ
ッ
キ
ー
ド
ラ

ゴ
ン
は
火
を
噴
く
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る
の
で
す
が
、
こ
う
い
っ

た
も
の
は
公
共
の
場
所
で
や
ろ
う
と
し
た
と
き
、
許
可
を
得
る
の
が

難
し
い
の
で
、
そ
う
い
っ
た
実
験
を
含
め
て
、
公
共
の
場
所
や
通
常

ほ
か
で
は
規
制
が
多
く
て
で
き
な
い
よ
う
な
使
い
方
を
し
て
も
ら
お

う
と
い
う
方
針
で
す
。

　
し
か
し
、
す
べ
て
の
活
動
を
名
村
造
船
所
跡
地
だ
け
で
や
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
こ
の
場
所
を
地
域
の
人
た
ち
は
全
然
知
ら
な
い
状
況

で
し
た
。
造
船
所
跡
地
は
工
業
地
帯
に
あ
る
の
で
住
ん
で
い
る
人
も

あ
ま
り
い
ま
せ
ん
し
。
と
き
を
同
じ
く
し
て
、
我
々
の
持
っ
て
い
る

北
加
賀
屋
の
土
地
が
住
民
の
高
齢
化
に
伴
っ
て
弊
社
に
返
還
さ
れ
、

ぽ
つ
ぽ
つ
歯
が
抜
け
た
よ
う
に
、
空
き
地
や
空
き
家
が
増
え
る
と
い

う
問
題
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。

■ 

北
加
賀
屋
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ・
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
―
空
き
物
件
を

ア
ー
ト
の
拠
点
に　

　
こ
う
し
て
使
わ
れ
な
く
な
っ
て

弊
社
に
戻
っ
た
空
き
家
や
空
き
地

を
、
名
村
造
船
所
跡
地
と
同
じ
よ

う
な
手
法
で
、
ア
ー
ト
で
再
生
す

る
、
と
い
う
方
向
で
進
め
た
ら
い

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
小
原
啓

渡
さ
ん
の
提
案
に
よ
り
今
度
は
こ

の
エ
リ
ア
全
体
で
空
き
物
件
を
ア

ー
ト
の
拠
点
に
し
て
い
く
「
北
加

クリエイティブセンター大阪でのイベント
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＊
14ラ

ッ
キ
ー
ド
ラ
ゴ
ン

ヤ
ノ
ベ
ケ
ン
ジ
の
シ
リ
ー
ズ
作
「
ト
ら
や
ん
の
大
冒
険
」

の
中
核
的
存
在
の
ア
ー
ト
船
。
遊
覧
船
を
改
造
し

た
彫
刻
作
品
で
あ
る
。
水
都
大
坂
２
０
０
９
に
出
品

さ
れ
、
名
村
造
船
所
跡
地

⇔中
之
島
付
近
を
航
行
し

た
。

＊
15北

加
賀
屋
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ビ
レ
ッ
ジ
構
想

大
阪
市
住
之
江
区
の
北
加
賀
屋
エ
リ
ア
を
、
新
し
い

文
化
や
芸
術
が
集
積
す
る
創
造
拠
点
と
し
て
再
生
、

展
開
、
発
信
し
て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
エ
リ
ア
内
の

工
場
跡
や
空
き
家
を
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ク
リ
エ
イ

タ
ー
の
ア
ト
リ
エ
や
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
活
用
し
、「
芸

術
・
文
化
が
集
積
す
る
創
造
拠
点
」
と
し
て
再
生
す

る
こ
と
を
目
指
す
。

＊
16

Artist in Residence 

大
阪
（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
イ
ン

レ
ジ
デ
ン
ス
お
お
さ
か
）

運
営
＝
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
大
阪
／
住
所
＝
大

阪
市
住
之
江
区
北
加
賀
屋
２

−

９

−

19

＊
17ギ

ャ
ラ
リ
ー
創
造

２
０
１
０
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
。
オ
ー
ナ
ー
は
内
装

職
人
の
白
石
高
朗
。
住
所
＝
大
阪
市
住
之
江
区
北
加

賀
屋
１

−

６

−

23

＊
18ク

・
ビ
レ
邸

２
０
１
０
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
。
運
営
＝
鞦
韆
舘
（
し

ゅ
う
せ
ん
か
ん
）／
住
所
＝
大
阪
市
住
之
江
区
北
加

賀
屋
２

−

８

−

８ 

＊
19

フ
ロ
レ
ン
タ
イ
ン
・
ホ
フ
マ
ン
（Florentijn Hofm

an

）

オ
ラ
ン
ダ
・
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
を
拠
点
と
し
、
公
共
空
間

で
巨
大
な
作
品
を
展
示
す
る
と
い
う
活
動
を
継
続

的
に
行
っ
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。

　
な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
を
不
動
産
会
社
が
や
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、

２
０
０
６
年
に
創
造
都
市
と
し
て
非
常
に
成
功
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス

の
ナ
ン
ト
（
＊
20
）
を
、
水
都
大
阪
事
務
局
の
視
察
ツ
ア
ー
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
社
長
が
訪
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ち
ょ

う
ど
２
０
０
４
年
ぐ
ら
い
か
ら
ナ
ム
ラ
ア
ー
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
活

動
を
始
め
た
こ
と
で
、
社
長
の
方
に
ま
ち
づ
く
り
や
ア
ー
ト
関
係
の

方
々
か
ら
お
声
が
掛
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
頃
で
す
。
ナ
ン
ト
の

ロ
ワ
ー
ル
川
で
２
０
０
７
年
か
ら
始
ま
る
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

説
明
を
受
け
た
と
き
、
そ
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
、
ロ
ワ
ー
ル
川
上
で
展
示
さ
れ
る
予
定
の
《
ラ
バ
ー
・
ダ
ッ
ク
》

の
Ｃ
Ｇ
画
像
が
載
っ
て
い
る
の
を
社
長
が
見
た
と
い
う
の
が
そ
も
そ

も
の
始
ま
り
で
す
。

　
大
阪
は
も
と
も
と
、
江
戸
時
代
に
は
非
常
に
水
運
が
発
達
し
て
い

て
、
水
辺
が
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
水
都
大
阪
と
い
う
イ
ベ

ン
ト
は
そ
の
水
の
都
、
大
阪
の
魅
力
を
も
う
一
度
復
活
さ
せ
よ
う
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
ね
。
も
と
も
と
は
特
に
中
之
島
と
い
う
島
の

辺
り
で
い
ろ
い
ろ
な
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
す
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
が
、
紆
余
曲
折
を
経
て
、
水
辺
を
活
か
し
た
作
品
展
示
や
プ
ロ

っ
て
い
る
「
ク
・
ビ
レ
邸
」（
＊
18
）
は
、
北
加
賀
屋
に
引
っ
越
し
て
き

た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か
ら
、
せ
っ
か
く
こ
う
い
う
物
件
が
あ
る
の
な
ら

こ
う
い
う
ふ
う
に
使
い
た
い
と
い
う
提
案
を
受
け
、
そ
の
た
め
の
改

装
を
弊
社
の
方
で
行
い
ま
し
た
。
運
営
は
彼
ら
に
任
せ
て
い
ま
す
。

中
は
カ
フ
ェ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
地
元
の
人
た
ち

も
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
も
ら
え
る
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
に
変
わ
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

■
ア
ヒ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

―
ウ
ェ
ブ
やTw

itter

の
大
反
響

　
次
に
弊
社
が
手
掛
け
る
も
う
一
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ア
ヒ
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ
人
の
若
い
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
、
フ
ロ
レ
ン
タ
イ
ン
・
ホ
フ
マ
ン
（
＊
19
）
さ
ん
の
作
品

《
ラ
バ
ー
・
ダ
ッ
ク
》
を
、
水
都
大
阪
で
初
め
て
展
示
し
、
そ
の
後
も

リ
ク
エ
ス
ト
を
受
け
２
０
０
９
年
、
２
０
１
０
年
の
12
月
に
も
展
示

し
ま
し
た
。《
ラ
バ
ー
・
ダ
ッ
ク
》
は
ア
ヒ
ル
の
ひ
な
鳥
の
形
を
し
て

い
ま
す
が
、
幅
と
高
さ
が
約
９
・
５
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
が
約
11
メ
ー

ト
ル
も
あ
る
巨
大
な
テ
ン
ト
生
地
製
の
作
品
で
す
。

Artist in Residence大阪　外観

ギャラリー創造　展示風景

ク・ビレ邸　外観

フロレンタイン・ホフマン 《ラバー・ダック（Rubber 
Duck）》（2009年）



7-10 東京アートポイント計画　Tokyo Art Research Lab
『日本型アートプロジェクトの歴史と現在』　第7章

「企業×アートプロジェクト」● Case ⅠI　千島土地株式会社　北村 智子

＊
20ナ

ン
ト
（N

antes

）

フ
ラ
ン
ス
の
西
部
、
ロ
ワ
ー
ル
川
河
畔
に
位
置
す
る

都
市
。
フ
ラ
ン
ス
文
化
省
と
地
方
自
治
体
省
の
指
導

に
よ
り
歴
史
と
芸
術
の
ま
ち
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
国
内
で
も
、
早
く
か
ら
文
化
へ
の
投
資
に

注
力
し
、
市
の
文
化
政
策
に
お
け
る
国
際
文
化
交
流

の
優
先
的
な
位
置
付
け
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
き

た
都
市
で
あ
る
。

援
す
る
よ
う
な
財
団
づ
く
り
に
も
着
手
し
て
い
ま
す
し
、
今
後
も
更

に
こ
れ
ら
の
活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ク
ト
が
非
常
に
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
弊
社

社
長
が
２
０
０
６
年
に
ナ
ン
ト
で
見
た
《
ラ
バ
ー
・
ダ
ッ
ク
》
を
持

っ
て
来
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
企
画
し
ま
し
た
。
ア
ヒ
ル
を
中

之
島
辺
り
に
展
示
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
民
間
の
立
場
か
ら
水
都

大
阪
を
盛
り
上
げ
、
支
援
し
て
い
こ
う
と
始
め
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
河
川
の
占
有
許
可
を
取
る
の
が
難
し
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
準
備
段
階
で
は
難
航
し
ま
し
た
が
、
始
め
て
み
た
ら
結
構
人
気

が
出
て
口
コ
ミ
で
広
が
り
、
全
国
各
地
か
ら
ア
ヒ
ル
を
見
に
来
る
人

が
続
出
し
ま
し
た
。
こ
の
ア
ヒ
ル
が
だ
ん
だ
ん
と
水
都
大
阪
の
シ
ン

ボ
ル
の
よ
う
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
反
響
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
特
に
、
ア
ヒ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
外
部
か
ら
の
反
応
は
本

当
に
面
白
く
て
、
２
ち
ゃ
ん
ね
る
で
ス
レ
ッ
ド
が
10
個
以
上
立
ち
、

1
万
く
ら
い
コ
メ
ン
ト
が
つ
い
た
り
、
ブ
ロ
グ
やT

w
itter

な
ど
で

も
た
く
さ
ん
の
書
き
込
み
が
あ
っ
た
り
、
Ｃ
Ｇ
の
ア
ヒ
ル
が
本
物
の

ア
ヒ
ル
の
周
り
を
動
き
ま
わ
る
映
像
を
つ
く
っ
た
り
、
コ
マ
撮
り
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
く
る
人
な
ど
がY

ouT
ube

に
投
稿
し
た
り
と

ウ
ェ
ブ
上
で
も
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
作
品
の
レ
プ
リ
カ
の
小
さ
な

ア
ヒ
ル
を
関
連
グ
ッ
ズ
と
し
て
販
売
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
使

っ
て
創
作
活
動
を
始
め
る
人
も

出
て
来
た
り
し
ま
し
た
。
ア
ヒ

ル
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
市
民
レ
ベ
ル
の
創
造
活
動

が
続
出
す
る
と
い
う
の
は
想
定

外
で
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
波

及
の
仕
方
が
非
常
に
面
白
い
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
。

　
現
在
は
、
会
社
設
立
１
０
０

周
年
を
記
念
し
て
ア
ー
ト
を
支

YouTubeにアップされているCG映像作品
出典：YouTube
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わ
け
で
は
な
く
、
２
０
０
０
年
頃
ま
で
は
文
化
施
設
や
、
い
わ
ゆ
る

普
通
の
文
化
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
は
全

国
的
に
ど
こ
で
何
を
し
て
も
分
散
し
た
「
点
」
で
し
か
な
か
っ
た
。

支
援
し
て
い
く
中
で
、
点
だ
け
で
は
な
か
な
か
見
え
に
く
い
問
題
点

が
出
て
き
た
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
試
行
錯
誤
を
し
て
、
全
国
規
模
で

文
化
施
設
や
ア
ー
ト
活
動
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
、
つ
ま
り
点
を

「
線
」
に
す
る
方
法
が
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
存
在
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は

な
い
で
し
ょ
う
が
、
必
ず
し
も
多
く
は
な
く
、
表
立
っ
て
出
て
く
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
時
期
は
、
既
存
の
さ
ま
ざ
ま
な

ア
ー
ト
活
動
が
転
換
期
を
迎
え
て
い
た
頃
で
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
的
要
素
が
世
の
中
に
少
し
ず
つ
台
頭
し
始
め
て
き
た
時
代
で
も
あ

り
ま
し
た
。
今
か
ら
振
り
返
っ
て
「
な
ぜ
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

な
っ
た
の
か
」
と
い
う
理
由
を
考
え
て
み
る
と
、
こ
う
し
た
時
代
の

必
然
と
い
う
要
素
も
、
結
果
的
な
要
因
の
一
つ
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

熊
倉

―
な
ぜ
点
を
線
に
す
る
必
要
性
を
感
じ
ら
れ
た
の
で
す
か
。

加
藤

―
そ
も
そ
も
、
な
ぜ
日
本
で
は
ア
ー
ト
に
対
す
る
支
援
が
国

民
的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
な
い
の
か
が
、
我
々
に
と
っ
て
常
に
大

き
な
テ
ー
マ
で
す
。
も
ち
ろ
ん
個
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
も
な
る
と
、
１

０
０
人
い
れ
ば
１
０
０
論
あ
っ
て
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
見
え
に
く
く

て
当
た
り
前
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
私
は
、
少
な
く
と
も
文
化
活

動
を
誰
か
が
応
援
す
る
と
い
う
事
柄
に
つ
い
て
は
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が

あ
る
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
文
化
支
援
や
ア
ー
ト
活
動
を
支

援
す
る
こ
と
に
関
し
て
、
よ
も
や
反
対
す
る
国
民
は
誰
も
い
な
い
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
け
れ
ど
「
文
化
は
い
ら
な
い
」
と
公

第
7
章
●「
企
業
×
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

D
iscussion 

な
ぜ
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
支
援
す
る
の
か

●
ゲ
ス
ト
＝
加
藤
種
男
、
北
村
智
子

● 

発
言
者
＝
熊
倉
純
子
、
森
司
、
九
冨
美
香
、
永
尾
真
由
、
渡
辺
文

菜
ほ
か

C
ontents

■
日
本
の
文
化
政
策
の
歴
史
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
11

■
日
本
に「
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
増
え
た
理
由
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
13

■
ア
ー
ト
が
自
然
や
ま
ち
と
対
峙
す
る
と
き
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
15

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
作
品
受
け
入
れ
の
問
題
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
18

■
企
業
の
ア
ー
ト
に
よ
る
地
域
貢
献
と
は
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
19

■
事
業
と
し
て
の
ア
ー
ト
の
可
能
性
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
20

■
社
員
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
22

■
企
業
に
よ
る
文
化
支
援
の
原
点
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
24

■
日
本
の
文
化
政
策
の
歴
史

熊
倉

―
な
ぜ
芸
術
文
化
支
援
の
中
で
も
、
文
化
施
設
の
支
援
で
は

な
く
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
の
で
し
ょ
う
か
。

加
藤

―
文
化
施
設
の
支
援
を
や
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
で
す
よ
。

最
初
か
ら
戦
略
的
に
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
ろ
う
と
し
て
い
た
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＊
1ホ

ー
ム
レ
ス
オ
ペ
ラ

ス
ト
リ
ー
ト
ワ
イ
ズ
オ
ペ
ラ
（Street w

ise opera

）

の
こ
と
。
イ
ギ
リ
ス
各
地
の
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
セ
ン
タ

ー
で
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
び
と
を
対
象
に
オ
ペ
ラ
の
手

法
を
用
い
た
音
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い

る
英
国
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
。

れ
が
現
実
な
の
だ
か
ら
、
そ
の
上
で
我
々
は
新
た
な
戦
略
を
考
え
ざ

る
を
得
な
い
で
し
ょ
う
。

熊
倉

―
１
９
９
０
年
以
降
、
文
化
施
設
も
民
主
化
、
あ
る
い
は
大

衆
化
し
た
と
思
う
の
で
す
が
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
そ
う
い

う
新
た
な
民
主
化
に
有
効
な
手
段
だ
と
お
考
え
な
の
で
し
ょ
う
か
。

加
藤

―
誰
か
が
率
先
し
て
支
配
層
の
独
占
を
解
き
放
ち
、
民
に
分

け
与
え
る
と
い
う
こ
と
を
民
主
化
と
言
う
な
ら
ば
、
こ
れ
は
民
主
化

と
は
別
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
我
々
が
元
来
持

っ
て
る
も
の
を
お
互
い
が
理
解
し
合
う
、
と
い
う
状
況
を
つ
く
れ
れ

ば
そ
れ
で
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、
と
。
お
そ
ら
く
文
化
活
動
を
始
め
た

頃
は
、
今
か
ら
思
う
と
、
ま
さ
に
民
主
化
に
向
け
て
努
力
し
て
い
ま

し
た
。
こ
ん
な
面
白
い
も
の
が
世
の
中
に
あ
る
の
に
誰
か
が
独
占
し

て
い
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
人
び
と
が
も
っ
と
広
く
接
す
る
チ
ャ

ン
ス
を
つ
く
る
べ
き
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。

渡
辺

―
独
占
を
解
き
放
つ
と
か
、
民
に
分
け
与
え
る
と
か
い
う
以

前
に
、
日
本
の
支
配
者
階
級
の
人
た
ち
に
は
、
自
分
た
ち
の
国
が
文

化
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
意
識
が
な
か
っ
た
こ
と
と
つ
な
げ
て
考
え

ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

熊
倉

―
そ
れ
は
室
町
時
代
や
江
戸
時
代
の
支
配
者
階
級
に
は
、
も

ち
ろ
ん
そ
れ
な
り
に
独
占
し
て
い
た
文
化
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
い

ま
渡
辺
さ
ん
が
指
摘
し
た
こ
と
は
、
日
本
の
近
代
化
の
過
程
の
問
題

で
す
よ
ね
。
い
わ
ゆ
る
戦
後
の
高
度
成
長
の
中
で
顕
著
だ
っ
た
「
芸

術
は
女
、
子
ど
も
の
も
の
」
と
い
う
よ
う
な
意
識
。
日
本
の
経
営
者

だ
っ
た
り
役
人
だ
っ
た
り
が
、
文
化
に
対
し
て
疎
外
感
を
感
じ
て
い

言
す
る
知
事
が
現
れ
た
り
し
て
、
国
民
で
も
そ
う
思
う
人
た
ち
が
た

く
さ
ん
い
る
。
現
首
相
の
菅
直
人
氏
に
し
て
も
一
時
期
、
記
者
団
の

質
問
に
「
好
き
で
絵
を
描
い
て
い
る
よ
う
な
者
を
応
援
す
る
必
要
は

な
い
」
と
答
え
て
、
積
極
的
な
文
化
支
援
に
対
す
る
拒
否
を
示
し
た
。

と
い
う
こ
と
は
、
総
理
大
臣
も
国
民
に
も
、
必
ず
し
も
幅
広
い
コ
ン

セ
ン
サ
ス
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
な
ぜ
か

と
不
思
議
に
思
っ
た
わ
け
で
す
。

　
そ
の
明
快
な
答
え
に
は
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
お
そ

ら
く
日
本
は
あ
る
時
期
以
降
、
支
配
者
階
級
が
自
分
た
ち
の
ア
イ
デ

ン
デ
ィ
テ
ィ
を
保
つ
た
め
の
文
化
創
造
に
失
敗
し
た
国
な
の
で
は
な

い
か
、
と
私
は
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
か
つ
て
の
支
配
者
階
級

に
は
自
分
た
ち
が
持
っ
て
い
る
文
化
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ

を
庶
民
に
知
ら
せ
て
な
る
も
の
か
、
我
々
だ
け
で
充
分
そ
れ
ら
を
理

解
し
て
れ
ば
い
い
ん
だ
、
と
。
あ
る
時
代
ま
で
は
そ
う
い
っ
た
風
潮

だ
っ
た
。
し
か
し
民
主
主
義
が
こ
こ
ま
で
発
達
し
て
く
る
と
、
世
界

も
変
化
し
て
く
る
。
我
々
だ
け
で
独
占
し
て
い
て
は
駄
目
だ
、
オ
ペ

ラ
な
ぞ
も
見
た
こ
と
も
な
い
、
見
よ
う
と
も
し
な
い
輩
に
だ
っ
て
幅

広
く
見
せ
る
必
要
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
そ
う
し
て
、
例
え
ば

イ
ギ
リ
ス
で
は
ホ
ー
ム
レ
ス
オ
ペ
ラ
（
＊
1
）
み
た
い
な
も
の
を
や
っ
た

り
す
る
時
代
が
来
る
わ
け
で
す
。

　
し
か
し
日
本
が
そ
う
い
う
こ
と
に
乗
り
出
さ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

自
分
た
ち
が
独
占
し
て
い
る
文
化
を
、
そ
も
そ
も
持
ち
得
な
か
っ
た

ん
だ
ろ
う
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
掘
り
下
げ
て
言
え
ば
、
支

配
者
層
は
社
会
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
一
方
で
芸
術
や
文
化
か
ら
の
疎

外
感
を
感
じ
て
い
る
。
疎
外
さ
れ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
そ
ん
な
よ
く

わ
か
ら
な
い
も
の
を
応
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
感
じ
て
い

る
。
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
国
民
も
、
こ
う
い
っ
た
疎
外
感
は
幅
広
く
持

っ
て
い
る
。
こ
れ
が
い
い
か
悪
い
か
は
な
ん
と
も
言
え
ま
せ
ん
。
こ
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＊
2福

原
義
春
（
ふ
く
は
ら
・
よ
し
は
る
）

１
９
３
１
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
株
式
会
社
資
生
堂

名
誉
会
長
。
東
京
都
写
真
美
術
館
館
長
、
企
業
メ

セ
ナ
協
議
会
会
長
（
前
理
事
長
）
な
ど
公
職
を
多

数
勤
め
、
最
近
で
は
公
益
法
人
制
度
改
革
に
関
す
る

有
識
者
会
議
座
長
を
務
め
る
。
慶
應
義
塾
評
議
員
。

主
な
受
章
は
旭
日
重
光
章
な
ど
。

＊
3越

後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

正
式
名
称
は
「
大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻
有
ア
ー
ト

ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」。
3
年
に
1
度
、
越
後
妻
有
地

域
（
新
潟
県
十
日
町
市
・
津
南
町
）
の
里
山
で
展
開

さ
れ
る
国
際
芸
術
祭
。
２
０
０
０
年
に
第
１
回
が
開

催
さ
れ
、
以
後
２
０
０
３
年
、
２
０
０
６
年
、
２
０
０

９
年
に
開
催
。
第
5
回
は
２
０
１
２
年
に
開
催
予
定
。

総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
北
川

フ
ラ
ム
が
務
め
る
。

＊
4

パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト

美
術
館
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
以
外
の
広
場
や
道
路
や
公
園

な
ど
公
共
的
な
空
間
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
）
に
設

置
さ
れ
る
芸
術
作
品
を
指
す
。

さ
せ
た
ト
ラ
ウ
マ
か
ら
、
文
化
政
策
へ
の
国
家
不
介
入
の
流
れ
は
長

く
続
き
、
よ
う
や
く
21
世
紀
初
頭
に
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
が
制
定

さ
れ
て
国
が
文
化
を
支
援
す
る
法
的
根
拠
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
わ

け
で
す
。

　
も
っ
と
も
、
日
本
人
の
芸
術
嫌
い
の
サ
ブ
カ
ル
好
き
な
傾
向
は
、

歌
舞
伎
や
浮
世
絵
、
浄
瑠
璃
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
江
戸
庶
民
の

「
粋
」
の
精
神
に
つ
な
が
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
ね
。
と
に
か
く

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
た
ち
も
、「
芸
術
は
わ
か
ら
な
い
」
と
か
言
い
な
が
ら
、

お
気
に
入
り
の
マ
ン
ガ
は
あ
る
わ
け
だ
し
。

■
日
本
に「
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
増
え
た
理
由

加
藤

―
90
年
代
か
ら
は
ア
ー
ト
が
ま
ち
な
か
に
出
る
こ
と
が
増
え

ま
し
た
。
そ
う
な
る
と
「
ア
ー
ト
よ
り
も
ま
ち
が
す
ご
い
」
と
い
う

こ
と
が
と
て
も
よ
く
わ
か
っ
て
し
ま
う
。
例
え
ば
、
新
潟
の
越
後
妻

有
に
ア
ー
ト
を
持
っ
て
い
っ
た
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

（
＊
3
／
以
下
、「
越
後
妻
有
」）。
今
で
こ
そ
成
功
し
た
け
れ
ど
、
第
１

回
目
は
正
直
に
言
う
と
自
然
の
方
が
は
る
か
に
面
白
い
と
思
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
中
で
な
ん
と
貧
弱
な
ア
ー
ト
た
ち
だ
と
。
そ
ん
な
状
況

で
も
ア
ー
ト
が
ま
ち
に
出
た
あ
と
の
効
用
は
き
ち
ん
と
あ
っ
た
。

　
今
ま
で
た
だ
見
て
い
る
だ
け
で
は
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
ま
ち
や

自
然
に
は
、
も
の
す
ご
い
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
し

ま
っ
た
。
ま
ち
が
す
ご
い
。
自
然
が
す
ご
い
。
そ
し
て
そ
の
傍
に
置

か
れ
た
、
貧
弱
な
ア
ー
ト
。
一
体
こ
の
ア
ー
ト
は
こ
れ
か
ら
ど
う
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
。
当
然
そ
こ
ま
で
考
え
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
こ
れ
ま
で
真
っ
当
に
や
っ
て
き
た
い
わ
ゆ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー

ト
（
＊
4
）
の
よ
う
に
、
何
か
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
ど
ん
ど
ん
置
け
ば
そ
れ

で
対
抗
で
き
る
も
の
で
は
到
底
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

加
藤

―
こ
れ
は
私
の
説
で
も
あ
る
け
ど
、
そ
の
喪
失
に
つ
い
て
強

く
主
張
さ
れ
て
い
る
の
は
資
生
堂
の
福
原
義
春
（
＊
2
）
さ
ん
で
す
。
彼

か
ら
「
日
本
は
文
化
の
シ
ス
テ
ム
を
２
回
に
わ
た
っ
て
破
壊
し
た
」

と
聞
き
ま
し
た
。
１
度
目
は
明
治
維
新
の
と
き
。
あ
の
と
き
、
自
分

た
ち
の
持
っ
て
い
る
文
化
を
近
代
化
す
る
と
い
う
方
法
も
あ
っ
た
は

ず
な
の
に
、
西
洋
化
に
よ
っ
て
近
代
化
を
置
き
換
え
て
し
ま
っ
た
た

め
に
、
自
分
た
ち
が
持
っ
て
い
た
せ
っ
か
く
の
文
化
を
別
の
形
に
変

え
る
こ
と
に
失
敗
し
た
。
も
ち
ろ
ん
伝
統
的
な
文
化
は
ゼ
ロ
に
は
な

ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
大
き
く
こ
の
と
き
に
破
壊
さ
れ
た
の
も
事

実
で
す
ね
。

　
そ
し
て
２
度
目
、
も
っ
と
そ
れ
を
徹
底
的
に
否
定
し
て
し
ま
っ
た

の
が
高
度
成
長
期
で
す
。
こ
の
と
き
に
完
璧
に
喪
失
し
た
と
い
う
わ

け
で
す
。
も
う
少
し
細
か
く
見
れ
ば
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
要
素
は
あ

る
け
れ
ど
も
、
お
そ
ら
く
大
き
な
意
味
で
そ
の
二
つ
の
時
期
に
文
化

が
破
壊
さ
れ
て
、
１
回
目
の
破
壊
の
と
き
に
西
洋
文
化
第
一
主
義
の

よ
う
な
考
え
方
が
起
き
、
第
２
回
目
の
破
壊
期
に
、
そ
れ
で
も
幾
分

残
っ
て
い
た
生
活
の
中
の
文
化
が
完
全
に
破
壊
さ
れ
た
。

熊
倉

―
文
化
政
策
の
歴
史
か
ら
言
う
と
、
フ
ラ
ン
ス
が
ル
イ
14
世

か
ら
文
化
を
使
っ
た
内
政
や
外
交
政
策
を
続
け
て
い
る
の
に
対
し
、

日
本
は
そ
う
い
う
も
の
に
は
か
な
り
無
頓
着
で
し
た
。
文
化
に
よ
る

政
策
を
行
っ
た
の
は
、
室
町
幕
府
く
ら
い
で
す
よ
ね
。
江
戸
時
代
は

民
主
導
の
ほ
っ
た
ら
か
し
で
、
明
治
に
な
っ
て
一
生
懸
命
輸
入
し
た

け
れ
ど
、
ハ
リ
ボ
テ
が
で
き
た
く
ら
い
の
と
こ
ろ
で
軍
国
主
義
の
時

代
に
突
入
し
て
し
ま
っ
た
。
戦
後
１
９
６
８
年
に
な
っ
て
文
化
庁
が

で
き
ま
す
が
、
戦
時
中
に
文
化
人
を
動
員
し
て
戦
争
に
加
担
・
礼
讃
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＊
5ド

キ
ュ
メ
ン
ト
２
０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ア
ー
ト
に
潜
む
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
「
伝
え
あ
い
、

広
げ
、
残
す
」
活
動
を
通
し
て
、
ア
ー
ト
と
社
会
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
豊
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に

始
め
ら
れ
た
支
援
活
動
。
ア
ー
ト
と
社
会
の
橋
渡
し

を
目
的
と
し
て
現
代
美
術
（
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
）
の
支
援
お
よ
び
研
究
を
行
う
。
民
間
５
社
が

協
賛
し
、
１
９
９
５
年
か
ら
５
年
間
の
期
間
限
定
で

実
施
。

＊
6ア

ー
ト
ワ
ー
ク
み
の

岡
山
市
の
御
野
小
学
校
の
創
立
百
周
年
を
記
念
し

て
開
催
さ
れ
た
現
代
美
術
展
。

会
期
＝
１
９
９
５
年
８
月
20
日
～
９
月
２
日
／
参
加

作
家
＝
フ
ジ
モ
ト
・
タ
ル
ホ
・
ナ
ガ
ハ
ラ
、
柏
原
え
つ

と
む
、
ピ
ー
タ
ー
・
フ
ォ
ー
ゲ
ル
、
西
村
陽
平
、
太

田
三
郎
、
藤
浩
志
、
中
原
浩
大
、
岡
部
玄
、
濱
坂
渉
、

南
川
茂
樹
、
し
ば
た
ゆ
り
、
井
上
明
彦
、
ほ
か

＊
7

IZU
M

IW
AKU

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
い
ず
み
わ
く
ぷ
ろ

じ
ぇ
く
と
）

杉
並
区
立
和
泉
中
学
校
の
美
術
教
諭
で
あ
っ
た
村
上

タ
カ
シ
が
、
学
校
で
夏
休
み
の
間
に
開
催
し
た
現
代

美
術
展
。「
学
校
を
美
術
館
に
」
と
い
う
構
想
で
１

９
９
４
年
と
１
９
９
６
年
の
２
回
開
催
。

会
期
＝
１
９
９
４
年
8
月
20
日
～
９
月
５
日
／
会
場

＝
杉
並
区
立
和
泉
中
学
校
／
参
加
作
家
＝
イ
ー
・
サ

ン
ジ
ン
、
岩
本
英
之
助
、
大
榎
淳
、
太
田
三
郎
、
岡

本
光
平
、
岡
本
太
郎
、
小
沢
剛
、
開
発
好
明
、
キ

ム
・
ヘ
ミ
ン
、
ク
リ
ス
ト
フ
・
シ
ャ
ル
ル
、
黒
田
オ
サ
ム
、

駒
形
克
哉
、
シ
ェ
リ
ー
・
ウ
ェ
イ
ナ
ー
、
谷
充
央
、
椿

昇
、
西
嶋
暁
子
、
八
谷
和
彦
、
藤
浩
志
、
古
屋
俊
彦
、

水
嶋
一
江
、
宮
前
正
樹
、
村
上
タ
カ
シ

＊
8村

田
真
（
む
ら
た
・
ま
こ
と
）

１
９
５
４
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
美
術
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
。
ぴ
あ
編
集
部
を
経
て
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
美
術

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
。
北
海
道
新
聞
、
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ

ン
『artscape

』
な
ど
に
連
載
す
る
ほ
か
、『
美
術

手
帖
』『
読
売
年
鑑
』
な
ど
に
執
筆
。
著
書
に
『
美

い
で
始
ま
っ
た
活
動
が
た
く
さ
ん
点
在
し
て
い
て
、
し
か
も
実
は
す

ご
く
多
様
だ
と
わ
か
っ
た
わ
け
で
す
。
メ
ン
バ
ー
の
一
人
だ
っ
た
村

田
真
（
＊
8
）
さ
ん
は
、「
作
品
の
ク
オ
リ
テ
ィ
は
ど
う
す
る
の
？
」
と

い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
は
、
な
に
を
も
っ

て
作
品
の
ク
オ
リ
テ
ィ
と
す
る
の
か
は
、
棚
上
げ
に
し
て
、
と
に
か

く
ど
ん
な
社
会
的
な
実
験
が
出
て
く
る
の
か
を
見
て
み
よ
う
と
思
っ

た
わ
け
で
す
。

　
こ
の
、
た
っ
た
数
人
で
立
ち
向
か
っ
て
い
く
各
地
の
活
動
が
世
に

注
目
さ
れ
始
め
た
時
代
は
、
ち
ょ
う
ど
阪
神
淡
路
大
震
災
（
＊
9
）
の
あ

と
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
を
つ
く
る
た
め
に
日
本
社
会
が
必
死
に
も
が
い
て
い

た
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
だ
日
本
社
会
に
と
っ
て
「
市
民
」
な
ん

て
い
う
言
葉
は
、
外
国
の
も
の
、
と
い
っ
た
認
識
の
時
代
に
、
細
々

と
、
し
か
し
実
験
的
な
地
域
ア
ー
ト
活
動
を
し
て
い
る
の
を
支
援
し

て
数
々
の
点
が
集
ま
っ
て
互
い
に
勇
気
づ
け
あ
う
の
は
、
非
常
に
面

白
い
こ
と
だ
っ
た
。
当
時
そ
れ
ま
で
な
か
っ
た
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
い
う
も
の
が
、
社
会
を
変
え
る
。
加
藤
さ
ん
は
、
そ
う
い
う
可

能
性
を
今
で
も
感
じ
て
い
る
か
ら
こ
そ
「
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
！
」

と
大
々
的
に
言
わ
れ
る
の
か
な
。

加
藤

―
事
実
、
社
会
を
変
え
た
で
し
ょ
う
ね
。
例
え
ば
今
年
、
大

分
県
観
光
産
業
局
の
局
長
さ
ん
が
現
代
ア
ー
ト
を
ま
ち
お
こ
し
の
突

破
口
に
し
た
い
と
言
う
ん
で
す
。
大
分
の
国く
に

東さ
き

半
島
に
は
伝
統
文
化

が
よ
く
残
っ
て
い
て
、
六ろ
く

郷ご
う

満ま
ん

山ざ
ん

と
い
う
寺
院
群
が
あ
っ
て
、
本
当

に
素
晴
ら
し
い
寺
や
ら
神
社
や
ら
、
ま
た
三み

浦う
ら

梅ば
い

園え
ん

の
生
家
や
ら
い

ろ
い
ろ
あ
る
ん
で
す
が
、
そ
う
い
う
中
で
「
現
代
ア
ー
ト
を
突
破
口

に
し
た
い
」
と
言
わ
れ
た
。
県
の
局
長
が
現
代
ア
ー
ト
を
突
破
口
に

し
た
い
と
言
う
な
ん
て
こ
と
は
、
10
年
前
に
は
絶
対
に
あ
り
得
な
か

っ
た
。
世
の
中
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。

そ
こ
で
「
も
の
を
つ
く
る
」
の
は
当
然
だ
け
れ
ど
、
そ
こ
か
ら
「
事

柄
を
つ
く
る
」
と
い
う
方
向
に
目
覚
め
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ

れ
が
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
番
大
き
な
転
換
点
だ
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

熊
倉

―
例
え
ば
加
藤
さ
ん
も
森
さ
ん
も
私
も
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た

「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
２
０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
＊
5
）。
当
時
、
日
本
に

は
文
化
活
動
へ
の
助
成
財
団
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ど
れ
も
事
業
財
団

で
外
部
へ
の
支
援
は
し
な
い
し
、
そ
の
う
え
ま
し
て
や
芸
術
の
社
会

実
験
み
た
い
な
活
動
に
行
政
か
ら
の
支
援
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
と

い
う
状
況
で
し
た
。
つ
ま
り
そ
う
い
う
こ
と
を
支
援
で
き
そ
う
な
組

織
は
企
業
し
か
あ
り
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
も
日
本
の
中
で
５
、
６
社

ほ
ど
し
か
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
ら
の
企
業
の
担
当
者
に
５
年

間
の
ア
ー
ト
の
継
続
支
援
を
め
ざ
そ
う
と
、
覚
悟
を
決
め
て
い
た
だ

い
た
。
企
業
だ
っ
て
基
本
は
単
年
度
予
算
で
す
か
ら
担
当
者
の
み
な

さ
ん
の
心
意
気
は
す
ご
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
、
全

国
か
ら
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
み
た
い
な
企
画
が
集
ま
っ
て
き
た
ん

で
す
よ
ね
。

　
当
時
ま
だ
廃
校
が
数
少
な
か
っ
た
頃
で
す
が
、
廃
校
の
再
利
用
計

画
は
ぽ
つ
ぽ
つ
耳
に
し
ま
し
た
。
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
２
０
０
０
で
は
、

廃
校
で
は
な
く
現
役
の
学
校
内
で
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
い
く

つ
か
支
援
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
岡
山
の
「
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
み
の
」

（
＊
6
）
と
か
、
杉
並
区
の
「IZU

M
IW

A
K

U
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
＊
7
）

だ
と
か
。
毎
年
、
支
援
を
希
望
す
る
活
動
が
集
ま
っ
て
公
開
プ
レ
ゼ

ン
を
し
た
り
、
支
援
後
に
報
告
会
を
し
た
り
し
た
。
例
え
ば
学
校
内

で
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て
い
る
北
海
道
の
人
と
岡
山
の

人
が
出
会
っ
て
み
る
と
目
的
意
識
や
手
法
の
相
違
点
が
浮
か
び
上
が

っ
て
す
ご
く
面
白
い
。
結
果
的
に
み
ん
な
全
国
に
は
似
た
よ
う
な
思
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術
家
に
な
る
に
は
』、
訳
書
に
『
ビ
ジ
ュ
ア
ル
美
術
館

第
12
巻
絵
と
の
対
話
』
な
ど
が
あ
る
。
慶
應
義
塾

大
学
・
学
習
院
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
の
ほ
か
、
横

浜 BankART

ス
ク
ー
ル
校
長
を
務
め
る
。

＊
9阪

神
淡
路
大
震
災

１
９
９
５
年
1
月
17
日
に
発
生
し
た
大
規
模
地
震
災

害
。
震
災
発
生
直
後
か
ら
地
域
外
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
続
々
と
集
ま
り
、
多
く
の
企
業
や
民
間
組
織
が

自
主
的
に
行
動
し
、
地
域
復
興
の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
。
後
に
こ
の
年
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
元
年
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
非
営
利
団

体
開
設
の
き
っ
か
け
と
な
る
出
来
事
だ
っ
た
。

＊
10瀬

戸
内
国
際
芸
術
祭

２
０
１
０
年
、
瀬
戸
内
海
の
島
を
舞
台
に
開
催
さ
れ

た
国
際
芸
術
祭
。
副
題
は
「
ア
ー
ト
と
海
を
巡
る
百

日
間
の
冒
険
」。
２
０
１
０
年
7
月
19
日
（
海
の
日
）

か
ら
10
月
31
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
来
場
者
数
は
約

93
万
人
を
数
え
た
。
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
福
武

總
一
郎
（
ベ
ネ
ッ
セ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
取
締
役
会
長
）、

総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
北
川
フ
ラ
ム
。

＊
11あ

い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
０

愛
知
県
名
古
屋
市
で
「
都
市
の
祝
祭
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
さ
れ
た
。
国
立
国
際
美
術
館
館
長
の
建
畠
晢

が
芸
術
監
督
を
務
め
た
。
→
第
４
章
参
照

会
期
＝
２
０
１
０
年
8
月
21
日
～
10
月
31
日
／
会

場
＝
愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
、
名
古
屋
市
美
術
館
、

長
者
町
会
場
、
納
屋
橋
会
場
、
名
古
屋
城
、
オ
ア
シ

ス
21
、
中
央
広
小
路
ビ
ル
、
七
ツ
寺
共
同
ス
タ
ジ
オ

＊
12新

潟
中
越
地
震

２
０
０
４
年
10
月
23
日
に
新
潟
県
中
越
地
方
を
震

源
と
し
て
発
生
し
た
Ｍ
６・８
の
直
下
型
の
地
震
。

＊
13２

０
０
５
年
12
月
か
ら
２
０
０
６
年
2
月
に
か
け
て

日
本
で
発
生
し
た
大
雪
の
名
称
。
12
月
上
旬
に
強
い

寒
気
が
流
れ
込
ん
だ
の
を
皮
切
り
に
そ
の
後
も
次
々

今
な
ら
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
や
ギ
ャ
ッ
プ
が
面
白
い
と
感
じ
る
人
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。
受
け
手
の
感
性
や
価
値
観
も
時
代
と
と
も

に
大
き
く
変
化
を
遂
げ
た
の
か
な
と
。
そ
れ
以
前
に
今
の
若
者
は
、

あ
ま
り
車
を
買
わ
な
い
ん
で
し
た
ね
。

■
ア
ー
ト
が
自
然
や
ま
ち
と
対
峙
す
る
と
き

熊
倉

―
２
０
１
０
年
は
、
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
（
＊
10
／
以
下
、
瀬

戸
芸
）
や
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
（
＊
11
）
の
よ
う
な
大
型
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
初
開
催
か
ら
大
成
功
を
収
め
ま
し
た
。
ま
さ
に
地
域
型
現

代
ア
ー
ト
大
人
気
の
昨
今
、
全
国
の
小
さ
な
規
模
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
ど
う
い
う
存
在
意
義
を
持
っ
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
と
悩

ん
で
い
ま
す
。

　
逆
に
「
越
後
妻
有
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
第
１
回
目
は
私
も
加
藤

さ
ん
と
同
意
見
で
、
僻
地
の
自
然
と
農
耕
文
化
が
細
々
と
息
づ
い
て

い
る
と
こ
ろ
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
が
突
然
置
い
て
あ
る
。
見
る
前

は
、
も
う
ち
ょ
っ
と
暴
力
的
な
も
の
か
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
芸
術

本
来
の
命
で
あ
る
異
化
作
用
も
あ
ま
り
な
く
力
が
な
か
っ
た
。
そ
れ

よ
り
何
よ
り
、
ま
ず
地
元
の
方
々
か
ら
の
無
視
の
さ
れ
方
は
、
す
ご

い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

　
１
〜
２
回
目
の
当
初
は
ま
だ
お
金
が
あ
っ
た
た
め
か
、
わ
り
と
公

共
事
業
型
の
文
化
施
設
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。
新
潟
県
中
越
地
震

（
＊
12
）、
翌
年
の
豪
雪
（
＊
13
）
の
と
き
に
、
こ
へ
び
隊
（
＊
14
）
の
若
者
た
ち

が
毎
週
５
人
、
10
人
と
通
い
続
け
た
こ
と
で
地
元
の
人
た
ち
も
心
を

開
い
た
よ
う
で
す
。
２
０
０
９
年
に
空
家
を
利
用
し
た
「
う
ぶ
す
な

の
家
」（
＊
15
）
を
共
同
運
営
し
て
い
る
集
落
の
女
衆
の
お
一
人
が
語
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、
こ
ん
な
に
都
会
の
若
者
た
ち
が
通
っ
て
来

て
い
る
の
だ
か
ら
、
芸
術
祭
に
対
し
て
し
ら
ん
ぷ
り
は
で
き
な
い
と

熊
倉

―
社
会
の
中
で
一
定
の
危
機
感
が
な
い
と
誰
も
ア
ー
ト
な
ん

か
本
気
で
信
じ
ま
せ
ん
よ
ね
。
危
機
感
が
な
い
う
ち
は
ア
ー
ト
の
社

会
性
な
ん
て
ど
う
で
も
よ
く
て
、
贅
沢
品
で
済
む
ん
だ
け
ど
。
１
９

９
０
年
の
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、
経
済
の
低
成
長
時
代
に
入
っ
て
い
く

中
で
、
経
済
大
国
と
し
て
の
価
値
観
、
つ
ま
り
20
世
紀
型
の
大
量
消

費
社
会
の
価
値
観
が
危
機
に
瀕
し
、
新
た
な
市
民
社
会
の
価
値
観
形

成
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
文
化
、
特

に
芸
術
や
表
現
と
い
う
も
の
が
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
の
か
。
ま
た
、

20
世
紀
型
の
大
量
消
費
社
会
は
、
21
世
紀
に
は
市
民
社
会
へ
と
変
化

し
得
る
の
か
。

　
先
ほ
ど
、
自
然
が
、
一
個
人
か
ら
出
た
芸
術
の
表
現
と
い
う
も
の

の
脆
弱
さ
を
露
呈
し
て
し
ま
う
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
は
大
都
市
の
中
で
も
同
様
で
、
90
年
代
の
都
市
型
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
、
産
業
の
粋
を
集
め
た
製
品
が
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
る
爛

熟
し
た
消
費
文
化
の
中
で
、
表
現
、
芸
術
と
い
う
も
の
の
脆
弱
さ
を

目
の
当
た
り
に
し
て
私
は
非
常
に
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
逆
に
そ
れ
が

表
現
行
為
は
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
思
わ
せ

た
り
も
し
た
。

　
例
え
ば
、
90
年
代
に
自
動
車
販
売
会
社
を
巻
き
込
ん
だ
メ
セ
ナ
活

動
で
、
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
若
手
の
作
品
を
展
示
す
る
っ
て
い
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
新
車
は
、
時
代
の
技
術
の
粋
を
集

め
た
モ
ノ
で
、
研
究
開
発
か
ら
製
造
、
販
売
戦
略
づ
く
り
ま
で
何
百

人
も
の
人
び
と
が
関
わ
っ
て
で
き
る
製
品
で
す
。「
新
車
」
と
い
う
存

在
の
脇
に
、
若
手
の
表
現
作
品
を
置
く
の
は
、
む
し
ろ
残
酷
と
も
い

え
る
行
為
だ
っ
た
の
か
な
と
反
省
し
て
い
ま
す
が
、
当
時
、
ま
だ
高

度
経
済
成
長
期
の
残
夢
に
い
た
日
本
の
消
費
者
た
ち
は
、
車
を
見
に

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
来
て
、
そ
の
と
な
り
の
「
作
品
」
を
見
て
ど
う
思

っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。「
ロ
ハ
ス
」
と
い
う
言
葉
が
注
目
さ
れ
て
い
る
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と
断
続
的
に
寒
気
が
流
れ
込
む
よ
う
に
な
り
、
急

速
に
発
達
す
る
低
気
圧
の
通
過
と
重
な
っ
て
日
本
各

地
に
大
雪
、
寒
波
、
暴
風
を
も
た
ら
し
た
。

＊
14こ

へ
び
隊

「
大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー

レ
」
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
人
た
ち
の
総
称
。
芸
術

祭
の
開
催
中
の
運
営
、
管
理
、
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
な
ど

を
行
う
。ま
た
、
通
年
を
通
し
て
作
品
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

除
雪
、
農
作
業
な
ど
の
活
動
も
し
て
お
り
、
本
芸
術

祭
に
関
わ
る
ほ
と
ん
ど
の
活
動
を
こ
へ
び
隊
が
サ
ポ

ー
ト
て
い
る
。

＊
15う

ぶ
す
な
の
家

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
０
６
に
際
し
、

１
９
２
４
年
築
の
茅
葺
き
民
家
を
改
修
し
「
や
き
も

の
」
で
再
生
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
地
元
の
食
材
を

使
っ
た
料
理
を
陶
芸
家
の
器
で
提
供
す
る
レ
ス
ト
ラ

ン
を
併
設
し
、
集
落
の
女
の
人
た
ち
が
運
営
す
る
。

＊
16北

川
フ
ラ
ム
（
き
た
が
わ
・
ふ
ら
む
）

１
９
４
６
年
、
新
潟
県
生
ま
れ
。
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
。
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
、
瀬
戸

内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
０
の
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。

そ
の
他
多
く
の
展
覧
会
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
勤
め
る
。
財
団
法
人
直

島
ベ
ネ
ッ
セ
ハ
ウ
ス
・
福
武
美
術
館
財
団
常
務
理
事
。

株
式
会
社
ア
ー
ト
フ
ロ
ン
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
代
表
取
締

役
。
女
子
美
術
大
学
教
授
。
主
な
受
賞
に
、
２
０
０

７
年
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
賞
。
東
京
藝
術
大

学
美
術
学
部
出
身
。

＊
17北

本
ビ
タ
ミ
ン

埼
玉
県
北
本
市
で
２
０
１
０
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
市

民
と
行
政
が
協
働
で
行
う
文
化
に
よ
る
ソ
フ
ト
型
の

ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
→
第
５
章
参
照

＊
18筋

ト
レハ
ウ
ジ
ン
グ

表
現
活
動
集
団
「
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｒ
Ａ
」
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ

自
身
は
島
を
出
る
ま
で
は
、
自
然
に
対
し
て
、
確
か
に
き
れ
い
だ
け

れ
ど
、
す
ご
く
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
、
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
外
の
目
線
か
ら
「
こ
の
土
地
は
素
晴
ら
し
い
」
と
い
う
話
を
伺

っ
て
、
今
ま
で
自
分
が
暮
ら
し
て
い
た
と
き
に
は
全
く
気
付
か
な
か

っ
た
瀬
戸
内
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し
た
と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
。

け
れ
ど
も
再
認
識
し
た
一
方
、
ど
う
し
て
も
作
品
が
自
然
に
つ
い
て

い
っ
て
い
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
地
元
の
人
た
ち
も
、
ま
だ
ま
だ
瀬

戸
芸
へ
参
加
し
て
み
よ
う
と
い
う
意
識
は
薄
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

熊
倉

―
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
作
品
の
ク
オ
リ
テ
ィ
は
、

地
域
と
の
関
係
性
や
作
品
を
受
け
取
る
人
び
と
の
関
係
を
無
視
し
得

な
い
も
の
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ど
う
し
て
も
美
術
教
育
や
美
術
史
教
育
を
受
け
て
い
る
と
、
作
品

至
上
主
義
が
色
濃
い
想
い
と
し
て
あ
っ
た
り
、
と
に
か
く
、
主
体
と

客
体
が
非
常
に
は
っ
き
り
分
か
れ
て
い
る
見
方
を
徹
底
し
て
教
え
込

ま
れ
ま
す
よ
ね
。
そ
の
帰
結
点
で
あ
る
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
は
、
作

品
に
自
律
的
な
美
的
価
値
が
在
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
ま
す
。
ア

ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
代
表
さ
れ
る
表
現
の
あ
り
方
と
い
う
の
は
、

あ
る
面
で
は
文
化
的
、
社
会
的
、
あ
る
い
は
自
然
と
人
間
の
関
係
と

い
う
よ
う
な
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
性
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
メ
デ
ィ

ウ
ム
と
し
て
、
好
む
好
ま
ざ
る
に
関
わ
ら
ず
、
存
在
し
て
い
る
ん
で

す
よ
。

　
ま
た
、
こ
の
間
北
本
ビ
タ
ミ
ン
（
＊
17
）
で
、
家
を
持
ち
あ
げ
た
「
筋

ト
レ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
」（
＊
18
）
と
い
う
作
品
の
と
き
に
、
実
際
に
そ
の
場

に
は
い
な
か
っ
た
学
生
が
「
そ
れ
は
な
ん
だ
か
西
田
幾
多
郎
（
＊
19
）
の

『
絶ぜ
っ

対た
い

無む

』（
＊
20
）
み
た
い
で
す
ね
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

主
体
と
客
体
が
明
確
に
分
か
れ
て
い
る
と
い
う
価
値
観
で
は
な
く
、

思
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
型
か
ら
プ
ロ
セ
ス

型
の
も
の
、
あ
る
い
は
住
民
参
加
型
の
制
作
に
、
地
元
と
主
催
者
の

双
方
か
ら
歩
み
寄
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
第
２
回

目
は
見
に
行
け
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
第
３
回
は
、
農
舞
台
と
か
キ

ナ
ー
レ
と
か
キ
ョ
ロ
ロ
と
か
、
施
設
整
備
が
進
ん
で
い
て
、
ち
ょ
っ

と
土
木
型
公
共
事
業
っ
ぽ
い
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
第
４

回
目
は
、
作
品
制
作
の
プ
ロ
セ
ス
に
地
元
の
方
々
が
参
加
し
て
、
作

品
の
傍
ら
に
は
、
い
つ
も
集
落
の
方
々
が
寄
り
添
っ
て
い
て
、
作
品

へ
の
想
い
を
語
っ
て
下
さ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
さ
に
、
地
域
を
挙

げ
て
の
開
催
で
、
新
し
い
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
価
値
を
明
確
に
生
み

出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
瀬
戸
芸
は
ど
う
で
す
か
。

加
藤

―
そ
の
前
に
「
越
後
妻
有
」
の
評
価
は
総
合
的
に
は
熊
倉
さ

ん
と
同
じ
で
す
。
地
元
の
方
の
理
解
が
深
ま
っ
た
こ
と
は
特
に
評
価

で
き
ま
す
。
そ
の
上
で
瀬
戸
芸
は
地
元
の
理
解
が
あ
る
の
で
何
も
言

う
こ
と
な
い
と
思
い
ま
す
。
地
元
へ
の
説
明
は
相
当
丁
寧
に
何
度
も

や
っ
て
い
て
、
特
に
「
越
後
妻
有
」
も
後
半
の
頃
に
実
っ
て
き
た
と

実
感
し
ま
し
た
ね
。

　
瀬
戸
芸
で
は
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
北
川
フ
ラ
ム
（
＊
16
）
さ
ん
が
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
の
就
任
を
公
表
す
る
1
年
前
か
ら
ず
っ
と
リ
サ
ー
チ
に

回
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の
話
を
聞
い
た
り
、
飲
食
屋
を
全
部
回
っ

て
食
べ
て
来
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
越
後
妻
有
が
農
業
が

崩
壊
し
つ
つ
あ
る
地
域
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
瀬
戸
内
で
漁
業
権
を

持
っ
て
い
る
人
た
ち
に
と
っ
て
芸
術
祭
は
、
そ
の
人
た
ち
の
理
解
を

得
る
の
が
当
初
難
し
か
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

九
冨

―
瀬
戸
芸
に
関
し
て
、
私
は
小
豆
島
の
出
身
な
の
で
す
が
、

ま
ず
作
品
の
ク
オ
リ
テ
ィ
が
す
ご
く
気
に
な
り
ま
し
た
。
あ
と
、
私
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ク
ト
。
埼
玉
県
北
本
市
内
に
て
木
造
２
階
建
て
の
家

屋
を
人
力
の
み
で
持
ち
上
げ
た
。
２
０
１
０
年
10
月

11
日
開
催
。

＊
19西

田
幾
多
郎
（
に
し
だ
・
き
た
ろ
う
）

１
８
７
０
年
、
現
在
の
石
川
県
生
ま
れ
。
日
本
を

代
表
す
る
哲
学
者
。
京
都
大
学
教
授
、
名
誉
教
授
。

京
都
学
派
の
創
始
者
。
１
９
４
５
年
没
。

＊
20絶

対
無 

物
事
が
存
在
し
な
い
こ
と
。
絶
対
的
虚
無
。

＊
21間

主
観
的

エ
ド
モ
ン
ド
・
フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
の
基
本
概
念
。

世
界
の
意
味
了
解
は
、
近
代
的
・
合
理
的
・
普
遍
的

な
認
識
主
体
と
し
て
の
個
人
の
主
観
に
お
い
て
な
さ

れ
る
の
で
な
く
、
超
越
論
的
な
場
に
お
け
る
他
者
と

共
同
体
の
構
成
と
い
う
、
複
数
の
主
観
の
共
同
化
に

よ
る
高
次
の
主
観
に
お
い
て
な
さ
れ
る
と
い
う
考
え
。

＊
22

『
な
ぜ
、
こ
れ
が
ア
ー
ト
な
の
？
』

１
９
９
８
年
、
ア
メ
リ
ア
・
ア
レ
ナ
ス
著
。
日
本
人
の

た
め
に
書
き
下
ろ
し
た
本
。
淡
交
社
よ
り
出
版
。

＊
23ア

メ
リ
ア
・
ア
レ
ナ
ス
（Am

elia Arenas

）

１
９
５
６
年
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
生
ま
れ
。
１
９
８
４
～
１

９
９
６
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
教
育
部
の
講

師
と
し
て
活
動
。
主
な
著
作
に
『
な
ぜ
、
こ
れ
が

ア
ー
ト
な
の
？
』『
み
る
・
か
ん
が
え
る
・
は
な
す

―
鑑
賞
教
育
へ
の
ヒ
ン
ト
』
ほ
か
。

＊
24水

戸
芸
術
館

１
９
９
０
年
３
月
、
茨
城
県
水
戸
市
に
開
館
し
た
、

美
術
、
音
楽
、
演
劇
の
３
部
門
か
ら
な
る
複
合
施
設
。

美
術
部
門
は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
ほ
と
ん
ど
持
た
ず
、

現
在
進
行
形
の
美
術
を
紹
介
す
る
「
現
代
美
術
セ
ン

タ
ー
」
と
し
て
、
基
本
的
に
自
主
企
画
の
展
覧
会
を

行
っ
て
い
る
。
→
第
３
章
参
照

い
ね
」っ
て
言
わ
れ
て
（
笑
）。
我
々
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら

な
い
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。
同
じ
よ
う
に
世
界
中
で
い
く
つ
か
つ

く
ら
れ
て
い
ま
す
。
各
国
に
よ
っ
て
顔
も
ち
ょ
っ
と
ず
つ
違
っ
て
い

ま
す
。

　
ア
ヒ
ル
を
見
た
人
は
、
勝
手
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
ん
で
す

ね
。
ア
ヒ
ル
の
存
在
に
つ
い
て
、
自
分
な
り
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
編
み

出
し
た
り
、
ず
っ
と
同
じ
顔
を
し
て
い
る
は
ず
な
の
に
表
情
を
感
じ

取
っ
た
り
、
ま
た
ア
ヒ
ル
フ
ァ
ン
の
間
で
い
つ
の
間
に
か
交
流
が
生

ま
れ
て
い
た
り
す
る
。
そ
れ
は
す
ご
く
面
白
い
し
、
や
は
り
、
作
品

が
力
を
持
っ
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

熊
倉

―
さ
っ
き
のY

ouT
ube

の
話
も
そ
う
で
す
が
、
ア
ヒ
ル
は

否
応
な
く
魅
力
的
で
、
存
在
感
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。
昔
、『
な
ぜ
、
こ

れ
が
ア
ー
ト
な
の
？
』（
＊
22
）
と
い
う
本
を
書
い
た
ア
メ
リ
ア
・
ア
レ

ナ
ス
（
＊
23
）
が
水
戸
芸
術
館
（
＊
24
）
で
セ
ミ
ナ
ー
を
や
っ
た
と
き
に
、「
い

い
作
品
と
い
う
の
は
、
も
の
す
ご
く
多
く
の
人
び
と
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
想
い
や
ま
な
ざ
し
を
投
げ
か
け
た
く
な
る
作
品
だ
。
そ
う
し
た
投

げ
か
け
―
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
を
受
け
る
。
最
た
る
も
の
が
モ
ナ
・

リ
ザ
だ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
。
ア
ヒ
ル
は
非
常
に
単
純
な

造
型
で
ア
ニ
メ
的
な
ア
イ
コ
ン
だ

し
、
世
界
中
の
風
呂
場
に
あ
る
ア

ヒ
ル
で
す
よ
ね
。
し
か
し
、
み
ん

な
が
好
き
勝
手
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ

ョ
ン
し
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。

間か
ん

主し
ゅ

観か
ん

的て
き

（
＊
21
）
な
と
こ
ろ
に
何
が
成
立
し
得
る
の
か
と
い
う
観
点
や
、

無
を
否
定
的
に
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
創
造
的
な
生
成
の
場
と
考

え
る
、
と
か
。「
プ
ロ
セ
ス
も
作
品
だ
」
な
ん
て
い
う
と
、
美
学
と
し

て
は
「
え
っ
、
ど
こ
ま
で
が
美
的
享
受
の
対
象
な
の
」
と
困
っ
て
し

ま
う
か
と
思
う
ん
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
お
け
る
表
現
は
東
洋
的
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
加
藤
さ
ん
の
先
ほ
ど
の
話
を
聞
い
て
い
て
（
→
２
頁
）
き
り
こ
は
、

あ
く
ま
で
「
そ
こ
」
に
「
今
」
生
き
て
い
る
人
た
ち
の
小
さ
な
の
生

活
が
絡
み
合
う
こ
と
で
初
め
て
意
味
が
あ
り
、
ま
た
あ
の
き
り
こ
が

炙
り
出
し
た
市
井
の
人
び
と
の
歴
史
は
、
共
同
体
の
公
式
記
録
に
は

残
ら
な
い
、
個
々
人
の
視
座
の
集
積
を
残
し
た
い
と
い
う
今
日
的
な

価
値
観
を
如
実
に
体
現
し
て
い
る
。
ま
さ
に
、
主
体
と
主
体
の
間
に

す
べ
り
こ
ん
で
ゆ
く
表
現
方
法
で
す
。

永
尾

―《
ラ
バ
ー
・
ダ
ッ
ク
》
は
ど
う
で
す
か
。
大
阪
の
ま
ち
な
か

に
突
如
あ
ら
わ
れ
た
ア
ヒ
ル
は
、
多
く
の
人
び
と
か
ら
注
目
を
浴
び
、

ネ
ッ
ト
上
で
話
題
と
な
り
、
見
た
人
が
模
倣
す
る
な
ど
予
想
外
の
と

こ
ろ
で
独
自
の
動
き
が
あ
っ
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
の

場
で
の
ア
ヒ
ル
は
ど
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

北
村

―
ア
ヒ
ル
の
作
者
、
フ
ロ
レ
ン
テ
ィ
ン
・
ホ
フ
マ
ン
は
大
き

い
公
共
作
品
を
つ
く
る
の
が
テ
ー
マ
で
、
藁わ
ら

で
大
き
な
ビ
ー
バ
ー
を

つ
く
っ
た
り
、
木
で
巨
大
な
ウ
サ
ギ
を
つ
く
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

今
は
鉄
で
巨
大
な
ク
マ
を
つ
く
っ
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
展
示
を
し

て
い
ま
す
。
ア
ヒ
ル
、《
ラ
バ
ー
・
ダ
ッ
ク
》
は
全
世
界
を
旅
し
て
い

て
、
ナ
ン
ト
で
１
回
浮
か
べ
た
あ
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ

ル
ギ
ー
、
日
本
と
ま
わ
り
ま
し
た
。
ち
な
み
に
あ
れ
は
日
本
で
つ
く

っ
た
ん
で
す
よ
。
図
面
だ
け
送
ら
れ
て
き
て
、「
は
い
、
あ
と
は
お
願

「ラバー・ダック＠中之島バンクス」（2010年）
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＊
25白

川
昌
生
（
し
ら
か
わ
・
よ
し
お
）

１
９
４
８
年
、
福
岡
県
生
ま
れ
。
美
術
作
家
。
１
９

８
１
年
ド
イ
ツ
国
立
デ
ュッ
セ
ル
ド
ル
フ
美
術
大
学
卒

業
。
主
な
展
覧
会
に
「
渋
川
ぷ
ら
っ
と
フ
ォ
ー
ム
計

画
」
渋
川
市
美
術
館
。
代
表
的
な
著
作
に
『
美
術

館
・
動
物
園
・
精
神
科
施
設
』（
２
０
１
０
年
、
水
声

社
）
な
ど
。

＊
26齋

藤
純
一（
さ
い
と
う
・
じ
ゅ
ん
い
ち
）

１
９
５
８
年
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
術

院
教
授
。
専
門
は
政
治
理
論
・
政
治
思
想
史
。
主

な
著
作
に
『
公
共
性
』（
２
０
０
０
年
、
岩
波
書
店
）、

『
自
由
』（
２
０
０
５
年
、
岩
波
書
店
）『
政
治
と
複
数

性

―
民
主
的
な
公
共
性
に
む
け
て
』（
２
０
０
８
年
、

岩
波
書
店
）
ほ
か
。

で
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
問
題
は
そ
う
簡
単
に
は
解
決
し
な
い

で
す
か
ら
、
そ
こ
は
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て
解
決
し
て
い
こ

う
と
い
う
姿
勢
が
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

熊
倉

―
過
疎
地
な
ど
の
場
合
で
は
、
逃
れ
よ
う
の
な
い
し
が
ら
み

の
中
で
、
あ
か
ら
さ
ま
に
反
対
を
述
べ
る
と
あ
ま
り
に
も
暴
力
的
だ

か
ら
話
題
を
変
え
る
と
い
う
よ
う
な
、
善
し
悪
し
を
は
っ
き
り
言
い

合
わ
な
い
ソ
フ
ト
な
関
係
維
持
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
い
う
共

同
体
の
中
に
、
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
性
の
強
い
芸
術
祭
が
持
ち
こ
ま
れ
る

こ
と
の
危
険
性
を
白
川
昌
生
（
＊
25
）
さ
ん
が
指
摘
し
て
い
ま
す
。
結
局

全
員
で
作
品
制
作
に
協
力
す
る
羽
目
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
状

況
は
あ
り
得
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
い
は
協
力
を
拒
ん
だ
ら
、
あ

と
に
白
い
目
で
見
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
危
惧
も

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
で
も
本
来
ア
ー
ト
は
あ
っ
て
も
な
く
て
も
い
い
両
義
的
な
も
の
な

の
で
「
な
ぜ
そ
ん
な
も
の
が
い
る
の
か
？
」
と
誰
で
も
は
っ
き
り
言

え
る
も
の
の
は
ず
で
す
。
な
の
で
、
普
段
は
あ
か
ら
さ
ま
に
ノ
ー
と

言
え
な
い
寄
り
合
い
が
、
作
品
の
受
け
入
れ
の
可
否
で
珍
し
く
言
葉

が
飛
び
交
い
、
紛
糾
す
る
の
が
、
実
は
大
事
な
こ
と
な
ん
だ
と
思
い

ま
す
。
実
際
に
は
個
々
の
集
落
の
中
で
は
、
関
係
性
が
と
て
も
複
雑

に
絡
み
合
っ
て
い
る
の
で
、
行
政
の
提
案
だ
け
で
全
員
が
賛
同
す
る

よ
う
な
こ
と
は
あ
り
得
な
い
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
そ
の
中
で
の
せ
め

ぎ
合
い
が
必
ず
あ
り
得
る
の
で
し
ょ
う
。
齋
藤
純
一
（
＊
26
）
さ
ん
の
言

葉
を
借
り
れ
ば
、
全
会
一
致
で
他
者
を
排
除
す
る
「
共
同
体
」
と
、

異
質
の
も
の
が
共
存
す
る
「
公
共
性
」
と
い
う
理
論
が
あ
る
わ
け
で

す
。
そ
の
意
味
で
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

「
共
同
体
」
化
す
る
の
で
は
な
く
、
他
者
の
存
在
を
認
識
し
た
「
公
共

性
」
へ
と
回
復
さ
せ
る
機
能
を
持
つ
こ
と
が
、
最
大
の
課
題
と
な
る

■
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
に
お
け
る
作
品
受
け
入
れ
の
問
題

加
藤

―
先
ほ
ど
も
少
し
話
し
ま
し
た
が
、
新
し
い
ア
ー
ト
が
地
域

に
入
っ
て
い
く
に
は
市
民
社
会
を
再
構
築
し
な
い
と
い
け
な
い
。
そ

れ
に
は
自
治
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
必
要
で
、
そ
れ
を
成
立
さ

せ
る
に
は
徹
底
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

昔
、
村
に
は
「
寄
り
合
い
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
寄
り
合
い
の

物
事
の
決
め
方
は
多
数
決
で
は
な
か
っ
た
。
全
員
が
最
後
に
一
致
す

る
ま
で
議
論
す
る
ん
で
す
。
し
か
し
実
際
は
議
論
に
な
り
ま
せ
ん
。

気
に
入
ら
な
い
と
す
ぐ
に
ほ
か
の
話
を
始
め
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
「
ノ

ー
」
の
意
思
表
示
な
ん
で
す
。「
わ
か
ら
な
い
、
反
対
だ
、
や
り
た
く

な
い
」
の
意
思
表
示
。
そ
う
い
う
人
た
ち
に
す
べ
て
を
聞
い
て
も
ら

っ
て
、
と
き
に
は
何
日
も
の
時
間
を
か
け
て
合
意
を
得
て
い
く
う
ち

に
、
何
か
が
決
ま
っ
た
り
す
る
ん
で
す
。
そ
こ
に
は
古
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
お
け
る
古
く
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
良
さ
が
如
実

に
現
れ
て
い
て
面
白
い
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
私
も
含
め
て
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
離
脱
し
た
か
っ

た
人
も
た
く
さ
ん
い
た
の
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
一
方
で
は
不

自
由
な
も
の
で
、
縛
り
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
離
脱
し
た
い
と
、

若
い
頃
に
は
必
ず
思
う
。
ど
う
し
て
若
者
が
田
舎
か
ら
都
会
へ
出
て

行
く
か
と
い
え
ば
、
仕
事
が
少
な
い
の
も
一
理
あ
り
ま
す
が
、
自
分

の
ち
ょ
っ
と
し
た
動
向
が
近
所
中
に
知
れ
渡
っ
て
し
ま
っ
て
つ
ま
ら

な
い
と
か
、
実
は
そ
う
い
っ
た
理
由
が
強
い
の
で
す
。
そ
し
て
人
が

離
れ
て
い
っ
た
結
果
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
が
起
き
て
い
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
都
会
は
も
ち
ろ
ん
新
参
者
ば
か
り
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
な
い
の
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
生
ま
れ
な
い
し
、
田
舎

で
は
そ
う
い
っ
た
双
方
監
視
的
な
抑
止
力
が
働
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
断
絶
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
に
は
い
つ
も
暴
力
性
が
潜
ん



7-19 東京アートポイント計画　Tokyo Art Research Lab
『日本型アートプロジェクトの歴史と現在』　第7章

「企業×アートプロジェクト」●Discussion　なぜアートプロジェクトに支援するのか

＊
27

H
arm

onious G
row

th

ト
ヨ
タ
自
動
車
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
テ
ー
マ
お
よ
び
基
本
理

念
。「
調
和
の
あ
る
成
長
」
の
意
味
。

企
業
は
め
っ
た
に
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
千
島
土
地
み
た

い
に
地
域
で
発
展
し
て
き
た
企
業
が
わ
り
あ
い
成
功
し
て
見
え
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
新
興
企
業
の
側
が
新
し
い
文
化
観
を
も
っ
て
開
発
を

し
て
い
く
こ
と
は
あ
り
得
ま
す
。

森

―
今
一
度
あ
え
て
聞
き
た
い
の
で
す
が
、
企
業
の
「
支
援
」
で
、

旧
来
の
伝
統
的
な
失
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
価
値
に
対
し
て
、
い
さ

さ
か
な
り
と
も
支
援
を
し
て
、
あ
る
種
絶
滅
危
惧
種
の
文
化
の
存
在

維
持
を
す
る
。
費
用
対
効
果
で
言
え
ば
、
そ
う
い
う
小
さ
い
現
場
で

は
数
十
万
の
お
金
が
入
る
か
入
ら
な
い
か
は
劇
的
に
違
う
話
で
す
か

ら
、
支
援
の
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
す
ご
く
い
い
け
れ
ど
も
、
そ

の
文
化
支
援
は
エ
リ
ア
限
定
の
魅
力
で
あ
り
一
時
の
潤
い
で
す
よ
ね
。

瀬
戸
芸
や
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
な
ど
の
大
き
な
ア
ー
ト
イ
ベ
ン

ト
に
は
非
常
に
大
き
な
お
金
が
入
り
、「
ア
ー
ト
」
を
絶
対
的
な
力
と

し
て
ロ
ー
ラ
ー
を
か
け
る
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
い
き
、
そ
れ
と
引

き
換
え
に
成
功
を
担
保
さ
せ
る
。
そ
れ
と
は
対
極
で
す
よ
ね
。
そ
の

辺
り
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

加
藤

―
ど
ち
ら
も
個
々
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
期
待
さ

れ
る
効
果
は
変
わ
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
ま
ず
中
身
が
ど
う

か
よ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
地
域

と
密
接
し
て
、
継
続
で
き
る
形
を
つ
く
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

我
々
は
初
め
か
ら
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
注
目
し
て
い
る
。
つ
ま
り
予

算
も
な
い
か
ら
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
小
さ
い
け
れ
ど
、
地
域
に
根
差

す
活
動
に
支
援
を
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
地
元
の
人
が
や
る
気

に
な
ら
な
い
と
何
も
前
に
進
ま
な
い
。

　
し
か
し
、
地
元
地
域
の
人
間
だ
け
で
も
前
に
は
進
み
ま
せ
ん
。
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
が
外
か
ら
入
っ
て
来
て
そ
の
ま
ち
の
良
さ
を
引
き
出
し

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
企
業
の
ア
ー
ト
に
よ
る
地
域
貢
献
と
は

加
藤

―
我
々
は
関
連
会
社
を
全
部
入
れ
る
と
、
社
員
は
１
万
人
く

ら
い
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
社
会
資
本
を
相
当
活
用
し
て
い
る
わ
け

で
、
何
ら
か
の
形
で
社
会
に
自
ら
の
富
を
還
元
し
て
い
く
の
は
当
然

の
責
務
で
す
。
そ
の
方
法
は
企
業
に
よ
っ
て
違
う
し
、
考
え
れ
ば
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
私
が
気
付
い
た
方
法
は
地
域
に
密
着
し
た
活

動
で
す
。
と
に
か
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
入
ら
な
け
れ
ば
始
ま
ら
な
い

し
、
一
企
業
が
何
か
仕
掛
け
て
現
場
で
実
践
す
る
と
、
あ
る
効
果
が

見
え
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
都
会
を
含
め
て
い

ろ
い
ろ
な
活
動
を
地
域
密
着
で
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

熊
倉

―
実
は
、
地
域
社
会
に
対
し
て
き
ち
ん
と
し
た
関
係
の
構
築

方
法
の
蓄
積
が
あ
っ
た
日
本
企
業
に
と
っ
て
、
20
世
紀
最
後
の
四
半

世
紀
の
高
度
経
済
成
長
が
や
や
悪
影
響
を
与
え
た
の
か
な
と
感
じ
ま

す
。「
自
分
だ
け
儲
か
れ
ば
い
い
」
と
考
え
て
い
た
ら
、
企
業
は
わ
り

と
す
ぐ
に
駄
目
に
な
る
。
そ
う
い
う
時
期
に
、
企
業
メ
セ
ナ
が
注
目

さ
れ
始
め
ま
し
た
。
で
も
、
昨
今
の
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
で
の
競
争
の

激
化
は
、
か
つ
て
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
掲
げ
て
い
た
“Harm

onious 
G

row
th

”（
＊
27
）
な
ん
て
大
局
的
な
見
方
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

加
藤

―
い
や
、
わ
か
り
ま
せ
ん
。
少
な
く
と
も
20
年
前
に
比
べ
れ

ば
遥
か
に
大
局
観
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。
特
に
こ
の

10
年
く
ら
い
は
、
む
し
ろ
終
末
へ
の
大
局
観
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
昔
か
ら
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
30
年
存
続
す
る
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＊
28福

武
總
一
郎
（
ふ
く
た
け
・
そ
う
い
ち
ろ
う
）

１
９
４
５
年
、
岡
山
県
生
ま
れ
。
ベ
ネ
ッ
セ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
ク
ス
取
締
役
会
長
兼 

Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
財
団
法
人
直
島

福
武
美
術
館
財
団
、
財
団
法
人
文
化
・
芸
術
に
よ

る
福
武
地
域
振
興
財
団
な
ど
の
理
事
長
。
１
９
７
３

年
、
株
式
会
社
福
武
書
店
（
現
株
式
会
社
ベ
ネ
ッ
セ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
入
社
。
１
９
８
６
年
、
同
社
代

表
取
締
役
社
長
な
ど
を
経
て
、
２
０
０
７
年
よ
り
現

職
。
１
９
８
７
年
よ
り
直
島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
。

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め

る
。

＊
29正

式
名
称
「
財
団
法
人
文
化
・
芸
術
に
よ
る
福
武

地
域
振
興
財
団
・
平
成
22
年
度
活
動
成
果
発
表
会
」。

２
０
１
０
年
10
月
30
日
～
31
日
開
催
。
財
団
法
人

「
文
化
・
芸
術
に
よ
る
福
武
地
域
振
興
財
団
」
主
催
。

同
財
団
に
よ
る
２
０
１
０
年
度
の
助
成
先
34
団
体
が

一
堂
に
集
ま
り
、
1
年
の
活
動
成
果
を
発
表
し
あ
っ

た
。

＊
30家

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

香
川
県
直
島
町
・
本
村
地
区
に
お
い
て
１
９
９
８
年
、

宮
島
達
男
の
「
角
屋
（
か
ど
や
）」
を
皮
切
り
に
、
香

川
県
直
島
町
本
村
地
区
で
始
ま
っ
た
空
き
家
を
改

修
し
（
一
部
新
築
）、
家
そ
の
も
の
を
作
品
に
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
作
品
制
作
に
は
直
島
の
住
民
も
参
加
。

２
０
１
０
年
の
時
点
で
７
軒
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
常
時

鑑
賞
で
き
る
。

た
よ
ね
。

加
藤

―
は
い
。
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
ま
だ
試
行
錯
誤
で
、

報
告
会
自
体
が
最
初
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

我
々
と
し
て
は
報
告
会
を
で
き
た
の
は
と
て
も
あ
り
が
た
か
っ
た
で

す
。
実
は
Ａ
Ａ
Ｆ
参
加
者
が
半
数
い
た
ん
で
す
が
、
ひ
い
き
目
で
は

な
く
、
圧
倒
的
に
Ａ
Ａ
Ｆ
参
加
者
の
応
募
数
が
多
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

Ａ
Ａ
Ｆ
で
発
掘
し
た
人
を
、
ア
サ
ヒ
が
ず
っ
と
支
援
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
ら
、
次
に
福
武
さ
ん
に
支
援
し
て
も
ら
え
れ
ば
つ
な
が
っ

て
い
け
る
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
福
武
さ
ん
が
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
目
覚
め
た
の
は
、
直
島
で
「
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
＊
30
）
を
し
て

い
た
頃
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
地
元
の
期
待
も
膨
ら
ん
で
、
あ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
成
功
が
人
生
観
を
変
え
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
あ
の

よ
う
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
考
え
方
を
変
え
て
い
く
の
は
す

ご
い
と
思
い
ま
す
。

■
事
業
と
し
て
の
ア
ー
ト
の
可
能
性

北
村

―
弊
社
は
こ
れ
ま
で
広
告
や
広
報
部
が
な
く
、
プ
レ
ス
リ
リ

ー
ス
な
ん
て
打
っ
た
こ
と
も
な
い
と
い
う
会
社
で
し
た
が
、
実
際
ア

ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て
み
る
と
広
報
の
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

今
ま
で
大
阪
の
人
た
ち
に
は
会
社
の
存
在
さ
え
全
く
知
ら
れ
て
い
な

い
、
北
加
賀
屋
と
い
う
一
地
域
に
根
差
し
た
地
場
産
業
の
不
動
産
会

社
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
、
ア
ー
ト
を
き
っ
か
け
と
し
て
ユ
ニ
ー

ク
な
会
社
だ
と
か
、
大
阪
の
活
性
化
に
一
役
買
っ
て
い
る
、
と
い
う

目
で
会
社
を
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
狙
っ
た
わ

け
で
は
な
く
、
う
ち
の
会
社
の
場
合
は
ア
ー
ト
が
先
で
、
広
告
効
果

が
結
果
的
に
付
い
て
き
ま
し
た
。
２
０
０
４
年
以
降
の
メ
デ
ィ
ア
露

た
り
、
地
元
民
を
刺
激
し
た
り
し
て
く
れ
る
と
い
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
私
が
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
「
新
し
い
市
民
社
会
」
は
、
社
会

的
課
題
解
決
を
議
員
な
ど
の
代
理
を
立
て
た
り
誰
か
に
決
め
て
も
ら

わ
ず
に
、
す
べ
て
自
分
た
ち
で
決
め
て
つ
く
っ
て
い
く
よ
う
な
自
治

社
会
で
す
。
そ
の
き
っ
か
け
と
し
て
ア
ー
ト
が
役
に
立
っ
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。
特
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
喚
起
す
る
こ
と
に
お
い

て
は
、
環
境
問
題
よ
り
も
ア
ー
ト
の
方
が
役
に
立
つ
の
で
は
と
思
い

ま
す
。
私
は
も
と
も
と
環
境
問
題
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
が
、

環
境
問
題
も
や
は
り
ア
ー
ト
の
よ
う
な
創
造
的
視
点
が
な
い
と
つ
ま

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
ア
ー
ト
に
よ
っ
て
そ
う
し
た
社
会
が

つ
く
れ
な
い
か
と
い
う
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で

思
っ
て
い
ま
す
。
専
門
家
が
一
般
市
民
に
対
し
て
参
加
を
促
す
仕
組

み
を
も
っ
と
つ
く
れ
な
い
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
が
も
っ

と
市
民
を
鼓
舞
し
て
、
問
題
解
決
を
一
緒
に
取
り
組
め
る
状
況
を
つ

く
れ
る
よ
う
に
、
と
い
う
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
ま
す
。

熊
倉

―
将
来
的
に
は
美
術
館
な
ど
の
文
化
施
設
も
、
市
民
社
会
形

成
に
関
わ
る
事
業
に
も
っ
と
取
り
組
む
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
文

化
施
設
は
ア
ー
ト
の
大
衆
化
に
応
え
る
の
が
精
一
杯
の
状
況
で
す
よ

ね
。
な
の
で
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
福
武
總
一
郎
（
＊
28
）
さ
ん
が
「
越
後
妻
有
」
で
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
可
能
性
に
強
く
目
覚
め
ら
れ
、
財
団
を
つ
く
ら
れ
て
全
国
30
件

以
上
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
支
援
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
藤
さ

ん
は
当
初
か
ら
そ
の
審
査
員
を
さ
れ
て
い
て
、
財
団
の
創
設
に
も
ア

ド
バ
イ
ス
を
さ
れ
て
い
た
と
思
う
の
で
す
が
。
先
日
、
支
援
を
受
け

た
、
全
国
で
約
40
カ
所
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
集
ま
っ
て
の
活

動
報
告
会
（
＊
29
）
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
と
て
も
熱
気
が
あ
り
ま
し
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＊
31芝

川
ビ
ル

千
島
土
地
株
式
会
社
の
芝
川
又
四
郎
に
よ
り
昭
和

２
年
、
大
阪
市
中
央
区
伏
見
町
に
建
て
ら
れ
た
南

米
マ
ヤ
・
イ
ン
カ
の
装
飾
を
纏
っ
た
近
代
建
築
。
当
初
、

芝
川
家
の
事
業
用
事
務
所
と
し
て
建
て
ら
れ
、
戦
前

は
芝
川
家
が
設
立
し
た
花
嫁
学
校
と
し
て
も
利
用

さ
れ
た
が
、
戦
後
は
事
務
所
中
心
の
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル

に
利
用
さ
れ
た
。
再
生
工
事
が
完
了
し
た
２
０
０
７

年
よ
り
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
運
用
さ
れ
、
ア
ー

ト
イ
ベン
ト
や
フ
ェ
ス
テ
ィ
バル
、パ
ー
テ
ィ
ー
、
演
奏
会
、

展
示
会
、
会
議
室
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
活

用
さ
れ
て
い
る
。

＊
32佐

々
木
雅
幸
（
さ
さ
き
・
ま
さ
ゆ
き
）

１
９
４
９
年
、
愛
知
県
生
ま
れ
。
日
本
に
創
造
都
市

論
を
紹
介
し
た
経
済
学
者
。
大
阪
市
立
大
学
教
授
。

文
化
産
業
を
核
と
す
る
都
市
に
着
目
し
た
創
造
都

市
論
を
展
開
し
て
お
り
、
大
阪
市
を
中
心
に
「
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
・
カ
フ
ェ
」
を
は
じ
め
と
す
る
実
践
活
動

も
行
っ
て
い
る
。

い
ま
す
。
つ
ぶ
し
て
新
し
く
建
て
る
の
で
は
な
く
、
あ
る
が
ま
ま
の

状
態
を
維
持
し
な
が
ら
、
も
う
ち
ょ
っ
と
格
好
よ
く
し
よ
う
と
か
入

り
や
す
く
し
よ
う
と
試
み
て
い
ま
す
。
近
所
の
人
も
グ
ル
ー
プ
を
組

ん
で
、「
あ
そ
こ
だ
け
は
言
う
こ
と
聞
か
ん
」
と
か
言
い
な
が
ら
声
を

掛
け
て
い
る
み
た
い
で
す
。
あ
る
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
文
化
と
本

業
を
結
び
つ
け
て
考
え
て
い
る
社
長
で
す
よ
ね
。

熊
倉

―
２
０
０
４
年
ま
で
は
全
く
ア
ー
ト
に
関
心
の
な
か
っ
た
社

長
は
小
原
さ
ん
と
出
会
い
、
ナ
ム
ラ
ア
ー
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
や
る

よ
う
に
な
っ
て
、
急
速
に
ア
ー
ト
に
関
心
を
持
た
れ
た
と
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
ま
し
た
が
、
社
長
は
今
お
い
く
つ
ぐ
ら
い
で
す
か
。

北
村

―
62
歳
で
す
。
55
〜
56
歳
く
ら
い
の
と
き
に
関
心
を
持
ち
始

め
た
み
た
い
で
す
。
自
主
的
に
リ
サ
ー
チ
す
る
な
ど
行
動
が
と
て
も

早
く
て
、
情
報
収
集
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
も
積

極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ア
ヒ
ル
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ち
ら
っ
と

見
た
だ
け
で
興
味
を
持
っ
た
の
で
す
が
、
や
っ
て
み
た
ら
す
ご
く
人

気
が
出
て
、
大
阪
商
工
会
議
所
か
ら
大
阪
活
力
グ
ラ
ン
プ
リ
の
特
別

賞
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、
最
初
は
1
回
だ
け
で
終
わ
る
つ
も

り
が
今
も
続
い
て
い
ま
す
。
し
ば
ら
く
大
阪
の
活
性
化
の
た
め
に
お

手
伝
い
で
き
る
こ
と
あ
れ
ば
し
た
い
と
い
う
思
い
で
す
。

　
最
初
は
30
年
か
け
て
、
ゆ
っ
く
り
と
ま
ち
の
ブ
ラ
ン
ド
を
つ
く
っ

て
い
け
ば
よ
い
と
思
っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
２
０
０
５
年
頃
、
大

阪
市
立
大
学
の
佐
々
木
雅
幸
（
＊
32
）
先
生
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
進
め
な
け
れ
ば
駄
目
だ
と
言
わ
れ
た
の
だ
そ
う

で
す
。
そ
れ
で
、
実
際
に
海
外
を
視
察
し
た
と
こ
ろ
、
創
造
都
市
へ

の
取
り
組
み
の
ス
ピ
ー
ド
に
驚
き
、
世
界
と
肩
を
並
べ
て
い
く
た
め

に
、
造
船
所
遺
構
の
改
装
や
ナ
ム
ラ
ア
ー
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
へ
の
金

出
を
広
告
換
算
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
１
億
数
千
万
円
く
ら
い

に
な
っ
て
い
て
、
投
資
し
た
額
を
超
え
て
い
ま
す
。

熊
倉

―
年
間
予
算
は
決
ま
っ
て
ま
す
か
。

北
村

―
ま
ず
予
算
と
い
う
考
え
方
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
向
け
の
物
件
の
改
装
に
お
金
を
か
け
て
投
資
を
す
る
と
き
に
は
、

家
賃
な
ど
で
の
ち
の
ち
投
資
回
収
で
き
る
と
い
う
見
込
み
が
あ
れ
ば

や
り
ま
す
。
貯
え
が
あ
る
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
投
資
が
で
き
る
の
だ

と
思
い
ま
す
け
れ
ど
。

熊
倉

―
お
金
が
出
て
い
く
だ
け
で
は
な
く
、
い
ず
れ
回
収
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。
あ
る
エ
リ
ア
に
ビ
ジ
ネ
ス
が
限
定
さ
れ
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
そ
の
ま
ち
自
体
を
自
分
た
ち
で
つ
く
る
と
い
う
発
想
で

す
ね
。

加
藤

―
も
う
一
つ
、
大
阪
市
中
央
区
の
船
場
に
「
芝し

ば

川か
わ

ビ
ル
」

（
＊
31
）
と
い
う
建
物
を
持
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
船
場
は
地
盤
沈
下
が
進

ん
で
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
最
近
は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
要
素
と
し
て
芝
川
ビ
ル
が
担
っ
た
部
分
が
あ
り
ま
す
。
壊
れ
て

い
た
建
物
の
飾
り
を
修
復
し
、
お
披
露
目
も
し
て
、
古
い
ビ
ル
の
価

値
に
対
し
て
若
い
人
た
ち
が
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

特
に
カ
フ
ェ
や
ブ
テ
ィ
ッ
ク
を
や
る
人
た
ち
が
、
新
し
い
ビ
ル
よ
り

も
古
い
ビ
ル
の
方
が
む
し
ろ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
で
い
い
と
い
う
価

値
判
断
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
が

入
っ
て
く
る
と
家
賃
が
上
が
る
わ
け
で
す
。
芝
川
ビ
ル
の
隣
近
所
に

も
一
生
懸
命
働
き
か
け
て
い
て
、
１
軒
だ
け
で
や
っ
て
い
て
も
人
通

り
が
つ
く
れ
な
い
わ
け
で
、
地
域
全
体
で
底
上
げ
を
図
ろ
う
と
し
て
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＊
33

ロ
ワ
イ
ヤ
ル
・
ド
・
リ
ュ
ク
ス
（Royal de Luxe

）

ジ
ャ
ン
・
リ
ュッ
ク
・
ク
ー
ル
ク
ー
が
エ
ク
サ
ン
プ
ロ
ヴ

ァ
ン
ス
に
設
立
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
集
団
。
マ
ネ
キ
ン

を
使
っ
た
シ
ョ
ー
な
ど
も
行
っ
て
い
る
が
、
主
に
、
ひ

と
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
沿
っ
て
、
動
物
や
巨
人
な
ど
の

巨
大
な
人
形
が
ま
る
で
生
き
て
い
る
か
の
よ
う
に
ま

ち
な
か
を
練
り
歩
く
シ
ョ
ー
を
し
て
い
る
。
創
立
以

来
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
は
も
と
よ
り
世
界
各
地
で
実
施

し
て
い
る
。

＊
34樋

口
廣
太
郎
（
ひ
ぐ
ち
・
ひ
ろ
た
ろ
う
）

１
９
２
６
年
、
京
都
府
生
ま
れ
。
１
９
８
６
年
、
ア

サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
。

１
９
８
７
年
、
ア
サ
ヒ
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
を
発
売
し

て
大
ヒ
ッ
ト
さ
せ
る
。
１
９
９
５
年
か
ら
経
団
連
の

副
会
長
も
務
め
、
１
９
９
８
年
に
は
首
相
の
諮
問
機

関
・
経
済
戦
略
会
議
の
議
長
に
就
任
。
ほ
か
東
京

都
現
代
美
術
館
館
長
、
日
本
ナ
ス
ダ
ッ
ク
協
会
会
長
、

な
ど
の
要
職
も
歴
任
。

＊
35ア

サ
ヒ
ビ
ー
ル
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
本
社
ビ
ル
の
ロ
ビ
ー
で
１
９
９
０
年
12

月
に
始
ま
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
年
間
を

通
し
て
約
２
カ
月
に
１
度
の
ペ
ー
ス
で
行
わ
れ
て
い
る
。

ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
家
た
ち
を
紹

介
し
続
け
、
開
催
回
数
は
通
算
１
７
０
回
を
数
え

る
。

い
て
、
最
後
に
海
岸
で
象
と
少
女
の
お
別
れ
の
シ
ー
ン
が
あ
る
ん
で

す
が
、
本
当
に
み
ん
な
が
涙
を
流
し
て
感
動
し
て
い
る
。
そ
の
あ
た

り
が
原
体
験
と
な
っ
て
、
ア
ー
ト
は
面
白
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た

と
よ
く
言
っ
て
い
ま
す
。

■
社
員
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

熊
倉

―
加
藤
さ
ん
は
現
職
に
就
か
れ
て
20
年
に
な
り
ま
す
が
、
社

員
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
社
内
で
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
つ
い
て
お
聞
き

し
ま
す
。
社
内
の
反
応
は
変
わ
っ
た
と
感
じ
ら
れ
ま
す
か
。

加
藤

―
そ
れ
は
変
わ
り
ま
し
た
。
最
初
の
頃
は
や
は
り
社
長
の
道

楽
と
い
う
意
識
が
強
く
あ
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。
90
年
当
時
は
樋
口
廣

太
郎
（
＊
34
）
氏
と
い
う
名
物
社
長
が
い
て
、
中
に
は
彼
が
道
楽
で
ア
ー

ト
を
や
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
社
員
も
い
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
は

や
や
そ
う
い
う
風
潮
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
は
続
か
な
い
と
い

う
の
も
わ
か
っ
た
。
組
織
的
に
行
う
た
め
に
い
ろ
ん
な
人
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
る
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
出
て
き
た
の
が
、「
方
針
」「
予
算
」

「
組
織
」
と
い
う
３
要
素
で
し
た
。
こ
れ
を
つ
く
ら
な
い
と
前
に
進
み

ま
せ
ん
。
ま
ず
社
と
し
て
の
方
針
は
こ
ち
ら
で
案
を
つ
く
っ
て
社
長

に
認
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
私
は
4
月
1
日
付
け
で
入
社
し
て
4
月

26
日
に
は
組
織
が
で
き
ま
し
た
。
予
算
に
つ
い
て
は
、
年
度
が
始
ま

っ
て
誰
も
引
き
当
て
を
考
え
て
い
な
い
の
で
、
当
時
の
上
司
と
二
人

で
議
論
し
て
漠
然
と
予
算
を
決
め
ま
し
た
。
そ
の
後
は
な
ん
と
か
し

て
社
員
の
理
解
を
得
な
く
て
は
い
け
な
い
。
一
番
最
初
に
考
え
た
の

は
、
社
員
の
見
て
い
る
前
で
活
動
す
る
の
が
手
っ
取
り
早
い
の
で
は

な
い
か
と
。
そ
れ
で
ロ
ビ
ー
で
コ
ン
サ
ー
ト
（
＊
35
）
を
や
る
こ
と
を
始

め
ま
し
た
。
こ
れ
は
非
常
に
効
果
的
で
、
い
ま
だ
に
私
の
仕
事
は
ロ

銭
面
で
の
支
援
な
ど
ア
ー
ト
へ
の
支
援
を
加
速
し
た
ん
で
す
ね
。
つ

ま
り
、
純
粋
な
ア
ー
ト
の
魅
力
に
惹
か
れ
て
、
と
い
う
わ
け
で
は
な

く
、
不
動
産
ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
か
ら
見
て
「
や
ろ
う
」
と
思
っ
た
そ

う
で
す
。
不
用
心
に
ア
ー
ト
に
は
の
め
り
込
ま
ず
、
一
歩
引
い
て
考

え
る
よ
う
に
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

熊
倉

―
決
し
て
道
楽
と
し
て
や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す

ね
。
純
粋
な
ア
ー
ト
へ
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
よ
り
は
、

事
業
家
と
し
て
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
の
で
し
ょ
う
ね
。
先
ほ

ど
土
地
を
23
万
平
米
持
っ
て
い
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
だ
け
土
地
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
黙
っ
て
い
て
も
お
金
は

入
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

北
村

―
23
万
平
米
は
東
京
ド
ー
ム
約
５
個
分
で
す
ね
。
確
か
に
、

ア
ー
ト
事
業
は
本
業
の
危
機
感
が
あ
っ
て
始
め
た
こ
と
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
最
近
は
景
気
の
悪
化
で
経
営
地
の
返
還
が
多
く
な
っ
て

き
た
危
機
感
は
あ
り
ま
す
が
。

　
ナ
ム
ラ
ア
ー
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
最
初
は
は
っ
き
り
言
っ
て
よ

く
わ
か
ら
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
カ
ッ
テ
ィ

ン
グ
エ
ッ
ジ
な
尖
っ
た
話
も
多

か
っ
た
と
思
う
の
で
。
社
長
が

最
初
に
ア
ー
ト
で
感
動
し
た
の

は
、
ナ
ン
ト
で
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
・

ド
・
リ
ュ
ク
ス
（
＊
33
）
を
見
た
と

き
だ
そ
う
で
す
。
ス
ル
タ
ン
の

象
と
少
女
が
ナ
ン
ト
の
ま
ち
を

練
り
歩
く
の
を
み
ん
な
が
見
て
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な
の
は
社
員
が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
降
り
た
と
き
に
『
コ
ン
サ
ー
ト
を

や
っ
て
い
る
か
ら
静
か
に
し
な
く
て
は
』
と
気
を
付
け
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
効
果
は
も
う
充
分
だ
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
歴
代
の
社
長
も

理
解
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
は
コ
ス
ト
削
減
の
時
代
で
、
予
算
確

保
は
大
変
で
す
が
、
あ
る
水
準
を
維
持
で
き
て
い
る
の
は
社
員
の
理

解
の
お
か
げ
で
す
。

森

―
北
村
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
す
が
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
入
っ
て

き
て
、
低
い
家
賃
で
は
あ
れ
、
実
際
に
会
社
の
も
っ
て
い
る
資
産
が

動
き
始
め
て
い
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
、
ア
ー
ト
の
力
を
本
当
に

経
済
効
果
や
資
産
価
値
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
信
じ
始
め
て

い
る
社
員
た
ち
は
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

北
村

―
ま
だ
信
じ
る
と
こ
ろ
ま
で
は
辿
り
着
い
て
い
な
い
と
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
ね
。
ナ
ム
ラ
ア
ー
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
と
も
か
く
、
や

は
り
施
設
は
古
か
っ
た
り
す
る
と
、
安
く
貸
し
て
い
る
わ
り
に
管
理

者
と
し
て
手
を
掛
け
な
き
ゃ
い
け
な
い
部
分
は
多
い
。
結
局
そ
う
い

う
儲
け
に
つ
な
が
ら
な
い
物
件
は
何
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
の
か
と

疑
問
を
感
じ
て
い
る
社
員
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
投
資
し
た
ら
家
賃
で
利
益
が
返
っ
て
く
る
と
い
う
普
通
の
不
動
産

業
を
常
と
し
て
い
た
方
々
に
と
っ
て
は
非
常
に
不
可
解
と
い
う
か
、

理
解
し
が
た
い
事
業
と
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

た
だ
そ
れ
ま
で
は
不
動
産
業
し
か
や
っ
て
い
な
か
っ
た
弊
社
が
、
ア

ー
ト
に
関
わ
り
続
け
て
５
、
６
年
経
っ
て
き
た
。
ア
ー
ト
と
関
わ
る

こ
と
に
つ
い
て
の
理
解
と
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
、「
い
い
の
か
も
」

く
ら
い
の
気
持
ち
は
だ
ん
だ
ん
芽
生
え
始
め
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。
き
っ
か
け
は
や
は
り
例
の
ア
ヒ
ル
で
す
ね
。
あ
れ
を
見
て
、
実

際
に
自
分
の
知
り
合
い
が
見
に
行
っ
て
す
ご
く
よ
か
っ
た
と
か
、
全

ビ
ー
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
や
る
係
だ
と
思
っ
て
い
る
社
員
が
い
る
く
ら

い
で
す
。

熊
倉

―
社
員
の
方
は
、
仕
事
帰
り
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
か
ら
ロ
ビ
ー

に
降
り
て
き
た
と
き
に
見
か
け
て
「
今
日
は
コ
ン
サ
ー
ト
の
日
な
ん

だ
」
と
認
識
な
さ
る
こ
と
は
き
っ
と
多
い
で
す
よ
ね
。
近
隣
の
方
々

が
申
し
込
ま
れ
て
い
る
の
で
、
遠
慮
さ
れ
て
い
る
の
か
。
聴
い
て
い

か
れ
る
方
は
少
な
い
で
す
け
ど
。

加
藤

―
面
白
い
現
象
が
あ
り
ま
し
て
、
会
社
の
中
心
部
か
ら
遠
い

社
員
ほ
ど
関
心
が
高
い
ん
で
す
。
社
長
を
中
心
と
し
た
経
営
の
ト
ッ

プ
に
い
る
人
た
ち
か
ら
は
遠
い
、
支
店
や
子
会
社
や
関
連
会
社
の
方

が
一
番
コ
ン
サ
ー
ト
に
来
た
が
り
ま
す
。
本
社
で
長
年
、
経
理
や
総

務
、
人
事
、
経
営
戦
略
な
ど
を
考
え
て
い
る
人
た
ち
は
あ
ま
り
来
な

い
。
遠
く
の
人
ほ
ど
本
社
の
様
子
が
気
に
な
る
の
で
、
本
社
に
行
っ

て
何
か
す
る
の
は
い
い
チ
ャ
ン
ス
な
ん
で
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
を
聞
き

に
来
た
と
言
っ
て
、
人
事
に
顔
を
出
し
た
り
あ
い
さ
つ
す
る
チ
ャ
ン

ス
が
あ
る
わ
け
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
現
社
長
の
泉

谷
直
木
氏
は
若
い
頃
か
ら
理

論
家
で
、
常
に
社
の
あ
る
べ

き
姿
や
企
業
と
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
と
い
う
議
論
を
戦
わ

せ
て
い
る
人
で
す
。
彼
が
ロ

ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
価
値
を

理
論
付
け
て
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
て
く
れ
て
、「
社
員
参

加
は
少
な
く
て
い
い
。
重
要

第75回アサヒビールロビーコンサート
「坂田明と役立たず a good for nothing のあり方に
ついて」（2003年4月14日）撮影：斎藤巧一郎
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す
る
よ
う
な
人
が
増
え
て
き
た
ら
、
会
社
と
し
て
も
継
続
の
意
味
を

感
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
社
員
数
の
割
合
に
す
る
と
、

６
分
の
１
が
メ
セ
ナ
担
当
に
な
る
の
で
、
考
え
て
み
た
ら
す
ご
い
バ

ラ
ン
ス
で
す
よ
ね
。
社
内
は
ワ
ン
フ
ロ
ア
な
の
で
社
長
か
ら
私
た
ち

へ
の
指
示
は
ほ
か
の
社
員
に
も
聞
こ
え
ま
す
し
、
物
件
を
賃
貸
す
る

と
い
う
部
分
は
不
動
産
の
部
署
の
人
た
ち
と
も
連
携
し
て
進
め
て
い

る
の
で
、
こ
こ
１
、
２
年
で
地
域
創
生
事
業
の
社
員
へ
の
浸
透
も
深

ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

■
企
業
に
よ
る
文
化
支
援
の
原
点

渡
辺

―
北
村
さ
ん
に
伺
い
た
い
の
で
す
が
、
例
え
ば
不
動
産
業
と

し
て
外
資
企
業
に
よ
る
買
収
も
あ
り
得
な
い
訳
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
も
し
そ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
、
つ
ま
り
企
業
の
あ
り
方

が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
で
も
、
こ
う
い
っ
た
活
動
を
続
け
て
い

け
る
担
保
と
し
て
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
た
財
団
化
を
目
指
さ
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

北
村

―
株
式
を
公
開
し
て
い
な
い
の
で
、
外
資
に
よ
る
買
い
占
め

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
心
配
な
の
は
経
営
者
が
変
わ

っ
た
と
き
で
す
ね
。
ア
ー
ト
活
動
を
継
続
す
る
足
場
を
固
め
る
意
味

で
は
、
財
団
化
す
る
の
は
い
い
き
っ
か
け
に
な
る
と
は
思
い
ま
す
。

渡
辺

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
次
に
加
藤
さ
ん
に
伺
い
た
い

の
で
す
が
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
手
を
引
く
と
し
た
ら
ど
う

い
う
と
き
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
い
は
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
を

や
め
る
べ
き
と
き
と
は
ど
う
い
っ
た
と
き
で
す
か
。
こ
れ
は
、
評
価

を
次
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
と
も
関
係
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、

然
知
ら
な
い
人
か
ら
伝
え
聞
く
と
か
、
あ
と
は
新
聞
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
メ
デ
ィ
ア
で
見
た
り
し
て
、
経
済
効
果
ま
で
は
信
じ
切
れ
な
い

と
し
て
も
、
ア
ー
ト
事
業
を
し
て
も
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
く
ら
い

の
気
持
ち
は
抱
い
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
い

ま
す
。

森

―
そ
う
い
う
意
味
で
は
ブ
ラ
ン
ド
化
と
い
う
か
、
広
告
費
み
た

い
な
形
で
は
十
分
理
解
さ
れ
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
す
か
。

北
村

―
そ
う
で
す
ね
。
う
ち
の
会
社
は
、
事
業
の
性
質
上
、
マ
ス

コ
ミ
を
通
じ
た
広
告
と
か
広
報
を
全
く
し
て
い
ま
せ
ん
。
す
る
必
要

が
な
い
わ
け
で
す
ね
。
広
告
を
し
な
く
て
も
こ
れ
ま
で
は
借
り
手
が

い
た
し
、
そ
れ
ほ
ど
の
規
模
で
も
な
か
っ
た
し
と
い
う
こ
と
で
、
そ

う
い
う
こ
と
に
全
く
興
味
が
な
か
っ
た
の
で
、
広
告
的
な
効
果
に
つ

い
て
は
あ
ま
り
感
じ
て
は
い
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
だ
け
ど
や
は
り

自
分
の
会
社
が
社
会
か
ら
「
い
い
会
社
で
す
ね
」
と
か
「
大
阪
の
た

め
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
ね
、
あ
り
が
と
う
」
み
た
い
な
こ
と
を
言
わ

れ
る
の
で
、「
そ
う
か
、
い
い
の
か
」
と
い
う
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

森

―
文
化
事
業
部
へ
の
就
職
希
望
は
あ
り
ま
す
か
。「
ア
ヒ
ル
ち

ゃ
ん
の
と
こ
ろ
で
働
き
た
い
」
み
た
い
な
。
25
人
く
ら
い
の
会
社
の

中
で
、
こ
の
部
署
は
4
人
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
よ
ね
。
そ
う

い
う
意
味
で
は
手
厚
い
部
署
で
す
よ
ね
。

北
村

―
就
職
希
望
は
意
外
と
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
新
入
社
員
を
毎
年

採
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
欠
員
補
助
と
い
う
形
で
し
か
採
用
し
な
い

の
で
す
が
、
も
し
、
地
域
貢
献
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
入
社
を
希
望



7-25 東京アートポイント計画　Tokyo Art Research Lab
『日本型アートプロジェクトの歴史と現在』　第7章

「企業×アートプロジェクト」●Discussion　なぜアートプロジェクトに支援するのか

＊
36す

み
だ
川
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

東
京
の
重
要
な
地
域
資
源
で
あ
る
隅
田
川
に
着
目

し
、
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
市
民
と
の
協
働
に
よ

り
、
隅
田
川
の
再
生
を
視
野
に
入
れ
た
80
年
間
と
い

う
長
期
的
か
つ
継
続
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
く
も

の
。
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
の
特
別
協
賛
。

の
宣
伝
効
果
が
何
年
も
持
続
し
て
い
る
訳
で
す
。
心
理
的
な
意
味
で

も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
支
援
企
業
と
の
関
係
を
考
え
る
と
、
途
中
で
や

め
て
し
ま
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

熊
倉

―
で
は
、
も
し
お
二
人
が
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
も

の
に
興
味
を
失
う
と
し
た
ら
ど
う
い
っ
た
と
き
で
す
か
。

加
藤

―
興
味
深
々
で
す
か
ら
ね
。
好
き
な
女
性
を
前
に
し
て
、
こ

の
人
を
嫌
い
に
な
る
と
き
は
ど
ん
な
と
き
で
す
か
と
聞
か
れ
て
い
る

気
分
で
す
ね
（
笑
）。

　
仮
に
支
援
を
打
ち
切
る
と
き
と
い
う
こ
と
で
し
た
ら
、
打
ち
切
り

た
い
と
思
っ
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
毎
年
１
０
０
以
上
の

応
募
の
中
か
ら
20
団
体
く
ら
い
し
か
選
定
で
き
な
い
の
で
、
そ
の
と

き
は
全
員
で
慎
重
に
議
論
を
し
て
い
ま
す
。
ク
オ
リ
テ
ィ
の
問
題
も

含
め
、
そ
こ
で
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
議
論
を
し
て
決
め
て
い
ま
す
が
、
例

え
ば
主
軸
と
な
っ
て
い
る
人
が
代
替
わ
り
を
し
て
、
そ
れ
で
も
無
理

矢
理
や
っ
て
い
る
と
感
じ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、「
少
し
休
ん
だ
ら
」

と
い
う
気
持
ち
で
判
断
を
下
す
と
き
く
ら
い
で
す
ね
。
私
個
人
と
し

て
は
や
は
り
面
白
い
魅
力
が
ほ
し
い
で
す
ね
。

熊
倉

―
し
か
し
地
域
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
と
っ
て
、
対
外
的
な

あ
る
種
の
魅
力
、
訴
求
力
を
持
つ
こ
と
が
絶
対
必
要
か
ど
う
か
は
微

妙
で
す
よ
ね
。
地
域
の
人
や
当
事
者
に
と
っ
て
意
味
が
あ
れ
ば
よ
く

て
、
繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
が
価
値
に
な
り
得
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

私
も
支
援
す
る
側
の
決
定
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
と
き
、
マ
ン
ネ
リ
化

と
か
平
気
で
言
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
が
、
こ
れ
は
支
援
す
る
側
の
わ
が

ま
ま
な
の
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
社
会
的
な
可
能
性
の
新
し
さ

で
あ
っ
た
り
、
見
た
こ
と
も
な
い
熱
意
だ
っ
た
ら
つ
い
期
待
し
て
し

評
価
の
た
め
に
立
て
た
目
標
が
達
成
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
ら
、

や
ら
な
く
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

加
藤

―
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
手
を
引
く
と
い
う
の
は
想
定

外
で
す
ね
。
い
わ
ゆ
る
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
形
で
は
な
い
か
も

し
れ
な
い
け
れ
ど
、
何
ら
か
の
形
で
継
続
さ
せ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

「
す
み
だ
川
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
＊
36
）
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ゴ
ー
ル
は
２
０
８
９
年
で
す
。
ス
タ
ー
ト
が
２

０
０
９
年
で
今
年
が
３
回
目
で
す
が
、
80
年
の
目
標
を
立
て
た
ん
で

す
。
ど
う
し
て
80
年
目
標
か
と
い
う
と
、
隅
田
川
は
80
年
前
ま
で
は

面
白
い
川
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
泳
げ
た
し
、
魚
も
た
く
さ
ん
と
れ
た

し
、
船
遊
び
も
楽
し
ん
で
い
た
の
が
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、

つ
ま
ら
な
い
川
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
な
ら
今
か
ら
80
年
か
け

て
い
ろ
い
ろ
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
提
案
し
て
い
け
ば
、
も
し
か
す
る
と

ま
た
面
白
い
川
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
ま

で
続
い
て
い
る
か
は
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
し
、
何
の
保
証
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
く
ら
い
の
長
い
意
気
込
み
で
や
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

渡
辺

―
企
業
と
し
て
支
援
す
る
の
を
や
め
る
と
き
と
は
ど
う
い
っ

た
と
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
景
気
が
悪
く
な
っ
た
ら
や
め
ざ

る
を
得
な
い
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

加
藤

―
会
社
が
な
く
な
れ
ば
や
め
ざ
る
を
得
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

最
近
は
や
め
る
企
業
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
か
わ
り
、
始
め

る
企
業
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
戦
略
を
考
え
て
始
め
た
会
社
は
な

か
な
か
止
め
な
い
で
す
ね
。
企
業
が
支
援
を
や
め
て
も
そ
こ
で
評
価

さ
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
そ
の
後
の
経
歴
に
も
デ
ビ
ュ
ー
の
き
っ
か

け
を
つ
け
て
く
れ
た
企
業
名
が
残
る
わ
け
で
す
か
ら
、
企
業
と
し
て
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賀
大
の
学
生
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

正
式
名
「
呉
福
万
博
２
０
１
０
」（
ご
ふ
く
ば
ん
ぱ
く

に
せ
ん
じ
ゅ
う
）。
佐
賀
市
呉
服
元
町
に
て
行
わ
れ

る
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
佐
賀
大
学
の
学

生
有
志
を
中
心
に
２
０
０
９
年
よ
り
始
ま
っ
た
企
画
。

佐
賀
市
内
で
の
作
品
の
展
示
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
、

交
流
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
た
。
会
期
＝
２
０
１
０
年
11
月
13
日
～ 

12
月
5
日
。

※
本
座
談
会
へ
の
参
加
者
に
つ
い
て

菊
地
拓
児
（
き
く
ち
・
た
く
じ
／
リ
サ
ー
チ
ア

シ
ス
タ
ン
ト
、「
コ
ー
ル
マ
イ
ン
研
究
室
」
主
宰
）

九
冨
美
香
（
く
と
み
・
み
か
／
イ
ン
タ
ー
ン
、

茅
野
市
美
術
館
学
芸
員
）

永
尾
真
由
（
な
が
お
・
ま
ゆ
／
リ
サ
ー
チ
ア
シ

ス
タ
ン
ト
、
一
橋
大
学
大
学
院
言
語
社
会
研
究

科
芸
術
系
修
士
課
程
在
籍
）

長
津
結
一
郎
（
な
が
つ
・
ゆ
う
い
ち
ろ
う
／
リ

サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、
東
京
藝
術
大
学
大
学

院
音
楽
研
究
科
博
士
後
期
課
程
在
籍
）

伯
耆
田
卓
助
（
ほ
う
き
だ
・
た
く
す
け
／
リ
サ

ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、
東
京
藝
術
大
学
先
端
芸

術
表
現
科
卒
）

渡
辺
文
菜
（
わ
た
な
べ
・
あ
や
な
／
リ
サ
ー
チ

ア
シ
ス
タ
ン
ト
、
東
京
大
学
大
学
院
学
際
情
報

学
府
修
士
課
程
在
籍
）

ず
し
も
我
々
だ
け
で
決
ま
ら
な
い
機
構
を
つ
く
っ
て
い
く
と
、
思
い

が
け
な
い
広
が
り
が
出
て
き
て
、
こ
れ
が
楽
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。

我
々
だ
け
で
は
な
い
、
市
民
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
感
覚
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
を
、
本
当
に
あ
り
が
た
く
感
じ
ま

す
ね
。

熊
倉

―
加
藤
さ
ん
、
北
村
さ
ん
の
話
を
お
聞
き
し
、
１
９
９
０
年

頃
に
盛
ん
に
言
わ
れ
た
「
企
業
文
化
」
と
か
、
企
業
と
い
う
風
土
、

あ
る
い
は
人
に
人
格
が
あ
る
よ
う
に
、
会
社
に
も
社
格
み
た
い
な
も

の
が
あ
る
と
盛
ん
に
言
わ
れ
た
時
代
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
人
は
パ
ン
の
み
で
生
き
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
、
企
業
は
お
金

の
み
の
た
め
に
生
き
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
社
会
も
お
金
だ
け
で
生

き
る
わ
け
で
は
な
い
。
今
回
は
、
企
業
が
単
に
芸
術
や
文
化
を
支
援

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
社
会
の
形
成
を
含
め
た
メ
セ
ナ
活
動
を

行
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
う
よ
う
な
。

加
藤

―
そ
う
で
す
ね
。
Ａ
Ａ
Ｆ
で
は
、
緩
や
か
に
い
く
つ
か
の
原

則
を
決
め
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
学
生
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
応
援
し

な
い
な
ど
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
今
年
は
佐
賀
大
学
の
学
生
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
（
＊
37
）
に
支
援
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
学
生
た
ち
が
と

て
も
面
白
い
提
案
を
し
て
き
て
、
み
ん
な
が
魅
か
れ
ま
し
た
。
基
準

や
原
則
は
も
ち
ろ
ん
存
在
し
、
大
き
く
逸
脱
は
し
な
い
け
れ
ど
、
そ

れ
を
超
え
る
も
の
と
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
は
採
用
し
ま
す
。

熊
倉

―
私
も
取
手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
本
部
長
で
も
あ

る
の
で
思
い
ま
す
が
、
全
国
に
ラ
イ
バ
ル
が
非
常
に
た
く
さ
ん
い
る

中
で
、
う
か
う
か
し
て
い
ら
れ
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。
一

方
で
、
地
域
内
で
は
十
年
一
日
の
如
く
同
じ
こ
と
を
し
て
ほ
し
い
と

い
う
要
望
も
あ
り
、
定
着
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
一
般
市
民
の
期
待
は

マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
く
。
そ
れ
を
変
え
て
い
こ
う
と
い
う
の
は
す
ご

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
い
る
の
で
す
。
地
域
の
中
だ
け
で
は
な
く
、
外
と

つ
な
が
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
も
っ
て
、
見
た
こ
と
も
な
い
何
か

を
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
意
識
を
、
各
地
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

人
た
ち
が
小
さ
な
自
信
と
し
て
持
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
本

当
に
そ
れ
が
い
い
の
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
支
援
す
る
側

の
勝
手
な
理
屈
か
ら
す
る
と
そ
う
考
え
ら
れ
ま
す
よ
ね
。

加
藤

―
最
近
は
あ
ま
り
言
わ
れ
ま
せ
ん
が
、
昔
は
財
団
に
助
成
金

を
出
す
と
か
、
企
業
か
ら
協
賛
金
を
出
資
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ

る
種
の
政
策
提
言
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
我
々
な
り
の
ア
ー
ト

へ
の
誘
導
で
し
た
。
ア
ー
ト
は
こ
う
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
流
れ
で
す

よ
ね
。
だ
か
ら
誘
導
し
な
く
て
済
む
よ
う
に
、
Ａ
Ａ
Ｆ
の
よ
う
に
必



ア
ー
ティ
ス
ト

　
　
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

日
本
型
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
歴
史
と
現
在

1
9
9
0
年 

→ 

2
0
1
2
年

8
c h a p t e r  東京アートポイント計画 Tokyo Art Research Lab



過疎地における
大型フェスティバルの可能性

2000年に始まった越後妻有アートトリ
エンナーレや、2010年に開催された瀬
戸内国際芸術祭は、多くの来場者数を記
録し「大型フェスティバル系」のプロジ
ェクトと分類できるのではないでしょう
か。どちらも過疎化が進む地域で開催さ
れ、「まちおこし」や「ツーリズム」の
分野からも大きな注目を浴びるもので
す。アーティストはこうした芸術祭に、
どのようなプロセスや思考をもって参加
しているのでしょうか。両芸術祭の参加
作家である川俣正さん、藤浩志さんをお
招きし、過疎地での大型フェスティバル
の検証を試みます。

川
俣 

正
（
か
わ
ま
た
・
た
だ
し
）

１
９
５
３
年
、
北
海
道
生
ま
れ
。
28
歳
で
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
参
加
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
選
ば
れ
、
そ
の
後
も
ド
ク
メ
ン
タ
な
ど
世
界
的
に
高
い
評
価
を
獲
得
し
続
け
、
２

０
０
５
年
に
は
、
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
る
。
ま
た
、
東
京

藝
術
大
学
が
革
新
的
な
試
み
と
し
て
設
置
し
た
「
先
端
芸
術
表
現
科
」の
立
ち
上
げ
に
主

任
教
授
と
し
て
着
任
。
既
存
の
美
術
表
現
の
枠
組
み
を
超
え
て
い
く
試
み
を
実
践
し
た
。

建
築
や
都
市
計
画
、
歴
史
学
や
社
会
学
、
日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
あ
る
い
は
医
療

に
ま
で
お
よ
ぶ
分
野
と
関
わ
り
、
国
内
外
で
多
数
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
展
覧
会
に
参
加
・
発

表
を
行
う
。
現
在
、
パ
リ
国
立
高
等
芸
術
学
院
教
授
。

藤 

浩
志
（
ふ
じ
・
ひ
ろ
し
）

１
９
６
０
年
、
鹿
児
島
県
生
ま
れ
。
京
都
市
立
芸
術
大
学
在
学
中
演
劇
活
動
に
没
頭
し

た
後
、
地
域
社
会
を
舞
台
と
し
た
表
現
活
動
を
志
向
し
、
京
都
情
報
社
を
設
立
。
京
都

市
内
中
心
市
街
地
や
鴨
川
な
ど
を
使
っ
た
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
京
都
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
ʼ83
」の
企
画
以
来
、
全
国
各
地
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
場
で
「
対
話
と
地
域
実

験
」
を
重
ね
る
。
同
大
学
院
修
了
後
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
国

立
芸
術
学
校
勤
務
。
１
９
９
２
年
、
藤
浩
志
企
画
制
作
室
を
設
立
。
１
９
９
７
年
に
福
岡

に
拠
点
を
移
し
た
あ
と
、
日
本
固
有
の
地
域
活
動
と
リ
ン
ク
し
た
シ
ス
テ
ム
型
の
表
現
を

試
行
錯
誤
し
て
い
る
。
現
在
、
福
岡
県
糸
島
市
在
住
。
神
戸
大
学
非
常
勤
講
師
。

Case I  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2

ＣＩＡＮ／向島プロジェクト
川俣 正

Case II  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 6

ビニール・プラスチック・コネクション 
／藤島八十郎の家

藤 浩志
Discussion  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 9

Part 1　 大型フェスティバルが生まれた背景
藤浩志 × 熊倉純子（東京藝術

大学教授） × 森司（東京アートポイント
計画 ディレクター ） × 

リサーチアシスタント
Part 2　 過疎地が抱える問題と 

日本型アートプロジェクトの功罪
川俣正 × 藤浩志 × 熊倉純子（東京藝術

大学教授） ×  
森司（東京アートポイント

計画 ディレクター ） × リサーチアシスタント

講座・研究会開催日：2011年1月21日
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＊
1越

後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

正
式
名
称
は
「
大
地
の
芸
術
祭
越
後
妻
有
ア
ー
ト

ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」。
３
年
に
１
度
、
越
後
妻
有
地
域

（
新
潟
県
十
日
町
市
・
津
南
町
）
の
里
山
で
展
開
さ

れ
る
国
際
芸
術
祭
。
２
０
０
０
年
に
第
１
回
が
開
催

さ
れ
、
以
後
２
０
０
３
年
、
２
０
０
６
年
、
２
０
０

９
年
に
開
催
。
第
５
回
は
２
０
１
２
年
に
開
催
予
定
。

総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
北
川

フ
ラ
ム
が
務
め
る
。

＊
2北

川
フ
ラ
ム
（
き
た
が
わ
・
ふ
ら
む
）

１
９
４
６
年
、
新
潟
県
出
身
。
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。

手
掛
け
た
展
覧
会
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
「
ア
パ
ル
ト
ヘ

イ
ト
否
！
国
際
美
術
展
」（
１
９
８
８
年
）、「
フ
ァ
ー

レ
立
川
」（
１
９
９
４
年
）、「
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ

エ
ン
ナ
ー
レ
」（
２
０
０
０
年
〜
）、「
瀬
戸
内
国
際
芸

術
祭
２
０
１
０
」
ほ
か
。
主
な
受
賞
に
、
芸
術
選
奨

文
部
科
学
大
臣
賞
。

＊
3フ

ァ
ー
レ
立
川

１
９
９
４
年
に
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
（
現
、
都
市

再
生
機
構
）
の
施
工
に
よ
っ
て
完
成
し
た
Ｊ
Ｒ
立
川

駅
北
口
の
米
軍
基
地
跡
地
（
フ
ィ
ン
カ
ム
交
差
点
・

ゲ
ー
ト
付
近
）
の
再
開
発
事
業
。
北
川
フ
ラ
ム
が
ア

ー
ト
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
務
め
た
。

＊
4当

時
は
1
市
4
町
1
村
（
十
日
町
市
、
津
南
町
、

川
西
町
、
松
代
町
、
松
之
山
町
、
中
里
村
）
だ
っ
た

が
、
２
０
０
５
年
４
月
の
市
町
村
合
併
に
よ
り
、
現

在
は
十
日
町
市
と
津
南
町
。

＊
5先

端
芸
術
表
現
科

東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
の
専
攻
学
科
。「
美
術
」

の
分
野
を
超
え
る
教
育
研
究
の
実
践
を
目
指
し
１

９
９
９
年
４
月
に
新
設
さ
れ
た
。

＊
6松

之
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

第
8
章
●「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
×
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

Case I 

Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｎ
／
向
島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

川
俣 

正

C
ontents

■
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
へ
の
参
加 

―
松
之
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
2

■
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｎ 

―
イ
ン
タ
ー
ロ
ー
カ
ル
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
立
ち
上
げ
‥
‥
‥
3

■
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
へ
の
参
加 

―
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
4

■
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
へ
の
参
加 

―
松
之
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

　
僕
は
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
（
＊
1
）（
以
下
、「
越
後
妻

有
」）
の
1
回
目
が
始
ま
る
前
の
年
か
ら
関
わ
っ
て
い
て
、
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
を
務
め
る
北
川
フ
ラ
ム
（
＊
2
）
さ
ん
に
「
山
を
展
示
会
場
と
し
て

提
供
す
る
か
ら
山
で
何
か
や
っ
て
く
れ
な
い
か
」
と
い
う
話
が
あ
り

ま
し
た
。
す
ご
く
長
期
的
な
設
定
で
こ
の
地
域
で
展
開
し
て
い
く
と

い
う
話
は
聞
い
て
い
ま
し
た
。
北
川
フ
ラ
ム
さ
ん
は
「
越
後
妻
有
」

の
前
に
東
京
都
立
川
市
で
「
フ
ァ
ー
レ
立
川
」（
＊
3
）
と
い
う
都
市
型

の
野
外
彫
刻
展
を
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
い
ま
し
た
が
、「
越
後
妻

有
」
で
大
き
な
注
目
を
集
め
た
こ
と
の
理
由
と
し
て
は
、
や
は
り
ア

ー
ト
作
品
が
置
か
れ
る
状
況
で
は
な
い
と
こ
ろ
で
あ
え
て
や
っ
て
い

く
と
い
う
一
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
し

て
や
６
市
町
村
（
＊
4
）
も
使
っ
て
行
う
と
い
う
。
３
年
に
１
回
の
ト
リ

エ
ン
ナ
ー
レ
形
式
と
い
う
こ
と
や
予
算
す
ら
も
決
ま
っ
て
い
な
い
状

態
で
、
僕
は
先
行
投
資
み
た
い
な
形
で
旧
松ま
つ

之の

山や
ま

町
（
現
、
十
日
町

市
）
の
町
長
さ
ん
か
ら
何
か
で
き
な
い
か
と
話
を
受
け
ま
し
た
。
僕

が
最
初
に
入
っ
て
い
っ
た
と
き
は
、
物
見
台
や
橋
み
た
い
な
も
の
を

建
築
家
と
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
当
時
は
地
域
住
民
と
一
緒
に
何
か
を
や
る
と
い
う
発
想
は
な
く
、

東
京
藝
大
に
先
端
芸
術
表
現
科
（
＊
5
）
が
で
き
た
１
９
９
９
年
の
４
月

に
、
東
京
か
ら
学
生
全
員
を
引
き
連
れ
て
合
宿
を
し
な
が
ら
制
作
を

進
め
ま
し
た
。
森
の
中
を
人
が
回
遊
す
る
遊
歩
道
と
シ
ス
テ
ム
を
つ

く
っ
た
の
が
越
後
妻
有
で
の
最
初
の
試
み
（「
松
之
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」（
＊
6
））
で
し
た
。
当
然
、
公
聴
会
な
ど
を
や
り
ま
し
た
が
、
地
域

の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
「
何
だ
こ
れ
は
」
と
い
う
感
じ
で
浸
透
す
る

気
配
は
全
然
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
若
い
人
が
来
て
ワ
イ
ワ
イ
や

っ
て
い
る
こ
と

に
み
ん
な
興
味

を
も
っ
て
く
れ

た
よ
う
で
し
た
。

始
め
の
う
ち
は
、

人
が
見
に
来
る

と
い
う
発
想
は

僕
は
も
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
年
を
経
る
ご

と
に
、
旧
松
之

山
町
か
ら
旧
松

《松之山プロジェクト》（1999年）
撮影＝安齊重男
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２
０
０
０
と
２
０
０
３
、
松
之
山
の
森
の
学
校
「
キ
ョ

ロ
ロ
」
周
辺
に
遊
歩
道
、
東
屋
、
屋
外
デ
ッ
キ
を
協

働
制
作
し
た
。
会
期
中
に
稲
を
干
す
「
は
せ
木
」
を

使
っ
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
（
２
０
０
０
年
）、

無
人
販
売
所
の
小
屋
を
ま
ち
な
か
に
設
置
し
た
（
２

０
０
３
年
）。

＊
7ま

つ
だ
い
「
農
舞
台
」

ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
シ
ア
タ
ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
シ
ョ
ッ
プ
、

音
響
設
備
を
備
え
た
複
合
文
化
施
設
と
し
て
２
０

０
３
年
に
オ
ー
プ
ン
。
設
計
は
オ
ラ
ン
ダ
の
建
築
家

集
団
、
Ｍ
Ｖ
Ｒ
Ｄ
Ｖ
。

＊
8Ｃ

Ｉ
Ａ
Ｎ
（
シ
ア
ン
）

イ
ン
タ
ー
ロ
ー
カ
ル
・
ア
ー
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
セ

ン
タ
ー
の
略
。
２
０
０
９
年
か
ら
大
地
の
芸
術
祭
の

ア
ー
カ
イ
ヴ
お
よ
び
、
川
俣
正
ア
ー
カ
イ
ヴ
、
ま
た

日
本
各
地
の
「
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
資
料
を

収
集
、
保
存
・
公
開
。
十
日
町
市
の
廃
校
に
な
っ
た

旧
松
代
町
立
清
水
小
学
校
が
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

疑
的
に
な
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
で
、
違
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
の

仕
方
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｎ
の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

「
イ
ン
タ
ー
ロ
ー
カ
ル
」
の
意
味
は
、
非
常
に
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
ー
の
強

い
地
域
で
ア
ー
ト
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
た
と
き
、
ロ
ー
カ
リ
テ

ィ
ー
の
強
さ
ゆ
え
に
、
そ
れ
が
逆
に
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
な
り

得
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
意
味
を
込
め
て
い
ま
す
。
ロ
ー
カ
ル
な
問

題
を
そ
の
地
域
だ
け
の
問
題
と
考
え
ず
に
、
実
は
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

と
共
通
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
た
の
で
す
。
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｎ
を
通
し
て
、
も
う
一
度
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
に
警
鐘
を
な
ら
す
よ
う
に
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
は
一
体
何
な
の
か
、
そ
れ
を
海
外
と
比
較
す
る
と
何
が
見
え
て

く
る
の
か
研
究
す
る
場
所
を
つ
く
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
廃

校
と
な
っ
た
小
学
校
に
は
、
ア
ー
カ
イ
ヴ
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
こ

の
ア
ー
カ
イ
ヴ
で
は
日
本
全
国
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ポ
ス
タ

ー
な
ど
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
連
す
る
も
の
を
集
め
て
い
ま

す
。
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
施
設
を
つ
く
っ
た
の
は
、

こ
う
い
う
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
や
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
す
ぐ
に
消

え
て
な
く
な
っ
て
し
ま
う
し
、
カ
タ
ロ
グ
す
ら
つ
く
ら
な
い
プ
ロ
ジ

代
町
あ
た
り
で
毎
年
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
徐
々
に
展
開
さ

れ
て
い
き
、「
越
後
妻
有
」が
方
法
論
と
し
て
定
着
し
て
い
き
ま
し
た
。

北
川
フ
ラ
ム
さ
ん
は
、
最
初
の
段
階
で
は
土
木
公
共
工
事
の
予
算
で

や
る
、
と
明
確
に
決
め
、
そ
の
延
長
線
で
ま
つ
だ
い
「
農の
う

舞ぶ

台た
い

」（
＊
7
）

な
ど
の
施
設
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
に
な
い
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
系
の
「
大
地
の
お
祭
り
」
み
た
い
な
も
の
と
し
て
始

ま
っ
た
わ
け
で
す
。

　
過
疎
の
集
落
に
何
を
落
と
し
て
い
く
か
を
、
少
し
ず
つ
探
り
な
が

ら
進
め
て
い
っ
た
と
い
う
点
が
一
つ
の
方
法
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
で
は
も
う
か
れ
こ
れ
10
年
く
ら
い
や
っ
て
地
域
住
民
に
だ
い
ぶ
定

着
し
て
い
ま
す
し
、
何
を
や
っ
て
い
る
か
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
何
を
す
る
か
と
い
う
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
部
分
が

重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
経
済
効
果
も
出
て

い
ま
す
し
、
ア
ー
ト
作
品
が
３
０
０
ほ
ど
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
な

っ
て
、
新
し
く
設
置
す
る
よ
り
も
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
作
品
選
択
を
し

て
い
く
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

■
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｎ 

―
イ
ン
タ
ー
ロ
ー
カ
ル
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
立
ち
上
げ

　
２
０
０
９
年
に
は
廃
校
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
松
代
町
立
清
水
小
学

校
を
使
っ
て
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｎ
（
イ
ン
タ
ー
ロ
ー
カ
ル
・
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
）（
＊
8
）
と
い
う
も
の
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
１
９
９
９
年
か
ら
３
度
く
ら
い
「
越
後
妻
有
」
に
参
加
し
て
、
毎

回
一
時
的
な
も
の
を
つ
く
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
実
践
し
て
き
ま

し
た
が
、
妻
有
に
は
３
０
０
も
作
品
が
あ
る
わ
け
で
す
し
、
僕
は
作

品
を
つ
く
る
気
は
全
く
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
つ
く
る
こ
と
や
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
い
う
も
の
自
体
、
あ
る
い
は
「
越
後
妻
有
」
自
体
に
も
懐

CIAN外観 

CIAN内部   撮影＝宮本武典＋瀬野広美
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＊
9瀬

戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
０

２
０
１
０
年
、
瀬
戸
内
海
の
島
を
舞
台
に
開
催
さ
れ

た
国
際
芸
術
祭
。
副
題
は
「
ア
ー
ト
と
海
を
巡
る
百

日
間
の
冒
険
」。
２
０
１
０
年
7
月
19
日
か
ら
10
月

31
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
来
場
者
数
は
約
93
万
人
を

数
え
た
。
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
福
武
總
一
郎（
財

団
法
人
直
島
福
武
美
術
館
財
団
理
事
長
）、
総
合
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
は
北
川
フ
ラ
ム
。

＊
10直

島
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
2

直
島
の
本
村
地
区
を
中
心
に
「
ア
ー
ト
の
日
常
化
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
。

会
期
＝
２
０
０
６
年
10
月
７
日
（
土
）〜
12
月
24
日

（
日
）／
会
場
＝
直
島
、
直
島
諸
島
／
参
加
作
家
＝

上
原
三
千
代
、
大
竹
伸
朗
、
小
沢
剛
、
川
俣
正
、
草

間
彌
生
、
妹
島
和
世+

西
沢
立
衛
／
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ａ
、

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
シ
ル
ヴ
ィ
ア
ン
、 

杉
本
博
司
、
須
田

悦
弘
、
千
住
博
、
三
宅
信
太
郎
、
宮
本
隆
司
／
総

合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
＝
福
武
總
一
郎

＊
11向

島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
０
０
６
年
よ
り
川
俣
正
が
開
始
向
島
で
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
。
２
０
０
７
年
度
は
一
度
中
断
し
、
２
０
０
８

年
秋
よ
り
活
動
を
再
開
し
た
。
瀬
戸
内
国
際
芸
術

祭
２
０
１
０
で
は
、
海
岸
に
浮
島
を
つ
く
る
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
「
島
か
ら
島
を
つ
く
る
」
を
開
催
し
た
。

の
人
た
ち
が
多
い
の
で
す
。
ア
ー
ト
で
ど
う
に
か
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
具
体
的
に
地
域
性
の
問
題
が
根
強
い
こ
と
が
逆
に
確
認
で
き

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
地
域
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、
人
が
来
る
の
は
構

わ
な
い
し
嬉
し
い
こ
と
な
の
で
す
が
、
自
分
た
ち
の
生
活
と
は
全
く

違
う
も
の
と
し
て
、
非
常
に
冷
め
た
見
方
を
し
て
い
る
と
い
う
結
果

が
見
え
ま
し
た
。

■
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
へ
の
参
加 

―
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バル

　
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
０
（
＊
9
）（
以
下
、
瀬
戸
芸
）
も
僕
は

開
催
よ
り
も
先
行
し
て
こ
の
地
域
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
２
０
０

６
年
に
直
島
で
「
直
島
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
２
」（
＊
10
）
と
い
う
展
覧
会
が

あ
り
、
そ
こ
に
参
加
し
た
と
き
に
向
む
か
え

島じ
ま

と
い
う
小
さ
な
島
で
建
物
を

借
り
て
ア
ト
リ
エ
を
つ
く
り
ま
し
た
。
浮
く
廃
材
を
集
め
て
、
浮
き

島
を
つ
く
っ
て
み
よ
う
、
島
で
島
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
「
向
島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
＊
11
）
で
す
。
今
は
、
全
長
25
メ
ー
ト

ル
く
ら
い
で
幅
が
12
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
が
６
〜
７
メ
ー
ト
ル
の
人
工

の
島
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
を

足
し
て
い
っ
て
ど
ん
ど
ん
大
き
く

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
や
っ
て
い

る
最
中
に
瀬
戸
芸
が
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
参
加
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
あ
ま
り

「
見
せ
る
」
と
い
う
発
想
が
な
か
っ

た
の
で
、
人
が
見
に
来
る
と
い
う

よ
り
は
、
自
分
た
ち
が
納
得
で
き

る
も
の
が
つ
く
れ
れ
ば
い
い
と
考

ェ
ク
ト
が
多
い
か
ら
で
す
。

　
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｎ
を
始
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
台
湾
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
と
関
係
が
で
き
た
の
で
、
外
国
の
事
例
も
情
報
交
換
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
ア
ジ
ア
に
展
開
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
日
本
と
類
似
し
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
地
域
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
の
つ
な
が
り
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
し
、
サ
イ
ト
ス
ペ
シ
フ

ィ
ッ
ク
で
も
あ
る
。
よ
り
規
模
の
大
き
い
、
よ
り
特
異
な
ま
ち
で
や

っ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
あ
り
ま
す
。

　
各
地
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
の
活
動
に
加
え
て
、

「
越
後
妻
有
」
に
毎
回
届
く
１
０
０
〜
２
０
０
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
（
最

初
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
考
え
た
ア
イ
デ
ィ
ア
な
ど
の
ス
ケ
ッ
チ
）
も

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
す
ご
く
面
白
い
で
す
。
僕
の

個
人
的
な
30
年
分
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
も
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
ゆ
く
ゆ
く

は
僕
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
枠
か
ら
、
僕
が
参
加
し
た
い
ろ
い
ろ
な
国
際
展

の
資
料
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
国
際
展
そ
の
も
の
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
も

や
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
僕
に
と
っ
て
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｎ
は
、「
越

後
妻
有
」
に
お
い
て
の
最
終
的
な
形
で
あ
り
、
作
家
と
し
て
の
参
加

の
仕
方
で
す
。
こ
れ
は
引
き
続
き
続
け
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
２
０
１
０
年
に
は
、
地
域
の
人
た
ち
が
10
人
中
10
人
く
ら
い
「
芸

術
祭
の
お
か
げ
で
元
気
に
な
っ
た
」
と
言
う
の
で
、
本
当
に
元
気
に

な
っ
た
の
か
試
し
て
み
よ
う
と
思
っ
て
精
神
科
医
を
連
れ
て
来
て
、

出
前
臨
床
を
や
り
ま
し
た
。
い
き
な
り
集
落
を
訪
ね
て
い
っ
て
、「
ア

ー
ト
は
こ
の
ま
ち
に
と
っ
て
ど
う
で
す
か
」
な
ど
、
１
時
間
く
ら
い

話
す
の
で
す
。
そ
う
や
っ
て
調
べ
た
ら
、
か
な
り
躁そ
う

鬱う
つ

的
な
人
が
多

い
と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ア
ー
ト
に
対
し
て
予
想
以

上
に
興
味
が
な
い
と
い
う
結
論
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
越
後
妻

有
」
が
始
ま
っ
た
こ
と
と
は
関
係
な
く
、
年
間
の
半
分
は
雪
の
中
に

閉
ざ
さ
れ
て
い
る
妻
有
の
地
域
は
、
も
と
も
と
精
神
的
に
鬱
の
状
態

《向島プロジェクト》（2010年）
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ら
先
は
、
そ
れ
を
ど
こ
か
で
壊
す
こ
と
が
つ
く
る
側
に
も
望
ま
れ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ
こ
う
い
っ
た
大
型
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
集

客
力
や
話
題
性
だ
け
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
取
捨
選
択
さ
れ
て
い
く

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

え
て
進
め
ま
し
た
。
芸
術
祭
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
島
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
瀬
戸
内
の
地
域
の
中
で
や
っ
て
い

く
こ
と
、
あ
と
は
向
島
の
よ
う
な
何
も
な
い
島
で
何
か
見
せ
ら
れ
る

も
の
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
瀬
戸
芸
に
関
し
て
は
、
一
つ
の
方
法
論
が
で
き
上
が
っ
て
い
る
感

じ
が
あ
り
、
北
川
フ
ラ
ム
さ
ん
が
「
越
後
妻
有
」
で
培
っ
た
メ
ソ
ッ

ド
を
、
も
っ
と
先
鋭
的
に
し
た
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。
乱
暴
に
言
う

と
、「
ア
ー
ト
な
ん
か
い
ら
な
い
。
場
所
性
が
よ
け
れ
ば
何
で
も
で
き

る
」
と
い
う
発
想
で
す
。
島
を
巡
る
と
い
う
だ
け
で
人
が
集
ま
る
と

い
う
目
論
み
は
当
た
り
ま
し
た
。
瀬
戸
芸
の
場
合
、
海
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
「
越
後
妻
有
」
と
は
圧
倒
的
に
違
う
条
件
で
す
し
、
地
域

住
民
の
性
格
も
違
い
ま
す
。
向
島
は
た
っ
た
17
人
の
人
口
で
、
平
均

年
齢
は
70
歳
。
こ
の
ま
ま
だ
と
数
十
年
し
た
ら
完
全
に
無
人
島
に
な

っ
て
し
ま
う
島
で
す
。

　「
越
後
妻
有
」
も
そ
う
で
す
が
、
瀬
戸
芸
は
基
本
的
に
ア
ー
ト
の
ク

オ
リ
テ
ィ
を
問
う
展
覧
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ン
セ
プ
ト
を
問
う

わ
け
で
も
な
く
、
地
域
住
民
と
お
祭
り
を
お
こ
す
こ
と
が
メ
イ
ン
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
ア
ー
ト
作
品
を
つ
く
っ
て
見
せ

て
い
る
わ
け
で
す
が
、
観
客
に
と
っ
て
は
ア
ー
ト
作
品
が
メ
イ
ン
で

は
な
く
、
風
景
や
見
た
こ
と
も
な
い
場
所
を
体
験
し
な
が
ら
そ
こ
に

置
か
れ
た
作
品
を
見
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ア
ー
ト
の
付
加
価
値
を

見
た
く
て
来
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
系
や
大
型
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
芸
術
祭
に

つ
い
て
思
う
と
こ
ろ
は
、
僕
の
中
で
は
明
確
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一

つ
の
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
た
見
せ
方
、
つ
く
る
側
も
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ

た
つ
く
り
方
を
し
て
き
て
い
て
、
飽
和
状
態
に
き
て
い
る
の
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。「
サ
イ
ト
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク
」
と
い
う
点
が
見
る
側

も
考
え
る
側
も
つ
く
る
側
も
画
一
的
に
な
り
始
め
て
い
る
。
こ
れ
か
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＊
1ビ

ニ
ー
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
コ
ネ
ク
シ
ョン

１
９
９
７
年
か
ら
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
。
家
庭
内
で
出
る
不
燃
ゴ
ミ
、
お
菓
子
の
パッ
ケ

ー
ジ
や
ペッ
ト
ボ
ト
ル
、
肉
や
魚
の
発
泡
ト
レ
イ
、
サ

ラ
ン
ラ
ッ
プ
な
ど
を
き
れ
い
に
洗
い
分
別
し
、
収
集

し
た
も
の
を
用
い
た
地
域
参
加
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

＊
2か

え
っ
こ

藤
浩
志
が
提
案
す
る
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
ば
な
く

な
っ
た
お
も
ち
ゃ
や
グ
ッ
ズ
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
を

持
ち
寄
っ
て
、
と
り
か
え
っ
こ
を
し
て
遊
ぶ
こ
と
の
で

き
る
、
お
金
の
い
ら
な
い
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
。

に
福
岡
の
糸い

と

島し
ま

と
い
う
現
在
暮
ら
す
地
域
に
落
ち
着
き
ま
し
た
。

　「
越
後
妻
有
」
の
第
２
回
が
開
催
さ
れ
た
２
０
０
３
年
当
時
、
た
ま

た
ま
「
ビ
ニ
ー
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
」（
＊
1
）
と
い

う
シ
ス
テ
ム
型
表
現
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
て
、「
越
後
妻
有
」
の
事

務
局
を
し
て
い
た
方
と
た
ま
た
ま
縁
が
あ
り
、
妻
有
で
や
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。
ビ
ニ
ー
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
い
ろ
い
ろ
な
地
域
に
行
っ
て
活
動
内
容
を
ま
と
め
た
映
像
を
見

せ
て
、
そ
こ
か
ら
先
は
地
域
の
人
た
ち
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
す
。

「
越
後
妻
有
」
で
は
十
日
町
市
に
あ
る
保
育
園
の
方
が
興
味
を
持
っ

て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
保
育
園
で
プ
レ
ゼ
ン
を
し
て
、
さ
ら
に
近
く

の
小
学
校
で
児
童
を
集
め
、
体
育
館
で
も
プ
レ
ゼ
ン
を
し
ま
し
た
。

当
時
、
家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
物
を
１
０
８
種
類
に
分
別
し
て
い
た
の

で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
、
そ
の
ゴ
ミ
を
使
っ
て
何
か
つ
く
り
ま

せ
ん
か
、
こ
れ
を
使
っ
て
地
域
の
活
動
を
つ
く
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
か
と
、
呼
び
か
け
る
映
像
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
使
っ
て
ボ
ー
ト
を
つ
く
る
方
法
を
ヴ
ィ
デ
オ
に
し
、Y

ouT
ube

に

ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
映
像
を
見
た
人
か
ら
問
い
合
わ

せ
が
来
て
い
ま
す
。
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
映
像
で
わ
か
り
や

す
く
見
せ
て
、
地
域
の
人
た
ち

に
「
こ
れ
を
使
っ
て
何
か
で
き

る
の
で
は
な
い
か
」
と
思
っ
て

も
ら
え
た
ら
と
活
動
し
て
い
ま

す
。

　
そ
の
活
動
か
ら
出
て
き
た
の

が
、「
か
え
っ
こ
」（
＊
2
）
で
す
。

子
ど
も
が
い
ら
な
く
な
っ
た
お

も
ち
ゃ
を
持
っ
て
く
る
と
、

「
か
え
っ
こ
カ
ー
ド
」
と
い
う

第
8
章
●「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
×
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

Case II 

ビ
ニ
ー
ル・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク・コ
ネ
ク
シ
ョン 

／
藤
島
八
十
郎
の
家

藤 

浩
志

C
ontents

■
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
へ
の
参
加 

―
シ
ス
テ
ム
型
表
現
の
地
域
展
開
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
6

■
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
へ
の
参
加

―
豊
島
へ
の
関
心
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
7

■「
藤
島
八
十
郎
の
家
」の
試
み 

―
架
空
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
を
つ
く
り
出
す
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
8

■
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
へ
の
参
加 

―
シ
ス
テ
ム
型
表
現
の
地
域
展
開

　
僕
は
、
実
は
大
型
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
系
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
い
う
の
は
興
味
が
な
い
の
で
避
け
て
い
ま
し
て
、「
僕
に
は
出
番
が

な
い
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
誰
も
い
な
い
と
こ
ろ
で
何
か
を
や
る

と
必
然
性
を
見
出
せ
る
の
で
す
が
、
有
名
な
作
家
が
海
外
か
ら
も
た

く
さ
ん
来
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
僕
は
参
加
し
な
く
て
も
い
い

だ
ろ
う
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。
１
９
９
２
年
ま
で
は
関
西
、
関
東

を
拠
点
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
の
ア
ー
ト
シ
ス
テ
ム
と
は

無
縁
な
、
ロ
ー
カ
ル
な
範
囲
で
何
か
で
き
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な

り
、
生
ま
れ
育
っ
た
鹿
児
島
に
拠
点
を
移
し
た
あ
と
、
１
９
９
７
年

《かえっこ》の様子
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＊
3キ

ナ
ー
レ

新
潟
県
十
日
町
市
の
中
心
部
に
あ
る
「
越
後
妻
有

交
流
館
・
キ
ナ
ー
レ
」。
シ
ョ
ッ
プ
、
歴
史
館
、
体
験

工
房
館
、
和
装
工
芸
館
や
温
泉
な
ど
を
備
え
る

複
合
施
設
。
２
０
０
３
年
竣
工
。
設
計
者
は
原
広
司

（
ア
ト
リ
エ
・
フ
ァ
イ
建
築
研
究
所
）。

＊
4こ

へ
び
隊

「
大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー

レ
」
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
総
称
。

芸
術
祭
の
運
営
、
管
理
、
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
な
ど
を

行
う
。
ま
た
、
通
年
の
作
品
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
除
雪
、

農
作
業
な
ど
の
活
動
も
し
て
お
り
、「
大
地
の
芸
術
祭
」

に
関
わ
る
ほ
と
ん
ど
の
活
動
を
こ
へ
び
隊
が
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
。

＊
5新

潟
県
中
越
地
震

２
０
０
４
年
10
月
23
日
に
新
潟
県
中
越
地
方
を
震

源
と
し
て
発
生
し
た
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
８
の
直

下
型
地
震
。

＊
6イ

ザ
！
カ
エ
ル
キ
ャ
ラ
バン
！

神
戸
の
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
10
年
が
経
っ
た
１
９

９
５
年
に
神
戸
市
が
行
っ
た
「
震
災
10
年
事
業
」
に

藤
が
参
加
し
た
と
き
に
行
わ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

防
災
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
と
か
え
っ
こ
の
仕
組
み
を
組
み

合
わ
せ
た
も
の
で
、
防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
地
域

に
根
付
く
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
目
指
し
た
。

＊
7プ

ラ
ス
・
ア
ー
ツ

防
災
や
福
祉
、
教
育
な
ど
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
対
し
て
、
ア
ー
ト
の
持
つ
発
想
力
や
既
成
概
念

に
と
ら
わ
れ
な
い
想
像
力
を
導
入
す
る
た
め
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
行
っ
て
い
る
。
１
９
９
６
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

化
。

＊
8豊

島
瀬
戸
内
海
の
東
部
、
小
豆
島
の
西
方
３
・
７
キ
ロ
に

り
た
い
で
す
」
と
い
う
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
な
ぜ
か
、
僕
は
海
、
川
、

海
岸
、
ダ
ム
、
湖
、
島
な
ど
水
辺
に
関
係
の
あ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
無

視
で
き
な
い
の
で
す
。
瀬
戸
芸
で
は
始
め
か
ら
豊て

島し
ま

（
＊
8
）
に
関
わ
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
豊
島
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
、
僕
が
鹿
児
島
で
石い

し

橋ば
し

保
存
運
動

（
＊
9
）
を
や
っ
て
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
の
石
橋
は
、
石
で

で
き
た
土
木
遺
産
な
の
で
す
が
、
鹿
児
島
県
が
撤
去
す
る
と
言
い
出

し
た
の
で
、
そ
れ
を
保
存
す
る
運
動
を
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

市
民
運
動
に
関
わ
っ
て
み
る
と
市
や
市
民
が
な
か
な
か
動
か
ず
、
な

ぜ
こ
ん
な
に
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
の
に
伝
わ
ら
な
い
の
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
１
９
９
５
年
に
高
松
市
内

で
中
坊
公
平
（
＊
10
）
と
い
う
弁
護
士
の
講
演
会
で
、
豊
島
に
不
法
投
棄

が
あ
っ
て
、
島
の
人
た
ち
が
県
に
対
し
て
抗
議
活
動
を
し
て
い
る
と

い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。
島
民
が
総
意
で
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

を
な
く
す
た
め
の
活
動
を
し
て
い
る
（
＊
11
）
と
聞
い
て
、
な
ぜ
こ
の
島

の
人
た
ち
は
一
丸
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
の
か
、
ゴ
ミ
の
不
法
投

棄
は
全
国
で
あ
る
け
れ
ど
、
住
民
総
意
で
県
に
対
し
て
抗
議
を
し
て

い
る
の
は
す
ご
い
な
と
思
い
、
以
後
豊
島
に
対
す
る
興
味
が
強
く
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
個
人
的
に
行
っ
て
み
た
り
、
ゴ
ミ
の
処
理
状

況
を
見
て
回
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
で
す
が
、
島
に
個
人
的
に
入
り
込
む
の
は
非
常
に
難
し
い
。
チ
ャ

ン
ネ
ル
が
な
か
な
か
な
い
し
、「
何
を
し
に
来
た
の
か
」
と
い
う
話
に

な
り
ま
す
。
で
も
そ
の
難
し
い
中
で
瀬
戸
芸
の
話
が
出
て
来
て
、
そ

の
エ
リ
ア
内
に
豊
島
も
入
り
そ
う
だ
と
い
う
話
を
聞
い
た
と
き
、「
豊

島
に
関
わ
れ
る
」
と
嬉
し
く
思
っ
た
の
で
す
。
こ
う
し
て
豊
島
に
関

わ
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
、
瀬
戸
芸
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
島
と
関
わ
り
な
が
ら
島
の
中
で
何
か
活
動
が
で
き

カ
ー
ド
に
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
「
か
え
る
ポ
イ
ン
ト
」
が
も
ら
え
、
そ

の
ポ
イ
ン
ト
で
別
の
お
も
ち
ゃ
と
交
換
で
き
ま
す
。
１
ポ
イ
ン
ト
か

ら
３
ポ
イ
ン
ト
ま
で
あ
っ
て
、
ス
タ
ッ
フ
を
や
っ
た
り
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
や
る
と
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

「
越
後
妻
有
」
で
も
十
日
町
の
「
キ
ナ
ー
レ
」（
＊
3
）
の
中
で
か
え
っ
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
僕
は
そ
の
場
に
は
い

な
く
て
も
、
こ
へ
び
隊
（
＊
4
）
の
方
た
ち
が
動
か
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
も
そ
の
地
域
で
の
か
え
っ
こ
は
続
い
て
い
ま
す
。

　
僕
の
中
で
「
越
後
妻
有
」
は
「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、
つ
ま
り
「
お

祭
り
」
だ
と
思
い
ま
し
た
。
生
活
す
る
の
も
大
変
過
酷
な
地
域
だ
け

に
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
対
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
と
て
も
大
き
く
、
こ

れ
は
何
か
活
か
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
そ
の
３
年
後
の
２
０

０
６
年
に
も
「
何
か
や
り
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
話
を
引
き
受
け
ま
し

た
。
そ
の
年
は
新
潟
県
中
越
地
震
（
＊
5
）
の
あ
と
の
開
催
で
し
た
。
ち

ょ
う
ど
僕
自
身
が
２
０
０
５
年
に
防
災
を
意
識
し
た
「
イ
ザ
！
カ
エ

ル
キ
ャ
ラ
バ
ン
！
」（
＊
6
）
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
い

て
、
プ
ラ
ス
・
ア
ー
ツ
（
＊
7
）
と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
つ
く
っ
た
と
き
だ
っ

た
の
で
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
カ
ー
を
妻
有
地
域
で
走
ら
せ
て
リ
サ
ー
チ

す
る
活
動
を
計
画
し
ま
し
た
が

実
現
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
へ
の

　

参
加

―
豊
島
へ
の
関
心

　「
越
後
妻
有
」
は
僕
の
出
番

は
あ
ま
り
な
い
よ
う
に
思
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
瀬
戸
芸
に
つ

い
て
は
北
川
さ
ん
に
自
ら
「
や

《イザ！カエルキャラバン！》（2005年）
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浮
か
ぶ
島
。
行
政
区
分
は
香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
。

＊
9石

橋
保
存
運
動

１
９
９
３
年
８
月
６
日
に
鹿
児
島
市
内
を
水
没
さ
せ

た
8
・
6
水
害
で
、
そ
の
原
因
と
さ
れ
た
甲
突
川
の

拡
幅
工
事
に
伴
い
、
五
大
石
橋
（
江
戸
時
代
に
つ
く

ら
れ
中
心
市
街
地
で
利
用
さ
れ
て
い
た
４
〜
５
連
の

５
つ
の
石
橋
）
を
解
体
・
撤
去
よ
う
と
す
る
鹿
児
島

県
に
対
し
て
、
治
水
工
事
の
見
直
し
を
求
め
る
市
民

が
行
っ
た
保
存
運
動
。
数
年
間
に
お
よ
ぶ
運
動
に
も

関
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
石
橋
は
解
体
さ
れ
た
。

＊
10中

坊
公
平
（
な
か
ぼ
う
・
こ
う
へい
）

１
９
２
９
年
、
京
都
生
ま
れ
。
元
弁
護
士
。
１
９
９

３
年
、
豊
島
の
産
業
廃
棄
物
問
題
を
地
元
住
民
と

と
も
に
解
決
に
向
け
て
の
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。

＊
11豊

島
の
産
廃
問
題

産
廃
業
者
が
１
９
７
５
年
か
ら
１
９
９
１
年
ま
で
産

業
廃
棄
物
を
豊
島
に
大
量
投
棄
、
野
焼
き
す
る
な

ど
違
法
行
為
を
行
っ
た
問
題
の
こ
と
。
後
に
、
香
川

県
が
住
民
に
謝
罪
し
、
廃
物
を
撤
去
・
処
理
す
る
な

ど
を
定
め
た
調
停
が
成
立
し
た
。

さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
、
こ
の
プ
ラ
ン
は
失
礼
か
も
し
れ
な
か

っ
た
で
す
が
…
…
。
藤
島
八
十
郎
は
放
っ
て
お
い
た
ら
存
在
は
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
も
と
も
と
存
在
し
な
い
人
を
成
立
さ
せ
る
と

い
う
こ
と
は
、
周
囲
と
の
関
係
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
地
域
で
ス
ケ
ッ
チ
し
た
り
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
の
リ
サ

ー
チ
を
し
て
情
報
を
集
め
た
り
、
活
動
の
痕
跡
を
ど
ん
ど
ん
残
し
て

い
く
。
い
ろ
い
ろ
な
人
と
接
触
し
な
が
ら
、「
藤
島
八
十
郎
」
と
い
う

得
体
の
知
れ
な
い
人
の
痕
跡
が
で
き
て
い
く
と
面
白
い
の
で
は
と
思

っ
て
始
め
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
活
動
拠
点
を
つ
く
る
た
め
、「
藤
島
八
十
郎
の
家
」
を
設
定

し
ま
し
た
。
も
と
は
廃
屋
に
な
っ
て
い
た
民
家
で
し
た
が
豊
島
に
は

木
材
屋
が
な
い
の
で
、
廃
屋
の
中
に
あ
る
も
の
だ
け
で
改
装
し
ま
し

た
。「
藤
島
八
十
郎
と
い
う
人
は
変
な
人
」
と
想
定
し
て
作
業
は
行

い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
床
は
穴
の
空
い
て
い
る
所
は
そ
の
ま
ま
で
痛

み
の
少
な
い
板
だ
け
残
し
つ
つ
、
畳
を
剥
が
し
、
床
板
で
棚
を
つ
く

っ
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
タ
バ
コ
の
葉
を
乾
燥
さ
せ
る
小
屋
が
あ
っ

た
の
で
す
が
、
そ
の
屋
根
か
ら
見
た
風
景
が
き
れ
い
だ
っ
た
の
で
「
豊

島
タ
ワ
ー
」
と
名
付
け
た
展
望
台
に
改
修
し
ま
し
た
。

　
こ
の
家
に
地
域
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
来
て
い
ろ
い
ろ
話
を
し
た

り
、
毎
日
通
っ
て
来
て
く
れ
る
人
も
い
た
り
と
、
場
所
や
素
材
の
提

案
も
日
を
追
う
ご
と
に
た
く
さ
ん
集
ま
り
ま
し
た
。
瀬
戸
芸
の
会
期

が
終
了
し
た
現
在

で
は
、
今
後
こ
こ

で
生
ま
れ
た
活
動

を
ど
う
す
る
か
と

い
う
課
題
と
向
き

合
っ
て
い
ま
す
。

な
い
か
な
と
思
い
、「
藤ふ

じ

島し
ま

八は
ち

十
じ
ゅ
う

郎ろ
う

」
と
い
う
架
空
の
人
を
つ
く
る

と
い
う
プ
ラ
ン
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。

■「
藤
島
八
十
郎
の
家
」の
試
み 

―
架
空
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
を
つ
く
り
出
す

　
こ
う
し
て
今
回
瀬
戸
芸
で
行
っ
た
《
藤
島
八
十
郎
を
つ
く
る
》
と

い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
島
に
興
味
を
も
っ
て
、
島
の
中
で
面
白
い

活
動
を
し
た
い
人
が
い
っ
ぱ
い
集
ま
っ
て
く
る
状
況
を
つ
く
る
と
い

う
も
の
で
す
。
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
こ
と
で
す
が
、
地
域
の
中

で
活
動
し
て
い
く
と
、
必
ず
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

そ
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
誰
か
と
い
う
こ
と
と
、
誰
と
そ
の
地
域
の
活

動
を
や
る
か
で
、
活
動
の
価
値
や
意
味
が
変
わ
り
ま
す
。
例
え
ば
ゴ

ミ
拾
い
一
つ
と
っ
て
も
、
ブ
ツ
ブ
ツ
言
い
な
が
ら
や
る
人
と
一
緒
に

や
っ
て
も
全
然
面
白
く
な
い
け
れ
ど
、
ゴ
ミ
を
一
つ
ず
つ
愛
で
る
人

と
作
業
す
る
と
面
白
い
し
、
散
歩
で
も
一
つ
ひ
と
つ
の
風
景
を
愛
で

る
よ
う
な
人
と
歩
く
と
、
本
当
に
い
い
風
景
に
見
え
て
く
る
。
僕
は

誰
と
活
動
す
る
か
に
よ
っ
て
、
同
じ
行
為
で
も
関
係
が
全
く
変
わ
っ

て
く
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る

の
で
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
非
常

に
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
過
疎
地
は
も
ち

ろ
ん
人
が
少
な
い
。
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
が
い
な
け
れ
ば
架
空
の
人

を
つ
く
れ
ば
い
い
の
で
は
と
い

う
の
が
僕
の
基
本
的
な
考
え
方

で
し
た
。
実
際
に
は
、
豊
島
の

場
合
は
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
た
く

《藤島八十郎をつくる》（2010年）藤島八十郎の家

《藤島八十郎をつくる》（2010年）
藤島八十郎の家
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＊
1牛

窓
国
際
芸
術
祭

岡
山
県
牛
窓
町
に
て
１
９
８
４
年
か
ら
１
９
９
２
年

ま
で
全
９
回
開
催
さ
れ
た
国
際
展
。

＊
2池

田
満
寿
夫
（
い
け
だ
・
ま
す
お
）

１
９
３
４
年
、
旧
満
州
生
ま
れ
、
長
野
県
出
身
。
１

９
９
７
年
死
去
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。

＊
3赤

瀬
川
原
平
（
あ
か
せ
が
わ
・
げ
ん
ぺい
）

１
９
３
７
年
、
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。

＊
4浅

田
彰
（
あ
さ
だ
・
あ
き
ら
）

１
９
５
７
年
、
兵
庫
県
生
ま
れ
。
批
評
家
。
京
都
造

形
芸
術
大
学
大
学
院
長
。

＊
5如

月
小
春
（
き
さ
ら
ぎ
・
こ
は
る
）

１
９
５
６
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
劇
作
家
、
演
出
家
。

２
０
０
０
年
死
去
。

＊
6千

葉
成
夫
（
ち
ば
・
し
げ
お
）

１
９
４
６
年
、
岩
手
県
生
ま
れ
。
東
京
国
立
近
代
美

術
館
主
任
研
究
員
を
経
て
、
中
部
大
学
国
際
関
係

学
部
人
文
・
社
会
教
室
教
授
。
牛
窓
国
際
芸
術
祭

の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
を
務
め
る
（
１
９
８
４
〜
１
９
９

３
）。

＊
7服

部
恒
雄
（
は
っ
と
り
・
つ
ね
お
）

岡
山
県
生
ま
れ
。
コ
レ
ク
タ
ー
、
牛
窓
国
際
芸
術
祭

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。
日
本
オ
リ
ー
ブ
園
社
長
。
15
代

当
主
。

＊
8自

由
工
場

１
９
９
３
年
か
ら
１
９
９
５
年
ま
で
、
岡
山
市
内
の

解
体
予
定
の
ビ
ル
を
利
用
し
て
、
美
術
家
・
建
築

家
・
市
民
・
学
生
ら
が
自
主
運
営
し
た
オ
ル
タ
ナ
テ

ィ
ヴ
・
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
。
岡
山
だ
け
で
な
く
関
西
・

も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
１
９
８
４
年
に
始
ま
り
、

９
年
続
き
ま
し
た
。
僕
ら
は
第
１
回
に
参
加
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

「
牛
窓
」
は
し
ば
ら
く
し
て
も
う
一
度
、
第
１
回
が
あ
っ
た
た
め
、
僕

ら
が
出
品
し
た
回
は
「
第
０
回
」
と
呼
ば
れ
、
抹
消
さ
れ
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
（
笑
）。
初
回
は
東
京
藝
大
と
京
都
市
立
芸
術
大
学
、
岡

山
大
学
の
学
生
が
出
品
し
た
学
生
の
作
品
展
だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う

か
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
池
田
満
寿
夫
（
＊
2
）、
赤
瀬
川
原
平
（
＊
3
）、

浅
田
彰
（
＊
4
）、
如
月
小
春
（
＊
5
）
と
い
っ
た
著
名
人
が
来
て
い
て
ゲ
ス

ト
扱
い
さ
れ
て
い
た
の
に
、
泥
ま
み
れ
に
な
っ
て
制
作
し
て
い
た
僕

ら
が
無
視
さ
れ
て
い
た
不
満
が
そ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
会
場
で
爆
発
し

て
、
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
た
千
葉
成
夫
（
＊
6
）
に
ぶ
つ
け
て
大

喧
嘩
し
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
（
笑
）。「
牛
窓
」
は
そ
れ
か
ら

９
年
間
続
き
、
そ
の
延
長
で
「
牛
窓
」
を
し
て
い
た
オ
リ
ー
ブ
園
の

社
長
の
服
部
恒
雄
（
＊
7
）
さ
ん
と
い
う
方
が
、
岡
山
市
内
の
真
ん
中
、

市
役
所
の
横
に
あ
る
12
階
建
て
ぐ
ら
い
の
ビ
ル
を
「
自
由
工
場
」

（
＊
8
）
と
し
て
２
年
ぐ
ら
い
好
き
に
使
っ
て
い
い
よ
と
貸
し
て
く
れ
た
。

そ
こ
に
集
ま
っ
て
い
た
の
が
秋
元
雄
史
（
＊
9
）
さ
ん
だ
っ
た
。「
牛
窓
」

を
契
機
に
い
ろ
い
ろ
と
連
鎖
し
て
い
ま
す
ね
。

熊
倉

―
宇
部
の
彫
刻
展
（
＊
10
）
も
１
９
６
１
年
か
ら
始
ま
っ
て
今

も
継
続
し
て
い
ま
す
が
、
あ
れ
は
い
わ
ゆ
る
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と

呼
ば
れ
る
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
別
の
系
列
で
し
た
よ
ね
。

彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
世
界
各
地
に
あ
っ
た
流
れ
だ
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
と
明
確
に
毛
色
の
違
う
も
の
が
、「
牛
窓
」
と
い
う
位
置
付
け
に

な
り
ま
す
ね
。「
牛
窓
」
は
、
国
際
的
に
有
名
な
作
家
が
来
た
り
し
て

い
た
の
で
、
必
ず
『
美
術
手
帖
』
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
特
に
連
鎖
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
そ

れ
と
並
行
し
て
福
岡
で
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
シ
テ
ィ
・
天
神
」（
＊
11
）

第
8
章
●「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
×
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

D
iscussion 

Part 1　

 
大
型
フェス
テ
ィ
バル
が
生
ま
れ
た
背
景

国
内
各
地
で
シ
ス
テ
ム
型
表
現
を
行
っ
て
い
る
藤
浩
志
さ
ん
を
囲
ん
で
、

日
本
型
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
歴
史
や
大
型
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
生
ま

れ
た
背
景
を
探
る
。

●
ゲ
ス
ト
＝
藤
浩
志

●�

発
言
者
＝
熊
倉
純
子
、
森
司
、
九
冨
美
香
、
永
尾
真
由
、
渡
辺
文

菜
ほ
か

C
ontents

■
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
前
史
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
9

■「
地
域
」へ
の
注
目
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
11

■
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
始
時
の
印
象
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
12

■
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
を
振
り
返
る
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
13

■
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
前
史

藤

―
こ
の
ゼ
ミ
の
大
き
な
テ
ー
マ
、「
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
歴

史
」
と
言
わ
れ
て
、
気
に
な
っ
て
い
る
の
が
牛う
し

窓ま
ど

国
際
芸
術
祭
（
＊
1
）

（
以
下
、「
牛
窓
」）
で
す
。「
牛
窓
」
が
日
本
で
国
際
芸
術
祭
と
名
の

付
く
、
国
際
的
で
地
域
系
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
は
、
最
も
古
い
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関
東
か
ら
も
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
文
化
関
係
者

が
参
加
し
た
。

＊
9秋

元
雄
史
（
あ
き
も
と
・
ゆ
う
じ
）

１
９
５
５
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
１
９
９
２
年
〜
２

０
０
４
年
ま
で
ベ
ネ
ッ
セ
ア
ー
ト
サ
イ
ト
直
島
、
チ
ー

フ
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
。
２
０
０
４
年
〜
２
０
０
６
年
12
月

ま
で
地
中
美
術
館
館
長
。
現
、
金
沢
21
世
紀
美
術

館
館
長
。

＊
10宇

部
の
彫
刻
展

１
９
６
１
年
、
第
１
回
「
宇
部
市
野
外
彫
刻
展
」
が

山
口
県
宇
部
市
常
磐
公
園
に
て
開
催
さ
れ
た
。
第

２
次
世
界
大
戦
後
の
ま
ち
の
環
境
づ
く
り
の
一
貫
と

し
て
展
開
さ
れ
た
「
町
を
彫
刻
で
飾
る
事
業
」
の
先

駆
け
的
な
存
在
で
あ
る
。

＊
11ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
・
シ
テ
ィ
・
天
神

１
９
９
０
年
に
福
岡
市
中
央
区
天
神
で
開
催
さ
れ
、

１
９
９
８
年
か
ら
は
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
シ
テ
ィ
・
福

岡
」
に
名
称
を
変
更
し
な
が
ら
隔
年
で
２
０
０
４
年

ま
で
開
催
さ
れ
た
。
福
岡
市
中
心
部
の
商
業
施
設

や
公
共
空
間
で
展
示
を
行
い
、
企
業
・
行
政
・
美
術

関
係
者
で
構
成
さ
れ
る
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
シ
テ
ィ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
企
画
運
営
し
た
。

＊
12関

口
敦
仁
（
せ
き
ぐ
ち
・
あ
つ
ひ
と
）

１
９
５
８
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。

情
報
科
学
芸
術
大
学
院
大
学
学
長
。

＊
13宮

島
達
男
（
み
や
じ
ま
・
た
つ
お
）

１
９
５
７
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。

東
北
芸
術
工
科
大
学
副
学
長
・
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
長
。

＊
14テ

ン
ポ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

札
幌
市
内
に
あ
る
企
画
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
１
９
８
３
年

に
川
俣
正
が
札
幌
で
行
っ
た
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
テ
ト
ラ
ハ
ウ
ス
Ｎ

－３　

Ｗ

－26
」
の
受
け

皿
と
な
り
、
そ
の
ほ
か
に
も
、
岡
部
昌
生
や
佐
藤
時

熊
倉

―
川
俣
さ
ん
と
藤
さ
ん
で
は
10
歳
く
ら
い
歳
が
違
い
ま
す
が
、

世
代
の
差
は
感
じ
ま
す
か
。

藤

―
全
然
違
い
ま
す
ね
。
た
だ
、
僕
は
川
俣
さ
ん
の
ア
シ
ス
タ
ン

ト
を
し
て
い
た
学
生
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し
て
い
た
か
ら
、
間
接
的

な
影
響
は
す
ご
く
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
川
俣
さ
ん
に
対
し
て
は
、

80
年
代
当
初
、
空
間
に
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
を
し
て
い
る
作
家
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。
普
通
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
は
紙
の
上
に
し
ま
す

が
、
木
材
な
ど
の
素
材
を
使
っ
て
空
間
の
中
に
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
し
て

い
く
。
そ
れ
が
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
を
経
由
す
る
作
家
は
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
そ
こ
か
ら
脱
し
よ
う
と
す
る
流
れ
か
ら
「
場
」
の
問
題
が
発
生

し
、
そ
の
後
「
シ
ス
テ
ム
」
の
問
題
に
連
鎖
し
て
い
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
僕
は
自
分
の
経
験
し
て
き
た
時
代
ご
と
の
美
術
の
ト
ピ
ッ

ク
を
単
純
化
し
て
、
70
年
代
は
「
立
体
と
平
面
」、
80
年
代
は
「
空

間
」、
90
年
代
は
「
場
」、
そ
し
て
２
０
０
０
年
以
降
は
「
シ
ス
テ
ム
」

を
問
題
に
表
現
す
る
作
家
が
際
立
っ
て
き
た
傾
向
に
あ
る
と
と
ら
え

て
い
ま
す
。
１
９
９
０
年
頃
に
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
増
え
始
め

た
の
は
「
場
」
と
い
う
問
題
と
の
関
係
が
あ
り
ま
す
。
80
年
代
に
川

俣
さ
ん
が
注
目
し
た
の
は
「
場
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
90
年
代
に
流

通
し
て
い
っ
た
。
当
時
の
友
人
で
ち
ょ
う
ど
川
俣
さ
ん
と
僕
の
間
の

世
代
だ
っ
た
関
口
敦
仁
（
＊
12
）
と
宮
島
達
男
（
＊
13
）
は
空
間
や
場
と
い

う
問
題
を
経
由
し
て
、
い
ち
早
く
シ
ス
テ
ム
の
問
題
に
注
目
し
て
い

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
２
０
０
０
年
以
降
際
立
つ
よ
う
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
別
の
角
度
で
、
川
俣
さ
ん
の
各
地
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た

地
元
の
関
係
者
た
ち
が
、
札
幌
の
「
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
」

（
＊
14
）
や
福
岡
の
「
Ｉ
Ａ
Ｆ
（Institute� of� art� function

）
芸
術
研

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

藤

―
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
シ
テ
ィ
・
天
神
は
「
京
都
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ʼ 83�
」
と
い
う
京
都
市
内
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
大
阪
芸

術
大
学
と
京
都
市
立
芸
術
大
学
の
有
志
に
よ
る
「
イ
エ
ス
・
ア
ー

ト
」
の
連
鎖
だ
と
思
っ
て
み
て
い
ま
し
た
。
初
回
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
・
シ
テ
ィ
・
天
神
の
出
品
作
家
が
イ
エ
ス
・
ア
ー
ト
系
の
作
家
が

多
か
っ
た
こ
と
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

熊
倉

―
そ
れ
に
は
、
み
ん
な
で
美
術
館
に
入
ら
な
い
も
の
を
目
指

そ
う
と
い
う
気
運
や
、
美
術
館
に
対
す
る
絶
望
も
あ
っ
た
の
で
す
か
。

藤

―
美
術
館
に
入
ら
な
い
も
の
を
目
指
そ
う
と
は
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
美
術
館
に
対
す
る
絶
望
は
特
に
な
か
っ
た
ん
で
す
。
む
し
ろ

公
募
展
や
貸
し
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
は
少
々
抵
抗
が

あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
お
金
が
な
い
の
に
な
ん
で
借
り
な
き
ゃ

い
け
な
い
ん
だ
」
と
い
う
思
い
か
ら
無
料
で
使
え
る
学
校
や
自
宅
な

ど
で
活
動
を
始
め
て
い
く
延
長
で
、
空
き
地
や
廃
校
、
あ
る
い
は
駅

舎
や
商
業
施
設
な
ど
で
の
展
覧
会
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
っ
て
い

っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
既
存
の
ア
ー
ト
の
シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
、

自
分
た
ち
で
表
現
の
場
を
つ
く
り
、
記
録
メ
デ
ィ
ア
も
自
分
た
ち
で

つ
く
ろ
う
と
い
う
動
き
は
あ
り
ま
し
た
。『
Ｐ
ｏ
ｓ
ｉ
』
と
い
う
評
論

集
や
『
Ｐ
Ｐ
』
と
い
う
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
カ
タ
ロ
グ
み
た
い
な
も
の

を
つ
く
っ
て
活
動
す
る
人
も
い
ま
し
た
。
当
時
、
蔵ざ

王お
う

（
山
形
県
）

や
我あ

孫び

子こ

（
千
葉
県
）
や
名
古
屋
、
神か

ん

田だ

（
東
京
都
）
な
ど
数
カ
所

で
、
作
家
が
交
流
し
な
が
ら
活
動
を
行
う
「
周
し
ゅ
う

遊ゆ
う

圏け
ん

」
と
い
う
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
活
動
も
あ
り
ま
し
た
。
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啓
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

展
覧
会
を
開
催
し
て
い
る
。

＊
15Ｉ

Ａ
Ｆ
（Institute of Art Function

）
芸
術
研

究
室

ア
ー
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
山
野
真
悟
が
開
い
て
い
た

銅
版
画
教
室
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
１
９
７
９
年
に

現
代
ア
ー
ト
を
学
ぶ
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
設
立
。

現
代
ア
ー
ト
の
研
究
や
展
示
を
行
い
、「
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
・
シ
テ
ィ
・
天
神
」
の
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
。
そ

の
後
、
若
い
人
た
ち
に
引
き
継
が
れ
、
現
在
は
、
Ｉ

Ａ
Ｆ 

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
＊
と
名
を
変
え
、
作
品
発
表
や
交
流

の
場
を
目
指
し
、
貸
し
ス
ペ
ー
ス
の
運
営
や
現
代
美

術
教
室
・
写
真
教
室
を
開
講
し
て
い
る
。

＊
16中

村
政
人
（
な
か
む
ら
・
ま
さ
と
）

１
９
６
３
年
、
秋
田
県
生
ま
れ
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
東

京
藝
術
大
学
絵
画
科
准
教
授
、3331 Arts Chi-

yoda

統
括
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
・
コ
マ
ン
ド
Ｎ
」
主
宰
。
→
第
５
章
参
照

＊
17

コ
マ
ン
ド
Ｎ

中
村
政
人
を
中
心
に
運
営
さ
れ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
・
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
。
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
有
機
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
た
め
の
ト

ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
実
践
的

に
展
開
。
１
９
９
８
年
よ
り
本
格
的
に
活
動
を
開
始

す
る
。
２
０
０
３
年
10
月
よ
り
、
東
京
・
神
田
の
老

舗
の
印
刷
会
社
の
１
階
倉
庫
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た

「K
AN

D
AD

A

」
を
中
心
に
活
動
を
展
開
し
て
い
た

が
、
２
０
１
０
年
以
降
は
、
オ
フ
ィ
ス
を3331 Arts 

Chiyoda

に
移
転
。
２
０
１
０
年
、
法
人
格
を
取
得

し
一
般
社
団
法
人
非
営
利
芸
術
活
動
団
体
コ
マ
ン
ド

Ｎ
と
な
る
。

＊
18ヤ

ン
・
フ
ー
ト
（Jan H

oet

）

１
９
３
６
年
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ル
ー
ヴ
ェ
ン
生
ま
れ
。
キ
ュ

レ
ー
タ
ー
。
１
９
７
５
年
に
設
立
さ
れ
た
ゲ
ン
ト
現

代
美
術
館
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
就
任
し
、
２
０
０
３

年
ま
で
館
長
を
務
め
た
。
現
在
は
、
ド
イ
ツ
を
中
心

渡
辺

―
「
地
方
」
と
い
う
言
葉
だ
と
、
対
東
京
と
い
う
こ
と
が
つ

い
て
き
ま
す
よ
ね
。

藤

―
そ
う
。
１
９
９
４
年
に
中
村
政
人
（
＊
16
）
さ
ん
と
福
岡
で
そ
の

話
を
し
て
刺
激
的
だ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
東
京
の
中
に
も
地

域
が
あ
る
と
い
う
話
に
な
っ
て
き
て
、「
地
方
」
と
い
う
言
い
方
を
す

る
と
対
東
京
＝
中
央
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
漠
然
と
し
た
も
の
に
の

み
こ
ま
れ
、
逆
に
東
京
の
実
態
が
見
え
ず
、
興
味
を
持
て
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
例
え
ば
渋
谷
と
か
青
山
と
か
秋
葉
原
の
よ
う
に
、
東
京
の

中
に
無
数
に
あ
る
地
域
を
見
て
い
く
と
、
そ
れ
は
福
岡
や
秋
田
と
対

等
な
と
こ
ろ
で
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
が
見
え
て
く
る
と
い
う
よ
う
な

話
。
そ
の
後
１
９
９
８
年
に
中
村
政
人
は
秋
葉
原
に
拠
点
を
つ
く
り

コ
マ
ン
ド
Ｎ
（
＊
17
）
が
立
ち
上
が
っ
た
。
ヤ
ン
・
フ
ー
ト
（
＊
18
）
が
来

日
し
て
行
っ
た
石
川
県
鶴つ
る

来ぎ

町ま
ち

（
現
在
の
白は

く

山さ
ん

市し

）
で
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
＊
19
）
が
１
９
９
１
年
で
、
東
京
・
青
山
の
「
水
の
波
紋
展
」

（
＊
20
）
が
１
９
９
５
年
。
そ
ん
な
時
期
で
す
。

熊
倉

―
い
つ
ぐ
ら
い
か
ら
か
知
ら
な
い
間
に
、
ア
ー
ト
に
限
ら
ず

「
地
方
」
と
い
う
言
葉
が
差
別
的
な
表
現
だ
と
い
う
こ
と
で
、「
地
域
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。
竹
下
内
閣
の
「
ふ
る
さ
と
創

生
事
業
」（
＊
21
）
く
ら
い
の
と
き
か
ら
、
地
方
が
崩
壊
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
国
は
知
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
。

藤

―
僕
は
関
わ
っ
た
こ
と
は
な
い
か
ら
あ
ま
り
詳
し
く
は
な
い
の

で
す
が
、「
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
白は
く

州し
ゅ
う」（

＊
22
）
は
地
域
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
は
早
く
て
、
80
年
代
後
半
く
ら
い
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
よ
ね
。
作
家
が
関
わ
っ
て
、
田
ん
ぼ
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
た

り
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
流
通
し
始
め
た
時
期
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

究
室
」（
＊
15
）
の
よ
う
に
地
域
で
の
活
動
に
こ
だ
わ
る
場
に
連
鎖
し
て

い
っ
た
こ
と
に
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。
Ｉ
Ａ
Ｆ
か
ら
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
・
シ
テ
ィ
・
天
神
が
発
生
し
ま
し
た
し
。

熊
倉

―
私
が
１
９
９
０
年
代
前
半
に
川
俣
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た

と
き
は
、
各
国
の
レ
ジ
デ
ン
ス
か
ら
レ
ジ
デ
ン
ス
へ
と
渡
り
歩
き
、
だ

ん
だ
ん
国
際
的
な
舞
台
で
の
活
躍
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
頃

で
し
た
。
そ
の
頃
日
本
各
地
で
は
、
小
さ
な
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
次
か
ら
次
と
出
て
き
て
い
ま
し
た
。
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
シ
テ
ィ
・

天
神
も
１
９
９
０
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。

■「
地
域
」へ
の
注
目

渡
辺

―
藤
さ
ん
は
「
地
域
」
と
い
う
言
葉
を
使
わ
れ
始
め
た
の
は

い
つ
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

藤

―
僕
が
「
地
域
」
と
い
う
言
葉
を
活
動
の
中
心
に
据
え
て
使
い

始
め
た
の
は
、
１
９
８
８
年
に
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
か
ら
日
本
に

戻
っ
て
き
た
と
き
で
す
。
し
か
し
同
時
に
「
地
方
」
と
い
う
呼
び
方

も
あ
り
ま
し
た
。
１
９
８
９
年
に
鹿
児
島
に
ア
ー
ト
カ
フ
ェ
の
よ
う

な
拠
点
を
つ
く
っ
た
頃
は
「
地
方
」
と
い
う
呼
び
方
と
「
地
域
」
と

呼
び
方
が
混
在
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
１
９
９
３
年
に
東
京
を
離

れ
、
鹿
児
島
に
拠
点
を
移
し
た
と
き
は
「
地
方
作
家
」
と
い
う
呼
ば

れ
方
に
嫌
悪
感
を
抱
き
、
意
図
的
に
「
地
域
作
家
」
と
言
い
換
え
る

よ
う
に
し
た
の
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。
そ
の
頃
は
さ
ま
ざ
ま
な
フ
レ

ー
ズ
で
「
地
方
」
を
「
地
域
」
と
言
い
か
え
て
い
ま
し
た
が
、
当
時

は
ま
だ
違
和
感
が
あ
り
ま
し
た
。
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に
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
活
動
を
行
う
。
手
掛
け
た
展
覧
会
に

「
シ
ャ
ン
ブ
ル
・
ダ
ミ
展
」（
１
９
８
６
年
）、「
オ
ー
プ

ン
・マ
イ
ン
ド
展
」（
１
９
８
９
年
）、「
ド
ク
メ
ン
タ
9
」

（
１
９
９
２
年
）
な
ど
。

＊
19

「
ヤ
ン
・
フ
ー
ト
Ｉ
Ｎ
鶴
来
―
現
在
美
術
と
街
空
間

―
」
の
こ
と
。
ヤ
ン
・
フ
ー
ト
が
選
考
し
た
34
人
の

若
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
を
そ
の
ま
ま
石
川
県
鶴

来
町
（
当
時
）
に
運
び
、
蔵
、
醸
造
場
、
座
敷
、
駅

な
ど
数
百
年
の
伝
統
家
屋
に
展
示
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。
ま
た
、
石
川
県
鶴
来
町
で
は
１
９
９
５
年
か
ら

１
９
９
９
年
に
か
け
て
毎
年
「Art Festival In 

鶴

来
〜
現
代
美
術
と
街
空
間
」
が
開
催
さ
れ
た
。
会

期
＝
１
９
９
１
年
５
月
31
日
〜
６
月
９
日
／
参
加
作

家
＝
東
恩
納
裕
一
、
藤
澤
江
里
子
、
村
上
隆
ほ
か

＊
20水

の
波
紋
展

ワ
タ
リ
ウ
ム
美
術
館
が
主
催
、
ヤ
ン
・
フ
ー
ト
が
キ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
し
、
東
京
・
青
山
地
区
を
中
心

に
街
路
や
公
園
、
店
舗
な
ど
で
作
品
を
展
示
し
た
。

会
期
＝
１
９
９
５
年
９
月
２
日
〜
10
月
１
日
／
参
加

作
家
＝
49
人

＊
21ふ

る
さ
と
創
生
事
業

正
式
名
称
は
、「
自
ら
考
え
自
ら
行
う
地
域
づ
く
り

事
業
」。
竹
下
登
首
相
（
当
時
）
が
発
案
し
た
１
９

８
８
年
か
ら
１
９
８
９
年
に
か
け
て
各
市
区
町
村
に

対
し
地
域
振
興
に
使
え
る
資
金
１
億
円
を
交
付
し

た
公
共
事
業
。

＊
22ア

ー
ト
キ
ャ
ン
プ
白
州

１
９
８
８
年
か
ら
山
梨
県
北
巨
摩
郡
白
州
町
横
手
・

大
坊
地
区
で
毎
年
夏
に
開
催
さ
れ
１
９
９
８
年
で
幕

を
閉
じ
た
。
舞
踏
資
源
研
究
所
（
代
表
・
田
中
泯
）

と
ア
ー
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
木
幡
和
枝
が
中
心
に

な
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
。
１
９
９
２
年
ま
で
は
「
白

州
・
夏
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
ヴ
ァ
ル
」
と
称
し
て
い
た
。
舞

踏
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
中
心
に
、
美
術
、
演
劇
、
音

楽
、
映
像
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
表
現
活
動
や
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。
助
成
金

で
は
な
く
、
建
築
や
街
路
の
計
画
段
階
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
を
組

み
込
む
手
法
が
先
端
事
例
と
し
て
話
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
個
人

的
に
は
違
和
感
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
１
９
９
１
年
の
フ
ァ
ー
レ
立

川
の
話
に
つ
な
が
り
、
バ
ブ
ル
期
の
業
界
の
興
味
が
そ
こ
に
あ
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

熊
倉

―
１
９
９
０
年
代
は
、
日
本
で
も
ア
メ
リ
カ
の
「
パ
ー
セ
ン

ト
・
フ
ォ
ー
・
ア
ー
ト
条
例
」（
＊
26
）
が
話
題
に
な
っ
て
、
都
庁
の
現

庁
舎
や
新
宿
ア
イ
ラ
ン
ド
ビ
ル
、
有
楽
町
の
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

な
ど
、
大
規
模
な
工
事
（
＊
27
）
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
が
た
く
さ
ん
生

ま
れ
た
時
期
で
し
た
ね
。
そ
れ
に
対
し
て
「
フ
ァ
ー
レ
立
川
」
は
全

然
お
金
が
な
か
っ
た
。
そ
の
頃
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
わ
れ
る

も
の
に
携
わ
っ
て
い
た
人
た
ち
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
と
い
う
概
念

に
惹
か
れ
て
い
た
わ
け
で
す
よ
ね
。

藤

―
僕
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
を
つ
く
っ
た
ら
、
必
ず
パ
ー
マ
ネ

ン
ト
が
前
提
に
な
る
こ
と
に
対
し
て
違
和
感
が
あ
っ
た
。
作
品
に
は

そ
れ
ぞ
れ
旬
が
あ
っ
て
賞
味
期
限
が
あ
る
と
考
え
る
と
、
パ
ー
マ
ネ

ン
ト
が
前
提
に
な
る
の
は
お
か
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
パ

ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
も
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
同
じ
く
テ
ン
ポ
ラ

リ
ー
な
も
の
と
い
う
概
念
が
出
て
き
て
、
そ
っ
ち
の
方
が
面
白
い
と

い
う
話
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
始
時
の
印
象

渡
辺

―
「
越
後
妻
有
」
が
初
め
て
開
催
さ
れ
た
の
は
２
０
０
０
年

で
す
が
、
90
年
代
の
計
画
の
段
階
か
ら
、
新
潟
の
方
で
何
か
や
る
ら

し
い
と
い
う
こ
と
は
ご
存
知
で
し
た
か
。
そ
の
と
き
ど
の
よ
う
な
イ

す
。
そ
れ
と
山
口
県
を
活
動
の
拠
点
と
し
て
い
た
殿と
の

敷し
き

侃た
だ
し（

＊
23
）
の
活

動
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
田
ん
ぼ
に
数
多
く
の
赤
と
黒
の
モ
ニ

タ
ー
を
並
べ
た
り
、
無
数
の
古
タ
イ
ヤ
を
木
に
付
け
た
り
す
る
強
烈

な
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
る
作
家
で
し
た
が
、
彼
が
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
や

っ
た
１
９
８
８
年
、
山
口
県
岩い
わ

国く
に

の
「
環
境
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト�

岩
国
・
錦

に
し
き

川が
わ

・
錦き

ん

帯た
い

橋き
ょ
う」

も
野
外
彫
刻
展
か
ら
地
域
で
の
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
移
行
す
る
も
の
と
し
て
は
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
地

域
に
長
い
時
間
向
き
合
う
こ
と
で
何
か
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
態
度
に

共
感
す
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

熊
倉

―
ア
ジ
ア
に
共
通
す
る
部
分
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

日
本
は
、
美
術
館
、
美
術
史
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
あ
る
い
は
そ
こ
へ
つ

な
げ
て
く
れ
る
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
あ

ま
り
に
も
脆
弱
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
こ
へ
毎
年
多
く
の
美
大
の
卒

業
生
が
送
り
出
さ
れ
て
「
さ
て
自
分
の
表
現
は
だ
れ
が
待
っ
て
い
て

く
れ
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
が
日
本
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
原

点
に
は
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
言
い
方
を
変
え
れ
ば
、
自

分
た
ち
で
表
現
を
人
に
見
せ
て
行
く
場
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
、
貸
し

画
廊
を
借
り
て
も
学
芸
員
が
見
に
来
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
意
識
。

Ｃ.

Ａ.

Ｐ.

（
＊
24
）
を
つ
く
っ
た
杉
山
知
子
（
＊
25
）
さ
ん
も
Ｃ.

Ａ.

Ｐ.

を
始

め
た
と
き
に
「
永
遠
に
来
な
い
学
芸
員
を
い
つ
ま
で
待
っ
て
い
る
ん

だ
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

藤

―
僕
が
東
京
に
い
た
頃
、
１
９
９
０
年
ぐ
ら
い
に
「
パ
ブ
リ
ッ

ク
ア
ー
ト
研
究
会
」
と
い
う
の
が
あ
り
、
参
加
し
て
い
た
の
で
す
が
、

そ
こ
で
は
「
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
言
葉
は
全
然
出
て
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
と
き
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
の
は
、
ま
ち
や

建
物
の
空
い
て
い
る
場
所
に
ど
う
い
う
彫
刻
を
置
く
か
と
い
う
手
法
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を
受
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
先
駆
け
的
な
存
在
。

※
田
中
泯
（
た
な
か
・
み
ん
）

１
９
４
６
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
ダ
ン
サ
ー
、
農
民
。

「
私
は
地
を
這
う
前
衛
で
あ
る
」
と
宣
言
し
、
師
・

土
方
巽
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
を
表
す
。
近
年
は
世
界
各
地

で
の
場
踊
り
や
、
山
梨
の
拠
点
「
身
体
気
象
農
場
」

で
の
『
白
州
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
』
な
ど
で
活
動
。

※
木
幡
和
枝
（
こ
ば
た
・
か
ず
え
）

１
９
４
６
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
ア
ー
ト
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
クP.S.1

現
代
美
術
セ
ン
タ
ー

客
員
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
（
１
９
８
５
年
〜
）、
東
京
藝
術

大
学
先
端
芸
術
表
現
科
教
授
（
２
０
０
０
年
〜
）。

＊
23殿

敷
侃
（
と
の
し
き
・
た
だ
し
） 

１
９
４
２
年
、
広
島
県
生
ま
れ
。
自
ら
の
被
爆
体
験

を
描
い
た
作
品
で
注
目
さ
れ
、
後
に
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
作
家
と
し
て
環
境
問
題
な
ど
を
問
う
作
品
を

発
表
し
続
け
た
。
１
９
９
２
年
死
去
。

＊
24Ｃ.

Ａ.

Ｐ.

（
キ
ャッ
プ
）

別
名
は
「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
芸
術
と
計
画
会

議
」。
Ｃ.

Ａ.

Ｐ.

と
はThe C

onferenceon Art 
and art Projects

の
略
で
あ
り
、「
芸
術
と
計
画

会
議
」
と
い
う
意
味
を
も
つ
。
旧
神
戸
移
住
セ
ン
タ

ー
を
使
っ
て
企
画
・
運
営
し
て
い
る
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
。
１
９
９
４
年
に
設
立
。
２
０
０
２
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
格
を
取
得
。

＊
25杉

山
知
子
（
す
ぎ
や
ま
・
と
も
こ
）

１
９
５
８
年
、
兵
庫
県
生
ま
れ
。
１
９
８
１
年
よ
り

京
阪
神
を
は
じ
め
と
し
て
各
地
で
個
展
、
グ
ル
ー
プ

展
を
行
う
。
１
９
９
４
年
に
社
会
と
芸
術
を
結
ぶ
新

た
な
仕
組
み
を
創
る
「
Ｃ.

Ａ.

Ｐ.

」
を
設
立
し
代

表
も
務
め
る
。

＊
26１

％
条
例

１
９
５
９
年
、
ア
メ
リ
カ
・
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
市
が

「
パ
ー
セ
ン
ト
・
フ
ォ
ー
・
ア
ー
ト
条
例
（Percent 

　
そ
の
後
バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
て
、
ハ
コ
モ
ノ
行
政
が
批
判
さ
れ
、
１

９
９
５
年
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
来
て
、
ア
ー
ト
の
側
か
ら
社
会

に
何
が
で
き
る
の
か
と
い
う
意
識
も
高
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

約
10
年
を
経
た
の
ち
の
新
潟
で
、
こ
れ
ほ
ど
大
規
模
な
野
外
芸
術
祭

を
構
想
し
た
県
職
員
が
出
て
き
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
時
代
の
変
化
を

感
じ
さ
せ
ま
す
ね
。
た
だ
「
越
後
妻
有
」
で
も
純
粋
な
文
化
予
算
な

ど
は
な
か
っ
た
は
ず
で
、
土
木
系
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
の
予
算
を
掻

き
集
め
な
い
と
い
け
な
か
っ
た
と
北
川
フ
ラ
ム
さ
ん
も
回
想
し
て
い

ま
す
。

■
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
を
振
り
返
る

森

―
瀬
戸
芸
で
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
さ
れ
た
福
武
總
一
郎

（
＊
34
）
さ
ん
は
、
第
２
回
の
「
越
後
妻
有
」
に
初
め
て
訪
れ
て
、
第
３

回
か
ら
は
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
な
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
１
９
８

０
年
代
後
半
か
ら
文
化
事
業
を
立
ち
上
げ
た
直
島
（
香
川
県
）
で
の

実
績
を
ほ
か
の
島
に
も
広
げ
る
べ
く
「
越
後
妻
有
」
で
実
績
の
あ
る

北
川
フ
ラ
ム
さ
ん
を
連
れ
て
き
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
言
う

な
れ
ば
「
海
の
越
後
妻
有
」
と
言
え
る
わ
け
で
す
が
、
話
題
に
も
な

り
ま
し
た
し
、
開
催
前
に
予
想
さ
れ
て
い
た
来
場
者
数
30
万
人
に
対

し
て
90
万
人
を
動
員
し
、
初
回
か
ら
大
盛
況
を
博
し
ま
し
た
。
直
島

や
犬
島
な
ど
、
十
数
年
間
の
瀬
戸
内
へ
の
投
資
は
、
何
十
倍
に
も
花

開
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

熊
倉

―
瀬
戸
芸
に
参
加
し
て
み
て
、
今
後
も
大
丈
夫
だ
と
思
っ
た

の
は
ど
う
い
っ
た
点
で
し
ょ
う
か
。

藤

―
島
に
よ
っ
て
違
う
と
思
い
ま
す
が
、
豊
島
の
場
合
は
芸
術
祭

メ
ー
ジ
を
持
ち
ま
し
た
か
。

藤

―
１
９
９
４
年
に
村
上
タ
カ
シ
（
＊
28
）
さ
ん
が
東
京
の
杉す

ぎ

並な
み

で
や

っ
た
「IZU

M
IW
A
K
U

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
＊
29
）
が
あ
っ
た
り
、
１

９
９
６
年
に
「
灰は
い

塚づ
か

ア
ー
ス
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
＊
30
）
が
始
ま

っ
た
り
、「
モ
ダ
ン
ｄ
ｅ
平ひ
ら

野の

」（
＊
31
）
が
あ
っ
た
り
、
い
ろ
ん
な
地
域

の
ケ
ー
ス
が
出
て
き
た
の
が
１
９
９
５
〜
９
６
年
く
ら
い
。
１
９
９

０
年
か
ら
始
ま
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
シ
テ
ィ
・
天
神
も
、
当
初
は

た
く
さ
ん
の
作
家
が
彫
刻
や
絵
画
で
ま
ち
を
飾
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

っ
た
の
で
す
が
、
90
年
代
後
半
に
は
小
学
校
の
跡
地
を
拠
点
に
し
て

地
域
に
浸
透
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
仕
組
み
を
つ
く
り
始
め
て
い
た
。

ち
ょ
う
ど
「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
２
０
０
０
」（
＊
32
）
や
「
ト
ヨ
タ
ア
ー
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座
」（
＊
33
）
も
始
ま
り
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

概
念
が
地
域
に
拡
が
っ
て
い
っ
た
時
期
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
「
越

後
妻
有
」
は
フ
ァ
ー
レ
立
川
の
延
長
で
山
村
・
田
園
風
景
に
作
家
の

エ
ゴ
の
強
い
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
を
組
み
込
む
よ
う
な
古
い
タ
イ
プ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
イ
メ
ー
ジ
に
見
え
て
し
ま
っ
て
い
た
。

熊
倉

―
そ
う
そ
う
、
む
し
ろ
対
照
的
な
動
き
に
見
え
ま
し
た
よ
ね
。

「
越
後
妻
有
」
の
一
番
大
き
な
功
績
は
、
10
億
円
規
模
の
お
金
を
集

め
て
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
用
い
て
、
地
域
再
生
に
一
定
の
効
果
を

見
せ
た
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。
か
つ
て
の
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
は
１
億

円
を
ば
ら
ま
い
て
も
、
必
ず
し
も
次
に
つ
な
が
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ヴ

な
使
わ
れ
方
は
し
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
１
億
円
分
の
金
塊
を
買
っ

た
自
治
体
も
あ
っ
た
し
、
住
民
の
た
め
の
温
泉
施
設
を�

つ
く
っ
た

自
治
体
も
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

バ
ブ
ル
期
に
は
「
ア
ー
ト
で
ま
ち
お
こ
し
」
な
ん
て
発
想
は
全
く
な

か
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
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for Art

）」を
制
定
。
公
共
事
業
を
実
施
す
る
と
き
に
、

建
設
工
事
費
の
約
１
パ
ー
セ
ン
ト
を
ア
ー
ト
作
品
の

た
め
に
費
や
す
こ
と
を
義
務
づ
け
た
も
の
。
パ
ブ
リ

ッ
ク
ア
ー
ト
が
ア
メ
リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
波
及
す
る

起
爆
剤
と
な
っ
た
。

＊
27新

宿
の
再
開
発

１
９
９
５
年
に
竣
工
さ
れ
た
新
宿
ア
イ
ラ
ン
ド
タ
ワ

ー
を
中
心
と
し
た
再
開
発
事
業
で
、
ロ
バ
ー
ト
・
イ

ン
デ
ィ
ア
ナ
（Robert Indiana

）
の
《
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
》

な
ど
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
が
複
数
設
置
さ
れ
た
。

＊
28村

上
タ
カ
シ
（
む
ら
か
み
・
た
か
し
）

熊
本
県
生
ま
れ
。
美
術
家
。
宮
城
教
育
大
学
准
教

授
。
国
内
外
の
展
覧
会
や
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
を
含
め

芸
術
普
及
や
文
化
・
教
育
政
策
を
テ
ー
マ
に
文
化
施

設
な
ど
で
レ
ク
チ
ャ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど
を
行

っ
て
い
る
。

＊
29

IZU
M

IW
AKU

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

杉
並
区
立
和
泉
中
学
校
の
美
術
教
諭
で
あ
っ
た
村
上

タ
カ
シ
が
、
学
校
で
夏
休
み
の
間
に
開
催
し
た
現
代

美
術
展
。「
学
校
を
美
術
館
に
」
と
い
う
構
想
で
１

９
９
４
年
と
１
９
９
６
年
の
２
回
開
催
。
会
期
＝
１
９

９
４
年
8
月
20
日
〜
９
月
5
日
／
会
場
＝
杉
並
区
立

和
泉
中
学
校
／
参
加
作
家
＝
岡
本
太
郎
、
小
沢
剛
、

開
発
好
明
、
椿
昇
、
西
嶋
暁
子
、
八
谷
和
彦
、
藤
浩

志
、
古
屋
俊
彦
、
水
嶋
一
江
、
宮
前
正
樹
、
村
上
タ

カ
シ
ほ
か

＊
30灰

塚
ア
ー
ス
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

広
島
県
北
東
部
に
位
置
す
る
吉
舎
、
三
良
坂
、
総

領
に
ま
た
が
る
洪
水
調
整
ダ
ム
（
灰
塚
ダ
ム
）
の
建

設
計
画
を
受
け
、
環
境
へ
の
変
化
が
強
い
ら
れ
る
３

町
が
自
然
を
保
全
し
、
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
芸

術
家
や
建
築
家
、
技
術
者
、
自
然
科
学
者
、
社
会

科
学
者
の
混
成
に
よ
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
１
９
９
４

年
に
設
立
さ
れ
た
（
〜
２
０
０
２
年
）。

藤

―
瀬
戸
芸
に
代
表
さ
れ
る
、
大
型
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

地
域
の
中
で
そ
の
土
地
の
事
情
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
い
る
人
が
デ

ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
北
川
フ
ラ
ム
さ
ん
に
決
定
権
を
す
べ
て
任
せ
る
よ
り
は
、
島
ご

と
、
あ
る
い
は
地
域
ご
と
に
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
お
い
て
任
せ
た
方
が

よ
り
興
味
深
い
活
動
へ
の
連
鎖
が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
も

思
い
ま
し
た
。

九
冨

―
私
は
、
今
回
の
瀬
戸
芸
の
エ
リ
ア
に
含
ま
れ
た
小
豆
島
の

出
身
で
す
が
私
も
会
期
中
豊
島
に
伺
い
ま
し
た
。
興
味
深
い
な
と
思

っ
た
の
は
、
豊
島
タ
ワ
ー
な
ど
「
藤
島
八
十
郎
の
家
」
に
あ
る
も
の

が
島
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
い
つ
の
ま

に
か
つ
く
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
。
藤
さ

ん
は
、
こ
れ
か
ら
も
豊
島
の
方
々
と
の
交
流
は
続
け
ら
れ
て
い
き
ま

す
か
。

藤

―
地
域
に
は
面
白
い
活
動
を
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
の
で
そ

の
人
た
ち
と
何
か
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
藤
島
八
十

郎
の
お
か
げ
で
い
ろ
い
ろ
な
イ

メ
ー
ジ
が
発
生
し
、
実
際
に
形

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
、
そ
の
地
域
に
関
係
の

深
い
次
の
世
代
と
つ
な
が
り
を

つ
く
っ
て
活
動
が
で
き
な
い
か

と
。
島
の
人
た
ち
は
結
構
高
齢

者
で
、
そ
の
後
継
者
は
普
段
は

島
の
外
で
仕
事
を
し
て
い
て
島

に
は
ほ
と
ん
ど
縁
が
あ
り
ま
せ

と
は
関
係
な
く
、
日
常
的
に
地
域
の
問
題
に
対
し
て
活
動
し
て
い
る

人
た
ち
が
い
ま
す
。
し
か
し
、
動
け
な
い
人
や
動
か
な
い
人
も
大
勢

い
て
そ
の
人
た
ち
の
存
在
は
な
か
な
か
見
え
て
こ
な
い
。
こ
う
し
た

多
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
催
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が

関
わ
る
と
、
こ
れ
ま
で
動
い
て
い
な
か
っ
た
人
も
動
き
出
す
よ
う
に

な
り
ま
す
。
つ
ま
り
見
え
な
か
っ
た
人
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
な
る
。

「
元
気
に
な
る
」
と
い
う
の
は
単
純
な
言
い
方
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
の

自
分
の
生
活
で
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
面

白
い
活
動
が
誘
発
さ
れ
る
。
そ
れ
が
豊
島
で
は
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

今
ま
で
の
地
域
活
性
化
策
と
か
、
ま
ち
お
こ
し
で
は
距
離
を
持
っ
て

見
て
い
る
だ
け
で
動
か
な
か
っ
た
人
た
ち
が
別
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
動

き
出
し
た
こ
と
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。

熊
倉

―
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起
こ

っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
（
→
第
４
章
）。
地
域
社
会
の
中
に
ア
ー
ト
絡

み
の
利
害
関
係
が
存
在
す
る
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
利
害
が
絡
ま

な
い
と
い
う
こ
と
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
で
誰

が
得
を
す
る
、
損
を
す
る
、
と
い
う
よ
う
な
発
想
に
は
な
ら
な
い
の

で
し
ょ
う
ね
。

渡
辺

―
北
川
フ
ラ
ム
さ
ん
は
「
ア
ー
ト
は
正
し
さ
と
は
関
係
な
い
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

熊
倉

―
確
か
に
そ
う
で
す
よ
ね
。
ま
ち
づ
く
り
や
環
境
問
題
だ
と

ど
う
し
て
も
正
義
派
っ
ぽ
い
感
じ
が
し
ま
す
か
ら
ね
。
目
的
が
不
明

確
な
ぶ
ん
、
ア
ー
ト
は
出
口
も
無
数
に
あ
る
わ
け
で
、
か
つ
て
「
ア

ー
ト
は
敷
居
が
高
い
」
と
決
め
つ
け
ら
れ
て
い
た
の
と
は
裏
腹
に
、

案
外
ア
ー
ト
は
間
口
が
広
い
こ
と
が
各
地
で
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

《藤島八十郎をつくる》（2010年）
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＊
31モ

ダ
ン
ｄｅ
平
野

１
９
９
６
年
か
ら
１
９
９
８
年
、
大
阪
市
平
野
区
の

旧
平
野
郷
を
舞
台
に
「
芸
術
と
環
境
」
を
テ
ー
マ
に

し
て
展
開
さ
れ
た
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

＊
32ド

キ
ュ
メ
ン
ト
２
０
０
０

ア
ー
ト
に
潜
む
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
「
伝
え
あ
い
、

広
げ
、
残
す
」
活
動
を
通
し
て
、
ア
ー
ト
と
社
会
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
豊
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に

設
立
さ
れ
た
支
援
組
織
。
そ
の
ア
ー
ト
と
社
会
の
橋

渡
し
を
目
的
と
し
た
現
代
美
術
（
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
）
の
支
援
お
よ
び
研
究
活
動
。
民
間
５
社

が
協
賛
し
、
２
０
０
０
年
か
ら
5
年
間
の
期
間
限
定

で
実
施
。

＊
33ト

ヨ
タ
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座

１
９
９
６
年
に
ト
ヨ
タ
の
メ
セ
ナ
活
動
の
一
環
と
し
て

始
ま
り
、
２
０
０
４
年
３
月
ま
で
に
芸
術
文
化
団
体

や
行
政
の
文
化
担
当
、
会
社
員
、
学
生
や
地
域
住

民
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
を
対
象
に
「
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
に
つ
い
て
の
講
座
を
開
講
し
て
い
た
。
８
年

間
で
全
国
32
地
域
で
計
53
回
開
催
さ
れ
、
参
加
者

総
数
は
１
万
人
を
こ
え
る
。

＊
34福

武
總
一
郎
（
ふ
く
た
け
・
そ
う
い
ち
ろ
う
）

１
９
４
５
年
、
岡
山
県
生
ま
れ
。
ベ
ネ
ッ
セ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
ク
ス
取
締
役
会
長
兼 

Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
財
団
法
人
直
島

福
武
美
術
館
財
団
理
事
長
。
１
９
７
３
年
、
株
式
会

社
福
武
書
店
（
現
株
式
会
社
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
）
入
社
。
１
９
８
６
年
、
同
社
代
表
取
締
役
社

長
な
ど
を
経
て
、
２
０
０
７
年
よ
り
現
職
。
１
９
８

７
年
よ
り
直
島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
。
瀬
戸
内
国

際
芸
術
祭
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
る
。

ん
。
今
は
疎
遠
に
な
り
つ
つ
あ
る
次
の
世
代
の
人
た
ち
が
年
に
何
回

か
帰
っ
て
来
て
楽
し
く
深
め
て
ゆ
け
る
よ
う
な
活
動
を
一
緒
に
つ
く

っ
て
い
き
た
い
。
こ
え
び
隊
と
も
瀬
戸
芸
の
延
長
で
い
ろ
い
ろ
な
活

動
を
一
緒
に
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
瀬
戸
芸
と
い
う
フ
レ
ー

ム
の
中
の
話
だ
け
で
は
な
く
て
、
新
し
い
フ
レ
ー
ム
を
ど
う
つ
く
っ

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
も
考
え
た
ほ
う
が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

永
尾

―
藤
さ
ん
は
も
し
仮
に
、
ほ
か
の
大
型
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
あ
っ
た
と
き
に
声
を
掛
け
ら
れ
た
ら
参
加
し
ま
す
か
。

藤

―
し
な
い
と
思
い
ま
す
。
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
。
い
や
、

で
も
島
な
ら
興
味
あ
り
ま
す
ね
（
笑
）。
必
要
と
さ
れ
て
い
る
現
場
だ

っ
た
ら
や
っ
ぱ
り
参
加
す
る
か
も
。
結
局
自
転
車
操
業
な
の
で
、
何

か
面
白
そ
う
な
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
っ
た
ら
や
っ
ぱ
り
参
加
し
な
い

と
い
け
な
い
状
況
か
な
（
笑
）。
で
も
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
は
出
さ
な
い
と

思
い
ま
す
ね
。
地
域
の
人
と
の
関
係
が
な
い
と
出
せ
な
い
も
の
。



8-16 東京アートポイント計画　Tokyo Art Research Lab
『日本型アートプロジェクトの歴史と現在』　第8章

「アーティスト×アートプロジェクト」●Discussion Part 2　過疎地が抱える問題と日本型アートプロジェクトの功罪

川
俣

―
い
え
、
全
く
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
で
す
。
批
判
し
よ
う
と
い
う
気

も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
１
９
９
９
年
に
僕
が
松
之
山
に
入
っ
た
と
き

の
観
客
や
住
民
の
人
た
ち
と
の
関
わ
り
方
は
、
も
ち
ろ
ん
学
生
を
連

れ
て
行
っ
て
ワ
イ
ワ
イ
や
っ
て
帰
っ
て
来
た
だ
け
で
は
な
く
て
、
最

終
的
に
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ど
う
や
っ
て
関
わ
っ
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
を
試
み
て
い
た
の
で
す
。
カ
ラ
オ
ケ
や
パ
ー
テ
ィ
ー
を

や
っ
て
、
学
生
も
面
白
か
っ
た
し
、
地
元
の
人
も
よ
く
わ
か
ら
な
い

若
者
が
来
て
い
る
の
で
集
ま
っ
て
き
て
、
次
の
年
に
も
そ
れ
は
有
効

で
し
た
。

　
た
だ
僕
が
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
何
度
も
芸
術
祭
が
開
催
さ
れ

て
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
さ
も
ど
こ
か
に
書
い
て
あ

っ
た
か
の
よ
う
に
芸
術
祭
に
つ
い
て
同
じ
言
語
で
語
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
れ
は
一
つ
の
刷
り
込
み
で
す
。
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

形
と
し
て
、「
越
後
妻
有
」
に
は
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
た
見
方
、
あ

る
い
は
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
た
ア
ー
ト
の
形
態
が
も
う
で
き
て
し

ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
結
果
は
１
９
９
９
年
の
時

点
で
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
観
客
も
つ
く
り
手
も
、

ま
だ
新
鮮
な
状
態
に
あ
っ
た
。
だ
か
ら
非
常
に
緊
張
感
も
あ
っ
た
し
、

「
お
前
ら
出
て
い
け
」
と
も
随
分
言
わ
れ
ま
し
た
ね
。
そ
う
い
う
中
で

の
地
域
の
存
在
と
い
う
も
の
が
つ
く
る
側
の
意
識
の
中
に
も
あ
っ
た

の
で
す
。
そ
の
緊
張
関
係
は
、
あ
る
種
の
ア
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ

っ
て
失
わ
れ
、
地
域
の
人
に
は
外
向
け
の
顔
が
で
き
て
し
ま
っ
た
感

じ
が
し
ま
し
た
。
そ
の
状
況
は
、
特
に
つ
く
る
側
と
し
て
は
面
白
く

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
越
後
妻
有
」
は
地
域
お
こ
し
と
し
て
完
璧

に
成
功
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
や
っ
て
い
る
側
と
し
て
は
芸
術
祭

は
飽
和
状
態
に
来
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
例
え
る
な
ら
、
流
行
歌

手
が
ヒ
ッ
ト
曲
を
何
度
も
歌
っ
て
本
人
は
嫌
気
が
さ
し
て
も
、
人
か

ら
要
求
さ
れ
る
か
ら
歌
っ
て
い
る
と
い
う
状
態
と
同
じ
で
す
ね
。
そ

第
8
章
●「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
×
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

D
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過
疎
地
が
抱
え
る
問
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日
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ア
ー
ト
プ
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ク
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の
功
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テ
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バ
ル
に
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テ
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二
人
が
そ

れ
ぞ
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点
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術
祭
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を
検
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す
る
。
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司
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‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
21

■
芸
術
祭
開
催
後
の
地
域
の
人
び
と
の
反
応

熊
倉

―
先
ほ
ど
伺
っ
た
「
越
後
妻
有
」
と
精
神
分
析
の
お
話
で
す

が
（
→
４
頁
）、
地
元
の
人
は
元
気
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
結
果
だ

と
す
る
と
、「
越
後
妻
有
」
に
関
し
て
は
、
人
と
の
つ
な
が
り
に
あ
ま

り
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
印
象
は
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
の
で
す
か
。
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＊
35直

島
で
は
、
１
９
８
０
年
代
後
半
よ
り
、
ベ
ネ
ッ
セ
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
現
代
ア
ー
ト
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ホ
テ
ル
を
併
設
し
た
美
術

館
「
ベ
ネ
ッ
セ
ハ
ウ
ス
」、
地
中
美
術
館
や
李
禹
煥
美

術
館
の
ほ
か
、
島
内
の
古
民
家
で
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
制
作
し
た
「
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
、
サ
イ

ト
・
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク
な
作
品
が
設
置
さ
れ
、
国
内
外

か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。
２
０
０
４
年

に
活
動
の
総
称
を
「
ベ
ネ
ッ
セ
ア
ー
ト
サ
イ
ト
直
島
」

と
改
称
。

点
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
面
白
い
状
況
が
発
生
す
る
な
ど
の
可
能
性

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
に
興
味
が
あ
る
。「
越
後
妻
有
」
も
そ
う
で
す

が
、
豊
島
も
田
舎
の
山
奥
の
人
た
ち
は
相
当
な
技
術
を
持
っ
て
い
ま

す
。
自
分
た
ち
の
地
域
の
道
具
は
自
分
た
ち
で
つ
く
る
か
ら
、
災
害

の
と
き
も
復
旧
作
業
を
自
分
た
ち
で
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
い
た
し
、
相

当
な
技
術
と
活
動
力
を
持
っ
て
い
る
。
僕
が
知
っ
て
い
る
「
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
」
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
よ
り
も
は
る
か
に
技
術
も
精
神
力
も

セ
ン
ス
も
、
い
ろ
ん
な
意
味
で
相
当
強
い
も
の
を
持
っ
て
い
る
と
確

信
し
て
い
る
。
特
に
豊
島
は
そ
う
い
う
意
識
が
高
い
で
す
。
だ
か
ら

そ
こ
か
ら
何
が
生
ま
れ
て
く
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て

い
ま
す
。

　
た
だ
一
方
で
、
過
疎
地
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
っ
た
と
き
、「
島

に
は
仕
事
が
な
い
」
と
い
う
決
ま
り
文
句
が
出
て
く
る
。
確
か
に
島

に
は
生
活
し
て
い
く
上
で
お
金
に
な
る
仕
事
は
な
い
け
れ
ど
、
手
を

動
か
さ
な
き
ゃ
い
け
な
い
、
作
業
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
る
。
作
業
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
、
地
域
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
と
直
結
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
僕
が
地
域
の
中
の
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
言
う
と
き
は
、
地
域
に
い
か
に
多
様
な
作
業
が
入
っ

て
い
っ
て
、
そ
の
作
業
が
ど
れ
だ
け
い
ろ
ん
な
人
た
ち
と
一
緒
に
つ

く
ら
れ
て
い
く
か
に
可
能
性
を
感
じ
て
い
る
の
で
す
。

熊
倉

―
豊
島
は
産
廃
問
題
を
経
験
し
て
い
る
の
で
、
議
論
慣
れ
し

て
い
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
そ
れ
は
、
日
本
の

過
疎
地
の
中
で
は
珍
し
い
。
島
の
人
た
ち
と
話
を
し
て
い
て
印
象
に

残
っ
た
議
論
は
あ
り
ま
す
か
。

藤

―
一
番
不
思
議
だ
っ
た
の
は
、
合
議
制
で
物
事
が
進
ん
で
い
く

こ
と
で
す
。
上
の
人
た
ち
が
決
め
た
か
ら
や
る
、
と
い
う
の
で
は
な

の
状
態
を
わ
か
っ
て
い
て
作
家
も
参
加
す
る
し
、
見
る
側
も
参
加
す

る
。
そ
し
て
人
が
ま
た
た
く
さ
ん
見
に
来
る
。
僕
が
問
題
だ
と
考
え

る
の
は
こ
う
し
た
状
況
で
す
。

熊
倉

―
「
越
後
妻
有
」
の
初
回
（
２
０
０
０
年
）
は
、
あ
ま
り
地

域
の
人
へ
の
還
元
と
い
う
視
点
は
な
か
っ
た
で
す
よ
ね
。
そ
れ
が
４

回
目
に
は
、
芸
術
祭
と
地
域
の
人
び
と
の
関
係
は
非
常
に
良
好
に
な

っ
た
の
は
事
実
で
す
。
た
だ
川
俣
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
本

来
表
現
が
巻
き
起
こ
す
よ
う
な
摩
擦
も
あ
ま
り
起
こ
ら
な
い
可
能
性

が
あ
る
。

　
藤
さ
ん
、
瀬
戸
芸
は
い
か
が
で
し
た
か
。
私
は
、「
越
後
妻
有
」
の

地
域
と
の
関
わ
り
は
10
年
か
け
た
か
ら
こ
そ
の
自
然
な
流
れ
が
あ
っ

て
今
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
瀬
戸
芸
、
と
く
に
豊
島
は
、
今
よ
り

想
定
を
は
る
か
に
超
え
る
数
の
人
び
と
が
押
し
か
け
た
わ
け
で
す
が
。

藤

―
瀬
戸
芸
の
場
合
は
、
直
島
と
い
う
先
行
モ
デ
ル
（
＊
35
）
が
あ
る

の
で
、
直
島
を
横
目
で
見
て
い
ま
す
よ
ね
。
豊
島
、
も
し
く
は
ほ
か

の
島
の
地
域
の
人
た
ち
か
ら
す
る
と
、
直
島
み
た
い
に
な
る
の
か
な
、

何
が
起
こ
る
ん
だ
、
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
状

況
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
も
終
わ
っ
て
、
今
後
ど
う
な
っ
て
い
く

の
か
と
い
う
不
安
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
島
の
今
後
に

つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人
が
い
る
こ
と
は
確
か
で
す
。

　
僕
の
個
人
的
な
考
え
と
し
て
は
、
完
成
さ
れ
た
モ
ノ
を
持
っ
て
い

く
こ
と
が
ア
ー
ト
だ
と
思
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
し
、
作
家
が
つ

く
る
モ
ノ
を
ア
ー
ト
と
思
っ
て
い
る
の
で
も
な
い
。
む
し
ろ
つ
く
っ

て
い
く
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
地
域
の
人
た
ち
が
「
つ
く
る
力
」
を
身
に

付
け
て
い
っ
た
り
、
何
か
新
し
い
活
動
を
見
出
し
て
ほ
か
の
地
域
に

つ
な
が
っ
て
い
っ
た
り
、
そ
こ
に
暮
ら
し
て
い
る
人
が
全
く
違
う
視
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＊
36豊

島
美
術
館

豊
島
の
唐
櫃
（
か
ら
と
）
地
区
の
小
高
い
丘
に
建
設

さ
れ
た
美
術
館
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
内
藤
礼
と
建
築
家

の
西
沢
立
衛
が
手
掛
け
、
水
滴
の
よ
う
な
形
を
し
て

い
る
。
天
井
に
あ
る
２
箇
所
の
開
口
部
か
ら
、
周
囲

の
風
、
音
、
光
を
内
部
に
直
接
取
り
込
み
、
季
節
の

移
り
変
わ
り
や
時
間
の
流
れ
と
と
も
に
、
無
限
の
表

情
を
伝
え
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
い
る
。

■
大
型
フ
ェ
ス
テ
ィ
バル
は
、ア
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
の
か

川
俣

―
た
だ
、
そ
の
や
り
方
は
直
島
と
全
く
同
じ
だ
と
僕
は
思
い

ま
す
。
あ
る
種
の
シ
ョ
ッ
ク
療
法
み
た
い
に
、
美
術
館
を
つ
く
れ
ば

人
が
集
ま
る
と
い
う
よ
う
な
や
り
方
で
、
直
島
か
ら
ほ
か
の
島
に
ど

ん
ど
ん
展
開
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
よ
ね
。
そ
の
手
法
自
体
に

対
す
る
疑
問
は
あ
り
ま
す
。
革
新
的
な
美
術
館
や
作
品
を
つ
く
っ
て

い
く
の
は
い
い
こ
と
だ
と
思
う
け
れ
ど
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
も
成

立
し
て
、
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
乗
っ
て
楽
し
む
自
分

た
ち
は
何
だ
ろ
う
と
思
う
わ
け
で
す
。

藤

―
僕
の
個
人
的
な
考
え
方
か
ら
す
る
と
、
そ
う
い
う
「
パ
タ
ー

ン
化
」
と
い
う
考
え
方
が
む
し
ろ
暴
力
的
で
面
白
く
な
い
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
は
全
然
違
う
わ
け
で
、
そ
こ

か
ら
滲
み
出
て
く
る
活
動
や
そ
こ
な
ら
で
は
の
フ
レ
ー
ム
の
つ
く
り

方
を
考
え
て
い
る
か
ど
う
か
で
す
よ
ね
。
実
際
に
い
ろ
ん
な
地
域
の

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
て
み
る
と
、
大
き
な
問
題
と
い
う

の
は
な
か
な
か
解
決
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
豊
島
の

場
合
は
若
い
人
た
ち
が
離
れ
て
い
く
要
因
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
中
で
、

瀬
戸
芸
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
船
の
便
が
増
え
た
り
バ
ス
が
運
行
し

た
り
、
イ
ン
フ
ラ
が
で
き
て
人
の
動
き
が
生
ま
れ
た
。
だ
か
ら
、
何

か
活
動
を
始
め
る
た
め
に
は
あ
る
程
度
の
規
模
が
必
要
だ
ろ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。
島
を
回
遊
す
る
中
で
、
島
の
人
た
ち
が
そ
こ
か
ら
可

能
性
を
見
出
し
て
つ
く
っ
て
い
か
な
い
と
仕
方
が
な
い
。
そ
こ
が
ど

う
変
化
し
て
い
く
の
か
が
面
白
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

川
俣

―
い
や
、
変
わ
っ
て
い
く
た
め
に
や
っ
た
り
、
あ
る
い
は
や

っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
の
は
も
う
い

く
、
島
の
人
同
士
が
話
し
合
っ
て
決
め
た
こ
と
を
や
る
方
法
を
と
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
瀬
戸
芸
の
場
合
は
「
島
の
合
意
が
で
き
て

い
な
い
じ
ゃ
な
い
か
、
な
ん
で
住
民
の
み
ん
な
が
合
意
し
て
い
な
い

の
に
勝
手
に
こ
う
い
う
の
が
起
こ
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
一
部
の
人
は

話
し
て
い
ま
し
た
。
初
め
は
そ
れ
が
不
思
議
で
し
た
。
自
分
た
ち
の

地
域
に
い
き
な
り
何
か
新
し
い
も
の
が
入
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
、

い
く
ら
で
も
あ
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
で
も
島
の
人
た
ち
は
、
自
分
た

ち
が
そ
れ
を
合
意
し
て
い
な
い
か
ら
お
か
し
い
と
思
っ
て
い
る
。
島

で
は
勝
手
に
い
ろ
ん
な
こ
と
が
起
こ
り
、
い
ろ
ん
な
も
の
が
ど
ん
ど

ん
開
発
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
「
私
た
ち
は
い
い
と
は
言
っ
て
い
な
い
」

と
問
題
に
な
っ
て
い
る
か
ら
す
ご
い
。
実
は
そ
れ
は
と
て
も
自
然
な

発
想
な
の
で
す
よ
ね
。

　
そ
れ
で
、
瀬
戸
芸
に
対
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
に
な
っ
て
い
る
島
民
も

い
る
け
れ
ど
、
一
方
で
ど
う
に
か
な
り
そ
う
と
思
っ
て
い
る
人
が
多

い
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
豊
島
美
術
館

（
＊
36
）
の
開
館
前
後
で
住
民
の
反
応
が
違
う
こ
と
で
す
。
オ
ー
プ
ン
前
、

美
術
館
が
島
の
再
生
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
住

民
は
い
い
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
美
術
館
が
完
成
し
て

行
っ
て
み
る
と
、
面
白
い
わ
け
で
す
よ
。
島
の
人
た
ち
は
こ
ぞ
っ
て
、

プ
レ
オ
ー
プ
ン
の
日
に
見
に
行
っ
て
「
あ
あ
、
あ
れ
は
い
い
、
面
白

い
、
美
術
館
に
絵
な
ん
か
い
ら
な
い
！
」
と
言
う
わ
け
で
す
。
う
ち

の
山
が
見
え
る
、
う
ち
の
家
が
見
え
る
、
美
術
館
の
中
に
う
ち
の
風

景
が
見
え
た
と
言
う
の
で
す
。
美
術
館
で
見
せ
て
い
る
の
は
水
の
現

象
だ
し
、
水
を
豊
島
の
シ
ン
ボ
ル
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
分
た

ち
が
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
活
動
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
島
美
術

館
が
で
き
て
か
ら
更
に
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
シ
ン
ボ

ル
に
な
る
豊
島
美
術
館
は
、
島
の
人
に
と
っ
て
誇
れ
る
も
の
に
な
っ

て
い
る
の
で
す
ね
。
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く
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
そ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
こ

と
が
重
要
だ
と
思
う
。

森

―
藤
さ
ん
が
豊
島
で
や
ろ
う
と
し
た
こ
と
は
そ
う
い
う
こ
と
な

ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

藤

―
過
疎
地
の
問
題
は
、
子
ど
も
が
出
て
い
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
島
か
ら
出
て
い
っ
て
帰
っ
て
こ
な
い
。

「
藤
島
八
十
郎
」
で
や
ろ
う
と
し
た
こ
と
は
、
島
を
出
て
い
っ
た
人
の

孫
ぐ
ら
い
の
世
代
の
人
た
ち
が
何
か
活
動
を
始
め
ら
れ
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
す
。
島
に
縁
や
関
係
を
持
て
る
こ
と
が
す
ご
く
大
事
な
気

が
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
う
い
う
縁
を
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
活
動

が
で
き
る
こ
と
が
重
要
。
今
の
経
済
の
あ
り
方
や
流
通
し
て
い
る
価

値
観
で
考
え
て
い
た
ら
、
状
況
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
全
然
違
う
発
想

で
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
島
の
人
に
す
れ
ば
子
ど
も
や
孫
が
、
島
に

来
て
、
一
緒
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
希
望
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　「
藤
島
八
十
郎
の
家
」
は
、
み
ん
な
が
集
ま
っ
て
寝
泊
ま
り
し
て
、

そ
こ
に
通
う
人
の
間
で
関
係
の
生
ま
れ
る
場
所
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な

人
た
ち
が
た
ま
っ
て
い
く
場
所

は
、
そ
こ
か
ら
何
か
活
動
を
発

生
し
て
い
け
る
か
ら
絶
対
に
必

要
で
す
。「
藤
島
八
十
郎
」
を

や
る
こ
と
で
、
地
元
の
人
か
ら

い
ろ
ん
な
場
所
や
物
語
の
情
報

提
供
が
あ
る
の
で
、
豊
島
の
中

で
面
白
い
場
所
を
つ
く
っ
て
い

け
る
可
能
性
は
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

ら
な
い
と
思
う
。
観
客
、
あ
る
い
は
住
民
の
人
た
ち
が
ど
う
こ
う
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
あ
る
種
ア
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
楽
し
め
ば

よ
く
て
、
何
万
人
来
た
と
い
う
記
録
が
い
っ
た
い
何
に
な
る
の
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
夏
祭
り
で
島
を
回
っ
て
も
い
い
し
、
そ
こ
に
ア
ー

ト
と
い
う
な
ん
だ
か
わ
か
ら
な
い
何
か
が
つ
い
て
く
る
。
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
し
て
成
立
し
て
も
い
い
と
思
う
け
れ
ど
、
ア
ー
ト
じ
ゃ
な
く
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
え
て
く
る
。
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
た
状
況

で
楽
し
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
が
僕
の
中
で
腑
に
落
ち
な
い
し
、
も

っ
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起
き
て
い
い
と
思
う
。

森

―
川
俣
さ
ん
は
ア
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
否
定
派
で
す
よ

ね
。
ア
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
大
成
功
し
た
直
島
の
隣
の
向
島
で
新
し

い
島
を
つ
く
っ
て
い
る
と
い
う
外
れ
方
自
体
が
、
川
俣
さ
ん
的
な
振

る
舞
い
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
川
俣
さ
ん
は
「
ア
ー
ト
じ
ゃ
な
く

て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
」
と
言
う
こ
と
は
、
逆
に
「
ア
ー
ト
じ
ゃ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
は
何
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
そ
の

あ
た
り
が
、
今
す
ご
く
流
行
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
形
骸
化
し
て
い
る
と
考
え
る
点
で
し
ょ
う
か
。

川
俣

―
限
り
な
く
よ
そ
者
と
し
て
や
る
と
い
う
か
、
も
う
少
し
異

な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
が
あ
る
の
か
な
と
考
え
た
り
、
展
覧
会
、

あ
る
い
は
芸
術
祭
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
し
か
成
立
で
き
な
い
も
の

な
の
か
と
思
い
ま
す
。
瀬
戸
芸
が
終
わ
っ
た
あ
と
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
会
期
中
と
は
全
然
違
う
状
況
に

な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
会
期
中
は
お
祭
り
と
い
う
あ
る
種
高
揚
し

た
一
つ
の
時
間
軸
の
中
で
動
い
て
い
た
と
思
う
の
で
。
終
わ
っ
て
も

引
き
続
き
や
っ
て
い
る
作
家
が
い
て
も
い
い
わ
け
だ
し
、
毎
日
生
活

す
る
よ
う
に
作
品
を
つ
く
っ
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
っ
て
い

《向島プロジェクト》（2010年）
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＊
37ミ

ュ
ン
ス
タ
ー
彫
刻
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（Skulptur 

Projekte

）

ド
イ
ツ
・
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
で
、
１
９
７
７
年
に
第
１
回

が
開
催
さ
れ
、
そ
の
後
は
10
年
に
一
度
夏
に
開
催
さ

れ
て
い
る
。

＊
38ド

ク
メ
ン
タ
（D

ocum
enta

）

ド
イ
ツ
・
カ
ッ
セ
ル
で
１
９
５
５
年
か
ら
５
年
に
１
度

開
催
さ
れ
て
い
る
国
際
展
。
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
が
テ
ー
マ

選
定
や
作
家
の
選
出
ま
で
全
責
任
を
負
っ
て
運
営
さ

れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

■「
日
本
型
」ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

森

―
例
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
彫
刻
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」（
＊
37
）
や
「
ド
ク
メ
ン
タ
」（
＊
38
）
の
も
、
そ
れ
な
り
の
観
客
動
員

数
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
瀬
戸
芸
の
よ
う
な
狂
乱
騒
ぎ
で
は
な
い

で
す
よ
ね
。

川
俣

―
日
本
型
と
い
う
か
、
ア
ジ
ア
型
と
い
う
か
、
あ
る
種
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
イ
テ
ィ
ヴ
な
も
の
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
考
え
る
と
い

う
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
比
較
的
新
し
い
で
す
よ
ね
。
普
通
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ん
て
作
品
だ
け
つ
く
っ
て
お
し
ま
い
で

す
か
ら
ね
。
地
域
住
民
と
関
わ
ろ
う
と
は
も
と
も
と
思
っ
て
い
な
い

し
、
そ
う
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
自
体
が
面
倒
く
さ
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
特
別
な
存
在
で
一
般
の
人
か
ら
は
遠
い
と

い
う
考
え
も
あ
る
。
ア
ー
ト
、
あ
る
い
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ポ
ジ
シ

ョ
ン
の
考
え
方
の
違
い
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ア
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
よ
う
に
、
い
ろ
ん
な
人
が
参
加
し
て
体
験
し
て
楽
し
か
っ
た
、
と

い
う
の
は
あ
ま
り
な
い
と
思
い
ま
す
。
逆
に
言
え
ば
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ

テ
ィ
ヴ
な
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ
れ
か
ら
意
味
が
出
て
く
る

の
か
も
し
れ
な
い
し
、
価
値
付
け
が
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ

ど
、
そ
の
価
値
付
け
の
結
果
を
急
ぐ
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
す
ご
く

つ
ま
ら
な
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
点
に
つ
い
て
不
満
な
の
で
す
。

　
昨
今
の
表
現
活
動
は
、
情
報
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
ど
こ
か
で
、
日
本
型
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
吸
収
さ
れ
な
い
何
か
一
つ
の
強
度
を
持
つ
べ
き
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
し
あ
る
と
し
た
ら
恒
久
的
な
も
の
と

し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
場
に
あ
っ
て
ほ
し
い
。
こ
れ
だ
け
情
報
が
瞬
時

に
動
き
、
何
か
言
う
と
何
か
返
っ
て
く
る
と
い
う
中
で
、
ず
っ
と
抱

　「
越
後
妻
有
」
の
場
合
も
そ
う
で
す
が
、
島
の
出
身
者
で
は
な
く
て

も
そ
の
地
域
を
第
二
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
と
ら
え
、
通
い
続
け
る
人

た
ち
が
い
ま
す
。
全
然
違
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
共
有
し
て
、
同
じ
よ

う
な
指
向
性
を
持
っ
て
い
る
人
た
ち
の
集
ま
る
状
況
は
面
白
い
。
そ

れ
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
小
に
関
わ
ら
ず
、
受
け
入
れ
る
場
所
や
人
、

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
い
る
と
う
ま
く
い
く
。
そ
れ
が
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
だ
と
可
能
性
が
一
層
広
が
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。
人
が
た
く
さ

ん
来
て
単
純
に
よ
か
っ
た
と
い
う
よ
り
、
人
が
来
る
こ
と
で
よ
う
や

く
動
き
出
す
モ
ノ
も
人
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
正
直
、「
藤
島
八
十
郎
の
家
」
が
こ
ん
な
に
評
判
が
い
い
と
は
予
想

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
架
空
の
人
の
家
を
想
定
す
る
こ
と
で
自

分
の
家
の
よ
う
に
使
え
る
と
い
う
余
地
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
メ

ー
ジ
を
か
き
立
て
ら
れ
る
感
じ
が
よ
か
っ
た
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。

川
俣

―
僕
は
人
が
来
な
い
と
こ
ろ
で
活
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
や
っ
て
人
を
呼
ぶ
か
と
い
う
ノ
ウ
ハ
ウ
の
中
で
人
が
来
る
の
で

は
な
く
、
人
な
ん
か
来
な
く
て
い
い
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
。

人
が
見
る
と
い
う
条
件
が
付
い
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
あ
る
種
、
足

か
せ
の
よ
う
に
話
題
性
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
が
、
根
本
的
に
モ
ノ
の

見
方
が
変
わ
る
よ
う
な
こ
と
を
し
た
い
。
今
行
わ
れ
て
い
る
状
況
は

「
も
う
い
い
」
と
言
え
る
時
期
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
と
に
か
く
結
果
が
す
ぐ
に
出
過
ぎ
で
は
な
い
で
す
か
。「
人
が
ワ
ッ

と
来
ま
し
た
」「
楽
し
か
っ
た
で
す
」「
地
元
の
人
た
ち
も
こ
う
な
り

ま
し
た
」
と
言
い
ま
す
が
、
短
い
ス
パ
ン
で
し
か
語
ら
れ
な
い
。
目

的
性
だ
け
で
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、

結
論
を
出
す
の
が
あ
ま
り
に
も
早
く
て
、
安
っ
ぽ
い
な
と
思
っ
て
し

ま
う
の
で
す
。
で
も
、
そ
れ
で
幸
せ
な
ら
い
い
の
で
す
け
れ
ど
ね
。
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も
予
期
せ
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
ら
怖
く
て
拒
絶
さ
れ
る
と
思
う
。
や
は

り
ど
こ
か
予
定
調
和
で
、
だ
か
ら
こ
そ
ポ
ピ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
が
あ
っ
て

人
が
こ
れ
だ
け
来
る
の
で
し
ょ
う
。

■
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
態
度

熊
倉

―
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｎ
が
提
起
し
て
い
る
の
は
、
消
費
行
動
に
対
し
て

「
ち
ゃ
ん
と
残
せ
、
よ
く
考
え
ろ
よ
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
持
つ
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｎ
は
中
間

支
援
的
な
活
動
で
、
表
現
活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
は
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
す
か
。
消
費
に
負
け
な
い
よ
う

に
つ
く
り
続
け
て
も
、
消
費
の
方
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
活
動
な
の
で
、

当
然
負
け
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で
す
か
。

川
俣

―
僕
は
、
こ
も
っ
て
い
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
完
全

に
こ
も
る
こ
と
な
ん
て
で
き
な
く
て
、
絶
対
誰
か
に
ど
こ
か
で
見
つ

け
ら
れ
る
。
昔
思
っ
た
の
で
す
が
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
変
な
人
だ
と

し
た
ら
、
そ
れ
を
認
め
る
人
も
変
な
わ
け
で
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
マ

ニ
ア
ッ
ク
な
部
分
を
持
ち
続
け
る
こ
と
で
、
逆
に
一
つ
の
表
現
に
な

っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
簡
単
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、

今
の
状
況
自
体
を
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
に
見
て
い
く
し
か
な
い
。
藤
さ
ん

は
ど
う
や
っ
て
い
ま
す
か
。
僕
は
も
う
、
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

や
ら
な
く
て
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
。

藤

―
苦
し
い
で
す
よ
。
僕
は
、
ど
れ
だ
け
違
和
感
を
抱
き
な
が
ら

も
自
問
し
、
自
分
の
あ
た
り
ま
え
を
超
え
よ
う
と
す
る
こ
と
が
表
現

行
為
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
す
る
時
間
も
な
い
と
い
う
状

況
は
あ
り
ま
す
。
確
か
に
こ
も
る
時
間
も
必
要
で
す
が
、
こ
も
っ
て

え
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
消
費
さ
れ
て
い
く
環
境
だ
け
で

し
か
表
現
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

藤

―
「
日
本
型
」
と
い
う
言
葉
が
気
に
な
り
ま
す
。
僕
は
欧
米
を

知
ら
な
い
の
で
、
海
外
は
ア
ジ
ア
し
か
知
ら
な
い
の
で
す
が
…
…
。
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
祭
り
と
い
っ
た
、
非
日
常
と
結
び
つ
け
て
い
く
の

は
日
本
型
な
の
で
し
ょ
う
か
。
地
域
の
中
に
祭
祀
儀
礼
み
た
い
な
も

の
が
あ
っ
て
、
日
常
の
中
の
苦
し
み
や
、
日
常
で
は
見
え
な
い
別
の

世
界
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
と
い
う
の
が
祭
り
や
祭
祀
の
役
割
と

し
て
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
仕
掛
け
と
し
て
お
寺
や
祭
り
が
あ

り
、
非
日
常
を
仕
組
む
こ
と
で
日
常
を
解
放
し
て
い
く
。「
越
後
妻

有
」
を
見
て
も
、
観
客
も
そ
う
で
す
が
、
特
に
住
民
が
稀
な
も
の
を

見
た
い
と
い
う
感
覚
や
自
分
の
日
常
か
ら
全
く
別
の
場
所
に
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
感
覚
を
求
め
つ
つ
、
旅
を
し
て
い
る
気
が
し

ま
す
。

川
俣

―
祭
り
は
や
る
内
容
が
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
見
る
人
が
来
る

の
で
す
よ
ね
。
イ
ベ
ン
ト
と
は
そ
う
い
う
も
の
で
す
。
何
を
す
る
か

は
っ
き
り
わ
か
っ
て
い
る
人
が
そ
れ
を
期
待
し
て
見
に
来
る
。
ア
ー

ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
祭
り
も
そ
う
で
す
が
、
一
つ
の
ル
ー
ル
が
あ

っ
て
、
そ
の
ル
ー
ル
を
わ
か
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
体
験
す
る
た
め
に

行
っ
て
い
る
の
だ
と
思
う
。「
ア
ー
ト
」
を
体
験
し
に
い
こ
う
、
そ
し

て
外
に
何
か
あ
る
か
ら
そ
れ
を
見
に
行
こ
う
と
。
何
が
あ
る
か
わ
か

ら
な
い
と
こ
ろ
に
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
あ
り
得
な
い
。
ル
ー
ト
も
、
メ
ニ

ュ
ー
や
内
容
も
は
っ
き
り
し
て
い
る
か
ら
逆
に
み
ん
な
踊
れ
る
。
そ

う
い
う
意
味
で
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
祭
り
と
言
う
な
ら
、
や
る

こ
と
が
前
提
と
し
て
あ
っ
て
そ
れ
に
客
が
つ
い
て
く
る
。
あ
ま
り
に
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と
を
具
体
化
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

森

―
藤
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
。

藤

―
僕
は
自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
と
い
う
興
味
が
や
っ
ぱ
り
あ

り
ま
す
。
僕
の
中
で
は
、
自
分
自
身
が
変
わ
り
た
い
、
自
分
自
身
を

つ
く
り
た
い
と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
大
型
の
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
避
け
て
き
た
け
れ
ど
、
こ
こ
な
ら
自
分
の
役
割
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
と
き
に
、
自
分
は
誰
と
、
ど
う
い
う
場

所
と
関
係
を
持
つ
べ
き
か
を
考
え
る
こ
と
で
、
自
分
の
機
能
拡
張
と

い
う
か
、
自
分
自
身
の
能
力
が
少
し
で
も
拡
が
れ
ば
そ
れ
で
い
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
地
域
お
こ
し
を
目
指
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
け

れ
ど
、
関
わ
る
人
た
ち
か
ら
新
し
い
活
動
が
始
ま
る
と
面
白
い
で
す

よ
ね
。
そ
れ
が
結
果
的
に
地
域
が
変
わ
っ
て
い
く
可
能
性
に
な
る
と

い
い
で
す
。

森

―
今
日
の
お
話
の
中
で
、
お
二
人
の
表
現
は
違
う
け
れ
ど
共
通

の
関
心
の
あ
り
か
に
つ
い
て
同
じ
よ
う
な
言
葉
が
い
く
つ
か
出
て
い

ま
し
た
。
川
俣
さ
ん
が
「
ア
ー
カ
イ
ヴ
が
作
品
だ
」
と
言
わ
れ
た
話

や
、
藤
さ
ん
が
「
関
係
性
を
つ
く
る
た
め
に
、
不
在
の
人
間
を
存
在

す
る
か
の
よ
う
に
振
る
舞
う
こ
と
が
作
品
だ
」
と
い
う
点
で
す
。

　
ま
た
、
従
来
「
作
品
」
と
言
わ
れ
る
も
の
と
は
全
く
違
う
も
の
を

作
品
視
し
て
い
る
点
と
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の
コ
ト
が
始
ま
る

か
な
り
前
の
段
階
か
ら
地
域
に
入
っ
て
い
る
点
は
共
通
し
て
い
ま
す

ね
。
未
開
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
、
ご
自
身
の
表
現
手
法
を
使
っ
て
切
り

開
く
と
い
う
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
興
味
深
い
で
す
。

熊
倉

―
川
俣
さ
ん
は
、
状
況
に
対
し
て
あ
く
ま
で
他
者
で
あ
ろ
う

い
る
と
本
当
に
存
在
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
自
分
の
中
か
ら
イ
メ

ー
ジ
や
活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
湧
き
出
て
く
る
作
家
は
そ
れ
で
い
い

の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
僕
に
と
っ
て
は
今
自
分
の
い
る
周
辺
と
の
関

係
と
の
中
か
ら
滲
み
出
る
イ
メ
ー
ジ
の
ズ
レ
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
切

な
ん
で
す
。
関
係
の
中
に
し
か
存
在
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
強
く
思

っ
て
い
て
、
絶
対
的
な
存
在
を
信
じ
る
こ
と
は
僕
に
は
無
理
。
死
ん

だ
あ
と
で
も
誰
か
が
見
つ
け
関
係
が
発
生
す
れ
ば
い
い
け
ど
、
誰
も

見
つ
け
な
け
れ
ば
本
当
に
存
在
す
ら
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

川
俣

―
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
と
思
い
ま
す
。
誰
か
見
つ
け
た
ら
見

つ
け
た
で
い
い
し
、
見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
そ
の
レ
ベ
ル
で
し
か
な
い

と
い
う
こ
と
。

森

―
こ
れ
だ
け
大
き
い
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
と
何
回
続
く

か
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
み
ん
な
が
飽
き
て
し
ま
う
く
ら
い
続
く
と
ま

た
状
況
は
変
わ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
２
０
０
０
年
に
始
ま

っ
た
「
越
後
妻
有
」
で
、
お
よ
そ
ア
ー
ト
と
は
無
縁
な
地
域
で
ア
ー

ト
に
よ
る
出
会
い
の
楽
し
さ
や
面
白
さ
を
知
り
、
瀬
戸
芸
で
は
海
と

い
う
要
素
が
加
わ
っ
て
大
勢
の
人
が
押
し
寄
せ
、
ブ
ー
ム
に
近
い
現

象
に
な
り
ま
し
た
。
ブ
ー
ム
が
去
っ
た
あ
と
に
何
が
残
る
の
か
が
非

常
に
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
川
俣
さ
ん
は
こ
の
よ
う
な
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
ほ

し
い
と
依
頼
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
出
る
出
な
い
は

ど
う
判
断
し
て
い
ま
す
か
。

川
俣

―
単
純
に
今
ま
で
経
験
の
な
い
、
面
白
い
こ
と
が
で
き
そ
う

か
で
決
め
ま
す
。
だ
か
ら
要
求
が
少
な
い
方
が
い
い
。
大
き
な
芸
術

祭
に
参
加
し
て
何
か
を
得
る
と
い
う
よ
り
、
自
分
で
思
っ
て
い
た
こ
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＊
39ア

ー
ト
レ
ス

川
俣
正
が
提
唱
し
続
け
て
い
る
概
念
。
言
葉
そ
の
も

の
は
「
既
存
の
美
術
言
語
や
流
行
、
美
的
価
値
や
社

会
的
な
規
範
か
ら
な
る
常
識
的
言
語
に
裏
打
ち
さ

れ
た
『
美
』な
る
も
の
全
般
に
対
す
る
懐
疑
」や
「
ア

ー
ト
そ
の
も
の
に
対
し
て
の
存
在
意
義
を
問
う
」
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。

※
本
座
談
会
へ
の
参
加
者
に
つ
い
て

九
冨
美
香
（
く
と
み
・
み
か
／
イ
ン
タ
ー
ン
、
茅

野
市
美
術
館
学
芸
員
）

永
尾
真
由
（
な
が
お
・
ま
ゆ
／
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス

タ
ン
ト
、
一
橋
大
学
大
学
院
言
語
社
会
研
究
科
芸

術
系
修
士
課
程
在
籍
）

長
津
結
一
郎
（
な
が
つ
・
ゆ
う
い
ち
ろ
う
／
リ
サ

ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
音

楽
研
究
科
博
士
後
期
課
程
在
籍
）

伯
耆
田
卓
助
（
ほ
う
き
だ
・
た
く
す
け
／
リ
サ
ー

チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、
東
京
藝
術
大
学
先
端
芸
術
表

現
科
卒
）

渡
辺
文
菜
（
わ
た
な
べ
・
あ
や
な
／
リ
サ
ー
チ
ア

シ
ス
タ
ン
ト
、
東
京
大
学
大
学
院
学
際
情
報
学
府

修
士
課
程
在
籍
）

と
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
は
ア
ー
テ
ィ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
姿
勢
と
し
て
は
理
解
し
や
す
い
で
す
が
、
そ
の
一
方
で

藤
さ
ん
は
、
あ
く
ま
で
状
況
あ
り
き
の
姿
勢
を
貫
か
れ
て
い
ま
す
。

言
い
換
え
れ
ば
、
川
俣
さ
ん
は
面
白
い
も
の
を
つ
く
る
の
が
ご
自
分

で
、
藤
さ
ん
は
面
白
い
こ
と
を
つ
く
り
出
す
の
が
他
人
な
わ
け
で
す

よ
ね
。
川
俣
さ
ん
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、
次
の
世
代
で
あ
る
藤
さ
ん

は
よ
り
「
ア
ー
ト
レ
ス
」（
＊
39
）
な
気
が
し
ま
す
。

　
今
回
は
二
つ
の
代
表
的
な
大
型
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
検
証
し
て
み

ま
し
た
が
、
祝
祭
性
―
祭
り
―
の
功
罪
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
特
に
若
者
の
い
な
い
過
疎
地
域
で
は
、
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
祝
祭
性
は
劇
薬
に
も
漢
方
薬
に
も
な
る
よ
う
な
気
が

し
ま
し
た
。

　
日
本
に
お
け
る
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
歴
史
と
現
在
を
探
る
本

講
座
の
最
後
に
、
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
を
飛
び
出
し
て
表
現
の
可
能

性
を
切
り
拓
い
て
き
た
先
駆
者
で
あ
る
川
俣
さ
ん
を
お
迎
え
で
き
て
、

こ
れ
か
ら
の
日
本
型
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
は
意
味
深
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
表
現
者
も
企
画
者

も
、
ア
ー
ト
が
社
会
に
よ
っ
て
手
段
的
価
値
に
矮
小
化
さ
れ
て
し
ま

う
危
険
性
を
改
め
て
認
識
し
、「
な
ん
の
役
に
も
た
た
な
い
こ
と
こ
そ

が
、
ア
ー
ト
の
役
割
で
あ
る
」
と
い
う
川
俣
さ
ん
の
持
論
を
見
つ
め

直
し
て
、
ア
ー
ト
の
本
質
的
価
値
が
個
々
の
社
会
的
現
状
と
ど
う
対

峙
し
て
ゆ
く
場
を
つ
く
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
考
え
て
い
く

べ
き
な
の
で
し
ょ
う
ね
。
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被災地に向き合う
アートプロジェクト

2011年3月11日に起こった未曾有の大
震災以降、社会が大きく変化する中で、
アートプロジェクトが持つ「日常」や
「地域」へのまなざしは何をもたらした
のでしょうか。今回は、ゲストに東京ア
ートポイント計画プログラムオフィサー
の佐藤李青さん、音楽家でプロジェクト
FUKUSHIMA!のプロデューサーも務
める大友良英さん、社会学者の毛利嘉孝
さん、アーティストのきむらとしろうじ
んじんさんをお招きし、それぞれのお話
から、3・11以降の被災地におけるアー
トプロジェクトを考えます。

Lecture I ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2

被災地での芸術活動
――被災地を取り巻く『境界線』

佐藤 李青
Case I ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 7

プロジェクトＦＵＫＵＳＨＩＭＡ！
 大友 良英

Lecture II  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16

３・11以降の芸術
毛利 嘉孝

Case II  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20

きむらとしろうじんじんの「野
の

点
だ て

」
きむらとしろうじんじん

講座・研究会開催日：2012年12月12、19、26日

佐藤李青（さとう・りせい）
東京アートポイント計画プログラムオフィサー。１982年宮
城県塩釜市生まれ。国際基督教大学卒業。東京大学
大学院人文社会系研究科（文化資源学）修士課程修
了。同博士課程。2007～08年度、小金井市芸術文化
振興計画の策定に伴う小金井市と東京大学の共同研究
グループに参加。2009～10年度、小金井アートフル・
アクション！実行委員会事務局長。2011年6月より現職。

大友良英（おおとも・よしひで）
ギタリスト／ターンテーブル奏者／作曲家／プロデュー
サー。1959年横浜市生まれ。小学３年から大学入学ま
でを福島市で育つ。ノイズミュージックやフリージャズから
映画音楽、テレビドラマの作曲まで幅広く手がける。近
年は、音楽と美術の領域にまたがる作品や、多様な人
たちとの協働による作品を展開。2011年よりプロジェクト
ＦＵＫＵＳHＩＭＡ！の共同代表を務める。

毛利嘉孝（もうり・よしたか）
東京藝術大学音楽学部音楽環境創造科准教授。専門
は社会学・文化研究。特にメディアや文化と政治の関
係を考察している。京都大学経済学部卒。ロンドン大学
ゴールドスミス・カレッジ MA（メディア＆コミュニケーショ
ンズ）、同PhD（社会学）。九州大学大学院助手・助教
授を経て現職。

きむらとしろうじんじん
アーティスト。1967年新潟県生まれ。身長190cm。京
都市立芸術大学にて陶芸を学んだ後、京都をベースに
活動をおこなう美術家。
1995年から「野点(のだて)」をスタート。以来、現在ま
で国内外のさまざまな場所、路上、公園、空き地などで
開催し続けている。
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第
9
章
●「
３
・
11
以
降
の
動
き
」

Lecture I

被
災
地
で
の
芸
術
活
動 

―
―
被
災
地
を
取
り
巻
く『
境
界
線
』佐

藤 

李
青

C
ontents

■「
被
災
地
」「
被
災
者
」と
い
う
枠
組
み
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
2

■
岩
手
・
宮
城
・
福
島
と
い
う
特
色 

―
地
域
と
文
化
の
視
点
か
ら
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
3

■
震
災
以
降
の「
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」観
の
変
容
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
4

■
走
り
抜
け
て
い
く
こ
と
と
、
日
常
に
戻
る
こ
と
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
5

■
今
後
の
課
題
と
展
望
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
6

■「
被
災
地
」「
被
災
者
」と
い
う
枠
組
み

　
東
京
都
に
よ
る
芸
術
文
化
を
活
用
し
た
被
災
地
支
援
事
業
「A

rt 
Support T

ohoku-T
okyo

（
以
下
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｔ
）」
は
、
岩
手
、
宮

城
、
福
島
の
３
県
を
対
象
と
し
て
２
０
１
１
年
７
月
よ
り
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
の
事
業
は
、
東
京
都
の
被
災
地
支
援
事
業
の
芸
術
文
化
の

セ
ク
シ
ョ
ン
を
担
っ
て
い
ま
す
。
現
地
へ
赴
き
、
地
域
の
団
体
や
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
議
論
を
重
ね
な
が
ら
、
と
も
に
文
化
事
業
の
立

ち
上
げ
や
企
画
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
東
京
都
内
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
協

働
し
な
が
ら
文
化
事
業
を
実
施
す
る
体
制
づ
く
り
を
行
う
「
東
京
ア

ー
ト
ポ
イ
ン
ト
計
画
」
の
手
法
を
用
い
て
、
東
北
で
の
被
災
地
支
援

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
初
め
に
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
「
被
災
地
」「
被
災
者
」

と
い
う
枠
組
み
で
す
。「
被
災
地
」
と
い
う
の
は
一
体
ど
こ
を
指
す
の

か
、
あ
る
い
は
「
被
災
者
」
と
言
っ
た
と
き
に
誰
を
指
す
の
か
。
い

わ
ゆ
る
「
被
災
地
」
と
呼
ば
れ
る
現
場
へ
行
き
、「
被
災
者
」
と
呼
ば

れ
る
人
び
と
に
出
会
う
機
会
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ
の
言
葉

を
使
う
こ
と
を
た
め
ら
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と
て
も
一
言
で
表

現
し
き
れ
な
い
ほ
ど
、
被
災
の
状
況
は
多
種
多
様
で
す
。
か
な
ら
ず

し
も
目
に
見
え
る
物
理
的
な
被
害
だ
け
が
、
被
災
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
被
災
」
と
い
う
言
葉
が
指
し
示
す
も
の
は
、
個
人
の
経
験
や
見
方
に

よ
っ
て
、
い
か
よ
う
に
も
変
化
す
る
枠
組
み
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
被
災
地
支
援
事
業
と
い
う
フ
レ
ー
ム
で
動
く
か
ら
に
は

「
被
災
地
」
や
「
被
災
者
」
と
い
う
枠
組
み
か
ら
で
は
な
く
、
現
場
の

個
々
の
状
況
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
議
論
を
進
め
、
事
業
を
実
施
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
１
年
に
事
業
が
始
ま
っ
た
と
き
、
ま
ず
は
事
業
の
パ
ー
ト

ナ
ー
を
探
し
て
、
３
県
を
巡
り
ま
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
や
人
づ

て
の
情
報
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
会
い
に
い
き

ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
ま
た
別
の
方
へ
会
い
に
い
く
こ
と
も
、
し
ば

し
ば
あ
り
ま
し
た
。
事
業
の
説
明
を
し
て
も
、
最
初
は
「
訳
が
わ
か

ら
な
い
」
と
い
う
反
応
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
地
域
で
一
緒
に
事
業

を
つ
く
り
あ
げ
る
と
い
う
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｔ
の
手
法
が
、
話
の
わ
か
り
に
く

さ
の
原
因
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
、
事
業
の
相
談
を
す
る
よ
う
な
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
は
、

文
化
だ
け
で
な
く
、
ほ
か
の
震
災
関
連
の
話
も
集
中
し
て
い
ま
す
。

何
度
も
現
地
へ
足
を
運
び
、
議
論
を
重
ね
る
。
多
忙
で
な
か
な
か
時

間
も
取
れ
ず
、
考
え
る
余
裕
も
な
い
。
そ
れ
で
も
、
話
に
付
き
合
っ

て
く
れ
る
。
そ
う
し
て
時
間
が
経
ち
、
互
い
に
個
人
と
し
て
の
関
係



9-3 東京アートポイント計画　Tokyo Art Research Lab
『日本型アートプロジェクトの歴史と現在』　第9章

「３・11以降の動き」●Lecture I　被災地での芸術活動――被災地を取り巻く『境界線』　佐藤李青

＊
1え

ず
こ
ホ
ー
ル

宮
城
県
南
部
の
２
市
７
町
で
構
成
さ
れ
る
広
域
行

政
事
務
組
合
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
文
化
施
設
。
正

式
名
称
は
「
え
ず
こ
ホ
ー
ル　

仙
南
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
」（http://w

w
w

.ezuko.com
/

）。
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
な
ど
地
域
で
積
極
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

＊
2藤

浩
志
（
ふ
じ
・
ひ
ろ
し
）

第
８
章
参
照
。

＊
3

H
EART M

ARK VIEW
IN

G

（
ハ
ー
ト
・
マ
ー
ク
・

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
）

東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
開
始
さ
れ
た
日
比
野
克

彦
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
い
ろ
い
ろ
な
布
を
ハ
ー
ト

形
に
切
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
タ
ペ
ス
ト
リ
ー

を
つ
く
り
、
仮
設
住
宅
に
届
け
て
い
た
。

で
し
た
。
震
災
以
前
に
え
ず
こ
ホ
ー
ル
が
培
っ
て
き
た
全
県
的
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、
震
災
以
後
に
館
の
活
動
範
囲
を
全
県
的
に
広
げ
た

こ
と
が
活
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
福
島
県
で
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｎ
Ｐ
Ｏ
西
会
津
ロ
ー
カ
ル
フ

レ
ン
ズ
を
事
務
局
と
し
て
、
福
島
県
立
博
物
館
の
方
々
を
中
心
と
し

た
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
が
、
県
全
域
の
事
業
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や

運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
は
「
福
島
藝
術
計
画
×A

rt 
SupportT

ohoku-T
okyo

」
と
い
う
名
称
で
県
も
一
緒
に
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
お
も
な
事
業
と
し
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
と
福
島
の
地
域
の
文
化
が
一
緒
に
体
験
で
き
る
ツ
ア
ー

型
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
週
末
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
」
が
あ
り
ま
す
。
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
調
整
等
は
事
務
局
が
行
い
ま
す
が
、
訪
問
先
の
受
入
れ
体

制
は
各
地
域
の
団
体
が
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
に
は
、
福
島
県
立
博
物
館
の
方
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
様
に
、
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｔ
の
事
業
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
日
比
野
克
彦
さ
ん
に
よ
る
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動

「H
EA

R
T

 M
A

R
K

 V
IEW

IN
G

」（
＊
3
）が
、
会
津
エ
リ
ア
を
中
心

に
博
物
館
の
方
々
の
手
に
よ
り
、
精
力
的
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
宮
城
と
福
島
の
二
つ
の
例
で
は
、
震
災
以
前
に
公
共
文
化
施
設
で

積
み
あ
げ
ら
れ
て
き
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
、
震
災
と
い
う
緊
急
時
に

地
域
の
文
化
活
動
の
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
と
し
て
機
能
し
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
県
内
の
各
自
治
体
の

境
界
を
越
え
て
、
全
県
的
な
展
開

も
意
義
の
あ
っ
た
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
い
っ
た

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
機

も
築
け
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
に
、
事
業
を
す
る
こ
と
の
意
味
を
共
有

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
い
う
場
面
が
何
度
か
あ
り
ま
し
た
。

　
現
地
で
議
論
を
重
ね
な
が
ら
、
事
業
を
つ
く
る
手
法
は
、
や
る
こ

と
の
「
分
か
り
に
く
さ
」
を
生
み
出
す
原
因
と
な
り
ま
し
た
が
、
結

果
的
に
は
、
既
存
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持
ち
込
む
こ
と
を
前
提
と
し
た

多
数
の
イ
ベ
ン
ト
と
の
違
い
や
、
議
論
の
過
程
に
時
間
を
か
け
る
こ

と
の
意
義
に
共
感
を
も
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。

■
岩
手
・
宮
城
・
福
島
と
い
う
特
色 

―
地
域
と
文
化
の
視
点
か
ら

　
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｔ
は
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
各
県
に
一
つ
事
務
局
と
な

る
団
体
が
あ
り
、
さ
ら
に
細
か
い
地
域
ご
と
に
現
地
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
や
団
体
と
組
み
な
が
ら
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
県
の
事

務
局
を
担
っ
た
団
体
を
見
て
み
る
と
、
震
災
以
降
の
地
域
的
な
特
徴

や
文
化
の
イ
ン
フ
ラ
の
あ
り
よ
う
が
見
え
て
き
ま
す
。

　
宮
城
県
は
、
え
ず
こ
ホ
ー
ル 

（
＊
1
）（
大
河
原
町
）
が
事
務
局
を
担

っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
藤
浩
志（
＊
2
）さ
ん 

と
と
も
に
「
藤
浩
志

と
カ
ン
が
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
被
災
地

支
援
事
業
と
し
て
初
期
段
階
に

取
り
組
ん
だ
事
業
で
す
。
と
に
か

く
、
参
加
者
と
と
も
に
、
宮
城
県

内
を
巡
り
、
話
を
聞
き
、
現
場

を
見
る
。
行
き
先
は
、
仙
南
の

え
ず
こ
ホ
ー
ル
か
ら
気
仙
沼
市
と

い
う
県
北
部
ま
で
と
幅
広
い
も
の

週末アートスクールの様子

カンがえるワークショップの様子
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＊
４漆の

芸
術
祭

会
津
の
文
化
資
源
で
あ
る
漆
を
テ
ー
マ
に
、
福
島
県

立
博
物
館
が
中
心
と
な
っ
て
、
２
０
１
０
年
よ
り
毎

年
開
催
し
て
い
る
ま
ち
な
か
芸
術
祭
。

＊
5北

澤
潤
（
き
た
ざ
わ
・
じ
ゅ
ん
）

１
９
８
８
年
東
京
都
生
ま
れ
。
現
代
美
術
家
／
北
澤

潤
八
雲
事
務
所
代
表
。
国
内
外
各
地
で
日
常
性
の

再
構
築
を
営
む
あ
た
ら
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
設
計
し
、

恊
働
を
と
お
し
て
そ
の
営
為
を
特
有
の
生
活
文
化

と
し
て
育
て
あ
げ
る
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
代
表

的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
地
域
の
家
具
を
集
め
て
つ

く
ら
れ
物
々
交
換
す
る
こ
と
で
変
化
し
続
け
る
「
居

間
」
を
営
む
《
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
》
な
ど
。

況
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
徐
々
に
日
常
の
施
設
業
務
が
戻
っ
て

き
た
と
き
に
、
同
様
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
活
動
を
担
い

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
は
今
も
議
論
が
続
く
課

題
で
す
。

■
震
災
以
降
の「
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」観
の
変
容

　
震
災
以
降
に
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
変
容
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

む
し
ろ
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
そ
の
も
の
は
変
容
し
な
か
っ
た
。
け

れ
ど
も
、「
震
災
」
と
い
う
フ
レ
ー
ム
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の

手
法
や
価
値
が
、
よ
り
見
え
や
す
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
徴
の
一
つ
は
、
日
常
に
お
い
て
オ
ル

タ
ナ
テ
ィ
ヴ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
回
路
を
開
く
と
い
う
機
能

で
す
。「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
し
た
ア
ー
ト
」
と
い
う
文
脈
で
も
、
プ
ロ

セ
ス
に
重
き
を
置
き
、
関
わ
っ
た
人
び
と
の
集
合
的
な
表
現
を
ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
呼
び
ま
す
が
、
被
災
地
の
現
場
で
は
、
事
業
プ

ロ
セ
ス
へ
の
理
解
が
高
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
震
災
は
、
被
災
地
の
人
び
と
の
間
に
潜
在
的
に
あ
っ
た
境
界
線
を

顕
在
化
さ
せ
、
被
災
状
況
の
違
い
に
よ
っ
て
新
た
な
境
界
線
を
生
み

出
し
ま
し
た
。
被
災
地
で
の
多
く
の
課
題
は
そ
の
境
界
線
を
巡
る
軋

轢
や
分
断
に
あ
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
事
業
の
実
施
過
程
で
丁
寧

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
る
こ
と
や
多
様
な
人
び
と
と
の
接

点
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
現
代
美
術
家
の
北
澤
潤（
＊
5
）さ
ん
は
被
災
地
の
状
況
を
「
関
係
性

の
被
災
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
ま
し
た
。
北
澤
さ
ん
は
福
島
県
新し
ん

地ち

町ま
ち

の
小
川
応
急
仮
設
住
宅
の
人
び
と
と
手
づ
く
り
の
町
を
つ
く
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
マ
イ
タ
ウ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
震
災
直
後
に
立
ち

能
は
文
化
施
設
そ
の
も
の
が
担
っ
た
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
属
す
る

方
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
機
能
し
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
た

だ
、
え
ず
こ
ホ
ー
ル
が
震
災
以
前
か
ら
住
民
参
加
型
の
ホ
ー
ル
運
営

や
地
域
へ
の
積
極
的
な
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
展
開
し
て
き
た
こ
と
、
福

島
県
立
博
物
館
で
は
「
漆
の
芸
術
祭
」（
＊
4
）の
よ
う
な
館
内
に
留
ま

ら
な
い
、
地
域
と
の
関
係
を
精
力
的
に
切
り
結
ん
で
い
く
活
動
を
行

っ
て
い
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
、
岩
手
県
は
、
地
理
的
特
徴
と
い
う
点
で
、
こ
こ
ま
で
の
２

県
と
は
事
情
が
異
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
岩
手
県
の
沿
岸
部
に
あ

る
釜
石
市
へ
東
京
か
ら
向
か
う
と
し
ま
す
。
ま
ず
は
新
幹
線
で
新
花

巻
ま
で
北
へ
約
３
時
間
。
そ
こ
で
在
来
線
に
乗
り
換
え
、
東
に
約
２

時
間
。
在
来
線
に
乗
っ
て
、
山
間
を
抜
け
る
と
、
ち
ょ
う
ど
半
分
の

地
点
に
は
、
震
災
で
は
沿
岸
部
の
支
援
拠
点
と
な
っ
た
遠
野
が
あ
り

ま
す
。
遠
野
を
過
ぎ
る
と
、
ま
た
山
々
の
風
景
が
続
き
ま
す
。
実
際

に
現
地
へ
向
か
う
と
、
地
形
に
よ
っ
て
、
地
域
ご
と
に
生
活
単
位
が

分
か
れ
て
い
る
こ
と
が
、
よ
く
分
か
り
ま
す
。

 

　
移
動
時
間
の
長
さ
、
ア
ク
セ
ス
の
困
難
さ
は
、
そ
の
ま
ま
「
岩

手
」
と
い
う
括
り
で
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
の
難
し
さ
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
岩
手
県
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
わ
て
連
携
復

興
セ
ン
タ
ー
と
い
う
、
震
災
後
に
岩
手
県
内
各
地
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
連
携

し
、
結
成
さ
れ
た
、
中
間
支
援
組
織
が
事
務
局
を
担
っ
て
い
ま
す
。
　

　
３
県
の
事
務
局
を
見
る
だ
け
で
も
、
自
治
体
と
い
う
枠
を
超
え
て

県
と
い
う
フ
レ
ー
ム
で
活
動
す
る
際
に
、
震
災
以
前
の
団
体
の
活
動

内
容
や
、
地
理
的
な
特
性
に
よ
っ
て
活
動
・
文
化
の
あ
り
方
が
違
い

ま
し
た
。
外
か
ら
地
域
へ
の
入
り
方
も
、
新
幹
線
が
通
っ
て
い
る
地

域
と
そ
こ
か
ら
在
来
線
で
ア
プ
ロ
ー
チ
し
な
く
て
は
い
け
な
い
地
域

で
差
が
あ
っ
た
り
、
沿
岸
部
を
南
北
に
移
動
す
る
交
通
網
が
な
く
な

っ
た
た
め
、
震
災
前
と
は
行
動
の
仕
方
も
変
わ
ら
ざ
る
を
え
な
い
状
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＊
6３

・
11
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト:

進
行
形
の
記
録

震
災
を
受
け
て
現
れ
た
約
30
に
及
ぶ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
ア
ク
シ
ョ
ン
と
表
現
を
、
２
０
１
１
年
3
月
か
ら

現
在
へ
と
時
間
軸
を
た
ど
る
形
で
振
り
返
る
展
覧
会
。

会
期
＝
２
０
１
２
年
10
月
13
日(

土
）～ 

12
月
9
日

（
日
）／
会
場
＝
水
戸
芸
術
館 

現
代
美
術
ギ
ャ
ラ
リ

ー
／
参
加
作
家
＝
遠
藤
一
郎
、Chim

↑Pom

、
椿
昇
、

畠
山
直
哉
、
日
比
野
克
彦
、
藤
井
光
、
村
上
タ
カ
シ

（M
M

IX Lab

）、
ヤ
ノ
ベ
ケ
ン
ジ
、
ほ
か
15
組
。

＊
7

Art Revival Connection TO
H

O
KU

（
ア
ー
ト

リ
バ
イ
バ
ル
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
東
北
、
略
称:ARC>

T 

通
称:

ア
ル
ク
ト
）

「
東
日
本
大
震
災
を
機
に
失
わ
れ
た
文
化
・
芸
術
に

関
す
る
ひ
と
・
ま
ち
・
場
の
再
生
と
、
東
北
復
興
に

向
け
た
諸
活
動
に
ア
ー
ト
を
通
じ
て
寄
与
す
る
た
め
、

ま
た
、
そ
れ
に
必
要
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
推

進
す
る
」
た
め
に
、
震
災
後
、
宮
城
の
舞
台
表
現
者

た
ち
が
中
心
に
な
り
設
立
。

■
走
り
抜
け
て
い
く
こ
と
と
、
日
常
に
戻
る
こ
と

　
震
災
か
ら
一
年
半
、
緊
急
的
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
時
期
が

過
ぎ
、
本
格
的
な
復
興
が
長
期
に
わ
た
っ
て
続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

最
近
は
震
災
以
降
に
走
り
抜
け
た
活
動
を
振
り
返
る
こ
と
や
、
ど
の

よ
う
に
今
後
の
活
動
を
続
け
て
い
く
か
と
い
う
議
論
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
、
水
戸
芸
術
館
現
代
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
企
画
展
「
３
・

11
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
：
進
行
形
の
記
録
」（
＊
6
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

震
災
以
降
の
社
会
的
な
出
来
事
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
動
き
を
時
系
列

に
紹
介
す
る
展
示
で
し
た
。
必
ず
し
も
「
展
示
」
と
い
う
フ
ォ
ー
マ

ッ
ト
を
目
的
と
し
て
い
な
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
活
動
も
多
く
、
作
品

展
示
で
は
な
く
、「
記
録
」
展
と
い
う
名
称
で
括
っ
た
こ
と
の
難
し
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
展
示
で
き
る
の
か
、
記

録
展
と
呼
ぶ
よ
う
な
形
式
で
し
か
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の

ほ
か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
し
た
く
な
る
よ
う
な
展
示
で
し
た

が
、
震
災
と
い
う
フ
レ
ー
ム
か
ら
見
て
み
る
こ
と
で
、
震
災
以
前
か

ら
盛
ん
に
生
ま
れ
て
き
て
い
た
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
呼
ば
れ
る

動
き
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
た
事
例
の
ひ
と
つ
で
し

た
。
　

　
も
う
ひ
と
つ
の
事
例
と
し
て
、「A

rt R
evival C

onnection 
T

O
H

O
K

U

（
以
下
、
ア
ル
ク
ト
）」（＊
7
）が
あ
り
ま
す
。
仙
台
の
演

劇
人
が
震
災
後
に
集
ま
り
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
始
め
た
こ
と
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
で
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
中

心
と
な
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
被
災
地
の
現
場
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
、
出
前
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
精
力
的
に
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

震
災
以
前
は
ホ
ー
ル
中
心
に
活
動
し
て
い
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
、
今

ま
で
活
動
し
た
こ
と
の
な
い
現
場
で
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
活
動
し
て

上
げ
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
現
場
に
入
り
、
そ
の
後

丁
寧
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
重
ね
、
一
緒
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
行
う
人
び
と
と
の
関
係
性

を
紡
ぎ
な
が
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
き
ま
し

た
。
現
在
は
、
仮
設
に
暮
ら
す

メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
た
実

行
委
員
会
が
主
体
と
な
っ
て
運

営
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
マ
イ
タ
ウ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
で
の
北
澤
さ
ん
の
手
法
は
、
日
常
に

「
も
う
ひ
と
つ
の
日
常
を
つ
く
る
」
と
い
う
点
で
震
災
以
前
か
ら
一
貫

し
て
い
ま
す
。
仮
設
住
宅
内
に
「
市
場
」、「
町
」
を
つ
く
る
。
そ
の

た
め
に
出
店
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
う
。
実
現
に
向
け
て
、
議
論

を
重
ね
て
い
く
。
出
店
を
決
め
る
、
役
割
を
決
め
る
、
準
備
を
す
る
。

そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
関
わ
る
人
び
と
の
生
活
に
は
「
マ
イ
タ
ウ
ン
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
と
関
わ
る
時
間
、
と
も
に
つ
く
り
上
げ
る
人
び
と
と
の
関

係
性
と
い
う
「
も
う
ひ
と
つ
の
日
常
」
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
ア
ー
ト
は
ほ
か
の
支
援
と
何
が
違
う
の
か
、
と
聞
か
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
と
い
う
言
葉
が
持
つ
「
も

う
ひ
と
つ
の
」
と
い
う
意
味
が
重
要
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
震

災
が
引
い
た
境
界
線
は
、
物
理
的
に
も
、
心
理
的
に
も
人
び
と
の
関

係
性
を
否
応
な
く
膠
着
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、

積
極
的
に
「
も
う
ひ
と
つ
の
」
関
係
性
を
志
向
す
る
ア
ー
ト
、
ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
あ
り
よ
う
は
意
義
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

2011年から行われている「マイタウンマーケット」
photo by Yuji Ito
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ま
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
震

災
が
引
き
起
こ
し
た
課
題
と
向
き
合
う
こ
と
は
、
震
災
前
の
日
常
を

取
り
戻
す
だ
け
で
は
な
く
、
震
災
に
よ
っ
て
見
え
て
き
た
可
能
性
を

含
め
た
新
た
な
社
会
を
設
計
し
て
い
く
こ
と
と
も
つ
な
が
っ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
芸
術
文
化
の
分
野
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
と

思
い
ま
す
。
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
側
面
を
見
れ
ば
、
震
災
以
降
に
機
能
し

た
文
化
の
基
盤
は
、
震
災
以
前
に
着
実
に
積
み
上
げ
て
き
た
活
動
が
、

有
効
に
機
能
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
ま
た
、

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
は
震
災
と
い
う
フ
レ
ー
ム
か
ら
見

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
価
値
や
意
義
が
見
え
や
す
く
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
の
可
能
性
を
考
え
る
と
き
に
、
長
期
化
す
る
復
興
の
プ
ロ

セ
ス
に
お
い
て
、
今
後
は
ま
す
ま
す
緊
急
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
な

く
、
震
災
を
経
た
新
し
い
仕
組
み
や
実
践
を
生
み
出
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
金
銭
面
・
人
材
面
・
物
資
面
の
継
続
的
な
支

援
の
必
要
性
、
さ
ら
に
は
長
期
的
な
展
望
に
つ
い
て
話
し
合
う
時
期

に
来
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
、
い

わ
ゆ
る
「
被
災
地
」
内
の
問
題
と
す
る
の
で
は
な
く
、
内
外
の
多
様

な
議
論
の
場
に
お
い
て
、
広
く
震
災
以
降
の
社
会
の
課
題
や
可
能
性

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
も
必
要
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

＊
8３

が
つ
11
に
ち
を
わ
す
れ
な
い
た
め
に
セ
ン
タ
ー
（
わ

す
れ
ン
！
）

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
が
２
０
１
１
年
5
月
に

開
設
し
た
、
復
旧
・
復
興
の
プ
ロ
セ
ス
を
独
自
に
発

信
、
記
録
し
て
い
く
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
る
セ
ン

タ
ー
。 

市
民
、
専
門
家
、
ス
タ
ッ
フ
が
協
働
し
、、
映

像
、
写
真
、
音
声
、
テ
キ
ス
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
メ

デ
ィ
ア
の
活
用
を
通
じ
、
情
報
共
有
、
復
興
推
進
に

努
め
る
と
と
も
に
、
収
録
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
「
震
災

の
記
録
・
市
民
協
働
ア
ー
カ
イ
ブ
」
と
し
て
記
録
保

存
し
て
い
る
。

い
く
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
役
割
を
果
た
し
た
、
と
認
識
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
活
動
は
緊
急
時
に
必
要
性
に
駆
ら
れ
て
生

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
文
化
施
設
な
ど
元
々
あ
っ
た
場
の
機

能
が
戻
っ
て
い
く
中
で
、
次
の
展
開
を
議
論
し
て
い
く
時
期
に
入
っ

て
い
ま
す
。
震
災
以
降
に
生
ま
れ
た
活
動
は
、
緊
急
時
の
も
の
で
あ

っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
日
常
に
お
い
て
も
必
要
な
新
し
い
活
動
な

の
か
。
ア
ル
ク
ト
に
か
ぎ
ら
ず
、
駆
け
抜
け
る
よ
う
に
実
践
を
重
ね

て
き
た
時
期
を
過
ぎ
、
次
の
展
開
を
考
え
る
う
え
で
も
、
そ
の
意
義

に
つ
い
て
議
論
を
し
て
い
く
時
期
な
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
実
に
は
多
く
の
活
動
が
、
緊
急
時
で
の
対
応
を
含
め
、

振
り
返
る
た
め
の
時
間
を
持
て
て
は
い
ま
せ
ん
。「
あ
の
と
き
は
何
で

あ
っ
た
の
か
」
と
い
う
問
い
は
置
き
去
り
に
さ
れ
る
中
で
、
急
速
に

日
常
の
手
続
き
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
震
災
以
前
の

手
続
き
の
復
旧
が
進
ん
だ
と
も
い
え
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
目
の
前

に
あ
る
多
大
な
仕
事
を
抱
え
る
中
で
前
に
向
け
て
走
ら
ざ
る
を
得
な

い
、
と
い
う
状
況
で
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
際
に
、
後
々
に
で
も
多
様
な
検
証
を
行
う
た
め
に
は
、
記
録

や
ア
ー
カ
イ
ヴ
を
行
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
う
い
っ
た
意

味
で
も
、
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
が
展
開
し
た
「
３
が
つ
11
に

ち
を
わ
す
れ
な
い
た
め
に
セ
ン
タ
ー
（
わ
す
れ
ン
！
）」（＊
8 

）は
重
要

な
活
動
だ
と
思
い
ま
す
。

■
今
後
の
課
題
と
展
望

　
一
般
的
に
震
災
が
引
き
起
こ
し
た
課
題
は
、
も
と
も
と
あ
っ
た
社

会
的
な
課
題
を
顕
在
化
さ
せ
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。
人
口
流
出
や

産
業
、
雇
用
の
問
題
は
、
被
災
し
た
地
域
が
、
も
と
も
と
抱
え
て
い

た
課
題
で
も
あ
り
、
そ
の
変
化
の
速
度
が
震
災
を
経
て
、
急
速
に
早
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＊
1遠

藤
ミ
チ
ロ
ウ
（
え
ん
ど
う
・
み
ち
ろ
う
）

１
９
５
０
年
福
島
県
二
本
松
市
生
ま
れ
。
ロ
ッ
ク
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
。
80
～
90
年
代
に
活
動
し
て
い
た
パ
ン

ク
・
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
「
ザ
・
ス
タ
ー
リ
ン
」
の
結
成
者

で
あ
り
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト
。
ス
タ
ー
リ
ン
解
散
以
降

は
ソ
ロ
、
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
ン
ド
で
活
動
し
、
還

暦
を
越
え
た
現
在
も
精
力
的
に
ラ
イ
ブ
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
２
０
１
１
年
5
月
に
、
大
友
良
英
、
坂
本

龍
一
ら
と
と
も
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ

Ａ
！
を
立
ち
上
げ
る
。

＊
2和

合
亮
一（
わ
ご
う
・
り
ょ
う
い
ち
）

１
９
６
８
年
福
島
市
生
ま
れ
。
福
島
県
の
高
校
で
国

語
教
諭
を
務
め
る
傍
ら
、
詩
作
活
動
を
行
う
。
98

年
に
、
第
1
詩
集
「
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
」
で
第
4
回
中
原

中
也
賞
を
受
賞
。
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
で

は
自
ら
も
被
災
し
、
現
場
か
ら
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
「
詩

の
礫
」
を
発
表
し
続
け
注
目
を
浴
び
た
。
大
友
良
英
、

遠
藤
ミ
チ
ロ
ウ
ら
と
と
も
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
！
の
立
ち
上
げ
に
携
わ
る
。

＊
3長

見
順
（
な
が
み
・
じ
ゅ
ん
）

福
島
を
拠
点
に
活
動
す
る
ブ
ル
ー
ス
ギ
タ
リ
ス
ト
、

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
。
87
～
88
年
ま
で
、
女

性
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ
・
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
「
Ｖ
Ｅ
Ｌ
Ｖ
Ｅ
Ｔ　

Ｐ
∧
Ｗ
」
で
活
動
。そ
の
後
、ソ
ロ
活
動
で
ギ
タ
リ
ス
ト
、

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
活
動
。
最
近
は
、

マ
ダ
ム
ギ
タ
ー
の
名
で
ラ
イ
ブ
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

＊
4岡

地
曙
裕
（
お
か
ち
・
あ
き
ひ
ろ
）

福
島
を
拠
点
に
活
動
す
る
ブ
ル
ー
ス
ド
ラ
マ
ー
。
吾

妻
光
良
、
近
藤
房
之
助
ら
と
バ
ン
ド
活
動
を
行
う
。

87
年
に
ボ
・
ガ
ン
ボ
ス
結
成
。
ジ
ル
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
、

Ｂ
Ｂ　

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
な
ど
海
外
ブ
ル
ー
ス
マ
ン
と
も
共
演
。

第
9
章
●「
３
・
11
以
降
の
動
き
」

Case I

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
！

大
友 

良
英

C
ontents

■「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
！
」の
は
じ
ま
り
‥
‥
‥
‥
‥
7

■
動
き
出
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

―
「
福
島
大
風
呂
敷
」‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
9

■
１
年
目
を
終
え
て
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
11

■
２
年
目
の「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
！
」‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
11

■
な
ん
の
た
め
の
ア
ー
ト
？
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
13

■
こ
れ
か
ら
の「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
！
」‥
‥
‥
‥
‥
13

■「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
！
」の
は
じ
ま
り

　
僕
自
身
は
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
な
福
島
の
人
間
で
は
な
く
、
小
学
校
３
年

か
ら
高
校
ま
で
９
年
間
過
ご
し
た
だ
け
で
す
。
両
親
は
い
ま
だ
に
福

島
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
父
は
神
戸
出
身
、
母
は
横
浜
出
身
で
福
島

と
は
元
々
縁
の
な
い
一
家
で
し
た
。
高
校
卒
業
後
、
音
楽
家
に
な
る

た
め
に
東
京
に
出
て
来
た
ま
ま
ほ
と
ん
ど
帰
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
も
、
２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
東
日
本
大
震
災
と
原
発

事
故
が
き
っ
か
け
で
福
島
と
の
関
係
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
僕

の
実
家
は
福
島
市
な
の
で
津
波
の
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、

地
震
も
犠
牲
者
が
出
る
ほ
ど
の
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
む
し

ろ
衝
撃
だ
っ
た
の
は
原
発
事
故
で
す
。
３
月
中
は
福
島
に
な
か
な
か

入
れ
な
い
な
か
で
、
ジ
リ
ジ
リ
し
た
気
持
ち
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
に
、
福
島
出
身
の
パ
ン
ク
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
遠
藤
ミ
チ
ロ
ウ

（
＊
1
）さ
ん
か
ら
電
話
が
き
て
、「
今
の
ま
ま
で
は
本
当
に
ま
ず
い
。
原

発
な
ん
か
ク
ソ
く
ら
え
！
と
い
う
で
っ
か
い
イ
ベ
ン
ト
を
や
り
ま
せ

ん
か
」
と
突
然
声
を
掛
け
ら
れ
た
ん
で
す
。
こ
れ
が
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
！
」
が
始
ま
る
き
っ
か
け
で
す
。

　
ミ
チ
ロ
ウ
さ
ん
に
は
「
福
島
が
今
ど
う
な
っ
て
る
の
か
状
況
が
わ

か
ら
な
い
の
で
、
ま
ず
は
福
島
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
話
し
ま

し
た
。
そ
し
て
福
島
に
入
っ
た
の
が
４
月
11
日
。
そ
の
前
日
は
高
円

寺
で
1
万
人
を
超
え
る
反
原
発
デ
モ
が
最
初
に
あ
っ
た
日
で
す
。
こ

れ
だ
け
の
規
模
の
デ
モ
が
口
コ
ミ
だ
け
で
起
こ
っ
た
の
は
過
去
30
年

な
か
っ
た
こ
と
で
、
非
常
に
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
と
思
い
ま
し

た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
こ
と
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
に
ほ
ぼ

出
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
原
発
に
関
す
る
ほ
か
の
報
道
も

含
め
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
機
能
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
ず
っ
と

疑
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
日
に
そ
れ
は
確
信
に
か
わ
り
ま
し
た
。
情

報
統
制
さ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
報
道
と
し

て
の
機
能
を
失
っ
て
い
る
…
…
そ
う
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
　
　
　

　
デ
モ
が
起
き
た
そ
の
日
は
、
都
知
事
選
も
あ
り
ま
し
た
が
、
僕
が

見
て
る
ツ
イ
ッ
タ
ー
上
の
世
論
と
、
選
挙
の
結
果
は
全
く
逆
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
自
分
が
情
報
源
と
し
て
る
ツ
イ
ッ
タ
ー
も
、

結
局
は
同
じ
よ
う
な
意
見
の
人
た
ち
の
声
を
見
る
だ
け
の
も
の
で
、

情
報
源
と
し
て
は
相
当
注
意
深
く
見
な
い
と
機
能
し
な
い
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
自
分
の
目
で
見
て
、
動
い
て
、
人
と
直
接
会
っ

て
、
現
状
を
見
る
以
外
に
な
い
。
そ
う
考
え
な
が
ら
、
そ
の
翌
日
に

福
島
に
入
り
ま
し
た
。
現
地
で
は
福
島
在
住
の
和
合
亮
一（
＊
2
）さ
ん

や
、
ギ
タ
リ
ス
ト
の
長
見
順（
＊
3
）さ
ん
、
元
Ｂ
Ｏ 

Ｇ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ｏ
Ｓ
の
ド

ラ
マ
ー
岡
地
曙
裕（
＊
4
）さ
ん
と
会
っ
て
長
時
間
話
を
し
た
り
、
も
ち
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い
の
か
ど
う
か
、
正
直
最
初
は
判
断
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
福
島

に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
に
そ
の
話
を
ぶ
つ
け
て
も
、
み
ん
な
「
え
？
」

っ
て
い
う
顔
を
す
る
だ
け
で
す
。
そ
ん
な
中
、
和
合
さ
ん
と
居
酒
屋

で
話
し
て
い
た
と
き
で
す
。
店
の
マ
ス
タ
ー
が
話
に
入
っ
て
き
て

「
や
り
ま
し
ょ
う
よ
。
こ
の
ま
ま
だ
と
私
た
ち
は
生
き
て
行
け
な
い
」

と
言
う
の
で
す
。

　
一
方
、
そ
の
と
き
に
福
島
の
外
で
は
何
が
起
こ
っ
て
い
た
か
と
い

う
と
、「
な
ぜ
避
難
し
な
い
の
か
」
と
い
う
、
福
島
に
残
っ
た
人
た
ち

へ
の
バ
ッ
シ
ン
グ
で
す
。
い
や
、
言
っ
て
る
人
は
バ
ッ
シ
ン
グ
で
は

な
く
心
配
し
て
言
っ
て
る
の
は
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
で
も
結
果
的
に
、

そ
の
言
葉
が
、
福
島
の
人
を
追
い
込
み
、
孤
立
さ
せ
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
僕
も
で
き
る
人
は
避
難
し
た
方
が
い
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
現
実
を
み
る
と
避
難
し
た
く
て
も
で
き
な
い
人
た
ち
が

こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
い
る
し
、
ど
う
し
て
い
い
か
判
断
で
き
な
い
人

も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
避
難
に
対
す
る
指
針
を
国
も
示

せ
て
な
か
っ
た
し
、
科
学
者
た
ち
の
意
見
も
あ
ま
り
に
バ
ラ
エ
テ
ィ

が
あ
り
す
ぎ
て
、
素
人
の
僕
ら
に
は
、
だ
れ
の
意
見
が
正
し
い
の
が
、

当
時
は
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
僕
ら
に
は
判
断
す
る
知
識
も
、

方
法
も
当
時
は
な
か
っ
た
ん
で
す
。
こ
れ
は
本
当
に
と
ん
で
も
な
く

非
人
道
的
な
事
態
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
立
ち
上
げ
た
の

が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
！
で
す
。
こ
の
時
点
で
、

無
謀
に
思
え
た
フ
ェ
ス
を
や
る
…
…
と
い
う
宣
言
を
す
る
と
い
う
構

想
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
本
当
に
フ
ェ
ス
を
や
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
巻
き
起
こ
る
オ
ー
プ
ン
な

議
論
を
期
待
し
て
の
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
重
要
な
の
は
、
ネ

ガ
テ
ィ
ヴ
な
場
所
と
し
て
有
名
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ

Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
」
を
、
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
も
の
に
転
換
し
て
い
く
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
か
と
い
う
、
大
き
な
テ
ー
マ
を
掲
げ
る
こ
と
で
し
た
。
そ

ろ
ん
僕
の
元
同
級
生
や
バ
ン
ド
仲
間
た
ち
と
も
会
い
ま
し
た
ね
。

　
そ
の
当
時
は
、
福
島
の
放
射
線
量
の
情
報
が
メ
デ
ィ
ア
で
や
っ
と

出
始
め
た
時
期
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
数
字
の
意
味
が
誰
も
わ
か

ら
な
か
っ
た
し
、
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
わ
け
で
す
。
唯
一

の
前
例
で
も
あ
っ
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
汚
染
と
比
べ
て
も
、
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
の
時
代
と
放
射
能
の
単
位
が
違
っ
て
い
て
、
素
人
が
比

較
す
る
こ
と
は
で
き
に
く
い
状
況
で
し
た
。
線
量
計
も
簡
単
に
は
手

に
入
ら
な
い
し
、
避
難
し
て
い
い
の
か
、
こ
の
ま
ま
残
れ
る
の
か
も

わ
か
ら
な
い
。
ネ
ッ
ト
を
見
て
も
科
学
者
で
す
ら
意
見
が
真
っ
二
つ
　

に
割
れ
て
い
て
、
何
を
信
用
し
て
い
い
か
全
く
わ
か
ら
な
い
。
福
島

の
人
た
ち
は
極
限
状
態
の
よ
う
な
不
安
の
中
で
生
き
て
い
ま
し
た
。

原
発
事
故
の
様
子
は
連
日
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
住
ん

で
い
る
人
た
ち
の
精
神
状
態
は
メ
デ
ィ
ア
で
は
伝
え
き
れ
て
い
な
い

こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
放
射
能
と
い
う
の
は
す
ぐ
に

命
に
関
わ
る
レ
ベ
ル
ま
で
い
か
な
い
と
体
で
感
じ
ら
れ
な
い
と
い
う

こ
と
も
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
線
量
の
高
い
飯
舘
村
の
よ
う
な
場
所
に

行
っ
て
み
て
も
、
体
で
は
全
く
何
も
感
じ
な
い
の
で
す
。「
熱
い
」
で

も
「
痛
い
」
で
も
感
覚
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
人
間
は
本
能

的
に
回
避
行
動
が
取
れ
ま
す
。
し
か

し
放
射
能
に
関
し
て
は
本
能
で
回
避

で
き
ま
せ
ん
。
そ
う
考
え
る
と
結
局

こ
の
事
態
に
対
応
で
き
る
の
は
科
学

的
な
知
識
、
人
間
の
知
恵
と
知
性
し

か
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
の
福
島
に
１
万
人
集

め
て
フ
ェ
ス
を
や
る
と
い
う
ア
イ
デ

ィ
ア
は
、
か
な
り
無
謀
な
こ
と
に
思

え
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い

フェスティバル当日の様子（2011年）
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＊
5

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
く
る
放
射
能
汚
染
地
図
」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｅ
テ
レ
（
旧
教
育
テ
レ
ビ
）
の
教
養
番
組

『
Ｅ
Ｔ
Ｖ
特
集
』
で
２
０
１
１
年
５
月
よ
り
放
送
さ
れ

て
い
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
。
科
学
者
・
木
村

真
三
ら
に
よ
る
福
島
原
発
事
故
の
放
射
能
被
害
の

実
態
調
査
活
動
を
取
材
し
、
継
続
し
て
放
送
し
て
い

る
。
こ
の
放
送
は
Ｅ
Ｔ
Ｖ
特
集
で
は
珍
し
い
総
合
テ

レ
ビ
で
の
再
放
送
も
行
っ
た
。
２
０
１
２
年
２
月
に
は
、

『
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
く
る
放
射

能
汚
染
地
図
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ　

Ｅ
Ｔ
Ｖ
特
集
取
材
班
著
、

講
談
社
）
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

＊
6木

村
真
三
（
き
む
ら
・
し
ん
ぞ
う
）

１
９
６
７
年
愛
媛
県
生
ま
れ
。
獨
協
医
科
大
学
准
教

授
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ジ
ト
ー
ミ
ル
国
立
農
業
生
態
学

大
学
名
誉
教
授
。
専
門
は
放
射
線
衛
生
学
。
福
島

原
発
事
故
後
、
放
射
線
測
定
の
草
分
け
的
存
在
で

あ
る
岡
野
眞
治
博
士
と
と
も
に
福
島
各
地
を
回
っ
て

放
射
線
量
を
測
定
す
る
。
同
時
に
採
取
し
た
土
壌

サ
ン
プ
ル
を
原
子
力
工
学
の
専
門
家
に
送
り
、
放
射

線
核
種
の
分
析
を
依
頼
し
、
放
射
能
汚
染
地
図
を

作
成
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発

電
所
事
故
の
影
響
で
汚
染
被
害
を
受
け
た
ウ
ク
ラ

イ
ナ
・
キ
エ
フ
州
ナ
ロ
ー
ジ
チ
地
区
の
住
民
の
健
康

調
査
も
行
っ
て
い
る
。

＊
７前項

の
「Art Support Tohoku-Tokyo

」
の
一
環

と
し
て
も
行
わ
れ
た
。

し
た
。
事
故
か
ら
２
カ
月
以
上
た
っ
て
の
放
送
で
し
た
が
、
そ
の
く

ら
い
メ
デ
ィ
ア
も
こ
の
事
故
に
対
し
て
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
ん
で

す
。
こ
の
番
組
の
中
で
放
射
線
汚
染
調
査
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ

て
い
た
の
が
木
村
真
三（
＊
6
）と
い
う
科
学
者
で
し
た
。
こ
の
人
は
事

故
調
査
を
す
る
た
め
に
、
情
報
を
隠
そ
う
と
し
た
厚
生
労
働
省
に
辞

表
を
だ
し
て
、
個
人
で
福
島
に
入
っ
て
、
誰
よ
り
も
早
い
段
階
で
調

査
を
し
た
人
で
す
。
し
か
も
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
事
故
の
研
究
も
さ

れ
て
る
。
こ
の
人
を
信
用
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
い
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
！
の
メ
ン
バ
ー
に
す
ぐ
に
連

絡
し
て
木
村
先
生
に
会
っ
て
、
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
僕
た
ち
は
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。
幸
い
、
候
補
の
会
場
の

線
量
は
福
島
市
の
中
で
も
比
較
的
低
い
方
で
し
た
。
木
村
先
生
の
結

論
は
「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
や
る
こ
と
は
で
き
る
。
で
も
、
低
い
と

は
言
っ
て
も
汚
染
さ
れ
て
い
る
の
は
事
実
な
の
で
、
安
全
と
言
っ
て

は
い
け
な
い
し
、
地
上
に
あ
る
セ
シ
ウ
ム
が
、
体
に
付
着
し
て
外
に

広
が
っ
た
り
、
体
内
に
入
っ
て
内
部
被
ば
く
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
重
要
で
、
む
し
ろ
そ
の
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
伝
え
て
福
島
の
汚
染

の
現
状
を
あ
り
の
ま
ま
に
伝
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
な
の
で
は
な
い
か
」

と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に

会
場
に
風
呂
敷
を
み
ん
な
で
持
ち
寄

っ
て
敷
く
こ
と
で
、
放
射
能
を
拡
散

さ
せ
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ア
イ
デ
ィ

ア
が
出
た
ん
で
す
。
こ
の
ア
イ
デ
ィ

ア
を
も
と
に
「
福
島
大
風
呂
敷
」

（ 

＊
7
）と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
シ
ャ
レ
の
き

れ
は
、
単
に
フ
ェ
ス
を
や
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
こ
こ
か
ら
僕

ら
は
ど
う
や
っ
て
立
ち
上
が
っ
て
行
け
ば
い
い
の
か
と
い
う
問
い
を

発
す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ご
ま
か
さ
ず
、
隠
さ
ず
、
現
状
を

ち
ゃ
ん
と
見
た
上
て
、
長
い
時
間
が
か
か
っ
て
も
い
い
か
ら
ひ
と
つ

ひ
と
つ
丁
寧
に
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
フ
ェ
ス
開

催
宣
言
は
そ
の
た
め
の
最
初
の
一
歩
で
し
た
。

■
動
き
出
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

―
「
福
島
大
風
呂
敷
」

　「
福
島
で
１
万
人
集
め
る
野
外
フ
ェ
ス
を
や
り
ま
す
」
と
言
え
ば
当

然
、
そ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
い
の
か
と
い
う
非
難
が
来
る
こ
と
は

予
想
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
そ
の
議
論
こ
そ
が
目
的
の
一
つ
で
し
た
。

公
に
線
量
の
こ
と
を
言
え
な
い
空
気
が
当
時
は
あ
り
ま
し
た
し
、
素

人
が
線
量
を
量
る
べ
き
で
は
な
い
み
た
い
な
意
見
ま
で
あ
っ
た
時
期

で
す
。
事
実
文
部
科
学
省
は
線
量
を
隠
し
て
い
た
時
期
で
し
た
。
僕

ら
は
、
ま
ず
は
こ
の
状
況
を
変
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
考

え
た
の
が
、
信
頼
で
き
る
専
門
家
に
き
ち
ん
と
線
量
を
調
べ
て
も
ら

い
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
し
っ
か
り
公
表
す
る
こ
と
で
し
た
。
国
が
や

れ
な
い
な
ら
、
隠
す
つ
も
り
な
ら
、
自
分
た
ち
で
、
一
番
い
い
と
思

え
る
方
法
を
合
法
的
に
と
ろ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
。

　
最
初
に
こ
の
案
を
公
表
し
た
と
き
に
は
「
お
ま
え
は
人
殺
し
か
」

と
い
う
電
話
ま
で
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
く
ら
い
人
び
と
は
こ

の
問
題
に
な
る
と
感
情
的
な
反
応
を
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
最
初
に
や

ら
ね
ば
と
思
っ
た
の
は
、
こ
の
状
況
を
把
握
で
き
る
信
頼
で
き
る
科

学
者
を
探
す
こ
と
で
し
た
。

　
そ
の
と
き
に
見
た
の
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｅ
Ｔ
Ｖ
特
集
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
つ
く
る
放
射
能
汚
染
地
図
」（
＊
5
）と
い
う
番
組
で
し
た
。
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
が
福
島
の
現
状
を
正
確
に
伝
え
た
の
は
こ
の
番
組
が
最
初
で

「福島大風呂敷」（2011年８月15日）撮影：藤井 光
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＊
8中

崎
透
（
な
か
ざ
き
・
と
お
る
） 

第
3
章
3
頁
、
＊
５
参
照
。

＊
9ア

サ
ノ
コ
ウ
タ

１
９
８
３
年
福
島
市
生
ま
れ
。
建
築
家
・
ク
リ
エ
イ

タ
ー
。「
う
つ
く
し
ま
、
ふ
く
し
ま
」
を
モ
ッ
ト
ー
と

し
た
建
築
以
下
の
設
計
事
務
所
を
主
宰
す
る
。
二

本
松
市
の
商
店
街
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
「
屋
内

の
大
地
」
を
設
立
す
る
な
ど
、
福
島
に
関
わ
る
デ
ザ

イ
ン
や
空
間
、
建
築
を
つ
く
る
活
動
を
進
め
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
！
で
は
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
・
中
崎
透
と
と
も
に
大
風
呂
敷
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
る
。

＊
10ア

ン
サ
ン
ブ
ル
ズ

第
3
章
2
頁
、
＊
2
参
照
。

＊
11千

住
フ
ラ
イ
ン
グ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

多
数
の
「
音
の
な
る
凧
」
を
使
っ
て
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
よ
う
に
音
を
奏
で
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
空
か
ら
の

音
と
、
地
上
か
ら
の
音
が
重
な
り
合
う
、
新
た
な
音

楽
表
現
を
提
示
す
る
試
み
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

東
京
都
足
立
区
千
住
地
域
を
活
動
の
中
心
に
据
え
、

「
音
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
を
行
う
ま
ち
な
か
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ア

ー
ト
ア
ク
セ
ス
あ
だ
ち
『
音
ま
ち
千
住
の
縁
』」
に
お

い
て
、
２
０
１
１
年
よ
り
、
大
友
良
英
と
企
画
制
作

を
担
う
有
志
メ
ン
バ
ー「
チ
ー
ム
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ズ
」

が
展
開
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

て
、
７
月
の
段
階
で
６
千
平
米
分
以
上
の
風
呂
敷
が
集
ま
り
ま
し
た
。

巨
大
な
震
災
や
原
発
事
故
を
前
に
、
全
国
の
人
が
、
何
か
手
伝
い
た

い
け
ど
、
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
中
で
、
風
呂
敷

を
送
っ
た
り
縫
っ
た
り
す
る
だ
け
で
フ
ェ
ス
に
参
加
で
き
る
と
い
う

シ
ン
プ
ル
な
枠
組
み
が
つ
く
れ
た
こ
と
が
、
な
に
よ
り
大
き
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人
た
ち
が
ど
ん
ど
ん
参
加
、
参

入
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
実
家
の
工
場
で
は
ミ
シ
ン
を
持
ち
寄
っ
て
そ
れ
を
み
ん
な
で
縫
い

合
わ
せ
て
い
き
ま
す
。
後
か
ら
話
を
聞
く
中
で
、
み
な
さ
ん
が
共
通

し
て
仰
っ
て
い
た
の
は
、「
何
を
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
。
仕
事
も

な
い
。
そ
ん
な
中
で
、
ふ
ざ
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
と
い
う
思
い
で
風
呂

敷
を
縫
っ
て
い
た
」
と
言
う
の
で
す
。
悔
し
く
て
し
ょ
う
が
な
い
と

い
う
思
い
で
縫
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
中
に
は
津
波
で
家
を
流
さ
れ

て
福
島
市
に
避
難
し
て
き
た
人
も
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
集
ま
っ

て
き
た
人
た
ち
同
士
が
友
だ
ち
に
な
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。
朝
か
ら

昼
に
か
け
て
は
近
所
の
お
ば
ち
ゃ
ん
み
た
い
な
普
通
の
人
た
ち
が
中

心
で
、
夜
に
な
る
と
Ｏ
Ｌ
さ
ん
や
、
昼
間
働
い
て
い
る
人
が
集
ま
っ

て
く
る
。
夜
中
に
な
る
と
、
ど
う
見
て
も
美
術
作
家
っ
ぽ
い
人
が
集

ま
っ
て
い
る
。
自
然
に
シ
フ
ト
制
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。
作
業
は

本
当
に
大
変
で
、
フ
ェ
ス
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
に
徹
夜
が
何
日
も

続
く
よ
う
な
状
況
で
し
た
。
で
も
、
結
果
的
に
そ
う
し
た
状
況
が
思

わ
ぬ
効
果
を
生
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
今
で
は
「
今
年
も
ま
た
風
呂
敷

縫
わ
な
い
の
？
」
と
い
う
話
が
出
て
く
る
く
ら
い
、
新
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
よ
う
な
も
の
が
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
て
い
て
、
風
呂
敷
を
縫

う
チ
ー
ム
が
す
ご
く
進
化
を
遂
げ
て
い
く
わ
け
で
す
。
こ
う
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
フ
ェ
ス
を
や
っ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
フ
ェ
ス
＝
祭
り
と
い
う
も
の
が
ど
う
共
同
体
に
機

能
す
る
の
か
を
考
え
る
と
、
こ
の
「
福
島
大
風
呂
敷
」
が
最
高
の
成

い
た
名
前
を
つ
け
た
美
術
家
の
中
崎
透（
＊
8
）君
や
福
島
で
建
築
を
や

っ
て
い
る
ア
サ
ノ
コ
ウ
タ（
＊
9
）君
ら
が
中
心
と
な
っ
て
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
当
時
、
僕
ら
は
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
や
ろ
う
と
か
、
震
災
で
ア
ー
ト
を
ど
う
こ
う
す
る
と
か
、
震

災
に
音
楽
を
な
ん
て
こ
と
は
全
く
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん

な
こ
と
で
は
な
く
、
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
や
る
こ
と
で
、
あ
る

い
は
中
止
に
な
っ
て
た
と
し
も
、
こ
う
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ

て
く
プ
ロ
セ
ス
を
全
部
見
せ
る
こ
と
で
、
こ
の
先
、
福
島
で
ど
う
や

っ
て
い
く
の
か
の
指
針
に
な
れ
ば
い
い
と
考
え
た
の
で
す
。

　
フ
ェ
ス
を
や
る
こ
と
に
な
っ
た
8
月
15
日
は
終
戦
記
念
日
で
す
。

原
発
事
故
と
終
戦
は
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
ミ
チ
ロ
ウ
さ
ん
の
思

い
か
ら
、
こ
の
日
に
や
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
福
島

市
の
四
季
の
里
は
、
６
千
平
米
あ
る
芝
生
の
公
園
で
す
。
こ
こ
に
敷

き
詰
め
る
た
め
の
風
呂
敷
を
、
集
め
て
縫
う
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
僕
の
実
家
は
元
々
は
電
気
工
場
で
、
使
わ
れ
て
い
な
い

フ
ロ
ア
を
作
業
場
に
し
て
、
中
崎
君
や
ア
サ
ノ
君
が
声
を
掛
け
て
い

ろ
ん
な
人
が
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
近
所
の
お
ば
さ
ん
や
南
相
馬

で
被
災
し
て
福
島
に
避
難
し
て
い
る
人
、
中
崎
君
た
ち
の
知
り
合
い

の
美
術
関
係
者
な
ど
、
福
島
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
連
日

集
ま
っ
て
く
れ
て
、
多
い
日
に
は
30
人
く
ら
い
が
泊
ま
り
込
ん
で
、

風
呂
敷
を
縫
い
続
け
ま
し
た
。
僕
は
こ
れ
ま
で
、「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ズ
」

（
＊
10
）や
、「
千
住
フ
ラ
イ
ン
グ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」（
＊
11
）な
ど
、
専
門
家

で
は
な
い
人
た
ち
と
つ
く
っ
て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て
き
て

い
ま
す
が
、
そ
の
意
味
で
は
「
福
島
大
風
呂
敷
」
も
そ
の
方
法
が
そ

の
ま
ま
生
か
せ
る
も
の
で
し
た
。
で
も
何
よ
り
も
一
般
の
人
た
ち
と

さ
ま
ざ
ま
な
作
品
を
つ
く
る
の
を
得
意
と
す
る
中
崎
君
の
存
在
が
大

き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
で
声
を
か
け
る
と
、
北
は
北
海
道

か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
、
本
当
に
日
本
中
か
ら
風
呂
敷
が
集
ま
っ
て
き
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無
論
、
会
場
に
来
て
く
れ
た
人
た
ち
に
は
そ
の
こ
と
は
あ
る
程
度

伝
わ
っ
た
と
は
思
い
ま
す
。
僕
ら
が
先
駆
者
と
は
言
い
ま
せ
ん
が
、

で
も
線
量
を
自
分
た
ち
で
計
っ
て
、
恐
れ
ず
公
表
し
、
自
分
た
ち
で

対
策
を
考
え
な
が
ら
、
何
か
を
や
っ
て
い
く
と
い
う
や
り
方
は
、
間

違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
原
発
事
故
後
に
ど
う
し
て
い

く
か
の
指
針
の
よ
う
な
も
の
は
示
せ
た
と
は
思
い
ま
す
。
実
際
、
国

も
福
島
県
も
き
ち
ん
と
線
量
を
発
表
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

農
家
の
人
の
中
に
も
、
線
量
を
公
表
し
な
が
ら
、
解
決
策
を
練
る
人

た
ち
が
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
し
た
。
僕
た
ち
が
、
こ
う
し
た
ほ
う
が

い
い
だ
ろ
う
と
思
う
よ
う
な
方
向
に
、
行
政
も
住
ん
で
い
る
人
た
ち

も
転
換
し
て
い
く
か
に
見
え
ま
し
た
。
全
員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

僕
ら
の
考
え
と
同
じ
よ
う
な
考
え
を
持
っ
た
人
た
ち
は
少
な
か
ら
ず

い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
人

た
ち
と
一
緒
に
何
か
や
っ
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
直
し
ま

し
た
。
考
え
る
側
も
つ
く
る
側
も
画
一
的
に
な
り
始
め
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
先
は
、
そ
れ
を
ど
こ
か
で
壊
す
こ
と
が
つ
く
る
側
に
も
望
ま

れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ
こ
う
い
っ
た
大
型
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
集
客
力
や
話
題
性
だ
け
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
取
捨
選
択
さ
れ
て

い
く
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

■
２
年
目
の「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
！
」

　
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
！
」
は
結
成
当
初
、
僕

や
ミ
チ
ロ
ウ
さ
ん
の
よ
う
な
東
京
の
人
た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
福
島

で
動
い
た
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
１
年
経
つ
中
で
東
京
の

人
が
減
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。
そ
れ
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
今
度
は

福
島
の
人
た
ち
が
積
極
的
に
動
き
出
し
ま
し
た
。
福
島
に
住
む
人
に

と
っ
て
は
切
実
な
問
題
で
す
か
ら
。

果
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
で
き
上
が
っ
た
結
果
が
素
晴
ら
し

か
っ
た
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
後
々
に
ま
で
続
く
よ
う
な
共
同
体
が

生
ま
れ
た
と
い
う
意
味
で
も
で
す
。

■
１
年
目
を
終
え
て

　
１
万
人
の
フ
ェ
ス
を
企
画
し
た
経
験
な
ど
な
い
仲
間
た
ち
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
た
ち
の
無
償
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
何
と
か
８
月
15
日

に
フ
ェ
ス
を
や
り
と
げ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
１
万
数
千
人
も
来

て
、
メ
デ
ィ
ア
で
も
報
道
さ
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
に

も
な
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
人
が
来
た
し
、
風
呂
敷
を
敷
い
た
写
真

が
世
界
中
に
配
信
さ
れ
て
、
フ
ェ
ス
自
体
は
大
成
功
だ
っ
た
と
言
っ

て
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
テ
レ
ビ
に
僕
ら
の
こ
と
が
出
た
途
端
に
、
福
島
の
安

全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
や
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
が
起

こ
っ
て
き
ま
し
た
。
福
島
が
安
全
だ
、
な
ど
と
一
言
も
言
っ
て
い
な

い
の
に
。
む
し
ろ
僕
ら
は
、
福
島
の
現
状
を
正
確
に
伝
え
て
来
た
つ

も
り
で
す
。「
汚
染
に
目
を
つ
ぶ
ら
ず
に
ど
う
乗
り
越
え
て
い
く
か
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

す
る
つ
も
り
で
ミ
ュ
ー
ジ
シ

ャ
ン
を
集
め
、
科
学
者
に
も

参
加
し
て
も
ら
う
と
い
う
つ

く
り
方
を
し
た
つ
も
り
で
し

た
。
そ
の
こ
と
が
簡
単
に
は

伝
わ
ら
な
い
こ
と
、
容
易
に

誤
解
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
、

こ
の
問
題
の
難
し
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

フェスティバル当日の様子（2011年）
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ば
な
ら
な
い
役
割
は
、
中
と
外
の
両
方
を
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
こ

と
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
溝
は
簡
単
に
は
埋
ま
り
ま

せ
ん
。
で
も
、「
ど
う
せ
私
た
ち
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
」、
あ
る
い

は
「
あ
の
人
た
ち
に
は
ど
う
せ
わ
か
ら
な
い
」
み
た
い
に
互
い
に
シ

ャ
ッ
タ
ー
を
閉
じ
て
い
っ
て
し
ま
っ
て
は
永
遠
に
こ
の
分
断
は
続
い

て
し
ま
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
ま

す
ま
す
意
見
に
違
い
が
明
確
に
な
っ
て
分
断
が
起
こ
る
と
い
う
悪
循

環
が
起
こ
っ
て
る
よ
う
に
も
思
え
ま
し
た
。
結
局
、
意
見
を
一
つ
に

し
よ
う
と
し
て
も
無
理
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
の
が
、
僕
の
結
論

で
す
。
そ
れ
よ
り
、
意
見
を
一
つ
に
し
な
く
て
も
、
う
ま
く
い
く
よ

う
な
発
想
、
枠
組
み
、
考
え
方
は
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
と
い
う

の
が
２
年
目
の
僕
た
ち
の
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
意
見
は

一
つ
で
な
く
と
も
い
い
は
ず
で
す
。
た
だ
何
か
共
通
の
土
俵
が
あ
っ

て
、
必
要
な
と
き
に
と
き
ど
き
そ
こ
に
集
ま
っ
て
楽
し
く
や
っ
て
、

終
わ
っ
た
ら
ま
た
バ
ラ
バ
ラ
に
戻
れ
ば
い
い
。
意
見
が
違
う
こ
と
で

衝
突
し
て
も
仕
方
な
い
の
で
、
違
う
人
同
士
が
ど
う
や
っ
て
う
ま
く

や
っ
て
い
く
か
を
考
え
る
の
が
本
来
の
民
主
主
義
だ
っ
た
は
ず
で
す
。

で
も
日
本
は
そ
の
よ
う
な
成
熟
を
ま
だ
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
を
象
徴
的
に
や
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
と
悩
ん
で
い
た

ら
、
実
家
の
工
場
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
使
用
し
た
風
呂
敷
が
山
の

よ
う
に
あ
る
わ
け
で
す
。
こ
の
風
呂
敷
を
綺
麗
に
洗
っ
て
除
染
し
、

旗
を
つ
く
っ
て
全
国
に
お
礼
と
し
て
お
返
し
す
る
こ
と
を
思
い
つ
き

ま
し
た
。
セ
シ
ウ
ム
で
は
な
く
、
旗
を
拡
散
す
る
。
２
年
目
の
フ
ェ

ス
の
タ
イ
ト
ル
「Flags A

cross Borders

」（
旗
は
境
界
を
越
え
て
）

は
、
単
に
旗
が
拡
散
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
分
断
状
況
の

中
で
、
僕
ら
は
ど
う
い
う
風
に
考
え
生
き
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
を

象
徴
す
る
言
葉
に
な
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
思
い
つ
い
た
も
の
で
し
た
。

　
１
年
目
は
原
発
事
故
と
放
射
能
の
中
で
、
僕
ら
は
ど
う
し
て
い
く

か
が
テ
ー
マ
で
し
た
が
、
や
っ
て
い
く
中
で
、
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ

Ａ
を
ど
う
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
も
の
に
転
換
し
て
い
く
か
と
い
う
巨
大
な

目
標
は
忘
れ
ら
れ
が
ち
で
し
た
。
で
も
、
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
僕

ら
が
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
は
、
単
に
、
原
発
の
こ
と
で

は
な
く
、
地
方
で
生
き
て
い
く
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
に
な
っ
て

い
く
よ
う
に
思
っ
た
の
で
す
。
中
央
と
地
方
、
田
舎
と
呼
ば
れ
る
地

方
都
市
で
起
こ
っ
て
る
シ
ャ
ッ
タ
ー
商
店
街
の
問
題
。
そ
れ
は
こ
れ

ま
で
自
分
が
ア
ー
ト
や
音
楽
で
や
っ
て
き
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な

い
よ
う
に
思
え
た
ん
で
す
。
そ
れ
を
気
付
か
せ
て
く
れ
た
の
が
福
島

の
人
た
ち
で
す
。
そ
ん
な
中
で
、
常
に
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
続
け
て

く
れ
た
の
が
和
合
さ
ん
で
す
。
彼
は
早
い
段
階
か
ら
「
分
断
」
の
こ

と
を
言
っ
て
ま
し
た
。
実
際
に
、
福
島
に
住
ん
で
い
る
人
に
と
っ
て

は
、
福
島
の
中
の
感
じ
が
外
側
の
人
に
は
全
く
理
解
さ
れ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
孤
立
感
を
感
じ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

温
度
差
と
言
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
時
間
と
と
も
に
被
災

地
域
と
、
そ
う
で
な
い
場
所
の
落
差
は
広
が
る
一
方
で
す
。

　
そ
れ
は
意
識
の
高
い
人
た
ち
の
間
で
も
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

例
え
ば
反
原
発
運
動
を
し
て
る
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
福
島
の
被
害

が
よ
り
大
き
い
方
が
、
原
発
の
危
険
を
訴
え
や
す
く
、
ど
う
し
て
も

被
害
が
大
き
い
と
い
う
情
報
に
飛
び
つ
き
が
ち
で
す
。
一
方
福
島
の

人
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
自
分
た
ち
の
こ
と
で
す
か
ら
、
被
害
は
少

な
い
と
思
い
た
い
。
こ
れ
は
避
難
し
た
人
と
、
残
っ
た
人
の
間
に
も

あ
る
分
断
で
す
。
そ
の
こ
と
一
つ
を
と
っ
て
も
、
両
者
の
溝
が
埋
め

が
た
く
あ
る
。
例
え
ば
補
償
を
も
ら
っ
た
人
と
も
ら
え
な
い
人
の
間

に
も
そ
れ
は
起
こ
っ
て
い
る
し
、
放
射
能
の
考
え
方
一
つ
と
っ
て
も

埋
ま
ら
な
い
溝
だ
ら
け
で
す
。

　
そ
ん
な
中
で
、
僕
の
役
割
、
あ
る
い
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
や
ら
ね
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楽
や
ア
ー
ト
は
「
役
に
立
つ
」
こ
と

に
傾
い
た
時
点
で
死
に
絶
え
る
と
す

ら
思
い
ま
す
。
そ
う
で
は
な
く
て
、

何
だ
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
面
白
い
も

の
に
正
直
で
い
な
い
と
、
特
に
音
楽

は
駄
目
だ
と
思
い
ま
す
。

音
楽
に
は
、
言
葉
で
は
な
い
形
で

何
か
を
で
き
る
力
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
言
葉
を
扱
っ
て
い
る
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
も
、
批
評
も
、
こ
こ
何
十

年
か
機
能
し
て
い
な
い
気
が
し
て
い
ま
す
し
、
そ
も
そ
も
言
葉
を
使

う
と
い
う
こ
と
に
大
き
な
落
と
し
穴
が
あ
る
気
が
し
て
い
ま
す
。
言

葉
そ
の
も
の
が
、
非
常
に
合
理
的
に
何
か
役
に
立
つ
た
め
に
機
能
す

る
役
目
を
も
っ
て
い
ま
す
が
、
本
当
は
、
人
間
と
い
う
の
は
、
そ
う

し
た
簡
単
に
言
葉
に
置
き
換
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
も
の
を
感
じ
な
が

ら
、
長
い
歴
史
を
生
き
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
か
ら
生
ま
れ

た
知
恵
が
祭
り
で
あ
っ
た
り
、
絵
画
で
あ
っ
た
り
、
音
楽
で
あ
っ
た

り
す
る
は
ず
で
す
。
安
易
に
役
に
立
つ
／
立
た
な
い
で
、
ア
ー
ト
や

音
楽
を
見
て
し
ま
う
と
、
と
て
も
貧
し
い
結
果
に
な
る
と
僕
は
強
く

思
っ
て
い
ま
す
。

■
こ
れ
か
ら
の「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
！
」

　

昨
年
ま
で
は
ミ
チ
ロ
ウ
さ
ん
や
和
合
さ
ん
、
そ
し
て
僕
が
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
引
っ
張
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
最
近
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た

ち
で
は
な
く
、
福
島
で
暮
ら
す
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
凄
く
意
見
を
言
う

よ
う
に
な
っ
て
き
て
、
実
際
彼
ら
が
引
っ
張
る
ま
で
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
頼
も
し
い
限
り
で
す
。

た
く
さ
ん
の
意
見
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
一
カ
所
に
人
を
集
め
て
意

見
を
集
約
す
る
の
で
は
な
く
、
複
数
の
場
所
で
バ
ラ
バ
ラ
に
み
ん
な

が
勝
手
に
フ
ェ
ス
を
や
る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
旗
と
「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
の
み
を
共
通
の
も
の
と
し
て
、
み

ん
な
が
勝
手
に
自
分
た
ち
の
フ
ェ
ス
を
世
界
中
で
同
時
多
発
的
に
や

る
…
…
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。
福
島
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
れ
ば
、

単
に
ご
飯
を
食
べ
る
だ
け
で
も
い
い
し
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
や
っ
て
も

い
い
し
。
旗
が
汚
染
さ
れ
て
い
て
怖
い
と
思
う
人
が
い
る
な
ら
、
そ

こ
で
意
見
を
戦
わ
せ
た
り
せ
ず
に
、
自
分
た
ち
で
縫
っ
て
も
構
わ
な

い
か
ら
、
と
に
か
く
そ
れ
ぞ
れ
違
う
旗
を
世
界
中
に
立
て
て
み
ま
せ

ん
か
と
い
う
問
い
か
け
を
し
ま
し
た
。
２
０
１
１
年
の
よ
う
に
１
万

人
も
福
島
に
人
が
集
ま
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
百
何
十
カ
所
で
い

ろ
ん
な
フ
ェ
ス
が
起
こ
り
ま
し
た
。

■
な
ん
の
た
め
の
ア
ー
ト
？

　
「
こ
れ
は
何
の
役
に
立
つ
ん
だ
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

俺
は
堂
々
と
「
何
の
役
に
も
立
ち
ま
せ
ん
。
役
に
立
つ
こ
と
し
な
い

と
い
け
な
い
ん
で
す
か
」
と
言
う
こ
と
に
し
て
ま
す
。
本
来
音
楽
は

役
に
立
つ
た
め
に
や
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
か
ら
。
震
災
だ
け
に
限

り
ま
せ
ん
が
「
何
の
役
に
立
つ
の
か
」
と
い
う
考
え
方
が
ど
れ
だ
け

人
の
暮
ら
し
を
つ
ま
ら
な
い
も
の
に
し
て
き
た
こ
と
か
。
例
え
ば
経

済
的
に
役
に
立
つ
、
と
い
う
目
的
が
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
合
理
的

に
何
か
を
進
め
る
と
い
う
発
想
で
で
き
て
き
た
の
が
今
の
世
の
中
だ

と
思
い
ま
す
。
小
さ
い
商
店
よ
り
も
大
き
い
チ
ェ
ー
ン
店
の
方
が
合

理
的
で
儲
か
る
し
役
に
立
つ
。
そ
の
結
果
で
き
て
き
た
の
が
シ
ャ
ッ

タ
ー
商
店
街
で
あ
り
、
原
発
だ
と
す
る
と
、
人
間
自
身
が
考
え
る

「
役
に
立
つ
」
と
い
う
発
想
は
ど
れ
だ
け
浅
は
か
か
と
思
い
ま
す
。
音

「福島大風呂敷」（2011年８月15日）
撮影：藤井光
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を
伝
え
、
そ
こ
か
ら
次
を
考
え
て
行
く
こ
と
は
、
間
違
っ
て
は
い
な

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
僕
自
身
が
教
え
ら
れ
る
の
は
音
楽
だ
け
で
す
が
、
音
楽
一
つ
を
と

っ
て
も
、
そ
こ
を
深
く
広
範
囲
に
掘
り
下
げ
て
い
け
ば
、
社
会
学
に

も
な
る
し
経
済
学
に
も
な
る
し
、
科
学
に
も
政
治
の
問
題
に
も
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
を
や
っ
て
い
く
だ
け
で
も
社
会
の
見
方
が

変
わ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
の
先
の
活
動
を
考
え
る
と
き
に
福
島
の
中
だ
け
で
完
結

さ
せ
た
く
な
い
、
さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
起
こ

っ
て
る
こ
と
は
福
島
の
ロ
ー
カ
ル
な
問
題
な
ど
で
は
な
く
、
人
類
が

こ
の
先
解
決
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
よ
う
な
普
遍
的
な
問
題

だ
と
思
う
ん
で
す
。
単
に
郷
土
を
守
る
と
か
、
地
方
を
活
性
化
す
る

と
い
う
よ
う
な
話
で
も
な
く
、
も
う
少
し
大
き
な
視
点
で
、
い
い
方

を
変
え
れ
ば
、
夢
で
も
見
る
よ
う
な
大
そ
れ
た
視
点
で
、
未
来
を
見

て
い
く
必
要
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
大
き
な
視
点
と
、

近
視
的
な
直
接
の
具
体
的
な
問
題
を
解
決
し
て
行
く
よ
う
な
視
点
の

両
方
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
意
味
で
も
、
一
つ
の
地
域
の
問

題
と
し
て
考
え
る
の
で
は
な
い
思
考
方
法
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

　
通
常
の
被
災
地
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
い
う
の
は
、
被
災
し
た
人

が
集
ま
る
こ
と
が
前
提
で
す
が
、
僕
た
ち
が
や
っ
て
い
る
も
の
に
集

ま
っ
て
く
る
の
は
被
災
地
の
人
と
そ
れ
以
外
の
地
域
の
人
と
が
半
々

で
し
た
。
こ
れ
は
い
い
サ
イ
ン
だ
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
外
の
人
に

し
て
み
れ
ば
、
被
害
を
受
け
て
い
る
場
所
に
物
見
遊
山
で
行
っ
て
は

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
距
離

が
で
き
て
し
ま
う
な
ら
、
そ
う
い
っ
た
人
が
来
や
す
く
し
て
あ
げ
る

こ
と
も
大
切
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
福
島
に
来
た
い
と
思

っ
て
い
る
人
に
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
あ
げ
る
。
来
れ
な
い
人
で
も

関
わ
れ
る
土
俵
を
い
っ
ぱ
い
つ
く
っ
て
い
く
。
そ
の
土
俵
は
フ
レ
キ

　
祭
の
い
い
と
こ
ろ
は
、
終
わ
っ
た
ら
打
ち
上
げ
を
し
て
解
散
を
し

て
じ
ゃ
あ
次
に
行
こ
う
と
な
る
わ
け
で
、
そ
の
過
程
で
濃
厚
な
人
間

関
係
や
共
同
体
が
生
ま
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
絆
な
ん

て
言
葉
を
使
う
よ
り
、
何
か
を
一
緒
に
や
っ
て
飲
み
に
行
く
方
が
早

か
っ
た
り
す
る
で
し
ょ
。
そ
れ
ま
で
福
島
に
縁
の
な
か
っ
た
人
で
も

フ
ェ
ス
に
参
加
し
た
り
す
る
中
で
福
島
に
縁
が
で
き
た
り
、
友
達
が

で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
福
島
の
見
え
方
は
変
わ
っ
て
く
る
は
ず
で

す
。
僕
が
や
っ
て
い
る
の
は
、
そ
う
い
う
回
路
を
た
く
さ
ん
つ
く
る

こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
僕
個
人
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、
今
一
番
や
り
た
い
の
は
ス
ク
ー

ル
で
す
。
放
射
能
は
知
性
で
し
か
対
処
で
き
な
い
と
い
う
話
を
し
ま

し
た
が
、
そ
う
し
た
活
動
を
し
て
い
く
中
で
感
じ
た
の
は
、
や
は
り

僕
ら
一
人
一
人
が
、
思
考
方
法
を
鍛
え
上
げ
て
行
く
必
要
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
何
で
あ
ん
な
事
故
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。

そ
し
て
事
故
か
ら
わ
ず
か
２
年
で
、
ま
た
人
び
と
は
同
じ
過
ち
を
繰

り
返
す
の
で
は
な
い
か
と
思
え
て
し
ま
う
よ
う
な
選
択
を
し
て
い
ま

す
。
僕
ら
が
向
か
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
単
に
放
射
能
の
問
題
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
（
そ
も
そ
も
放
射
線
の
問
題
は
、
音
楽
家
が
動

く
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
す
る
よ
う
な
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
日
本

の
社
会
の
未
熟
さ
で
あ
っ
た
り
、
地
方
に
原
発
を
つ
く
ら
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
社
会
構
造
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
地
方
と
中
央
の
問
題

で
あ
っ
た
り
で
、
そ
れ
は
決
し
て
誰
か
が
悪
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
自
分
自
身
も
含
め
、
僕
た
ち
が
良
か
れ
と
思
っ
て
選
択
し
て
き

た
結
果
な
わ
け
で
す
。
そ
の
こ
と
に
ど
う
向
か
っ
て
行
く
の
か
を
長

期
的
に
考
え
る
と
、
僕
の
結
論
は
、
も
っ
と
考
え
学
び
、
実
際
に
作

品
を
つ
く
る
過
程
を
と
お
し
て
、
思
考
し
て
き
た
こ
と
を
自
分
の
問

題
と
し
て
実
践
し
て
く
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。
そ
う
考
え
る
と
、

僕
が
こ
れ
ま
で
自
分
の
現
場
で
や
っ
て
き
た
経
験
を
も
と
に
、
何
か
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シ
ブ
ル
に
、
つ
く
っ
て
は
壊
し
、
壊
し
て
は
つ
く
り
直
し
な
が
ら
、

決
し
て
一
つ
の
方
法
に
と
ら
わ
れ
ず
に
継
続
的
に
や
っ
て
い
け
れ
ば

い
い
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
の
土
俵
だ
け
を
つ
く
る
の
で

は
な
く
、
違
う
土
俵
を
つ
く
る
こ
と
。
そ
し
て
複
数
の
土
俵
が
い
い

形
で
互
い
に
補
完
し
あ
っ
た
り
、
と
き
に
対
立
し
な
が
ら
も
機
能
し

て
い
く
、
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
、
そ
し
て
そ
れ
こ
そ

が
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
大
切
な
役
目
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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＊
1関

係
性
の
美
学

フ
ラ
ン
ス
出
身
の
理
論
家
・
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
あ
る
ニ

コ
ラ
・
ブ
リ
オ
ー
が
１
９
９
８
年
に
刊
行
し
た
著
作
。

２
０
０
２
年
に
英
訳
も
刊
行
さ
れ
た
。
90
年
代
に
活

躍
し
た
作
家
や
そ
の
作
品
を
「
関
係
（relation

）」

の
創
出
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
イ
ン

ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
形

態
の
作
品
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ー
ト
な
ど
を
語
る
上

で
の
理
論
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

＊
2ミ

ュ
ー
ジ
ッ
キ
ン
グ

１
９
９
８
年
に
、
ア
メ
リ
カ
の
音
楽
学
者
ク
リ
ス
ト
フ

ァ
ー
・
ス
モ
ー
ル
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
概
念
。
直
訳

す
る
と
「
音
楽
す
る
こ
と
」
と
い
う
意
味
に
と
ら
え

ら
れ
る
こ
の
概
念
は
、
音
楽
を
単
に
楽
曲
と
と
ら
え

る
の
で
は
な
く
、
作
曲
や
鑑
賞
、
音
楽
と
と
も
に
演

じ
る
あ
ら
ゆ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
あ
る
い
は
こ
う
し

た
活
動
全
体
を
支
援
す
る
個
人
の
行
動
や
社
会
的

行
為
ま
で
を
幅
広
く
包
含
し
て
お
り
、
注
目
を
集
め

て
い
る
。

＊
3

ハル
・
フ
ォ
ス
タ
ー

批
評
家
。
主
編
著
で
あ
る
『
反
美
学
―
ポ
ス
ト
モ
ダ

ン
の
諸
相
』
で
は
、
資
本
主
義
社
会
に
お
い
て
文
化

を
短
絡
的
に
肯
定
す
る
た
め
に
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
闇
雲

に
拒
絶
す
る
立
場
を
「
反
動
（reacition

）
の
ポ
ス

ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
と
し
て
批
判
。
そ
れ
に
対
す
る
も

の
と
し
て
、
閉
塞
的
な
状
況
の
打
開
を
目
的
と
し
て

モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
積
極
的
に
脱
構
築
し
て
い
く
「
抵
抗

（resistance

）
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
の
実
践
を

提
唱
し
て
い
る
。

＊
4

ハ
ル
・
フ
ォ
ス
タ
ー
（
石
岡
良
治
＋
星
野
太
訳
）、「
民

族
誌
家
と
し
て
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」『
表
象
05:

ネ

ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
ア
ー
ト
』、
月
曜
社
、

２
０
１
１
年
、
１
２
５
頁
～
１
５
６
頁
。

く
、
純
粋
に
芸
術
を
や
っ
て
い
ま
す
」
と
言
う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
い

ま
す
。
そ
の
「
純
粋
な
芸
術
」
と
は
一
体
何
な
ん
だ
ろ
う
か
、
そ
し

て
今
日
そ
も
そ
も
「
芸
術
」「
ア
ー
ト
」
と
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の

か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
表
現
や
ア
ー
ト
と
い
う
も
の

が
１
９
９
０
年
前
後
を
境
に
大
き
く
変
容
し
ま
し
た
。
美
術
で
は

「
関
係
性
の
美
学
」（＊
1
）だ
っ
た
り
、
音
楽
で
は
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
キ
ン

グ
」（
＊
2
）と
い
う
概
念
が
出
て
く
る
こ
と
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
広
が
り
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
出
す
と
い
う
こ
と
も
表

現
の
な
か
に
含
ま
れ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
は
何
を
す
る
人
な
の
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
き
ま
す
。

昔
で
あ
れ
ば
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
い
え
ば
絵
を
描
い
た
り
、
彫
刻
を

作
っ
た
り
具
体
的
に
作
品
を
制
作
す
る
人
の
こ
と
で
し
た
。
で
も
今

は
、
映
像
や
情
報
、
さ
ら
に
は
制
度
な
ど
、
絵
や
彫
刻
と
い
っ
た
造

形
物
と
は
全
く
異
な
る
も
の
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
く
る
作
家
が
美

術
、
音
楽
に
か
か
わ
ら
ず
増
え
て
い
ま
す
。

　
も
は
や
自
明
で
は
な
く
な
っ
た
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
と
い
う
存
在

を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
美
術
批
評
家
の
ハ
ル
・
フ
ォ
ス
タ
ー（
＊
3
）

の
議
論
を
出
発
点
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
彼
は
『
現
実
的
な
も
の
の

回
帰
』
に
収
め
ら
れ
た
「
民
族
誌
家
（
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ァ
ー
）
と
し

て
の
芸
術
家
」
と
い
う
論
文
の
中
で
、
90
年
代
に
入
っ
て
、
芸
術
家

が
あ
る
種
の
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ァ
ー
で
あ
り
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
に

な
っ
て
き
て
い
る
と
主
張
し
て
い
ま
す（
＊
4
。）民
族
誌
家
と
は
、
文
化

人
類
学
や
民
俗
学
で
、
あ
る
特
定
の
場
所
に
居
を
か
ま
え
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
行
い
な
が
ら
文
化
の
記
述
を
行
う
人
の
こ
と
で
す
。
こ

の
こ
と
は
、
90
年
代
以
降
に
お
い
て
写
真
や
映
像
を
使
っ
た
ド
キ
ュ

メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
そ
し
て
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ

ス
ト
的
な
都
市
空
間
を
使
っ
た
介
入
的
実
践
が
増
加
し
た
こ
と
に
対

第
9
章
●「
３
・
11
以
降
の
動
き
」

Lecture II 

3・
11
以
降
の
芸
術

毛
利 

嘉
孝

　
震
災
以
降
に
起
こ
っ
た
動
き
と
し
て
取
り
上
げ
た
い
の
は
、
先
ほ

ど
の
大
友
さ
ん
の
お
話
に
も
あ
っ
た
、
２
０
１
１
年
４
月
10
日
に
高

円
寺
で
起
こ
っ
た
反
原
発
の
大
規
模
デ
モ
で
す
。
原
発
事
故
直
後
に

組
織
さ
れ
た
こ
の
デ
モ
に
は
、
約
１
万
５
千
人
が
集
ま
り
、
集
合
場

所
の
公
園
に
人
が
入
り
き
ら
な
い
状
態
で
、
始
ま
る
前
か
ら
ま
ち
が

騒
然
と
し
て
い
ま
し
た
。
高
円
寺
で
は
、
震
災
前
か
ら
定
期
的
に
若

者
が
デ
モ
を
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
多
く
て
も
５
０
０
人

く
ら
い
し
か
参
加
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
と
も
と
彼
ら
は
組
織

化
さ
れ
た
集
ま
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
後
毎
月
の
よ

う
に
渋
谷
・
新
宿
・
銀
座
と
反
原
発
の
デ
モ
が
行
わ
れ
、
そ
の
過
程

で
組
織
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
２
０
１
２
年
夏
の
首
相
官
邸
前
で

の
抗
議
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。
原
発
事
故
を
き
っ
か

け
に
、
こ
れ
ま
で
政
治
に
関
心
が
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
日
本
人
の

中
で
も
少
な
か
ら
ぬ
人
び
と
が
デ
モ
な
ど
の
直
接
的
な
政
治
活
動
に

参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
最
近
の
政
治
運
動
の
一
つ
の
大
き
な
特
徴
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
い
っ
た
表
現
活
動
を
し
て
い
る
人
が
多
く
参
加

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
デ
モ
や
政
治
行
動
で
表
現
活
動
を
行
う
と
い

う
こ
と
は
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。
特
に
若
い
作
家
の
中
に
は
そ
の
リ

ス
ク
を
引
き
受
け
な
い
人
が
い
ま
す
。「
自
分
は
政
治
と
は
関
係
な
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＊
5ヴ

ァル
タ
ー
・
ベン
ヤ
ミ
ン

ド
イ
ツ
の
批
評
家
、
文
学
者
。
研
究
分
野
は
、
ド
イ

ツ
悲
劇
、
メ
デ
ィ
ア
論
、
翻
訳
な
ど
幅
広
い
。
代
表

的
著
作
に
、
写
真
や
映
画
な
ど
の
複
製
技
術
が
、
伝

統
的
な
芸
術
作
品
か
ら
「
ア
ウ
ラ
」
を
は
ぎ
と
る

過
程
を
考
察
し
、
芸
術
と
人
間
の
関
係
が
ど
の
よ
う

に
変
化
し
た
の
か
を
論
じ
た
『
複
製
技
術
時
代
の
芸

術
作
品
』
な
ど
。

＊
6ヴ

ァ
ル
タ
ー
・
ベン
ヤ
ミ
ン
（
岡
本
和
子
訳
）「
生
産
者

と
し
て
の
〈
作
家
〉」『
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベン
ヤ
ミ
ン
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
05
―
思
考
の
ス
ペ
ク
ト
ル
』、
３
８
５
頁
～

４
２
０
頁
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
２
０
１
０
年
）。

＊
7

ベン
ヤ
ミ
ン
、
前
掲
書
、
４
０
５
頁
。

＊
8

ベン
ヤ
ミ
ン
、
前
掲
書
、
４
０
９
頁
。

た
作
者
の
性
格
よ
り
も
先
に
、
組
織
化
す
る
と
い
う
機
能
を
有
し

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
組
織
的
な

有
用
性
は
、
決
し
て
生
産
物
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
的
な
有
用
性
に
限

定
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。（
＊
8
）

　　
こ
こ
で
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が
〈
組
織
化
〉
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
主
張

し
て
い
る
こ
と
は
、
単
に
作
品
を
つ
く
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
そ

の
作
品
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
人
が
作
品
を
つ
く
り
始
め
る
よ
う

な
作
品
を
生
み
出
す
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
作
品

の
再
生
産
、
作
品
を
媒
介
と
し
た
連
鎖
反
応
を
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
〈
組

織
化
〉
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
政
治
的
な
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
だ
け
の
の
た
め
に
役
立
つ
よ
う
な
組
織
化
は
、
結
局
〈
組
織
化
〉

を
し
な
い
と
い
う
こ
と
も
述
べ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
と
き
彼
が
期
待
し
て
い
た
の
は
、
当
時
登
場
し
た
新
し
い
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
写
真
や
映
画
と
い
っ
た
複
製
技
術
に
よ
る
〈
芸

術
〉
と
い
う
概
念
の
更
新
で
す
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
こ
の
新
し
い
複
製

技
術
を
用
い
て
新
し
い
〈
芸
術
〉
の
概
念
が
考
え
ら
れ
な
い
か
と
模

索
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
〈
芸
術
〉
は
、
ス
タ
ン
ド
ア
ロ
ー
ン
の
「
純

粋
な
芸
術
」
と
は
異
な
る
様
態
を
も
つ
〈
組
織
化
す
る
芸
術
〉
と
で

も
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
し
た
。

　
私
た
ち
は
今
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
は
異
な
る
け
れ
ど
も
は
っ
き
り
と

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
転
換
期
に
立
っ
て
い
ま
す
。
時
代
は
違
う
け
れ
ど

も
、
共
通
点
を
見
い
だ
す
こ
と
は
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
古
い
近
代

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
象
徴
で
あ
る
原
発
が
、
も
は
や
機
能
し
な
い
時
代

を
迎
え
つ
つ
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
と

し
た
新
し
い
デ
ジ
タ
ル
情
報
技
術
が
発
展
し
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
自
体

が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
私
た
ち
は
こ
の
時
代
に
対
応
し
た
新
し
い

〈
芸
術
〉
の
生
産
関
係
を
つ
く
り
は
じ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

応
し
て
い
ま
す
。

　
フ
ォ
ス
タ
ー
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ァ
ー
と
し
て
の

芸
術
家
」
は
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン（
＊
5
）の
「
生
産
者
と
し

て
の
〈
作
者
〉」（
＊
6
）と
い
う
１
９
３
４
年
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
ふ
ま
え

て
書
か
れ
た
も
の
で
す
。
フ
ォ
ス
タ
ー
は
、「
民
族
誌
家
と
し
て
の
芸

術
家
」
に
対
し
て
批
判
的
で
す
が
、
こ
こ
で
私
は
元
ネ
タ
の
ベ
ン
ヤ

ミ
ン
の
テ
キ
ス
ト
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
民
族
誌
家
と

し
て
の
批
判
的
／
介
入
的
芸
術
家
」
の
可
能
性
を
考
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
、「〈
生
産
者
と
し
て
の
作
者
〉
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

ー
ト
の
連
帯
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
さ
に
そ
れ
と
同
時
に
、
以

前
は
彼
に
多
く
訴
え
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
何
ら
か
別
種
の
生
産
者

た
ち
と
連
帯
を
知
る
の
で
す
」（
＊
7
）と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、「
生
産
者
と
し
て
の
〈
作
者
〉
と
い
う
の
は

何
な
の
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
単
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
（
労

働
者
）
の
側
に
立
っ
て
書
く
人
で
は
不
十
分
な
の
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
単
に
あ
る
政
治
的
立
場
に
立
脚
し
て
表
現
す
る
だ
け
で
は
、
今

あ
る
人
間
関
係
や
生
産
関
係
を
変
え
ず
に
美
術
を
つ
く
っ
て
い
る
に

す
ぎ
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
今
あ
る
支
配
的
な
生
産
関
係
自
体
や

仕
組
み
そ
の
も
の
を
変
え
て
い
く
よ
う
な
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い

う
わ
け
で
す
ね
。

　
そ
し
て
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
で
す
が
、
労
働
者
や
、
芸
術
に
は

関
係
な
い
け
れ
ど
も
何
か
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
人
、
つ
ま
り
「
何

ら
か
の
別
種
の
生
産
者
」
と
何
か
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
非
常
に

大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。

　
続
け
て
文
章
を
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

そ
う
し
た
〈
作
者
〉
の
生
産
物
は
、
作
者
の
性
格
と
並
ん
で
、
ま
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９ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
（
中
山
元
訳
）、「
批
判
と
は
何

か
」『
わ
た
し
は
花
火
師
で
す
ー
ー
フ
ー
コ
ー
は
語

る
』、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
２
０
０
８
年
、
77
頁
。

＊
10ヴ

ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
（
野
村
修
訳
）、「
歴
史
の

概
念
に
つ
い
て
」『
ボ
ー
ド
レ
ー
ル　

ベン
ヤ
ミ
ン
の
仕

事
２
』、
岩
波
書
店
、 １
９
９
４
年
。

　
今
日
の
私
の
話
は
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
「
瓦
礫
の
話
」
で
終
わ
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
震
災
が
な
に
よ
り
も
瓦
礫
の
物
理
的
存

在
を
私
た
ち
の
前
に
突
き
つ
け
た
か
ら
で
す
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
有
名

な
「
歴
史
の
天
使
」
に
関
す
る
文
章
を
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

歴
史
の
天
使
は
（
…
…
）
顔
を
過
去
に
向
け
て
い
る
。
ぼ
く
ら
で

あ
れ
ば
事
件
の
連
鎖
を
眺
め
る
と
こ
ろ
に
、
か
れ
は
た
だ
カ
タ
ス

ト
ロ
フ
の
み
を
見
る
。
そ
の
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
は
、
や
す
み
な
く
廃

墟
を
積
み
か
さ
ね
て
、
そ
れ
を
か
れ
の
鼻
っ
さ
き
へ
つ
き
つ
け
て

く
る
の
だ
。
た
ぶ
ん
か
れ
は
そ
こ
に
滞
留
し
て
、
死
者
た
ち
を
目

覚
め
さ
せ
、
破
壊
さ
れ
た
も
の
を
寄
せ
あ
つ
め
て
組
み
た
て
た
い

の
だ
ろ
う
が
、
し
か
し
楽
園
か
ら
吹
い
て
く
る
強
風
が
か
れ
の
翼

に
は
ら
ま
れ
る
ば
か
り
か
、
そ
の
風
の
い
き
お
い
が
は
げ
し
い
の

で
、
か
れ
は
も
う
翼
を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
強
風
は
天
使

を
、
か
れ
が
背
中
を
向
け
て
い
る
未
来
の
ほ
う
へ
、
不
可
抗
力
的

に
運
ん
で
ゆ
く
。
そ
の
一
方
で
は
か
れ
の
眼
前
の
廃
墟
の
山
が
、

天
に
届
く
ば
か
り
に
高
く
な
る
。
ぼ
く
ら
が
進
歩
と
呼
ぶ
も
の
は
、

〈
こ
の
〉
強
風
な
の
だ（
＊
10
）。

　　
こ
れ
は
、
よ
く
引
用
さ
れ
る
文
章
で
す
。
震
災
後
の
瓦
礫
、
そ
し

て
目
に
見
え
な
い
放
射
線
と
い
う
瓦
礫
は
今
で
も
決
し
て
な
く
な
っ

た
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
今
の
メ
デ
ィ
ア
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
私
た

ち
に
忘
却
を
強
制
し
て
い
ま
す
。
大
事
な
こ
と
は
、
こ
の
忘
却
を
強

制
す
る
力
に
ど
う
抗
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
今
日
の

芸
術
家
の
役
割
は
、
今
に
も
ま
し
て
強
風
に
飛
ば
さ
れ
つ
つ
も
瓦
礫

の
山
を
し
っ
か
り
と
見
届
け
よ
う
と
す
る
天
使
に
似
て
き
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
20
世
紀
は
、
書
籍
や
新
聞
の
よ
う
な
活
字
メ
デ
ィ
ア
が
影
響
力
を

　
先
ほ
ど
大
友
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い
て
、
大
友
さ
ん
は
〈
組
織
化

を
し
て
い
く
作
家
〉
な
の
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン

が
夢
想
し
た
〈
生
産
者
と
し
て
の
作
者
〉
が
、
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
を
用
い
て
何
が
で
き
る
か
を
実
践
し
、
新
し
い
生
産
関
係
の
組
み

替
え
を
始
め
る
こ
と
で
、
現
実
化
し
て
い
る
と
い
う
気
が
し
た
の
で

す
。
こ
う
し
た
動
向
に
大
友
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
家

が
急
速
に
関
心
を
持
ち
始
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
な

試
み
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か

興
味
深
い
と
思
い
ま
す
。

　
作
家
が
つ
く
る
も
の
を
評
価
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
。〈
芸

術
〉
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
素
朴
に
美
し
い
も
の
で
あ
れ
ば
い
い
と

か
、
綺
麗
な
も
の
が
い
い
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
時
代
が
か
つ
て
あ
り

ま
し
た
。
20
世
紀
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
美
術
は
、〈
新
し
さ
〉
や
〈
強
さ
〉

が
判
断
基
準
の
た
め
の
重
要
な
指
標
で
し
た
。

　
で
は
、
21
世
紀
の
〈
芸
術
〉
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
？
　

私
は
、
何
か
新
し
い
こ
と
や
誰
も
や
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
ヒ
ロ

イ
ッ
ク
に
行
う
と
い
う
営
為
で
は
な
く
、
今
あ
る
こ
と
を
丁
寧
に
見

つ
め
て
い
く
中
で
異
な
る
こ
と
を
創
造
し
て
い
く
〈
芸
術
〉
の
あ
り

方
が
重
要
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
フ
ー
コ
ー
が
カ

ン
ト
を
通
じ
て
発
見
し
た
よ
う
な
〈
批
判
性
〉、
つ
ま
り
、
今
あ
る
状

態
の
も
の
を
自
明
の
も
の
と
し
て
見
ず
に
、
そ
れ
が
ど
う
し
て
で
き

上
が
っ
て
い
る
の
か
を
微
細
に
観
察
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に

は
な
か
っ
た
別
の
可
能
性
や
も
う
一
つ
の
未
来
を
想
像
す
る
よ
う
な

意
味
で
の
〈
批
判
性
〉
に
重
き
を
置
く
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
フ
ー

コ
ー
の
言
葉
を
使
え
ば
〈
こ
の
よ
う
な
（
今
あ
る
よ
う
な
）
形
で
は

統
治
さ
れ
な
い
よ
う
な
技
術
〉
を
い
か
に
〈
芸
術
〉
が
提
案
で
き
る

の
か
と
い
う
こ
と
に
か
か
っ
て
い
ま
す（
＊
9
）。こ
の
思
考
の
方
法
は
、

道
徳
的
で
あ
る
と
同
時
に
き
わ
め
て
政
治
的
な
態
度
を
要
求
し
ま
す
。
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持
つ
メ
デ
ィ
ア
だ
っ
た
時
代
で
し
た
。
こ
の
10
年
く
ら
い
の
間
に
、

活
字
メ
デ
ィ
ア
が
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
力
を
も
は
や
持
ち
得
な
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
で
は
、
映
像
や
音
楽
を
使
っ

て
個
人
の
レ
ベ
ル
で
い
ろ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

そ
う
す
る
と
、
か
つ
て
哲
学
者
が
活
字
と
文
章
を
使
っ
て
行
っ
た
機

能
の
う
ち
、
あ
る
部
分
を
視
覚
メ
デ
ィ
ア
や
聴
覚
メ
デ
ィ
ア
が
担
う

よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
今
ま

で
と
は
異
な
る
役
割
、
昔
で
あ
れ
ば
哲
学
者
が
果
た
し
た
役
割
を
担

っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
回
の
震
災
を

１
０
０
年
後
に
研
究
す
る
人
は
、
書
籍
や
雑
誌
な
ど
の
文
献
以
上
に
、

ネ
ッ
ト
に
残
っ
た
映
像
を
分
析
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
う

し
た
研
究
者
が
歴
史
学
者
と
呼
ば
れ
る
と
す
る
な
ら
、
哲
学
者
も
音

や
映
像
を
使
う
よ
う
に
な
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
原
発
の
問
題
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
持
つ
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
で
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
既
存
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
芸
術
の
制
度
は

そ
の
こ
と
を
ま
だ
問
題
化
で
き
て
い
な
い
。
重
要
な
の
は
、
既
存
の

メ
デ
ィ
ア
や
芸
術
の
制
度
か
ら
こ
ぼ
れ
て
い
る
問
題
が
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
を
、
ど
の
よ
う
に
新
し
い
〈
芸
術
〉
が
再
度
問
題
化
で
き
る

の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ

Ａ
！
」
は
、
そ
の
重
要
な
試
み
の
一
つ
で
す
。
そ
こ
に
未
来
の
〈
芸

術
〉
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
役
割
が
垣
間
見
え
る
と
思
い
ま
す
。
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＊
1大

槌
（
お
お
つ
ち
）

岩
手
県
大
槌
町
。
岩
手
県
上
閉
伊
郡
に
位
置
し
、

豊
富
な
海
の
幸
に
恵
ま
れ
た
三
陸
沖
で
の
漁
業
や
内

陸
部
で
の
農
業
が
盛
ん
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
時

に
は
、
津
波
と
火
災
に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害
を
ま

ち
全
体
が
被
る
。
死
者
・
行
方
不
明
者
は
人
口
の

約
１
割
と
な
り
、
町
役
場
の
機
能
も
一
時
停
止
し
た
。

現
在
、
町
内
の
約
40
％
の
方
々
が
仮
設
住
宅
で
暮
ら

す
。

＊
2東

京
都
に
よ
る
芸
術
文
化
を
活
用
し
た
被
災
地
支

援
事
業

前
項
の
佐
藤
李
青
に
よ
る
事
業
紹
介
を
参
照
。

＊
3ひ

ょっ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
塾

２
０
１
２
年
６
月
、
大
槌
町
と
東
京
都
の
共
催
事
業

と
し
て
発
足
。
文
化
芸
術
を
中
心
に
し
た
活
動
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
テ
ー
マ
に
し
た
対
話
の
場
を
設
け
る
こ

と
で
、
大
槌
町
の
未
来
や
今
後
の
復
興
の
あ
り
方
を

多
様
な
切
り
口
で
議
論
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

２
０
１
２
年
度
は
、
全
５
回
の
「
文
化
芸
術
ま
ち
づ

く
り
ゼ
ミ
」
と
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
演
習
」
を
実

施
し
た
。

＊
4谷

中
の
お
か
っ
て

２
０
０
８
年
よ
り
東
京
都
台
東
区
の
谷
中
地
域
を
中

心
に
活
動
し
、
ア
ー
ト
イ
ベン
ト
の
企
画
・
運
営
・
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
一
般
社
団
法
人
。
若
き
表
現
者
と
と

も
に
企
画
し
、
市
民
や
学
生
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な

人
び
と
の
参
画
を
可
能
と
す
る
連
携
シ
ス
テ
ム
を
つ

く
る
試
み
を
行
な
っ
て
い
る
。

付
け
し
た
焼
き
た
て
の
お
茶
碗
で
、
そ
の
土
地
の
風
景
を
見
な
が
ら

お
抹
茶
を
飲
ん
で
も
ら
え
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。
ま
た
、
野
点
で

は
開
催
場
所
を
僕
と
企
画
者
だ
け
で
決
め
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
地

域
の
方
々
と
相
談
し
な
が
ら
決
め
て
い
く
と
い
う
方
法
を
と
り
ま
す
。

説
明
会
と
と
も
に
「
散
歩
会
」
を
で
き
る
だ
け
沢
山
実
施
し
、
関
係

者
は
も
ち
ろ
ん
、
お
茶
や
陶
芸
へ
の
興
味
だ
っ
た
り
、
た
だ
な
ん
と

な
く
だ
っ
た
り
、
僕
の
メ
イ
ク
へ
の
興
味
だ
っ
た
り
、
友
人
に
誘
わ

れ
て
だ
っ
た
り
…
動
機
を
問
わ
ず
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
と
実
際
に

地
域
を
歩
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
気
に
入
り
の
場
所
を
紹
介
し
合
い
、

相
談
し
な
が
ら
決
め
て
い
き
ま
す
。
今
回
の
大
槌
で
も
「
運
営
メ
ン

バ
ー
参
加
者
募
集
！
」
と
事
前
に
幅
広
く
呼
び
か
け
、
一
緒
に
散
歩

し
て
く
だ
さ
る
方
、
一
緒
に
お
客
さ
ん
を
迎
え
る
側
に
ま
わ
っ
て
下

さ
る
方
を
募
集
し
ま
し
た
。

　
大
槌（
＊
1
）で
の
野
点
は
、「
東
京
都
に
よ
る
芸
術
文
化
を
活
用
し
た

被
災
地
支
援
事
業
」（＊
2
）の
一
環
と
し
て
、
復
興
に
関
わ
る
文
化
を

通
じ
た
人
材
育
成
事
業
「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
塾
」（＊
3
）の
実

践
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
演
習
」
の
一
つ
と
し

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
初
め
て
僕
が
岩
手
の
沿
岸
部
に
行
っ
た
の
は

２
０
１
１
年
12
月
の
釜
石
。
大
槌
で
の
開
催
が
決
ま
っ
た
の
が
２
０

１
２
年
の
２
月
。
東
京
の
「
谷
中
の

お
か
っ
て
」（＊
4
）の
み
な
さ
ん
、
東

京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
音
楽
環
境
創

造
科
の
熊
倉
研
究
室
の
み
な
さ
ん
に

も
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
し
、
６
・

７
・
８
月
と
毎
月
大
槌
に
行
き
、
説

明
会
、
散
歩
会
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

行
い
な
が
ら
９
月
の
本
番
を
迎
え
ま

し
た
。

第
9
章
●「
３
・
11
以
降
の
動
き
」

Case II 

き
む
ら
と
し
ろ
う
じ
ん
じ
ん
の「
野の

点だ
て

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岩
手
県
大
槌
町
）

き
む
ら
と
し
ろ
う
じ
ん
じ
ん

C
ontents

■
震
災
直
後
―
―
自
分
の
中
で
の
状
況
の
ラ
ベ
ル
化
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
21

■
取
手
茶
会
か
ら
仙
台
野
点
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
21

■
大
槌
で
の
野
点
の
始
ま
り
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
22

■
散
歩
会
～
絞
り
込
み
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
23

■
開
催
場
所
の
最
終
決
定
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
24

■
体
験
説
明
会
と
本
番「
作
業
・
お
茶
碗
・
越
境
」‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
26

■
お
わ
り
に
‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
27

■
野
点
と
は

　「
野の

点だ
て

」
と
は
、
簡
単
に
い
う
と
「
陶
芸
・
お
抹
茶
屋
台
」
み
た
い

な
も
の
で
、
１
９
９
５
年
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
素
焼
き
の
お
茶
碗
、

茶
碗
を
焼
く
窯
、
そ
れ
に
お
茶
道
具
一
式
を
積
ん
だ
リ
ヤ
カ
ー
二
台

で
、
ま
ち
な
か
の
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ペ
ー
ス
に
出
没
し
ま
す
。
お
茶
碗

に
釉う
わ
ぐ
す
り薬

を
塗
り
、
そ
れ
を
「
樂
焼
き
」
と
い
う
温
度
が
低
い
焼
き
方

で
そ
の
場
で
焼
い
て
、
い
ぶ
し
て
、
水
の
中
に
ジ
ュ
ッ
と
浸
け
て
冷

や
し
、
最
後
に
す
す
を
落
と
し
て
洗
え
ば
そ
の
場
で
使
え
る
…
つ
ま

り
、
そ
の
場
に
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
っ
た
お
客
さ
ん
に
、
自
分
で
色

きむらとしろうじんじんの「野点」
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＊
5取

手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

詳
細
は
、
第
5
章
を
参
照
。

＊
6野

点 

ｉ
ｎ 

取
手
＋Takibino

茨
城
県
取
手
市
の
井
野
団
地
内
に
て
、
２
０
１
１
年

３
月
24
日
と
27
日
の
二
日
間
の
開
催
を
予
定
し
て
い

た
。

＊
7茶

話
会

２
０
１
１
年
３
月
27
日
に
取
手
井
野
団
地
内
に
て
開

催
。

常
」。
青
森
、
弘
前
、
水
戸
、
仙
台
、
名
取
、
取
手
、
会
津
若
松
…
。

野
点
を
行
っ
た
土
地
・
行
お
う
と
し
て
い
る
土
地
の
具
体
的
な
風
景

や
人
の
顔
。
そ
の
延
長
線
上
に
ぎ
り
ぎ
り
「
被
災
地
と
呼
ば
れ
る
地

域
」
が
思
い
浮
か
ぶ
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
具
体
的
に
な
る
た
め
に

野
点
に
「
す
が
っ
た
」
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。

■
取
手
茶
会
か
ら
仙
台
野
点

　
地
震
の
翌
々
日
く
ら
い
か
ら
、
取
手
の
野
点
の
関
係
者
と
、
実
施

に
つ
い
て
の
相
談
が
始
ま
り
ま
し
た
。
交
通
も
ほ
と
ん
ど
通
じ
て
い

な
い
し
大
き
な
余
震
も
続
い
て
い
る
状
況
で
す
か
ら
、
人
が
居
る
場

所
で
窯
を
焚
く
野
点
本
体
の
実
施
は
物
理
的
に
無
理
、
と
い
う
結
論

ま
で
は
す
ぐ
に
出
た
の
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
先
「
お
茶
会
だ
け
で
も

行
う
か
ど
う
か
？
」
に
関
し
て
は
企
画
者
の
方
々
も
僕
も
随
分
と
考

え
込
み
ま
し
た
。
福
島
の
原
発
を
め
ぐ
る
状
況
に
関
し
て
明
確
な
判

断
基
準
を
持
て
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
当
時
言
わ
れ
始
め
て
い
た
「
こ

ん
な
と
き
こ
そ
◯
◯
」「
こ
ん
な
と
き
に
◯
◯
な
ん
て
」
ど
ち
ら
の
言

葉
に
も
、「
こ
ん
な
と
き
」
と
い
う
大
雑
把
な
名
付
け
方
に
強
い
違
和

感
が
あ
り
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
、
団
地
の
住
民
の
方
々
の
中
に

「
せ
っ
か
く
だ
か
ら
、
私
は
お
茶
会

や
り
た
い
」「
家
で
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り

見
て
い
る
と
気
が
狂
い
そ
う
、
外
に

出
た
い
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
い
る

方
々
が
い
る
、
と
伝
え
聞
い
た
こ
と

に
も
背
中
を
押
し
て
も
ら
い
、「
茶
話

会
」（＊
7
）と
い
う
名
で
お
茶
会
の
み

を
屋
外
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
本
番
当
日
、
沢
山
の
団
地
の

■
震
災
直
後
―
―
自
分
の
中
で
の
状
況
の
ラ
ベル
化

　
大
槌
で
の
野
点
に
関
し
て
話
す
に
は
、
震
災
直
後
か
ら
の
僕
の
心

の
変
遷
を
先
に
話
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
３
月
11
日
に
震
災
を

知
っ
た
と
き
、
一
番
最
初
に
思
い
浮
か
ん
だ
の
は
、
約
一
か
月
前
に

「
じ
ゃ
あ
、
来
年
度
も
よ
ろ
し
く
」
と
言
っ
て
別
れ
た
「
仙
台
野
点
」

の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
次
に
思
い
浮
か
べ
た
の

は
、
茨
城
の
「
取
手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
＊
5
）の
方
々
の
こ
と
。

２
週
間
後
の
３
月
27
日
に
「
野
点 
ｉ
ｎ 
取
手
＋T

akibino

」（
＊
6 

）

と
い
う
名
前
で
、
団
地
の
方
た
ち
と
一
緒
に
野
点
を
や
り
な
が
ら
、

た
き
火
や
薪
ス
ト
ー
ブ
を
囲
ん
で
、
大
き
な
お
茶
会
を
行
お
う
と
し

て
い
た
の
で
す
。

　
東
京
も
含
め
東
の
方
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
は
、
地
震
も
凄
か
っ

た
で
し
ょ
う
し
、
関
西
に
比
べ
て
東
北
に
親
戚
や
友
人
が
い
る
方
も

多
い
で
し
ょ
う
し
、
み
な
さ
ん
凄
く
近
い
距
離
感
で
地
震
や
原
発
の

こ
と
を
感
じ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
関
西
に
居
て
、
ネ
ッ
ト

動
画
と
か
を
夜
中
に
延
々
見
て
い
る
と
、「
大
震
災
」「
大
惨
事
」「
被

災
地
」
と
い
う
ラ
ベ
ル
だ
け
が
頭
に
ど
ん
ど
ん
張
り
付
い
て
い
く
。
つ

い
さ
っ
き
ま
で
仙
台
や
青
森
や
水
戸
の
友
人
の
こ
と
を
考
え
て
い
た

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
見
な
が
ら
勝
手
に
震
災

の
状
況
を
判
定
し
よ
う
と
し
て
み
た
り
、
ネ
ッ
ト
上
の
コ
メ
ン
ト
に

対
す
る
分
析
を
試
み
て
み
た
り
。
自
分
が
ど
ん
ど
ん
観
念
的
に
な
っ

て
い
く
恐
怖
が
あ
っ
た
こ
と
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
震
災
か
ら

二
週
間
く
ら
い
の
間
「
と
に
か
く
具
体
的
に
な
ら
な
く
ち
ゃ
、
具
体

的
に
な
ら
な
く
ち
ゃ
」
と
い
う
こ
と
ば
か
り
思
っ
て
い
ま
し
た
し
、
今

も
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
大
変
情
け
な
い
話
で
す
が
、

僕
が
具
体
的
に
な
れ
る
こ
と
と
い
う
の
が
「
野
点
」
し
か
な
か
っ
た

ん
で
す
ね
。
京
都
と
野
点
開
催
地
を
行
き
来
す
る
の
が
僕
の
「
日

取手での茶話会
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＊
8２

０
１
１
年
10
月
20
日
は
仙
台
市
青
葉
区
南
光
院

丁
に
て
、
23
日
は
青
葉
区
肴
町
公
園
に
て
開
催
。

＊
9２

０
１
１
年
12
月
11
日
に
、
遠
藤
一
郎
を
中
心
に
連

凧
づ
く
り
が
開
催
さ
れ
た
。
釜
石
市
の
青
葉
公
園
商

店
街
復
興
ハ
ウ
ス
に
て
地
域
内
外
の
方
々
や
子
ど
も

た
ち
と
制
作
し
、
釜
石
小
学
校
の
校
庭
を
舞
台
に

連
凧
上
げ
が
実
現
し
た
。

行
く
ま
で
は
と
て
も
迷
い
ま
し
た
。
下
見
に
行
く
と
い
う
の
は
や
は

り
「
実
施
す
る
」
と
い
う
こ
と
な
の
だ
、
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。
下
見
に
行
っ
た
後
に
「
や
め
と
き
ま
す
」
と
言
え
る
の

か
？
　
何
を
根
拠
に
「
や
め
て
お
く
」
と
い
う
判
断
を
す
る
の
か
？
　

「
被
災
地
」
だ
か
ら
か
？
　
や
め
る
根
拠
と
な
る
く
ら
い
具
体
的
な
経

験
を
一
日
や
二
日
の
訪
問
で
で
き
る
の
か
？
…
下
見
に
行
く
こ
と

は
、「
実
施
す
る
」
こ
と
と
セ
ッ
ト
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
う
思
い
な
が
ら
２
０
１
１
年
12
月
に
釜
石
に
着
い
た
と
き
の
最

初
の
感
想
は
、
そ
れ
で
も
「
野
点
な
ん
て
で
き
な
い
で
し
ょ
う
？
」

で
し
た
。
こ
の
ま
ち
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
が
、
今
の
ま
ち
の
風
景

を
見
な
が
ら
お
茶
を
飲
ん
だ
り
お
茶
碗
を
焼
い
た
り
し
た
い
な
ん
て

思
う
は
ず
が
な
い
、
と
勝
手
に
思
い
込
ん
だ
ん
で
す
。
あ
れ
ほ
ど
「
具

体
的
で
あ
ら
ね
ば
」
と
思
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
釜
石
に
着

い
た
途
端
、
ま
ち
に
住
ん
で
い
る
方
た
ち
を
ま
と
め
て
「
被
災
者
」、

釜
石
に
は
「
被
災
地
」
と
い
う
ラ
ベ
ル
を
大
急
ぎ
で
か
ぶ
せ
た
く
な

っ
た
…
…
そ
れ
ほ
ど
の
風
景
で
し
た
。

　
わ
ず
か
で
も
「
や
れ
る
か
も
？
」
と
い
う
思
い
に
つ
な
が
る
よ
う

な
事
柄
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
復
興
商
店
街
に
来
て
い
た
遠
藤
一
郎

さ
ん
の
凧
揚
げ
の
チ
ー
ム（
＊
9
）と
出
会
っ
た
こ
と
で
す
。
彼
ら
と
商

店
街
の
方
々
の
ぎ
く
し
ゃ
く
し
た
や

り
と
り
―
―
ち
ょ
っ
と
面
白
が
っ
て

い
る
人
も
い
れ
ば
、
迷
惑
そ
う
な
人

も
い
れ
ば
、
戸
惑
っ
て
い
る
人
も
い

る
―
―
を
見
な
が
ら
、
人
の
気
配
が

少
な
い
今
の
釜
石
の
風
景
の
中
で
、

よ
そ
者
で
あ
ろ
う
が
何
で
あ
ろ
う
が
、

人
が
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
た
り
、
路
上

で
人
と
人
が
や
り
と
り
を
し
て
い
る

方
々
が
久
し
ぶ
り
に
集
い
、
お
菓
子
や
温
か
い
汁
物
な
ど
を
持
ち
寄

り
、
薪
ス
ト
ー
ブ
や
屋
外
設
置
さ
れ
た
コ
タ
ツ
を
囲
み
、
お
茶
を
飲

み
・
語
り
合
う
場
が
開
か
れ
ま
し
た
。
い
い
お
茶
会
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
今
思
い
返
す
と
、
僕
が
企
画
者
の
方
々
に
「
お
茶
だ
け
で
も
点
て

に
行
き
ま
し
ょ
う
か
？
」
と
言
っ
た
の
は
、
野
点
に
「
す
が
っ
て
い

る
」
僕
に
は
結
局
「
行
く
」
以
外
の
選
択
肢
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
相
談
し
、
団
地
の
方
々
と
の
関

係
が
支
え
と
な
っ
て
決
定
さ
れ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
同
時
に
、

「
野
点
を
行
う
と
い
う
自
分
に
と
っ
て
の
日
常
」
を
取
り
返
し
た
い
と

い
う
、
個
人
的
で
エ
ゴ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
判
断
だ
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
あ
と
お
話
し
す
る
大
槌
で
の
野
点
に
関
し
て
も
、
そ
こ

は
一
緒
で
す
。

　
取
手
で
の
お
茶
会
が
終
わ
っ
た
後
、
仙
台
の
方
た
ち
と
の
相
談
が

ス
タ
ー
ト
し
、
秋
に
野
点
が
実
現
し
ま
し
た
。
仙
台
で
の
野
点（
＊
8
）

で
、
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
下
見
も
本
番
も
「
再
会
の

場
」
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
２
０
０
９
～
２
０
１
０
年

に
仙
台
の
ま
ち
な
か
で
開
催
し
て
き
た
の
で
、
ス
タ
ッ
フ
も
お
客
さ

ん
も
顔
見
知
り
の
方
が
増
え
て
い
ま
し
た
が
、
震
災
以
降
全
く
連
絡

が
つ
か
な
か
っ
た
人
も
多
く
い
た
の
が
実
情
で
し
た
。
下
見
が
始
ま

っ
た
と
き
の
「
ま
た
会
え
た
」
と
い
う
感
激
、
本
番
の
現
場
で
再
会

を
喜
び
、
３
月
か
ら
こ
れ
ま
で
の
こ
と
を
語
り
合
う
お
客
さ
ん
や
ス

タ
ッ
フ
た
ち
の
姿
が
強
く
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

■
大
槌
で
の
野
点
の
始
ま
り

　
そ
し
て
、
仙
台
の
野
点
を
終
え
た
11
月
頃
、
岩
手
の
釜
石
で
野
点

を
や
り
ま
せ
ん
か
と
い
う
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
正
直
、
下
見
に

震災後の大槌町の様子
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■
散
歩
会
〜
絞
り
込
み

　
開
催
場
所
探
し
の
散
歩
会
に
参
加
し
て
く
れ
る
人
、
本
番
で
一
緒

に
お
客
さ
ん
を
迎
え
る
ス
タ
ッ
フ
、
企
画
全
体
の
運
営
メ
ン
バ
ー
を

チ
ラ
シ
や
口
コ
ミ
で
公
募
し
な
が
ら
、
６
月
か
ら
本
格
的
に
野
点
の

準
備
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
６
・
７
・
８
月
と
大
念
寺
さ
ん
を
拠

点
に
行
わ
れ
た
説
明
会
・
散
歩
会
へ
の
参
加
者
は
の
べ
30
名
。
人
数

こ
そ
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
さ
ま
ざ
ま
な
方
が
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
大
念
寺
さ
ん
と
の
ご
縁
で
来
た
方
、
ひ
ょ
う
た
ん
塾
の
活

動
に
興
味
を
持
っ
て
来
た
方
、
チ
ラ
シ
で
見
た
僕
の
メ
イ
ク
に
興
味

を
持
っ
て
来
た
方
。
支
援
者
と
し
て
よ
そ
か
ら
来
て
長
期
間
大
槌
に

滞
在
し
て
い
る
方
、
震
災
を
契
機
に
大
槌
に
帰
っ
て
き
た
方
、
仮
設

住
宅
に
住
ん
で
い
る
方
、
被
災
し
た
家
を
直
し
て
住
ん
で
い
る
方
…
。

特
定
の
仮
設
住
宅
の
集
会
所
で
は
な
く
、
震
災
前
か
ら
多
く
の
地
元

の
方
に
と
っ
て
ご
縁
の
あ
る
場
所
で
あ
っ
た
大
念
寺
さ
ん
が
拠
点
で

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
「
い
ろ
ん
な
」
方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
　

　
散
歩
会
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
語
り
尽
く
せ
ま
せ
ん
。
一

番
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
ま
ち
の
中

心
の
広
場
周
辺
や
駅
の
周
辺
が

今
は
ガ
レ
キ
と
剥
き
出
し
の
建

物
の
基
礎
だ
け
の
荒
野
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
風
景

を
見
な
が
ら
、
お
祭
り
の
と
き

の
そ
の
広
場
の
様
子
や
商
店
街

や
飲
屋
街
の
様
子
、
そ
し
て
津

波
が
来
た
と
き
に
そ
こ
で
起
こ

っ
て
い
た
こ
と
、
亡
く
な
ら
れ

様
子
に
「
な
ん
か
、
え
え
な

ぁ
」
と
い
う
感
触
を
持
ち
ま
し

た
。
も
う
一
つ
、
と
て
も
重
要

な
こ
と
が
、
釜
石
を
離
れ
る
直

前
に
お
会
い
し
た
大
槌
に
住
む

ご
夫
妻
が
「
大
槌
に
行
っ
た
ら

野
点
や
り
た
い
と
言
う
人
、
た

く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
よ
」

と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

そ
の
発
言
の
明
る
く
き
っ
ぱ
り

し
た
調
子
に
す
ご
く
驚
い
た
こ

と
を
鮮
明
に
憶
え
て
い
ま
す
。
す
っ
か
り
ひ
と
ま
と
め
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
た
僕
の
中
の
「
被
災
者
」「
被
災
地
」
が
２
日
間
で
初
め
て

「
◯
◯
さ
ん
・
◯
◯
さ
ん
」
に
バ
ラ
け
て
、「
具
体
的
」
に
な
り
始
め

た
瞬
間
で
し
た
。

　
最
終
的
に
開
催
を
決
め
た
の
は
、
２
０
１
２
年
２
月
に
大
槌
に
赴

い
た
と
き
で
し
た
。
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
塾
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
お
会
い
し
た
大
槌
の
大
念
寺
と
い
う
お
寺
の
奥
さ
ん
が
「
記
憶
の

中
の
風
景
も
、
失
っ
た
風
景
も
含
め
て
大
槌
の
風
景
だ
か
ら
、
記
憶

の
中
の
風
景
も
含
め
て
場
所
を
見
て
歩
い
て
、
話
を
し
な
が
ら
開
催

場
所
を
選
ぶ
の
で
あ
れ
ば
、
私
は
や
っ
て
み
て
も
い
い
と
思
う
。
震

災
か
ら
約
一
年
、
そ
ろ
そ
ろ
そ
う
い
う
時
期
な
の
か
も
し
れ
な
い
と

私
も
思
っ
て
い
た
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、
小
さ
な
お

茶
会
を
開
き
な
が
ら
交
流
す
る
「
お
茶
っ
こ
」
と
い
う
習
慣
が
大
槌

に
は
あ
り
、
震
災
以
後
は
な
か
な
か
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
お
話
が
、
野
点
を
実
施
す
る
と

い
う
決
断
の
決
定
打
、
最
大
の
後
押
し
と
な
り
ま
し
た
。

桜木町の野点での「お茶っこ」

散歩会・町方を歩き湧水を見る
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＊
10ひ

ょ
う
た
ん
島
（
蓬
莱
島
・
ほ
う
ら
い
じ
ま
）

大
槌
湾
内
に
あ
る
島
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
で
放
映

さ
れ
た
人
形
劇
「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
」（
原

作
者:

井
上
ひ
さ
し
）
の
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ

て
お
り
、
大
槌
で
は
「
ひ
ょ
う
た
ん
島
」
と
も
呼
ば

れ
て
い
る
。

に
勇
気
づ
け
ら
れ
、
大
槌
湾
と
ひ
ょ
う
た
ん
島（
蓬ほ

う

莱ら
い

島じ
ま

）（
＊
10
）を
望

む
赤あ
か

浜は
ま

地
区
で
の
開
催
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
、
一
方
、
町
方
中
心

部
に
関
し
て
は
「
見
た
く
な
い
人
も
多
い
だ
ろ
う
け
ど
、
私
は
自
分

の
暮
ら
し
て
い
た
ま
ち
で
、
ま
た
人
び
と
が
歩
い
た
り
集
っ
た
り
し

て
い
る
風
景
を
ぜ
ひ
見
た
い
」
と
い
う
提
案
が
あ
り
、
旧
大
槌
駅
前

で
野
点
を
中
心
に
ほ
か
に
も
人
が
集
え
る
よ
う
な
場
を
複
数
つ
く
る

こ
と
、
提
案
者
の
方
が
そ
れ
ま
で
に
も
行
っ
て
い
た
湧
水
を
見
て
ま

わ
る
ツ
ア
ー
の
同
時
開
催
も
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
あ
と
一

回
は
、
最
初
の
散
歩
会
か
ら
ず
っ
と
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
桜

木
町
の
方
々
と
の
ご
縁
を
ぜ
ひ
と
も
生
か
し
た
い
、
と
い
う
こ
と
で

桜
木
町
の
児
童
公
園
で
の
開
催
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
開
催
場
所
の
最
終
決
定

　
散
歩
か
ら
、
候
補
地
の
絞
り
込
み
、
そ
し
て
い
よ
い
よ
開
催
場
所

決
定
と
い
う
過
程
で
、
大
槌
の
方
そ
れ
ぞ
れ
と
お
会
い
し
お
話
し
す

る
中
で
わ
か
っ
て
き
た
こ
と
は
、
震
災
後
と
い
う
よ
り
も
震
災
「
中
」

の
現
在
の
暮
ら
し
の
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
お
互
い
の
こ
と
を
知
っ

て
い
る
地
元
の
方
々
だ
か
ら
こ
そ
、
大
き
な
遠
慮
・
配
慮
が
あ
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て

町
に
住
ん
で
い
る
人
自
体
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
状
況
だ
か
ら
な
お

の
こ
と
、
お
互
い
の
行
き
来
や
、
や
り
取
り
が
難
し
く
な
っ
て
い
る

面
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
桜
木
町
の
方
々
の
一
人
は
、
初
め
は
「
桜
木
町
で
は
開
催
し
な
い

方
が
い
い
の
で
は
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
桜
木
町
は
震

災
の
と
き
に
は
津
波
が
川
を
上
っ
て
き
て
、
多
く
の
住
宅
が
浸
水
し

た
の
で
す
が
、
修
復
を
し
て
自
宅
で
暮
ら
し
て
い
る
方
が
比
較
的
多

い
地
域
で
す
。
流
さ
れ
な
か
っ
た
家
に
住
む
「
在
宅
」
と
呼
ば
れ
る

た
方
の
こ
と
、
昔
か
ら
暮
ら
し
の
中
で
使
っ
て
い
た
湧
水
が
震
災
後

の
今
で
も
そ
こ
に
湧
い
て
い
る
こ
と
、
そ
ん
な
話
を
ゆ
っ
く
り
伺
い

な
が
ら
の
散
歩
の
日
。
外
か
ら
来
た
人
に
は
「
被
災
地
の
大
槌
」
で

な
く
海
や
山
の
い
い
風
景
も
見
て
欲
し
い
と
い
う
声
で
、
海
を
見
渡

す
展
望
台
へ
行
っ
た
り
、
山
へ
行
っ
た
り
の
散
歩
の
日
。
合
計
す
る

と
丸
６
日
間
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
、
沢
山
の
場
所
を
（
全
く
時
間
は

足
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
）
見
て
歩
き
、
25
～
30
カ
所
が
開
催
候
補
地

と
な
り
ま
し
た
。

　
開
催
場
所
を
３
カ
所
に
絞
り
込
ん
で
い
く
相
談
は
思
っ
て
い
た
よ

り
も
ス
ム
ー
ズ
で
し
た
。
散
歩
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
が
、

震
災
を
経
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
場
所
・
風
景
に
つ
い
て
、
そ
こ
で
行

う
意
味
に
つ
い
て
、
と
て
も
切
実
に
考
え
・
力
強
く
提
案
し
て
く
だ

さ
っ
た
か
ら
決
断
も
は
っ
き
り
と
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に

海
の
見
え
る
場
所
で
の
開
催
、
そ
し
て
多
く
の
方
が
暮
ら
し
て
い
た

家
々
の
痕
跡
だ
け
が
残
る
町
方
の
中
心
部
で
の
開
催
に
関
し
て
は
、

僕
も
東
京
か
ら
来
て
い
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
チ
ー
ム
も
、
そ
れ
ぞ
れ

そ
こ
で
行
う
こ
と
に
意
義
も
魅
力
も
強
く
感
じ
な
が
ら
、
大
槌
在
住

の
方
々
に
ど
こ
ま
で
そ
れ
を
提
案
し
て
い
い
の
か
…
…
と
思
っ
て
い

た
場
所
な
の
で
、
地
元
の
方
々

の
方
か
ら
「
や
ろ
う
」
と
い
う

提
案
が
出
た
と
き
に
は
驚
き
ま

し
た
。

　
海
に
関
し
て
は
「
そ
れ
で
も

大
槌
と
い
う
の
は
、
今
ま
で
も
、

こ
れ
か
ら
も
、
海
と
暮
ら
し
て

い
く
ま
ち
な
ん
だ
か
ら
、
海
の

見
え
る
場
所
で
一
度
は
や
り
た

い
」
と
い
う
き
っ
ぱ
り
し
た
声

散歩会・城山から望む大槌のまち
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っ
て
く
れ
る
方
が
ど
れ
ほ
ど
居
る
の
か
？
　
す
べ
て
手
探
り
の
状
態

で
進
ん
で
き
た
中
で
、
大
槌
在
住
の
方
や
長
期
滞
在
の
支
援
者
の
方

は
「
お
互
い
い
ろ
ん
な
こ
と
を
知
っ
て
る
が
ゆ
え
に
踏
み
込
ま
な
い
」、

僕
も
含
め
よ
そ
か
ら
来
た
人
は
「
い
ろ
ん
な
こ
と
を
知
ら
な
い
（
と

思
っ
て
い
る
）
が
ゆ
え
に
踏
み
込
ま
な
い
」、
と
い
う
「
沈
黙
の
お
見

合
い
」
の
よ
う
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
時
間
も
多
く
過
ご
し
ま
し
た
。

「
◯
◯
の
た
め
の
支
援
活
動
と
す
っ
き
り
言
え
る
こ
と
」
で
あ
れ
ば
話

は
早
い
の
で
し
ょ
う
が
、
行
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
最
初
か
ら

「
平
等
性
」
や
「
被
災
者
支
援
」
と
い
う
「
大
き
な
ラ
ベ
ル
」
を
持
た

な
い
（
持
と
う
と
し
な
い
）
野
点
の
開
催
。
運
営
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ

れ
が
自
分
自
身
に
と
っ
て
の
「
落
と
し
ど
こ
ろ
」
を
手
探
り
で
考
え

て
い
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
し
、
す
っ
き
り
と
し
た
結
論
が
出
に
く

い
の
は
当
然
の
こ
と
。
そ
れ
で
も
「
た
だ
の
野
点
」
だ
か
ら
こ
そ
、

「
わ
か
っ
ち
ゃ
ぁ
い
な
い
よ
そ
も
の
」
も
い
る
か
ら
こ
そ
、
人
と
の
具

体
的
な
ご
縁
一
つ
ひ
と
つ
を
頼
り
に
な
ん
と
か
相
談
を
進
め
ら
れ
、

文
字
通
り
「
い
ろ
ん
な
地
元
の
方
」
と
や
り
取
り
で
き
た
の
で
は
な

い
か
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
作
業
感
覚
を
も
っ
と
早
く
沢
山
共
有
で
き
な
か
っ
た
の

か
、
と
い
う
の
が
、
今
、
少
し
悔
い
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

が
個
別
に
持
っ
て
い
る
直
接
お
会
い
し
た
方
々
と
の
ご
縁
や
、
や
り

取
り
の
積
み
重
ね
を
も
っ
と
交
感
で
き
る
機
会
や
時
間
が
あ
れ
ば
…
。

直
前
に
し
か
行
え
な
か
っ
た
仮
設
住
宅
も
含
む
開
催
場
所
近
隣
の

方
々
へ
の
相
談
や
あ
い
さ
つ
回
り
な
ど
の
具
体
的
な
現
場
を
も
っ
と

多
く
の
運
営
メ
ン
バ
ー
同
士
で
共
有
で
き
て
い
れ
ば
…
。
そ
う
す
れ

ば
も
っ
と
い
ろ
ん
な
境
界
線
を
越
境
で
き
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

が
、
そ
も
そ
も
「
野
点
な
ん
て
で
き
な
い
の
で
は
？
」
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
手
探
り
の
半
年
、
と
考
え
る
と
、
こ
れ
が
限
界
と
も
思
い
ま

す
。

人
び
と
と
、「
仮
設
」
の
住
宅
に
住
む
人
び
と
と
の
間
の
隔
た
り
に
関

し
て
そ
の
方
は
「
在
宅
の
人
間
は
仮
設
に
は
行
け
な
い
の
で
す
よ
。

物
資
も
慰
問
も
す
べ
て
の
情
報
は
仮
設
へ
行
く
。
我
々
は
仮
設
に
居

る
人
た
ち
に
対
し
て
大
変
な
後
ろ
め
た
さ
を
感
じ
て
い
て
、
仮
設
あ

る
い
は
仮
設
商
店
街
で
行
な
わ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
に
も
行
き
に
く

い
」
と
も
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
津
波
で
家
が
流
さ
れ
な
か

っ
た
と
し
て
も
、
家
族
を
亡
く
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、

受
け
た
傷
は
本
当
に
さ
ま
ざ
ま
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
は
ず
で
す

が
、
家
が
流
さ
れ
た
か
ど
う
か
で
大
き
な
境
界
線
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
ま
た
、
仮
設
住
宅
の
間
で
も
「
情
報
や
催
し
が

集
中
す
る
仮
設
、
そ
う
で
な
い
仮
設
」
に
関
し
て
の
「
平
等
性
」
が

問
題
に
な
る
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
話
も
伺
い
ま
し
た
。

　
赤
浜
地
区
は
最
終
的
に
「
吉き

里り

吉き

里り

第
４
仮
設
」
と
い
う
仮
設
住

宅
の
近
く
の
常
じ
ょ
う

楽ら
く

院い
ん

と
い
う
お
堂
の
前
で
野
点
本
体
を
行
う
と
い
う

方
向
に
決
ま
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
決
定
の
際
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
が
出
ま
し
た
。
仮
設
の
方
々
に
正
面
か
ら
ち
ゃ
ん
と
野
点
全
体
で

お
世
話
に
な
っ
て
一
緒
に
現
場
を
行
っ
て
い
た
だ
く
方
向
が
良
い
の

で
は
と
い
う
意
見
。
そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
負
担
が
大
き
す
ぎ
る
の
で

は
と
い
う
意
見
。
今
か
ら
の
限

ら
れ
た
時
間
で
は
ち
ゃ
ん
と
お

世
話
に
な
る
お
願
い
自
体
が
む

ず
か
し
い
。
赤
浜
と
言
っ
て
も

広
い
エ
リ
ア
で
あ
り
仮
設
以
外

の
方
々
が
来
に
く
く
な
る
の
で

は
、
と
い
う
意
見
。
地
元
の

方
々
に
ど
こ
ま
で
お
世
話
に
な

れ
る
の
か
？
　
そ
も
そ
も
一
緒

に
お
客
さ
ん
を
迎
え
る
側
に
回

大念寺でのミーテイング
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明
会
を
行
っ
た
復
興
商
店
街
の
方
々
も
、
入
れ
替
わ
り
立
ち
代
わ
り
、

い
ろ
ん
な
方
が
訪
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
赤
浜
は
な
か
な
か
人
来

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
」
と
心
配
す
る
運
営
メ
ン
バ
ー
の
方
も
お
ら

れ
ま
し
た
が
、
大
盛
況
。
野
点
だ
け
で
な
く
第
４
仮
設
の
集
会
所
前

に
「
ひ
ょ
う
た
ん
島
を
眺
め
、
語
ら
う
お
茶
席
」
を
設
け
た
り
、
吉

里
吉
里
か
ら
カ
フ
ェ
＋
雑
貨
屋
さ
ん
が
出
店
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、

お
堂
の
中
で
は
「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
」
が
上
映
さ
れ
、
海

を
見
渡
す
山
の
展
望
台
へ
の
ド
ラ
イ
ブ
ツ
ア
ー
ま
で
、
と
て
も
お
も

ろ
い
現
場
で
し
た
。
現
場
ス
タ
ッ
フ
の
本
番
後
の
感
想
の
中
に
も

「
地
元
の
方
々
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
、
濃
密
な
出
会
い
方
と
い
う
点
で

は
赤
浜
の
現
場
が
一
番
充
実
し
て
い
た
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　
二
日
目
の
桜
木
児
童
公
園
は
、
一
回
目
の
散
歩
会
か
ら
ず
っ
と
参

加
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
方
も
多
く
、
町
会
の
み
な
さ
ん
と
直
接
相

談
す
る
機
会
も
あ
っ
た
の
で
、「
桜
木
の
方
た
ち
と
み
ん
な
で
つ
く
っ

た
現
場
」
に
な
り
ま
し
た
。
避
難
所
生
活
で
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
ず
っ
と

演
奏
し
て
お
ら
れ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ま
と
東
京
か
ら
来
た
音
楽
家
の
ハ

ー
モ
ニ
カ
＆
ピ
ア
ニ
カ
の
す
ば
ら
し
い
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
あ
り
、
お
茶

っ
こ
の
席
で
は
桜
木
の
方
々
と
お
客
さ
ん
た
ち
が
お
茶
を
点
て
合
い
、

■
体
験
説
明
会
と
本
番「
作
業
・
お
茶
碗
・
越
境
」

　
本
番
の
前
に
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の
体
験
説
明
会
と
い
う
の
を
実
施

し
ま
し
た
。
野
点
の
一
日
の
流
れ
・
作
業
を
実
際
に
体
験
し
て
も
ら

う
リ
ハ
ー
サ
ル
で
す
。
地
元
ス
タ
ッ
フ
の
方
も
た
く
さ
ん
参
加
し
て

く
だ
さ
り
、
東
京
か
ら
手
伝
い
に
来
て
く
れ
た
学
生
も
お
り
、
こ
の

日
初
め
て
ス
タ
ッ
フ
に
な
っ
た
人
も
多
く
い
ま
し
た
。
そ
の
メ
ン
バ

ー
が
、
い
き
な
り
「
作
業
」
の
場
で
出
会
え
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
の

日
よ
く
晴
れ
て
ゆ
っ
く
り
過
ご
せ
た
こ
と
が
今
回
の
大
槌
野
点
で
は

す
ご
く
重
要
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。「
作
業
」
が
あ
る
か
ら
、
茶
碗
や

窯
や
お
茶
が
あ
る
か
ら
、
地
元
の
人
も
よ
そ
者
も
、
被
災
者
と
呼
ば  

れ
る
人
も
支
援
者
と
呼
ば
れ
る
人
も
、
お
互
い
越
境
し
て
お
話
し
で

き
る
し
、
一
緒
に
ゆ
っ
く
り
時
を
過
ご
せ
る
。
机
上
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
で
は
伝
わ
ら
な
い
こ
と
が
作
業
の
姿
・
振
る
舞
い
を
通
し
て
伝
わ

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
い
く
ら
説
か
れ
て
も
や
り

取
り
で
き
な
い
感
覚
が
お
茶
碗
に
つ
い
て
話
し
な
が
ら
交
感
で
き
る
。

野
点
現
場
の
一
番
面
白
い
と
こ
ろ
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

本
番
の
風
景
全
体
を
言
葉
で
語
る
。
こ
れ
は
、
ほ
ん
ま
僕
に
は
不

可
能
な
の
で
、
か
い
つ
ま
ん
だ
話
で
お
許
し
く
だ
さ
い
。
開
催
初
日
、

赤
浜
で
は
、
ま
ず
、
吉
里
吉
里

第
４
仮
設
の
方
々
が
常
楽
院
ま

で
出
て
来
て
く
だ
さ
っ
た
の
が

嬉
し
か
っ
た
。
前
日
に
全
戸
あ

い
さ
つ
回
り
を
し
た
の
で
す
が
、

そ
の
と
き
お
会
い
し
た
ほ
と
ん

ど
の
方
が
来
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
し
、
赤
浜
地
区
内
の
離
れ
た

地
域
の
方
も
、
そ
し
て
体
験
説

体験説明会の様子

桜木児童公園の野点

赤浜・常楽院での野点
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＊
11浪

板
海
岸
（
な
み
い
た
か
い
が
ん
）

南
北
８
０
０
ｍ
に
渡
る
大
槌
町
の
海
岸
。
夏
場
は
、

家
族
連
れ
や
サ
ー
フ
ァ
ー
な
ど
が
活
用
す
る
海
水
浴

場
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
た
。
東
日
本
大
震
災
の
津
波

の
被
害
に
あ
う
。

も
来
て
く
だ
さ
り
、
震
災
前
の
ま
ち
の
中
心
部
に
多
く
の
人
が
集
い
、

歩
く
風
景
。
大
槌
の
方
そ
れ
ぞ
れ
に
は
ど
の
よ
う
に
見
え
て
い
た
の

だ
ろ
う
、
と
思
い
ま
す
。

　
野
点
開
催
の
１
カ
月
後
に
は
、
大
槌
の
市
民
文
化
祭
で
、
野
点
で

つ
く
ら
れ
た
お
茶
碗
を
集
め
て
展
示
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
野
点
史

上
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
大
槌
の
野
点
で
は
、
今
さ
ら
で
す
が
「
お

茶
碗
」
の
重
要
さ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
絵
付
け
に
没
頭
す
る
人
、

焼
い
た
り
磨
い
た
り
す
る
作
業
を
じ
ー
っ
と
見
続
け
る
人
、
自
分
の

だ
け
で
な
く
ほ
か
の
人
の
お
茶
碗
を
眺
め
た
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
お

話
し
す
る
の
を
楽
し
む
人
、
お
茶
碗
を
通
し
て
生
ま
れ
る
や
り
取
り

が
ほ
ん
ま
に
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
野
点
後
も
「
そ
の
お
茶
碗
」
に
つ

い
て
話
し
た
り
、
見
せ
あ
っ
た
り
、
が
今
も
続
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

青
や
緑
の
釉
薬
で
海
の
絵
付
け
を
さ
れ
る
方
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。

印
象
で
は
な
く
実
数
と
し
て
多
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
中
の
多
く

の
方
は
海
の
色
の
話
を
さ
れ
て
ま
し
た
。
大
槌
・
吉
里
吉
里
・
山
田

そ
れ
ぞ
れ
の
海
の
色
の
違
い
の
話
、
震
災
で
色
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ

た
話
。
浪
板
海
岸（
＊
11
）の
海
の
色
を
出
し
た
い
の
だ
け
れ
ど
、
難
し

い
と
い
う
こ
と
で
大
き
く
字
で
「
浪
板
の
海
」
と
書
い
た
人
も
い
ま

し
た
。

■
お
わ
り
に

　
今
回
、
大
槌
に
通
っ
て
い
る
間
、
僕
に
と
っ
て
最
大
の
支
え
だ
っ

た
言
葉
は
、
大
念
寺
の
和
尚
さ
ん
が
繰
り
返
し
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た

「
ま
ぁ
、
じ
ん
じ
ん
さ
ん
、
は
っ
き
り
言
っ
て
あ
り
が
た
迷
惑
な
ん
だ

よ
な
ぁ
。
ま
、
引
き
受
け
る
っ
て
決
め
た
か
ら
に
ゃ
ぁ
、
俺
は
や
る

け
ど
な
」
と
い
う
言
葉
で
し
た
。「
被
災
地
支
援
あ
り
が
と
う
」
な
ん

て
言
わ
れ
た
ら
、
僕
は
き
っ
と
逃
げ
出
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。「
あ

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
お
弁
当
の
配
布
な
ど
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん

で
あ
り
な
が
ら
、
と
て
も
穏
や
か
な
野
点
風
景
で
し
た
。
悔
し
さ
が

あ
る
と
す
れ
ば
、
場
所
を
決
定
し
た
と
き
に
目
標
と
し
て
話
し
て
い

た
「
道
む
こ
う
の
仮
設
住
宅
の
方
々
ま
で
も
こ
の
公
園
に
来
て
く
れ

た
ら
…
」
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
十
分
に
は
到
達
で
き
な
か
っ
た
こ
と
。

当
日
何
人
か
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、
も
っ
と
も
っ
と
事
前
に
直

接
声
を
か
け
ら
れ
た
ら
、
と
い
う
思
い
が
残
り
ま
し
た
。

　
最
終
日
は
町
方
の
中
心
、
旧
大
槌
駅
前
で
の
開
催
で
し
た
。
海
の

方
か
ら
山
の
方
ま
で
３
６
０
度
開
け
た
視
界
に
は
、
草
に
覆
わ
れ
た

沢
山
の
家
々
の
基
礎
と
、
痕
跡
だ
け
の
駅
の
ホ
ー
ム
と
、
線
路
跡
の

細
長
い
草
の
道
。
大
念
寺
の
和
尚
さ
ん
が
「
外
か
ら
来
た
人
に
は
、

こ
こ
か
ら
の
風
景
を
よ
ー
く
見
て
お
い
て
ほ
し
い
ん
だ
よ
な
ぁ
」
と

言
っ
て
お
ら
れ
た
風
景
。
今
ま
で
17
年
間
の
野
点
で
一
番
「
広
い
」

現
場
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
移
動
図
書
館
、
毎
回
と
な
っ
た
お
茶
っ

こ
の
席
、
赤
浜
に
続
い
て
の
吉
里
吉
里
か
ら
の
カ
フ
ェ
の
出
店
、
仙

台
野
点
の
ス
タ
ッ
フ
の
出
店
、
湧
水
散
歩
ツ
ア
ー
、
山
方
面
へ
の
ド

ラ
イ
ブ
ツ
ア
ー
、
大
念
寺
の
奥
さ
ん
も
所
属
す
る
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
＋
オ
カ
リ
ナ
演
奏
や
、
ラ
イ
ブ
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
晴
天
の
も
と
赤
浜
の
方
々
や
桜
木
の
方
々

旧大槌駅前での野点

地元グループの演奏
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で
は
？
」
と
言
い
た
い
で
す
。
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も
、
旅
行
で

も
、
仕
事
で
も
、
行
く
人
が
増
え
た
ら
い
い
。「
被
災
地
と
呼
ば
れ

る
場
所
に
行
か
な
い
・
関
わ
ら
な
い
理
由
や
論
理
を
一
生
懸
命
考
え
、

語
る
人
」
に
会
う
と
、
な
ん
と
い
う
か
、
イ
ラ
ッ
と
し
ま
す
（
笑
）。

右
往
左
往
す
る
こ
と
も
、「
何
も
わ
か
っ
て
ね
ぇ
だ
ろ
」
と
ち
ゃ
ん
と

言
わ
れ
る
こ
と
も
、
全
部
含
め
て
、
行
く
人
や
関
わ
る
人
が
増
え
た

方
が
い
い
。
こ
れ
が
今
の
実
感
で
す
。

　
次
の
秋
も
、
大
槌
で
野
点
を
や
り
ま
す
。

り
が
た
迷
惑
」
と
言
っ
て
も
ら
え
て
、
ぎ
り
ぎ
り
大
槌
で
野
点
が
で

き
た
。
ど
れ
ほ
ど
感
謝
し
て
も
し
き
れ
ま
せ
ん
。
も
う
一
つ
、
和
尚

さ
ん
は
「
ど
ん
な
支
援
が
必
要
で
す
か
？
　
じ
ゃ
な
く
て
、
ま
あ
、

と
に
か
く
来
て
、
見
て
、
自
分
で
考
え
て
く
れ
と
し
か
言
え
ん
わ
な
」

…
と
も
。

　
な
ぜ
今
回
大
槌
に
野
点
を
し
に
行
っ
た
の
か
？
　
そ
れ
は
、
も
う

「
ご
縁
で
あ
り
」「
行
き
た
か
っ
た
か
ら
」
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り

ま
せ
ん
。
と
に
か
く
僕
が
大
槌
で
野
点
を
し
た
か
っ
た
の
で
す
。
東

京
か
ら
き
て
く
れ
た
ベ
テ
ラ
ン
ス
タ
ッ
フ
が
終
了
後
に
漏
ら
し
た

「
野
点
が
、
い
つ
も
通
り
の
野
点
で
し
た
ね
」
と
い
う
感
想
が
妙
に
心

に
残
り
ま
し
た
。「
い
つ
も
通
り
の
野
点
」
を
大
槌
で
や
り
た
か
っ
た
。

今
、
大
槌
で
「
い
つ
も
通
り
の
野
点
」
を
や
る
に
は
「
被
災
地
」「
被

災
者
」
と
い
う
大
き
な
ラ
ベ
ル
を
少
し
で
も
越
境
し
て
、
ま
ち
の
人

と
個
人
対
個
人
と
し
て
や
り
と
り
を
し
、
ま
ち
を
沢
山
歩
い
て
、
見

て
、
場
所
・
風
景
に
つ
い
て
相
談
し
て
、
具
体
的
な
作
業
を
少
し
で

も
共
有
し
な
く
て
は
、「
い
い
野
点
現
場
」
に
は
な
ら
な
い
。「
い
つ

も
通
り
」
と
い
う
の
は
ど
の
現
場
も
一
緒
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、

「
今
の
大
槌
な
ら
で
は
の
や
り
取
り
、
摩
擦
、
作
業
、
風
景
の
あ
る

野
点
」
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
行
き
た
か
っ
た
」。
そ
ん
な

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
な
い
、
ま

ち
の
未
来
へ
の
大
提
言
も
な
い
、

感
情
だ
け
の
、
個
人
的
な
理
由

で
「
被
災
地
と
呼
ば
れ
る
場

所
」
に
行
っ
て
い
い
の
か
？

…
…
お
ず
お
ず
と
で
は
あ
り
ま

す
が
「
う
っ
か
り
で
あ
ろ
う
が
、

何
で
あ
ろ
う
が
行
っ
て
い
い
の

町民文化祭で展示された「野点」のお茶碗



講座概要

■2010 年度講座

Tokyo Art Research Lab 
日本型アートプロジェクトの歴史と現在 1990–2010

開催日：
［活動紹介・座談会］　2010年7月2日、8月6日、9月3日、
10月1日、 11月5日、 12月3日、2011年1月7日、1月21日
14:00–16:00（全8回）

［研究会］ 　同　16:00–19:00（全8回）

会場： 東京文化発信プロジェクトROOM 302
主催：東京都、東京文化発信プロジェクト室（公益財団法人

東京都歴史文化財団）、アートプロジェクト研究会

コーディネーター：熊倉純子（東京藝術大学音楽学部音楽環境

創造科教授）

ゲスト（事例順）：
加治屋健司（広島市立大学准教授）、長田謙一（首都大学東

京システムデザイン学部教授）、小川希（一般社団法人 TERA 

TOTERA チーフディレクター、Art Center Ongoing 代表）、野田
恒雄（建築家、TRAVELERS PROJECT 事務局 TRAVEL FRONT

主宰）、竹久侑（水戸芸術館現代美術センター学芸員）、鷲田め
るろ（金沢21世紀美術館キュレーター）、山出淳也（NPO法人 

BEPPU PROJECT 代表理事／アーティスト）、吉田有里（あいちト

リエンナーレ2010アシスタントキュレーター）、中村政人（アーティ

スト）、高野織衣（アートNPOヒミング代表）、石山拓真（ゼロダ

テアートプロジェクトプロジェクトリーダー）、羽原康恵（NPO法人

取手アートプロジェクトオフィス事務局長）、新井慶太（キタミン・

ラボ舎代表）、雨森信（Breaker Projectプログラムディレクター）、
河本一満（寿オルタナティブ・ネットワーク 総合プロデューサー）、
加藤種男（アサヒビール芸術財団事務局長）、北村智子（千島

土地株式会社）、川俣正（美術作家）、藤浩志（美術家）

※所属・役職は講座開催時のものです。

■2011 年度講座

Tokyo Art Research Lab 集中セミナー　
アートプロジェクトの研究
アートプロジェクトとは何か？―地域社会の「戦略」と芸術
の「戦術」

開催日：2011年10月24日、10月31日、11月7日、１１月
１４日　19:00–21:00
会場： 東京文化発信プロジェクトROOM 302
主催：東京都、東京文化発信プロジェクト室（公益財団法人

東京都歴史文化財団）

企画：アートプロジェクト研究会

コーディネーター：熊倉純子（東京藝術大学音楽学部音楽環境

創造科教授）

ゲスト（第4回のみ）：坂倉杏介（慶應義塾大学グローバルセキュ

リティ研究所講師）　

発表事例（発表順）：
・田室寿見子（劇団 Sin Titulo）

『在留外国人による多文化共生のための演劇ワークショップ
と、雇用の創出-可児市の防災ワークショップを事例として-』
・佐口史華（静岡文化芸術大学大学院修士２年）

『市民ボランティアを通じたまちづくり-あいちトリエンナーレ
2010の事例から-』
・谷口文保（神戸芸術工科大学専任講師／九州大学大学院博士

後期課程）

『小学校と地域社会をつなぐアートプロジェクト-姫路市立安
富北小学校ホタルキノコを事例に-』
・石田陽介（九州大学大学院／アトリエHプロジェクト代表）

『福岡県箱崎地区におけるアトリエH（アッシュ）プロジェクト
の実践活動』
※所属・役職は講座開催時のものです。

■2012 年度講座

Tokyo Art Research Lab 
日本型アートプロジェクトの歴史と現在Ⅱ―定義の試み＆
3.11 以降の動き

開催日：
［第1期］
2012年7月13日、7月20日、7月27 日　19:00–21:30　

［第2期］
2012年12月12日、12月19日、12月26日　19:00–21:30
会場： 東京文化発信プロジェクトROOM 302
主催：東京都、東京文化発信プロジェクト室（公益財団法人

東京都歴史文化財団）、アートプロジェクト研究会

コーディネーター：熊倉純子（東京藝術大学音楽学部音楽環境

創造科教授）

ゲスト（第２期のみ、事例順）：
佐藤李青（東京アートポイント計画プログラムオフィサー）、大友
良英（音楽家）、毛利嘉孝（社会学者）、きむらとしろうじんじ
ん（アーティスト）、森司（東京アートポイント計画ディレクター）



東京アートポイント計画 Tokyo Art Research Lab 

日本型アートプロジェクトの歴史と現在
1990年 →2012年

監修●熊倉純子
企画・構成・編集●菊地拓児　長津結一郎

＋アートプロジェクト研究会
編集協力●佐藤恵美
デザイン●岸本つよし
DTPアシスタント●高橋麻衣
発行●平成25年3月

公益財団法人東京都歴史文化財団 
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東京都墨田区両国3-19-5シュタム両国5階 　　　   

Tel: 03-5638-8800 

Fax: 03-5638-8811

E-mail: info-ap@bh-proiect.jp

 
企画制作●アートプロジェクト研究会研究会メンバー

菊地拓児、長津結一郎(2010–2012)

伯耆田卓助　九冨美香、永尾真由、渡辺文菜(2010)　

芝山祐美、中山亜美(2011)

下西奏、高橋麻衣、畑まりあ、宮下信子(2011–2012)　

エレナ・ブジョラ、小林あずさ、鄭眞愛、高橋りほ、鄭タ

ンイ（2012)
お問い合わせ先●アートプロジェクト研究会

〒120-0034　東京都足立区千住1-25-1　

東京藝術大学音楽学部音楽環境創造科

熊倉研究室内

E-mail: artprojectlaboratory@gmail.com 

本書は「東京アートポイント計画」のリサーチ型人材育

成プログラム「Tokyo Art Research Lab」の一環として

実施した公開講座「日本型アートプロジェクトの歴史と現

在 1990–2010」（2010年）、「アートプロジェクトの研究」

（2011年）、「日本型アートプロジェクトの歴史と現在Ⅱ

―定義の試み＆3.11以降の動き」（2012年）の成果物

として作成されました。

●Tokyo Art Research Lab（TARL）

アートプロジェクトにまつわる問題や可能性をすくいあげ

分析することで、アートプロジェクトを持続可能にするシ

ステムを構築することを目指すリサーチ型の人材育成プ

ログラムです。

www.tarl.jp

●東京アートポイント計画とは

東京の様々な人・まち・活動をアートで結ぶことで、

東京の多様な魅力を地域・市民の参画により創造・発信

することを目指し、「東京文化発信プロジェクト」の一環

として東京都と公益財団法人東京都歴史文化財団が展

開している事業です。

www.bh-project.jp
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